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第31 本看護研究学会学術集会

「人間として遇する医療•福祉の定着に向けて」
ーペーシエントからパ ー スンヘの挑戦一

プログラム

会長 石 垣 靖 子

会

会

期 2005年7月21日（木）・22日（金）

場 札幌コンベンションセンター

〒003-0006 札幌市白石区東札幌6条1丁目1 - 1 

学術集会 第31回日本看護研究学会学術集会事務局
事務局 〒003-8585 札幌市白石区東札幌3条3丁目7-35
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TEL : Oll-812-23ll (内線158) FAX. : Oll -823-9552 

メ ー ル： jsnr3l@hsh.or.jp
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学術集会に参加される方へのお願い

1.受付と参加藷録

(1) 受付は.第 1日自，第2日告ともに 8: 00から行います。

(2) 総合受付の場所は， 1 Fエントランスホールです。受付は事前登録者受付(参加費を事前に振り込まれている方)

と当日参加者受付に分かれています。

(3) 6月15日以降に参加費を振り込まれた方は，当日，事前主主録者受付で振込用紙の控えをご提示下さい。引き替え

にネームカードをお渡しします。

(4) 当日受録される方は，~臼主主録者受付に学会参加裂を納めて下さい。引き換えにネームカードをお渡しします。

当日参加費は.会員10，000伺.非会員10，000内，学生(大学院生を!除く)3，000円です。なお，学生の方は.学生

誌をご提示下さい。

(5) 参加費に，抄銭集代金は含まれていませんO 会員には学会誌として配布されますが，非会員，学生の方で希望さ

れる方は，受付にでご購入下さい。 1背骨2，000円です。

(6) 領収書の必要な方は，受付でお渡しします。

(7) 学会会場では必ずネームカードをお付け下さい。ネームカードの無い方の学会会場への出入りはお断りします。

2.ポスターセッション演者の方へ

(l) ポスターの作成要領

ポスター掲示毘パネルは右部のようになります。

ポスターは，指示された場所に掲示してください。掲示に必要な物品は

会場に準備しでありますc 指示榛等は各自でご準備ください。

縦180cm，核90cmのスペースに図表，写真，説明文などを配置してくださ

い。パネル上段左端の演題番号は学会本部で、準備いたします。 淡題名，

所属，発表者名の表示は，縦20cm.綴70cmの大きさで各自ご準備ください。

出ポスターの掲示，取り外し

ポスターの掲示時間及び取り外し時間は以下の通りです。掲示準備の時

照子ffに，会場で受付を行い，掲示を行ってください。

発表日

7丹21日(木)

7丹22日(金)

(3) 質疑応答

費 疑 応 答

自分の質疑応答時間帯には，必ずポスターの前で待機してください。

‘___70cm一一一一+
1;貰霊童i宜霊童番号 i 

著者 E正名〈孫務〉

+一一一一一一… 90間一一一一一一一周+

座長は設けておりませんので¥自由に討論を行ってください。各会場に数名のコーデイネーターが待機してお

ります。

ポスターを掲示しなかった場合，あるいは費疑応答時間帯に不在の場合は，第311豆!日本看護研究学会学術集会

では発表しなかったことになります。

3.録雷カセット，ピデオ，カメラの持ち込み禁止について

講演及び発表の録音，録画，カメラの使用は禁止いたしますのでご了承下さL、

4.懇親会のご案内

2 

皆様の交流の場として，懇級会を開催いたしますので.多数のご参加をお待ちしています。(当日も受付けております)

日 時 7丹21日(本) 17: 45 ~ 

場所札幌コンペンションセンター(中ホール)

会費 6，000丹

日本看護研究学会雑誌;Vol. 28 No.3 2005 



5.その地
(1) 昼食について

f第31閲臼本肴護研究学会学術集会登録事務局(JTB北海道コンペンション営業部 TEL.011-241“1333)Jにてお

の予約絞売を致します。詳しくはホームページ(http://jtbpco.co.jp/jsnr31 )をご覧下さい。

(2) 会場内でのi呼び出しについて

会場内での呼び出しはE支部として行いませんG 掲示板をご利用下さいo

(3) 託克サービスについて

会場内で託克ザーどスがご利用いただけますっ

行総)コティ jまで産接ご連絡下さいc

話:フリーダイヤル0120-552悶 415

※携帯電話からは011必羽倫3339をご利用下さい。

対 象:生後議2ヶ月~小学校i法学年のお子様

:託克料 30分につき 500円

(普通食のみ) 1食につき 400問

おやつ 1食につき 350問

※学会の一週間前まで受け付げますが，定員になり次第締め切らせていただきます。

日本看護研究学会雑誌、Vol.28 No.3 2005 3 



本し螺コンペンションセンターまでの交通機関

議議新千歳空港から

I 空千港歳~ I JR快速
約36分

I空千港歳il JR怯連
約28分

I 千港歳~ I 連絡パス

約40分

畿札幌市内から

也記

円山公慰

iffi18T EI 

4 

地下鉄

画記東醐鵡
約10分

治下鉄

JR 東西線

新札韓親 約13分

地下鉄

地下鉄 安否綴

大谷地訳 約10分

王室主命保

地下鉄東否録

約S分

JRパス

約17分

タクシー・マイ力一

約10分

地下鉄路隷臨
(アクセス所喜主将務)

地下鉄
東札騒釈

地下鉄
東札続駅

l嘉Ji誇Rl

地下鉄東西線 f業本しI渓Jより徒歩8分

北34条

北24条

北18条

iffi11了 EI

F若手岸

澄JII

IiH喜i銭高官

パスセンタ…部
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電撃

i也 議護憲答議事7K三重吾王宮(J)襲封 私語込 司弘 札i議コンペンション;センター

下鉄

南北線

一 司a

電撃

大谷地

記訟
JOMO 

多

④ 
容

参TOYOP五T

大
替
地

タンセンヨシンベン

自石警察署
岱 東札幌公摺

eサンクス

きさ大谷地

札翠コンペンションセンタ…
http://仇叩'lW.plaza-sapporむor.jp/sccl

北海道札鏡7告白石区東札緩6条1丁El

Tξし:011-817斗010
FAX: 011-820-4300 
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ム一品 場案内図

2階

学会本部
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高入口，

メインホール 11展示・体憩a_._ 
(大ホー)1，.) Il (大ホ-Jレ)
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プロ グラム

警警第1自信 ブ月21司(木) 9: 00~1 ア :30

9 : OO~ 開会の辞 11J日佳子

9 : 05~ 9 : 50 会 長議淡

人情jとして迭する -福祉の定着に向けて

湾

ケア擦態化に認する研究

出使(山形大学医学部看護学科)

関学i選女子大学)

12 : OO~ 13 : 00 ランチョンセミナー

-外来化学療法における看護締の役言語

長iji:中間和美

共 探:ブリストル・マイヤーズ株式会社

.リンクナースの役割と院内感染対策

自社i:川崎 賢二(挙制i鰭メデイカルコミュニケーションズ)

座 長ー奥 i直子(北海道大学病i淀)

共 {寵:ファイ

ポスターセッション

15 : 00~17 : 30 シンポジウム I

会ーその定義と

シンポジスト:清水哲郎(東北大学〉

石谷邦彦([哀療法人東札幌病院)

高間平高

Cornelia Fleming (Sound Shore Medical Center) 

長:滋口 恵子(端研究会有明病段)

福間 宮子(大販大学医学部F付属病院)

日本務護研究会主会雑誌 Vo1.28 災0.3 2005 m 
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欝第2臼田ア
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淡交流会

呼吸管理看護支援モデルの紹介

議締.石~~圭子• f号i賓春美.王子!丞 11)j美(青森県立保健大学)

摂食・ i熊下障害のフィジカルアセスメントとIlJII練法

議 部・鎌倉やよい，深田 }II夏子(愛知県立看護大学)

9 ・ 30~12 : 00 シンポジウム n
人権と尊厳を守る看護織の責務一相手を人HJJとして尊重するということ

シンポジスト.阿保 JII妥子(北海道医療大学)

j可 正子(東京大学)

諮チ1:主主優美(日本赤ト字者護大学)

Colleen Scanlon (Catholic Health Initiatives) 

座 長:中111 康子(在宅緩和ケア支援センター“直下:") 

長谷JII美栄子(医療法人 東礼鰻病院)

12 : 00~13 : 00 ランチョンセミナー

-身体疾患患者における裕子1¥1医学的諸問題~主にうつ病の治療・診断とケア

講締:大西秀樹(神奈川県r立がんセンタ

座長:}II野雅資(カワノメンタルヘルス研究所)

共 龍:グラクソ・スミスクライン株式会社

13 : 1O~14 : 10 ポスターセッション質疑応答

13: 1O~15: 00 ジョイントl船長i 奇長手[Jケアにおける1iIli理[!

議iHli: Colleen Scanlon (Catholic Health Initiatives) 

Cornelia Fleming (Sound Shore Medical Center) 

長:ヂ烏 恵(千葉大学)

15 : OO~ 17 : 00 特別会話IT

自分の専門家になる一<当事者研究>から見えてきたもの

向谷地生良(北海道援療大学)

A 
ぷ:'(

EJ本看護研究考会会雑誌 VoL28 No.3 2005 



第 1日田:ア丹21日(木)

8: 00 

奨

学

会

研
究
発
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特別議i!J言
M
V同
情
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:;!::¥: 

ンヨ
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、
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ミ

ラ
セ

15: 00 16: 00 1ア:00 18: 00 

シンポジウム:

ンヨ
一

チ
ナ

ン
ミ

ラ
セ

ボスタ

セッション

資疑応答

1-35 
頃言;

pl ポスター
2;1 そごヅション

O 
質疑応答フ
36 67 

ボスタ

セッション

質疑応答

68-99 

ポスター

セッシ宮ン

質疑応急手

100-134 

ポスター

セッシ苦ン

質疑応幸子

135 163 

ポスター

セァション

笈疑応答

164-192 
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第2日目:ア月22日(金)

8:00 9:00 10:00 11 :00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 

バZ色:;;、塗

場 F議

名 名

メ
イ

大?1  ン シンポジウム H 特別企fm!
ホ

jレ

A 市山I 
実演交流会

ランチョン
会ホ 1 呼吸管理看護支援

セミナー
モデルの紹介

場
jレ

8 

dzh z ジョイント講演 ! 
場

C 実淡交流会

T1  4z2z h 
t長食・膜下隊参の

フィジカルアセス

場|ル メントと訓練法

ポスター

セッション
ポスタ一部覧

ポスターIjf ポスター掲示 ポスター閲覧
質疑応答 絞り外し会 1

場 O 193 -226 
5 

p ポスター

2 ;ポスター関箆セッション ポスター関箆
ポスター

011 ポスター掲示
取り外し4zb=z 、 ; 質疑応答

場 227-254 

p ポスター
3 

ポスターj議覧
セッシ 3 ン

ポスター潟箆
ポスター

011 ポスター掲示
質疑応答 絞り外しA ZZ 8 

~ 255-286 

P ポスター

4 2 
ポスター関覧

セッション
ポスター路箆

ポスター
O 2 ポスター掲示

質疑応答 絞り外し4 
287 322 

P ポスター

5 2 
iポスター閲覧

セッション
ポスター閲覧

ポスター
-'"、 O 2 ポスター掲示

質疑応答 取り外し::z::;; 61 
~ 323-353 

P jポスター

~lôl2 ポスターi懇髭
セッション

ポスター閲覧
ポスター

オミスター掲示
質疑応答 絞り外し
354-384 

10 日本看護研究学会雑誌 VoL28 No.3 2005 



く〉一般;英語・ポスターセッション

1 El昌 ア月21司(木) 2El[3 7月22自(金) 14: 10~15: 10 

掲示時間 13: 00 ~ 17・00 掲示持関 12 : 00 ~ 16 : 00 

変疑応答 14 : 30 ~ 15 : 30 質疑LiS答 14 : 10 ~ 15 : 10 

第u洋~第38若手 第39若手~第九群

第 1若手 ( 1 ~ 3) (1) i第39群(193~ 197) (1) 

第 2"[洋( 4 ~ (2) 第401浮(198~ 203) 
P 

第3若手 ( 8 ~ 12) 
P 

第4H洋 (204~ 208) (3) 
l 

( 13 - 18) zムz 務4 ターミナル・ケア (209 -214) (4) 

第 5 ( 19 ~ 24) (215 ~ 220) (5) 

第6群(25 - 29) (221 ~ 226) (6) 

第7

第8 (1) [第45群 (227~ 231) 
P 46) (2) P 第461洋 (232~ 236) (8) 

2 第10群 (47 - 51) (237 ~ 241) (9) 

L32、Z 第1H洋(52 - 56) (4) (242 ~ 246) (10) 

( 57 - 62) 

( 63 - 67) (6) 

( 68 ~ 73) (13) 

79) 

83) (15) (265 -270) (3) 

89) (271 ~ 275) 

(2) (276 ~ 280) (2) 

( 95 ~ 99) (281 ~ 286) 

(287 ~ 291) リハビリテ…ション UJ 

(105 ~ 109) (292 -296) リハビリテーション

(110 ~ 114) リハビリテーショ (3) 

(115 -120) リハビリテーショ (4) 

(121 -125) (3) (306 -311) (1) 

(312 ~ 317) (2) 

(3) 

(135 -139) (323 ~ 327) 

P 第28群 040-143) (8) (329 -332) (2) 

5 第29群(144-148) 

l32N Z 第30群(149-154) (10) (生)

f易 第31群(155-159) (5) 

第32群(160-163) (2) 第68群 (350-353) (6) 

第33若手 (164 -168) 会~691j:f (354 -357) (l) 

p 者~34m (169 ~ 173) (2) P 第70群 (358~ 362) (2) 

6 第35群(174~ 178) (3) 6 (363 ~ 368) (3) 

会第36若手(179~ 183) 縫康増進は)

場 第37群(184~ 187) 鐙康増進 (5) l場内731洋 肝 問 日
第38群 088~ 192) 務74群 (380-384) 生命倫玉虫・

日ヌ{記者護研究学会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 11 



一 般演題 等ア月21E3 (木)畿

P 1会場第1群癌蕃護(1)

1 放刻線治療における日経粘!段階害に対する看護介入方法の検討一日!陀内アセスメント去を活用してー

)l!.!.JII医科大学医学部開属病説。久保田芳江 回向

2 がん患者のリンパ浮腫に対するケアの実践状況 一複合物理療法を実践している施設

青森県立保健大学健康科学部者護学科

治療室シ…ズ河内香久子

3 閥[l'j1I!IJ ¥白切除術後患者の退院後における食事摂取量の自律的調整に関する研究

愛知県立者護大学大学院審議学研究科 0111 

愛知県立看護大学鎌倉やよい深田 JI原子米自殺彦

愛知県がんセンタ一 山村 金出久江

P 1会場第2群癌審議 (2)

4 ?i'i化器内科医締のがん告知判断過程の分析

和歌出県立i笠科大学問塙病院fEI 忍雑賀祐子上111

臨床研究支援センター 111EEl 一部

5 がんで夫を亡くした妻の心理 一告知から再建まで

iお立総合病院 0111本自11;

大i長大学医学部保健学科 奥宮 11克子鈴木純忠

6 婦人科がん患者がもっ不確かさの符鍛

~Iとm 大学鵠!淀 C久保111 1JI~弓

北i好道i支療大学野111 道

ア 看護自fIiの家族死別経験・ホスピスケアの関心とコミュニケーション技法との関係

厚生連滑)11病院 C横山真代長 光代加藤直美

寄111医科薬科大学医学部看護学科 上野

!~母子判長 愛

P 1会場第3群癌看護 (3)

12 

8 術f変化学療法に動揺する婦人科がん患者へのlVI.ì\:ewman理論に~I!~づくケアプログラムの試み

;1と県大学病説。布施香郡望月菜穂斉藤琵:子岩本純子児玉美由紀

北里大学者ー護学部嶺岸秀子諸国ミ久保五月

9 がん化学療法により税毛を体験した患者の治療中断した意味の探求

務潟大学医学部!被属病院者護部 111 利子

争11111 11子子

日本看護研究学会雑誌、 Vol.28 i¥o.:3 2005 



一殻演題 警警ア月21El (木〉

10 外来化学療法患者のストレスに る要111の分析

。神田 狩野太部

石邸和子

詳馬i県立がんセンタ…

11 いる沼化器がん患者の気がかりと

石i五和子

狩野太郎争Jl[j

群馬県立がんセンター

12 1ヒ学療法を受ける腕がん患者の患者参両を詫すケアプログラム~パイロットスタディを仔って

弥生谷口

P 1 ターミナル・ケア

13 けるスタッブ 、と，その対処方法

出初

ンタ… 111 関

14 ケア る 向けて ~アクションリサーチによる取り

典子

15 ターミナルケアにおける :二関する研究

16 ら

山病i法在宅zjtスピスケアセンタ一 足立

17 穏和ケ

飯能 i森美故々木あづさ

18 ターミナ を実践して

一部真由子

P 1 第5群 、B

，，-
rsa
、、

19 退訟を予告された家族の不安と退設した家族の負担・

諸都市民病院

効果的なJf!1完プログラムの開発に向けて一

久子

臼本三?談話iJf究学会李t込;VoL28 No.3 2∞5 13 



一般演題 構ブ月21B (木)運動

20 高齢患者の退j淀支援に関する研究(第2報)自分らしく生きることと Senseof Coherence 

昭和大学保健法療学部看護学科 O本江斡美桑田恵子伊藤まゆみ烏原真紀子

東邦大学医学部看護学科五十嵐恵子

横浜南共済病院佐竹みゆき 山田智子紺野千代子

21 地域高齢者のソーシャルサポートネットワークと入院受診の関連妥協 一農村地域における前向き研究

北海道大学医学部保健学科 O坂倉恵美子岩田 銀子

22 在宅看護支援遠踊システムの構築

北里大学医療衛生学部 O梅田 徳男

名古屋市立大学看護学部大JlI 明子

23 高齢者の退院支援に関する研究(第 1報)独居または介護者不夜の患者が抱く不安やニーズ

東京匿療保健大学援療保健学部看護学科 。桑悶 惑;子

東?J:巨大学医学部看護学科 五十嵐恵子

昭和大学保健援療学部看護学科本江朝美 潟原真紀子伊藤まゆみ

横浜南共済病院住竹みゆき 山田智子紺野千代子

24 高齢者の退院支援に関する研究(第3報)家族の就労と退続支援ニーズ

束手[i大学医学部看護学科 。五十嵐窓子

昭和大学保健医療学部看護学科 本江朝美桑田惑子烏原真紀子伊藤まゆみ

横浜市共済病院佐竹みゆき Jl.lIE 智子紺野千代子

P 1会場第6群継続審護 (2)

14 

25 高齢者の退i淀支援に関する研究(第4報)退院支援システムの導入の実際と評価

横浜南共済病説。lLIEf:l 智子佐竹みゆき 紺野千代子

東邦大学五十嵐恵子

昭 和大 学桑 田恵 子本江朝美伊藤まゆみ烏原真紀子

26 円滑な夜宅移行に向け退院支援看護Jfi誌が実施している援助とその構造に関する研究

兵庫県立看護大学・大阪府立成人病センター O高wちはる

兵庫県立大学者護学部新井香奈子

27 在宅において.よりよい看取りを実現するための看護援助 ~よい看取りに関わった看護輔の体験から~

兵庫県立看護大学(大阪厚生年金病院)0辻 美出紀

兵庫県立大学看護学部新井香奈子A

28 終末期の療養場所を決定する要因に関する研究の動向 一在宅死と病院死を統計的に比較した文献より

訪問審議ステーションみずほ・北海道医療大学大学院 O竹生 礼子

29 外来がん患者の化学療法における逮擬看護支援教育システムの構築

名古屋市立大学看護学部 O大川 明子

北泉大学匿療衛生学部:fi~悶 徳5l:l
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ト般演題 題審ア月21E3 (木)欝

P 1会場第ア群鎚続看護 (3)

30 在宅ケアの関わりにおける満足感の傾向と -*-ムヘルパ一対象調査の結果分析から-

O柴限恵子

九州者護福祉大学者護福祉学部社会福祉学科 古関

熊本保鐙科学大学課縫科学部看護学科 川本起久子

31 在宅における感染管壊の知識・技術に隠する

石川県立養護大学審議学部 C前関 修子

岐阜大学涯学部養護学科 認内

元石川 小松妙子

32 る議J器開発

北池 正

33 している菌難と いて

34 らみた惑染管理に関する

前田

小松妙子

A_  

，50 を受ける患者の術前アセスメントの試み

名古屋市立大学審議学部 O抜藤 政投

筑波大学大学院人民総合科学研究科 川口

P2会場第8群 、
}
ノ

ー/，、

36 における ODVによる自

リストファー大学

ステム

辻 ちえ ヂf出子佐子

子高
只

37 緒方式ジグソ の詳鏑 ーパイタルサインの教脊効果一

巧上野範子辻野崩美 w口

矢野正予

38 達成疫の実習病段5]IJ差異に鵠する検討

。向井貴子関1-¥;;ひろみ 徹也小松万喜子

日本肴護研究学会雑誌 Vol.28 1¥'0.3 2∞5 15 



一般 演題 機プ月21臼(木)欝

39 インタラクテイブな諜;境を提供する看護技術教育用システムについての報告(第2報)

日本赤十字豊開審議大学 C柿 原 加 代 子 松 田 日 登 美 総 川 純 子 水 野 智

40 者護基礎技術「援助の実際jへのSP導入に関する学生の評価

北里大学看護学部 O城戸滋思猪又克子 i河崎寿美子

北里大学大学i完看護学研究科 横揺富美子

41 看護学生における片麻締患者の立ち上がり介助動作の分類 一熟線看護蹄との介効動作のよと較から一

県立広島大学保健福祉学部者護学科。杉本吉怠菅井韓美森木ゅう子網島ひづる

大阪府立大学者護学部看護学科高辻功一

P2会場第9群看護教膏(日)

42 臨床実習中におけるコミュニケーションに課題を持つ学生のセルフ・マネージメントへの継続的介入効果

京都市立看護短期大学 O矢吹明子

43 看護側・患者投のロールプレイによる学生の気づき

富山医科薬科大学医学部看護学科 Of平田恵子吉井美穂上野栄一塚原節子

44 基礎肴護学実習におけるコミュニケーションにi恕する学習内容 ーグループ学習の学びの検討

新潟県立春護大学 C水口陽子 i河村典子松下由美子箆 玲子堀 良子

45 コミュニケーションのロールプレイ実施後の実習における効果 一自由記載のアンケートを分析して

富ILJ医科薬科大学 C上野 栄 一 塚 原 節 子 坪 出 恵 子 吉 井

46 臨床看護婦のコミュニケーション技術に対する認識

京都府立医科大学医学部看護学科 C滝下 岩脇蕗子

P2会場第10群議護教育 (3)

16 

47 I役割認識jの視点からみた初部隊地実習指導のあり方について

兵庫医科大学附属看護専門学校 O大山 末美

臨床研究支援センター 111間 一朗

48 基礎者護学実'14'2 を 2 期にわけたことの効果(第 2 報)~学生の振り返りから検討する~

名古屋大学大学i淀毘学系研究科 C篠崎窓美子

日本中央看護専門学校荒田 築住久1M]由美子

49 初回基礎看護学実習で看護学生が観察した者護活動からの学び

1!&.¥応大学産学部保健学科 O近藤裕子

香川大学匿学部者護学科南 妙子

50 者護学生の基礎看護実智後における死生観

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 OJlI本起久子内山久美蔵本文乃 間中英子

臼本寺3・談研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 



一鍛 題 ブ月21E3 (木)

51 ガイダンスのあり方一

問中

P2会場第11 (4) 

52 

済生会)11

さいたま

日

53 るイメージ変化

安部智美坪沼 涼

松井 丈

54 セルフケアを

55 I主人看護実習における学生の学び 一実習記録の分i好から一

り子安EB 智英田

56 >の評1illi

すみ江登内芳子

P2 (5) 

。i イメージの形成 を月iい て~

58 ターミナルケアに

烏糸

。
村上

59 よる

山山
ω 和ft

60 老いをおIJ象から -多様に捉える と高齢者体験を通して

待出倫子土壁八千代及JII 服実

61 老fとの怠己像イメージ させる老人メ…ク の妻子告lj

。横山ハツミ

1ネ

浅間

日本護研究学会雑誌 Vo1.28 災0.3 2005 17 



j一般演題 轡 7月21日(木)審

62 看護学生の倫理的感受'段を高めるための一試み

埼玉援科大学附属総合医療センター看護専門学校 O大内 祐子

P2会場第13群看 護 教 育 (6)

63 精神者護学実習での学生の学びと充実感.達成感との関連

広島市立看護専門学校 O折山 学苗

64 看護情報提供の有燕による看護学生の看護観察の変化 一在宅看護場面の観察一

香)11県立保健医療大学保健医療学部看護学科 O森口靖子 1:11添和代 白石裕子

期包和也

65 看護学生の関手術期看護実習における学びの特徴

公立大学法人横浜市立大学医学部看護学科 O五木田和枝

66 学生が精神看護学実習で受持ち患者から学ぶ体験 一長期在i誌の高齢患者との!おわりをとおしてー

新潟大学医学部保健学科 OIIl口 玲子

67 長期関連続した実習が学生の成長発達に及ぼす効来

飯i刃女子短期大学看護学科 O岩月すみ江葛西智賀子所浮好美

P3会場第14群看護教育(13) 

18 

68 幸子護系社会人大学技生の克服課題に関する研究

群馬大学陵学部約属病院看護者r¥ 星野悦子

群馬大学医学部保健学科 よい

69 看護系大学学生の卒業研究における諜題探求プロセス

山形大学援学者1¥付属病院 O中村怨/i子

山形大学医学部看護学科古瀬みどり

70 4年i術者護学生の孤独感の経年的変化

長崎大学i護学部保健学科 Oi安野 香菌

71 大学生の学力低下・勉学態度等に関する教員の意識 一保健・看護学系の特後

大学入試センター研究開発部 O石井 秀宗

72 看護学生の思いやり行動に影響する婆国の明確化に関する研究

間立大学法人高知大学医学部看護学科基礎肴護学講段 。高橋 永子

73 地域看護学専攻入学予定者への入学前学習の有効性

飯区i女子短期大学 O吉田恵理稲吉久美子上依育代

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No.3 2005 



目一般演題 蓄額プ月21日 (木〉鱗

P3会場第15群看護 教 青 (14)

74 卒業前看護学生の口腔ケアに関する知識と実銭力

75 

76 

77 

78 

79 ;こ対する

P3 16群

80 

81 

徳島大学医学部保健学科 O道意文子持農今日子吉永純子

岐阜県立看護大学泊

広島大学涯学部保健学科官接由紀子

。長谷川美津子出中

東京女子医科大学者護学部松寄英士

る研究テーマ設定の動機

G問中

関する検討

。前毘樹海中村

太出務iE

ヶ崎令子芳二戸 有美

な能力 (competence)の検討 一路地実習前と就職初期の比較一

和子

九列、!大学医学部í~t属病説坂本節子

自主練努を実施してー

。山本君子;絞講和子成田みゆき中根洋子天野

(15) 

る助手のパーンアウトに関する研究

G片岡

日

北壁大学

西LUゆかり

7託烏なをみ

市立和子

の教育ニードとその背景の比較

中出塁ま志子

82 J諸手術揺看護実習に携わる看護締が学生に求める学習内容

。小西美和子小tMl真紀大部

問中京子高見沢恵美子

大販府立急、性期・総合医療センター 浮剖 悦子

大i夜府立成人病センタ- ii3?皮勢津子

8本看護研究学会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 
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…般演題

83 メンタルヘルス上の問題をもっ者護学生と関わる教員の葛藤 一

腕水野病院 O林 役j幸子

柴田真紀池田明子

警警ア月21自 (木)

門学校教員の稲接調査から一

P3会場第1ア群基礎審議(1)

84 就業年数日リにみた看護者の対人態度について

東北厚生年余病説。石被培;奈

弘前大学医学部保健学科 工藤せい子 西沢

お よりよい患者叩看護部関係の構築を促す実践的指針一自己の感情を認識しながら関わった者設場面の分析

宮崎大学医学部看護学科 O及川 朋実

86 機能別多次元共感尺境の作成とその特性

弘前学院大学看護学部 O泉 米子

87 特定機能病読の救急医療現場における看護締の葛藤に関する研究

島根大学医学部附属病院谷 節子

島根大学法学部看護学科基礎者護学講夜 間UI寿美智子津本箆子

88 ヘイズとラーソンの治療的技法の民子構造と社会的スキルについて

厚生連滑JlI病院 C加藤直美長 光代横山真代

言i;111I豆科薬科大学医学部看護学科 上!J!J

89 Nancy Kerr Cohn rUnderstanding the process of adjustment to disabilitァJの白木の看護論文Critique

型マリア学院短期大学 O鈴木久美子夜間取美子人民 !佳美 111逃素子

P3金場第18群議礎看護 (2)

20 

90 竹炭・ Hきょ!fr光触媒・マ千ナスイオンを用いた療養病室の消臭対策

愛知県厚生農業協向組合連合会主[]多厚生病院 O藤出牧子松ド和愛仮屋小百合

愛知県立看護大学 111 日 綾子

91 水枕による頚推損傷ー患者のオルソーカラー装義n寺の苦痛の緩和の検証

独立行政法人労働者健康福祉機構美唄労災病院 O金問 沙織佐藤

92 生活行動援Il)Jに関わる看護用具について一移動用兵の文献検討

神奈川県立保健福祉大学保能福祉学部看護学科 O朝倉

牧野

相馬朝江

水戸援予植村由美子

川守因子秋山i二1 83子

93 ベッドサイドX線撮影時の苦痛緩和減圧マットの評価 第一報 一素材による感触の違いと体庄分布一

広島県立謀総福祉大学 O山 中 道 代 黒 田 寿 美 恵 中 村 梧 中 村 百 合 子 吉 国 彩

三i三回陽子森本ゅう
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一般演題 警警ア月21日 (木)

94 ベッドサイドX線撮影時の苦痛緩和減在マットの詳細i

学問

胸部撮影と腹部撮影時の違いー

111 r:t選代中持 活中村百合子育部

つ

P3会場第19詳 (3) 

98 コルチゾール絡の日内変動とケアの

ノ 荒井一歩松下

99 自律神経系へ及;ますスチームフットスパの効来 一 よる評価のよじ;

界

p 議20群 、‘，J-
r
s
s

、

100 中高年における SuccessfulAgingにi認する研究く第 1

I
 

J
4
t
 

τgeA 

ハ
υ

守

a
A ける Successぬ1Aging に関する研究 壮年議女性の現状一

松本

102 地域高齢者の長寿かっ上手に老いる要国の検討

仁科祐子

日本赤十字九州 静子

103 I習芸療法に参加したボランティア・スタップの心理的変先に関する研究

金沢大学大学技寵学系研究科 O安打i

104 占領期における北海:道家正文部の公衆衛生改革 一占綴文書から見たモデル保健所の成立過程一

山梨大学大学説医学工学総合致脊き[;

111梨大学大学段医学工学総合研究部坪井 良子

おヰ王者援研究学会雑誌VoL28 No. 3 2005 21 



j一般演題 犠 7月21日(木)欝

P4会場第21群地域看護 (2)

105 新規採用保健締の地区診断技術に関する検討 一自己評価と他者評価による 3ヵ月後と 6ヵ月後の比絞

京都府立医科大学医学部看護学科 O桝本妙子三橋美和福本 法;

106 訪問介護員の評価に関する研究 その 1 -訪問介護員の満足度

県立長崎シーボルト大学 01令塔八重子永峯卓哉古JII 秀敏高比良祥子吉田恵理子

107 訪関介護員の評価に関する研究 その 2 -訪問介護員の釘己評官官j-

県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科 O古川 秀敏永差益率哉 中尾八重子

官邸恵理子 高比良祥子

108 訪問介護員の評価に関する研究 その 3 一利用者評価との比較一

県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科 O永峯卓哉 中尾八重子吉田恵理子

吉川 秀敏高上ヒ良祥子

109 新規諜用保健師の地区診断技術に関する検討 一掠用 3ヵ丹後の自己評価と指導者評価の比較一

京都府立陸科大学院学部看護学科 O三橋美和桝本妙子福本 恵

P4会場第22群母性審護(1)

22 

110 コントロール感覚からみた産袴早期の母親の出産体験の意味づけに関する研究

群馬大学窓学部保健学科。関誌恭子薪藤やよい

111 分娩持の会i室裂{傷 3~4 授がその後の儲床的排便・排尿機能に与える影響について

信州大学医学部保健学科 O坂口けさみ大王子雅美木村貞治

長野県看護大学楊箸陵哉

112 ダウン症克を出産した女性の生活適応プロセスを構成する要部

三重県立総合医療センター O佐藤 豊絵

三重県立看護大学村本淳子

113 妊娠初期の母親意識・対児感情に掬する研究

群罵県立県民健康科学大学看護学者[¥ 0行田 智子

群馬大学援学部保健学科今関 節子

114 妊婦の食事内容の実態 一妊娠各時期の縦断的食事摂取調査から一

北里大学看護学部 O本戸史子山本 昇

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 



間一般演題 題審ア月21臼 (木)建議

P4会場第23群母 性 看 護 (2)

115 初めて子どもをもっ夫婦践の育児・家事と性役裂に対する認識の比較(第 1報)一妊娠後期一

大夜大学大学院i家学系研究科保健学専攻 C中鵠有力D塁 栗山

猿渡レディスクリニック 羽感典子

奈良県立医科大学上回

大絞市立大学石井京子

116 初めて子どもをもっ夫婦関の育児・ と性役割に対する認識の比較(第2

猿渡レディスクリニック 05J51盛典子

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻薬品 理香 中鵠有加盟

奈良県立医科大学上回

大i哀市立大学 Z王手1: 京子

117 初めて子どもをもっ夫婦問の育児・家事と性役割に対する認識の比較

大阪大学大学説医学系研究科保健学専攻

3報)一産後…ヶ月

中総有加a.

レディスクリニック 51;]廃 典子

奈阜県立医科大学上出

大阪市立大学五井京子

118 妊婦の自己効力感測定尺度の作成 と妥当殺の検討

久JII 洋子 ヱド荷美砂、子

119 設娠中の妥を持つ夫の自己効力感測定尺度の作成 と妥当性ーの検討

。久111 洋子

120 初妊婦用不安尺度の作成と初妊婦の不安の欝造

北海道大学誌学部保龍学科 G宕部 銀子

P4会場第24群母性看護 (3)

121 中高年女性の尿失禁の実態と関連要揺

む5J51沼野花美

122 理想と現実の観点からみた妊婦の病院選択動機

大i渡市立住吉市民病院 C上出たつえ 八木

i臨床研究支援センター ul出 一郎

123 働く女性のジェンダー・ストレスからみた局経期症候群に関する基礎的研究

九州大学医学部保健学科，久留米大学大学説医学研究科 玄関 伸子

124 ~露地実習(母性看護学)前 OSCEにおける課題の検討

良子永見枝子大平

村本 i享二子

投ヰ三者護研究学会雑誌、Vo1.28 災0.3 2∞5 

今関 崎出資代

23 



一 般演題 量挙ア月21自 (木)傘

125 医療過疎地域における良質な毘産期母子ケア提供のための助政部の役割に関する研究

三重県立看護大学者護学部看護学科 01'1本淳子氷見桜子大平肇子今回

前原 i登子

青森l県立保健大学健康科学部看護学科大井けい子 中村由美子古川由希子新進

青 森 大 学 社 会 学 部 渋 谷泰秀藤111 徹 浦 野 茂

P4会場第25群小見署護(1)

126 発熱児の管理における母親の知識と認知，対処行動の現状

市立名寄媛期大学 O網野

127 患児への説明場面において看護締が感じる閤難と，その対処パターン

兵庫医科大学病院 O湯浅真裕美 高比員法子

臨床研究支援センター 111111 一期

128 小児看護学実習における学生と受け持ち患見との関係形成プロセス

愛知さわみ看護短期大学 C柴 邦代

愛知県立審議大学 UJ日綾子服部

元愛知県立看護大学 山本

129 小児医療に携わる肴護nmが直面する問題 -[支持ifi とのj%M~)J に焦点をさ当てて一

横浜市立大学肴諮短期大学者li 横山 京子

千葉大学長J-島なをみ

愛知県立看護大学 山口

130 ゲーム遊びが子どもの心身や生活資額に与える

県立長崎シーボルト

群馬大学医学部肴護学科 平野美根子ー

千葉大学者護学部 内i1iJ:克

殺の感じる実態一

。中 淑子林関りか

P4会場第26群小児看護 (2)

24 

131 小児看護学実習における技術数千ぎに関する検討

十戸j生援期大学審議学科 O西11I

132 乳幼児虐待出止のための取り組み 一地域母子保健調査から一

京都府立i哀科大学匿学部看護学科 C福本 倒木妙子三橋美手11

133 心身障害児者家族介護者の在宅介護ニーズと支援費サービス利用に関わる諜題の検討

埼玉県立大学 O養生まり子

日本看護研究学会雑誌 VoL28 No.3 2005 



一般 j英語

l34 

P5 

135 

136 

137 

138 

139 

P5会場

140 

141 

における カリキュラム 第 1

における

笠ヶ

ンタ- 111FH 

カンファレンスいおける

r~l 竪光やよい

カンブァレンスにおける L ;こ関する研究

持i奈川成立i栄建福祉大学実設教育センタ

(8) 

における 臼 自

筑波大学人i湾総合科学研究科

どり

さゆり

における I~ (その 2)一気分変化との関連一

筑波大学大学詩人間総合科学研究科 十本

日本;s守護研究学会議t誌 Vol.28 No.3 2005 
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関一般演題

142 臨地実留における看護学生の自律神経機能の変動(その 3) 一愁訴との関連

横浜市立大学医学部看護学科 O高島 尚美

審 7月21日(木)畿

筑波大学大学i詫入閣総合科学研究科村井文江櫨之津淳子林 啓子

143 基礎看護学実習における学生の不安と対人関係との関連 STAI等心理尺度とプロセスレコードの分析

長崎市医師会審議専門学校 O井上 歩勝野久美子

P5会場第29群 看 護 教 育 (9)

144 臨床判断能力の教育背景による特徴一高等学校看護専攻科と大学の卒業生の事例解釈から一

北海道美唄E安楽高等学校 0)皆、出 和世

145 看護基礎教育における判断力育成に関する基礎的研究 一一般学生との入学時の気づきの比較一

京都府立涯科大学 O岩!協 陽子

元岐阜大学梶間和枝

ソワニエ看護専門学校高宮洋子

名古屋市立大学大平政子

岐 阜大学大津資子

宮城大学織芥擾貴子

146 看護学生による受け持ち患者のプレーデンスケール詳儒とその的確性

j即日医科大学涯学部者護学科 0111内まゆみ 松im和代

147 看護基礎教育における判断力育成に関する基礎的研究 一学生の価値観の傾向一

名古屋宿立大学 O大平政子

i校卒大学大津康子

京都府立霞科大学岩脇 陽 子

ソワニエ者護専門学校 高'g; 洋子

元岐阜大学梶開和枝

148 住いに関する学生による 1)スクアセスメント ー在宅高齢者の立場での物理的側面を中心に一

市立名寄短期大学審議学科 Oi栄湾

中LI眠法科大学保健医療学部者護学科 横溝線美

P5会場第30群 看 護 教 膏 (10)

26 

149 授業進行に伴う肴i護学生の関係づくり行動の変化

高知大学医学部看護学科 O尾原喜美子

150 異文化看護を取り入れた英語1)ーディング授業の学習効果 第 1報

新潟県立看護大学 0111本淳子松下由美子

151 異文イヒ看護を取り入れた英語リーデイン夕、授業の学晋効果 第2報

新潟県立春護大学 O松下由美子 山本淳子

日本幸子議研究学会雑誌;Vol. 28 No.3 2005 



間一般演題 議参ブ丹21日 (フド)鯵

152 領域7.i1J実習の中間期における OSCEによる形成的評繊の有効性

。浅)11

OSCE実施後の学生アンケート調査から一

市村久美子小室桂文富照美加

梶原祥子池田

丹下恭子糸嶺一部

出村麻黒子関野総子角

島田

加熱尚美

前田和子

153 AEDを含むBLS教育の試み ー おけるAEDを含むBLS教育を始めて

a美由紀古家明子内部 及川 ]JJj突土屋八千代

154 におけるIBL学習方法の効果の実誌的検討

P5会場第31群 、l
ノ

ー
句

2
2
2

f
z

、

155 教育課程の遠いによる看護・介護の視点の特性(第2

UJ口県立大学者護学者1; 反a秀子堤

九州大学医学部保健学科中尾久子

について立案した兵体策の分析から一

雅恵高野静香中谷

156 p 
rコ

157 患者の状況の捻泌を強化する

上野公子

158 -Prob!em So!ving InventoryとLoむUSof Controlを尽いて

るり子井上

159 セスメン i、に対する 一平成 5i手窓生と

知子

との土と絞

偶者11

P5会場第32群看護教育(12) 

160 自己学修支援コンビュータプログラムの開発と改善への取組み

クリストブア 陸 部也鈴木恵理子

揺混

161 ¥'V込bを利用した成人看護実習記録への試み(そのい~電子記誌利沼による学習到達皮に関する効来~

生賀大学 C山地 洋 子 松 ;滋江美 i左藤和子高崎光i告藤田君文書賀明美

安出加代子石川倫子
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一 般演題 警警ア月21日 (木)

162 Webを利用した成入者護実習記録への試み(その 2)~電子記録の構築による記録の効率化とその効来~

佐賀大学 O松滞江美山地洋子佐藤孝o子高崎光浩藤田君支古賀明美

安回加代子 ;石川 倫子

163 会問者護学生の情報通信機器の活用状況とらlearningに対する期待に泌する実態調査

産業医科大学産業保 健学部ぎ嶺敏子生鶴美泰原袈美紀中谷

大阪府立者護大学者護学部 真Ul込山立法;

石版逸子

P6会場第33群擢康増進(1)

164 i;::.性高齢者の身体組成(指紡楚・除脂肪最・下肢部位別筋肉;設)と栄養摂奴状態・日常生活活動量の関連

はi梨大学大学院医学工学総合研究部 O宮王寺多映子

w梨大学大学院医学工学総合研究部基礎看護学講座 佐藤みつ子

出梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学講磁 山純然太郎

165 地域住民の樋泉の利用状況と身体への主観的・客観的効染の検証

福井大学医学部看護学科 O月 間 住 寿 美 長 谷 川 智 子 米i翠弘恵〔長谷川愛子島埼直子

ヒ原佳子

166 生活習慣病予i涜検診における糖尿病予備軍の追跡調査

市立三三笠総合病院 C小林

北海道美IIH復来高等学校認、IH 干L11t

167 t邸主tfi進施設利用者の体脂肪ネと食行動の関連

広島田i祭大学者護学部 C依 由美子二松本鶴子

168 在米EI系人の健康綴とライフスタイルとの関連 身体活動以+と胸中JJfJ'l'l1i自こ焦点をあててー

広島大学病院 C山本雅子

P6会場第34群鑓麗増進 (2)

28 

169 一般健康人の足や爪のトラブルとフットケアに{刻する実態議室f

治Sn潟市民病院 C米111美智代

富山 八塚

170 歩行運動に対するウォームアップの効果

福岡県立大学看護学部着手護学科 C践的: 靖博

北里大学者護学部 LU本 昇

171 冷水負荷後の攻府表面温度の毘復率に対するヒハツの効来

原 元子松井 文

愛媛大学医学部看護学 科。西原子恵百日宮直子吉村裕之

丸善製薬総合研究所 ILI[二i 泰永 l.i:iir!i 了士水谷健二

日三i三者設研究学会雑誌 VoL28 No.3 2005 



一殻演題

172 成人の口殺に関する問題と について

iヨ

桂木111れい子

173 に濁する患者教育が患者のフットケアに与える

小泉

増出

P6 第35群 (3) 

174 あるいは

部官

な測定方法の確立

175 

開

176 ストレス

177 -ニアミスげる

8
 

f
ノ 杉111さちよ

178 ソナルコンビュータ{史用状況と との

P6会場 (4) 

179 アロマセラピー

180 ラベン によるマッサージが自 VAS POMSによる

えみ子松IIIかおり

181 ラベン によるマッサージが

松国かおり 長議えみ子

182 ラベンダー務illJによるマッサージが自 一心狛変動による

C松田かおり 良鏑えみ子

j二野

日本看護研究学会雑誌 Vo1.28 災0.3 2∞5 
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j一般演題

183 わが留の医療分野におけるアロマセラピーに関する研究内容の特鍛

毘立看護大学校 O穴沢小官会松山 友子

犠ブ月21自(木)轍

P6会場第37群健康増進 (5)

184 米熟克出生要留と生活環境に関する研究(その1)一欽溺とその関連要閣

呑川県立保健医療大学保健霞療学部看護学科 O野口 純子宮本政子竹内美由紀

お鵠伸子大池明校合田加代子

辻よしみ

185 未熟鬼出生要時と生活環境に関する研究(その 2) 一喫煙とその関連要因の検詰一

香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科 O高嶋伸子大池明校合防加代子

辻よしみ宮本政子野口純子

竹内美由紀

186 HIV感染予坊とコンドーム使用に関する質向紙の開発一ヘルスピリーフモデルによる構成一

北海道医療大学看護福祉学部 O大阪 奈穂

187 限立医療機関の者護職者による禁煙支援促進にむけた検討

新潟大学援学部保健学科看護学専攻 011，¥]1詰香代子

P6会場第38群感染看護

30 

188 医療現場での日常手洗いにおける酸性電解水の除磁効果

公立法問嬬i誌 O松本智子尾崎富美代稲葉京子森田須美

兵庫県支大学者護学部山本恭子鵜飼和浩

189 日勤業務部;における看護締の者i議行為と手洗い行動の関連

日本赤十字北海道看護大学 O休波 茂子 LLJ本

190 看護業務にともなう看護締のユニフォームの汚染度に関する研究

兵庫県立大学看護学部 0111本恭子鵜飼和浩

191 針刺し・切創後のフォローアップ関する研究 1

宮崎大学医学部看護学科 O前回ひとみ 鶴由 来美

宮崎大学医学部iお属病i淀福田真弓

192 大学生のエイズに対する知識と偏見的態度との関連

公立大学法人横浜市立大学医学部看護学科 O渡部節子

東京女子医科大学看護学部臼井雅美
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問一般演題 審 7月22臼(金)鐙

P 1会場第39群 、ー''
ー，，‘、

193 ステム導入と心身の負担惑に関する研究 第1報 システム導入に対する認識と，その関連要底

和歌山県立こころの援療センタ-中鵠将人梅本伊議細部

臨床研究支援センター 出回一部

梅本

く心身負担惑との関連

中鶴将人

194 システム導入と心身の負担感に関する研究 第2

和歌山県立こころの医療センター C継器

臨床研究支援センター 出龍一鵠

195 審議研究支援体税導入前後における者護スタッフの意識の変北

金久市立留保浅関総合病践者護研究委員会 O中島

相馬

田村はるみ翠JII 草f-t;

機沢豊子市111みさ子

{計li大学医学部保後学科坂口げさみ

196 の分析 一看護i掃の学習ニーズと

広島大学病院

ニーズの特殻

ミテ関

197 訪問審議i郊の学習ニード

なをみ

P 1会場第40群 (2) 

198 ブリセプターを初めて体験する

童三マリアン

一中堅に向かう看護締の成熟に関する

池田明子

199 る

?な島なをみ

天使大学

200 とブリセプターとのリアリティショックに関する認識の相違

山形大学大学説医学系研究科委譲会会専攻

布施

201 プリセプターを経験する審議部の成長評価 一ブリセブターの自己評価と縮長評価の辻較

共立女子短期大学者護学科 O武国 英和菱刈美和子

202 ブリセプターシッブに践する綾討 ーブリセプターの役割行動と支援体制の調査より

東京慈恵会医科大学的議第三病説 。前田 雅美

東京慈恵会医科大学院学部看護学科 芳賀故和子

203 循環器系疾患を有する外来d患者の生活問診察の妥当性と{言頼性

関器医療福祉大学大学院博士課程 O関
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一般演題 警警ア月22臼 (金)欝

P 1会場第41群看護管理 (3)

204 患者の療養生活上の制約に対する若手護J~訟の認識と，その関連要因

新宮市立毘療センター O王子 路子

臨床研究支援センター 111周 一郎

205 看護殺とiま締との協散における理想、と現実

千葉県衛生研究所健康疫学 O柳掘 期子

愛 知 県 立 看 護 大 草 刈 淳子大島

206 看護締・霊的帰における意思疎通が国難な場面と，その対応

監療法人俊和会奈良東病院 O檎杉光代

臨床研究支援センター 山田 一期

207 病慌に勤務する看護職者の役割の認知に関する研究

橋本秀和佐藤栄子

新潟県立看護大学看護学部 O龍 玲子朝倉京子

208 看護職の職業認識と他人属性の検討

愛知きわみ看護短期大学 O竹下美恵子

P 1会場第42群看護管理 (4)

32 

209 擦主主型病床j洋における転倒予防に対するスタッフの意識訴まま 一運動プログラム導入をきっかけとして

臨療法入社団浅ノJ11金沢循環器病i定 。 増 自紀子 iil!:I11 玲奈 Cfl島あゆみ坪上茂子

樋木和子

金沢大学医学部保健学科 加藤真:出美

210 医療事故の場事者が語る事故の「予見Jと f撹乱Jの構造

関山県立大学大学院保健締役学研究科看護学専攻 O林千加子上野瑞子

川崎医科大学付属川崎病院 王子本美津恵

河 田病院草地仁史

向山県立大学保健福祉学部看護学科 111関 隆子横手芳三き:

211 内Jj民与薬業務におけるインシデント発生要国の検討 ー看護郎経験年別比較

杏林大学保健学部看護学科 O竹内子忠子

212 lj.薬時のヒューマンエラーとその入期工学的解析。

三三重県立看護大学者護学部 O斎藤 真村本淳子

213 当i誌での転倒転落アセスメントシート活用の実際

医療法人誌間病i淀看護者[10鹿嶋真由美

214 静紙注射実施過程における指差呼称の効果

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 O宇野真由美小笠原知校高橋育代 片山由加A
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一般演題 ア月22日(金)

P 1 (5) 

215 ンアウト る

220 病誌における

P 1会場第44詳審議管翠 (6)

221 アサーション恵三と 第 l毅ユ…モ との

向井すなえ

222 アサーション授と の地域比較研究 第2報 対処パターン・セルフモニタリン との

ンタ… III AI 

;j;j器 向井すなえ
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問一般演題 題審ア月22司 (金)欝

223 看護部のアサーション度と関連安関の地域比較研究 第3報 アサーション皮と関連要図の重留婦分析

箕面市立病院 O星川実香籍調美由紀5J5J国誠子大里由紀校向井すなえ

国技敦子

臨床研究支援センター 山間一朗

間家公務員共済組合連合会京阪奈病院竹本知恵子 片桐福枝

兵庫医科大学病説窪 浩子緋田裕美子

束手11大学法学部隊潟大森議院藤井弥生

224 新人指導討函が新人看護締の精神健康に与える影響

岩手医科大学高度救命救急、センター O高橋 弘江

岩手県立大学者護学部小坂未来

225 日本版1FEEL Picturesテストを用いた審議蹄の表情認知の実態

弘前大学援学部[j!:t属病院 O小林朱実

弘前大学教育学部西沢義子藤藤久美子工藤せい子驚藤美紀子小倉詑理子

弘前大学涯学部保健学科花屋道子

226 新卒看護締の主観的成功体験における患者との関わり方の特殻

和歌山県立歴科大学保健看護学部 O中納美智{早

大板府立大学看護学部 青山ヒフミ

P2会場第45群看護管理 (7)

34 

227 者設必婆&の判断における熟練看護郊の着眼点

和歌山県立医科大学的属病院 O村松由美子‘

臨床研究支援センター虫 際 育 子 山a一朗

228 審議技術におけるイノベーションの普及に段jする掛究(その 6)ースタッフと賞任者の革新性の傾向一

青森県立保健大学健康科学部看護学科 O藤本兵記子 上泉 和子 坂江千寿子 イ左藤真ー由美

福チド辛子木村恵美子角i笠若手美小111 敦代

229 者護技術におけるイノベーションの普及に関する研究(その7)一採用度と革新牲との関連

青森県立保健大学健康科学部看護学科 0(:左藤真由美坂江子寿子 上 泉 和 子 藤 本 真 記子

木村恵美子福井孝子角j笠 春 美 小111 敦代

230 異常を雲寺知した看護部iの臨床特捜rr

j洋馬大学援学部i結成病i詫看護者110杉本 厚子

森路大学毘学部保健学科策藤やよい

231 学習内容と臨床経験による目測の妥当性の遠い

岡山県立大学保健福祉学部者護学科 O守谷ほのか i奇臭
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問一般演題 畿プ月22日(金〉畿

P2会場第46群 (8) 

232 勤務異動にともなう看護郎のストレス反応と，その関連妥協 第1報基本震殺ならびにストレス反正、の変北

東大阪市立総合病錠 O堀川和校馬場早富岩谷敏枝花開きり子西国あさ

礼子関野チヅコ 山口利恵子仁川島まさ子公文君子

233 

234 

石川寿美代

臨床研究支援センター 山田一期

新宮市立医療センター坂本笑弥有竹山紀子

ともなう者諮舗のストレス反応と守その間連要関 第2

ンタ-坂本美弥有竹由紀子

議床研究支援センター 111回 一期

東大駁市立総合病i完堀川和枝馬場平富岩谷

礼子 関野チヅコ 山口利子主子

五111寿美代

にともなう看護締のストレス反志と，その関連要調 第3

東大阪市立総合病段。石川寿美代堀川 和技

-対処パターンとの関連

花開きり子浅田あさ子

ま さ 子 公 文 君 子

と 結時的変化

岩 谷 敏 枝 花 関 き り

凶 器 あ さ 子 守 屋 礼 子 i河野チヅコ 山口利恵子中鵠まさ

公文君子

臨床研究支掻センタ… 111間 一郎

ンター坂本美弥有竹由紀子

235 コミットメント

236 病棟審議総長の背景別から

iヨ

P2会場第47群義 譲 管 理 (9)

237 患者からみた fよい看護師jに関する記述的研究

238 

福間県立大学和泉成子

香港理工大学八尋道子

国立がんセンター 鈴木真理子

-看護締需の会話における省略の実態と，

ツ

小西恵美子

和歌山県立医科大学的属病説 。木村

臨床研究支援センタ- 111m 一期

239 看護1llIi.事務職の発誇の速さと周波数に関する研究

高間

北端恵子

国家会務員共済組合連合会京提言奈病院 O授田英智代 i安部

臨床研究支援センタ- 111回 一期
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一 般演題

240 者護組織の賓向上に関する研究 一組織変革ストラテジーとしてのτ<2b¥tI活動

笠マリア学院短期大学看護学科 01ド島美津子 111蓬

九州大学医学部探健学科 二!とJJR 悦子

241 チームナーシングi/lIJと機能別看護体制における患者満足度と看護主ftiの職務意識

LL!梨大学大学院j笈学工学総合研究部 C白鳥さっき 清水祐子

選挙ア月228(金)欝

P2会場第48群看護鷲理 (10)

242 患者参加型看護過程に関する実証的研究 一患者および看護締への影響

北海道大学論説 OJlI畑いづみ

北海道援療大学石垣靖子

243 高齢者を対象とした患者および家族参画による退院計額システムの講築と評価

i工加市立病院 O今野多美子

北海道援療大学石垣

244 インフォームド・コンセント関席H寺の看護師の役舗について 一実態調査より一

大i反大学医学部附属病説。越村 利恵

245 :{j.設計級iの共有が忠、者のセルフケア行動に及ぼす変化

医療法人東札幌病院 O石川 好美被111 本UiJ美恵子

246 アセスメント能力を向上する看護支援システムのための鋭祭マスターを用いたアセスメントツールの検討

島根大学i涯学者1;看護学科 C古賀 美紀岡崎美智子石;む恭子

i合i見

j社民大学窓学者1¥法学系研究科 E=11~麻里子

P2会場第49群

36 

247 患者情報のプライパシーについての者護締の認識

名占愚大学底tJ!f:音11 太田勝正井口弘子

岩手県立大学者護学部 LLIJ人~ -史浅沼優子

長野県看護大学中村 悲

248 予備知識が者護清報学の学習におよ{ます影響

岩手県立大学看護学部 oLlI I*J 一史 浅沼

名古屋.大学医学部保健学科太出勝正

東京都立保健科学大学看護学科 猟E8 泰敏

大阪府立春護大学 真鶴出安55
長野県看護大学前倒樹 海

249 臨地実習における個人情報の取り扱い~看護基礎教育機関の全国調査から~

宮崎大学援学部看護学科 。土屋八千代
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j一般演題 題審ア月22臼 (金)畿

250 臨床看護師の開題解決過程における靖報ニーズと情報探索行動の分1汗。111域由紀子

照子

P2会場第49群家族義護

251 手術中 している家族のニーズに潟する研究 そのい対象者の概婆と待議の状況

長友みゆき

252 している家扶のニーズに関する初仔E その 2) 

き

と心理的ゆとりについて

253 レシピエントとその家族に対するカルガリ

81希f

デルを用いた介入効果の検討

254 る支援の方向性

。山口裕子

P3会場第50群 、1
ノ

弓
2
2
Z

〆'種、

255 生体肝移績を受けた!友人レシピエント 1 

256 けるワークプレイストラウマ ー自由記述の収集と

十公i潟

258 腎綴結後患者の食生活の変fとが結神的諮療におよ

大寂rti立大学隠学部看護学科 C吉村弥須子前田 敦子 自

259 における効采

北海道大学病i淀手術者11ナース セ ン タ - 芳 賀 愛子小林真由美内線留理子桜熊i 恵

高i者水景子 j也鶏明美三;滋{憂子大沢修子

P3会場第51群 (2) 

260 手術患者の看護ケアに対する満足夜

和歌山県立医科大学保健看護学部 O上回稔代子
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j一般演題 犠 7月22日 (金)毒事

261 健常者における安静臥床後の姿勢変換に伴う鼠庄の変動と自覚症状との関係

京都府立腹科大学医学部看護学科 O~間程佐藤田淳子笹川

務地

三重大学医学部看護学科 I村 11 雅子ム

262 心臓手術を受ける患者の意思決定の構造と影響要菌

福井大学震学部Ila罷病j淀 O江守

福井大学岩田 i告子

263 寝返り動作における軽量化した長枕の効果 一第3報一

青森県立中央病院 O山内理禁斉藤朱美横山佐恵子小笠原知美

福録恵子

264 I高齢手術患者の呼吸器合併症予防に向けた看護ケアの実態に関する研究 一呼吸訓鱗に然、点をあててー

山梨県立看護大学大学院看護学研究科 O山本 奈央

P3会場第52群急性期審護 (3)

38 

265 生体好移植を受けた成人レシピエントの術後精神症状の発疲に関する要因分析(第2報) 一心理テスト

京都大学医学部保健学科 O奥津文子赤淳子若手絞 敏樹

京都大学医療技術短期大学部看護学科 守口故奥子

京都大学医学部隊属病院江涜詮校

266 ~H利子移植を受ける成人レシピエントの術精神症状の発症に関する要因分析(第 3 報)一身体的要問一

京都大学涯学部保健学科 C赤潔千春奥津文子校 敏樹

京都大学涯療技術短期大学部看護学科 守口佐興予

京都大学医学部約属病j淀江波澄枝

267 消化器外科術後患者のディストレスの特般

総合病i箆北見赤十字病院 O佐野菜緒子

日本赤十字北海道看護大学河原田栄子高間静子

268 心臓血管外科患者における術後せん妄発症要留と徴伎との関係

岐阜大学医学部看護学科 O寺内 英真

269 消化器外科手術後患者の初関離床時の血圧・心拍数と自覚症状

京都府立民科大学涯学部孝子護学科 O笹川

種i也

三重大学涯学部看護学科 中川 雅子

270 開腹術後の揚閉塞発症要因の検討

隼人町立腹部会誌療センター O新村 弥生

揺録恵子露出現後藤田淳子
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問一般演題 議参ブ月22日 (金)

P3会場第53群寵性期審議(1)

271 透析患者における経済状況の実態 …成人患者と高齢患者の比較から

同美智代

jヒ盟大学大学i完 菊池子鶴子

手口1t

日

272 動物型福祉玩兵導入による透析患者の f気分jの変化

む殻坂

273 による「セルフケア行動変容プログラムj活用時の罷寄・包進要j週

富山 元子

274 1短説透析擦i去を絞げながら生活する女性の患い

北海道医療大学大学院者護福祉学研究科修士課殺 C塩谷

275 lf[液透析患者の縫康関連QOUこ対する自

明子自

揺勝理意

P3会場第54群様性期看護 (2)

276 看護締の糖尿議患者に対する

277 と自己効力感との関係 一

赤松公子河野保子

278 [;設血性心疾患を合併し通i誌やの糖尿論患者の負担感とその潟述要領の検討

神奈月

279 糖尿病患者の抱える問題とセルフケア許認j

i衷療法人東札幌病i淀

。和田美也子

280 自己管理上の困難合抱える外来籍法病患者の揺接前後の変化

東邦大学医学部付露大 森病院本由香杉宮伸子

東邦大学医学部者護学科高橋正子高橋早菌

自主ド老議研究学会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 
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一般演題 警警ア月228(金)欝

P3会場第55群震性期審護 (3)

281 外傷性脳損傷者の就労に伴う問題点

滋賀医科大学医学部付属病段 。繁松奈津子

市立最中病j淀河野春海

大i廷大学涯学系研究科博士課程後期 EJIIふみよ

大限大学医学部保健学科 奥富 i涜子

282 }Ji五梗塞患者における EI常生活動作の自立と自尊感'1古の経持EI9変化

九州大学涯学部保健学科・ Oii蕗涼 純子

広島大学医学部保健学科 宮腰由紀子

283 COPD患者の心理的ストレス過程におけるコーピングの効果

間111大学医学部保健学科 。森本美智子

284 '腎髄移植を受けた人の退院後の思い 一移植後2年目から 3年呂の事部より一

島根大学涯学部看護学科 O小倉之子

285 成人JUlアトピー性皮膚炎患者における疾病受容と攻腐の自己色:理因子の解析

滋賀医科大学匿学部者護学科 Oヰl!ij' 波子

286 悦性I~j塞性IJiÌî疾忠忠、者の 11ヂi汲 11'1郊の体験

北海道詑療大学大学院修士課税 C長谷 佳子

P4金場第56群リハビリテ…ショ 、，，，I
 

r--
、

287 'I'IJ5.l1J分析を用いたれ転倒・転務アセスメントシートj符講成の試み

箕面市立介護老人保健施設 C内藤 麻美

箕i添市立病i淀佐藤久美子

臨床研究支援センター 111民 一郎

介護老人保健施設ラ・アケソニア 中本弘志

288 制本I=!:J片麻~l4!患者の康イ立バランス

部ILJ県立大学大学説保健福祉学研究科看護学専攻 O林 みつる

関山県立大学大学i淀保健福祉学研究科看護学専攻教授村上生美森

289 安全な立ち上がり動作援助に関する研究 ~支持基底磁と重心位謹の力学的考察~

i設安県立大学人間審議学部人問看護学科 O横井和美竹村節子

290 閥復期リハピリテーション病棟における転倒事故報告書の分析 …転倒に至るまでの体動分析一

特別医療法人春開会長崎北病i詫 OUID 多恵松尾理佳子 山本雅子福江まさ江

商111久美子

長崎市医師会看護専門学校勝野久美子
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p 

p 

一殻 題 ア丹22日 (金)

291 測定値の再現性と体{立による下肢の筋活動変化

みづほ

隆哉

リハピリテ…ショ (2) 

292 1)ハピリテーション もたらした入説日

NTT西日

ンタ一 山111 一院

293 リハビリテーション プロセス

294 とってのソ…シャルサポート

石川ふみよ

295 を受け入れるための姿ftsl

リハピリテーショ

296 レビューから

石川ふみよ

第58群 リハビリテーショ (3) 

297 QOL -Oxford Hip S∞re B 安当性一

298 とのj建-自三効力形成の慣報源に焦点をあてて

299 る者護側jのかかわりに

300 Barthel indexによるADL評価の変動と

箕面市立病院 G蛍乎智子加藤

臨床研究支援センタ… [l11Il 一朗

河野保子

新芥キヨ子
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問一般演題 審 7月228(金)犠

301 重症戦下i穆害患者へのチームアプローチに向けた看護締の活動の効果

広島大学病院 O乎111 順子中垣和子周回 恵大石涼子架橋京子輩出政子

西村祐 子北村和美

P4会場第59群 リハピリテーション看護 (4)

302 気管内吸引操作に関する患者家族と看護師の認識と，その差異

事rr宮市立医療センター O接地万累子

臨床研究支提センター 出回 一郎

303 脊髄損傷患者の急性期における体験

金沢大学大学院涯学系研究科 O松本浩子泉キヨ子平松知子iJ.l出現窓

304 m~外髄者の主介護者の思い

元大阪大学歴学部保健学科看護学専攻 O場 未倍

大阪大学医学部保健学科 奥宮 i挽子

市立豊中病院河野晴海

大阪大学医学系研究科博士後期課程科 石川ふみよ

305 在宅失語症者と介護者のコミュニケーションの特徴

a城大学看護学部 O渡透 知子

P4会場第60群老年審議(1)

42 

306 高齢者の使夜、;こ対する2長銀、{立の効果

山梨大学大学j詫 Ollli沢正江佐藤みつ子

307 高齢者施設におけるケアスタップが行う耳垢除去の実態

余沢大学大学技陵学系、研究科 。大島あゆみ

金沢大学医学部保健学科泉キヨ子平松知子

308 療養M病床群における高齢者の転倒予防:EBNに基づいた運動プログラムの作成(改訂版) (その1)

医療法入社間浅ノ )11金沢循環器病院 O小松佐江安田知美増由紀子津111 玲奈

鹿島澄子中島あゆみ坪上茂子樋木和子

金沢大学医学部保健学科加藤真由美泉 キヨ子王子松知子正源寺美総

309 関節リウマチをもっ在宅高齢者の入濯に践するニーズ

愛媛県立腹療技術大学保健科学部看護学科 C西国佳世 中野静子原美香子

i中仁t 由美

愛媛大学涯学部看護学科 陶iJI 怒子

九州大学医学部保健学科田辺恵子

310 認知疲高齢者の環境資調整に践する研究(音楽の種類・印象と収縮期Jfn.圧との関連)

京都府立医科大学医学部者護学科 O小松光代 岡山 寧子
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間一般演題 議議ア月22日 (金)畿

311 Iフィジカルアセスメントから得た高齢者の特設-老A*-ム入揺ー者の調査一

。混入二子規子 喜多加奈子 芳賀佐和子

P4会場第61群 (2) 

312 にみたせん妄発症関子の比較分析

北}II 公子

313 日光浴が認知疾高齢者の鴇絞党欝パタ…ン と，その季箆変動

長谷川妙子

寝床研究支援センター UJ毘

314 プロセスに関する間研究

。北JII 公子

315 一第 1報:術後議妄症状の抽出一

316 を及{ます状況の分析

317 

ンター ヒ:tlI 節子

ンタ- LLi 83 一朗

P4会場第62群若年看護 (3)

318 7t1論告者の坐{立ダンスカ'1議官?状態

理恵

公子持野{栄子

319 .慢性部議性締疾患患者が急性増惑で入設する と

前議赤十字病段

小泉美能子

320 患者のPEG( を決定する家族の意思決定過窓

321 

公立学校共済総合北陸中央病i誌

能子

中山

を看取る家族が死を受容するための支援に関する研究

社毘法人兵庫県看護協会

日本者援研究学会雑誌 VoL28 No.3 2α05 
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一般演題 豪勢ア月228(金)畿

322 脳卒中高齢患者の間後期導入期における檎いに関する患い

J!!1JIII芸科大学看護学科看護学講座 O応部 哲子

P5会場第63群看護技術(1)

323 注射器内簡に付活:した細菌の薬液内移行に関する研究

援感義塾大学看護i支療学部 C大堀

山形大学医学部看護学科 北日 文部

324 被採血者に優しい駆血i去の研究(l)駆血時慌の実態調査

愛媛大学医学部看護学科 O采松貞子佐佐木智絵岩田英信

325 被採lIll者に援しい駆i立l法の研究 (2)採取に適切な駆成庄

愛媛大学医学部看護学科 O武智 由季乗松 岩田英{言

326 r注射技術jの技術チェック方法の検討 一技術修得・安全教育の視点から

香川大学医学部看護学科 O南 妙子

327 初学者が採血技術を習得するための学管支援教材の開発 一人工皮腐 .1級官:装若モデル教材の刺入圧iRU定

公立大学法人横浜市立大守:[定学部者護学科 O野村明美結城瑛子安藤 邑恵

lllr二iみのり

P5金場第64群看護技儲 (2)

44 

328 背部のずれや圧迫の少ないベッド背上げ機構の開発とその性能について

r{(;j LlI県立大学 O森 務長

::E野総合医療専門学校遠藤明美

同潟県立大学大学院保健福祉学研究科持本自美小UJ恵美子

329 時一体位保持は自律神経機能と主観的評fllliにどのような影響を与えるか

宮崎県立看護大学 O井野端樹安部浩太部長坂 議問中美智子

330 狽iJ[D、投手術の得癒予i坊一ずれに若ー隠してー

砂川市立病院第5病被 C井戸向 翠

331 体圧分散ウレタンマットレス使用時のギャッチベッドによる背上げの検討

三五野総合医療専門学校保健看護学科 O遠藤 明美

関山県立大学保健福祉学部看護学科奥山真由美村上

332 高齢者の昔話旬、f立変換における制l'号部皮膚淑流の変化と血圧との関連

福井県立大学看護福祉学部 O長谷川小葉子

クリストブァー大学看護学部 波議 ]IJ託子

日本大学医学部高111 宗樹

日本看護研究写会雑誌Vol.28 No. 3 2005 
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一般演題

P5会場第65群審議技争m(3) 

333 足洛nをの皮!部員と局所総裁底流量の変化とマイクロバブルによる

C本自智子場内美手o谷El3

ダイキン環境研究所 山口

334 過去5年認のわが揺の法拭にi認する研究内容の特毅

。松山友子穴沢小百合

335 生活行動護助に関わる

神奈川

限
切拐

336 

光校

皮， よる

337 i諒する研究 一α波と。

J:J ，"，、

秋Jll小冬子

内;怒

千葉県がんセンタ

P5 第66群 (4) 

338 

339 J耳予約呼吸介助が換気に及ぼす効果の検誕

340 移采サポートロボットを用いての有効な

君和

341 造;i王子手jの血管外;露出に対する翠i去の効果に関する実験的研究

5本医科大学村議病院 O小谷

武区i利明

342 f巻怠感 させるで肢への別手Fl9アブローチの効果

北海道医療大学大学院看護福祉学研究科，

日本看護研究学会雑誌Vol.28 災0.3 2α05 
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目一般演題 運勢ア丹22日 (金)轡

343 看護技術におけるイノベーションの普及に関する研究(その 8) 一看護技術の採用度と組織特性との関連一

茨城キリスト教大学看護学部看護学科 O坂江千寿子 上泉利子

青森県立保健大学健康科学部看護学科 佐藤実由美藤本真記子角漬春美小山敦代

福井辛子木村恵美子

P5会場第6ア群議護技揃 (5)

344 看護学生の臨地実習後における看護技術の経験と自信に関する調資

飯田女子短期大学看護学科 G宮淳子夏 岩月すみ江

345 若護学生の床上排itll:体験における学びの実態と教育方法の検討(第1報)一学生の体験前後の反応、をq:1心に

大眼前:立大学者護学部 O北村 有子登喜和江和田恵美子

346 看護学生の床上排法体験における学びの実態と教育方法の検討(第2報)体験から看護ケアを割造するi遇税

大甑府立大学看護学部 O畳喜和江北村 有子和田恵美子

347 ヨウ素でんぷん反応を用いた手洗い手技向上の教育的効果

医療法人健和会奈良東病説 。中村 Hs子 長谷川妙子

臨床研究支援センター 山田 一郎

348 小泥看護学実習における段階別技術背得に関する学生の学び

香川大学医学部看護学科 O校!日千鶴子谷本公震諸下 光

349 食事自己評価からの学生の学び ~評価内容の分析から~

島根大学医学部看護学科 O鈴木真貴子 上関 澄子

P5会場第68群看護技術 (6)

46 

350 タッチが与える生恕的影響 一脳波，精神性発汗から一

山梨大学大学院医学工学総合教育部人間環境医工学生体環境学コース O小西 奈美

開立看護大学校森 千鶴

351 図的タッチによってもたらされる生理的・情緒的反応に関する研究

群馬大学大学院陵学系研究科 O金子有紀子

群馬大学低学部保健学科小板橋喜久代柳奈津子

352 エキスパートナースのタッチの考察

九州看護福祉大学 O村 上美華 i河 本 楊 子

353 癒し技法としての「タッチ」の評価と看護への応用に関する研究 一第 1報一

信州大学j涯学部保健学科 O近藤治子大久保功子大王子殺美谷本 桂

長野県看護大学揚箸隆哉
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一 般演題 警警ア月228(金)

P6会場第69群

P6 

P6 

、、zノ『，es
J
g
a

、

354 精神病誌における半日見学実習と 1日 のイメージの比較

博文渡辺尚子

355 

部毎和t!! J:tiぷ初代

356 との関連

尚子中村

357 

村松 i二沼崎

く

ンター

議アO群 (2) 

358 と，

典子久保 宮臨まり

ンター 山田

359 誌やiマ;同fr入者護綿が患者との関わりで認知するストレスに関する研究

こころ

360 ども ストレスと子ども いて

361 ども ワーク・ファミリ…・コンブリクト

小野

362 

リスト 加代

筑波大学大学院人i湾総合科学調究科 上野

山梨大学大学院医学工学稔合研究部 水野恵理子

筑波大学医療技術短期大学部 四日i 弘美

第71群 (3) 

363 ら3年径の務争111怒害者へのホームヘルプの効果と

裕栄

日本看護研究学会諸説主Vol.28 ~o. 3 2005 
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ト般演題 畿 7月228(金)鞠

364 NPO. 地域支援センターなどにおける精神障害者のパソコン・インターネット利用の実態

京都府立医科大学法学部看護学科。橋本顕子北島謙吾山間京子

大i在府立大学看護学部看護学科 荒木孝治

365 社会資源の乏しい地域における精神科入説患者の社会参加を促進する方策の検討(第 1報)

京都府立腹科大学 O北島

三重県立看護大学大谷 怠

366 社会資源の乏しい地域における精神科入院患者の社会参加を促進する方策の検討(第2報)

三重県立看護大学 O大谷 恵

京都府立医科大学北島 謙 吾

367 社会護婦施設退所を組む要因に揮する研究

}I罷哀会メイブル病院 O関本和佳

旭川医科大学新開淑子

368 乳がんセルフヘルプ・グループのボランテイア継続に関連する要因 一地方都市の事例から

川崎援療福祉大学元大学院 O大賞 由花

JlI締医療福祉大学塚)Jj(貴子

P6会場第72群精神着護 (4)

48 

369 病的多欽水，忠者の体内水分量1:と影響沼子 一統合失調疲男性患者についての検討

山口大学医学部保健学科 O佐藤

広島大学大学器保健学研究科小林敏生作田裕美片偶 健

370 個別心理教育が統合失調症患者の病議にもたらす効来

樹立精神・神経センター武蔵錦i淀 O松本 質故

山梨大学大学院医学工学総合研究者r;水野恵、滋子

371 統合失調疾患者の入慌時と退臨時の変化と看護師の認識

思立看護大学校 O森 千鶴松本賢哉宇都宮智下皇

国立精神神経センター武蔵病院鈴木美穂佐伯幸治

372 統合失昔話症者の金銭管理擁立に向けた認知行動療法的看護介入の効果に関する研究

砂川市立病院附属看護専門学校 O高野美奈子

地JlI底科大学新開淑子

373 病名告知を受けた統合失調症者の心理的反応、と関連要閣

Jl!!JlI援科大学援学部看護学科 O中 島 宣 昭 事rr開淑子
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ト般演題 蓄量ア月22司 (金)蓄量

P6会場第73群 (5) 

374 摂食磁害患者に対する看護介入 一回復過程における患者の心理的変化

375 アスペルガ

-神経センター出府合病院 C高i湾 総美

オ包
帯fミ

一選段後の経過

岩見沢市立総合病説 。中島

北海道美観聖華高等学校患部和ift

376 包括的暴力防止プログラムの教育効果に認する研究

独立行政法入国立病院機構組前総神医療センタ

377 務衿疾患患者のイレウスの早期発見につながる

広 岡村

イント

艶子

西谷博刻

378 クリニカルジャッジメント

社関法人目

379 ベブロウ デ)vをitJl"

調路医科大学総属病院

P6会主審議ア4群生命檎理・

380 日本版モラルセンシティピティ 測定尺!支の開発:

381 (助遊間i)の医療{命纏およ

九州大学医学部課健学科 C中尾

u1 

ける -妥当性の検証

山本式志

恵子

平石

ある思いにi主告して

382 看護学におけるナラティブ(およびナラテイブ・アブローチ)の可龍性と注意しなければならないこと

大議府立大学看護学部 C和

383 医療的ケアの実麹に関する保護者の望み

大分県立看護科学大学 O安部恭子

九ナli肴護福祉大学

前・別府議きr;学問短期大学大島 操

384 台数参加において患者が求める支援に関する研究

愛媛火学匿学部臨床薬理学講段。中塚晶子野元正弘
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第31回日

演要 い}一出



会長講演

人間として遇する医療@福祉の定着に向けて

~ベーシエントかうパーソンへの挑戦

石題靖子(竪療法人東札幌病院/北海道底捜大学)

竹毘恵子(国立看護大学校)

第 1 日自ヲ:05~ 合:50

メインホール(大ホール)
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φ会長講演φ

人間として遇する医療・福祉の定着に向けて

~ベーシエントからパーソンへの挑戦

!哀療法人東札幌病院/北海道匿療大学石桓 靖

国立看護大学校竹尾嘉子

*スピスケアに携わって20年尽を迎えました。近代ホスピスケアは19箆:紀のアイルランドに始まります。数百年におよ

ぶイギリスの植民地政策の中で農業国であるアイルランドは圧政に苦しみました。 191詮紀後半産業革命の後，アイルラン

ドは恐るべき危機の時代を迎えたのです。多くのアイルランド人は飢えと貧留の中で選立たや家の戸i二iで死んで、いきまし

flij)J主の苦しみに心を痛めた修遊女マザー・メア 1).エイケンヘッドは，せめて最期のnすだけでも人間らしく迭したい

と.<ホーム>を提供し続けてきたのです。(関村 1986)これが近代ホスピスの始まりであり，それは千ギリスのデーム・

シシリ…・ソンダースに受け継がれ，人間愛と科学位を伴ったホスピスケアが誕生致しました。マザー・メアリー・エイ

ケンヘッドのこの精神は，現在に到るまで続々とホスピスケアのなかに生き続けております。すなわちホスピスケアに諜

わるということは，どんな状況になっても，人爵としてあたりまえに生きてゆくことそ支援することであり，それは最期

まで自分自身であり得るように，その人にその力を取り戻させることでもありますc

21tlt紀になり，先進Q¥Iとしての日本は.物質的には豊かな生活を きるようになりました。しかし.かけがえのな

いnm有の人生を生きている一人の人間として，くあたりまえ>であることが尊重される時代になったでしょうか。特に私

たちのケアの相手である r!f~療や福祉を受ける人たちは，それをどのように感じておられるのでしょうか。

私たち人iおは.<生物学的生命>と<物語れるいのち>という二つのいのちの統合体であります。 (i;I;':?j(2002)生きて

いる存在としての生物学的生命が良い状態 (wellbeing)であることは，いうまでもありませんが.しかし物語れるい

のちとして生きるその状態こそが，実はその人 I~I ~誌を 1Jl!1有の存従として在らしめることなのではないでしょうかc

委設は「生活(くらし)の営みを!換えることに緩めておい込(1lfJ首位が期待されている専門職jです。私たち人間は智等し

く， どのような状況になっても志も感箭もありそれまでの生活歴から培われた関谷の価値棋をもっている，すなわち，

物語れるいのちをもっ存在でありますc 入院として迭するということは，そのような存在として尊設されることであり.

を換えると普通の人が病み，障害を持ったときに普通の地域住民としての常識的な感覚で尊重されるということでも

あります。ベーシエント(耐える人)ではなく，その人自身(パーソン)として遇されることは. 自分自身であり得る力

を引き出すもっとも大きな支援でありましょう c

このところ援療や福祉をとりまく環境は著しく変化を続けておりますっ趨高齢社会になり. r支療の現場でも生物j哀学モ

デルから生活重視~医療モデルへの転換は急速に進んで、おります令入院治療は通院・在宅j乏療へと転換し医療の受け手

は，よれ¥色u片とでも.悪い意味でもこれまで専門家にまかせていた治療の決定に参加し治療の副作用対策にもセルフケア

能力が求められるようになってきましたc 当然，看護締の役割もケアのリーダーから病気やi縁者ーとともに生きる人との伴

走者へと役割が変化しつつあります。それに伴って私たちは，その人の生活やそれまでの人生を知り，何を大事に生きて

おられるかにより関心が誌がれるようになりました。すなわち.その人の生物学的生命と物語れるいのち全体に深く関わ

ることが求められているということですっそれはホスピスケアに携わる底療者の基本でもありますが.これからの時代は

医療や福祉のどの分野においても大切なことでしょう。私たちは「普通の人々に出会い，その人生に触れ.その結果.そ

の人たちの人生が変わり，そして，自分の人生も変わるJCCurtin 1979) という特権を13・えられている専門織でありますε

ケアの受け手と担い手との跨にこのような関係が成り立ったときに，ケアを受ける人たちは“人情!として避されている"

と実感されるのかもしれませんC

< A Way to Die >という本のなかで.Janeというがんを病む少女が. fHere they treat me like human being all the time， not 

j百stwhen they felllike itJと寄っている部分があります。病や路害をもっ人たちが，いつも (allthe time)人間 (human
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being) として迭されていると感じられるようなケアの挑戦は，初日記ミある拶tij号えだといまこころから信じているものであり

ま

参考文献

1 f潟村l!i1f革命:来栄の生命のために 岡村I![j~筆集 5 X記長支設m1986. 

2)清水哲郎:綴床倫理学 災0.2 綴床i台程検討システム開発ブロジェクト 2002 

3) Roserτ1立ryand Victor Zo乱Z立:A¥ミlavto Die. 

4) Curtin， Leah : The災urseas Advocate， Advance災日rsingSciencι1979. 

日本者。護研究学会雑誌;Vol. 28 No.3 2005 55 



特 別講演

研Thatdo鳴ら五nowabout Uncertainty in盟ness?

ミッシェんの f不確かさJの理論

Merle H. Mishel (University ofNorth Carolina， U.S.A) 

窓 野JI[道 (北海道医療大学)

第 1在日 10:00 ~ 12:00 

メインホール(大ホール)
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φ特別講演φ

“現Thatdo We Know about Uncertainty in 11lness ?" 
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When 1 began my original research on uncertainty， the concept of uncertainty had not previously been applied in the health and 

illness context. My original Unc巴rtaintyin Illness Theory (1988) drew from ~'Cisting information processing models and personality 

research from the psychology discipline， which characterized uncertainty as a cognitive st註teresulting from insufficient cues with 

which to form a cognitive schema， or internal representation of a situation or event. 1 attribute the underlying stress/appraisallcoping/ 

adapt乱tionframework in the original theory to the work of Lazarus and Folkman (1984). What is unique is my structure of the 

theory， consider立tionof uncertainty as both乱 negativeand positive cognitive state乱ndapplication of this frameworl王ofuncertainty 

as a stressor within the context of illness. These points make the framework particularly meaningful for nursing. Currently ther・eare 

two theories ofUncertaintアinIl1ness， the or恰inaltheory which 1 will emphasize in the present乱tionand the re-conceptualized theory 

which 1 will cover more generally. 

Thc uncertainty theory by Mishel (1988) explains how uncertainty develops in patients with an acute illness and how patients 

are propのちedto deal with uncertainty. '-'ヤiththe development of the UncertaintァinIllness scales， the research on uncertainty has 

proliferated.五おstof the rese立rchhas五ocusedon either the diagnosis or treatment ph立seof acute illness， illness survivorship and liv匂g

with chronic illness. Some consistent findings have emerg巴d.Across all illnesses studied to date， uncertaintァdecre註sesover time but 

returns with illness recurrence or exacerbation. Uncertainty is highest or most distressing while awaiting a diagnosis. Il1ness symptoms 

can lead to uncertainty when the symptoms change over time， are unpredictable and inconsistent. '-'Vhen symptoms can not be 

linked to乱 specificil1ness or disease， this situation results in higher levels of uncertain年 Similarly，severe illness where the outcome is 

unknown has been reported to lead to uncertainty. This has been found in a number of studies with varying patient samples including 

those with cardiov乱sc山 rdisease， and cancer. 1n studies where patients' symptoms are not clear与，distinguishable from those of other 

co-morbid conditions or where symptoms of recurrence 

are立.

There is a growing body of literature on p乱rentexperience of uncertainty in caring for an ill child. There is one literature review 

of this work. Recently there has been support for the relationship between symptoms of post traumatic stress and uncertainty in 

mothers of ill children. The association of post traumatic stress and uncertainty has also been reported for other populations dealing 

with illness. Concerning the role of personality dispositions such as m乱steryor optimism in reducing uncertainty， the evidence is 

variable from acute illness to chronic illness. A number of personality dimensions have been identified in chronic illness as effective 
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in managing uncertaint子In乱cuteillness， there is some support for mastery乱ndoptimism. Studies of coping with uncertainty i設

acute illness have resulted in consistent findings for the relationship between uncertainty and emotion-focused coping. However， the 

qualitative studies offer呂gre註tervariety of strategies to manage uncertaint}三

Uncertai投与Yぬnctionsdif泌氏ntl}ア inchronic illness in comparison with acute illness. A.lso in chronic i立nesswe tInd the survivors 

of乱立uteillness. The similarities and differences beれも'eensurvivors and those diagnosed with a chronic illness 対立 be五lrtherclarified 

in the present乳tion.However， it is important to recognize that some of the ditliとrencesむanbe tr立cedto the design of the study乳seither 

qualitative or中 antitative.Concerning the causes of uncertaint}'， the findings from qualitative data have provided a rich description 

of the causes of uncertaint}' across a variety of chronic illnesses. From the qualitativeれrork，symptom unpredictabilit}" an unknov叩

future and th己possibili勺γofdisease recurrence and extension have been identi五edas c叩 sesof uncertainty. Lack of information to 

make the future more predictable has also emerged from qualitative studies as an antecedent of uncertainty. The literature is riζh with 

descriptions of these causes of uncertaint}'， especially the unpredict立bilityof symptoms. The uncertainty resulting from erratic sアmptom

display th双 ischaractεristic of some chr・onicillnesses has be四五Jllydescribed iロtheresearch done 1:0 date. 

There is sufficient evidence that uncertain守hasa negative imp立cton申込 ofl治 andpsycho向蹴ialadjustment in註C附 and

chronic illness populations. Since the evidence is consistent and strong it provides direction for interventions to target illness寸 pecific

outcomes. 1 have conducted SLX intervention studies "主rherethe focus was on tεaching either breastむ江口ceror prostate cancer patients 

how to m知 立geuncertain与すheseinterventions are easily app1icable to nursing practice and patients report that they have gained 

skills in managing the disease. Imprm'ement in specific symptoms and artitudes was reported from patients in the intervention studies. 

Improvement in emotional state was found in another intervention study with men ¥γith recurrent and advanced prostatεcanむer.Even 

long term survivors reported g 
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φ特別講演③

ミッシェルの f不確かさ」の理論

“What do We Know about U ncertainty in Illness ?" 

Mer1e H. Mishel， RN， PhD. FAAN 
Kenan記念教授

ノースカロライナ大学チャペルヒル校

看護学部

Chapel Hill， NC， 27599. USA 

私が不確かさに関する研究を始めた当初.不確かさとし寸概念はまだ健康や病気には適用されていませんでした。私が

構築した最初の病気の不確かさ理論 (988)は心玉虫学分野より既存の情報処理モデルやパーソナリティ研究を基に導き出

したものです。心理学の分野では不確かさを，認知スキームを形作るため， もしくはある状況や出来事に対する内部表現

が不足した結来生じる認知的状態であるとみなしています。私の最初の潔論の基礎をなすストレス/評価/コーピング/

適応という枠組みの根底にはLazarusとFolkmanの研究があります。夜、の理論で独能的なところは不確かさをネガテイフゃ

な状態そしてポジティブな状態の双方として考慮した点，そして病気の背景の~!:Iで\不確かさをストレッサーとして扱っ

た点が与さげられます。これらの点は特に者諜において， とても意味のある概念枠組みとなりますs 現在のところ，病気の

不l溶かさ君rr論は2つ存在しますむひとつは.この議淡で重点的にお話しする理論であり. もう一つは，存概念化した理論

ですが，それについてもその大筋をお話したいと忠っておりますc

Mishel (1988)の不篠かさ理論では，急性郊の患者ーがどのように不硲かさをつのらせるのか.または不確かさにどのよ

うに対処しようとしているのかということを説明しています。病気の不確かさの尺度の開発に伴って.不確かさの研究は

発展してきました。多くの研究は念、性期における患者の診断や治療の段階，病気からの生存，そして慢性疾患と共に生活

することに焦点を当ててきました。いくつかの一致した研究結果が明らかになっています。これまでの，すべての病気に

関する研究をみますと不信長かさは時間経過につれて減少します。しかし病気の再発や悪化により再び増大します。不

確かさは，診断を待っている期間でもっとも高く， もしくは最も苦痛となっています。病気の症状が時間経過につれて変

化した札予測できなかったり，または一定しない時には不確かさを生じさせます。疲状があっても病気や疾患、と結びつ

けられないときには，高レベルの不確かさを生じさせる結来となります。同様に予後がわからない深刻な病気は，不篠か

さにつながると報告されています。これらのことは冠状動脈疾患やがん居、者など様々な患者を対象とした多くの研究で明

らかにされています。患者の疲状が他の合併する症状とはっきり区別できない場合， または再発のf削除が老化または他の

自然の経過から起きてくる症状と混同している場合におこなわれた研究では，抜状が不確かさに関連していましたc

ソーシャ Jv-!Tボートとi豆療提供者との関係が，患者の不在住かさの管理ために活用できる資掠としてこれまで研究され

ています。ソーシャルサポートと不確かさとの関連について検討した研究が多数あります。最近のエピデンスでは急性期

の疾患を持つ人の不確かさにおいて，ソーシャルサポートの役割が強く示されています。しかしながら必要とされるソー

シャルサポートの様式と誰がサポート提供者であると見なされるかは時間経過や病気によって変化します。不磁かさを

減らす毘療提供者の役割は.がん治療を受けている患者で立証されています。しかしながら.他の急性期にある患者につ

いては.ほとんど研究がなされていません。なお，医療提供者が急性拐にある子をもっ親の不確かさを減らすサポート源

としては機能していないといういくつかのこにどデンスもあります。しかしこの分野での研究がほとんどなされてないの

で¥吏なる検証が必要ですc

病気の子を殴話する殺が経験する不確かさについての文献が増えてきています。これに関しては一つの文献レビューが

あります。心的外綴後ストレスの液状と病気の子をもっ殺の不確かさとの関連が支持されています。心的外傷後ストレス

と不確かさとの関連は，病気に対処する他の患者集団でも報告されています。克続力もしくは楽観性などといった.不在'{Ii
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かさを減少させる倒人の持つ性格の特性の投訴を考慮すると，エピデンスは急性期から慢性郊の疾患まで様々ですっ綴入

の性格の多くの1lI1J溜が. t>受性期における不確かさを管理することにおいて効来的であることが明らかにされています。

性関では.克服力もしくは楽親性という性格が支持されています。急性期における不確かさの対処に関する研究では.不

確かさと情動中心の対処との関に関連があることが一貫した結采として符られています。しかし資的研究では不確かさ

を管理するもっと様々な方法が示されていま

不確かさがどのように機能するかは.'f長性疾患と急性疾患、では異なります。また.慢性疾患患者の中には，急性期の疾

患からの生存者(生きながらえた人)もいます。生存者と慢性疾患と診断された患者との類似点や相違点については発表

のやで詳しく説明します。しかしながら.いくつかの相違点は.震的研究または量的研究という研究デサ1 ンによるであ

ろうということを認識することも重要です。不確かさが何に起因しているかにつきましては，質的データから導き出され

た結来が，様々な慢性疾患の不確かさの原践につ を提供しています。紫的研究では，疲状予測の難しさ，

将来の見通しのなさ，病気の再発や長態化の可能性が不確かさを引き起こすということが確認されていますらまた，将来

予測に必要な靖報の不足が，不経かさの先行要件であることが資的諦究で明らかになっていますむ不確かさの原田につい

て記述している文献は多数あり，特に症状の予測の難しさについて述べられていますっいくつかの慢性疾患の特畿でもあ

る一貫性のない症状によ与起こる不確かさは， までに行われた研究の中で十分に説明されてきましたc

急性疾患を持つ人や鑓性疾患を持つ入にとって，不確かさがQOLそして社会心理的な適応にネガテイブな影響を与

えるという十分なエピデンスがあります。エピデンスには一貫性があり確問としているので，特定の疾患の成果をター

ゲットとした介入のための方向性を示してくれますむ夜、は，乳がん患者または前立腺がんの患者がどのように不採かさを

管現するのかという教育に強点を当てた6つの介入研究を仔ってきています。これらの介入は手軽に者護実践に適用でき

ますし患者逮は病気をよぎ壊するためのスキルを得たと述べています。介入研究では特定の症状や病気に対する心構えが

したという患者の報告がありますc 再発・進行性前立!擦がんの男性に対する別の介入研究では，務緒的

したことが明らかになっています。長窓生存者でさえも.持続している治療の副作用を管理するための知識や資源を持た

と述べています。不確かさによる悪い結采を修正するために，支持的な教育介入が効果的であるというエピデンスがあり

ます。既存の記述的研究の基幹を形成する繰り返しの雑誌. l'患の理論の開発.研究に基づく介入が今後の研究の方向性を

示すべきです。

j
 

野(
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シンポジウム I

臨床倫理委員会ーその定着と看護職の役割

シンポジスト渚本哲部(東北大学)

産

石谷邦彦(誌療法人東札i践病院)

国阜商(神戸市看護大学)

Cornelia F1eming (Sound Shore Medica1 Center) 

i笠口

搭詞

(癌碗究会有明病院)

(大阪大学医学部臨属病院)

第1日目 15:00 ~ 17:30 

メインホール(大ホール)
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⑮シンポジウム争

臨床倫理委員会ーその定着と看護識の役割

座長癌研究会有明病i淀 i安口恵子

大阪大学医学部附属病院福 詞富

近年，科学的根拠に基づいた握療 (EBM.EBN)の重要性が強調されているが，選択された堕療の効果が個々の患者

に現れるかどうかは不確実であり， 註療の擦準化.均てんf化ヒがj進注められていても医療f従追率事:者者‘のf租佃締I罰冊ff1i依底f観aや経駿で

療が左おされている現状があるc また，患者アウトカムとして重要な rQOLJは患者の主親許備であるため，患者の価

値観が多様化している中で，インブオームド・コンセントを重視し患者と医療従事者とが情報を共有して患者の意向を

したi副長・ケアを選択していく必要がある。つまり. I豆療の質を上げるためには，医療の科学牲と倫理牲を記E宣する

ことが求められる

臨床論理を記癒したj笈療を実践するためには.罷療従事者の意識を向上させることはもとより，システム(枠組み.ガ

イドライン，組織)を整備することが不可欠である C なぜなら，情報を整理し何が開題であるのかを見極め，適切に

対応していくための具体的な枠組み・方法論がなかったり，臨床倫理を考える組識づくりをしなければ，倫理的感受性が

あってもそのまま放鐙されたり，感覚的に行動してしまったり.不平不満に終わってしまう可能性があるからである。

しかしわが留においては日常の臨床現場で遭遇する倫理的問題を検討する臨床倫理委員会を設註している施設はまだ

多くなく.その活動も特殊な治療に限って討議されていたり，効果的に活用されていない現状がある。

このシンポジウムでは，わが鴎およびアメリカでの鵠床倫玉虫委員会の現状および諜題について 4人の一方々に「臨床哲学

の立場からJr臨床現場の実践からJrアメリカでの臨床倫理委員会の活動を通してJI全国調査の現状をふまえてj示し

ていただく c そして，臨床倫理委員会を定着させ，臨床倫理を配癒した実賎を高めるためにどのようにすればよいのか，

その中で者護職はどのように行動すればよいのかについて参加者の皆様と意見交換をしていきたい。
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争シンポジウム争

が.

fもう自

と

臨床 倫 理学の視点から

東北大学大学院文学研究科法水哲部

る とは， に認して となって行う営みであるc

の判決のように.間関の状況において何が正しい選択かを宣言して終わるようなものではなし勺鍔え

しかできない，そして死期が追っているという状j廷を理解して，ある入が

きていても仕方ないから，平く死ごとせてくれjと訴えているとするcここで仁患者は安楽死を希望しているj

し安楽死を容認できる状況ではない{あるいはそもそも安楽死は認められない)と*日断したとする。する

と「この方の希望をr1tえるわけにはいかなLリと裁決しそのようにこの方に伝えるーというようなブロセスを論理とし

る向きもある。だが. Iお床龍理においては f希望に応じることは出来なしづというのは結論の半分であって，あと

られずに桟っている c もう死なせてくれj とぎっているこの人の思いは持たされないままにそこに

在り続けているからである o その思いに対して私たちには何が出来るのかjと考えてこそ，

心。

あるいは現状を分析して，複数の倫理涼刻IlIJでディレンマが起きていると認め，その解;誌の方途を考えることがある。

Cに反しているJなどと批判する傾向もあるかもしれないc だが.倫理尿剤

でそのように働くものなのだろうか。{合理原則は私たちの仔動を規縦し制約し

るものなのだろうか。否，そうではないはずだ、c 翁潔原期;ネケアを引き受け，拐ヂと向き合い，また寄り添って歩

もうとする私たちの安勢を表現している，夜、たちのいわば玄設である一一そういうものとして見ることによって，

は，裁判のようなもので誌なく，私たちの多みを方向付けるものとなるだろう。このようにして，

となるだろう

るもの 以上のように ることも 日々 いる

るのが， Q ツ ケース・パイ・ケース るしかないj

という して， きるjと， るのも， きの一つで、ある

る される 以上 したような

り方から， まし も克えてくるだろう。

iヨョドミ汗史研究学会雑誌 VoI.28 No.3 2005 65 



φシンポジウムφ

臨床現場の実践

医療法人東札韓病説石呑邦彦

臨床倫理の古典ともいうべき Dr.Howard Brody著のEthica1Decisions in Medicine (第一版1976年，第ニ版1981年， 日本

語訳「医の倫理j原書第ニ版鵠野之男/援本勝之訳 1985年 東京大学出版会)の始めに以下のような設問がある。

倫理学についての我々の議論は.r 11命現学」の定義をしないまま，結論に至ってしまった。下の定義のうち，これまで「倫

理学jとしてきたところのものをもっともよく要約しているのはどれか?

1. 1i命浬学というのは，正しい11'為を研究するものであるc

2.倫理学というのは.選択が分れる場面で一番良い行動の方向を決めるための合理的な方法を研究するものである。

3.倫理学というのは指針を集めたもので，これに従えば常に正しい行動をとることができる。

4.倫理学というのは，難しい選択に症函したとき，人々がどのように行動するかを研究するものである。

答えは 2である。

臨床論理委員会がよく機能するためには伶潔学とは何かを医療スタップがよく理解することに尽きるといえよう。

京本し総1fI'J1誌は198JI:ドホスピス・緩和ケアと QOLの研究を目的として設立された。 開設当初は前述した「医の倫理jを

教科書として医療スタップは自分遠の事例について検討していた。その後1988年当時北海道大学文学部哲学科助教授で

あった消水哲郎先生の参加を得て f倫理セミナが毎月間識され現在に至っている。この綬史の中で1994年11月に「東

札棋病院倫理委員会Jが設けられたっその時作成された規定の第 1条の「目的Jは以下の如くである O

(1)ヒトを直接対象とした医学の研究及び臨床応用についてヘルシンキ宣言の趣宮に添った倫潔的記癒

(2) 日常のi哀療及び十福祉の行為についてリスボン 旨に添った倫理的配様

従って倫理委員会は(1)を行う研究審交委員会(Institutiona1Review Board IRB)と (2)を行う臨床倫理委員会 (Clinica1

Ethics Committee)の2部門から構成された。

以来臨床倫潔委員会は事部検討やスタッフの数百患者・家族への助言，そして各議倫理的関題に関するガイドライン

の作成などを行っている O およそこの20年の活動の中で，臨床倫理に隠しては看護職の役割が重要であったことは実感し

ている。もちろんその他の職種の積極的参加も必須で、あるC 瑞瑞しい感性.あるいは臼頃の医療現場の狭小な常識を越え

たー絞市民としての感'段を持つ看護iぬなおかつ冷静，論理的な看護織は臨床倫理の主体的行為者に相応しい。
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φシンポジウムφ

わが国における臨床論理委員会ーその可能性と看護職の働き

全国調査の結果を踏まえて

高田早蕗

今臼の医療現場では， -治療などの生命倫理，匿療事故や院内感染などの安全な罷療の提供，イ

ンフォームド・コンセントやカルテ諮示など患者主体の医療といった課題が次々に浮上し{合理的な判断，

されてきている。このようななかで，臨床倫理委員会は，現場での援雑な倫理的弱藤を含むケースについての

コンサルテーションや，描設内での倫理的ガイドラ千ンの提供，そしてこれらの活動を通しての駿員の啓発などの機能が

;現f寺されるとし-n主隠されてきた。

昨年実施し

いる病践はこの十年ほどの陪

な治療の笑施に伴うといった，

らにその活動内容は，研究に関する

を対象とした費需紙調査 では，施設内総床倫潔委員会を設註して

えている。しかしながら，そのきっかけあるいは理自は，祷j徒機能評価受審や治

して行政の指導や義務づけられて設置した病院が多いという結果であった。さ

も多く. 1i合理的な罰惑を含むケースのコンサルテーション

紫まり，必ずしも活発と ない状況が伺われた。

また. 1国答者の約60%は委員会が十分譲能していないと見ており.その，理Eむとして多かったのは，研究や治療方法に

関する医師のゆ諮が多く. {'滋の議長の活用がほとんどないこと，関連して二委員会の活動についての周知不足等であった。

以上のことから，我が悶の議床倫理委員会;え研究や治験の論理審査の機能と情理的関題のコンサルテーションの開方

をその罫的として設置されているが，

きいことが示唆されたc

る

とってよい形での解決につながり，ま

るために，審議部門はどう

を手がかりに考えたい。

いてその役割や働きが理解され兵体的な活動に移されるにはな

して棺談できる，行動の指針が待られ

していけばよいのか，先駆的な取り組みをしてきた病続審議官sの開き取
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@シンポジウムφ

ACTUAL ACTIVITIES OFTHE CLINICAL ETHICS 

COMMITTEE IN AMERICA 

Sound Shore Medical CenteI 

Cornelia Fleming Rl'1) MPH 

There has been a continuous development of ethics committees in health careぬcilitiesin the U泌総dStates over the years. Presently 

th巴reare three distinct are乳sthat ethics committees generally address: policy development and/or review， education and case consulta-

tion. This session will present乱briefhistorical review of an ethics committee in a communitアteachinghospital. The ethics committee 

and its integration into a palliative care service will be highlighted. 

米国における臨床倫理委員会活動の実際

米i裂の医療施設では，倫理委員会の整備が何年にもわたって進められてきた。現在，一般的に倫理委員会で取り上げら

れるものは，方針の決定あるいは見渡し教育そして個別の事例に対するコンサルテーションの3つの分野であるむこの

セッションでは.地域のある教育病院での倫理委員会の簡単な成り立ちについて紹介し倫理委員会と緩和ケアへの統合

について焦点をあててみる。

68 日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No.3 2005 



シンポジウム豆

人権と尊厳を守る嶺護職の費務

一椙手を人間として尊重するということ

シンポジスト 阿{呆 JII員 (北海道室療大学)

(東京大学)

窪

正

諾井 (吾

Colleen Scanlon (Catholic Health Initiatives) 

中山康

長谷111

(在宅緩和ケア支援センタ…“虹")

(医薬法人東札幌病院)

第2日目 9:30 ~ 12:∞ 

メインホール(大ホール)
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@シンポジウム@

人権と尊厳を守る看護職の責務一相手を人間として尊重するということ

座長在宅緩和ケア支援センター

援療法人家札韓病i涜 長谷川美栄子

世界人権宣言 0948年，留!祭連合)第 1条には fすべての人間は，生まれながらにして自由であり，かつ.尊厳と権利

とについて平等である」とあります。これは. どんな状況においても誰からも自由を束縛されることなく，自分の意思や

希望に沿って人生を送るということを意味しております。

医療や福祉の場ではどうでしょうか。最近，子供や高齢者の農待が大きな開題となっております。また終末期にあ

る患者・家族がどこで過ごしていても最期まで、人間として大切にされ，その人らしい毎日が送られているでしょうか。看

護の紹手が充分に意思を表現できなかったり，看護殺が棺手の意思を充分に汲み取れない等，まだまだ課題は多くありま

す。紹子の求めていることを察知し相手の世界に近づくところから，その人に寄り添う看護ができていくのだと思いま

す。拍手にとって何が最養かを考えることが重要であり，言い換えれば，相手にとって不利益なことや，安全が守られな

いことを見過ごしてはならないのです。

このシンポジウムでは， 4人のシンポジストに専門の分野からご発言していただきます。間保先生には認知症のケアの

立場から，持先生にはホスピスケアの立場から，また諮芥先生には小児審議の立場から，アメリカからお迎え致しました

Scanlon先生にはアドボケートとしての看護織の役割について話していただき，相手を人1mとして尊重するということに

ついて討論を深めたいと考えております。

人権と尊厳を守る看護織の究務という大きなテーマですが，臨床における日々のケアで看護識は何を求められ，何をし

なければならないのかを考えていきたいと思います。
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⑧シンポジウム⑫

虚構に添うケアを-認知症の人々から見える世界

北海道医療大学問保頴子

というのは突に魅力的ですo もしもこうだったらいわばifの世界;丈人を夢見心地にさせてくれるしまた現

実を突き抜けていくカを与えてくれますc 自分が自分であることにこだわり.それゆえ虚構のf止界で遊ぶカをもっている

のが認知症の人々ですc 後ら，後女らは，病を得てもなお人間で、あることから逃れられませんc しかし同時に

という.人間にとってもっともプリミテイブなカを発揮しているのも認知症の人々です。認知疲の人々は，あるいはげの

世界という第ニの生き方を手にしている人々であると言うことができるかもしれませんc

今関は 1霊境の認、知疲によって自ら虚構の世界を作りあげている人々の暮らしについて取り上げ，シンポジウムのテー

マである f相手を人間として尊議するということjを考える一つの提点を提供できればと思いま

少ない時間で認知症の人々の暮らしのすべてをお話することはできませんので¥ここでは，被らや按女らが設定してい

る社会関係についてお話します。もちろん，その関孫はわれわれから見れば仮の関係なのですが。ー殺的に，関係という

のは棺瓦的なものです。ですが，後らの関係は…方通行的です。そのほうが誇いは起きないのですc 認係に認して特に重

のは夫婦関係の設定ですっ夫婦として暮らしてきた時間，身体的な感覚や感箭は.自分を自分として認識する

きな手がかりだからです。見方を転じれば.人認は認知症を煩ってもなお過去に呪縛される生き物であるということもで

きます。自分が自分であることの痕跡を残したり，見つけようとするのは当たり前のことでしょう

いずれにしろ，認知症の人々が守っている関係の設定iえ時間とそれにi接伴する惑a請や感覚の呪縛として捉えられる

と同時に. 0己確認における基本的な姿として見ることができます。事実ではないとして否定することはたやすいでしょ

うc しかしふつうだと認議している私たちの食む俊界のほうが.ある偏った見方に支寵されているのかもしれないと思

うことはないでしょうか? 彼ら，彼女らから克えている世界に存むことができれば，尊重という言葉さえ霞んでくるよ

うに忠えます。
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争シンポジウムφ

ホスピス・緩和ケアにおける人権と尊厳を守る看護の課題

東京大学河 正

ホスピスムーブメントは. 1967年に英国のシシリー・ソンダース女史によりセントクリストファーズホスピスが設立さ

れたことを契機として.欧米に広まったといわれている。その基本精神は，“Youmatter because you are you， and you matter 

until the last moment of vour life." という女史の言葉に表されているo それは科学技術の進歩により専門分化し個人に関

心を払うのでなく疾患の治療成績を第一義とした医療を省み，個人の生き方の選択，例入の意思を尊重しようとする姿勢

であった。 医療における人権の復権の側面があったわけで、ある O

一人の方の死がIHj近で、あるという状況は，ご本人にとってはもちろんのこと.殺しい人々にとっても重大な事態であ

り.残された時lirjは何ものにも代えがたい良ー重なものである。しかし世の中一般にとっては j尽力で助けが必要となっ

た人が存在しているに過ぎず. I時間はいつもと変わらず流れていく。ナースは前者の親しい人々の立場に立ってe 必要な

ケアを提供しようとする存在であるO ホスピス・緩和ケアはそのケア提供のために良好な環境を整備してきたといえるc

しかしご本人達にとって貴重な持関を.日常の流れで続くやり過ごしていくことは容易に起こり得る。緩和ケア臨床に

おいては，入院期間の短期化，入j淀i時点での病状の重症化がみられるc 最期に向かつて体力は確実に低下し意識レベル

は不安宅であるc 言語的に線認することが難しい状況で¥短期間にご本人の意思を正しく察しなくてはならない。眼られ

た吋'UIJを立識せず，努力を;在、りがちになる危険を避けなくてはならない。綿々のナースが，ご本人の心の状況や根底にあ

る意思を的確に察する力を養うこと，寄り添い，そばにいようと努力することが求められるc それとともに，者護チーム

として，ケアチームとして e 人権と尊厳を守る方策を凝立していく必要がある。この大きな課題について，臨床のひとこ

まひとこまで，仰をしていかねばならないのかシンポジウム参加者と共に考えていきたい。
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争シンポジウム争

どもと家扶の の科益が守られていますか?
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φシンポジウム@

The Nurse as Advocate 

Catholic Health Initiatives 

Colleen Scanlon 

Nursing has立distinguishedhistory of commitment to the welfare of individuals and communities. This commitment while most 

evident in the provision of clinical nursing care is also demonstr且tedwhen nurses assume their role as advocate鴨 Nursesmust be vigilant 

advocates for the promotion and the protection of the inherent worth， dignity and human rights of every individual and seek profes-

sional， social， legal and policy changes that乱dvancehealth and well-being. 

アドボケートとしてのナース

看護は偶人と地域の福祉への関わりというすばらしい授史をもっているo この関わりは臨床における看護ケアに明らか

に説明されているが，看護師がアドボケートとしての役割を担ったときにも仔動で示されるC 看護蹄は，すべての人が生

まれながらに持っている価値，尊厳 人権を擁護し尊重するアドボケートでなければならない。開時に，人々の健康ゃ

な状態をより進めるために i機業や社会，法律そして政策の変革にむけて努めねばならない。
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実演交流会①

在宅で人工呼吸器を装藩している療養者のための呼阪管理

「呼吸管理看護支援モデルjの紹介

講師./石鍋 子角 i賓 尾明

(青森;県立保韓大学館康科学部看護学科)

第28日告:00~ 11:00 

A会場(中ホール)
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番多実演交流会φ

在宅で人工呼吸器を装着している療養者のための呼吸管理

「呼吸管理看護支援モデル」の結介

講師:青森県立保健大学健康科学部看護学科

石錯

角 j芸春

平尾暁

「呼吸管理看護支援モデルjは，人工呼吸器を装着している在宅療養者に対する呼吸管理のためのケアセットである。

このモデルは.王子成15年に青森県立保健大学に設註された rALS患者の看護支緩モデルに関する検討u 卒業の中で時発

された。モデルの検証のために，教育を受けた者護告訴をケア提供者として，詞Mf:を得られた在宅療養者への介入研究を実

施し続祭評価したところ鍔著な成果を得た。

在宅で人工呼吸療法をうける療養者と家族にとって.呼吸国難や呼吸器のトラブルへの対処など，呼吸管理は最大の潤

るc また.頻繁な1)及引を必要とすることから，療養者・家族の夜開の1I副長が妨げられることや外出が制設されるな

ど，大きな負担を伴い.ひいては療養者・家族の生活の質抵下につながる重大な問題となっているO こうした状況の中で，

2003il: 6月に厚生労働者は日本ALS協会の嬰認を受け，一定の条件下では，家絞以外の者ーによる撲の吸引について，当

1mのとしてやむを持ないと，ヘルパーなどによる吸引を容認する方針を出した 3

人 r呼吸器装3jlí' ~II の療養者の!汲~I問題;えこのような背誌の小で号“識が吸引するか"を巡って論議されているc これ

に対してわれわれは者護専門JI誌として技術珂から提供できるケアがないかと考え，そうした問題意議から開発したのが

rl呼吸管理J[看護支援モデルjである。本モデルの開発白的{之 illヂ吸管理のための適切なケアを実施して気道を浄化し呼吸

を安楽に保つこと C その結来.家族が行う介護(特に吸~ 1) を減らし療養孝?・家肢が安心して11垂11民できる環境をfi{li保で

きるようにすること斗である c 援助内容は実焔前後の観察とスクイージングー腕背郊のjfi護法， 1本位変換.口腔・気道

の吸引および療養者・家族の指導を含むアつのケアを組み合わせたものである。モデルを効果的に実絡するためには，構

造化した研修プログラムによる教育が重要となる。実uii交流会では I1呼吸管組;f!i・護支援モデルjを実演提示するとともに，

こうした技術確立のための研修プログラムについても言及したい。

76 日本審議研究学会雑誌 Vol.28 No，3 2005 



翼演交流会②

摂食@聴下障害のフィジカj メントと訓練法

講師: やよい 深田 )11員

(愛知県立看護大学)

2日目 9:00 ~ 11:00 

C会場(小ホール)
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⑤実演交流会φ

摂食・蝶下障害のフィジカルアセスメントと訓練法

愛知県立春護大学

鎌 倉 や よ い 深 田 }I関子

健康な人々にとって，食べて(摂食)飲み込むこと(礁下)は当たり前のことである。しかし実際には神経や務が精

巧に機能することによって整然と行われている。そのプロセスは，食物を認知して(先行期).それを口腔へ取り込み組

鳴して食塊を形成する(準備期)。続いて，舌運動によって臨意的に金塊を咽頭方向に送り込み(口腔期)， 1燃で反射によっ

て食塊が昭頭を通過して食道入口部に送り込まれ (11臨頭期).食道に入った食塊は騒動運動によって不随意的に胃に送り

込まれる(食道期〉。この先行期から食道期までのプロセスのいずれかに. 1つ以上の機能的r;!害を来すことを摂食・ l熊

という。そして，この間害はー窒阜、・誤礁性肺炎・税水・低栄養などの 1)スクを負うことから生命を脅かす問題で

あると何時に，食べる楽しみが奪われるなど生活の質に影響する問題でもある。

t夜食・ i然下障害を引き起こす疾患は，脳血管踏害，神経・筋疾患、，日経.n担額癌などであり，さらに加齢現象がl熊下機

る。脳血管障害を仔1]に挙げると，延髄脳神経核が障害される核性降客，上{立ニューロンがi議書される一側性核

と関側i性核上J性擦寄がある。ー側性核上性障害は，急性期には膜下路害が出現するが，健側が患側の機能を補い

予後は良いとされている O 移;性障害及びjjlij側性核上性障害は，慢性jUJまで残る礁下障害を生じる。

若設は急性期から'慢性部.あるいは在宅の患者に至るまで，援療における守備範閉が広いことからも.摂食・場長下リハ

ピリテーションの専門職チームの一員としての役割が期待されている。そのためには.1)正常な摂食・膜下機能を理解

すること. 2)摂食・ I[筏下障害の病態を理解すること. 3) 係疾患の病態を理解すること. 4)対象者のl熊下機能を観察

する技術を有することが必要であり，そのアセスメンントに基づいて適切な訓練j去を判断することが重要である O

そこで.摂食・礁下機能を線認するために脳神経系のフィジカルアセスメント，ベッドサイドでできる評価法と

して反復唾液膜下テスト (RepetitiveSaliva Swallowing Test: RSST).改訂水飲みテスト (ModifiedWater Swallowing Test: 

MWST) ，食物テスト (Food百st:FT)を実淡する予定である。さらにアセスメントに恭づく訓練法の選択まで言及す

る予定である。
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ジョイント講演

ETHICS AND PALLIATIVE CARE 

緩和ケアにおける倫理

Colleen Scanlon (Catholic Health Initiatives) 

Cornelia Fleming (Sound Shore Medical Center) 

座 手島 (千葉大学)

2日自 13:10 ~ 15:∞ 

B会場(特加会議室)
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φジョイント講演φ

ETHICS AND PALLIATIVE CAまE

Catholic Health Initiatives 

Colleen Scanlon RN， JD 

Sound Shore Medical Center 

Cornelia Fleming Rt'¥J， MPH 

The enormous strides in research， prevention， detection乳ndtreatm巴ntof dise乱sehave been incredibly promising. Significant scien-

tific札口dtechnologic advances have created the possibility of extending life and delaying death. At times， the desire to pr巴servelife h註S

overshadowed the obligation to provide appropriate， compassionate， and dignified care. Patients， families and health care providers are 

o公立nconfronted with a dilemm乱.Ought everything that can be done， be done? What are the alternatives to continued aggressive 

care? How， and by whom， should these decisions be made? 

This joint seminar will present an exploration of common end-of-life situations that health care professionals， particularly nurses， con-

front in the care of patients with life回 threateningillness. A theoretical background will be illustrated by case studies and application to 

practice. Situations to be discussed include the provision of medically-provided nutrition and hydration， the withholding/withdrawing 

oflife-sustaining treatment and the determination of decisional capacity. 

緩和ケアにおける倫理

病気の研究，予防，診鮒そして治療の進歩はめざましいものがある。科学や匿療技術の進歩は，人々の寿命を延ばし

死を怒らせる可能性を生み出した。しかし時には延命への願望が.適切で思いやりがあ札尊厳を維持したケアを行う

責任に;訟をおとすことがある。患者とその家族.そして医療従事者はしばしばジレンマに陥るc できることはすべてする

べきなのだろうか。積綴的な治療を紋続していくことに代わる選択肢はあるのだろうかつどうやって，そして誰がこれを

決めるべきなのだろうか。

このジョイント・セミナーでは，医療専門家，特に看護締が封死的な病気をもっ患者のケアの過程でー殺的に夜而する

終末期の状況について考える。理論的背景は，ケーススタデイと実践の応用から説明していく c治療としてなされる

水分補給・生命維持装議の継続・中止などについてデイスカッションするつ
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部講演

分の専門家!こ怒る

事者研究の試みかう見えてくるもの

向谷地生良(北海道歪諜大学)

べてるの家の当

2日目 15:00 ~ 17:00 

メイン*-ル(大ホール)
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⑮特別講演φ

自分の専門家になる-当事者研究の試みから見えてくるもの

北海道医療大学向谷地生長

浦河におけるべてるの家を中心とする当事者活動の中で¥今一番旬なのが f当事者研究jである C 統合失調症等の症状

を抱えた当事者が，仲間と共に幻覚・妄想や爆発一暴力等自らの生きづらさの意味を「研究JL，実生活に活かしていこ

うという活動であるO キャッチフレーズは「自分自身で，共にけであるG

その活動は，関係者の関心を呼び様々な集会に声がかかるようになってきた。特に“藤発"のメンバーの多くは精

神科の仁患者Jとしては極めて対応が難しく ，1上むことのない爆発や強迫的に繰り返される行為に専門家が必死になって

を打とうとすればするほど.r専門家の無力jを気遣い. r患者Jを演じ続ける。そして，孤立感に苛まれているさ当事者

にとっては，専門家の対応が，いかに過剰で、場違いなケアであっても f人とのつながりjというか翻い生命線の確保のた

めに.込1門家の関与のアリバイとなる「患者jというポジションを維持することに腐心し「問題だらけの患者jを演じ，

門家に勧善懲悪の舞台の主役を提供し続ける O そこに必要なのは. r治すjことに対する治療者と当事者相互の「前向

きなJ;ln~力感と敗北感である。

確実に専門家が考えお際立てする f幸せjや「安心jの枠組みが崩れつつあるc そこに当事者が隠く可能性が見えてく

るc
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第31呂田本看護研究学会学能集会

ランチBンセミナー

「外来化学藤法における著護部の役割j

日時:平成17iド7月21日{木)12: 00 ~ 13 : 00 

:A会場(中ホール)

師:中田

長大串祐美子

共 催:ブリストル・マイヤーズ株式会役

「リンクナースの役割と院内感染対策j

日時:平成17年7月21日(水)12: 00 ~ 13 : 00 

会場 :B

締:JlI鵠 賢二({機111崎メデイカルコミュニケーションズ)

長:奥 夜子(北海道大学病j淀)

共擢:ファイザー株式会社

「身体疾患患者における精神医学的諸問題j にうつ請の治察・診断とケア

日 :平成立年7月22日 12 : 00 ~ 13 : 00 

ム一品 :A会場(中ホール)

締:大西 (神奈川県立がんセンター)

!室長:J!I野 (カワノメンタルヘルス研究jiJiう

共 {罷:グラクソ・スミスクライン株式会社
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φでランチョンセミナーφ

外来化学療法における看護部の役割

京都大学医学部附属病院 外来化学療法部

がん化学療法務二護認定者諜繭中 田 和 美

1.はじめに

がん化学療法は，手術前後の補助化学療法や放射線療法と組み合わせた集学的治療が行なわれるようになり適応となる

患者は増加している。副作用対策が進んだこと，患者A のQOL向上や医療経済的な聞が重視されるようになったことなど

によか外来治療へと移行している。また. 2002年4丹の診療報献i改定では外来化学療法加算が算定できるようになり.

会図的に外来化学療法案が讃綴的に新設されている O 外来化学療法加算には，専用の部屋と専任の者護綿を設くこととい

う基添があり，専任看護締に期待される役割は大きくなっている。そして，当践でも外来化学療法音1;を2003.:fJ:'，1O月に開設

した。

J].主語読，外来化学療法部の紹介

さi院では治療室としてではなく，ひとつの診療部として.専任底締・専任薬剤sfIi. 1i写経看護締・ヘルパーを配備し

として開設した。そして，各診療科で、行われていた外来化学療法を集約・一元管理し専任スタッフによるより安

全かつ良好な環境での実胞を目襟としている。患者が安心して外米治療および在宅療養できるよう定期的に行うミーティ

ングやカンファレンスを通じで間報を共有し患者状態を把爆し QOLrtrLl二のため医療チーム全体での.患者サポート

をiヨ指している。

班.箸護師の役割

外来化学療法において.拡がん剤を安全投与することが，直接投与する者ー護締の最も重要な役訴であるc そのために，

当部ではチェック機構を篠立し実践しているc 次に， リクライニングチェアーやパーテーション等を採用し安楽な環

境の工夫をしているっそして.オリエンテーション・初田指導を行い，自己管理ノートより患者の副作用に対するセルフ

ケア指導ゃいろいろな鵠報提供を行っている。また，治療を継続していくうえで様々な問題を抱える患者の心底!商へのサ

ポートも行っている。

1V.おわりに

患者に直接的にケアを行うことが最も多いわれわれ看護師の役割は重要で、あふ法療チームのけ1でも中心的役割を期待

されている O 患者のニーズに応えるには. 1哀療チームでの惜報の共有と，連携が不可欠であるc 審議郎は，患者に常にか

かわることで個々の患者のニーズを滋f詳し直接的にケアを行い，また医療チームへ患者情報のフィードパックが重要と

考えるc
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ンチョンセミナーφ

リンクナースの役割と院内感染対策

私JJlIi埼メデイカルコミュニケーションズ JIl 崎

lVIRSAの球形錦絵の産設は約 1ミクロン(l/l，OOOmm)で，肉眼で捉えることはできません。 遂に彼等のミクロの世

界から，私たち人間を I~Eめた場合， どのような状況なのか，笥単な討委Zで語録することが可能ですG まず， 1ミクロンの

lVIRSAを私の身長(l75cm)に拡大します。この拡大E容を身長160cmの患者さんにもさ当てはめますと， 160 x 1，000 x 1，750 

280，000，000cm，つまり， 2，800ぬとなり，ほほ日本列島の長さに~離することとなります。私たちがlVIRSA になれば，

さんは日本持王寺サイズに咲るわけです。況RSAが患者さんの或る部設から加の部i立にこちらのベッドの患者さん

から，際のベッドの患者さんへと伝播してゆく状況は，私たちがジェット接を采り継いで，日本中を旅行しているのによ

く叡ていると云えますっでは， lVIRSAにとって向がジェット楼の役割を来たすかと部い掛けますと， 99%は底療スタッ

フの“不"という

ミクロの佐界のたと

しかし

てさま

私たちに院内感染対策での最も基本的で，かつ最も重要なKEYWORDを教えてくれま

これを疎かにしては.院内感染対策はスタート致しませんc

は必ず“基本的なことほど ! "と いまする 逆に， J 
'D 

う台認が“知っています!やっています!分かつています!"の 3つで，これらはSY¥Vシンドロームと呼ばれま

o ICTメンバーおよびリンクナースの皆さんには，毎日の設内感染j防止教育活動を介して. [京擦スタップの手抜い・

の消毒を始めとする院内感染対策に関する行動様式を絶えず密張状態に保ち続け，知識レベルから安全文化レベルにまで

させることがこれまで以上に望まれています。そこで智さんには装織すべき 4つの武器が用意されていまヲ。

されている 4つの武器(パワー)とは，専門的知識 (LOGIC)，自格設のサーベイ

ランスデータ(向分たちの言語)多教育技術(R..T-!ETORIC) と，普段から

今憾の話(l新)が，皆さんのLOGICとRHETORICのレベルアップの緩となることが出来るように努めま
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⑪ランチョンセミナーφ

身体疾患患者における精神医学的諸問題

神奈川i巣立がんセンター精神科大西秀樺

がん患者は，がんの疑いをかけられたその時から精神的な負荷を負いつつ生活しています。確定診断および告知の後，

手術，化学療法，放射線療法などを受凡退院後は再発の不安・恐怖を有しながらも. ('奇抜の希望をも持ちながら日常に

適応、しています。

がんの再発は，治穣の希望をなくしてしまうと受け止められる出来事であり，今後の人生における不安，死の恐怖，再

び受けなければならない辛い治療の事なと患者の社会頭，心理面.務卒中菌など人生の広範顕にわたり深い影響を与えま

す。

がん患者が精神的に適応することは.患者のQOLを上げ，心理的な苦協を軽減するので，がん援療において重要な要

素であると指摘されています。したがって，がん患者ががんの揺患という局面にうまく適応できるように，適切な精神的

ケアを導入することは重要なことです。

がん忠者のうち. 47%は入慌時に精神毘学的な診断がつくことが知られていますが，精神科受診率は 1~3%であり，

適切な結村i寵学的治療は受けられていない現実があります。なかでも，うつ病は，患者のQOLを著しく落とす病態ですが，

薬物療法{こより症状の改替が十分可能になっております。したがって，うつ病患者を早期に発見することは患者のQOL

を上げ，心理的な苦協を軽減するために重要であります。また，せん妄は急性の脳機能不全ともいわれる病態ですが，見

落としが多く，適切な診断，治療に結びついていない場合も多くみられます。

当日は.がん患者における精神医学的な負担.がん患者におけるうつ病およびせん妄の特援とその治療に関してお話し

たいと思います。

また，がん患者を介護する家族は患者のケアに対して参加することが当然であると考えられ，実際にケアの提供者とし

て採努よっていることが多くみられます。しかしながら.がん患者の家絞も.家族の一員ががんの疑いをかけられたときか

ら，精神的なこ苫痛を有しており， r第2の患者Jとして捉えて治療の対象とするべきであるとの考えになっています。が

ん患者を介護する家族の心理とケアについてもお話できればと思っています。
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第31毘臼本看護研究学会学争詩集会

ブレカンファレンスセミナー

「臨床に活かす看護研究J

日時:平成17:¥f7月20日(水)13: 00 ~ 17 : 00 

1.量的アプローチ

締・河口てる子(日

会場:札繰コンペンションセンター

2. 質的アブローチ

市
申

込
μ
h
H

:札幌コンペンションセンター

3. アクションリサーチ

議締:

:札鰻コンペンションセンター
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争プレカンファレンスセミナーφ

f臨床に活かす看護研究J

的研究

日本赤十字看護大学河口 てる

研究の穣類は.大きく分けると 2つのタイプに大部できる o 1つは，ある現象が存在するものの，それが何であるか説

明が出来ていない，名前もついていない，現象関の関係も示されていない，そういうものを記述したり，名前をつけたり，

関係性をモデル・理論として示したりするタイプの掛究であるc もう lつは.その概念.モデル，理論を仮説として，そ

れを誕lYjするタイプの研究である O 前者を帰納的研究と呼び¥後者を淡録的研究と 11ヂぶが.締約的研究は質的な研究が多

く災録的研究は実験研究や調査研究が多いため量的研究と置き換えられることもあるが，必ずしも婿約的研究 1 質的研

究 jiJi線的研究=1¥((19研究でLはないc

i災緒的liJf究の代表は実験研究と鍔査研究であるが.実験研究では，今ITIIはi玉i来関係(係閣と結果の関係)を説明.ある

いはJ訓話するものとして，実験・挙実験・対照群のない事古iドJT-後設計・実験介入をf*わないがi向き研究について.これら

を比較しながら解説する]平慣れない研究用語が多いと忠われるので.用語の解説を含め，具体的な鵠床者護行為の研究

宇部を用いて基本から説明する。

調室長研究では，代表(19な関連検証裂のf，1M交研究を慨にして，はじめての研究者にはわかりにくいと言われている概念枠

組み(研究枠組み)と設問紙の関係について説明する。概念枠組みは実際の研究事例を用い.概念枠組みが正しいことを

託時できるように質問紙の摘成を吟味する方法を述べるc

を他領域の研究者に認めてもらうためには「者設行為の効果jに関する研究が必須であるが.それは淡隷的研究の

代表である実験研究〈実験タイプの研究)を行うことであるc 実験室ではなく.臨床の坊において零護行為の効采を測定

すること.すなわち実験タ千ブの研究をすることは多くの慰安í~を伴い，臨床審議席lîが手を出せないでいるが，君-護が認め

られるためには避けて通れない議である。逆に.多くのiお床看護締が手がけているアンケート調査なるものは，調資研究

と11手べないものが多い。これらを研究の水準まで引き上げるためにはに開きたいことを質問するのではなく，概念枠

組みと質問紙との整合性を保つように設計ーすることが不可欠であるc セミナーでは.これら研究方法の基本と実際につい

て解説する。
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レカンファレンスセミナー争

さま

や文化.

すが. データを

このワークショッブでは.

いな治まら， テーマとインタピュ

まとめてゆくかという

き，

ひとつだけお額いしたいことは，

f臨床に活かす看護研究j

質的誹究

指1

タなどに含まれる，現実的で豊富な信報を用いて議床の

践的;こしているとされますc 看護の環境ーは.展開される

まりあっていますっもちろん研究を行うのは，

ら何かに注目し焦点を絞り，自

日できるな

きているかどう

されたインタピュ…データを用

るタイミング，

デモンストレーションしてみたいと思いま

ワークショッブのプロセス

きたいと患っていま

していただき.

どのよう

をいただ

タを共有するというのは勇気のいることをご理解いただき，

うのではなく， るjためにするという姿勢を持っていただきたいということ

を歓迎しまそのよう

日ヰζ務ト議録f究学会李fiHJ.';Vol. 28 No.3 2005 89 



φブレ力ンファレンスセミナー⑪

「臨床に活かす者護研究j

看護実践・理論・研究をつなぐアクションリサーチの薦め

月

穂

モお，c.、

五

部

保

丹

11可

クL

立方
三日

枝

香

那

実

子美恵

久

秀

自

香

藤

島

岸

村

井

施

田

宮崎県立看護大卒:逮

北E立大卒者護学部・嶺

神奈川県立こども法療センター:吉

神奈川i県立がんセンター:持

北里大泉病院.布

宮崎県立看護大卒博士後期課程:諸

アクションリサーチは.私たちが一般に“研究"と考えているサイエンスの研究とは異なった新しいパラダイムに立つ

研究方法です。なぜ，アクションリサーチが生まれたかといえば，伝統的なサイエンスの研究方法では，複雑な人間社会

を解明するには不十分であると考えられたからでありました。だが，背後にある哲学や使われている理論の違いによって

多様なタイプのアクションリサーチがありますので，実施しようとする人は，この点をよく理解する必要があると思いま

すc しかしいずれのタイプであっても共通する点は，現状を理解することに留まらず，より望ましい方法へと変化を生

み11'，し社会的に貢献することへの強いl頚いから始まることですc

この度は.者護における研究方法としてのアクションリサーチを概説するとともに，マーサ・ロジャーズやマー7ゲレッ

ト・ニューマンらの全体制:のパラダイムに期り， ミューチュアルタイプのアクションリサーチについて学び合いたいと思

います。このパラダイムは.看護学においては，統一体的一変容的パラ夕、イム(unitary-transformativ巴 paradigm) として

知られています。研究する者とされる者，つまり実践家ナースと看護教育・研究者がパートナーシッブを組み (unitv)，

相万A 依存的関係の中で，一方が変われば他方も変わり，両者が影響しあいながら変容し(transformation).自分たちの看

護実践上の願いを達成していくプロセスを大切にする実践的看護研究方法で、す。このプロセスについては，神奈川県立が

んセンター. ;1ヒ盟大学病院，宮崎県立宮崎病院での体験を恭に，兵体的に提示したいと思いますc

セミナーの内容は以下の通りです。

1.看護におけるアクションリサーチ概説ならびに

ミューチュアル・アクションリサーチ方法論と倫理的配慮

2. 3つの病院における事例紹介

3. 質疑応答・討議

看護実銭の現状をよりよい方向へと変えていく努力を続けることは，社会にとっての看護験者の使命でありますc この

使命に燃えてアクションリサーチに取り組もうとする参加者の方々との自由な討議を通して 大いに学び.互いに変容す

ることをl綴っています。
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奨学会研究発表

祷痛に対する訪問看護のケア標準化!こ関する研究

叶谷由佳(山形大学医学部看護学科)

会近回敬子(額田学密女子大学)

第 1司自 12:00 ~ 12:30 

メインホール(大ホール)

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No.3 2005 91 



φ奨学会研究発表φ

祷擦に対する訪問看護のケア標準化に関する研究

111形大学医学部者護学科叶谷由佳

1.1まじめに

在宅で療養している者は袴癒発生のリスクが高く，また祷癒は在宅療養者に頻凶に見られる悶題の lつでで、あるc 在宅療

養者者‘の袴f綴託を予i肪坊拡' もしく{は土治癒させるために:はま， 祷癒の処殻のみならず， 全身:1状i抜民態や介護力の管理等のi中幅l揺高広い肴護の1

i諦訴力や色管:理力が要求される O しかし訪問看護では，在宅で者護締 1人が者護を提供するため，施設内看護とは違って他

の看護師に初談したり.助言を受けることは不可能である。また.訪部看護ステーションは小銃模経営が多く，施設内で、

看護技術向上のために. H寺IHlをかけた研修等を行いにくい特慢があるっそこで.袴擦に対する訪問看ー護のケアの襟i引との

ためにクリテイカルパス(パス〉を作成しその効采について検討したので報告する O

日.研究方法

上摺語の定義

・パス:特定の疾患や症状にある忠者・利用者を対象として，治療等?の目躍を設定しそれを達成するために綻事Iitこ治

・ケア項目等横1MIに持InJ経過を示した手JII夏・スケジュール去をいう c

2.対象

AVì~rj~のある経営グループの余ドにある訪問看護ステーション 6 お:iï9í-に所属する表護職者と者設を提供された利用者

3.爵査期障

平成16"1三 8 月 ~ll 月

4.研究デザイン

iステーション内で看護験者をほほ持数となるようにパス能別群(パス詳)と通常のケア群(通常訴)に分け.パス若手

の者護験者にはパスに基づいてケアを蛇供することを?依頼した。パスは袴抗予防!日と持続治癒用の2殺類作成し 1遊間

ごとに行う内容をチェックしながら.ケアを提供し 1 ヶ rll~l に詳悩を行うという内容とした3 ケアを詑供する利用者の

基準は自立度B もしくは C に該当し得~Ùのある利用者.もしくはない利用者とした。また，ケアは 3 ヶ月 IllJ行うよう依

頼した。

パスiJ弘 通常群ともにケアを提供した利用者についてプレーデンスケール(袴務リスクのアセスメント)による採点結

栄.持続のある利用者については. DESIGN (袴僚の状況を観察する尺度)による掠点結果.持~lJの表1m誌を測定するこ

とを依頼した。さらにパス111:の者説Jf読者については，パスに基づいてケアを行った結果を記録するよう依頼した。また，

介入前後で，パス苦手.通常計二のjilijt立の者護職者に袴癒ケアについての知識(12開)と意識(8関)について調査を行った3

5. fi命理的記蕗

研究の実施にあたっては対象施設の所長との話しあい，所長と看護職者との話しあいによって研究itib力の承諾を得たc

利用者にかかわる記録.調査用紙のf~~1詩滋を厳重にすることを保証した。利用者については，研究に記録が使用され

ることがあることを所長を通じて文書:で説鳴した。また，者護J!説者ーについては.調子差別紙にIill答後，厳封して返去IJを求め，

f初入の名前が特定されることがないこと. I~l 由意志により行われることを文主?で説明した。また，通常群の看護lf読者には

研究終了後にパスについての方法を説明する機会を設けたc なお，本研究計画は神戸市若護大学の倫理審査委員会の承認

を得た。

盟.研究結果

3ヶ月で.パスに基づいてケアを提供された利用者はのべ90名，通常のケアを提供された利用者は.のベ102名であっ
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た(l人 1ヶ月分の記録を l人と計算)c パスの者護職者は指名.通常若手は32名であった。袴捺についての知識{之介

入荷，パス鮮の審議職者は12問中，平均6.2土 2.9Ft立通常務は5.3会 3.3粍介入後，パス鮮の看護殺者は平均9.2土3.0問.

通常群は8.9:t3.1関の正解であり，介入前及び介入設. 2群郊に有意差はなかった。通常若手で介入後に.P =0.002と

しパ スでも介入設でp<0.0001と有意に正解数が増加した。海癒ケアの意識については，介入揺では

パス詳は通常務より意識が高かった項目は 1項百?袴癒の治療のため，介護者へ体役交換の仕方を説明している斗であっ

たが守介入後では.2項目 f袴擦の治療のため，介護者へ体泣交換の仕方を説明している o 体庄分散寝具の選択はプレー

デンスケールの結楽に基づいて行っているリが増えていたっ樗搭のある利用者について，介入部のパス群，通常群問の

ブレ…デンスケール(12.9土2.9: 13:3土3.1点). DESIGN (7.4土4.4: 7.0会 5.2点に持癒の表面経 (3.9土3.6:5.7土12.0crrl)

られなかった。介入後のパス若手，通常詳i認のプレーデンスケール 12.9土2.7:13.3土3.un.DESIGN (7.2 

5.1 : 6.8念 5ム点L 袴擦の表面接 (3.2:t3.4:2.4会 2.4crrむに有意義はなかった。また，パス群の介入前後でパス通りに

できなかった理由で、多かったのは.r利用者の心身条件のため，できなかったjでそのほかの理由 r家族が担否した‘

かったjが次Lミだ。

IV. 

パスの効果を検討するためー 1施設のなかでパス

分けることは不可誌であったg また.手IjJ持者が 1名

と を間数になるように を分けたが.

らケ

アを受ける現状もあり，段密にケアをと受ける利用者の結果が1人の看護職者のケア効采を見ることにならないという i浪界

があった。パスを用いることによって委譲舗の知識を向上させるかということを本研究では話的としたが，

られなかったとしかしパスを使用した者護締からは，普段定、議して行っていなかったケア

を意議するようになった.持続のケアについての知識がおまったという感想が間かれたむまた，介入後の知議については

通常群.パス鮮ともに介入後に有意に向上したが，パス詳の方が有意義の程変が大きかった。これらより今後，期限jを

さらに検討が必要であるつ

おいて従来用いられている )〆 ることである))日

れなかったことの分析ができ

るという

さなかつ

る。本長Jf究においても.パス通りにできなかっ

でそのほかの翌日liJJ，家族が拒否しに，磁波かぽかっ

ため舎で

気、

れており る技術につL ると L、うことになれ

働(ながるらこのように，パスの通りにでき ることによって，

なったり，ケアの向上のための今後の方向性が明言まになるということにつながる。さらに，パス

されたものであり，そこでの定義は fクリテイカルパス{プロジェクト遂在iこもっとも

をいかに短く(最短;こ).かっ最も安く(安備な)できるかを考えることをいう o である 2ンこの定義のとおり，パスを

用いるのであれば.まず，クリテイカルパス令明採にしそれを誌にコストを最小限;こしかもいかに日裂を綬くすること

がで、きるかを投討していかなければならな"医擦においては，産業界で用いられている方法が志泌され，その部分が正

確に取り入れられていない部分もある。本研究では，訪問者議の質探誌という民的でパスを沼いたが.

との契約で成立する者設の提供であるという特設があるため，得殺を予拐すること，また，治議するためにはどの程度の

日数とコストが必要かという成染に結びついた標準的なサーピス内谷を提示し利用者に説明し者設の専門牲を理解し

てもらったうえで契約することが理懇である。今技，パスを用いてデータを議議することによって，そのような擦準的な

サービス内容を明確に事IJffl者に提示することも可能になるのではないかと怠われる。

V.結論

る ケアの探準fとのためにパスを作成しその効果について検討したが.パス

ケア なく，ケアを受けた得議のある利用者のブレ…テrンスケー)l--. DESIGN. 

にも護がなく哩さらに検討が必要であることが示唆された。また，パス通りにできなかった理由より今後のパス

項が明確になったc また，パスの違う利点についての検討を仔っていく必要がある。
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般演題

(ポスターセッション)

7月21日(木)の部



P 1会場第1群

1)放射線治療における日控粘膜障害!こ対する看護介入方

j去の検器…口控内アセスメント表を活用してー

久保田芳江，出島香織，工藤愛美

(規JII底科大学医学部iお腐痛院)

{自的}

頭頚部悪性続務患者の進行がんに対して.放射線と抗癌剤

の併用療法が施行され口腔粘膜欝害は，口腔が照射域に含

まれるときには，ほほ会fYlJに見られる副作mである

EBMに基づいた適切な口控内ケアが実践できるように看

護基準・標準計画に基づく看護介入や記録方法の検討をし

た。

[研究方法]

1研究期間:H16 年 S 月~Hl7 年 2 丹 o 2調資対象頭頚

音11悪性腺:蕩疾患で放射線療法を受けた患者 17名。病棟、著

護郎 17名。 3説査方法 1)対象患者の記録より.線量・

口腔粘膜i怒答と介入方法についての記載状況を調査し「放

射線賎射・北学療法時日経ケア標準著護計画jの適用前の

患者を入若手 (2名)，適用後を B群(15名)とし比較検討。

2)記録内容を分析，口控内アセスメント表・看護介入方

法についてスタッフにアンケート調査を実施し改訂版を作

成。記載内容を分析しケアの有効性を検討c

[結来i
l調査方法の 1)線量と口腔粘膜障害と看護介入を A群

とお群で比較検討 1) 初発症状出現時の平均線量は A

群が 15Gy. B若手が 17.3Gyo 2) 鎮痛剤開始時の平均総長

は入群が 16Gy.B群が 25.3Gyo 3) 食事形態変更11寺の王子

均線量は A群が 21Gy. B T洋が 29.5GyoA t洋では 2名が食

止めとなり .B群では 1名っ 4)合歎薬は A1浮では仁II控粘

膜隊寄が出現した以降に I~~始し時期は 20Gy 以降で忍若手で

は基準で全員が治療高官からi泳麹と粘膜保護剤の含駄を掬

始. 18Gy以降には鎮痛や潰湯治療剤を含有した合歎楽に

変更。 2記録の分析 口腔粘膜i澄答の程昆変化や増悪

の軽度の記載が不十分。主観的情報 41.4%客観的情報

29.5%0 3 改定版口腔内アセスメント表を活用後の調査

では f統ーした観祭が可能Jf口腔粘膜i滋寄の程度が経時的

に把握できる口控内を詳細に観察するようになったJf観
察点が兵体的で¥観察者が異なっても内容に係りがない，

項目が網羅されている」などの回答。

{考察}

独自の口腔内ケアの看護基準・標準許磁の適用し前後を

比較した結来，適用後の方が初発症状や鎮痛剤の使用開始

時期，食事形態を変化する時期が遅くれ，より看護介入の

成果目標が達成できた。記録は看護基準を適用した過程が

十分記載されていず，口腔内アセスメント表を改定した。

口腔内観祭の意識付けができ，スタッフが共通して観察，

評価することができるツールとなると考える O

2)がん患者のリンパ浮握に対するケアの実践状況

一擾合物理療法そ実践している施設一

木村恵美子(青森県立保健大学健康科学部看護学科)

河内香久子(治療窓シーズ)

[1ヨ的}
続発性のリンパ浮腫ケアに関心が高まる中，後合物理療法
(以下 CDPとする)が各施設で広まりつつある。そこで臨
床におけるリンパ浮磁のケアの実践状況を明らかにするこ
とを目的とし銭安したc 今闘はその部資総菜から CDPを
ケアに絞り入れている施設における実践状況を報告するc

[研究方法]
1)研究期間は 2003::q三8月27EIから 9月 17EI 0 2)対象
者は全国 47都道府県の 500床以上の一般外科のある施設
と.がんセンターを含めた合計 413施設の者護締 1名。 3)
研究方法は各施設の看護部門の資佼務に看護締 1名を選出
後.33項目の質問紙 (CDP所姿時掲，患者指導，カウンセ
リングの有無.CDP 導入時の問題点等)を渡すよう依頼し
た。看護部門の交任者と問答者に研究問的や方法等の倫理
上の説明を明記した文舎を開封し問答者自身が記入後返
信するよう依頼した。結果は単純集計と KJ法を用いてカ
テゴリ一分けをした。「カテゴリー名J(アイテム数)を表
すc

[結来・考察}
有効回答数 230人 (55.7%)，そのうち CDPを実践してい
る施設は 70人 (30.4%)であった。表(結泉の一部)参照。
CDP導入時の問題点、では， r時間がかかるJ(13). rリンパ
ドレナージ手技の留難さJ(13)， r肴護締のリンパ浮)J還に対
する認識の低さJ(10)， rリンパ浮Jl還に関する知識不足J(8). 
「多1段滋との連携関統J(8)等であった。 CDP実践状況を
全国:tI!!区別に見ると路沿i東{訟であった。汚Jr姿時間のばらつ
き， リンパドレナージ手ー技の闘要ftさ，スタップ指導が半数
以下， ~.護おfîのリンパ浮)1長に士、j する認識が低いこと等へは
手技の熟練とリンパ浮j径の知識の充実， リンパ浮!低皆、者に
関心、を持つことが必~ーである。また CDP が普及するには
多絞稜への説明やカンファレンス去を;を通じ理解を求めてい
くことが示唆された。

表 2 CDP実践している施設の状況

孟「一竺三竺j兄 jCD同腕
合計

70人 (30.4%) {祭問答}

;北i怒滋・湾t~ヒ; 8 
北陸 4 
関東 20 

1) CDP災絞殺のうち，会E惑の 中部5 10 70 
地域別;ニJj!.たCDP実践者数 i!i:縫 14 i (ー)

中関 1 
i現図 2 

;/LナH. i中毒塁 11 

5分一20分
318 3 

2) CDPの所姿i浮IIIl
20分 40分 59 
40分-60分 2 (11) 

その他 8 

3)リンパドレナージの怠まま指務
のふ Q 38 66 
ない 28 (4) 

4)圧迫療法のJ患者指毒事
ある 43 64 
ない 21 (6) 

ある 19 67 5)カウンセリング
ない 48 (3) 

6)スタッフへのCDP指導
ある 23 67 
ない 44 (3) 

7)多絞殺とのカンフアレンス i 
ある 26 68 
ない 42 (2) 
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3)臨門側関窃捺術後患者の選読後における食事摂取畿の

自鐸約調整iこ関する研究

よし¥深問販子，米国雅彦(愛知県立看護大学)

金田久江(愛知県がんセンタ…)

[研究g的}

患者が，食事前後の体重増加議と上綾部感、党・不快疲状を

評価し次開の食事摂取最の増減を自律的に調整すること

を中心概念とする食事指導プログラムを開発した。入践中

それを学饗した腎議術後患者について，退院後の栄養状態

の閥復状況を明らかにするつ

[研究方法]

倫理上の手続き:愛知県がんセンター倫理審査委員会のゑ

02 -29号)を得た。

対象:愛知県今がんセンタ-7出と器外科病棟に入読し鞠門税IJ

胃切除術 (BiIlroth1法符建)による手術を受け.研究参加

の関主主が持られた指名。

方法:術前3日間と術後食事掲始持から手術後3ヶ丹まで，

として食事前後に測定した体重及び食産後・食

後 1時期のよ殺害j;感覚と不快波状を毎日記銭用紙に自

入した。体ま主総定には，入続中は

(A&D社 FG-150KA)を，

社じC 321)を使用し

ら就寝ま

を泊いて測定し栄養状態は月に 1

三頭皮下n~勝摩を栄研式境下箱詰厚言?でìRIJ定し
図 (AMC)を算出した。

分析方法:対象者加に手続前の食事摂取穀の平均綴に対す

る衝後摂取登の割合(摂取愛比L入践特に対する

を一退問毎の平均値として求め，年

• 1まBIJ上競筋関の平均値に対する術後 AMCの割合

(AMC土じを求めた。次に退説後の運動議は 1週間f手の平

均値を求め，ぞれらの推移を比較した。

{結果]

閑寂について平均摂取量比の推移をみると，

ら研究に参加した 6名を除く 23名において，

事開始時 25.3:t 23%.選i接持44:!: 19.2%であったが，術

後 13選自には 93.8会 22.4%にまで閥復した。栄養状態に

ついて衛部体意比と AMCよとの披移をみた。街言主体重よとは

29名において食事協始時が 97.7土 3%.退院時には 94.1
2.8%に減少し退読後では術後日選呂は 93.6土 4.5%

で、あったむその内入臨時の BMIが 22以下の対象者 02

名)をみると，街前体重比が術後 13週自では 96.7念 4.5%
であった。人立花 i七の推移は退設時 97.9土 9.5%から 1ヶ

月呂に 94.9土 7.5%に減少し 2・3ヶ月日はそのまま維

持されたc 次に運動援について一日の総歩数をみると，

退院後に溺次増加し術後 13選自には日本人の王子均歩数

7456 t長に諜達する平均 7832歩を示した。

{考察i
対象者は退院後に運動f去を増加させたが，栄養状態を維持

していたっこれは自律的に食事摂取f去を増加させた結果で

あると考えられたc
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P 1会場第2群

4)消化器内科医師のがん告知判酷遇翠の分析

wEB忍，雑袈祐子， J二ILi治美.駒木根愛

(和歌山県立医科大学的属病院}

山出一郎(臨床研究支援センター)

{呂的}

がん告知(以下告知)の可否判断は，現状では医師に委ね

られている。その判断過程を明確化して共有することは.

看護部にとっても重要な課題であると考え，本研究を企画

したむ

{対象と方法i
対象は W 県内某底療機i期待化器内科に勤務する医師のう

ち.研究の怨旨を説明し協力に同意が得られた 13人で、あ

る。第 11Hl面接 (2004年5月 18EIから 8丹 12日)では.

7告知する段階Jr家族の意思Jr本人の意思Ji患者の年齢

や社会的背景Jr予後に対する説明Jr告知しない場合jを

告知に至る過程で重視する寂度を守三構成的に質問し

続いて「告知に向けた判断jに関与する言葉を逐語録

からtl[ll1¥しその共通項を中心としてフローチャート (FC)
イとを試みた。この FCの妥当性を検証するため，第 1田閣

議対象まぎから無作為に選んだ5人に対して， FCを用いた

第2lim話接(12月1日から 12丹20日まで)を行い，様修

正を行ったG

むit月ミと考察}
1 .対象者の基本属性:第 1回街接対象者の年齢は 28設
から 40t;立に分布しその11=1央値は 35歳であった。

自己の判断に基づく告知経験を 6回以上有していた C

2.フローチャートの特額(探参照):対象者全員が

できる銭信jがある (YE出場合には 1'1丙名・予後告主IlJ
に至っていた。 r~命できる縦揺j がある (YES) 場合に
{えまず f家族に病名を告主nJしたうえで、?本人の意思

部)J 本人の意思(推測)J r家族が病名告知を望む三人

の社会的役割jという条件が考慮され.全ての条件が満た

される場合 (ALL)は待度 f家族の意思jを確認したうえ

で f病名・予後告知jもしくは「病名のみ告知Jに至って

いた。条件に全く合致しない場合 (NOTHING)は「家族

を説得jして治療への参甑を犯しそれも不可誌な場合

(NO)には f病名・予後非告知jに至っていた。以上のよ

うに医師の判断過程において，家族がきわめて重要な役

割を来たしていた。

YES一一惨 NO冊冊参

5)がんで夫を亡くした妻の心理 一告知かう再建までー

i対立!>:IIlf来(協立総合病i淀)
奥宮i縫子¥鈴木純忠(大j在大学医学部保健学科)

[目的}

夫をがんで亡くした突の心理経過を明らかにし医療従事

としての関わり方について検討する。

{研究方法;

1.対象:夫をがんで亡くした女性3名o 2. 調交方法:

半構成IT百接法令夫の死加にヨさるまでと，死別から現在に至

るまで、の経緯を語ってもらい.テープに録音した。面接待

閣は 1人35分から 90分程度。 3.調資期間]:2004年9月

下旬から 10月下旬。 4. 倫理的配信(:対象者に研究目的，

守秘義務，国接中断・打切り・テーフ。録者の拒否権利があ

ることを口霊祭にて説明し間;立を得た上で、行ったo 5.分

析方法:録音テープから逐語録を作成し対象者の心理経

過に関係していたと忠われる表現を1'1!1H:lし以下のように分

析した。1) 告知から死別までの姿の心理経過について，

キューブラ・ロスが示す終末期患者の家族の通応段階〔衝

撃][否認][怒り][悲しみ]を用いたc 2)死別から現在

に至るまでの心理経過について，ボウルピイが示す悲嘆の

段1;皆〔無感覚] [思慕と探求:怒り] [混乱と絶望] [再建〕

を使用した。 3)夫との死間体験を語ることで，安が強い

た感'1古について，関連するデータをtftl出した。

おiii染及び考察]

対象者の年齢は 46~72 歳で\婚姻期間は 14~45 年であっ

た。 3 名それぞれに子どもがいたっ看病期間は 3 選陀~6

死別後のmJ [I!î は 6 か月 ~4;{!三 9 か丹である c

告知から夫の死までの妥の心理'l[)品穏は.経過に要したI!寺際

やそのfI寺j乱表出される感f宵の去に{隣人去はみられたが，

共通してキューブラ・ロスの示す〔衝撃]否認] [怒り]

〔悲しみ〕の}II真に段階を経ていた。死7J1Jから現在までの妥

の心理過殺は‘ボウルピィの示す4つの段階〔無感覚][忠

と探求:怒り] [混乱と絶望] [再建]にほぼ基づいてい

た。しかし順序や抱く感情の性質には 3名それぞ、れ遠い

があった。実の心理過程に関連及び影響を及{ました要民

は.年齢(発達課題).看病期r，fj (死の形態λ家族構成・

家族の発達課題，婚娼期間にあった。 3名の妥に共通した

ことは，心理は段階の関を行ったり来たりしていることで

あった。姿は国接を通し自身の気持ちが整理できた， じっ

くり話を韓旬、てもらえて有数かったと語ったG 安が“三苦る

ことができる時期に理解が得られる相手に対して語れた"

ということは，気持ちの繋恕につながり符建へ踏み出す

きっかけになっていたと考える。夫の死亡IIIIに妥が表出し

たニー Fの充足状況は死別後の姿の心理過程に大きく影響

することを十分に理解し突が心残りを残さないように姿

のニードを聴き，受けとめ，充足していくことが求められ

ている O 匿療従事者が終末期がん患者やその家族に治療方

針の選択や判長rrをス}とめる際には，議H心の注意をもってかか

わる必要があることが示唆された。
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6)嬬人科がん患者がもっ不確かさの特徴

{目的}

婦人科がん患者はその多くが子宮や卵巣を摘出しその後，

線治や符発予i坊を iヨ自主とし
ていることが多し、病状が変fとし病気に対する予後や今

後の見通しが立たない不確かな状況のなかで，患者は誤ら

れた情報，知識をもとに病気に関連することがら

げをしていかなくてはならない。そこで本研究では，婦人

科がん患者がもっ不確かさの程度と特設，その関連婆濯を

明らかにすることを目的と

{方法i
S市内 3かpJrの総合病i誌に入院中の嬬人科がん患

y 

したc データ

{考察]

不確かさのなかには，検ヨをや治療に関する設関など明磯な

により減らすことができるものと，病気の予後

や将来における鵡状の変化のように予測が難しく.不確

かさを完全に取り除くことができないものがあることが考

えられるつ沼じおとの関連では，主説的 QOLとの絡に負

の穏簡がみられ，不在主かさがおいときには，病気の受容が

しく，前向きに生活していこうとする志気が抵くなると

いうことがうかがえたc 以上のことから適切な箭報の提徐

により不確かさを減らす援助や， とり除くことができない

不礁かさに対しては不採かさと共存していけるよう援助し

ていくことの必要性が示唆されたっ

ア)義護部む家旗死l.l1J経験・ホスピスケアの関心とコミュ

ニケーション技法との欝保

[g的}

零護蹄は対人関係的な職菜であり，コミュニケーションス

キルは，不可欠であるc 特にターミナル期は，

にとって人生の稔決算の社方に影響を与える

あり， ターミナルの場における看護郊のコミュニケーショ

ンスキルは大変重要になる令本研究では看護締における家

族の死7.l1J経毅・ホスピスケアの関心とコミュニケーション

との関採について識査したc

[探究方法i

主冒を説話立し

し 103名の開設データ(回統率 63%)

として察関紙への悶答;之

し i滋寂したデータは全て数値化しコンビュー

より綿入が特定されないようにし使用尺度に

し許可をもらった。測定

KiSS…18 (薄地章夫， 1988l. (ヨ
1989)，又ヘイズとラーソン

詳細として用いたっ統計処理ソフトは StatView5. 0を使

用し

{結来i

0.1) 3. 
的技法との関係コミュニケーションに

は，治療的技法のf
よる

(P<O.l~O.OI) 

としての得点は，

( s 0 .435， P < O. 0おとな

」みせ因子 (s= 0.342， P < 0.01)が，

コミュニケーションスキルは，生まれもったものではなく，

ることで自ら考え学習し向上していくものと考え

る。本研究では，死坑コミュニケーション研修などを経

したことによってターミナルケアについての考え方に影

を及ぼしていたと考える。今設，経験王手数を重ねること

も重要であるが，人としての感性を磨くと共に，

としてコミュニケーションスキルを高める院内教脊の充

部る必要があると考える。以上の結果をふまえ，今後

のケアにいかしたいc
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P 1金場第3群

8) f;jij後化学療法に動揺する婦人科がん患者への

M.Newman理論に基づくケアプログラムの試み

布施香那，望月美穂，斉藤養子，岩本純子，見玉美由紀

(北泉大学病説)

嶺岸秀子，諸沼産実，久保五月(北里大学看護学部)

{目的}

看護師連は，心身共に苦しむ患者と向き合う中で様々なジ

レンマを感じているo 仁患者中心のより良い看護jを皆様

に尽々ケアを実践するゆで，自分達のケアに自信が持てな

かったり，意味を見出せずに悩んでいるO そこで，

M.Newmanの健康の理論に基づいて，患者と担当看護締

(以下 Ns).Nsをサポートする看護婦(以下パートナ-Ns) 

のパートナーシップを組み込んだケアプログラムを作成し

た。本研究の毘的は，パイロットスタディとしてケアプロ

グラムを実践しその内容を検討することである。

{研究方法}

デザイン:病棟看護締と看護教員によるミューチュアル・

アクションリサーチc 参加者:術後化学療法の決定で動揺

している婦人科がん患者， Ns，パートナ-Ns.ケアプログ

ラムの内容:患者が f人生の中で意味ある出来事や人々j

について語る商談を実施。 2回日以降は，前回の語りの内

容をフィードパックして対話する商談を継続。両者でパ

ターンを認識でき，自らの力で乗り切っていけると実感で

きた時点で終了。毎閣の商談後に.Nsはパートナ-Nsと

耐談を実施しそれぞれにジャーナルを記載。データ:

ジャーナルと合同会議の記録c 分析・患者 Ns.パートナ-

Nsの変化を質的帰納的に分折。倫湾!的担感:参加者に研

究の主旨を説明し文書:で承諾を得た。靖報の守秘とプライ

パシーの保護に努めたc

[結来・考祭}

ケアプログラムを実践する過程で¥患者と Nsとパート

ナ… Nsは.3つの局面を経てそれぞれに成長を遂げた(lli]

1)0 Nsがケアに意味を見出す過程には.パートナ-Ns 

との面談と合開会議の場で思い語り，分かち合うことが重

要であった。

[結論}

本ケアプログラムは， ‘通常のケア' として病棟に導入で

きることが確認できたc 今後は病棟全体への浸透を目指し

て研究を重ねる O

足立祭

持s
穏やかな死

湾関

9)がん化学護法!こより脱毛を体験した患者の治讃中断し

た意味の探求

石間和子(群路大学歴学者[i約属病院看護部)

神E自治子(群馬大学匿学者[i保健学科)

{目的}

がん化学療法の説作用による脱毛で治療を中断したことの

意味を考え患者の半さを分析することであるc

{研究方法}

患者の視点からその体験を理解するために半構成的分析法

による国子探索型の質的研究i去を用いた。乳がん符発にで

化学療法を受けている 30歳代の脱毛を体験している患者

C氏に髪に関する語りを聴いた。語りとフィールドノート

の記述の意味内容を読み取りストーリーにまとめ質的帰納

法にで分析を行った。

本研究群馬大学産学部倫壊委員会にて承認を受けて実施し

た。

{結果i
C氏のストーリーから浮かび、上がったものは，医締の説明

底後における患者の反応は 5髪が抜けると言われるが何も

聞こえない;と表現されたように髪が抜けることへの否認

を表していた。そして， r髪が抜けてしまうがん北学療法

を受けるか否かjで苦協した。 他施設の底部や看護部など

に相談し自分でも専門舎を読み化学療法を受けることを

選択した。しかし突時に髪が抜け始めると;想像を絶す

る抜け方に驚きj葛藤や喪失感を体験していた。患者は

が抜けることは悲ししせという反応を示し髪が抜けてい

くことに耐え切れず 5髪が抜ける治療を中止するjと治療

中断の決定;をした。患者は M冶つらはがん，患者に見えるか

ら嫌いj と拒否していた。夫の母親が孫を望んでいること

を知弘北学療法を施行することで子供が持てなくなるこ

とに悩み 5病気や治療のことは夫以外には話せないjと孤

独な気持ちを諾っていた。がん化学療法は.乳がんの再発

に対する唯一の生きる方法であることを患者A は理解してい

た。しかし髪の毛は自分にとって命より重要であり髪が

抜けていく自分に耐えられず治療を断念していた。

[考祭]

病状は十分に理解していたが脱毛に対して心の準織ができ

ず髪が抜けたことで喪失を体験しがん化学療法に伴う税

毛に対して最終的に耐える能力の臨界を超えコントロール

惑の喪失体験が説毛により治療をや断したこと意味してい

たことが明らかになった。
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10)外来化学壌法患者のストレスに欝遼する聾臨の分析

神間靖子，狩野太郎(群馬大学医学部保健学科)

石出版子.五田和子(群馬大学誌学部開属病院看護部)

〈群馬県立がんセンター)

[践的i
外来化学療法を受けている患者のストレスに関連する要因

を明らかにする。

[対象と方法i
:J¥.B病院でがんと診断され.外来で化学療法を受

けている患者 206名(男性 83.女性 123，
c データ叙薬方法:自己記述による質問紙調交と

よる情報収集 露関項目1.ストレスの測定:鈴木

らが謁発した SRS18，2，一殺的背景 3.性絡特性:今

井らの簡易 YG性格検査 4. がん化学療法気がかり

尺境:神田らが開発 5. 日常ストレス対処行動の詳儲尺

度:辻らが開発.i問題への取り組みJi自己競艇Jr外的資

;壌の活用Ji議緩的気分転換Jí~急性感領発散 5 下位尺度
6 箭緒的ネットワーク尺境:宗{撃が開発.

i、家族以外のサポートj分析.ストレス反感得点を践的

説作用の有無，気がかり

として分析し

:2病院の IRBの

研究の設境を行い，自

39.3%， ?詩イヒ器癌 45.6弘 PSは0-1
98.5%，有務:者指.1%であったc 性格特性は，外向型が

51.5%で，内向型 31.1%0化学療法務数は平均 15.4揺で
あったc ストレス反応得点:0 49点に分布し平均点

11.9 (SDlO.打点であった。気がかりの王子均得点 33.7
(SD8.7)点，家族外サポート得点 7.2(SD3 点であっ

た。ストレス反応詩点と各要国との関係:

法の満足毘，家族以外のサポート得点， g 
f奇発散，気がかり

ス反応得点の設問帰分析:

徐く全てに有意な関係が認めら

[まとめi
外来化学療法を受ける患者のストレスを緩和するためには

気がかりなことを取り徐くこと。 自分の感憶を押さえ込ん

だり， r設殻惑舗にi諮らないような適切な対処行動護得のた

めの支譲，セルフヘルプグループなど家族刀、外のサポート

の詔介と支授が重要であるc

11)外来化学諜j去を受けている消化器がん患者の気がか

りとその影警護要窟

石田;綴子，石間和子(群馬大学室学部隙属病院看護部)

狩野太郎，神間清子(群馬大学産学部保後学科)

(群潟県立がんセンター)

[1389] 

搭化器がん患者は，食事が摂取できない等の身体抜状を

すことから，不安や気がかりは大きい。安定した日常生活

を送弘治療を継続していくために

る。そこで本研究の臼的は，通院でイと学療法を受けている

消化器がん患者の気がかり得点とその影響姿留の関係会明

らかにし看護支援の基礎データにすることである。

[対象と方法i
:J¥.B病院で治化器がんと診断され，外来で化学療法

を受けている患者 98名(男 71名，女 27 年齢62.1
o データ収集方法:自己記述による震関紙議査と

よる官報収集。質向項目1.一段的背景 2. 
:今芥らの簡易 YG 検査に準じ，内向型，外交差~.ど

ちらにも認さない擦に分類 3. がん化学療法気がかり

:争1I時・石田らが摘発した α係数0.87，4 

15項目から構成 4下{立尺度か

ワーク尺度:

ボート (0-10 

{結果}

りが， 82 54 
った。手術は 78名が行っており，放射線治療は， 22 

名が行っていた。 PSはOが9名， 1が89名であった。副

作用は. f巻怠食欲不振，吐き気が上i立を占めてい

i誇化器がん患者の気がかり鐸点:平均僚は 33.3点， SD8.4 
であった。最も気がかりが高い環日は f誇発・転移の不安

があるj次いで f自分の役割jを案じているJi常に病気のこ

とを考えてしまう jであった。気がかり得点と各要留との

関係:性格差1手術の有無.化学療法の議足毘 PS，
吐き気，不安いらいら，臭いの変化，う

られたむ気がかり得点の窓際婦分析:

0.536であり，吐き気と北学療法の満足援に存意義が

認められた。

{考察]
内向型の性格，手荷が不龍な者，イヒ学療法に不満足な者.

PSが惑い者また，開作取として{巻怠惑.不安いらいら，

いの変化，うつ疲状の出現者は気がかりが増強することが

示唆されたc このことから， ?前と器がん患者がイヒ学療法に

満足するようなケアを提供することと，説作用の対処方法

の指導の必要性が明らかなった。
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12)化学療法を受ける肺がん患者の患者参画を促すケア

プログラム~パイロットスタディを行って

秋田弥生，谷口陽子(北盟大学病院)

諸問薩実(宮崎看護大学博士後期課程)

[目的}

化学療法を受けるがん患者と看護締(以下 Ns)がパート

ナーとなり，ケアプランの作成，実施，評価に患者が参麗

しケアのプロセスを扱い合うケアプログラムを作成した。

今関パイロットスタデイで患者と Nsの変化を明らかにし

ケアプログラムの評価を行った。

{研究方法}

デザイン:質的記述的研究。ケアプログラム舟容:1)化

学療法目的で入院したJtrIiがん患者に目的と内容を説明し

ケアプログラムの参加を確認。 2)化学療法前と主な副作

用発環期に 4自の麗接を行う。面接は積極的傾聴などを用

い，患者の気がかりやがん体験を十分に語れるようにする。

患者の状況に沿いながら部作用の症状マネージメントにつ

いて憤報提供する。患者と共に化学療法中のセルフケアプ

ランを作成。患者は日誌を記載。患者と Nsで日誌を基に

セルフケアプランを評価。 3)必要に応じ面接を追加。次

閤化学療法を克服出来そうだと両者で共有した時ケアプロ

グラム終了。 研究参加者:初めて化学療法を受ける入院

患者 1名と主任 Ns。 データ収集・分析方法:録音した面

接内容と Nsのジャーナル，患者が記殺した日誌から，患

者の変化と Nsの変化，ケアのポイントを質的・帰納的に

分析。 11命唆的配慮:プログラムの内容を文書:で説明し患

者の泳諾を得たc 情報の守秘とプラ千パシーの保護に努めた。

{結采}
ケアプログラムを実践した過穏で. 4つの局面が見いださ

れた(国1)。

{考祭}

患者と Nsが相互関係の中で癒しを得えたことが.つらい

体験を乗り越える原動力になった。ケアプログラムを実施

する上で重要なことは.患者のペースや状況にそって網や

かにケアプランを調整し患者自身が自己の力に気づき，

自己組織化していく過軽を支援することであるとわかっ

た。

{まとめ}

本プログラム{え実践に依するものと評価した。今後，修

正を加え病棟の看護実践に取り入れていきたい。

102 

変容した慾苦言
の扇霞

ケアに参ま認する
完患者の局霞

湾問
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13)終末期看護におけるスタッフの戸惑いと，その対地

方法

笠松忠利(兵庫産科大学病段)

山留一期(臨床研究支援センター)

{目的}

終末期審議を実践している審議締が遭遇する戸惑いの場面

と，その対処方法を明らかにすることを呂的とし

{対象と方法i
Hl皇内の某援療機関において終末期看護に詫卒している

女性看護締 21人のうち，協力に開意が得られた 13人を対

象とし聴き絞り欝査を行ったo r終末期患者の看護にお

ける戸惑いの有無Jr戸惑いを生じた場街Jr戸惑いへの対

処 r孝信条相手とその潔白J解決の可否 r対処の自

において達成惑を感じるときjについ

を求め，関答内容を系統的に分類し

{結采および考察i
1 .対象者の碁本属性:

分布しゃ央伎は 25設であったc ま

1年から 7年に分布し，その中央僚は 2iドであっ

2.戸惑いの場阪:13人全員が何らかの戸惑い

いたo 1戸惑いの場面jは.a. 患者の改議しなし

状の訴えへの対誌は J.b. 患者の予後に対する

への対Li5、 (8/13) c. 1患者の疲状に対する家族の笠間への

対忠 (1113)Jの3つに分類でき

3.対処方法:a.に対しては「タッチングは b.に対

しては 11傾聴するら18)J すも言えなかった

状の改善を訟えた Jであった。 C.に対しては.1症状

の説明をしたりぺ)であったc

4.根談相手とその理由:他者に相談したjのは 13AJ:jJ 

4人であったが.解決には至っていなかった。稲設を fし
なかった 9入のうち 6人は，その理由として

状は解決できないものjという気持ちを挙げた。またロー

ルプレイにより能動的対処i去を習得していたため，

を自己解決できた事例が 1人存在したc

5.対処の自己評傾:13人中 10人が fもっとiむの方法が

あったのではないかJr今でも悩むjという疑問を抱き

ていたc 一方戸惑った場磁の対処が冷静にできたjと関

答した 3人:えいずれも能動的対処を学脅していたことで，

自己の考えが確立していたことが特畿であった。

6.達成感を感じる場面:a.患者が?安楽にJ痛みなく j

避けたと思えたとき (5/13). b.患者・家族の願いがわか

iにそれに応えられたと実感できたとき持113).c.患者や

家族に f感謝されたとき r担当でよかった.安心するjと

言われたときは113)の3つに分類できた。戸惑いとの関

連でみると.a.の仁患者の安楽・痛みの解決jを震設してい

た5人は，いずれも戸惑いが未解決のまま継続していたc

b.の4人中 3人は4年以上の終末期看護体験を，また 1人

は捷効的対処i去の学習経験を有しており，ケアの日

や手段を自身で明確にできている点が共通してい

14)鰻和ケアに携わる看護舗のサポートシステムの犠築

!こ向けて ~アクションリサーチによる取り組み~

!日付三希子，

高B3麻依子

{呂的}

緩和ケアに携わる

れるようサポートシステムを講築すること

11(の向上のためにも重要である。本研究では 1.緩和ケア

に携わる審議郎が抱えているストレッサーを明らかにす

る。 2.ストレッサーワダクションに銭点をあてた，

的なサポートシステムの構築を目的とするG

{方法i
アクションリサーチ<研究対象施設>S市内

215床の民間の総合病路内の院内独立裂の緩和ケア痢棟<

データ収集の方法>第 1段階

面接待問は 45分-60分で，

ケア

ブァレンス，学習会などの場面

;、としてメモにとった。第2

研究の主旨，

生じな

しi可J}:を得
し研究参加者の

して研究を

デスカンファレンスに荒点にあて f気持ちの撃現，内替の

る過誌を研究者と実践者が識で取り殺んだc

語ることを通して自らの行動に気づき.語る場を構築し

語る場を活性{ヒすることでチーム全体の変化が得られたと

考えられる。またアクションリサーチは，実践者の参画と

研究者との協働，そして内省を重援する手法であり，この

プロセス全体が実践者と研究者の内省を促した効果とも

えられるc 本研究は王子成 16年度笹川医学医療研究財i去の

助成を受け行なった。
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15)ターミナルケアにおける看護関の熟練化の要因に関

する研究

小林美雪(厚生労働者密政局総務課医療安全推進室)

[13的}
ターミナルケアにおける看護師の熟練化の婆留を明らかに

し今後ターミナルケアを専門領域に定める看護商jiやター

ミナルケアの場で熟練過程にある看護部の教育や実践に寄

与することを隠的とする G

{研究方法]

本研究は.国子探索型質的研究である。対象者は看護蹄経

験 10年以、上でターミナルケア経験5年以、上の.同僚や夜

腐の上司から fターミナルケアを語るにはこの人jと認め

られている看護師としたc 研究協力の間意が得られた対象

者に構成的，半構成的部議を行い，得られた内容を逐語録

にしコード化を行い類型イとしてサブカテゴ 1)ー・カテゴ

リーとしたc

お古来}
対象者は，関東甲信地区の訪問看護ステーション，緩和ケ

ア病棟・ホスピスに勤務する 34 歳~42 歳(王子均年齢 37.4

の者護部 10 名。看護経験年数は 12 年~20 年(平均経

験年数 15.5 年).ターミナルケア経験年数は 10 年~15 年

(平均経験年数 12.6年)であるc 全員が3年齢看護師養成

諜程を修了していた。本研究において熟練化の要i還は.

231のコードから 31のサブカテゴリーと 10のカテゴリー

がお11出された。カテゴリーは，く未熟な新人の頃職場

での人fHl関係に影響を受けるターミナルケアの坊で否

定的感筒.疑問.00心を持つ丁!支のタイミングで出会

う確かな意思が働く》く経験と理論がマッピングする》

く力最を発諮する〉く看護の成果が見えるようになる》

く看護の姿勢が定まる〉く経験が活きる》であった。

{考察}

対象者はターミナルケアについての様々なジレンマやスト

レスを抱えながら新人の頃を送りつつ，尊敬できる上司や

先輩看護締の看護の姿勢を見て育ち，仲間や向僚の支援に

助けられて熟練化の第一歩を踏み出していた。またターミ

ナルケアの場で否定的な感情や疑問を抱える一方で、関心や

興味を深めていたc 自分のしたい者護と運命的とも思える

ようなタイミングで出会い， ターミナルケアを専門領域と

して定める過程では確かな意思が働いていた。殆どの対象

者が自己の看護経験と理論的知識のマッピング(対応づけ)

を繰り返しながら熟嫌し力量を発援し自分の行ったター

ミナルケアの成果が見えることで自信を深め. 自己の経験

を活かして看護の姿勢を定めていた。抽出されたカテゴ

リーの中で， ターミナルケアに携わる肴護師特有の熟練化

の要回としては. [悲惨な最期の迎え方] [告知をめぐる開

題][あらゆる痛みの緩和][死について語れるようになる]

〔死の表取りへの関わり)が見出された。

ターミナルケアにおける看護締の熟練北を促進するための

示唆として.1. ターミナルケアにおける熟練のレベルに

合わせた教育.2.役割モデルになるような指導者の存在，

3. ターミナルケアを諮り合えるような職場の雰槌気.4
ターミナルケアを学ぶ機会を持つこと.の必要性が考えら

れた。

16)終末期患者の在宅讃護を支える家接の患いの変化一

2家族の態接調査内容の分析かう

堀芥たづ子.光木幸子務関理佳.馬場口苦手子

(京都府立医科大学医学部看護学科)

足立千恵子(薬部111病説在宅ホスピスケアセンター)

露出英津子(京都府立援科大学医学部i約属病院)

[!ヨ的i
終末期患者の在宅療養を支える家族を支援するために，看

病91の思いの移り変わりを明らかにする。

{方法1
1)分析対象:在宅ホスピスケアを科沼中で在宅療養者と

主審病者が親子関係にある 2家族。 2)研究方法:(1)対

象の選定:事前に電話で研究目的・方法の説明を受け協力

依頼を了承した家族。 (2)データ収集:約 l時間の半構造

化面接と訪問看護記録の参照。面接内容は家族の許可で録

し遂語録にした。 (3)データ分析:逐語録から家族の患

いと療養継続に関わる内容を抽出し意味の類似性・相似

性でカテゴリー北した。 3)倫王型的脅己犠:当大学の倫理委

員会の審査を経た。 4)対象の概要 :A氏:永奴7目前に

面接。被面接者は長女 (42才).療養者は実父.IJ子療で率精

子生活。療養期i怒31:ド2月，意思疎通は良好G 永11氏当日ま

で在宅療養。 B氏:永眠2ヶ丹前に顕議。被閣議者は長女

(32，才).療護者は実jヨ¥右腕，潟・転移性脳日重傷，寝たきり

状態，療養期間 3年Ai:忠疎通は現在無し。永際2ヶ月前

に3:'看病者である;長女の意向で入院。

{紡糸と考察1
2家族の思いの変化を閣に示す。 A氏. B氏双方の思いの

変化で共通する内容は，療養開始時では家族の覚情と看病

者の役割認議であり，在宅療養中は充足感が大きい反mi.
葛藤も強く，ストレスへの対処を要していた。一方.B氏

は在宅療養を断念しており，その理由として，仕事を辞め

看病に専念する長女の役製認識と将来への不安との葛藤が

ある。また. A.E去に感じられていた父の幸せが療養継続の

励みになっていたのに対ーし.B氏では母親の反応が得られ

ず療養継続の意義をみいだせなくなった反面，家族の終を

強めた母殺の存在価値とやるだ、けやったという自己の満足

感を抱けたからと推祭された。

在宅療養者を看病する家族の患いの変化

家族の党活

役割認識

8氏

充足感対処喜霊祭 家族の箆洛

死の受容
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1ア)緩和ケア痛壌における AIDS患者の看護

新谷智津江，飯田麻美， {，左々 木あづさ

(医援法人家札鰻病院)

[活的}
ケア病棟設設基準の入i箆条件で悪性経窃と AIDS

の患者が挙げられ.今年度初めて当病棟で AIDS患者2名

を受け入れた。患者・家族に寄り添い，その人らしさを支

る器わりについて投討したので報告する

{研究方法i
1. J諮問 20例 年 4月から 2005年 3月c 2.対象 U 
AIDSを発寂しているがん終末期患者 2名とその家族

2)緩和ケア病綴スタップロ名o 3. データ収集・分析方

感染対策，本人への精神的援助，家族へのケアを中心

にカルテレビュー.スタップへのインタビューを行った0

4.患者の家族に研究の容的を説明し

{結果}

1.事関 1 1)感染対策:設内のマニュアルと

し擦懲予f¥方策を行った。過剰

を行うことで距離を感じないよう心がけたc 2) 
本人への務者Il的援助:前医で HIV.AIDSについては知ら

されていた会その後 AIDSに対する苦痛は前医の尋問ス

タッフと鵠報交換をf子いながら援助

くことを自

を支えた。 3)家族へのケア:患

AIDSを伝えないことが希望でありスタップ

守した。姿の体調を気透いながら本人の病状変化を共有した。

2.事前 2 1)感染対策:[rヨ様に擦準予紡策を行った守

山本人への精神的援助:患者は苛立ちゃ不安を

1) .点識のライン

ることがあ弘安全確保に心がけながらありの

ままを受けとめていくことをスタヅブで共有し関わったs

入院7日日ごろよち搭ち若いて過ごせる時慢が持て.自

への外出など希望を表出されたと 3)家族へのケア:

にわたる付き添いで疲労が募っていたc 患者が安心

できるケアを心がけた結采.家捺は外出する時間が持て気

留ることができた。 3. スタッフの気持ちの変化

自己への感染や特別な潟わりが必要なのではと不安を感じ

ていたc ましい知識を共有しケアの中での心配若手，

家族の変化を話し合うことでその人らしさを大切

ケアを行うことができたという声が多かったc

[考察]

がん終末期であり，さらに AIDSを発症したことでの怠

・家族の苦悩は計り知れない。その人らしさを支えると

いう扱点では，心理プロセスを踏まえて関わること.

を支えありのままを受けとめていくことが.がん患者向捺

に大切であり者護の基本であることを再確認できた。

{結論i
AIDSを発症したがん終末期の患者に対しては，本人・

り添い，その人らしさを支設する関わり

を得認識したo HIV' AIDS は未だ社会的2支部，偏見があ

る。そのことをふまえて患者・家族への援助を深めていく

ことが課題である。

18)ターミナル期の患者に参加型審護許留を実践して

(医療法人来季L綴病説)

[詩的i
ターミナル揺にある患者に参加護委譲計磁を笑施すること

によって，一般病棟におけるターミナルケアの貿，患者及

び家族の QOLと，満足度が向上する。

{方法i
f参加型審議計磁実施マニュアルjを作成し!汗内腿管識の

1名にマニュアルに治って実施し結果を分析，考察し

マニュアル作成には倫理的配惑をした。

{結果}

1 .開示によ札患者がどこに不安を惑じているか，

の理解不足な点など兵体的な患いが明らかになり，詐闘を

迫力IJ，評価し患者の患いに沿った言I'j裂が実施できた。 2.
いて.開示による効果は今屈の結果

さなかったっ 3.掲示をすることで，

過ごし方をできる

自身の自己決定が提された。
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19)退説を予告された家族の不安と遊説した家族の整担・

題難 一効果的な遊説プログラムの開発に向11て一

邸中三千歳(諸君1;市民病院)

宮間久子(福島県立i実科大学者護学部)

[El的i
効来的な退i淀プログラムの開発に向けて.退院を予告され

た家族の不安と退読した家族の負担・間関Lを明らかにする

ことを目的とした。

{研究方法1
1)研究対象:中規模病院の内科系および外科系病棟で退

院を予告された家族 30名と退読した家族 200名。 2)研

究期間j:平成 16年8月1113から平成 16:tド 12丹 17臼C

3) データ収集方法:(1)退!誌を予告された対象に対して

は紙記名半構成的出接法。調査項自は退i誌の受けとめ，退

筑後の生活に{渇する不安などc (2)退!註した対象に対して

は無記名学識成的質向紙法を用い，郵送法で間収。調査項

誌は，ザワットの介護負担尺度，退院後に関菜!tと思ってい

ること，入院中の指導内容の希援などo 4)データ分析方

法:各項目で単純集計とし自由問答は K]法。ザリット

の介護負強尺!支は平均得点を葬出し属性別に比較。 f命浬的

:凶接i去は研究罰的.研究への参加は自由意志、であり，

協力をしないことによる不利益は生じないことなどを説明

し時Af:を得た。郵送法の問慈;は質IIlJ紙の関収をもって持

られたと解釈する旨を明記した研究説明書ーを添えた。

{結~ミ}
~制定.退院を予告された対象の平均年齢は 62.2 ~長倍。

9.79)であった。対象が抱える忠者の平均年齢は77.8歳

出。=9.86)であった。退院した対象の平均年齢は 60.7

(SD = 12.1わであった。対象が抱える患者の平均年齢は

69.2友 (SD口 12.53)であった (2);131誌を予告された対

象の不安はアカテゴリーが抽出された。 (3)ザリットの介

護負担尺度は主介護者と非主介護者で有意還を認め，患者

の年齢で有意義併を認めた。退j詫後の問要!tは5カテゴリーが

抽出され，退院をそ予告された対象の不安には抽出されな

かったサブカテゴリーとして「封印引と n詰病意欲の不統

合Jが抽出された。入院中の指導内容の希望は「移動動作J.

f受診の呂安J. r心のケアjなどであったc

{考察}

退院後の的要!tとしてサブカテゴリー「排il!l:Jと「闘病意欲
の不統合Jがtlll出された。これらは退院を予告された対象

の不安には抽出されなかったものであふ退院を予告され

た対象にはイメージができなかったことが考えられたc そ

こで.第二次表設計樹立案には患者と家族に対し生活の

再構成に関する指導， ADLの自立をj翠る討閣の必要性が

示唆された。

20)高齢患者の退院支譲に関する研究(第2報)自分うし

く生きることと Senseof Coherence 

本i工朝美，桑8:1慈子.伊藤まゆみ，鳥原真紀子-

(昭和大学保健霞療学部看護学科)

去十議窓子(東邦大学医学部看護学科)

佐竹みゆき. 1幻国主iI子，鮒野手代子(;僚浜南共済病院)

[目的]

高齢者の入誌は，体力の抵下をfれ、;長期化しやすいと

れているやそこで本研究では.高齢者の入説による体力の

変化と退院後の楽しみや希望との関連を，健康保持能力で

ある Senseof Coher官 lce(SOC)の観点から検討し退i淀
後自分らしく生きていくための支援について示唆を得るこ

とを話的とした。

{方法}

2004年7-8月.Y地域恭幹線!誌に入院中の 65歳以上の

高齢患者 10名を対象に.本研究の趣設と方法，プライパ

シーの保護.参加の拒否や中断の自由について文書と口頭

で説明し向意を得て学構成面接を笑施した。閣議内容は，

入践による体力の変化，退院後の楽しみや希望，退院に関

する開題や不安とその対処とし許可を得て録音し全逐

語録を作成した。分析は.逐語録から[問題や不安に対する

SOCの3袈素(把握可能感・対処可能感・有意味感)が表

現されていると思われる額所を抜き出しその表現が肯定

的か否定的かを文脈から判断し入院による体力の変化や

退院後の楽しみや希望との関連を検討した。なお分析の信

頼性をおめるために 3名の研究者間で検討した。

{結果]
対象者は 10名(男女各5名.75.1 :i: 4.1歳)であった。入

i誌による体力の変化は8名が低下. 2名が不変もしくは向

上で、あった。退院後の楽しみや希裂は 9名があると答え，

その中にはその人らしい主観的に重要と考える人生の領域

が含まれていた。不安や問題に対して SOCの3要素全て

が肯定的だった者は 2名であったっ残りの 8名において

は，処理可能惑が肯定的だ、った者が一部いたが.大学が1fi

定的であった。 退j淀後の希望や楽しみを見出せていない人

は，不安や!問題に対する SOCも全て否定的であったが，

見出せている人の中には処浬可龍感のみ肯定的な者がい

たc 一方，退院後の希望や楽しみを見出し不安や問題に

対して肯定的な SOCであった 2名は，入院後も体力を低

下させることなく維持・向上させていた。

{考察]

高齢患者のほとんどは e 入院によって体力が抵下しやすい

と考えられた。しかし不安や問題に対して12定的な SOC

を抱いている者は.入院という環境下にも拘らず，体力の

維持・向上を成し遂げ，退i淀後の希望や楽しみをJ告さ自分

らしく生きょうとしていた。これらより潟齢患者への自

分らしい生き方の支誌として.希望や楽しみを可能;こする

ための体力の維持をE怒り，かつ不安や問題に取り組む意味

を見出し，把握・対処ができると感じられるような関わり

が重要と考えられた。
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21)地域高齢者のソ…シャルサポートネットワークと入

践受診の関連要国 一齢出議iこおける萌陪き研究一

{話的i
ることが見込まれるなか，

を区iちながら

手IJmが望まれる

ポートネットワークおよ

を鳴らかにする

{研究方法i
る農村潟齢者を対象とし

て 1992年に 69 82畿の全数 769人を

ン調査を実諮し 652人 (84.89ら)から自答が得られた。そ

の後. 1998年までの追務調査で判明した 110人，

人，不鴇 8A等合計-140人を徐いた 512人

らi玄療費データ

自己評舗が病弱と能答した者，か

く見られた者がその後の

られたこロジスティック毘:詰7分析の

男女共にソーシャルサポートネットワークの鴎速は

(関Jjおお入 Zungうつスケールの{廷でが入詫

22)在宅看護支援遺構システムの構築

[¥3的i
主宅患者の委譲援助を行うとともに在宅患者の安心惑を

らの

シス

ァーンヨ

システムの

してすべて

タッチパネルとすることで システム操作性がより簡便と

なった。 2.医療機関側システム:

てくる毎日のi副長箭報告と受け取り，訪問看護離が経詩的な

変北を親祭できるように自動的にチャート化した G その

チャートを

れらのデータと

とを…連イとし溺像診様所見までを添付できるように

した。 3.双方の共通システム:カメラ.マイク・スピー

カーを利用したテレビ会議システムで¥長選{以対面相談可議

なシステムとした。以上のシステム

タを孝IJmするため，倫理面における新たな

い。このため，論理i認での記長室は行っていない。

{まとめ]

カメラシステムを通じ，医療従事者と提似凶談を行

えるため，在宅J患者の安心惑が増加した。また，

し技術を科用しているので.高い夜、i笠性を有する

の安全な{云送を可能とした。さらに，患者データ入力が諮

援なので，患者や諮問看護締の負担を軽減できた。今授は

フィールドテストの実施を行う予定である没後に本研究の

一部は慰労科研(Hl6-医療-021).文科者不十緋

15209022)の補助
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23)富論者の退院支援!こ関する研究(第 1報)独居または

介護者不在の患者が抱く不安やニーズ

桑悶恵子(東京医療保健大学医療保健学部看護学科〉

五十嵐窓子(東邦大学法学部者護学科)

本江朝美，為原真紀子，伊藤まゆみ

(昭和大学保健毘療学部看護学科.)

佐竹みゆき， IlJffi智子，紺野千代子(横浜南共済病院)

{臼的]

入i淀患者の在i淀日数を延長する要閣として，高齢化や疾患

の'慢性化，介護者不在などが挙げられる。病院は，そのよ

うな患者が退院後も継続して涯療や介護が受けられ安定し

た生活を送ることができるよう退続支護システムの構築が

謀題となる。そこで，本研究は，高齢患者の入続中および

退院後の不安やニーズを明らかにし退院支援のあり方を

考えることを民的とした。

[方法}

対象:研究主旨，プライパシーの保護，調査協力の自由を

と口頭で説明し承諾の得られた Y地域基幹病院の

スクリ…ニング基準に該当した 65歳以上.ターミナル期・

慢性疾患，独居，介護者不在の入i完患者8名。データ収集:

20例年ア ~8 月に半構成的面接を行い， I汚意を得て会話を

ICレコ…ダーに銭音し逐語記録とした。諦査内容:1)個

2)入読によって5常生活が変化したと感じてい

ること。 3)入院中および退段後について不安や問題と感

じていること。分析方法豆諸記録を不安やニーズを表し

ているセンテンスで区奴P).意味・内容を認なわないよう

にコード化e カテゴリーイとを行い，関連性を検討した。 以

上について研究者間で検討し合い，信頼性を高めたc

{最古来]

対象者は男性 4名，女性 4名の言l'8名。 68歳が 1名.

72~77 歳が 5 名， 80~82 歳が 2 名であった。疾患名は気

管支拡張症，苦痛， '1蚤性腎不全，肝硬変，パーキンソン氏

病，大続ポリーフ¥貧血，腕癌で、あった。不安・ニーズを

示すコードから<孤独><配偶者の気がかり><子供に負

担><急変時の対応、><生活行動><外来通院><死への

覚悟><社会資源の活用><悪化><見通し><治療><

歩行><体重>の 13のサブカテゴリーに分類され，

〈退院後の生活(病気(筋力・体力?の 4つのカテゴリー

が:J1fl出されたc 高齢.独居.介護者不在という要閣は，急

変n寺の対応の不安や社会資源の活用に対するニーズに関連

していた。入院による身体機能の低下が退読後の生活行動

や外来通院に対する不安に影響していた。病気に対する見

通しゃ治療に対する不安はあるが治療方針や結果を受け止

め意思決定したいというニーズもあった Q

{考察・結論}

独居，介護者不在高齢患者の不安を軽減し安心して退技

後の生活を送るための支援は.身体機能を抵下させること

のないように入眠中から筋力トレーニングを行うことが必

要である O また，患者の不安やニーズ、の問題は者護側また

は医締が患者の患いを十分受け止め，情報提奴:することに

よって解決できることが考えられることから患者と共に問

題解決を考えることができるような患者参困型の支援が必

要であることが示唆された。

24)高齢者の退続支援に関する研究(第3報)家族の就労

と退院支援ニーズ

五十嵐恵子(東邦大学医学部者護学科)

ヨド江朝美，桑田恵子.島涼真紀子，伊藤まゆみ

{昭和大学保健医療学部看護学科)

佐竹みゆき.山田智子，紺野千代子(横浜南共済病院)

{目的}

経済的問題や生きがい等の理lIlから，就労と介護の時立を

む家族が増加している。家族の介護と就労の両立を可詫

にする為には，入院ゃから退院後の生活を見据えた支援が

重要で、あると考える合本研究で{之介護と就労の両立を望

む家族の退i涜後の生活に向けた不安.退院支援へのニーズ

を明らかにし退院支援のあり方を検討する。

[方法}

1 .対象:平成 16 年 7~8 丹 ， Y :!l!!，域基幹病院に入院中の
65歳以上のJ宮、考の家族で、就労している 4名(介護事由で退

職した 1名を含む)0 2.識査方法:研究趣旨協力の自由

とプライパシーの保護について書面・口頭で説明し i汚意
を得て学構成的閣議を実施c 3.認ヨ堂内容.退院後の生活

に対する希望と不安，退院支援への婆望。 4.分析方法:

逐語録から不安.ニーズに関する内容を抽出・分類し，信

頼性を潟めるために研究者間で検討。

{結果1
1 .対象者:家族介護者は 35~55 歳の男女各 2 名，患者と

同居3名， 7]Jj 1苦 1 名であった。忠、者は 72~82 歳で，義父母

2名，実父母2名Q 主要疾患は悪性新生物と慢性疾患が各

2名. 1名を除き入i定後の筋力・作業能力の著しい抵下は

認められなかったっ 2.退院後の生活に対する希望:<今ま

で通りの生活><身体機能の維持・改善からなる三患者の生

活，身体機能に関する希望jと， <就労継続) <交友関係の

維持)<趣味活動の維持〉からなる fこれまでの生活の純子告

の2つのカテゴリーが:j'IIII1:Iされた。 3.退院後の生活に対

する不安:<介護役割)(介護方法〉からなる 5介護役鋭・

方法に関する不安， <治療・疾患の状況がわからない)<緊

急時の対応〉からなる 5治療・疾患に関する不安<想像が

つかない><サービスメニューの選択〉からなる汗士会資源

活用に関する不安jの3つのカテゴリーが抽出された。

4.退院支援についての要望:<外来待ち時間の配慮)<入

院中の状態に関する情報提供〉からなる 5治療継続に挺す

る婆望. <情報提供の時期〉に関する f社会資源の活用に

関する要望jの2つのカテゴリーが抽出された。

[考察}

介護と就労の両立を望む家族は，患者の身体機能が維持・

改慈し患者及び自分自身が今まで巡りの生活ができるこ

とを望んで‘いる。患者の身体機能の抵下によって.家族の

就労継続が掴難となる可能性もある為，患者の筋力・作業

能力の低下を予防する支援は重姿である。また，介護役

説・方法，治療や疾患，社会資源活用に関する不安や支援

への嬰望が部かれている O これらニーズに対して，入i淀早

期からの病状説明やカンファレンスの実施介護技術獲得

支援等により，家族の不安を解消し退i淀後の支援体制を

官定立することが重姿である O
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25)高齢者の遼読支譲!こ欝ずる研究(第4報) 選続支譲

システムの導入の実践と評髄

i力田智子，故竹みゆき，紺野千代子(横浜南共済病践)

五十嵐恵子(束手[1大学)

桑限恵子，本江斡笑，伊藤まゆみ，島原真紀子(昭和大学)

{話的}
当裁では急性期型の一毅病践としての役割と機能を腐らか

にするために，平成 15年に入院患者の実態調室長を行った。

その給条約半数が高齢者であり，高齢になるほど入院期認

が延長していること，およびその要因として

2人暮し]

られた。これらを踏まえハイリスクスクリーニング基準を

作成し当段独自の退説支援システムを作成した。本研究

ではその導入の実誇誌を評締しシステ

諒することを目的とした。

[方法1
~[詫独自の:ì1! 1詫支援システム(ハイリスクスクリーニング

に，退院に向けての多様接合間

カンファレンスを行うシステム}を，平成 16iド10月から

モデル病擦は病棟)に導入したむ 3ヶ月後，

ステムを導入した患者29名に溺わった全戦種(医締 19
五ISW3名，看護獅66名，栄養士 10名，議錦部 20名， PT. 
OTlO名)を対象(173名)に虫記式緊偶紙務査を行い，開

収された 129名(開設率74.6%)を分析対象とし

システムの浸透度とし fぞう思う~そう患

の4件法で爵答を得たっ{命理的記長室として研究遊

鼠調査協力の自由とプライパシ

説明した。

J 

L 

{結条i
カンファレンス)には 99名 (77%)が参加し

は90%以上が段内でよ

ていた。〔在i英日

とのコミュニケ…ションカまとすlる

の繋が{系証される退院指導が王手鑓に介入できる;につい

う思う・まあまあそう思うjと

システム導入に伴う実務のj渇翠については，

. MSW' PT' OTの全員が[r汚濁がない]

と答え，全体の 84%が{鋭戦麓との降潟務整が難ししっと

感じていた令しかし実諮は{他殺韓関・同駿諮問の協力;

は89%が得られていたと答えていた乙

からない〕は全体の 55%であったが詫支援システム

の必姿性〕は 75%以上が必要であると答えていた。

[考察]
当i詫独自の退i完支援システム導入は.関わっ

し多様懇間のコミュニケーションや協力を泥進させるこ

とが出来た。しかし実捺は他殺種との待問

あったり，システムの実践的レベルでの浸透には課題があ

ると考えられたむ今後はシステムの改良や手艇を明石iHとす
ることでさらに退続支援システムの構築を諮っていく必要

があるc

26)円漕な在宅移行に向け退続支援審護職が実諾してい

る援助とその構i震に関する研究

高山ちはる{兵庫県立看護大学・大阪府立成人病センター)

新芥香奈子(兵産県立大学看護学部)

{目的]

本研究の詩的は.施設内(病院等〉で専任の退院支援を行

とする)が，実施している

とその欝迭を明らかにし在宅移行閣における

についての示唆を得ることであるc

{研究方法}

研究デザイン:震的滞納的研究研究対象:施設内

の退院支援を苛う部暑の王手経委譲駿2 データ

法:半構成的援接法.データ分析法:インタビューで得ら

れた会内容を逐語録にし実施している看護援助を拾い出

しその意味内容を命名しカテゴリー化を行う。その後，

なった。

[考察}

いて号号機にする φ

している

は.

3つの招]i作用

は，それぞれ単独ではな

縮されていることが明らかに

増加していくと考えられる中，患者や家族が安心して在宅

へ縁ることができるよう，患者の生活全体を捉え

援体制づくりをマネージメントする

には期待されている。これら期待されている役割

が提供するためには段支援看護殺のみでなく

師を含め，退院支援を行う詫力を養う必要性があり，入続

中から在宅療養を視野に入れた現在数字まシステムの確立が

求められるコまた，看護締;こは，患者や家族の気持ち

じ1寂れる.複践的で柔軟な視野を持ちあわず人間性

も必要であろう c これら退院支緩の充実は，今後病説経営

やi玄療の質の向上にもつながると思われる。
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2ア)在宅において，よりよい雲取りを実現するための看

護援助~よい審叡りに関わった看護部の体験かう~

辻美由紀(兵庫県立者護大学・大法厚生年金病院)

新井香奈子(兵庫県立大学看護学部)

{目的]

本研究の自的は，在宅で fよい看取りができたJという訪

問看護蹄の体験の問想、から，訪期者護師が実施した審議援

助を明確にし在宅ターミナルケアにおける“看取り援助"

への示唆を得ることである G

{研究方法}

研究デザイン:質的帰納的研究，研究対象・末期がん患者

の在宅ターミナルケアに関わり， rよい幸子取りができた」と

いう体験のある，病院からの訪問看護を行っている訪掲看

護師2名，データ収集法:半構成的面接法において実施.

データ分析法:インタビュー内容を逐語録にし「よい肴耳取z 
りがでで、きた」 というf体本験の詔想想、のなカかミでで、語られた看
を拾い出し命名を行う。その後，類似した内容をまとめ，

カテゴリーに分類を行う C

{結果}

インタビューの結果，1)実践の中で、行われていた看護援

助， 2)者護Oijiがケアについて客観的に語った内容に分類

された。1)実践の中で、行われていた看護援助は， a，患者

への援助として，く終末賂患者が，在宅で、人生最期の持を

どのように過ごしたいかを理解しそれを実現するために

その人自身への援助を行う:>，終末期患者が望む夜宅で

の生活安実現するための環境を主主lsilする という 2つの

カテゴリー. b.家族への援助として，く家族の疲労やスト

レス等の状態を把握するための援助を行うく家族が在

宅で、の生活のi:j:1で感じる絡やjI的な負担を軽減するための援

助を行う:>.く協力が得にくい家族の中で，家族が孤立し

ないように援助を行う:>.く精神的負担が生じやすい生活

のゆでも，家族の持つ力を引き出しながら，家族が主体的

にケアに関われるような援助を行う:>.く家族が肴取りの

瞬間;こ対して抱く不安を，できるだけ軽減するための援助

を行う:>.く者取りを終えた後の家族が，悲しみに対処す

るための援助を行う:>.という 6つのカテゴリーから成る

ものであった。 2)者護蹄がケアについて客観的に語った

内容は，く看護師匠pきが抱くケアに対する信念:>.く自身

も一人の人間として終末期患者や家族に関わりたいという

思いご人く詰関チームの責任者としての思い:>.く生活者

として訪問看護Offiに期待されていることの認識:>.という

4つのカテゴリーに分類することができた。

[考察}

訪問看護締は.在宅において「よい看取り」を実現するた

めに，終末期患者と家族に対しその人らしい.いつも通

りの生活を送ることができるよう援助しており，一人の生

活者としての設かな人間性が求められていた。また.在宅

での「よい看取り jとは，看取りの持のみに成立するので

はなく.終末期患者が在宅で、その人らしい生活を送ること

ができ，家族がそれに十分関わることができたと実感でき

るプロセスをたどることが重要であると示唆された。

28)終末期の諜養場慌を決定する要題iこ関する研究の動

向 一在宅死と病院死を統計的に比較した文献より一

竹生礼子

(訪向看護ステーションみずほ・北海道医療大学大学院)

[狂的}
人生の終末期を自宅で過ごしたいと希望する人達を支援す

るために警療養場所を決定する嬰簡を明らかにすることが

大切であるが，さまざまな研究知見があり，総覧したもの

はみあたらない。本研究は，近年の文献の中から終末期の

療養場所の関連要鴎を統計a的lこ比較した研究をレビュー

し在宅死を支援するために重要になる要素を明らかにす

ることを践的としたc

{研究方法]

涯学中央雑誌 CD-ROM販及び. JMEDPlusから 7在宅

をキーワードに検索しさらにがんや高齢者看護に関

する専門雑誌の中から 1990年から 2004年までに公表

されたもの争死亡者 50例以上客統計学的に在宅死または

病j淀死に影響する要因を分析している研究論文を選択し

た。条件に合致した 10文獄をもとに，死亡場所との関連

を分析した変数を一覧にし検討した。

{結果}

終末期の療養場所を決定する要因は会;療養者j会 f家
族(介護者寄 f環境(症療・看護・在宅サービス・住宅)J

に関して研究されていた。 5以上の文献で、在宅死に有意に

関連のあった要閣は，会療養者が. r年齢が高いJr寝たき

りJr従宅(死)を希望j妻家族(介護者)が. r記偶者で

ないまたは子世代H夜宅死を希望jま環境に関しては「往

診i豆あり jであったc 2 J幻J、上の文荷獄}えiで

のあつた袈罰lはまむ f女性Jr呼吸菌難なしJr疾患ががんj

:副介護者あ出雲翠療機関が診療月IfJ医締が寝極的j

;方針の確認ありj詰:jjr，，~看護手Ij fflJ で、あったむ

[考察]

年齢がおく寝たきりで¥子世代の介護者がおり.往診医と

訪問看護の利用があることが，最期まで在宅で過ごすこと

を可能にする要国だと考えられる O 今後は，若い療養者や，

高齢者単独世帯などでも，希望どおりに終末期を在宅で過

ごすことができるようなサポートが重要であることが示唆

された。

1 最期の療養場所を決定する要閣 研究一覧

?主主忽死 NS有;怒2をなし
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29)外来がん患者の化学療法における運開審議支援教膏

システムの講築

大川明子

梅田穂男(北星大学匿療衛生学部)

{自的}

外楽化学療法が増加傾向にあるゆ，その審議援助には患者

やその家族を含めて，セルフケア能力を高めるよう

指導が必婆となる。そこで本研究では外来化学療法を受け

ている患者とその家族が安心して快適に在宅生活を送るこ

とができるための遼臨審議教育システムを構築したc

{方法}
ステムにデジタル自動i程在計を装備し

鼠在能と最低鼠圧値， A長拍数を測定しそれと同時にシス

テムへ伝送・表示されるよう連結するc 外来化学療法を

けている夜宅患者への教育指導システムに必要な項鼠を

定しシステム設計にそれら項呂を皮怒!とする O

ステムに必要な項自は先行研究文訟を参考に，1.

法に関する知識， 2，波状コントロール， 3，家扶への支

4.社会資滋活用に濁する鵠殺を取り上tf，システム

を介した諮f究ではなく，

とを想定したシステム向をデジタ

し研究者認の実験としたことから本研

究における翁理的な配患についての検討はしなかっ

{結果]

デジタル自動血庄討を袋髄しiRlJ定と向待に測定値をシス

テムへ自動入力できたc この結来，入力の字路や入力ミス

を避けることができた。次に，1.化学療法に隠する

については，治療を開始するた

治壌の流れや.治療に伴う副作用について解説し理解で

きたらチェックするようにした。不明な点について

愛情1・説明できるようカメラ・ボイスシステム

2.症状コントロールについては，副作活対策の工夫につ

し症状が出現したぬ該当する項目を選択し活

治する。また患者の苦痛の恕疫を提議するため，

スケー)vSDS (Symptom Distress Scalり13環母を適用し

婦宅後に出答できるようにした。 3.家族への支援につい

ては，自由に繋慌ができるよう格談磁留を作成したc 十

社会資源の活用については，活用できる社会資源項目と連

絡先を追加した。

{考察]
と寵療機関とを結ぶ途溺審議支援教育システムは.必

要な矯報提供や治療に伴う誕作尽の対策ができ，外来で化

いる対象のセルフケアを言語めることができ

ると考えられる。今後，恵、若やその家族が安心して快適に

社会生活を過ごすことができるように.治療測や疲状7J1jシ

ステムなど儲別殺を明らかにする必要がある令またこのシ

ステムを地域開の連携システムの構築へと拡充する必要が

ある

最後に本研究の一斉fパ立文部科学者科学研究費議助金山o.

16791382)の補助を受けたc
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30)在宅ケアの関わりにおける満足惑の煩向と看護職の

役割 ーホームヘルパ一対象調査の結果分析かs-

柴田恵子(九州看護福祉大学看護福祉学部看護学科)

古阿久美(九州若手護福祉大学看護福祉学部社会福祉学科)

111本起久子(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

[日的1
宅ケアに関わるホームヘルパーを対象とし満足感測定尺

度の得点結果から，その傾向と看護織の関わり方について

報告する。

{研究方法}

1 .研究対象・調査協力の得られた 4施設のホームヘル

パー 30名。 2.議資期間:2004 年 5 月 27 日 ~6 月 9 日，

9 月 11 日 ~11 丹 1 日。 3. 読まま方法:満足感測定尺度は

23項目 n総務内容・職場環境・給与に関する満足感iJllJ定尺

度，安達. 1998年〉だが，質問紙は職務内容(以下，職務)

8，職場環境(以下，環境)7.給与・6の 21項目で構成し

回答は思考択ーとした。 4.倫理的配意:研究の臼的，研

究参加・拒否についての自由の保証と個人特定を避けるこ

とへの記議.本研究以外には使用しないことを約束する旨

した用妖を添付したc 謁査協力の得られた方のみに質

問紙を配布し無記名で記入してもらい，各自が封入し回

i肢は郵送とした。 5.分析:尺度の採点方法は，各項自に

ついて“そう思う"から“そう思わない"の 41*法で評定

しおj足度の高いほうから)11立に 4~1 点を与え得点イとする。

各項自の合計イj長を尺境得点として算出した。

{手元来}

有効問答率は 97%(29)。回答者の背景は全員女性.

1誌は多い }II震に 40歳台 48.3%， 50歳台 24.1%. 30 

17.2%. 60歳台 10.3%で.資格取得状況(複数問答)はヘル

ノ{-3級1. 1汚2級 24，問 1級 4，介護福祉士ぷその他

2であった。勤務形態は登録勤務 48%，常勤 24.1%.パー

ト20.7%だ、った。 得点範関は 29~ 1l6 点， 90点以上は 6項

目(職務i 環境1).その内 100点以上は職務の 1105点:

仕事に興味J1103点:仕事を通じた成長jの2項目で常定

的回答のみだった。一方，最抵点は給与の 159点:給料だ

けで暮らせるjだったc 60~90 点の範間内は 14.項告で.

内訳は 80点台ア(環境5，給与 2)，70点台 5 (職務 2，

環境1.結与 2)， 60点台は 2項巨でi政務の 166点:着実な

人生設討がたてられるJと給与の 167点:年齢，地位にふ

さわしいJであった。

[考察}

得点が87点以上はほぽ宵定的で， 58点以下は否定的が常

定的問答を上回るc 全般的に宵定的回苓の項誌が多く;荷足

感を持っている様子が伺えた。 Jf裁務内容の満足感，充実感

および職場環境の良好さを重要だとする傾向にあり，その

反面，仕事に見合った処遇，評価の低さに対する不満を持

ちやすいと考えられた。今闘の調資では対象者の在宅ケア

従事そのものが職務満足感に直結していると思われたが，

絞済基盤，社会評価も長好なケア保i療につながる要閣とな

る。看護職は利用者中心のケアを他職種との関わり方によ

り実践しかっケア従事者の社会的位置づけの向上という

役割を担う必婆がある。

31)在宅における感染管理の知識・技指に関する看護戦

の認識

}諸国修子(石川県立看護大学看護学者1))

滝内!託子(蚊阜大学医学部看護学科)

小松妙子(元石川県立看護大学)

{目的}

近年，様々な医療処i詮を必要とする在宅療養者の増加に伴

い，我々は，訪問看護従事者に対する感染色:玉虫に関する教

育プログラムの路発の必要性を感じている。そこでその第

一段階として今関，訪j合i看護従事者を対象に在宅における

感染管理の知識・技術に関する認識を明らかにすることを

臼的に調査を行ったので報告する C

[研究方法]

全国の訪開看護ステーション・医療機関訪問看護部(室)

に勤務する看護機各 200 名を対象に平成 16 年1l~12 丹に

自己記入i去による郵送費関紙調査を行った。調査内容は，

(1)対象の属性， (2)感染管理にi期する知識・技術 32項B
それぞれの〔必要夜][不足度]としたc 分析方法は，属性

は単純集計を行い， [必要度] [不足度]は項目釘:に持ド常

に必要で、ある(非常に不足を感じる): 4 r&:.、要である(不

足を感じる): 3 あまり必婆でない(あまり不足を感じ

ない)・ 2 全く必要で、ない(全く不足を感じない): 1 

の4段階で平均値を算出した。なお，倫理的配患として研

究の趣旨 f壬の回答で、あること，データは統計s的に処理

して個人が特定で‘きないことを説明した文書を開封し無

にで返信用封筒を用いて関i試した。

{結果・考察]

訪偶者設ステーション審議1段107名 (53.5%)，医療機関訪

問看護者[;(案)看護職 86名 (43.0%)の合言fl93名から有

効問答が得られた。 1.対象の斡段:職種は看護郎i94.3%， 

勤務形態は常勤 93.8%，訪問肴護経験年数は王子均 5.05土

4.69年であった。 i年ド粁f代tiはま 4胡Of代t(ω42.5%) と3訪O代 (岱32.6%)

が多く仁， 最終学歴;はま看護系専F内う学校Z卒字業 9似4.3%でで、あつた。

2.感染よ管苦z理里に潤する知識.技術:全3詑2J項頁gの玉平子均i飽夜lは立〔必必、

嬰度]3 
3.8詑2.rうがいJ3.71. 1感染源・感染経路に関する知識H気

管内吸引J1感染管理に関する在宅療養者・家族への指導J
3.65 の }II震に高く，感染色f~塗の基本的な技術・知識に高い傾

向がみられた。[不足度]は f感染症新法に関する知識j

3.09. rCAPDの管理J2.89， 1感染症発症に寵する保健所と

の連携J1スタンダードブリコーションズに関する知識j

2.84， r活ー宅サービス業者との感染管理に関する連携・指導j

2.83の)I[!iに高く.感染管漣の基礎的知識，特殊なケア技術，

在宅独自の連携・諦整に関して高い傾向がみられた。以上

より. [必要度] [不足度]を感じている知識・技術は異な

るものの，訪問看護従事者に対する感染管理に隠する教育

の必要性が示唆された。今後は，訪関看護従事者を対象と

した感染管理に関する教育として〔必要境][不足度]が高

かった知識・技術に焦点をあてた教育プログラムの開発や

書籍の作成等をしていきたいと考える o (本研究は，平成

16年度科学研究費補助金による研究の一部であるJ
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32) 

寵に関する揺譲潤発

深田}J孫子

北地正

{自的i

されるストラクチャー・プロセス・アウ

トカムのうち看護のプロセスに怒点を当てた費評{樹話器を

作成することを民的とした。

{方法]

初め

{結果i

リスクのアセスメント，

クのアセスメント.

フィジカルアセスメント，

能力のアセスメントの 6

食前のアイスマッサージ，

をj註く

く許備されても，実施可能性が説く詳

鏑された項註が多くあることが明らかとなり.実接可能性

を高めていくことも

本研究は平成 16年境科学研究受諾j助金f基盤研究(l)J
16390647 (研究代表者石括和子)の助成を受け

た。

33)援金蕗下関審議む主介護者への訪問審議援護金および

訪問看護揺が認識している閤難と課題について

ける

いての示唆を得ることである

[方法}

された。

i考察i

ためー

している(していた)

を取り出しコードfとを行い

った。その後，全データを統合し

きに

されていないことを留

していることが明らかになった。その

i坊的に視野にいれ，

わり，

た，
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34)訪問看護従事者からみた感染管理!こ関する学溜の現

状と要望

滝内陸子 (1岐卒大学箆学部看護学科)

前自修子(石川県立看護大学者護学部)

小松妙子(元石川県立看護大学看護学部)

{自的]

近年，在宅は病院と並ぶ療養の場となり，気管内吸引等の

感染管理が必要な療養者が増加し訪問看護従事者への感

染管理に関する教育プログラムの開発が急務である。今

関，教育プログラム開発の前提として，訪問看護従事者を

対象に感染管理に関する学習の現状と要望の把握を目的に

謁資を実施したので報告するc

{研究方法]

の訪問看護ステーション及び援療機関の訪問看護部

に勤務する看護職各 200人を対象に，王子成 16年

1l ~12 月，自己記入法による郵送質向紙調査を実施。調査

内容は 1.属性， 2.感染管滋に隠する学習の現状(学習機

会の有無・学智方法・学普媒体の麓類とその使用頻度)と

(今後希望する学習方法・学習媒体)とした。分析方

は 1.弱性と 2.学習の現状と要望は単純集計を行い.

学習娘体の種類とその使用頻度はょく使う:4 ，とき

どき使う:3 ，むまとんど使わない:2 ， H史わない:1 

に得点化し各種類毎に平均僚を算出したc 倫理的記惑は，

研究の概妥，虚名性の厳守，調査自的以外にデータは使用

しない等を明記した協力依頼文を同封し書留により

協力への同窓を得た。

[結来・考察]

有効関答者数は対象者 400人中 193人であり， [0 
48.3%であったo l. @]容者の属性{え看護締 182入

(94.3%)，常勤 181人 (93.8%に訪問看護経験年数:平均

5.05太 4.69'伝年代は 40代 田 入 (42.5号O).30代 63人

(32.6%)が多く，看護系専門学校卒業 182人 (94.3%)で

あった。 2.感染管潔の学習の現状では，学習の機会が「あ

りJ67.9%， rなしJ32.1 %であり， rあり jの場合の学習方

法(複数問答)では fカンファレンスJ43.4%がi誌も多く，
河汗{I多会J32.2%， rlllJi子訪関H学会・研究会j各8.5%の)1演

であったc 各学習媒体の使用頻度の平均値は， r毘療機関

向け書籍J2.88， r在宅向け書籍J2.81， r医療機関節]けビデ

オJ1.69， r在宅向けビデオJ1.64であった。今後希望する

(譲数回答)は， r研修会J40.1 %が最も多く，次

いで fカンファレンスJ26.7%， r学会・研究会J17.9%であ

り，希望する学習媒体(複数閥答)では， r在宅向け書籍J
が42.1%と約半数を占め.以下「在宅前iけビデオJ26.4%， 

「援療機関向け書:籍J19.7%であった。以上の結果より，今

後，訪問看護従事者への感染管理に関する教育プログラム

を開発する上で¥研修会等の学習体iIllJの整備と在宅向け

の書籍・ビデオなど学習媒体の充実が期待されていること

が示唆された。(本研究は平成 16年度科学研究補助金基盤

研究 (C)による研究の一部として実施。)

35)人工股関節全霞換術を受ける患者のj;j昔前アセスメン

トの試み

{伎左}藤蕗政校(名古鼠干市行立大学看

川口孝泰(筑i波皮大学大学i続淀人陪稔合科科，学研究科科.) 

{研究目的]

人工股関節会置換術 (Tota!Hip Arthrop!asty : THA)後患

者の脱出予防には，対象偶々に異なる生活習'債の影響を考

癒する必要がある。本研究は.術前の往生活実態の分析か

ら. THA後患者への教育・指導に必要なアセスメントの

指針を得ることを目的とした。

{研究方法}

股関節の変形性疾患で THAを予定している外来患者8名

を対象に，自宅への訪問課宝去を行った。調査期間は，平成

17 年 1 月 ~2 丹であった。調査内容は，対象の生活習慣を
把握するために，先行研究を参考に個人属性と住生活に関

する開き取札居室内の写真搬影と討測，生活動作の VTR
嫌影を行った。

{倫理的記!剥

名古屋市立大学看護学部の研究倫現委員会の承認を得た後

に，文書:と口顕にで協力者(家族)への十分な説明を行い，

陪意を得た上で、調査を行ったc

[結果・考察}

1 .対象の様性 :8名(女性 6名，男性 2名)の年離は

32~72 歳(平均 59 土 12.7 ilrt)，職業は会社員 3名，自営業

3名，専業主婦3名であった。疾患は変形性綾部郊疲7名，

大!認73・頭壊死症 1名で.予定術式は初限 THA6名，

THA 2名であった。 2.応住環境・生活動作:1主活は戸建

て6名零集合住宅2名で. )苦1ì年数は 3~29 年(平均 10.4
:t 8.7 であった。 投資の改造はみられなかったが，股

関miの痛みや持続による1lJ'動域制限が著しい疾患の特性か

ら，多くの対象が椅子(庭面高40cm前後)を常用していた。

しかし中には痛みがあっても正座を好む対象もみられ，

このような例に対しては， しゃがみ込みや立ち上がり動

作の指導を強化する必要性が示唆された令また，深いお機

につかる動作では.投関節の過路曲に繋がる言I1i傾姿勢がみ

られ，浴室内の環境課撃が不可欠であると推i泌された(鴎)。
3.今後の課題:調査結染を，臨床での指導に活かすとと

もに，詳舗を得る必要がある。

(本研究は.平成 16年度科学研究費(若手目の助成を受

けて行った研究の一部であるJ

」洛室:滑につ士、ヱ
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36)纂礎著護技指数警における ODVによる自

援システム

ちえ， 竹間千佐子，

クリストファ一大学)

[13的}
は，デモンストレー

ションを見せた議選に演習を行うこと，その開練習するた

めのオリジナルどデオテープの作成*-ムページ上での

自己学習が挙庁られる。中でもオリジナルピデオテープは

関学持(1992年)より授:業を毎j沼VTRに奴銭，編集しオ

リジナルデモンストレーションビデオ(以下 ODVとする)

を作成している。 ODVは綬議に直結したピデコ?であり，

としてこれまで多くの

に使用されてきたs 今@]は自己学習支援の 1つとして

のODVの効果を知ることを告的とする

[方法}

期開:2005 if 2月，対象者:看護学部2年

生 100名{間収率96%λ 倫理的記!議・研究の趣旨を説明の

上，成載に皮映しないことを紙面・口頭で説椀し

の提出で承諾を得た.費関項目 :ODVを見た

的，見たことでの目的の透成の有無，見た時期

'見る上での工夫，

否等，分析方法:Wilcoxonの穎位和検定.χ

[結泉・考察1
1) ODV18本のうち，

. 2f立;グリセリン涜鶴ふ 3位

であったo ODVを見た時期は，

く，それ以外の 2つは実技試験前が多かった。

が上設であったのは，翁11かい動作が

多くーデモンストレーション持に手元が見えにくかったた

されるご一方?ベッドメーキングjは1
自であるため，モチベーションが向く回数を多く

見たと披察される。 2)ODVを見る詩的と ODVを見た

よる詩的の達成額は，両者とも 1

3f立;デモンストレーション

していたことから. ODVを見る自的は達成されて

いることが分かった会 3)実技試験の合否と ODVを見た

関数との関に有意差は認められなかった。しかしめDV
を皆で見て窓克交換している rODVを見ながらノートを

とるようにしているjなどの ODVを見る上で工夫してい

る項目に関しては有意義が認められた出<0.01-0.05)こ

とから.実技試験に合格する学生は ODVの関数を多く見

るのではなく. ODVの見方を工夫していることが明らか

となった令

{結論i
ODVは基礎者護技術教育のお己学習支援媒体として有効

であり，回数を多く見ることよりも，学生同士が意見交換

しながら視聴することで学習効果が現れることが線認され

た。今後は.説轄方i去を改善するため，学内 LANへの導

入が必要と考えるc

3ア)緒方式ジグソー学護法iこよる基礎審護技能濃替の評

{龍 一バイタルサインの教蕎効果一

エラ.

[自主91
エリオット・アロンソンらによって考案されたジグソ

習i去を変iました務方式ジグソー学習法(以下.

用い，大学 1年次の最初の演習をパイタルザイン

たので，その教育効果を評価する

し教員による飯郡評価に合絡した後，小

グループ内で地の学生に教育・指導する方法をいうい。

{誹究方法}

88名っ;器開:2004年7月1日-9
:項自は体j説経拾，呼吸，血症測定

用いて演習毎に.1.小グループi今

し

であった。 2)r自
をもってデそができたJは，体温iIlU定より援拾誤U定設

に高かった (p< O.Ol)c 2. 1患者評髄 1) 

7点以上の評価;えデモ担当学生の f緊張以外は

80%以上だ、った。 2)手般の説明J.r線挺の説明J.r自
fスムーズな実声の大きさJ.r話すスピードJ.
の交換jは. 1本道認定がiむの演習より有意に低かった (p

< 0.05)。一方，デモ担当学生の「緊張jは体議測定が{むの

より有意に高かった (P< O.Ol)c 3.学習法の評俗i
1)7点以上の評{援が80%を趨えた項自は，

現力J.人間関係の深まりJ.

議・技術の習得jの全てじであっ

ち，学習法について良いと患った点(138
惑が身につく r~己学習カの向上j 等で，大変だと患っ

た点記述)は自己学習J.rデモ担当者の教育・

カj

i考察]

1. {;料品が最初の演習だったため，デモ担当学生の緊張感

が高く，自信を持ってできた学生が少なかった。この学潔

法は，学生が自ら学習したことを他の学生に教えることで，

や安在感等を予言むのに有効な教育方法

であることを磁認した。文獄1)緒方巧:緒方式ジグソー

学管法による基礎者護技術の教育方法一ベッドメーキング

の波容授業の分析一看護教育45(1). 73 -77著 2004
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38)基礎看護学実費における看護技術i経毅と還成震の実

習痛暁)3IJ惹巽に寵する検討

門井愛子，泊代ひろみ， {!i:Jf:妻美紀，藤井徹也，小松万喜子.

大鳥弓子(愛知県立看護大学)

{目的}

臨地実習は者護実践能力を高める学修方法として重要であ

ると替われている。教育機関の中には，実習に援数の病院

を使用しているところもあり，学生が軽験する審議技術が

病続ごとに呉なる可能性がある。本研究の自的は，経験を

均質化する，またはその違いを有効に活用する方法を考え

るために基礎看護学実智において学生が経験する技術項

呂と達成震について3つの実智病院関の相違を明らかにす

ることとしたc

{方法]

対象は A県立看護大学の基礎看護学実習立は年生前期

をJi支修した学生のうち，研究協力に承諾の得られた

平成 15年度77名，玉jZ成 16年度62名の学生。事前に対象

者へ研究の目的，足立誌には影響しないことを説明し参加

は自由怠患に任せた。調査方法は自記式の費関紙調査で

f子った。調査内容は， 30の技術項自(実施 16項目と見学

14 JJU引で，実習中に実施あるいは見学した技術項目とそ

の技術全殺の主観的な達成度である。平成 15年度・ 16
境とも同様の調交内容で行った。分析は王子成 15年度 .16
年度のITII答をそれぞれ集計し病i淀加の援を明確にするお

的で Kruskal-vミTallis検定 x2検定を用いた。有意水準は

5%としたc

{結果i
平成 151:1三度・ 16年度ともに実施した技術項百数の中央fitl

は9項目で¥見学した技術項呂数の仁11央値はそれぞ、れ4項

目・ 3J友好であった会平成 15年度・ 16年度ともに 3
で実施した技術項自数に有意な設 (p< .05)がみられ，

話別では，体{立変換 (p< .01).足浴 (p< .05)， r食部洗浄

(p<.05)，食事介助 (p< .05)について病器開で実施の有

無に羨がみられたおまたー王子成 15;ド!支・ 16年度とも 3:JiAj

j完陪で，見学した技術項毘数に有意な差はなかった。項目

前にみると，ガーゼ交換 (p<.05)，諜鼠 (p< .05)，吸引

(p < .05)で¥見学の有無に差がみられた。技術の達成度

は，平成 15年度・ 16年度とも 3病院関で、有意差はなかっ

た。

{考察1
3病院関で技術項自数と内容，見学項自の内容に差があっ

たことに対して，経験の均質化をはかるためには奪実習場

所の選定，教育方法の工夫などを行うことが必要になるc

また，基礎看護学実習 IIは基俊幸子護学の統合的な位霞付け

で，基礎看護学の終わりの時期に開講しているため，実習

後の技術に対するフォローが時間的に不十分になる可龍性

がある。そのため，あらかじめ言"閥的に教育方法を検討・す

る必要性があると考えられる。なお，技術の経験環日には

有意な差があるにも関わらず，学生の看護技術達成度に病

院ごとの違いがみられなかった。このことから，実施した

技術の麓類の翠:が夜議学生の主観的な技術達成度評価につ

ながるのではなく，その質が関係している可能性が示唆さ

れたO

39)インタラクティブな環境を提供する看護技能教青島

システムについての報告(第2報)

柿原加代子.松田日 桂JII純子，水野智

(日本赤ト字豊田看護大学)

{呂的}

本若護技術教育用システムは，コンピュータ利用で VOD

(Video on Demand) による教材提示と竜子掲示板を一画

面に表示しインタラクティブな教育を展開する。今閥，

学習者のニーズを満たす要件について検討した。

{方法1
1)対象:看護大学 A校 1年生21名

2)研究期間:2005. 1 .18~ 2 .18 
3 )苦言資方法:1当記式質問紙による調査。調還を用紙は，研

究者や学内の教義不夜の場所に回収箱を設置し閤~又した。

4)諦査内容:(1)コンテンツにi兎して aコンテンツの構

成要素(動碩，静止繭，説明文) b岡換のみやすさ(大き

さ，額資，額面配電，内容)c視i臨時間， (2)システムに関

して a.繰り返しの視聴， b. on-demand性. C.システムの

操作性. (3) システムへの関心度， (4) コンテンツとシス

テムの使用感， 5)分析方法:(1)から (3)は. 5段階の

リッカート尺度で点数化した。 (4)の自由記載は， K] 71ミで
分析した。 6)伶渡的配慮:本研究は，日本赤ト字豊問看

護大学研究倫潔委員会の承認を得た。

[結来]
対象者は問:なが符られた 44名中 21名の問答があった(間

収率47.7%)0平均得点4.4点むコンテンツの構成要素.シ

ステムは平均以上で、あった2 特;ニ.繰り返しの規聡.on -

demand t!:. システムの操作性，システムへの関心度は全

設が「かなり役立つjとした。 画像:え顔面の大きさ，記

設が平均以下だったc 自由記述は，総ラベル数83枚を基

礎データとした。主な大項目は「システムの高い利便性J，
fわかりやすいコンテンツの構成や動画内容・解説J.r効来

的な自己学習 r技術に自{言が持てるjであった。

{考察]

らは， コンテンツ耕作で， 1) ズームアップ，複数の

角度や看護者の視線を意識したアングルでの撮影， 2)ス

ロー再生，文学やイラストで強調し務自点の明確化を留

るなど工夫をしたこその成条として，複II共的・立体的に看

護行為をイメージ化でき，同時に文字情報で、行為の意味も

理解できたという実感が.表f舗を高めたと考える。システ

ムは，繰り返しの読聴， on-demand性，操作性，利便性が

高く評備された。また，効果的な自己学習ができ，技術官

得に自信が持てるなどの記述もあった。函{象は拡大視聴;が

可能であり，大きさや記置には対応できる。今後，者護技

術習得への効来を検証しつつ，学習過程にいかに絞り入れ

るか検討を重ねていきたい。なお，本研究は，平成 16年度

科学研究費補助金(暴競研究 (C)(2) ;課題番号 16592135)
の助成を受けている 9
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40)看護基瀧技指 f援劫の実擦jへの SP導入iこ寵する学

生の評髄

{詩的]

た1年次後期から 2年次全期;こ行っており，

元の終了後に紙上患者による

ている。この淡警は，

いながら，それま

援跨させるもので会5路実絡している。今隠，

い現実惑を体験させるために 2年次前期に

し

(Simulated巳atiεnt以後SP)を2関導入しこの効果につ

した。

[方法]

30 
関:2005:fド2月下旬。実務方法:無記名の自

:研究協力は自由意思とし o頭，および

にて本研究の趣設を説明し賛関が持られた者のみを対

とした診質問紙は見rr定の場所に用意し学生が自由

して回収穏に投入する。協力の有無は提出を持って判断

するが.協力をしない場合でも不利益を被ることは一切な

した。

きなかったj を1とし fかなりでき

の生段階4点満点の会9項呂で，理由も記載としたところ

1 . i吉報収集の方法2.博報を身体的・精神的・社会的側面

から分析すること 3.看護活動を考えること 4.具体的方

法を考えることでは.SP導入前は全体の平均得点が 2.5
と{廷し学生同士では南役割を担えきれていな

しかし導入後の 1.2.は2.9と抵かったものの 3.

を示し援劫や方j去を考えるのに投

にもケア持に患者の反

麦助方法や内容が想、践しやす

また.導入後の 5.

ケアの実施 9.患者とのコミュニケーションにそれぞれ役

立ったかでは全体で 2.9とやや抵かった。高得点者では

SP体験から臨床の場弱でもrl重さや障害を実感でき

動等の方法を考えられたJ患者の気持ちに近づけたj

得られたが，抵得点者の大学は

るJであった。 以上のことから，

「援助の実i禁jへの SP導入:え臨床場部がよりイメージし

やすく鵠;地実習時の患者把握等にも効采を示したと思われ

る評{泌が得られた。また，その一方で，実施時期の晃蕊し

を視野に入れた対菜が今後の課題となることが示唆され

たc

41)審護学生におげる片務趨患者の立ち上がり介主主動作

の分類 一熟議審議蹄との介勃動作の比較から一

[呂的}

う子， 告書島ひづる

島大学保健福祉学部審議学科)

る患者への王手続子移采介助方法は，

しい技術の 1つであるc 車椅子移粂介助の3主体
ているところが大き

上がり介助を適切に

るための指導内容および方法を検討することを目的

とし学生の立ち上がり介助動作を分類し

介効動作と比較検討する。

{方法;

1 知名，熟練者護締2名(1J 

王手純子移乗介助方法に

た。

，会商的な介助乞必要

とする設定とした。 2.介助の方法:模擬患、者:えベッド

にやや法く腰掛け立ちよがりの率穏をしている状態とし

よび熟練看護舗は，介崩しやすい方法で模

上がりを金分劫することとした。 3.ビデオ

:介助者の左側面と背面の2方向からの動作を

し
るため

大転予.大E遺骨外側上

タイプ 1)

タイプjの3

つに大きく分類されたa 河野詰急践タイプjは，介助者の騒

を伸展させて立ち上がりを介助していた。ドjフティング

タイプjは.患者に近づいた位置で講えの姿勢をとり.

を上方向に持ち上げていた。 r熟識者護郁の方法に近い

タイプ，之患者が自~誌な立ち上がりとなっていた。

と熟線養護締の介助動枠を比較すると立ち上がりまで

に要する持聞は，熟練看護締の方が長かった。

[考察i
看護学生の介助動作のタイプを[K7Jせする観察撹点が明らか

になったことで，指導のポイントが示唆された。

師の介助の方法は，介助者の力まかせに立ち上がち介劫を

しているのではなく，患者の体重は患者自身の下肢に支持

させるようにしてゆっくりと立ち上がり介助を行っている

と考えられたc
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42)臨珠実習中におけるコミュニケーション!こ課題を持

つ学生のセルフ・マネージメントへの継続的介入効

果

矢吹明子(京都市立看護短期大学)

{目的i
コミュニケーションに課題を持つ自己効力感の極めて低い

者護学生が，セルフ・モニタリングしながら対人関係にお

ける標的行動を設定し自己解決することへの応用行動分

析に基づく介入(面接)効果を明らかにし今後の実習指

導の一助にする G

{方法}

対象 :A短期大学(看護系3年課程) 3間生のうち，研究

の趣旨・ 8的・倫理的配援について書面と口頭で説明し同

意の得られた3名。介入内容:前期臨地実習期間中 (2004

年 4 月四日 ~7 月 168). 1)学生自身が具体的な特定課

題を設定しそれを意識した行動をとる 2) ('j己の認知存体

制北を意識した記録用紙を使い，実宮中国難な場面を介入

者(筆者)と振り返って，その学生の行動前後の文脈や行

動の効果に注目し理性的な仔動(思考)へと修正させてい

く3)設定した特定課題のレベル・難易度の変化を振り返

り，肯定的な詳細ができるようにフィードパック(賞賛・

激励)を行う o 3名のうち 1名は，さらに間意のよで後期

臨地実習期間中 (2004 年 9 月 1 日 ~12 月訪日)も前期間

様の課題設定と介入を行う。分析方法:1)それぞれの学

生のi決定された状況における特定の行動課題に対する<行

動の水機><線信の強度>から見た自己効力感の変化， 2) 
坂聖子・米経の一役性セルフエフィカシー尺度 16~夏日およ

びその下{立因子である<行動の積様性><矢敗に対する不

安(逆転項話) ><能力の社会的位置づけ>の変化. 3) 

学生との面接内容逐語録を Banduraが提唱した自己効力

惑を高める'1吉報源である<遂行行動の達成><代理的経験>

<言語的説得><生理的・情動的喚起>の4つに分類，によ

りセルフ・マネージメントへの介入効果を検討した。

{結果}

1)前期臨地笑習(継続的介入)期間中，その学生偶人が

回裏If.であると考えるコミュニケーション・対人関係の特定

の行動課題は，実習病棟が変わる疫にその内容は具体的に

なり，会ての襟的f子雲uが改善されていた。さらに，一般性

七ルフエフィカシー得点が全ての対象学生において実習前

の 0~1 から 4~6へと上昇していたc とりわけ O から 6

へと有意に上昇していた学生は， Bandur・aが提唱している

セルフエフイカシーを高める 4つの情報の全てを体験して

いた。 2)後期臨地実習(未介入)期間中. 1名はー殺性

セルフエフイカシー得点がすぐに 6から 4へと低下した

が，再び特定課題を設定し前期間様の介入を行うことで得

度6へと上昇した。また一般性セルフエフイカシーがすぐ

に低下しなかった 1名においては，実習態度・行動留にお

いて教員からの評価は緩めて惑くなっていた。

i考察}

緩めて一般的自己効力感の低い学生には，自分の課題達成

が実感でき.さらに自分自身を肯定し自信が持てるような

実習期間中にわたる継続的なセルフ・マネージメントへの

介入の必要性が明確になった。

43)看護師・患者役のロールプレイによる学生の気づき

坪田恵子，吉井美穂.上野栄一，塚}京節子

(富山監科薬科大学医学部者ー護学科)

{自的}

オ文学者護学科では， 2年次後期に基礎看護実習としての病

棟実習がある。学生は実習生として初めて患者と譲しコ

ミュニケーションをとるため，緊張や不安などが見受けら

れていた。そこで，本学科では病棟実習前の学内において，

看護部・患者投を演じてコミュニケーションを関るロール

プレイを行った。本研究ではロールプレイを通して学生が

気づいた事を明らかにすることを話的とした。

{研究方法1
2003年 10月に本学看護学科2年生 60名を対象とし患者

とのコミュニケーションにおけるロールプレイをf子った。
ロールプレイは実習室のベッドを利用し 1グループ4人

構成で‘行った。学生はそれぞれ者護締役，患者役，観察考

(2名)とし全て体験できるよう役割をローテーションし

た。場面として「患者の悩みをきくJを設定し，コミュニ

ケーションを自由にとってもらった。それぞれのf交をi安じ
た後に，看護蹄役・患者役・観祭者として f気づいたこと

をグループ毎に討論し記載してもらった。分析は提出され

た記録の記載内容を類似しているもので分類しカテゴリイと

したや倫理的配慮としては，記録を提出した後に，話し合

われた記載内容は研究として用いることを学生に説明し間

意を得た。

[結果}

看護締役を通して学生が気づいたことは，“言語的コミュ

ニケーション"に関しては;声かけの凶難性返答の迷いj

f基本的態度の重要性jが，“三1::言語的コミュニケーション"

に関するものには;視線の難しさ表情の国難性沈黙

の不安戸の大きさの難しさ傾聴の必要性患者把握

の重要性jのカテゴリで挽出された。患者役を過して学生

が気づいたことは，“言語的コミュニケーション"に関しで

は;不適切な声かけによる戸惑い不適切な返答による不

5基本的態度の重要性“非言語的コミュニケーショ

ン"に関しては 5適切な説線による安心感不適切な姿勢・

距離による不快感.1笑顔の大切さ沈黙の必要性適切

な声の大きさの重要性緊張感の伝播傾聴による安心

感jのカテゴ1)が抽出された。

[考察}

学生は看護締役を通して，コミュニケーションにおける閤

難性や重要牲を 9つの観点から学びとっているc そして，

患者役を経験することで，これらの重要性を符認識したり，

関難性は患者に戸惑いや不快感を与えていることに気づい

ている O しかしながら，看護締役では気まずく感じていた

ii尤黙Jは患者役を通して必要とも感じ，看護締に適切に対

応されることが患者に安心感をもたらすこと等，患者の撹

点に立つことで，看護師役では気づかなかった患者の気持

ちを体験から感じとっているc
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44)基礎看護学実習記おけるコミュニケーション!こ欝す

る学醤内容 ーグル…プ学習の学びの犠討一

水口 岡村典子.松下由美子，議玲子，場 良子

(新潟県立春護大学)

[目的]

は，鵠床で看護を行う初めての場であるc

患者との議助関係の成立におけるコミュニケーション技術

は重姿であり.本学では，この実習の一員.で病捜実習後に

コミュニケーションの振り返りのグループ学習を行ってい

るc そこで本研究iえ実習日擦に毘らしてグルー

のコミュニケーションの学習内容を分析しその傾向を明

らかにし指導上の課題を検討することを呂的とする。

{研究方法i
U 対象は平成 16 年 9~1O月に，基礎養護学実習・グルー

を終了した本学 2年生 89名。 2)分析方法は，グ

L患者とのコミュニケーション場磁を各自で振

り返った後，グループで学び、をまとめて発表)での学びの

まとめのレポートから今一センテンスを抽出したc 内容分

析の方法で，そのセンテンスについて，場面の状況，学び

の内容の読点から，内容の類似性に基づき研究者間で検討

しカテゴリーに分類した。倫理的記長室として記載舟容は

成議詳僚に関与せず研究目的以外に使用しないことを説明

した。

[結果]

1)場面の状況加でおItちされたカテゴリーと記述数は{患

者の感舗が不安定な場合](58). [会話以外のコミュニケー

ションが必要な場合] (30). [援劫時の関わりな0)， [身

体障害がある場合](19)， [表現の少ない患者の場合](9). 

{その飽] (20)であったo 2)学びの内容は[非言語的コ

ミュニケーションの活用1(24). [表現方法の工夫1(17)， 

i共感](16)， [状況・反応の観察](15)， [状況に合わせた

対応] (15). [前向きな意思を促す] (3). [疾

合わせた対応] (8船)， [援助時の説明] (8)， [相手の表現を

促す] (ア). [学生の立場を伝える] (6)， [f図拐殺に合わせ

た対忘] (6)， [民間の人との関わり] (6λ{患者特性の埋

解.[その地] (11)であったc

{考察]

身体障害のある場合，会話以外のコミュニケー

ションが必要な場合等の多捺な状況場部で，

状態及び生活状況，格手の反応を競察し

理解することを学んでいた。また，疾患・隆容の状態，患

者の儲別殺，心的状態や場の雰間気等の状況に合わせ，非

言語的コミュニケーションの活用や表現方法を工夫して働

きかける学びをしていた。援助時の関わりでは，援助の必

要性の犠拠を説明する等の援助者として重要な学びがあっ

たっ一方，患者の感情が不安定な場面では. r共!惑が必要j

等の記裁が多かった。 以上から，患者の個別性や状況に合

わせて対Eちする，援助持に説明する等の実費百擦にそった

学びはできていたと考えるが，患者の感鵠が不安定な場合

では，個々の学生の共感の捉え方を明らかにし共感する

為に必要な態度を再考する等の見体的な関わり方に関する

指導の必要性が示唆された。

45)コミュニケ…ションのロールプレイ実蕗後の実欝!こ

おける効果 一自由記載のアンケートを分析して一

上野栄一，塚原節子. :bl照恵子，吉井美穂

(富山医科薬科大学)

[話的]

コミュニケーションの教育は.審議教育の中で大変意婆な

位置を占めるC コミュニケーション能力を高めるための方

法としてロールプレイがあげられるc

生(2学年)が病棟実習前に学内においてロールプレイを

行い，実習後のロールプレイの効巣を明らかにすることを

巨的とした。

[方法}

対象は本学審議学科2年生 60名c ロールプレイ

のベッドを利用し 1グループ4人で仔った (2003年 10

月九学生は各々看護締役，患者役，親祭者 (2名)となり，

仁患者の協みを聴くJを場額設定した。実施時期:

の終了した 2004年2月に爵査の説明をし i滋答の得

られた自由記載(ロールプレイの感想、)26名分を対象とし

た令倫理的配惑として，本研究に関して学生の同意を得る

とともに，解析で1ま飽人名はすべて記号化して，コンピュー

タ処理した。解析方法は持られた自由記載内容

析した。又できるjに者自して，コロケーショ

行ったc さらに，単語(名認)のクラスター解析を行ったc

;ぇ茶芸k.SPSSlO.0 (Windows絞)を用いたむ

{成議]

1.全文字数:4753抵単語:279 

2. 形態素解析の結来( )内

(66)， r窓、うJ(53). r実習J(35). できるJ(32)， 

(28). rなるJ(19). r看護J(8)， rやるJ(15). r自分j

(3)，会話(13)，Ql、下「あるよ f分かるJ.

うJ. r役に立つJ.r不安 r話 1考えるJ.

おちおできた 3. コロケーション解析:r何ができたのかj

について蕃話して，コロケーション解析により語句をお1I出

しグループ化した結果，くコミュニケーションの基本的技

り返り〉く情報収集i<心理状態〉

の6つのカテゴリに分類することができたo 4. 2 

抽出できた単語をクラスター解析した結采.大きく 9つの

クラスターに解析できた。

[考察i
形態素解析では，実習，患者，者説自分，

不安，経験， 13線，気持ち，立場等の名認が上伎を占め，

クラスター解析でな実習 患者，零護，役，自分等の単

語が上{立を占め，患者や自分を強く意識しながら実習を

f子っていたことが示唆された。コロケーション解析では，

〈コミュニケーションの蒸本的技法)(視点><動機付け><援

り返り)<濡報収集)<心壊状態〉の 5つに分類できたc こ

のことは，学生の学んだ内容は，ロールプレイを通して，

コミュニケーション技法を学び，他者の読点で見ることが

でき，同時に心潔状態を体験でき，情報収集に生かしてい

たと考えるc

[結論i
実習前のコミュニケーションのロールプレイは看護学生の

に大きな効果を与えていた。

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 NO.3 2∞5 119 



46)臨床看護師のコミュニケーション技術に対する認識

i道下泰弘岩i協陽子(京都府立医科大学医学部看護学科)

{研究目的}

看護学生のコミュニケーション技術育成の教育方法を開発

するための基礎的資料を得るために，臨床場面での者護師

のコミュニケーション技術に対する認識について把握す

るつ

{研究方法]

対象者は，大学病i誌の外科系と内科系病棟に勤務する看護

主ifi27 名である O 調査時期は 20例年 7~8 月である。デー
タ収集は，臨床場閣におけるコミュニケーション技術につ

いての認識について半構造的質問紙を用いて面接を行っ

た。分析方法は.函接記録を逐語録に起こしコーデング

し類似牲によってカテゴリー化した。その中で¥縮床看

護締として当初の状態から現在までにおけるコミュニケー

ション技術の変化について語られた内容に焦点、をあてて分

析した。 倫理的配援としては，本調変の主旨および説明を

i二lliJ'iと文書で行い，同意書:に著名の得られた看護翻を対象

とした乙凶接内容は.同意を得て録音した。

{結果}

対象者の性別は，女性 26 名，男性 l 名，年鈴は 22 歳~44

29.9ごと 6.2であった。能床経験は 1~22 年
で，平均経験年数7.9土 7ρ年であったc 剖接内容から抽

出したカテゴリーは，次の7つであった。(1)様々な患者

との出会いによる会話の習得や生活体験による会話内容の

培主11など.臨!未経験.~治体験によるコミュニケーション

の向上について諮られた「臨床経験，生活体験の増加によ

るコミュニケーション内容の多様イヒム専門的知織の護

符による会話量の増加.会話内容の変化，情報収集手段の

拡大について語られた f専門的知識の獲得によるコミュニ

ケーション内容の変化J.(3)コミュニケーションの基本で

ある患者への関心や嘘のない対応の重要性について語られ

た「コミュニケーションの基本としての誠実さへの !~I 戒J.

(4)会話における沈黙や問への反応の変化について語られ

た fコミュニケーション技術に対する悠値付眉けJ.(5)患者・

に込められた思いやニーズを感じ取り，患者に返し

ていくことについて諾られた「患者ニーズへの感受性の生

成よ (6)患者の予後や芳しくない検査結来などの話題に対

応できることについて語られた f話題の深刻さへの対応力

の生成J.(7)自己のコミュニケーション技術が少しずつ上

iきしている自覚について語られた「コミュニケーション技

術発達の自覚jであった。

{考察]
臨床肴護締として，仕事を始めた当初の状態から現在まで

の自己のコミュニケーション技術の変化では，臨床経験や

生活体験が増加することと専門的知識を獲得することによ

る影響を自覚していたっその中で獲得している龍力{え者

護者としての感受性，深刻な話題に対する対応力の生成で

あった。また，看護締は自己のコミュニケーション技術の

発達過認を認識していた。 以上から，臨床場面における看

護輔のコミュニケーション技術の要素が示唆された。
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47) r役部認識jの摂点かうみた拐器額地実習指導のあり

フぎについて

大w末美

[11 回一日~

[目的]
初i尽臨まを実習に臨む学生が.援助者として行動するために

は.投説認識を抱くことが必要である。その観点か

の f気付きjのパターンを分析しより効果的な指導の方

向?主を鳴らかにすることを註的とした。

[対象と方法i

{考察i
に立ち会う敦長は，しばしば

に接しその解決に読点が向きがちであるc 今関

人は，ー援に f戸惑い r緊張jの惑稽を抱いていたが，

の緩和にともない，役割認識の「気付きjには至っていたむ

ただし実際にその f気付きjを主体的な竣劫行動につな

げることができたのは 2人(入警 B)にとどまった。したがっ

て，教員は実習の初賎段階から.I学生jが初学者であると

いう捉え方を越えて援助者jという役割認識への転換を

、ていく必婆性があると考える G

48)譲礎審議学奨欝2を2期iこわけたことの効果(第2

報)~学生の譲り返りかう検討する~

(名市震大学大学院復学系研究科)

{左久間市美子(日

[13的;
を2期に分けたことの効果を，

2 -2 (以後2-2実習と絡す)終了後学生の揺り返

りから検討する

{研究方法}

し
方法，参加自由や不参加による

し

が，経験してよかったとほ

れは 2-1実習で言j-l顔立案，ケア実範を経綾したことで.

ら計樹立案の一連の流れやケア実擁時に必要な

えてきたのではないかと考える。ま

生が2-1実習がなかったら変ると記述した f実掩jの

持ちにゆとりがでて対象に誌が向けられるケアへの自

の{括主将i的;など学生自身の精神的側面で

の記述が9件あ札経験したことの効果であると考える。

{結果i
2を2期にわけることにより「ケア実範j

や学生の諮やjl的1Il1J顕に影響をもたらす。今後

内容等から引き続き検討していく。
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49)初詔基礎蕃護学実翠で看護学生が観察した看護活動

かうの学ぴ

近藤裕子(徳島大学底学部保健学科)

潟妙子(香川大学医学部看護学科)

{目的}

看護学生が，初回基礎看護学実習において観察した臨床の

看護活動からの学びの内容を明らかにする O

{方法}

2002年6丹に行った初回基礎看護学実習を騒修した A大

1年生 60人を対象に初回基礎看護学実習において， I議
床の看護活動を観察したレポートを諜した。レポート内容

の中で学生が磁床の看護活動からの学びについて記述して

いる文章を.研究者間で共同認識できるまで検討した。

生には実習・レポート評舗が全て終了した後にレポート

内容の分析目的と発表について説明し承諾が待られた詩

人 (96.7%)を分析対象とした。学生には，採点終了後にレ

ポートの分析と結果を発表すること，分析内容に関しでは，

f間人名が特定されないこと，結果を次回からの臨地実習に

活かしたいことなどについて説明した。

{初仮i基礎看護学実習の位霞づけと内容]

看護学概説の実習として位霞づけられ，看護学概説で学留

した内容を臨;員長で統合する実習であるO 実習は 1年次6月

に一週間の病棟実習を行っている C 実習目標は，看護の対

象である入院患者の生活環境を見学し理解を深めること，

についての理解を深めるために既習の看護潔論と

で見学し体験したことを統合し考察することであり， 7 
行動 1]探を設定している O 今回は，その1:1:1の f見学した看

護活動とその目的jを分析対象とした。

{結果]

レポートから抽出された看護活動からの学びに関する学生

の記述は 40f午締出できた。その内容には，看護締に求め

られる能力行un.精神的援助や患者に安心を与え支え

になることの重要性 (7件λ感染や事故防止対策への取り

組み(71'引，患者のことを考えたケアの提供 (4l'引，
護がg指す患者の健康閥復への援助 (4fl:) ，患者との対応、

持の看護師の姿勢(3f!礼者護締の仕事が変化しているは

件)，患者一看護締関係(l件)，看護郎関の支え合い(l

ft)などであった。

[考察}

学生が観察した看護活動からの学びに.着護締に求められ

る能力をあげた者・が多い。看護摘はたくさんの情報から，

鋭い観祭を行っていること，その場合，常に患者との信頼

関係やコミュニケーションを大切にしながら，細やかな配

を行っており，そのような能力が看護締には必要である

ことを学んでいる。さらに，者護実践には患者が安心して

援療が受けられるよう，患者の支えになったり声をかける

など，きめ縮かいケアや心理的援助の重要性も学習してい

る。医療事故や感染に対して，ダブルチェックや手洗いな

どで助止策がとられていることも観察し実際に臨床で見

開きしたことからの学びが大きいc 看護締が提供するケア

や，看護は患者の何をめざしているのかについても，学内

で学習した内容を念頭に蒋認識しているO

50)看護学生の基礎看護実翠後における死生観

JII本起久子，内山久美，熊本文乃，田中英子

(熊本保健科学大学保健科学部肴護学科)

[EJ的]

看護学生は，講義や路地実習から人の生死に関わる機会が

多いc 基礎看護実習後の看護学生の死生競を捉えること

で， 3年次の実習指導の示唆を得ることを百的とする。

{研究方法1
1)対象:人大学看護学科 2年生 100名のうち.伺意の得

られた学生 99 名。 2) 期間:平成 17 年 1 丹 24 日 ~25 日 c
3)方法:質問紙調査は，王子手i二らが開発した死生観尺度 27

項目と年齢・性別・死別体験・看取り体験・墓参り等の独

自に作成した 21項告で構成した。 4)倫理的配慮:文書:と

口頭で，研究自的， ~麗人が特定されない，成績評価に関係
ない，回答は自由ということを説明した。質問紙は個別に

封入し鍵付きポストで回収した。 5)分析:死生観尺震は，

第 1由子「死後の世界観J第2国子 f死への恐怖・不安J
第3国子司平方主としての死j第41君子 f死からの凶避J第

S罰子「人生における話的意識j第6母子「死への関心J
第7因子「寿命観jで構成され， 7件j去で「当てはまるJ
が7点「当てはまらないjをl点とし各悶子の平均得点

を算出した。 CronbachAlpha 催は，間子 1・4・5・6は

0.74~0.78，因子 2 ・ 3 ・ 7 は 0.80 以上であった。独自に作

成した項冒と死生観尺度の関連は，統計ソフト SPSS12.0]

を用い，有意差検定(t検定または ANOVA)を行った。

{紡糸}

1)回答状況:有効回客数990有効問答率 100%c 2)対

象の属性:平均年齢 19.9:t 0.52歳合性別，男性 5.1%.女

性 94.9%0 3)死生観尺度:71まi子の得点王子均の比絞から，

第2因子が最も潟く，第4毘子が最も低かった。 4)死生

観尺度と他項自との関連:第2国子は，尊厳死を望まない

人が望む人より有意に高かった (p< 0.01)。第 3関子は，

法礎看護実習でがん患者を受け持ったことがある人はない

人より有志;に言語かった (p< 0.01)。第4出子は，身近な人

の死別体験がある人で，看取りの経験がない人はある人よ

り有意に潟く (p< 0.01)，尊厳死を望まない人は望む人よ

り有意に高かった (p< 0.05)。第5図子は，尊厳死を翠ま

ない人は望む人より有意に高かった (p< 0.05)0第7沼

子は，身近な人の死別体験がある人で，者取りの経験がな

い入はある人より有意に高かった (p< 0.05) 
{考察i
A大学看護学科2年生の死生観は. 7出子の中で f死への

恐怖・不安jが最も高かった。死生観に有意義を認めたも

のは，尊厳死・肴取りの体験・がん患者との関わりであっ

た。尊厳死を望まない人が望む人より死への恐怖・不安と

日的意識が高く，それは延命治療を希望してでも強く生き

たいと感じていることが推泌され，生と死の関連を示して

いると考えられる。また.看取りの経験とがん患者の掲わ

りは死生親に影響を1子えていた。死生観の育成は，青年期

におけるアイデンティティ形成に影響するため，教員は学

生が生と死を考える機会を意関的に持つことが重要である

と考える。
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51)臨地実習における学生の審議事故訪止

雲礎審議実習麗蔀ガイダンスむあり方一

田中英子

[詩的i
防止するためのガイダンス

する学生の意識の変化を知り，

スのあり方を探る。

[方法}
<対象>委譲大学2年 104名のうち，研究の趣皆に民意の

得られた 100名.<ガイダンスの笑施>実議日:平成 16年

12月，基礎者護実習(看護選手主震関技術実習)直前，日額:

1)学生の者議事故を自分のこととして自覚することがで

きる. 2)言語治安習中の者議事故紡止についての具体的な

対策がイメージできる，内容:

つL、

とができている o 4) 
うjと

はなかった。その不安内容は

特に増加している項目は

23件)など自己の能力に

をするための対策について質問すると，

るための対策jとして.

した実践 (114f牛)など201件

あげられていたc しかし f危践の予安全面からの評

価jが少なかったっまた ff.命現的側面からの対策jとして，

69%の学生が 5患者を不快にさせるような言動を

など 88件あげていた。学生はガイダンス後，

から者護事故を自分のこととして考え，防止対策について

具体的に考えることができている。これは，

ス状況を知ることにより看護事故を身近なこととして捉

え.さらにビデオの視聴により学生の者議事故を具体的に

イメージしやすくなり，グループワーク・発表により鏡野'

られるc 他方. f安全な技術を提供する

ために重要な f危哉の予渓号、F錨jと「倫迎的側溺jか

らの対策については具体化できず.今後の課題であるc
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52)成人看護学実留における実習態度の評価視点

野津祐子(上尾市医郊i会上尾看護専門学校)

原祥子(済生会}II

擦屋文恵(さいたま市立高等看護学院)

青森広美(春日部市立看護専門学校)

{はじめに}

臨地実習では，学生の情意TIiiは実習評価表の実習態度とし

て位置付けられているが，会子錨基準が明確にされていない

ため形成評価がi材難といわれているO そこで，成人看護学

笑智評価表における実習態度の評価の視点を.池田ら J，の

「審議学生の適性 22項目Jにあてはめた結来，評価の視点

の傾向が明らかになったので報告するc

{研究目的}

成入者護学実習評倒表の実習態度における評僚の視点を明

らかにする。

{研究方法]

1.研究対象 S 県下の看護学校4校で評価を行う成人看

教員 14名 2. 調査方法 ・実習態度を詐

術する!祭の学生のよ主体的行動についてインタビューを行

う。抽出した学生の具体的行動を，意味内容の類似J性に

従って池田の「肴護学生の適性 22項目jに当てはめた。

3.倫里目的記長室 対象者に研究の趣旨を説明し陪意を得

たっ

{キミ]
研究対象の年齢は 30歳代 (7名).40歳代 (6名)， 50歳代

(l名)，教員!援は 5il三未満 (6名)， 5 .:l手~1O年( 5名l.

10 年以上 (31:1)であったむ

4校の実習態度の評依j:項目に対する学生の具体的行動は，

128であった。学生の兵体的行動を池H3の

のi創生 22項E1Jにあてはめた結果(表1).上{立3苓iElは，
lf立:立任感， 21立:公共性， 3f立:自主性であっ

{考祭i
j二位3項目の学生の具体的行動は 60であり.全体の 53.5%

を占めていたG 看護実践は援Il)J的人1m関係形成龍)]が基盤

とな仏専門職を担う者としての立荘と立務，他11M主との

協{裂/，自己の発達と継続的な学習は不可欠で、あるとされて

いる。それを示す項告として，教員は実習詳価において責

任感，公共・性， 自主性を重要課していると考えられる O

引用文獄

1)池田 敏子他・看護学生の遮牲に関する尺度開発の試

み，開1111芸妓紀要. 9: 65~74. 1998 

表 1 浩司らの f看護学生のj毒性22項目j
と学生の具体的行動数

主主rr:iEJ 
冷静

季子 jJ ~支 j 

研究心

53)成人者護学急性期実習前後におiフる審議学生の年度

別題手術期実翠!こ対するイメージ変化

安狂l'智美，坪出恵子，JJj(元子，松芥文，

八塚美樹(富山法科薬科大学医学部若手護学科)

[E1 [19] 

周手術j現実習を経験することにより，看護学生の関手術期

に対するイメージは大きく変化していくつ今国，夜説日数

の短縮や実習記録等の変更という学生を取り巻く実習環境

の変化にi'I'.い，学生のイメージ変化の殺!支にどのような相

違が生じたかを明らかにするため調交を行っ

{研究方法]

調査対象:諜去に対し参加・不参加の自由と不参加の場

合でも不利益をこうむることのないことを十分に説明の

上，協力の得られた本大学着護学科4.iF次生。調査期間:

王子成 14 .iF・度 4 月 ~10 月および平成 16 年 4 丹~1O月 (l 

クール 4適帰の鹿手術期実智の]IIj後に実施)。調査方法:

周手術期実習イメージについての評価・カ;設・活動性の三

次元による形容詞対 24項目としその他として自由記載

欄を設けた。

{結果}

調査の結来.2002年度の学生における実習前後のイメージ

変化では 11項目について有意な差が認められ，さらに

2004年度の学生においては 16項おと 2002年度を上田る

となった。また，項目艇に見てみると，実習言IIiの学生

のイメージには 3項践と大きな差が見られなかったが，

習後のイメージでは 8項目と大きな援が認められた。自由

記載の内容としては?大変そう r展開がはやいH忙しいj

「テキパキしているjといった内容が実習前後を通して見

られたc しかし実習前に多く見られた?不安Jr恐いJru畏
れないJrストレスがたまるjといった記裁は実習後にはほ

とんど無く.代わりに仁忠っていたよりゆっくりしているj

f惣橡よりも，忠者の状態が落ち着いているjといった意外

性や f人間の生命力のすごさに感動したH患者の表倍が明

るいとうれしいJr楽しいj等のポジティブな感想、へと変化

していた。

{考察]

実習前の看護学生にとって.r閥手術部jという言葉は同年

度共に脅威的で緊迫しているといったイメージがあること

が明らかになった。しかし実習後のイメージ変化は 2002
年度に比べ 20例年度ではその差が大きく現れ.これは患

者の在能日数の減少に伴って入院前の期間が短縮されたこ

と.そして 1つの問題点について看護診断をじっくりと立

てるという実習方法への変更により.今まで以上に濡手術

期という坊のイメージがつきやすくなったためと忠われ

るつまた， 1つのケアを病棟スタップと共に見学・実施の

JI援に行うことで， 自分が学習してきた方法と実際との相違

をイメージしながら実施することができるため，時間的経

i設が速いながらも学習内容を再確認して実施するという精

神的余裕が現れたこともイメージ変化の要因であると考え

られた。
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54)セルフケアを焦点!こ講築した成人看護学の卒業生iこ
よる評髄

姿

行・ IBカリキュラムによる

{考察]

身体的

し
構造の変イとや情報化に伴い社会議遣が大きく変化するとと

もに.家族や職場，地域社会での人fMi関係とも

し合い非常に譲雑化，多様化してきている。そのため，

、ては，これらの変化への対応が求めら

れ，その役害U，方向性，について多面的に思考し剖造的

を行っていく必要がある。現夜，

学で強イとしているセルフケア，セルフケア詫力の査定，慢

性疾患をもっ患者の者護，手術を受ける

過読などは学習できたとおj答していたc 反面，カリキュラ

ム改正で科g構成が変更されたり，時荷数が減少し

の保持増進， 1)ハピリテーション，緩和ケアが必要な人の

委譲の学びは減少していた。卒業主主から得られたこれらの

学習効果の実態は，現行のカリキュラム構成を反映したも

のであることが線認できたっ

55)成人看護実翠iこおける学生の学び

一実習記録の分析から一

[El的}

る小論文を諜しているつ

法の示唆を得る話的で小論文を分析し

びを明らかにし

{研究方法}

より

ることを学んでいた。

コミュニケ…ションの中で生まれる

しようとする学生の態度が患者と

の議力が得られ，綾助かうまくいくという長L

との良い人間部係は全て

学生の学びの質にもi謁係する u 指導者としては学生の学び

の点においても患者と学生の人間関係に控目していかなけ

ればならないむく看護の成3誌の不確かさ

が抵下した患者や，急変し

生は自分の援助を評織できず，実習の達成惑を持てなかっ

た。これに対しては，指導者が連立.学生の気持ちをi認さ
ながら援助方法を共に考えていく必要がある。行った護助

に対して何が達成できたか， と手んな課題が残っているかを

自身が評価できるように指導することも重要である。
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56)成人看護学実習における<選択奨欝>の評髄

葛E耳智賀子，岩丹すみ江，受内芳子，所i察好美，吉行部美

(飯田女子短期大学看護学科)

{日的}

学生の学びから成人期にある対象の理解を深めるために導

入した選択実習の評価する

{研究方法}

選択実習は(1)血液透析室実習 (2)土i曜日・夜間診療実習

(3H健康友の会J(施設が行っている健康教育)実習性)ボ

ランテイア参加(ち瀦病者・中途障害者による講演参加 (6)

大学や病院で行われている公開講座参加の 6項自のうち 3
項日と，(7)学会参加の計4項目である。 (7浮会参加は(4)

~ (6)で振り替え1iJ能とした。<対象>看護学科3年諜恕

3年生 62名。提出された実習記録 (A4サイズ 1枚)に

記載されている内容から感じたこと・考えたことを抽出し

てK]法によってカテゴリー化した。 (5)(6) (7)はまとめ

て参加した項目を単純集計した。<倫理的記惑>成人看護

オリエンテーション時に 提出された実習記録は出

席確認と授業評価に使用しその結果は個人が特定されな

いようにして公表予定であることを説明し同意を得たc

{卒者来]
参加i数(のべ258人):表に示すc

{考察]
(l)血液透析室実習と (2)土曜日・夜間診療実習は共に，

患者の特鍛や生活の理解を促しており，特に土曜・夜間診

では，成人患者の家庭・職場で投割を持ちつつ病気

のコントロー jしをしていく摺難さを理解でき.選択実習の

効来が最も現れたと考える。 (3) は，地域の状況や参加者

の健康に関心を持っているという特徴を捉えており，また，

(引は，バリアフリーやノーマライゼーションについて考

える機会となっているが，共に.成人期の対象理解という

毘的にはかなっていない。 (5)(6) (7)は，参加すること

が目的になっており，内容が吟味されていないG 全体的に，

対象者の生活や特故によヒして医療の実i奈や役割に拐する

述が多く，学生の関心が医療現場での監療・看護の実際に

ある傾向があるO 選択実習の内容を検誌と実習iヨ的
透させ.教員による各実習の場での意罰的な関わりが重要

であると考えるc

:41ギランテn1104 

(5) {6i (7J 

学会・会警護室 i 52 

126 

f，y 
>-

表:結条

カテゴリー{始tl:l単位数:文)
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57)藷欝勝;イメージ、の形成 ~露子分訴を用いて~

岡本寿子，様村小夜子，村上静子

{研究自的]

学生の入学時から全臨地実習終了時点までの 3年初の看護

イメージ形成陸子を鳴らかにする。

[研究方法i
対象:人看護短期大学のHl3・14年浸入学生 103名中. 5 

閣の調査に協力の得られた女子学生 75名。方法:入学時

目的を説明し長谷川，小島の研究による 5段i務評定

の27項民の質問紙を配布，自己記入後詰絞c

習 1 (1年次7月ト 2 (1年次 1月ト 3 (2年次9丹)

と全議地実習終了時(3年次 12月)同様の諮査を実施し

分析方法 :KMOとBartlettの球部性検定の妥当性の高い

と基礎看護実習 2後(以下実饗 2とする)と

(以下終了時とする)について SPSSver.ll.坊

を用いて 27項詩部の主国子j去による協子分析(パリマッ

クス

[結果}

留子分析の結采，得られた

までを抽出したむ入学時の第 1因子(6項自)は

仕の心とあこがれ第2留子 (4項設)は 5人間関係の関

，第3国子 (3項お) ，まれミろいろなí~h きかけ

医師とは違う仕事jのイメージと解釈された。また.

2 

7の変化が伺えた。 t

いての環日 り

ちの心に臨地実習が大き

えているといえる。今後このことを まえ，学生綿々の変

化に合わせた教員のかかわりが重要であると考える

58)タ…ミナルケアiこ関する学生の意識調査

一龍地実器部後の意識変化一

糸島陽子.植村小夜子，村上静子

[呂 á~]
ターミナルケアにおいて全人的な患者理解が必要であると

れるものの，実際に者絞りを経験した学生は少なく，

において患者を全人的に捉えることは難しい。そ

こで.縁地実習前後で，学生が意識しているターミナルケ

ア要因がどのように変化するのかを明らかにし今後の教

る

{研究方法]

2期金持 (2004年 1月). 3国生時(成人

2004年5JJ ~12 月)にターミナルケアj

について自由記述を求め，識変に同意の得られた 30名を

対象に記述内容をカテゴリー化し分析・検討したc

{結果;

記述内容を分析した結果. 6のカテゴ1)ーと. 14のザブカ

テゴワーに分類された(表1)

[考察i
より

いたG ま

が増えているが，

を中心に譲治安穏をしていることから，

行動援助の記述が増えたと考える。

には見られなかった f戸惑いjがみられ.

ていたG

たに自己の課題に気付く機会になっていたと

た.社会的姿閣の内d:会的投書u.賞任jにおいて 3@I~主の

られないことは，入鋭治療中の患者を

としてみられる症状や治療について意識が集中してい

たことがうかがえる。今後は， ターミナル鶏にある

全人的に理解するために，

ていきたいc

をバランスよく成長させることので

るとともに学生の戸惑いに対して

り組んでいけるような間わりをし

1 学生が窓殺しているカテゴリ…・サブカテゴリー

ね =30

芳子ゴワー 2羽生 3 サブカテゴリー 2@lゑ 3@l主主

人号告人守主 ノ九 % 人 % 

6.7 3.3 手to災念: 6.7 3.3 

三夫室主総綴 13.3 3.3 
然告さ撃さ 66.7 1吉 63.3 夜'議・5色j郁子委主後立さ 10.0 IO 33.3 

身体約三査察;の緩哀詩 15 50.0 11 36.7 

ぎ議?李会さ撃さ 24 80.0 28 93.3 
不安の緩和 21 70.0 24 8喜自

. '1宣言ミ長率 826.782幻

社会室主役・ 3寄託会 詰o0 0.0 
役会会警務 26 00.7 22 73.3 ぬ 16.7

家主語3主主愛 2合 66.7 21 約

19 63.3 22 73.3 
27 9寺号 27 寺号 f怒iJlJt主 13 43.3 10 33.3 

%の主幹事懇絞殺 18 60.0 2"2 73.3 

愛会長訟を 号30.0 22 73.3 
戸発芸い o 0.0 8 26.7 

9 30.0 18 6寺。
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59)審護学生による受け持ち患者の転倒・転落アセスメ

ントの実態

ひとみ， 11J内まゆみ，松諾和代

(地JIIr，三科大学医学部看護学科)

[目的]

本研究の目的lえ看護学生が受け持ち患者の転倒・転落の

危険度をどのように認識しているかを抱議することであっ

た。

[研究方法]

対象者は，看護過程論実習(以下，実習)を経験した本学

科 2年生 60名と災習担当教員 6名(以下.教員)であった。

学生データは，実饗終了後看護実践と医療事故F>jj止jを

とした専門科目において，学生が記入し講義に使用し

た教材であった。内容は.受け持ち患者の性別，年齢，自

立!瓦疾患名，および転倒・転落アセスメントスコアシー

ト(旭川底科大学涯学部隊属病院， 2004)であった。本ス

コアシートは.患者の年齢，既往授，感覚.活動領域，認

識力，楽斉1]，排j祉のア項目の危険因子をチェックされ，合

計j誌が0-5点を危険度 1 転倒・転落を起こす可能性が

ある， 6-10点を危践度2;転倒・転落を起こしやすい，

11-17 J2:を危険度 3;転倒・転落をよく起こす，に分類さ

れるものであった。講義終了後，当該教員に学生データの

点検を依頼した。点検結果は教員データとして間一紙面上

に色ペンで記入された。 倫理的記患として全対象者に，1)

データは個人の学留に役立てる詩的で学生へ返却されるこ

と， 2)データから集出の傾向が分析され今後の教育に還

元されること，を誓約し後日実施した。分析には五;Iann-

Whitnevじ検定を用い，統計ー的有!J:水準は 5%米満としたc

{結果}

タと教員データの捕った受け持ち患者数は 58名

であった。受け持ち患者の性別は.男性が38名 (65.5%)，

女設が20名 (34.5%)で¥王子均年齢は 66.4土 16.5歳であっ

た。自立!支は自立体動不可 5名 (8.6%)，移動半介

助~看視 21名 (36.2%). 移動自立 32名 (55.2%)で

あった。

スコアシートの合計点の平均は.学生 6.5土 3.8点.教員

7.5:t 4.7立で有意な差はなかったc 危険度 1の患者数

は，学生では 27名付6.6%).教員では 20名 (34.5%).危

険度2は，学生では 21名(36.2%に教員では 23名(39.7%)， 

危険疫 3は，学生では 10名 07.2%>.教員では 15名

(25.9%)という評価であり，有意な差はなかった。

{考察]

タと教員データの比較から，学生による転倒・転

落の危険度評価はほぼ的確であった。しかし有意な惹とは

ならなかったが，危険度3に関する学生の過少詳細は符題

であり，相違点のあった事例については分析が必要であるc

また，本実習の実態として自立度の比較的高い患者選定を

行っていることが示されたが.JII村 (2002)の報告によれ

ば，転倒・転落の 72%は患者の自発的自力行動によって起

こる会したがって，自立度の高さが必ずしも転倒・転落の

括抗菌子ではないことを学生に再度解説し安全管理の強

化を留る必要がある。

60)老いを掛象かう異体・多諜に捉える ~講義と議齢

者体験を通しての学生の高齢者鏡の変化~

内田倫子，土窓八千代，及JII朗笑

(宮崎大学医学部者護学科)

[EI的}

3年ゐ次の「老年期ケアJ，ま.老年期にある対象を家族や社

会状況を含めて理解し QOLとセルフケアの視点から援

助を行うために必要な理論と方法論を学ぶことを目的に展

開しており，その基盤となるものは高齢者観である。今国

は学生の高齢者j践が講義前後でどのように変化し深まった

かを明らかにする O

{方法]

王子成 15年fJtr老年期ケアj受講学生 57名に対し怒旨説明

を仔い，講義初日〈前〉と終了日〈後〉に無記名で，老い

のイメージ，高齢者は自身をどのように思っているか，学

生が迎えたい老年鰐，高齢者体験での学び(後)を記述で

求め， KJ法で分析したc 講義中，援助技術のロールプレイ

及び f高齢者体験モデルjの演習を実施した。

{結果}

開意が得られ.かつ講義の(前><後〉共に出席した日名を

分析対象とした。1.老いのイメージは. <前〉は

しい悲しいjの}I震でバラツキが大きかったが. <後〉

は;つらい;が最多で美しい明るいすばらし

が追加された。 2. 弱齢者は自身をどのように思っている

かでは. <前) <後〉共に;体力・身体機能の衰えを自

が最多であったが，その給染として情けない・悔しいが，

〈後〉ではつらい・もどかしいに変化した。また〈後〉では

が減少し:自苦手心やしっかりした人生観・意志、

をもっている充実・満足しているjが追加され，項目数

が土努力[]した。 3. 学生が迎えたい老年期は， <前〉は 5家族

と一緒に過ごせる健康で元気な趣味・生きがいをもっ

の}IJ良であったが. <後〉は?趣味・生きがいをもったj

f健康で元気なやりたいことをやって活動的なjの順で，

f老いを受け入れ自然なjが追加され，項日数が増加したC

4.高齢者体験での学びは身体的変化・特設jが42人

と最多で¥その内容はく境野狭予言〉が25人. <関節〉が8
人， <難聴〉が6人で、あった。次いで?援助や対応、;が 18
人， 持え倒・転落などの事:放の危検性jが 17人であった。

{考察}

項目数と内容の変化から，講義〈前〉は抽象的でi英然とし

ていた高齢者像が.<後〉には具体的かっ規野の拡大ができ

ていることが伺える。老いることは年をとり重ねるという

必然的なことであり，高齢者自身はごく普通な自然な状況

として捉えようになった者が増えたc また.高齢者モデル

での体験により高齢者の身体的特f設を具体的に理解し

さを実感できたことが，その後のロールプレイでの諌々の

工夫に活かされた。 以上から，講義・淡習を通して抽象か

ら具体へ，さらに閤定的ではなく老いを成熟現象の視点で

多様に捉えられるようなったと推察される O 今後は路地実

習で、の関わりを通して高齢者援助の実践能力が修得できる

ようにサポートしていくことが課題である。
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61)老化の由三像イメージを器進させる老人メーク体験

j翼欝の評価

談ーはiハツミ， i交毘渓子

林慎…郎(広

{研究話的i
と肉体的にも

生が老化の理解を深めるため

開発することを話的とするな

{研究方法}

に開設の得られた日大学の学生 22名に対しカー

ドを潟いたシミュレーションゲーム(tJ下SG)を実越した。

本研究ではこれまでの SGに加えて，老人取のカツラや衣

プロのメーキャッブアーテイストによる

人メークを施してもらった状態で SGを行った。また. SG 

に入る前にその容姿を鏡に咲したり，デジタルビデオカメ

ラで擬影した各自の動画や静止闘を客観的に観祭させたな

若{との自己議を記入させた後に様々な出来事37記入した

カードを取捨することにより，最後に残ったカードを老人

メ…クの無い場合と比較した。このような fヴイジ、ユアル

を取り入れた演警によって自己像を更に老人{象に近

づけられるか否かを.メーク等の有無による

し
[ 11命運的記惑}

な参加を呼びかけ，

るメリット・デメリットの説明を行い，

ため番号札を用いることの了解を求め，

た。

る

き，引退や段入;戒を

る大切さを体験しているc そして，誰から

も愛され，社交的で.同年畿の人々と綴密な関係を築きた

いと感じているc また，オシャレや地域活動に関心、を持ち，

社会的役割を柔軟な態誌で‘受け入れる姿勢が飼え，メーク

える。

i結論]

はメーク燕演習に比較して， 自己の内面性を老化の

として扱きだすことができる点が異なっていると考

老人メークを用いた淡潔は後期高齢期の老化の自己イメー

ジを促進することができるつ本研究は平成 16年度科学研

究:¥fOJ5592349による結果の一部である。

における老北の自

還さ人メーク総務

ボケない乏人・うた言語で率三らす送;725誌な老人・やさしい迭人

人.t設界の2きができる送J 、・ iからもさ芝されるえま人 予や予言;こ

殺後ま jらかに雪之う老人・王手議会よ号室主ぃ;支えられる老人・オシャ Lを;容

で殺す;乏人・芸名のヱミき綴談字詰守主となる;れない老人・自己受察している

老人後iえま人・家主認に愛される毛主人・ 1三;老人・主主きがいをさ守っている遂

5警丈炎ごとえ芸人 i人・後々しい老人・探究心、のあ

る送人・主主3ど約会:老人
.隠

.<ふ、

62)審議学生の倫理的感受性そ高めるための一試み

大内祐子

(埼支援科大学的属総合医療センタ

[目的}

社会の価値読が多様化している昨今.匿療現場においても

fよいことと答になることjが単純には決められなくなっ

てきた。者護の尋問殺が強調されているが患者あっての者

護部であふ患者にとって何がよいことなのかを常に考え

きる審議の質が求められているc そのためには

学生の段階からの意識付けが必要である。今回学生の倫理

的思考を養うための…試みを実絡したので報告したいc

[研究方法]

2年次の者護学概論の講義(全 15関}内

を4開設け倫理的ジレンマを生じやすし

を持つ 10人の患者がいるが薬は 1人分しかないc

したらよいか}を提示し患者と者護鶴と医師の 3者の銀銭

いて考え，対立があるときにはどのように思考し

を取ることができるかについて自由記述爵答のレポー

トを用いたグル…ブワークおよびアンケート欝査を実絡し

た。

ケート

ケート

{考察]

に対して

あったc しかし

が主だった。

知することはでき，

と

という

では倫理的なジレンマかどうかを

具体的に解決の方向性は見えていても

したが却下されたというケースが記

さを現しているが，

させてしまう影に患者の権利

議室立し理想と現実の践で

じている学生が多数いた。長話ではあらゆる人爵

の感情がぶつかり多擦な1iIIi飽惑が生まれるc その中で

のf命線的障題を意識するためには.学生自身の道徳観や価

値観を基;こ，患者の尊重という概念と統合できるよう

を設けては学生の道誌心を刺激するよう

ば受け持ちケースカンファレンスを通してなど〉

ることが大切であるむその程み震ねが倫理的感受

性を高め.更には者惑の紫向上となり患者に還元されるも

のと考える。
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63)精神署護学実翠での学生の学びと充実感，選成惑と

の関連

折u1王手話(広島市立看護専門学校)

{話的]

将i持!零護学実習における学生の学びと達成惑や充実感との

関連と各学びの関係性を分析し精神看護学実習の指導

方法の示唆を得るG

{研究方法]

対象 :3年課程看護専門学校の 3年生で.王子成 16:1p. 4月か

ら12月までの臨床実習の諮問中，精神看護学実習を終え

た学生 71名とした。精神春護学実習終了時，直接学生に

対し研究の目的や意義，倫理的配惑について説明し同意を

得た。 68名の有効回答(囲収率 96%)を分析対象とした。

データ収集 :4丹に実習を終えたグループ 12名が実習終

了後「学んだことJを記載する O このうち，学んだことJ
の自由記載式の演目をデータとしたむ自記式費関紙濁査に

より f学んだ、ことJの 16項自と充実感，達成感を 4段i殺で

関答を得た。データ分析には.統計ソフト SPSSver11.0J
for・Windowsを用い，検定は 5%有意水準で判断した。「学

んだこと j と充実感，達成感は x 2検定• r学んだことjの関

連牲を Spearmanの)11則立棺隠係数によって検討した。

{結采}

学生のj李成感は，学生の 90%が「達成Jrやや達成Jと答

え. 10%が「やや達成できなかったJr達成できなかったj

と問答していたc 満足感は学生の 92%が「満足Jrやや満

足Jと問答し 8%が「やや不満足H不満足jと問答した。

また， 主字学子詳:生が答えた学ぴび、は r:I述惑切な距高部IfUr妄:恕怒.幻党に対対尽

する対応のイ行仕j士:方Jr内!賎;浪長の翌巡理Il解.臨祭の重変J性Jr汁1f
感が内}組i提設に影警響iするJr生i活活言占イf行子妥毅動b~にこ対する i関芸羽j わ;りJ J rコミユ

ニケ一シヨン技術Jrf'他也月駿能稜の逮携Jr家族のサボ… iト、の重
要性Jr看護者としての態度Jr病i院淀の檎造Jr汀土対す象の理解j

fケアの提供Jr自己理解Jr 13らが患者の影響因子となるj

f患者のベースに合わせた援助Jrレクリエーション療法j

の 16項呂であったc 達成惑では. r病院の構造Jrレクリ

エーション療法ム充実感では. r対象の理解jに差がみら

れた。相関関係では.r適切なRg離Jとf自らが患者の影響

由子となるJ.r病院の構造jと「レクリエーション療法J.
との聞にそれぞれ正の関係を認めた。

{考察;

学生のレポートより「学んだことJに隠する 16項自の要素

が確認された。これは，精神看護学実習で獲得された学習

成果を示唆していると思われる。また，学習成果の1=13で.

毎日行われているレクリエ…ション療法の意義や精神科と

いう陪鎖的な環境を学べた学生に達成惑が高かった。一

方.対象が2理解できると充実感も上昇する結果となった。

今後，学生の学習の継続や意欲向上のためにも実習前や実

習中にも意図的に教授する必要性が示唆された。また，相

関関係から，自らが患者に影響を与えると感じ.適切な謀

議Itを考える必婆性や，閉鎖的な環境にある患者にとってレ

クリエーション療法がいかに必要でLあるか関連付けて学べ

ていたわ

64)着護r情報提供の有無による看護学生の看護観察の変

化 一在宅看護場面の観察一

Iゴド添和f{;. 白石裕子， 期包和i:!J.

(香川県立保健医療大学保健医療学部肴護学科)

[EI 1'19] 
観察において授党f官報は最も重要とされる。看護情報を与

えることにより. )11島が述べる気づきの段階から一歩進ん

だ能動的観察へ進むという看護親祭の変化について研究し
寸吻

， ~C 

[研究方法]

対象者及び倫理的記慮 :A者護短大2年生 10名に研究

目的及びプライパシーへの記惑，参加の有無が成綴に反映

しないこと等を明記した説明同意書に署名にて同意を得

た。 測定機器は眼球運動iJllJ定器トークアイ 2 (以下 TE)

(竹井機器)を用いたs 実験手)11真:5名(情報なし群，以下

なし若手)に TEを装着し 1枚の写真(在宅幸子議場面)を 1

分陪見てもらい感じた印象を自由記述依頼したc また 5名

(情報あり若手，以下あり群〉には，写真の看護i官報 (73歳，

男性，脳血管滋害後遺症 .I!夜下障害有・胃模造設)を与え，

I分浦晃てもらい観祭内容を自由記述依頼した。

{結果]

情報の有無による眼球の平均移動速度，注視累積時期平均

を比較するとなし群が59.3[deg!sec]. 9403.9 [msec]で¥

あり群より移動速攻は速く.注視時間も長かった。また眼

球角!支 XのSDをt:i:11:¥した結来.なし群が20.4[deg]. あ

り!浮が 10.4[deg]で¥あり群は医療的援助に集中してい

たc 観察白 [jl は，なし群，あり 1浮の項目件数 (29件，

301'1:)は同様であるが，あり携が訪問看護問iの処霞，在宅

謹素の鋭察をしていた(表1)っ

[考察}

看護観察の変化は.なし群はお分の感覚器官を用いて，整

理されないままのバラバラの印象を集めている。それに対

しあり群はj浪球速度も緩やかになり.左右の眼球角度 X
のばらつきも少なくなり，意識的に対象を桟視することで

能動的観察に一歩進んで、いると考えられた。それは自由記

述内容からも，あり若手では訪問看護郊のケア内容から胃棲.

在宅酸素に関連した看護観察に進んでいると考えられた。

1 情報の有無による眼球移動速度・角度および観察
自由記述内容

'f士会移数迭さZ

キま滋iW苓iなし

59.3 

9403.9 

20.4 

1 象衰の表j絞っちそう，議そう (5)

看護情報あり

4 2.6 

8111.9 

1 0.4 

1 4.9 

jカレンダーが絵られている Ij; ~ンダ一郎込られている (41
綴雲寺自邸記述内等ト一一一一一一一一一一一一一ートご亡ご土..了一一一一一一一一一

I同 li恥 1."以われい鴻川崎老震を;霊祭訟を1'1っている (3) 
く件数 γ…-

Iろうをっているみた¥;¥(2) 議主;淡い，タし表議が議そう i2J

M完凝議をしている (2)I統合会泌総長薬品がある(2) 

iたくさんのポトLがあるご絞れ2

絞 殺，王子主主移動迷Dt5 deg/sec以下のデータ

f毛皮X 左右!の後聖子会20deg
j司皮Y:J二…ドの後喜子土20deg
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65)看護学生の題手指類審護実器!こおける学びの特撒

五木昭和技

る。

[方法}

1 .研究諸力者:

[結采及び考察i
11滋自のインタピ、ユ

において，

までの達成感，

樹が確認された。 2.

巣:場関をもとにした周

3. 7つのターニングポイントは，

る患者に対する二人称学的

:学生が縄手術

的理解jにつながる。また. (3) (引におL

命にi玄結する手術患者の者護としての自己存在価値の自

を促されでは f手術直後の変化に驚き，何もで

きないもどかしさからの探求jをはじめわから

藤状況・つまずきからの成長と自分自身への f隠しせを発

見jし f緩畿の得議築としての思考隠路の転換・シナプス

の新生jという経験が意味づけられていく。そして，これ

らはj諸手術期看護実習の学びの契機になりうることが示唆

された。詫って，賂手術関看護実翠教育の教授活動lえ

術患者の経退に治ったアつのターニングポイントをふま

え，学生の学びの経験に添い，議床の知を獲得するように

意味づけ，学生自身に;関いjが発見できるような関わり

を継続すること

66)学生が繕持餐護学薬器で受持ち患者かう学ぶ体験

一長賠在読の高銭患者との関わりをとおして一

回口玲子(新潟大学産学部保健学科)

{呂的}

での学生の学びは，自己・対象潔解から

神障がい者をとりまく塁療・福祉の怒括的理解まで縄広い

が.中でも受持ち患者との擦わりから得られる学び1こは.
を者護者として成長させるカが強く働くと考えられ

そこで.学生が受持ち患者との関わりから何を学び，

それを教員がどのようにサポートできるかを知ることを自

治としたc

{研究方法}

3学年の務神看護学実習で，高齢患者F氏を受持つ

3人に実饗終了後，研究の懇話を文書・口頭で説明

し協力の承諾を得たc mいたデータ;え実翠提出物

との交流を中心に記された日誌，プロセスレコー

とおして精神髄がい者の QOL

じるテーマのレポート等}と.研究協力を求め

F氏との関わりについて振り返り諾ってもらっ

均 63分}会議:き起こした記銭であるc データを，それぞれ

の学生ごとに読みこみ，内容を. f待関の経過，できごとや

もたらされ方，それにともなう

気持ちのゆれに注自しながら整理し実習開始から

での流れを認!式イヒしたc また. 3人分を

したc なお.発表時.F氏のプロフィールやエピソー

分;え文誌を損ねない範関で改変を加えるc

{結采・

学生はそれぞれが何らかのイメージを予め抱いてF氏と出

会い，それぞれの理由で受持ちに澄んでいた。その後，

たな務報が追加されてはそれを解釈し F
という作業を繰り返し気持ちの

との信頼関係を形成し審議者としての自分を模索してい

くというブロ七スを共通してたどっていた。一方，学生の

学生のこれまでの生活体験や持ってい

えこより.F氏自身や局関から

る.F氏に関する務報の一致や議類，解釈は異なってい

F誌のためにできるだけのことをしてあげたい怒い

でも， j毛体的に荷をしてあげたいか， 自分が何をしてあげ

られたと受け止めたかもさまざまで. F~に対して rf可も
してあげられなかったj無力惑を表現した学生もいたc

F氏に対する最初の疑部は解決しても.F誌についての理

解が深まか共感と緩助への患いが進むにつれ. F氏のお

かれた状況に対する学生の複雑な思いもまた強まった。そ

れだけに別れはつらかったものの.3人とも F氏に対して.

くを与えてくれたことへの感謝を自に見える形で

表現して実翠を終えており，長く病気とともに生きてきた

ひとりの人の人生をかいま見，そのつらさに添うようにし

たということを示すことによって. r病気や苦難の中に

i来を見出すよう人び、とを援助するJCTravelbee. 1971)と

いう審議の機能を来たそうとしていたと考えられる
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6ア)長期関連続した実留が学生の成長発達に及iます効泉

岩月すみ江.葛西智賀子，所j峯野美

(飯田女子短期大学者護学科)

{目的i
A鎮火で、は付属の実習施設を持たず実習施設が領域ごと

に変化し成人看護学実習においても 1 (慢性期・終末期

など)と II (潟手術期)が独立し実習場所や教員も別で

あった。学生は実習する場が変化する度に，環境の変化に

対応しながら実習を進めていかなくてはならず，先行した

成人看護学実習での経験を次に十分生かせていなかった。

真壁(1999)らは学生の実費中の行動に関する研究におい

て，臨地実習の成長発達過程は実智場所などの変化によっ

て，一時的に後退すると述べている。そこで成入者護学実

習 1(4週開). II (3週間)を可能な探り実習場所および

教員を関定し連続して行うことで臨床の場に懐れること

ができ，前回の経験から大きく後退することなく実智を進

めることをねらいとし実習施設の協力のもと実習配霞の

変更を試みた。本研究では，成人看護学実習における実習

形態の速いが学生の成長にもたらす有効性を検討すること

を目的とするc

[frJf究方法i
対象は乎成 16年度に成入者護学実習を罷修した 3年生 64

名，弘子め研究の主E?と{命懲的記躍:について説明し用意を得

た。主税形態別の対象鮮は(l)実習場所も指導教員も同じ

(32人)(2)実習場所も指導教員も違う (22人)(3)その他

00人人データ収集は成人看護学実習評繍表の 15:反日

(態度・意欲・姿勢等の9項目と対象理解に関する 6項自)

を学生の主続的評倣として VASで記入してもらったc 対

象群7]1jに成入者護学実習 1の終了時点の自己評織と成人

看護学実習 2の中南自己評{阪の差を測定した。統計ー解析に

はSPSSver12. OJを使用し一元記註分散分析を行なった。

{結果}
f実翠場所・教員がi可じjと「実習場所・教員が違うJi浮の

比較では，評価度自の<事前学習している><自分の考え

を表出できる><報告，連絡などができる><自己の諜題

を明確にできる><必要な情報を収集できる><態度や言

動の意味を考えている><回復をK白書，促進する因子を捉

える>の項自は f実習場所・教員が同じJ1洋のほうが自己

評舗の落ち込みが有意に低かった (p< 0.01)また.<

習した上で行動計画をたてる><倣値観を尊重した態度>

<資源を活用して疑問を解決できる><挨拶，身だしなみ

などが適切である><健康など自己管理ができる><疾患

による機能的変化がわかる><疾患がその後の生活にどの

ように影響するのかわかる>の項目でも「実習場所・教員

が同じ」群のほうが自己評舗の落ち込みが有意に抵かった

(p < O.白人<入i岩部の生活を捉えている>のみ各群に

よって有意差がなかった。

[考察]
学生は実習初期にはその場に'慣れることや，事rrたな人部関

係を構築していく不安や緊張がある。しかし実習場所や

が同じ場で実習できることにより，今までの経験

の蓄積を後退させることなく実習を行なっていたと評価で

きたc
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68)審護系社会人大学説生の克蝦課題に関する研究

[呂的}

本研究は，

しなければならなかっ

した。

[方法i

10名から

るために克様

鳴らかにすることを践的と

は. 289であった。これを分析対象として. 2段i穏にコー

ド化した結果 50のコードが抽出された。また，この 50
25 のサブカテゴリーを7~成した。さらに，こ

の25-lザブカテゴリーから 6つの f克報課題jを説明するカ

テゴリーカf鳴らかになったな 2)
としての自信の獲得とやる気の維持}

{学習のための生活スタイルの得議成i
しての確かな役割遂行1[学習のための新たな人的サポー

トの確保][研究ブロセスの体験と自己への鏑値づけiの6

として，特に1)

として確かな役割が遂行できる. 2)間後や上司からの信

綴がある. 3)人的サポートが持られる. 4) 

が明確である. 5)生活の基裁が撃っている，を克服する

ことの主主要性が示唆された。

69)審議系大学学生の卒業部究!ζおける諜題探求ブ臼セ

ス

(山形大学匿学部付属病院〉

{話的}
存立築研究における課題探求について学生の認識と

限し質的・帰続的に学生の課題探求フヲロセスを明らかに

することを日的としたむ

[研究方法]

は平成 16年5月から 10月で¥

を王子成 15~三疫に卒業した者とした。データ奴築

造イヒ街接i去で，卒業研究の研究課題の決定に関して f研究

テーマに着陸した理由は何ですか研究テーマ

究を行うために，どのようなことを考えましたか

ましたかはなどのインタビューを行った。分析方法は，

ラウンデツド・セオリーを用い，データを説明する

らなるカテゴリーを生成し，

セスについて説明した。倫理的

として，ブライパシーの保護，研究の参加は自由であ

じないことなどを口頭と

をもらい研究参加の

プロセスとして.

3カテゴリーが生

テゴリ…;え学生がなぜその

り認もうとしたかに関する 6飼の疑念からなる乙

関心を抱く研究課題で行おうと明確な意志を持つ<翠みど

おりの研究課題の希求>.

もらうことを望む<受動的な締究課題の希求>. <1むの学

業との擬立>しようとすること，

つことなどの勤務を持ち.<

怒>や<自分の未来への関心>か

していたc 課題探求行動カテゴリーは.

るためにどのような行動をとったかに関する 41裂の
らなるむ失敗を重ねながらも適切な方法を見出すく

りでの探求>ー有益なものを学び取るく

間の対話からの学習>.理解を深める<確実な知議の諜求>.

研究を実現するために<現実的な陪題との調整>を行って

いたっ指導者の存夜窓味カテゴリーは，学生が課題探求を

する上で指導者の存在をどのように捉えていたかに関する

4飽の概念からなる 3 学生{えましい方向に導いてくれる

<水先案内人としての指導者>.依存できる<諮り見rrとし

>.前向きな行委誌を促してくれるく主体性を伸

ばしてくれる指導者>.指導者を十分に活用できない<距

離惑のある

[考祭]

と行動のそれぞれ

及出してお札課題探求の初期の

段階からの指導者の淘わりを必要としていた。また.<主

体性を伸ばしてくれる指導者>の関わりは学生の達成感を

おめ，より主体的な課題猿求を挺すことが示唆された。
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ア0)4年制看護学生の孤独惑の経年的変化

滋野香蔀(長崎大学罷学部保健学科)

{研究目的]

大学生活の開始は，家族からの情緒的支持や家族との日常

生活で得られた安心感から引き離されることにもなり，孤

独感を感じる学長が多いc また発達的に重要な移行段踏で

ある青年期の円滑な社会適応に影響する要留のーっとして

孤独惑の偲人差があげられている。学生指導の基礎資料と

して， 4年制看護学生の入学時から卒業時までの孤独感の

変化を考察した。

{研究方法}

人大学看護学科王子成 12年入学生 60名を対象に，平成 12

年4月(入学時)，王子成 13年4丹 (2年時)，平成 14年4月

( 3年i待)，平成 15年4丹 (4年時)，平成 16年2月(卒業

時)に調査した。研究目的と倫理的配惑を明記した説明文

と構成的質関紙を郵送し調査に問主ました学生のみ返送す

る方法とした。むCLA孤独感尺度を用い， 4点法 (20-80

点，高点が孤独惑が強い)で求め，低い (20-39点)， j:問主

1支 (40~59 点) ，高い (60~80 点)に分けよヒ較したc 分析は

〆検定を滋い 5%を有意水準とした。本調査における孤

独感とは， Perlman & Peplauの定義を参考に，億人の社会

的関係のネットワークに量であれ，質的であれ重大な欠損

が生じた時に生起する不-，灸な経験. と定義するc

i結来}

性別と平均年齢は.入学時女性 59名.男性 1名， 19.3歳.

2年時女性 42名，男性 1名.20.8歳. 3年時女性 34名，男

性 1名， 21.5歳， 4年時金て女i主19名.22.1 

て女性 22名， 22.3殺であった。 孤独惑の点数揺と平均

点は. 1 'I手持 20-51点で 33.8点，抵い 81.7%. 1二~l 程度

18.3%. 2年時 24-52点で 35.8点，低い 62.8%. 中程度

37.2%. 3 年時 23~52 点で 34.8 点，低い 74.3%. 中程度

25.7%. 4年時 21-59点で 34.1点，抵い 73.7%. r:II程境

26.3%. 卒業時 20-48点で 34.8点，低い 63.6%. 中程度

36.4%であり，高いは会時点で、なかった。 1年時と

では有意義があり，卒業時に中程度が多かった。 1主ド持と
2年時では 2年時にや程度が多い傾向が見られた。

{考察i
UCLAの 1年生の拠資では，入学時の平均点は 40.2点，

7ヵ丹後は 34.0点にでがり，十分に社会的適正、をしている

と報告されていた。本調査では 1年時が 33.8点と一番低

くかったが， 4年間を通してあまり変化がなかった。留や

誠資年代の違いがあり単純に比較できないが，高いは 4年

間を過して見られないことを加味すると.看護を志して入

してきた学生は.人間関係構築に関難を感じることが少

ない人が多いのではないかと推測する O 友人に対するi詩足
度は孤独感の程度に影響すると言われており，中程度が増

える 2年時や卒業時に，学生の友人関係についての情報を

得ることの必要性が示唆された。

71)大学生の学力紙下・勉学態度等に関する教員の意識

一保健・看護学系む特徴

石井秀宗(大学入試センター研究開発部)

[目的]

小中高生のみならず，大学生に至るまで，学力の低下が強

く懸念されているo 大学生の学力抵下について，大学単位，

学部単位での調査はなされているが，様々な学部を横断し

て比較した研究は見あたらない。そこで本研究では，大学

教員が大学生の学力抵下をどのように実感しているか，

力低下に対する対策としてはどのようなものが重要である

と考えているかなどに関して，とくに保健・看護系学部の

特殻について検討を行う。なお本研究は， 日本学術振興会

科学研究費補助金研究，基盤研究B(l) r大学生の学習意

欲と学力低下に関する実証的研究(研究代表者柳井晴夫)j

の一環として行われたものである C

{研究方法}

大学生に対して実施した説査(柳井・椎名・石井:r大学生

の学習に対する意欲等に憶する調査研究j，高等教育学力

諦査研究会， 2002)で用いた項目と.新入生の学力低下を

意識するか，学力低下の兵体的内容，学力低下対策として

の重要度などに関する項目などを用いて，大学教員用の誠

を作成し全国から無作為に抽出した 408大学 600

部に所属する大学教員(教授，効教授)を対象に質問紙読

査を実施したQ 1つの学部に送付した調査察は，所属する

が 100名以下の場合は全数. 100名以上の場合は 100

名を 1n~作為に選び調査対象とした。諦査期間は 2003 年 12

月 ~2004 'Iド 2Jiとし各大学学部の入試事務室を通じて調

査諜の記布と IITI収を行った。なお，送付した調査票の総数

は約 25，000通，回答方法は無記名.マークシート方式であ

る。

[結果}

調資~4への問答者数は 11 ，481名(関奴率 45.92%)であり，

このうち，保健・若護系教員の恒i答数は 250名(女性 154，

男性 96，限立 77.公立 110.私立 63)であった。新入生の

学力がここ数年どのような傾向にあるかに関しては誓いず

れの学部においても学力紙下の意識が感じられているが，

保健・看護系の平均値は全体平均よりも{尽く.相対的に新

入生の学力が低下しているという意識は弱めであった合ま

た，学生の学力低下の具体的な内容としては f自主的，主

体的に課題に取り組む意欲が低いjr英語等外回語の基礎

学力が低い」ということが，他の学部ほどは意識されてい

なかった。学生の勉学態度にj刻する項目については.強核

的な勉学態度に関する全ての攻呂において.保健・肴護系

の平均値は全体平ー均よりも高く，一方首極的な勉学態度

に関する全ての項自の平均値が全体王子均よりも低いという

結果であった。

[考察}

保健・看護系の学生の勉学態震は全体平均に照らして相対

的に積緩的な方であり.学生の学力抵下の問題もそれほど

深刻な状態にはなっていないことが推察される。 I外国語

力の低下j意識が弱いのは，低下していないのか，それと

もあまり必要でないのか，検討の余地があると忠われる。
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72)審議学生の思いやり行動!こ彰饗する要部の明確化iこ
関する顎究

高橋永子

[E1E1g1 
日常生活上における患いやり行動および思いや

を明らかにし忠いやり教育への示唆

を得る

{研究方法}

1.研究デザイン:質問紙i去による:量的研究。 2.

:窓絞殺技で調査に承諾を得られた審議学生 1.015

前:平成 16年7月から 8月令 4.謁交内容

10項E1.研究者が作成した日常生活上での思い

やり行動 37項目。 5. 評定尺度:評定尺度は f全くあては

まらないjから fあてはまるjの5段階の尺授で盟答を求

め，それぞ?れ1点から 5点記点し逆転攻自に

し怠いやり行動がとれる方が高い得点となるようにしたC

6‘分析:思いやり仔議jの各項自の得点:之国子分析(パ

リマックス法)を行い.器子の確認後，国子ごとの得点を

した。属性との関連をみるために，棺

t検定.F検定を行い，統計的処理は SPSS11.1 for 

Windowsを使用したc 7. 倫線的記議:問客は，紫記名と

し億人の特定はしないこと.返送は返結局の封簡を使用

し億人の意志による参加とし

{結来i
l 日常生活上での思いやり行動の因子分析の結果，第 I

iz;j子 f手助けふ第2国子 f公共心J.第3国子「気づかいj

が抽出されたむ笹子の寄与率は第 1出子 17.885，第 21母子

13.301.第 3協子 13.136で累積寄与率は 44.322であった。

2. 日常生活上での思いやり行動は， 1手助けJ公共心づ

づ全ての顕子で2学年の平均綴が1番iおく，次いで

3学年， 1学年の}殺となっていたo 手助け会共心jで

1学年と 2学年間で有意2査がみられたゆく O“05)c 3. 
8常生活上での思いやり行動に影響する嬰習は

しつけのタイプJ. rボランテイ

アへの関心ふ ンティアへの参加ふ

であった。

{考祭}

日常生誌上での思いやり行動は 1学年より 2

なっており， 1学年から学んで‘きた看護に関する

衡を元に f手助けjとして際害者や磁っている人

し伸べていることがわかる。また， r思いやり jは飽者の経

関与ーし，r.与えることであり， 1也者の痛みや障害を感じ

取ることであ札他者の経験を共有し能者のために自分

自身を費やすことができる存在の紫であるc この愛を

るために f労働体験 1*'ランティアへの参加.r謁心jなど

人と多く関わる体殺は有効であり，体毅の場や談会を発供

するシステムの整備が必要であると考える。さらに，教締

と学生の関係は学生と共に考え，対話を重視した関わりを

すること，加えて，教sili自身が学生のよきモデルとなるこ

とが示唆された。

73)地域養護学専攻入学予定義への入学部学習の有効性

吉国恵理，稲吉久美子.上{保育代(飯能女子短期大学)

{問的]
1 i手課程の地域表議学専攻入学予定者{ニ対して.入会合後学
潔対策，就綾・国家試験対策の一環として，入学前学習の
促しを前年凌 3Yiに通知文にて行った。その有効性を探
る

{研究方法}
調査方法:自記式アンケート欝交・集合言語資。対象者:地
主義愛護学専攻平成 16年度入学生 16名。議霊祭終jFdl :王子成 17
3ド2yi 16臼。調査内容:子関誌衛生の動向 2003J(以下子留
民衛生の動向j とする)と 5…毅教義jについての入学前
学習の絞り組み状況とその理由令入学詰在学習に関する 1年
後の自己評缶llc倫理的記長玄:協力は任意である，議査結来
は研究以外に使用しない等を訴え，文設による間;なを得たc

分析方法:挙結集計むクロス集計。 自由記述はKn去をFお
いたc

{結采}
践答者数 16名 CI潟i民主幹 100%)0 溺氏衛生の動向jの入学
部学留をした者は 12名(ア5.0%人しなかった者は 4名
(25.09心であった。学潔した務自は， iii'主主持をもらって必
要性を感じたjが8名であったc 学潔しなかった理出は，
L必受性を感じなかったふ rn寺I!ijがなかったj等であったc

の入学前学潔をした殺はア名付3.89心，しな
かった者は 9名 (56.2%)であった。学務した潔自は， i illi 
気iをもらって必要牲を感じた 4名， iもらわなくても学脅
するつもりだった 3名であった。学資しなかった理由は，
「必姿牲を感じなかったJ5名等であった fmは去に示す。

日公民衡伎の動向jの入学前学留の有効性i立学潔殺と関係
があり .4挺殺度以上行った者A は役だったと認識している合
学習の笈も有効性の程度に彩響がある会数救護jの入
学lI在学習はギJ効であると考えらるが.絞殺試験のー殺教義
の有無により，有効性は変化することも考えられる。入学
前学習の促しは有効で、あることがわかるつ今後は，この潟
査を絞殺して行い，入学前治、らのそチベーシ 3 ンをおめる
関わりをさらに模索ーしたい。

(=入号左往liJ!こE当分で争奪jしたページ委主/警災緩伎の動向jぎなページ〉

く (立主主:Jl!lElヨ
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ブ4)卒業前看護学生の口控ケア!こ関する揺識と実践力

道重文子，神農今日子，吉永純子

(徳島大学涯学部保健学科〉

治 祐子 (1妓卒採立看護大学)

宮腰由紀子(広島大学医学部保健学科)

[ 131'!0] 
i二i絞ケアに関する知識や技法が不足していることが看護{却

を対象とした調資から報告されている。審議技術教育にお

ける口控ケアに関する教育方法を検討する資料ーを収集する

目的で調査を実施した。今回は卒業高Jの看護系大学生の口

腔ケアについての知識や実践力について検討するc

{方法}

対象は，審議系凶年il1lJ大学の|潟地実習を終えている 4年生

300名。質問は，口腔ケアに関する技術教脊の学習経験，

知識 (9項毘)，実技力 04~史呂)，意見や婆望の自由記述

の4大項目について強自に作成したc 知識と実誤力につい

ては4件法で回答を求めたG 倫理的配慮については対象学

生に研究の主旨と霞名性の確保，研究への協力は自由意思

であることを文書により説明し陀意を得たC 調査察は自

式無記名で，ある一定期間関)1又絡を設i置しプライパシーを

し lLiIJほしたO 誠宝!:}境問は 2004 年 11 月 ~12 月であっ

た。調子2項目は，単純集計及び実践力と知識の相関を分析

したっ

[卒者来}

は204名から回答を得た rm収率は 68.0%であっ

た。 1 口俊ケアの知識 口I~ケアの知識を f持っている j

と答えた人数が最も多かった項!Jは. r虫歯の!京区!および

予防方法についての矢口議jで25人 (12.7%)であった。し

かし fブラッシングi去についての知識jは， r持っているJ
は 10入 社.9%)あった。「持っていないjと答えた人数が

iはも多かった項自は， r口腔乾燥症の涼I?;Iおよび予防法に

ついての知識jであり 83人 (40.7%)，次に多かったのは，

f含悪説法IJについての知識jで68人 (33.5%)であった 2.
日控ケアの実践力 口腔ケアが fできるjと答えた人数が

も多かった項目は， r口控ケアの目的についての説明jで

40人 09.6%)であったむ fできないjと答えた人数が最も

多かった項自は， r部分義的の着IJ見」で 112人 (54.9%)，次

に多かったのは， r総義歯の義脱jで86人 (42.2%)であっ
た。 3. 実践力と知識の柑関 「口j控状態をアセスメント

できるJ実践力は「口!控乾燥症の原田および予訪法につい

ての知識jと有意に相関していた (r 0.40， p < 0.001) 
が.I虫歯の係協および予訪方法についての知識jと相関し

ていなかった (r 0.26)。
{考察1
2002年3月の f看護学教育の在り方に関する検討会jによ

る報告では， r口控ケァ」の技術水準{之教員や看護師の効

-指導により学生が単独で実施できるに位澄づけられて

いる。しかしすべての臨地実習が終了しているにもかか

わらず，口腔ケアに関する知識も実践力も抵かった。口腔

ケアは「口睦衛生のためのケアjだけでなく「口腔の機能

を支えるケアjとして指導内容を検討する必要性が示唆さ

れた。

75)審議学生の煙席選択行動の実態調査

長谷川美津子.田中美穂，蜂ヶIl時令子，井戸有美

(東邦大学医学者[5看護学科)

松答英士{東京女子i芸科大学審議学部)

{研究目的}

康席位置と一般学伎の行動・心理的特性との関連につい

て.先行研究報告では教室の後方席から選択され，教壇に

近い!市は嫌われること，後方席の学生よりも前ー方席の学生

ほと情緒が安定しており学業成績が良く学習意欲も高い

と指織されているO 本調資は看護学生の座席選択の傾向・

特鍛を知り，看護学生の教育上の資料とすることにある。

{締究方法}

1)対象者:都内A大学医学部審議学科の看護学概論授業

に出席した 1年生 109名。 2))器開:2003 年 4 月 ~9 月の

6カ月間。 3)方法 :4月授業開始臼， 5月と 9月の授業

最終日の計3回，看護学概論授業終了後にアンケート調交

用紙を記布しその場で記入し回収した。また， 3閣の調

査の比較をするため学籍番号記入方式としたっ倫理的自己

窓:学生に成績には関係しないこと，プライパシーに関わ

るような個人↑吉報はf采護することを説明しi:bL力を求めた。
{結来]

属性は平均年齢:19.1歳。性別は女性65名 (94.2%に男性

4名 (5.8%)。講義室の座席は矢浮らの研究に基づく 5つ

のゾーン区分を係府した。データ処理には 3簡ともに出答

の得られた 69名を有効111]答 (63.3%)として使用した。調

交結采から希望iする座席ゾーンに廃っている学生は.4月，

5月， 9月とも約 40%程度であった。希望するゾーンのお

(選択した!主席を準俄してある康席で割ったもの)が

最も多かったのは前方ゾーンで4月31人 (194%)，5月は

34人 (213%に 9月23人 (144%)を占め，教壇前が最も

多く選択されていたc 希望するゾーンの選択現出は黒板が

見やすい，教員の話が開きやすい，集中することが出来で

あった。現在の座っている座席では中央ゾーンの占有率が

3ヶ月共に最も高かったむ選択漂白は 5丹では fここしか

空いていなかったjが 1位で9月では 51立になっていた。

また 9月の第 1位の理由は黒板が克やすいであった。希望

座席では「殺しい友人の近く Jは上位に上がってこなかっ

たが，現在の康席の選択理由では 5月， 9月ともに 41立に

上がっていた。

{考察}

先行研究では教壇}誌の前方ゾーンは最も嫌われているのに

比較して，本調査では座りたい希望の感席ゾーンとして第

1に選択されているのが特徴的であった。 T大学のカリ

キュラムは教師や学生が諜外授業:等で接する機会や小グル

ープの授業展開が多く，教締への殺しみ(親和性)が高い

のではないかと推測される。しかし一方，北川のパーソナ

リティと義感の研究では前方座席は教締との親和動機では

なく.強い力に従う追従動機であると指摘している。この

ことに関しては今後の課題である O
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ア6)養護学生に対する研究テ…マ設定の動機

問中晶子

[13的}
本校では，

れまでに肴護過程の展開を 12日簡で実施する

を終えているむこの持賂に研究計i重i書作成に当り

生がj何可を謎;り)誇孫?としているのかを知り札.肴護研究のテ…マ

設定に役立てる宮的で

{看護勾研f究方i法去i
対象:審議専門

{結果i
1)患者との関わりが難しかったという視点から

生は. 51名であった。その内訳は 17名はコミュニケー

ションの内容，理Etlは患者の訴えを充分掲げなかったや，

患者の思いを引き出すことができなかった。 25名

援助方法の内容，理由はケアを拒否さ?れ，どのよう

に合わせ援助ができな

ケアの内容，理由は患者が告知をさ

2年生の 10月という時態;え基鑓看護学実習が終了して

おり.自分の看護を接索する持揮でもある。患者との関わ

りの中で，難しかった場面を思い出し研究内容を

いた学生が51名と多かったc 学生は 12B 

通して，自分の者護を振り返り.難しかった体験から

研究テーマを導き出そうとしていることが鳴らかになっ

た。今後{丈学生が実習中に鼠難であったと感じた体験を

引き出しテ…マに繋げていくことで，研究を考える諮の

りになると考える

77)熊立看護大学卒業生の就業地の推移iこ関する検討

しているc

についてみてみ

とし

として働いている者jに

として働

ることが示さ

タの

本研究は厚長労働科学研究補助金によって実絡した。本研

究に対する土谷麻那氏，大島みどり氏の設試に感謝申し上

げる。
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78)看護系大学生の職業的な能力 (competence)の検

討 -~語地実習詰と就職初期の比較一

立石和子(九州肴護福祉大学審議学科)

坂本節子(九州大学医学部隊属病院)

{目的]

看護系大学生が臨地実習において，どのような職業的な能

力(competence)を身につけ，就職初期段踏ではどのよう

に自己評価しているかを評価し今後の臨地実習指導に役

立てることである。

{研究方法}

対象 :K大学3年生(以下実習前)123名.関大学卒業生

(以下卒業生)360名。課査方法:実習前は集合調査，卒業

生は郵送質問紙調変。期間:2004 年 6~8 月。調査内容.

「臼敗の高等教育と~設業に関する研究J (吉本2001)で作成

された知識・技術・能力に慢する 36項呂に対し(1)現時

点、と卒業時点、で「十分に身についているJ~ r全然身につ

いていないJ.(2)職業上「非常に必要と思う J~ r全く必

要ないjの5段措評価と自由記載とした。今田のデータは，

実習前 90名{回収率 73%).卒業生は回収数89名 (26%
宛先不明退去[J12通)の 36環器の平均点を使用した。倫理

:主旨および援名性の保証.研究への参加は自由で

あることを説明し協力を依頼した。

[結果;

身につけていた職業的な能力の比較:平均点は，実習前

3.02.卒業生2却であった。高平均点 10項泊中，誠実さ，

融通ぞ!:.順応、1'1. ものごとに没頭できる能力・資質，集 ~I"

カ.チームのやで自:事を遂行する龍力は共通していたG ま

た.平均点で卒業生が上昇ーしたのは， コンピュータを扱う

スキル，話しことばによるコミュニケーション能力，

前が高いのは，コスト感覚をもって物事を対処する能力，

からだや手先を使う能力.時間を管理できる力量であっ

fiヌJf.J二必要と考える職業的な能力の比較平均点は，

}諸 4.61.卒業生4.24であった。高平均点 10項居中 9項目

が関じであった。 卒業生の}II則立が上がった項目は，分析龍

力，学習能力，プレッシャー下でも仕事ができる檎神力.

時間を管理できる能力，下がった項自は，言語的コミュニ

ケーション能力，綿?を性・細部に日記りをする能力，問題

解決能力，自分とは異なる考えを潔解し受容する力量，

i臨広い知識・教義であった。チームの中で仕事を遂仔する

能力(11立に仕事への適応能力(3位)は向}IIM立であった。

{考察}

卒業主主の結果より，大学教育の特徹である学習能力， コン

ピュータを扱うスキル，自分とは異なる考えを埋解し受

容する力量などは，習得できていることがわかった。また，

職業上必要とされる能力は，実習前と卒業生はほぼi可じ項

目であふ実習前にすでに看護部などとしての職業的な能

力，特に知識語で形成されているのであろう。しかし持

将を管理できる能力は，受持ち中心の実習から，対象者が

多数となる業務の変化によるものと考えられる。

今回の結果より，卒業生が戸惑っている部分は，職業的な

能力の中でも技術面(プレッシャー下でも仕事ができる精

神力，時間を管理できる能力など)であり，この部分を中

心とした指導の強化が必要と思われる。

79)卒業生!こ対する就職部教育の効果

一看護技術の自主練醤を実施して一

111本君子，板橋和子，成問みゆき. ~IJ根洋子，天野雅美

(東京医科大学看護専門学校)

{罰的]

就職前の 3丹に者護技術練習を実施することは，就職後の

者設技術の習得をスムーズにするだけでなくー就織への意

識を高め，心構えや準俄に役立つのではないかと考えた。

実施した看護技術の自主事長官が就職準備，また就職後3ヶ

月の段階で効果があったか，笑i援にどのように役立ったの

かを明らかにする。

{研究方法1
1.対象:平成 15年3月31日に東京都内の私立庭科大学

看護専門学校3年課程を卒業し東京都内の私立産科大学

病院に在職している 65名の!札協力の得られた者 54名C

2. 調査期間・王子成日年 7 月 lB~7 月 11 日 o 3.調査

方法:看護技術項目は既卒生から寄せられた意見をもとに

実習経験の少ない 20項目を選択し安全商について再確

認できるような察側を具体的に設定した。就職後 3ヶ丹

経った段階で，就職準備に役立ったか，実践場面で役立っ

たかについて問う 12項目からなる自作の質関紙を沼いたっ

質潤紙は無記名方式で，官設法とした。 4 分析方法:自

由記載の部分は，窓i派・内容が変わらないように要約し類

似性・相違性に従い分類した。選択!誌の項目については単

純集計A した。 5. 倫理的記悲・データはすべてコード化し

統計-処理を行なった。 自由記絞は偲人が特定されることの

ないよう行い，さらに本研究以外に使用しないことを研究

官〈頼書にi列記したっ

{結果と考察}

「者設技術練習jには全員が参加した。就戦後 3ヶ月経っ

た時点で¥参加したことにより就職への心構えが「できたJ
f少しできたJ93.8%であり，心構えや準備につながったと

考えられる。者護技術を実践する時に，練習の場面を思い

出すことが fあったJr少しあったJ89.6%であったc この

ことは卒業生から寄せられた意見を参考にして，使う頻度

が高く，事故をおこしやすい項Bを設定し練習を企関した

ことが効来的であったと考えられるc また練習を行なった

ことが気持ちの上で「助けになったJr少しなったJ85.4% 
であり.卒業生が職場に適応しやすいように看護技術練習

を金倒したことは.卒業生の心理的サポートとなっていた。

今後は内容を検討し継続していきたい。
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80)看護系大学!こ勤務する勤手のパーンアウトに関する

研究

片間三能

mi工和子(日

〈北塁大学)

頭以iゆかり(滋賀匿科大学)

[筏的}
者会議系大学に勤務する助手(刀、後，助手とする)のパ…ン

アウトについて追求するため，その第一段階として留子構

造を検討したc

{方法1
1.総資対象:助手 1.165名に配布し.関収 548名〈部)1又
率 47.0'3ら)のうち.必、姿袋路が記入された 517名(王子均年

議会 33.6土 4.6殺人 2. 設j交方法:潔送先は全国大学戦良

銭などで確認し助手儲人への郵送による笈関紙法廷 3.
調査時期:2003 年 3 F1 ~5 F1 o 4 調査内容:基本属性，

:vlaslach. C川&Jackson. S広(1981)に準拠・改訂して作
成され た 久 保 ・ 関尾のパーンアウト尺佼 (Maslach
Burnout Inventory : lv1BI改訂販)を用いたむ 5. 分析:先
行研究を参考に調子分析(友i道子法.パリマックス蜘j去〉
を行い，光行探究と比較，検討したc 分析は統計解析ノfッ

ケージ SPSSVer.10.0を使用した。 6. 倫理的配慮:歳出
窓志で問答できるように綴人への郵送法を採用し滋:溺で

潟交の怒日，ブライパシーに関する説明などを明記したっ

i双子分析の結采. 3 
が幸子易で最も妥当と考えた。表 1のようなi双子負荷泣およ
び寄与療を得ることができ，三11BI尺度の 3次元説が支持さ

れた。対郎改訂版尺皮iこ準拠すれば事第 1国子が総人逮成
j感 (PA).第 2関子が!続人総化 (DP)，第 3閣すこが税務的諮

耗!ぷ (EE)である。看護r.mを対象にした MBI改訂版の結

来と比絞すると. I2SI子数や母子構造は筏ねi汚様であるが，
質問項臼 3 (者護部対では DP!澄子)と項138 ([可 :EE
l2SI子)と項自が逆転し. DP関子や EE間二子に協子負荷量

がやや不十分な笈fl号項13があった。したがって，綴人達成

感を構成する察関は共通であるが，情緒的?I~í粍惑や税人格
化の姿毘の按殺ささがあると殺努をする。 助手のパ…ンアウト

の構造は治議締とは5もなる可能性がおいことが示唆され，

今後， さらに検読していく必要ーがある。

言受 1

。.738

15反ヲ二 4 0.631 

(PA) 17 O.詰29。 。号588

2 0.567 0.314 

な314

5 0.781 

10 0.747 

2母子 8 

〈ひい 8 

11 

14 0.441 0.128 

0.442 

16 0.828 

12 0.726 
3君子

(EE) 
0.520 

0.438 

0.302 0.039 

0.481 

81)審議系大学・短賂大学教員と看護専門学校教員の教

ニードとその曹景の比較

[13的;
者援系大学・短期大学教員は鉾)と君子護専門学校教員沼

群〉の敦脊ニードとその背;交を比較し者護学教員の発達

促進に向けた課題を考祭するc

[方法]
測定府民には f看護学教員の数脊ニードアセスメントツー

ル印設しょI"T) CIlJTftl!. 2004)と特性議査紙を用いたっ前
者は.教育に従事する者護専門職者としての望ましい状態
と現状との議織をrI号い看護学教員の教育ニードを交定する

尺皮であるむ得点が低いほど議離が少なく教育ニードがflf
いことを示す。先行研究が信級位・妥当性を検託してい

るc 後者は.対象者?の特性抱採用の質問紙であり，パイロッ
トスタディと専門家会議により内容的妥当性を確保したや

郵送法による瀦査を行い，対象者となった数民 1.577名に

は返信m封筏による質熊絞の個別投題を依頼しプライパ
シー及び研究参加への自己決定の権利を保醸した。

[暴言泉]

笈fl号紙i滋JI又数は 834 (1滋 )1又Z卒~ 52.9%)でありこの内有効問

答であったえ 詳 137名 (25.9%). B務 391名 (74.1%)分
を分析した{表九人訴はお終よりも年齢・教育緩験王手数

の平均10Ciがおく，臨床経験空手数のそれが{ほかった (p< 
0.001)。また人裁は B務よりも仕事へのやりがしミをまLl党
している滋人研究指導者を持つ者の割合がおかったゆく
0.01)。所属と仕事上の問題の右主義との問には関迷をi辺、め

なかったc さらに. FENAT総得点および6下段尺皮の得

点は全て人鮮が B採よりも低かった (p< 0.05) 
[考祭]
研究結采は.A訴がま31浮よりも多側面にわたり教育に従事
する専守護専門験者としての設ましい状怒と現状との議離が

少なく数脊ニ…ドが低いことを示す。教育総数年数，臨床

総数年数，仕事へのやりがいの知党警

秘互にどのように関速し所終による者護学教践の教育

ニードの差異に彩饗しているかの探索は今後の課題であるc

五i ISD) 
立3 2.9) 11.8! 2.6) t 諸島9令制

ア ξ 研究E記長主を:L約おし

ーはくSD)
11.0く3..1) 17.3 (3.2'¥ t 19.r-" 

9.9 (3.2) 1O.I 3.0) t = 2.6験

10.0 2.91 12.0 3.1) t = 6.4特命

11.5 ¥ 3.1) t =2.4傘

13.8〆 3.7J t =6‘4時機

日本務護研究学会雑誌 VoL28 NO.3 2005 139 



82)題宇都j期看護実欝iこ携わる看護師が学生!こ求める学

溜内容

小rm美和子，小関真紀，大出直実，森 一恵、.吉国智美，

田中京子，高見沢恵、美子(大阪府立審議大学看護学部)

i事狂1'1託子(大阪府立急J性期・総合医療センタ

招i皮勢津子(大阪府立成人病センター)

{研究目的}

罵手術M実習を取り巻く環境は著しく変化しており，それ

に伴い教育，臨床の連携をふまえた看護基礎教育c内容の検

討が必要となってきている C 本研究の目的は，学生が問手

術期看護実習開始までにおよび終了までに習得することが

望ましいと考える学習内容を，臨地実習に携わる者護師の

採点から明らかにすることである O

[1iJf究方法}

大成府下の 2施設で、調査への向;窓が得られた勝手術期看護

をお当する主在，臨地実習指導者を対象に半構成的費

1l1J紙をIljいた街接を行った合調査内容は.r鹿手術期看護

出始前までjおよび「実習終了時までjに智得するこ

ましい学習内容(知識・技術・態、境)についてであ

るc 倫理的配慮として対象者に研究自的，方法および研究

参加は自由意志であること等について，文書:と口頭で説暁

し同意を得た。

{主主来]

21名で¥経験年数は王子均 16.2年，弱地実習指

としての経験年数は王子均 4.6年であったむ f関手術期

1m始までに習得することが望ましいと考える学習内

容ハネ[疾患と治療の製解][観察技術][問手術期看護の

主主本的な知識と技術] [手術による心理・社会面への影響i
{人間関係カ守主成できるコミュニケーション技術] [学生と

して寅f壬ある態度][EI;擦をもち意欲的に学ぶ姿勢}のアカ

テゴリーに分類された。次に f実習を終えるまでに習得す

ることが望ましいと考える学習内容jは.[疾患と治療の理

解][知識と実裁の統合][回箆過程に合わせたケアの実践}

{治療がJや退院後も含めた患者理解] [自ら学習を進める態

度][審議師としての基本姿勢}の 6カテゴリーに分類され

た。

{考察i
JiliJ手術;問看護実習に携わる看護締は，学生が周手術期にあ

る患者を理解するために.身体.心理，社会面への影響に

ついての知議だけでなく，患者との人間関係を形成する上

で必要なコミュニケーション技術や態度を実習開始までに

備えておくことを重視していた。これは医療技術の進歩に

伴う匿療提供システムの改革や術部および入院期賠の短縮

より，短期間jで患者との信頼関係を築いた上で.退院

後も見据えて部復過穏に合わせた看護の重要性が求められ

ている背景からも伺える C また贈手術期看護を実践してい

く上で，学生が実習終了までに実際に経験することで知識

と技術を統合し自分のものとして習得していくことが必

要で¥そのためには.学生自身が主体的に学習を進めてい

く態度や専門職としての童基本姿勢を育成していくことも

姿になってきていると考える O 今後は知識，技術の習得だ

けでなく，怒f支部の育成も含めた教育内容の検討の必要性

が示唆された。

83)メンタルヘルスょの問題をもっ審議学生と関わる教

員の葛藤 一看護専門学技教員の面接調査かう一

林 iIJ:i孝子(駒木野病院)

柴町真紀，れg悶明子(北里大学看護学部)

{話(J0]
メンタルヘルス上の問題を持つ看護学生(以下学生とする)

には.その開認に挺癒して指導する必要があり，教員に様々

な葛藤をもたらすことが考えられる。そこで本研究では，

メンタルヘルス上の問題をもっ学生と隠わる教員の葛藤の

様相を把握し葛藤解決の方向性を探るための示唆を得る

ことを底的とした。

{研究方法}

調査期間は王子成 16 年 11 月 ~12 月.東京都内の看護専門学

校において，教員経験3年g以上の専任教員の中から協力

の得られた 5名を対象に，対応が受注しいと感じたメンタル

ヘルス上の問題をもっ学生との関わりについて，学fj~成的

インタヴューを行った。対象者Aの許可を得て録音したイン

タヴュー内容の逐語録をもとに，葛藤を読み取り分析した。

なお倫理的記患として，本研究の主旨を口頭および文書で

説明し，同意の得られた者を対象とした。

{結果および考察}

1 .教員の属性と葛藤:平均年齢 45.8 歳，教員経験 5~25

年，担当専門分野は基礎看護学・成人看護学・老年看護学・

精神者護学であ仏教務主任が1名含まれたc 諮られた内

幸子はア ~8 :iド fìíjの体験から故近の体験まであったc 教務主

張の教員は{也4名とよヒベ，学生との関わりにおける葛藤よ

りもそれに伴う他教良との葛j誌が中心であ f). J絞務上の役

割によって採紛が変化すると示唆されたc

2.葛践の様相:メンタルヘルス上の問題をもっ学生に共

通していたのは.対人関係能力の未熟さであり，同時に病

的な人格の歪みもJ住illUされたc 教員は，そのような学生を

理解し相互作用を発展させようと熱心に関わることで.葛

藤を抱いていた。とりわけ臨ま忠実習において学生と個加に

関わる場合，救出者感情や絵性感情を抱き感{詩的に巻き込

まれ，媛かく献身的，かつ冷静で客観的という教員に期待

される態度との陪で葛藤が生じていた。患者の安全・安楽

を守る必要も高まか葛;俸が増強していたが，患者の存在

によって助けられる場合もあった。また，学生との関わり

を他教員に非離された場合，教員は{也教員からのサポート

を求めにくく葛藤が増強していた。

3.体験の振り返りと成長:教員は様々な葛藤を抱きなが

ら学生との関わりを振り返り.自己の課題に気づかされ.

その体験に意味を見出しぎた越える過程で.教員として成長

すると考えられた。その過程では教育観や学生観が脊ま

れ，葛藤を対処する支えにもなっていた合

4.葛藤解決の方向性:(1)メンタルヘルスに関する専門

知識を用い客観的に学生を捉えて関わること. (2)葛藤を

教員向で、共感的に理解し合うこと. (3)葛藤体験を振り返

仏教育観・学生観を培うことの 3点が必要と考えられた。

以上のことから，今後の課題としてまず¥教員間で葛藤を

共有できるようなサポートシステムの整備が望まれる。
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84)就業年数別にみた著護者の対人態震について

(弘前大学窓学部保建学科)

[El的]
ことばや表情，身ぷりといつ

ものだけでなく，その人の内面にあるもの

する態度は.最も

研究;之看護者の対人態度について就業年数拐の違いを把

し今後の患者への援助にあたり対人関係能力を清成す

るための示唆を得ることを目的

i研究方法]

328名

でみると， 3 
3~5 年米議 29 名， 5 ~1O年末;議 52 名.

85名， 20年以上 130名であった。対人態夜

-中村によって作成され，

れている f対人的志向性尺度jを用いた。

質関項誌は 18あ札選択殺としてまったくそう思う j

のS点から fまったくそう思わないjのI点までの 5段階

で，総合点は最fJf18点から最高 90点で，得点の高いほど

飽者への行動や飽者への関心が潟いことを示す。でi立1ミ度

{結果]

3 

4.9点. 3-5 

7 ， 9 点1O~20

点で，

年以上と比較して

の?対人的弱心・

土 2.5点であり. 5 ~1O 

おく (p< 0.05). 1O~20 

以上 20.5会 2.9点と辻較しでも

0.01l c 人障関係志向性ム

なかった。

[考察}
3王手未;誌の看護者において対人的志向性尺

の総合点が5-10年未満と 20年以上の看護者より有意に

高かったのは.新人特有の要因や新人以外の看護者の抱え

ている開題が関係していることも考えられたc

85)よりよい患者 ω 看護部関頭の講築を{廷す奨践的指針

一自己の惑講を認識しながう関わった審議場額の分

析一

及川朗実

{目的}

から，

{考察;

にある患者を対象として看護を行う

では，患者は人生の金援状態にあって惑稽が激しく

とよ

いており，それに伴って看護締の感髄も大きく揺さぶられ

るむそのような環境のやで.周手術郊で結神的

状態にある患者と円滑なコミュニケーションをi怒り，より

いくために，

に自己の感情を認識し受け止めながら，

に支持して保証を求めるニードを満たし患者に諾っても

らえるような状況を作札立場の変換を行いながら患者の

認識を捉えること，患者を生物体と生活体が統合さ

として捉え，実体・認識・社会関係のどことどこに対

立が生じているのか問題の構造を矛扇という観点で晃抜い

ていくことが必要である 3
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86)機能別多次元共感尺度の作成とその特性

泉 米子(弘前学院大学看護学部)

{自的}

これまでの共感研究lえ苦痛や悲しみを感じている他者に

対する共感に焦点を当てたものであったc しかし共感は

感憶の種類に関わらず生起するものであり，苦痛や悲しみ

以外の喜子び¥楽しみや怒り，恐れの感J簡の共感も対人関係

において重要な役割を持つ。本研究は，対人隠係における

これらの機能によって分類した共感の構成袈素とその特性

を明らかにすることを日的としたc

{研究方法i
A大学医学部医学科，薬学部の 1年生，看護学科の1. 2. 

3年生を対象にお己記入式質問紙法を行った。共感の測定

用具として機能別多次元共感尺度，既存の測定取主主として，

多次元共感尺度，情動的共感性尺度を用いた。また，性格

特性の測定用具として BigFive尺度を用いた。共惑を，

対人関係を維持・促進する f共生的共感j.対人関係の破粧

をもたらす f非共生的共感Jに分類しさらに f共生的共

感Jはfポジティブな共感jrネガテイブな共感jに分類し

機能別多次元共感尺度を作成した。機能別多次元共感尺境

と既存の共感尺援を比較し性格特性からの影響を調べる

ため没10帰分析を行ったc 倫理的配穏として，費関紙は無

i で行い. 対象;はま調宝交Eに陪意を符得-られた者とした。統言計

処望湾潔Ilに;はま SPSS12 
}成皮 16:í年iド三 5 丹 28 呂~lO f丹J 21日としたO

[紡栄]
ジテイブな共感J.rネガティブな共感ムリド共生的共感j

のそれぞれに 2民子.言"61双子，項目数 28JJ[ I~I の構造が明
らかになったc ポジテイブな共感の第 11主i子は「良好状態

の想{象j. 第21羽子は定的な!長IWJ，ネガテイブな共感

の第 11羽子は f苦境の推察J.第2[Z;J子は f援助的な感情J.

非共生的共感の第 1留子はf排他的な感情J.第2出子は「拒

総的!~筒の想像j と命名した。機能別多次元共感尺度と既

存の共感尺度との関連と機能別多次元共感尺疫の下位概念

と既存の共感尺度との関連は主にfポジテイブな共感J.rネ
ガテイブな共感Jとはド共生的共感jで異なった傾向を示

したc ぞt絡特性の 5次元から共感の各概念への影響は様々

に異なっていた。

[考察i
fポジティブな共感Jrネガティブな共感Jr非共生的共感J
は認知的側面と情動的昔話磁の下{立概念を有すると考えられ

る。機能関多次元共感尺度と他の共感尺度との関連から

「ポジテイブな共感Jrネガティブな共感Jr~lô共生的共感j

と下位概念はそれぞれ異なる性質を持っと考えられ，共感

を機能によって分類し測定することが有効であると示唆

された。また，機能関多次元共感尺震によって，従来の共

感尺度では測定できなかった，ポジティブな共感，非共生

的共感の傾向を認知的，情動的雨側面から測定できるよう

になったと考えられる。

87)特定機能病読の救急産療現場における看護師の喜藤

に罷ずる罰究

f号、谷節子(島線大学医学部附属病院)

i渇崎美智子，津本f愛子

(島絞大学i豆学部者護学科基礎看護学講座)

{目的i
救急医療現場の看護締の葛藤(以下ジレンマ体験とする)

を明確にし分析したうえで，倫理的な課題を明らかにす

るc

{方法}

全閣の特定機龍病院の救命・救急センターもしくは救急部

(救急外来を含む)で勤務する看護蹄を対象として無記名

良記式質問紙諦査をおこなった。質関紙を郵送し間収は

対象者の任意の研究参加を保証するため，返信用封筒を用

いて対象者が儲別に投函する方法で、行った。質問紙の内容

は，先行研究からジレンマ体験を受けやすい8項目と，倫

理的質問内容については， Lutzen.K.の MoralSensitivity 

Test (以下 MSTと略す)を中村らが日本語に訳した日本

語版MST (35項呂)を承諾を得て使用した。データ分析

は統計解析ソフト SPSS12.0]を用い量的に解析した。倫理

的配慮として，得られたデータは他人が特定で、きないよう

統計的処涯を行い，研究目的以外には使用しないことを依

頼文書に付記した。

[結果]

質 flfj~ií;の j現収は 512 通(関 I1又率 32%) で.有効自答 444 通

(有効IITI答率 86.7%)であった。ジレンマ体験で最も多かっ

たのは患者が重複したときの対応、で 93%以上が対応、に

隣ったと答えていた。人1H11矧係について間った体験は，最

も多かったのは腹部との関係であり，経験年数の多い者護

締ほどその傾向が強かった。他科の勤務経験のある人は.

診察介助と上司との人間際係の 2つの点で有意差 (P< 
0.05)が見られた。

MSTの結果は，信頼係数(クロンパック α)は.0.768で¥

中央総において最も r依を示したのは関 2:広く患者の

状態について迎解していることは，専門職の責任であ

であり，最も低f[をだ、ったのは問 34:I現復する見込みのほ

とんどない患者に.良い看護を行うことは難しいことだと

思う;であったc 看護蹄臨床経験年数と救急部での勤務年

数.他科の勤務経験の有無で¥一部の項自に有意差がみら

れた。また.由子抽出i去を用いて主成分分析を行った結来，

11 倒の成分が抽出され，主成分の累積ム関子寄与ネは 55.99ら

であった。

{結論i
救急援療の現場では. illli支の見込みのない患者に対しでも

救命のための努力があか救命箆先というゆで患者自身の

意思決定や尊厳が尊重しきれない状況もある O その時々の

状況の中で先に述べたような倫理的な課題が生じている現

状が明らかになった。
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88)へイズとラ…ソンむ治諜的技法の龍子議造と社会的

スキルについて

上野栄一

{お的}

看護締に求められることは，知識・技術のみなら 7 • 

自身の対人関係能力が三重要で、あるc 特にコミュニケーショ

ンスキルは看護蹄において不可欠であるc コミュニケー

ション技法には数多くあるが.ヘイズとラーソンのコミュ

ニケーションの治線的技法はよく使われ，有用である。

研究では.治療的技法の 25~芸誌の露子携迭と社会的スキ
ルとの関係について明らかにした。

{研究方法}

N総:合病i詫に鈷務する審議繭 163名にアンケ…ト尽款を

配布し 103名の間取データ{回収率6396)
した。データはりッカートタイプ5段諮評価を行い.

処理ソフトは SPSS10.0を使用したc アンケートは，

的に研究の主設の説明を行い，同意を得られた委譲締を対

としたc 質問紙への閥答は，吉署記名.f壬立であることを

説明しいつでも本震罷紙に認する愛関に田容できるよう

を明記した。また罰ヰ又したデ…タはコン

ピューター解析により個人が特定されることがないように

しデータは鍵のかかる保管主主に保存しデータ

やかにアンケ…ト沼紙をシュレッターにかけ抹議した。

[結采i
ヘイズとラーソンの治療的技法の 25項話;之 7因子に分

きた令第 1
絞の{足

表現の提

スキル

{考察]

P < 0.05)が社会的

顕子分析の結采. 7つの要素に分類でき，カウンセリング

技法が数多く含まれていることが明らかになった合ロ

ジャースは，他者に対して，無条件の肯定的記!喜:・共感的

または透明性が最も基本となる態安で，

におけるカウンセリング理論が有用であることを述べてい

るc これら 7因子の要素を含んだコミュニケーションと籾

-疑念表明の技法を有効に活形することで社会的ス

キルが向上しコミュニケーションのスキルアップにつな

がると考える。

89) Nancy Kerr Cohn rUnderstanding the pro匂

cess of adjustment to disabilityjの臼本の看

護論文 Critique

鈴木久美子，

:目的]

災ancyKerr Cohn 以下 Cohnと略する)

し Cohnの理論を科用した日本の論文の内容分析を

行い.者護現場における危機理論の活用方法を検討する。

[研究方法]

1 .文献検索と Critique0 2. 期路 20例年 4 月 ~2005
3月。 3.Computer検索

Word rCohnJ 
る

沼していた。

日

践可能な理論の開発が必要である。

雲寺塁塁
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90)竹炭・詰所光触媒・マイナスイオンを用いた療養病室

の消臭対策

藤田牧子，松下和愛，仮屋小百合

(愛知県厚生農業協持組合連合会知多厚生病院)

山口桂子(愛知県立看護大学)

{はじめに}

霊境要介護者が占める療養病床では加齢臭や失禁などによ

る異臭の環境調題を抱えている。今毘，当地域で容易に入

手できる「竹炭Jと環境の消臭対策の開発が進められてい

る f暗所光触媒Jrマイナスイオンjを用いて療養病室に対

する消臭対策を試みたので報告する。

{研究目的}

療養病室での効果的な消臭対策を検討する。

{研究方法i
調査場所:要介護度5，日常生活自立度 C2，痴呆性老人

の自立度3a~b の 4 名が入所する 2 入部屋で\病室 A ・ B

とする。(意識 22度前後.湿度 40%に空識管理されてい

る)

IliJ:平成 16年 11丹15B~平成 16 年 12 月 15 臼

倫理1!Il0況感:研究に際して病院管理者には看護研究計画書

にて許可を得た。病室入所者本人の判断龍力が不十分で、あ

るIIJ能性を考え，本人と家族に立すして，研究目的の説明や

参加の自由等の詳細を文書によって説明し家族より研究

て間窓を得たo

?ilj ;;~対策方法:1)各病室入 .B に竹炭 20kg を設澄し評価

したc 2)各病室の竹炭を撤去後，病室入には務所光触媒.

B(こはマ千ナスイオンを惑と床に塗布し評似iしたc

対策の各方法については，過去の文献を参考に対象病室に

合わせて決定した。

評価方法:唆党テストによって問題ないと '1可定された療養

病床勤務者が，深夜 Ofl寺~3 時の荷に官能試験である 6段

階央気強度表示法 (0:無臭~5 :強烈な臭い)で許;おfiしたc

{給来及び考察]

Jえの平均臭気強度は，無対策の時点では 2，0(SDl，O) 

であったが，炭対策を実施した期間中の平均は1.4

(SDO，5)とやや低下した。また，光触媒対策を行った期間

中ではl.1(SDl.O)とかなり低下したが，有意な変化では

なかった。一方，病室 Bの平均臭気強度は，無対策の時点

では 3.8(SDl.3)であったが.炭対策中は 2.8(SDO.5) 

と低下しさらに，マイナスイオン対策期間中は 0.8

(SDO.8)と著明な効果が見られ，有意;に低下した (p< 
.01L 以上から，竹炭lま，多少の効染があったと判断でき

るが，対象病家あたり 20kg(約 1rrOと多量の炭を必婆と

しまた定期的な洗浄と乾燥が必要なため実用性に欠けた。

これに対し病室 AのfJ音所光触媒対策は高活性機能を有

し日光のない深夜帯の評館iでも臭気強度低下は竹炭対策

よりも大きく，また，病室Bのマイナスイオン対策は，今

回の3つの方法の中で，最も臭気強度低下が大きく，効果

があったと思われる O 今屈は f光触媒施工技術協会・有限

会社衣111木工所Jの承諾と協力により，病室に光触媒・マ

イナスイオン消臭対策を実施する事が出来たが.今後，ロー

コスト化が進めば，介護ー療養施設の法臭対策として期待

できることから，さらに部数を重ね検討を続けていきたい。

91)水祝による頚椎揮犠患者のオルソーカラー装麓時の

苦療の緩和の検証

金悶沙織.佐藤麻美

(独立行政法人労働者健康福祉機構美JI只労災病院)

{話的}
頚椎鎮傷患者は.自力での体動は困難で祷癒を発生しやす

い状況にある。当i淀では 以前，術後オルソーカラー装道:

している頚推損傷患者の枕として，パスタオルを用いてい

たが，後頭部やオルソーカラー辺縁部に袴癒や脱毛の発生

が見られ，水枕使用により安楽性の報告があったことから

水枕に切り替えて使用してきた。変更後，持癒発生ーはなく

適切であると忠われたが体圧計で測定しでも水枕の部分

的除夜の検証はきれず，有効性の検証は困難であった。そ

こで，今路上種類の違う枕で対象の主観的安楽性，Wt祭に

よる評価により水枕の有効性を検証したので報告する。

[方法]

対象は頚機器定術後2遊間を経過しオルソーカラーを装着

した頚椎損傷患者5名で，研究のg的や内容を十分説明し

間意書:を交わした。方法はパスタオル，水枕，低反発枕の

3稜類を 1日ずつ用い，使用後，部痛，カラー辺縁音111語，
カラー在迫感，安定感，枕の高さの 5項目についての開き

取り誠査と者護蹄による皮腐の発赤， IJ見毛の観察をそれ

ぞれ点数化した。検定はフィシャーの直接確率検定を用い

た。

[結果]

部痛は3磁類ともなかった。カラー在迫痛，辺縁部痛では.

パスタオル・抵反発枕は痛みの訴えがあり.水枕では少な

かったっ安定感では.パスタオル・低反発枕では全員が安

定しているという結果であるのに対し水枕では不安定が

5名中 2名あったむ枕の潟さでは個人差がみられたっ発

赤・)J見毛の観察では.脱毛がパスタオルに 11列みられ，他

はなかった。総合点による評価で，他の 2者と水枕で有慈

悲がみられた。

{考察]

頚稔損傷患者の袴議発生IJスクは高く，細心の注意;を必要

とするc しかし術後の安静は不可欠で，その問の安楽と

二次的合併症予坊は看護の責務である。 以前のパスタオル

による袴癒発生の見直しから水枕への変更は感覚的な評価

は行なってきたが，厳密な比較実験はできなかったc 水枕

は水の流動性を利用した一定部位の持続的在迫除去の意味

で有効であり，袴療発生の予防が確認できた。術痕後から

の比較ではないこと，症例数が少ないことから，継続調査

の必要が今後の課題であるc 受場直後は，突然の障害を受

容できず，心潔EI守に不安定な時期であるため.倫理的記惑

のもと対象から除外したc 今後，心理部を充分考惑したう

えで，術直後からの研究を進めていきたい。
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92)生活行動援助iこ関わる零護培異について一移動期呉

の文穀検討

JlI守田千秋，

はi口出子，相馬朝江

(神奈川

[ 1':J(19] 
本研究のお的は，

i設から検討し

らかにすることであるコまた，現在{吏用されている

兵の特畿についても許せて検討する。

よび分析方法}

1993年以前の文言誌については，

93)ベッドサイド×隷掻影時の苦痛緩和滅症マットの評

髄第一報 一素材による感鍛の遣いと体在分布一

UJ仁村喜代，

半期陽子'

rt村官， 仁川す百合子，音問

(広島県立保健福祉大学)

[E1 U9] 
ベッドサイ FX線撞影の緊に;えるし

立すしでも，カセッテ持入に伴う身体的苦痛

の対誌がほとんどなされていないc そこで，言ぎu土・

和を話的;こさまざまな素材を使用し体圧の分布と

の苦痛緩和の効果を評備したc

[方法i
カセッテの上に素材をi笠き， BIG-MA T ver. 4.231を沼い

て在力分布をil認定したc 素材上に 30秒臥床した

心地よい，硬い，冷たい，柔らかいなどの隊、床やの感触9

宮を， visual analogue scalと 訟 を 用 い て 測 定 したむ

これらを素材なしと 5議類の素材で，胸部と腹部の掲彰を

したカセッテの{立霞それぞれに対して行い，計 12関

のiUlJ定を行った。素材ーは比較的手に入りやすく安価なもの

であることを基準に選定したc その内素材人 Bはさ 2

cm， 11訟は 1慌であったっ被験者には研究の題設を紙磁によ

り説明し

{結果]

った。

鴎 2~4 に小ヲ G

p < 0.01で鵠音1¥，

クッション性のある素材でも，カセッテのみ(素材なし)

の場合より広範留に重圧がかかるものがあり威圧銭的の

捷取は，素材を;支;乏に選ぶ必要があることが分かつた。ま

た，今期の結果では，素材 Bが体!fの分散性，痛い，冷た

いなどの感触ともに，好結果を持るものとなった。

ラ
マ
パ
U
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94)ベッドサイド×線譲影時の苦捧緩和減圧マットの評

髄第二報一胸部撮影と腹部撮影時の違い一

黒田寿美恵，山中道代.中村悟，中村百合子，吉田 彰，

司王剖!湯子.森木ゅう子(広島県立保健福祉大学)

[EHlg] 

第一報では減在自ligに使用する 5穂類の素材に対して，胸

部搬影と腹部撮影時にかかる体庄の分布とカセッテ使用時

の苦痛緩和の効来を評価した。しかし腰部は，問、床下ドの全

体重の約 112が荷重となるため，腹部撮彩時のカセッテ使

用中の苦痛は，胸部撮影時より大きくなると予想される O

そこで，胸部とJJ支部に受ける感触の違いを分析し安楽な

減圧マットについて検討した。

[方法}

被験者，手)11見倫理的記惑は第一報とi可様であるc 胸部撮

影の場合，カセッテの上縁を第7頚椎の高さに合わせ，接

部報影の場合はカセッテの中心をJy号令稜の高さにした。そ

れぞれの線影を想定したカセッテの位援2パターンで測定

を行い，結果はノンパラメトリック検定を行った。

[結来]

被験者の概姿:第一報と向様である。部設による棺違:体

圧が 45g/cm以上かかるピクセル数の王子均を密工に示す。

腹部は，腕部よりL広範簡に在力がかかる傾向があったc 鉄

床下いの感触の1:な結果を留 2~4 に示す。痛い，角があた

るなどの苦痛を示す感触に関する給条は.腹部報影を想、定

したの評価がいずれの素材についてもおく. p < 0.01で

った。その他の評倣についても. )J支部は胸部よ

り強い苦痛を伴う傾向が見られたc

{考察i
話的の素材による苦痛緩和の結果を第一報で報告した

が，胸部・腹部撮影時の相違については，素材による変化

はあっても.一様に腹部について強い苦痛を示す結果と

なった。これは重心の位置や，平手柱の誇;泊に影響されるも

のであると考えられる O 本研究の結条，安楽のために減在

効来のある素材を尽いるi奈は，腹部の評仮に重点を設く必

要があることが示唆された。

'. 

;i. 

'" く じ 土

勺ょの乏のかかったヒクセ支

えし

え

勺立たする方
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95)成人女性の罷鍵パターンiこ関する訴究

一環議遺産による罷躍の違い一

谷田恵子，本田智子，堀内美和

坂口けさみ，

( (徐)ダイキン環境研究所)

i目的i
成人女性の終夜総奴における体混や皮綴温の変化を

環境温度の逮により鰻11災パターンがどのように変化するか

る目的で，異なる環境越境における終夜燦燦ポリ

グラフィを測定し

{研究方法1
18歳から部長までの，

うち.研究目的

れた 13人を対象としたc

容を充分説明し拘束な

ない能康な成人女性の

となることに同意の得ら

には，あらかじ

96)心拍変動解析!こよる鍾器深震の推定方法!こ関する研

究 …韓鵠深震と心強変動の語波数解析結菜とむ関

{系一

ダイキン環境硯究所〉

[Ela守i
欝淑への看護介入の効果は，費関紙を用いて対象の主観的

な11翻民!惑を尋ねたり， 11剥民時間の長さや賠i民党欝のパター

ンを観察したりするなどで評価できるが，これらだけでは

騒践の深さまでは知り議ないc 隠般の深さを知るためには

騒i阪中の良範電i乱 i民球選動を含むボリソムノグラフィ

(PSG)を行う必要があるが，そのデータ収集・評価は決し

て容易で、はないc 近年，難奴i架設と

とに関係性があることが言われており.また，心拾デー

タは PSGよりも比較的容易に得ることが可能なことから，

心拍データを用いてi際限深疫を評価することができないか

と考えて本研究を行ったむここ

[研究万法}

ら許可を持て実施し

口室長と議:麗で研究の概要とリスクを説明し

られた健康成人女性5名付少録作成時点)を対象として，

において在需毅寝から拐の恕床までの PSGと心拾

を測定したc PSGはSle記pSign(今ッセイコムテック

を，心狛変動;立法記mCalc(G主主S社)を用いて全期認を 1
分毎:に限切って解析し i縫IlR:j菜授(党翠潟，浅路線期.

11制民鶏， レム期)と心拍数および心拍変動の周波数成分の

(高毘波成分=HF， f廷}認波成分と高照波成分の比 z

LF/HF. ;お潟波成分と会周波数成分の辻 =HF/T)との関

し
[結梁i
!援絞の深さと心強数および心蛤変動の各}諸波数成分の変イヒ

と. ノンレム鶏(7交際i後期と深路線期)では縫践が

くなるにつれて. HFとHFIすは増加i頃向を，心拾数と

LF/HFは{段下傾向を示すケースが多かった。また.レム

期と中途党罷期とをノンレム鶏と比較すると，ノンレ

代交路線態とj梁l!iJill民調)では HFとHF/Tは潟を，心拍

とLF/HFは抵値を示す傾向が見られた。レム期と

とを比較すると， 4つの指鰭とも同様な債を示した5

HF!土日立ITに近い変化を示したが，HF/Tに見られたほ

どの強い関係性は認められなかった。一人の-[換の11翻役中

の心拍変動解析結果が各践限段暗によって統計的

じるかを見た場合. 4つの指擦の中では HF/Tが最も

ケースが多かっ

{考察]

本研究の結糸では4つの指標は露政深夜とある稜度の関係

殺が認められ，その中でも HF/Tが経奴深震によっ

惹が出るケースが多かったことから，HF/Tを詣轄として

騒i根深度の推定が可能であることが示唆された。今後は初j

数を増やし HF/Tから器販深度を判断するための基準の

作成に取り組む予定であるc 比較的容易かっ非琵議的に得

られる心拍データから鵠限深度が評価できるようになれ

儲床における縫絞への援劫のエピデンスの追及の一助

となりえるであろう c
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9ア)高齢者のポジショニングと関および腸管運動の薦議

渡透111良子(聖隷クリストファ一大学看護学部)

高田宗樹(臼本大学医学部)

{目的}

高齢者に対するポジショニング介入の生現学的指擦を得る

ために，ポジショニングによる胃および11号管運動の変動を

腎電簡により検証するc

{方法}

対象は，研究趣旨に伺2まされた高齢者6名 (70.7土 2.5

とした。 測定環境{え室識25ごと 1t. ~.掻度 50 会 10%の人
工.気象室内で実施した。ポジジ、シヨニングのロ一テ一シヨン

iはま之. 安i静首誇L可存鰐F臥i栓立立~ 3却O分→{仰却誌玖}人、位 1叩O分閤一→+右{側立溺1草拶}
→!腹i復支切臥、{投立 1叩O分向→{仰i印H臥{泣立 l印O分関でで、あるc 着衣は基準病衣

と下着のみとし綿毛布 1枚を掛けた。携帯型胃電言十(ニ

ブロ白活計 EG) により経皮的に胃電閣を記録した。電極

以Iedicotes社製)，之掛状突起と務部と左右鎖骨ヰ:線上の

所定の部位に鮎付したc 胃電図は.腎ペースメーカーの運

動を去す 3cpm (cycles per minute)と腸ペースメーカー

の運動を表す 6cpmの周波数帯主主に分別し最大エント

ロビー法 (GMS. Memcalc)により周波数特性を求めた.

この2開波数1f1域の積分値を測定毘間に毘切って算出し，

各夜間の総パワーで除して正規化を行い.前者を 3cpm 

パワー，後者を 6cpmパワーと去した.体位変換すると各

玖床状態の 3 (or・6)cpmパワーの変動は俄人差が大き

くなるため.俗人ごとに「標準化:(観測龍一平均)I襟準

して偶人差をなくした。統計解析は.Wilcoxonの11m

故手[1検定で保初、設とiむの!玖i立すなわち右iWJ臥伎とJJ支IV，1立に
おける 3(or 6) cpmパワーの差異を検証し予<0.06. 
料 p< 0.04を有志;水準としたc

[結果}

狩運動 (3cpmパワー)は.f郎防、柱時より右叙1][払{立時のブゴ

が有意 (p< 0.06)に促進したが，腹軍人{立時では差はなかっ

た。腸管運動 (6cpmパワー)は.f期限、{立時より右側初、位
時・腹旬、f立時の方が有意に慌進したが，右側臥位i時はばら

つきが大きく，分散の関係で、腹臥位時がより有意 (p< 
0.04)に挺進した。

{考察}

ヒトの腎王子i骨筋は 1分間に約 3聞の電気的興奮がおこるこ

とが知られており，弱電剖と王子i骨筋の収縮は相関があると

報告されている。胃屯関 (EGG) は，胃・務管運動の総合

結巣として捉えられ，仰初、f立時の高齢者と若年者の比較で

は，主目前による&受容や循環駆動の反応性は抵下すると報

告があり，高齢者におけるポジショニングによる胃腸管運

動の検証は必要で、ある。今関，腹E子、{立では，電磁{立設が腎

の付近にあり物理的に圧迫された可能性があり，胃運動の

詳摺な傾向は確認できなかったが，腸管運動では仰臥i立n守
よりも腹旬、{立時に有意に促進することが確認された。排便

障害の対策として有効な介入となり得るであろう O

{結論}

高齢者における綾臥{立は，腸管運動を促進させる有効なポ

ジショニングであり，胃電図によりその生現学的指標は得

られるc

98)気管切開患者の題液中コルチゾール鰭の日内変動と

ケアの関連

福嶋龍子，美ノ谷新子，荒井一次松下裕子

(東邦大学医学部看護学科)

{日的}

患者の綴神的な状況を客観的にとらえて看護内容に生かす

ことは大変難しいc 今風気管切開患者を対象に，生理学

的ストレス指擦であるi盛液中コルチゾール偵の日内変動を

昔話定しケアとの関連について検討した。

{対象}

療養のスケジュールが安定している療養裂病誌に入院中の

気管切開術患者であるc

{方法}

i唾液中コルチゾール値測定は際部として.10時・ 12時・ 14

5寺・ 15持の 4@]採取したc 同時に体j昆・陸1&・脈拍を測定

した。説資時期は 2003 年 12 月 ~2004 年 8 月。採取方法

は，サリベットを使用し F号館スポンジを 1分桂皮噛み務

めてもらい採取し遠心分離後に冷凍保存しiJ!U定を依頼し

たc 倫理的配慮として，事前に文書および口頭にて患者・

家族の承諾を得て，掠11支持に再度説明し了承を得た患者を

対象としたっ

{給条・考察}

対象者は 4名の男性で，気管切開をして 1年以上が経過し

ている c A氏の場合. 10 時から 12持の採取までに，清潔

ケアや気管内吸引があり. 12時の採取持はケア終了後 20
分以け筏過しているが. 10 I待より数僚が上昇していた。 c
氏 2の 12時はリハビリ終了後に病室に搭ち着いた段階で

録取したが.10持より上昇していたG これらは身体活動負

荷と問時に昼食直前だったことも関係している。 D氏の

10 持の数値が低いことは.夜!務不n民であったことが影響し

ていると考えられる。また D 氏は 10 時~12 時の翻は尿

意へのこだわりから，臥床のままナースコールを頻繁に繰

り返す様子があったc 12持の採取前から看護締・介護士が

D氏の尿意以外に注呂し時期をかけて対応していた最中

であり .D氏も起座{立をとり，落ち着いた様子であった9

l廷液中コルチゾール値は起床時が最高値で， lj雪時減少し

午後2時頃に安定した後再度上昇するが，今お!の 4人はケ

アにより!唾液中コルチゾール値の変動がみられた。

ル億 (μg/dO

15 略

。398
0.284 
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99)自律神経系へ及iますスチームフットスパの効累

一生理・生化学的指標による評髄の比較ー

川

本

尽
山
山

[13的}

近年，足浴等の効果の客観的評価が試みられているが，

つの指採では効果を明確に示すことが出来ていない。そこ

で，スチームフットスパの効果を自律神経系をや心とした

とi援液中成分を用いた生化学的指壌を比較検

した。

{研究方法]

本研究止

同意が得られた縫常成人 20名 (21.8念 4.1議)を対象とし

たっ 30分間環境思lIfとを校い.10分館夜泣安静後，刺殺を加

えず2時間鉱床を行う実験をコントロール (C)とした令

料識として 15分間の混浴〈和とスチームフットスパ

:日をi可一対象者に実施した。 生理学的指擦とし

て.R-R間関，前額部と室長部の深部j量密 (Tc)と表面成

(Tsk)を連続的にi泌定し R-R伺臨より4、組数
(HR)と心強変動解析による HF，LFiHF成分を求めた。

生化学的指標として，安静時， S' F実施i忠弘床中

2待i釘駄!末終了時の各時期 1分踏のi益法中 cortisol
!支・ 濃度・出向アlase活性・総タンパク量を測定したc

[結果]

S により，

を示し

[ftlを示した。

TclまC'Fと同捺iこi玖床後より減少傾向

C'Fと持議に上昇し 30分以降は減少傾

Tskは. C' Fと向様;こ減少傾向を

を認めた HR.LF/HFは.S 
C'Fと持誌に減少状態を維持する

Cでは. LF/HFはi号、床 60分以鮮に増加傾向を

示したが. Sは2時間終了時まで減少状態を維持する傾向

したと Fによる HR.LF/HFの上昇は認められなかっ

た HFは.S実路iI都こ減少後，急激に増加し臥床 90
後まで Cより潟い状態を維持する傾向を示した。 S

C'Fと共に減少傾向を示し

は増加傾向を示した令

を認めた。 4つの指

ぐに入限し

したj

[考察i
CやFで¥HRやLF/HFの減少，狂Fの増加を認め，交感

神経の緊張状態は緩和された。 Sの刺激により，交感神経

の緊張状態を一時的にi認めたが，緊張緩和状態は長時間持

ることが明らかとなった。自律神経系への適度な料激

が，緊張緩和状態をより長く維持させると考える。今関.

生理学的指擦の変化は，詫来と何様であったが，生化学的

との潤には会ての被験者で一致する給条は得られな

かった。 I盛液諜取量不足による欠鎮データや刺激に対する

生体反応の'臨常牲が探たれている健常成人を対象としたこ

とが影響していると考える C 今後は，被験者の反応、性の違

いを検討しサンプル数を増やし i吸法中成分による客観

的指擦の有効性を明らかにしていく必要があるc

Elヌ{王者護研究修会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 149 



P4会場第20群

100)中高年における SuccessfulAgingに関する研究

〈第1報〉一若年期の場合一

松本啓子，若i崎淳子

(JII埼i哀療福祉大学匿療福祉学部{引退者護学科)

[1389] 
我が閣の高齢化率は年々上昇している O 老いや高齢者とい

う香菜からは，身体的.生理的能力や心的エネルギーの衰

え社会性の低下等の既成概念が強い。 1960年代以降，主

iこ米箆iにおいて SuccessfulAgingの研究は進んでいるが，

我が国独自の社会的文化的背禁をふまえた報告は未だイA 分

とは言えない。そこで松本らいの報告を参考にして，老年

期における SuccessfulAgingに関する現;1犬把握を話的に，

アンケ…ト調変項目を設定し資的因子探索的に分析を実

施し

{方法]

倫理的配惑を記した書面による依頼に同意の得られた 65
歳以上の高齢者 27名を対象にアンケートを実施した。

アンケート内容から，内幸子分車rrの手法により類型化を進め，

コード化，サブカテゴリーを作成し抽象度の高いカテゴ

ワーとなるよう修正を繰り返し生成した。カテゴリー化の

プロセスにおいて定期的に看護学・質的研究の専門家にお

けるスーパーパイズを受けた。

{結果}

Successful Agingの現状としては.8サブカテゴリーから

4カテゴリー， (健康)<満足)(自己保存)<参加〉が抽出

された。健康に関しては，心・身体・食生活・運動・日常

生活全般様々な側面で重視している現状が明らかとなっ

た。 満足に関しては，現状までの生活は受容して，現状の

生活ではしたいことをしている。その人生にある程度満足

している様が窺えた。自己保存では，死について考えると

き，残りの人生の生き方とも称して，その時が来るまで好

きなことをしつつ長生きを望んでいたc 参加に関しては.

家族を含めた他者や社会との跨わりに重きをおいていた。

{考察]

現夜の生活を振り返る時 「これまでの人生を良かったと

しようJと受容し線め，現在の生活に何らかの意味を持た

せ，それを維持させていくために努力し未来へ繋げたい

という気持ちが込められていた会本研究において提示され

た4カテゴリーを米国におけるいくつかの既存の概念と照

らし合せた時， (自己保存〉に硲しては.我が関の高齢者独

自のテーマとして捉えられていることが示唆された。ま

た，向様にく参加〉に関する捉え方も，村社会における和，

と解釈をすすめるならば，我が国独自のテーマとして捉え

られると考えるつ

1)校本桜子他:後期高議絡のSuccessfulAgingの意味一郡

部に経性する高齢者a の開き取り灘査から…， B本肴護研究

学会雑誌、， 27 (5)， 25-30， 20040 

101)中高年iこおける SuccessfulAgingに関する研究

〈第2報〉一壮年期女性の現状一

若崎淳子，松本啓子(JlIi締院療福祉大学保健看護学科)

{程的i
Successful Agingとは，いかにして健康的で生きがいをも

ち満足する人生を主体的に送るかを意味する。これは高齢

者のみならず人生半誌を生きる壮年期にとっても重要な

テーマである。そこで本研究では質的帰納的手法により壮

年期女性の SuccessfulAging'こ関する現状を把握するこ

とを自的とした。

{方法1
1 .対象・中国・間部・近畿地方在住の 30~59 歳の女性的

名。 2.データ収集方法:松本らの報告 l' を参考に

Successful Agingに関する現状を!習う自記式費開紙を作

成，住民ボランテイアを介して記布，郵送法にて閥)1又した。

3.データ分析方法:質問紙への記述内容は. 1センテン

スもしくは同一内容を示す 1パラグラフを分析巣位とし 1

データとした。それを表現，意味内容の類似性・相違性に

よりコード化，サブカテゴ1)ー化後，内容の性賀で結合し

カテゴリー化した。以上のプロセスを研究者の意見が一致

する迄繰り返し検討し真実性の確保に努めた。 4.1i命渡的

配車・文書にて研究趣旨と共に無記名での調査の実施，デー

タの厳重な管濠，プライパシーの厳守容調査協力は自由意

志に基づく旨説明し.1湾立を得られた者のみ提出を求めた。

{結果}

総データ数は 1.135で， 14サブカテゴリー， 6カテゴリー

が抽出された。その内幸子{ふ(参加)では，社会参加jと貢献，

i患者とのうど流と共に次世代の護育に重点がi置かれていた。

〔健康)では，日常生活を営む中で次第に自覚され始める身

体機能の抵下にj'ドう適応と，毎日の生活における健康維持

への努力がみられた。〔充実〕では，様々な役割をもっ壮年

期において効率的に時間を管理することで公私に渉る活動

を充実させる姿が伺えた。〔準1mj]では，人生半ばの過渡期

を生き人生における時照的展望の狭まりを自覚することで

老いと死への準備を始める心理的変化と共にこれ迄の生

活や他者との関係に折り合いをつける方法を模索し今後の

生へ備える姿が表出された。〔再考]では，揺るがない自己

を確信する一方で自己の学生を振り返り気づいた停滞する

生活を目の当たりにする心情が見受けられた。[部JaJで

は将来の夢やj主体的目標を見据えその実現に向けて自己

や人生を探索開拓しながら建設的に生きょうとする姿が伺

えた。

i考察]

本研究結果からは，壮年期女性は次世代の養育と共に就業

を主体とする金援活動・趣味を主体とする余暇活動の充実

を通じて生きがいをもち，効率的な時間管理をし生活満足

のある現状と考える。また，健康維持への努力，社会参加

意識，半生の見夜しに伴う老いや死を含む今後の生への準

備を始めており，壮時三期の現在の生活像が老年期へと続く

Successful Agingに向けての準備行動として反映される

ことが示唆された。

1)松本啓子他:後期高齢者の SuccessfulAgingの意味.

日本看護研究学会雑誌， 27(5)，25-30， 20040 

150 日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 



102)地場高齢者の長寿かつ上手!こ老いる要因の検討

谷垣静子，仁科祐子(鳥取大学医学部保健学科)

宮林郁子(日本赤十字九州

:自治]

本研究の詩的は.

る説的で¥14年間追認した薬臨を対象に認交分析した。そ

こで，長美子を阻止する死亡の側面と主観的に上手に老いた

と感じられた側面から，地域高齢者の長美子かつ上手に老い

るための生活，鰭康要因を検討し

{方法}

調査対象地域はす県 N町である。同地域で 40歳-79哉

の全符民に対して， 1989年に健康と致活習穣に関する自

式質問票謁査が仔われ， ι411人(間収率 93%)から関答

を得たo 14 i手後， 2003年に郵送方法による自記式式費時

行った。ベースライン鶏査時に 46歳未議 (2003

の464人を除外し 1989年に 47議以上 (2003

年に 60-協議)の人を対象としたむ 2003年までに 296人

が移動， 880入が死亡した。死亡者会長話会1.640人を 2003

おいては除外した。対象者 2，771人のうち男女

1，245人から出答{飴叙率 44.9%)があった。

ては町長の開設を持たうえで，対象者に対し

はf混入の自

きる容を明記した文章を，調査禁ともに郵送したG

1989年から 2003年までの 880人の会死亡者のうち.ベー

スライン謁査時 1年内に死亡した対象者 28人 死 亡年齢

が不明な 13人を除外し死亡者 839人(男殺 537人，女性

302人)を分析対象に含めたC 分析はロジステック時帰分

析で行っ

[結果;

した生活，縫康潔僚の項自;ぇ

や糖尿病の設設がある， 1 Iヨ20本以上の喫'控，コーヒーを

ない.設さ長をしない，胃がん検診を受けていないであっ

た。主観的 f上手に老いるjを実感している人は，男女と

も約 60%以上であったが，男女差はなかった。

手に老いるjを話的変数とし生活習罷，食生ii5.生活心

BMIごとにロジステック解析を行なった。その結采，

スポーツを週 1時間以上行なう，はりのある生活，生活を

楽しむ， トマトを 1週間に l@]以上摂取する替は

、るjに有意な関連があったむ

{考察}

長寿の要留はタバコやコーヒーなど日磁の生活習慣の項

話.あるいは，岳分自身の健康に対する受診項践が選択さ

れたっ主観的 f上手に老いるjの要閣は，スポーツをする，

生活を楽しむなど務極的な行動項誌が要隠として選択され

たc これらはいずれも主体的な生活実裁から生まれてくる

と考えられる。 以上，いくつかの課題が存在する。回収

44.9%であったことから，主鋭的「上手に老いるjの

i汲答に偏りがおこり，関連を過小評価する可諮牲があるこ

と。また，分析対象の人々にはそれぞれのライブステージ

があり，ライフスタイル刀、外にも価値裁や経済援など様々

な要揺が関連した可能性があるc このようなことを十分考

露出来なかったことに限界がある。

103)園芸療法に参加したボランティア・スタップの心理

的変化に鶴する研究

安JII (金沢大学大学院医学系研究科)

{自主守}
it下今，認知症高齢者の増加に搾い非薬物療法への期待が高
まっている。病読や路設における

地域のボランテイア・スタップ(以下， BSと轄す)が参加

して重要な役訴を担うことが多い。今回，指来性高齢者グ

ルーフT*-ムでの留芸療法 /HTにおいて， BSとして参加
した人々の気分や感情の変北などについて議ベ，その特骸

や今後の可読性等について探った。

{研究方法i
1 .対象者 :A市内の G廷でmI芸療法のおSとして参加し

本研究への理解と局窓の得られた 36歳から訂議までの女
性 10名(平均年齢会 SD= 49.9会7.2
平成 16年7月から 10月までの 3ヶ月

と後の各鰐において，気分やj議鵠を

に評価する質鰐紙法として米国対cう-rairらにより関発され

た PO討S を用いて調べたっ各尺!支~Ijにみた点数の変化に
ついて，ギ子意義の検定を Wilcoxon符号付額註和検定にで

?子ったc P < 0.05を有意差有りとしたむ

{結采}
1 . BS 
1名，主婦3名であったc 2.参加の動機には，

に関心があったJr自分の殺を患い，何か設に立ちたかっ
「人生勉強のため自分自身の龍康に告詰がついたからj

などがあった。 3.POMSの各尺!支の変化では人一狂
り一段意)の得点が有意に減少した。 4.
柄として，

の潟係の変イじなどが挙げられていたc

i考察]
今燃の PO三誌を用いた調三菱から， 1滋芸療法は対象者のみ

ならず， BSの結符iの安定にも効果的に作用することが示

された。これらの変化は対象者の心身議誌の改ミ惑を告の当

たりにしたことや，実施諮設における自ら
によりもたらされた効果であると推察される

やアクティピティケアの導入では. BSの果たす役割

ると考えられ， BSの参加意義やその効果についての

まれるc

f零点
30 

n之江 10 -J.，-HT議入苦言
26 p<o.os --HT謬入後
24 
♂2 
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18 
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8 
6 
4 
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O 
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104)占領期における北海道軍政部の公衆諾生改革

占領文書かう晃たモデル保健需の成立i踏まー

佐藤公美子(山梨大学大学院医学工学総合教育部)

坪井良子(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

{はじめに}

筆者らは，第二次世界大戦後の GHQ/SCAPが遂行した対

日占領改革のうち，医療政策，看護政策の実施過程に注目

してきた。本研究では. GHQ/SCAPが遂行した公衆衛生

改革のうち，占領政策の成果として挙げられるモデル保健

所の成立に焦点をあてるc GHQ/SCAPの勧告を指示，監

した北海道軍政郊の活動状況を示した占領文書を主に検

る

[研究目的]

占領期の GHQ/SCAPによる対日公衆衛生改革のうち， ;1と
おけるモデル探健所の成立過程を検討し箪政部と

北海道者護殺の実銭活動を明らかにするO

{研究方法}

国立開会部書館に所蔵する GHQ/SCAPRecordsから

、liIitaryGovεrnment Monthly Activities Rξports"を抽出

し公衆衛生活動にある記述を分析対象としたc また，北

海道の公衆衛生行政に関与した保健部への開き取りを行っ

[結果及び考察}

終戦記(後の公衆衛生行政は蔓延する伝染病への対応が能先

され，保健所の復興までは手が廻らなかったc 占領から l

::[1三守主カ王寺:fj践した 1947'rド 4月に. GHQ/SCAPから

"Memo1'andum fo1' Ministry of vvァelfare.Impe1'ial ]apanese 

Government， Expansion and Improvement of Activities of 

Health Cente1'''が勧告され，保健所縞の整備が指示されたc

PHWは新たな保健所ーの得編にあた江東京都に杉立をそデ

ル保健所を設置した。杉並モデル保健所の設備過程を参考

にして地方にも向様の保健所を開所するように指示した。

1948 :11: 1月 23日に‘'Planfo1' Model Health Cente1' 

Demonst1'ation"が勧告され，具体的な整備環日及び方法

が示されたc 同年4月5日に関所した杉放保健所を会場と

して，地方の公衆衛生行政担当官への講習会が掲{監された。

北海道軍政部からはジョン.モーセス家臣が最初に受講し

た。:li!!方においてモデル保健所を関所するためには，箪政

書liの示唆及び支持が大きく影響した。札幌市保健所は医師

9名，歯科医師 1名，保健婦 25名など，総勢 107名の1隊員

を確保し 1948年9月1臼に関所した。札幌市保健所の関

所式には， PHW予i坊院学課トーマス1lIr2S:中佐.第八箪衛

生部衛生官マーレ.E.スミス中佐，第九1ft印公衆衛生課長

ボイド博土，北海道地在家政部長ウィリアムが臨席し

札幌市保健所は強立した衛生教育部門の「保健者護係jに

保健婦を配置し市を分担して担当区域の訪問指導を実施

した奈は札幌市独自の取り組みであったc 保健所では妊婦

.性感染や結核の予防プログラムが縫lまれ，住民の衛

生教育を実施した。 北海道家政部看護婦アリス.エル.レ

イは， f呆綾婦の本来の業務は家庭訪開，衛生教青，治療相

談であると述べ，保健婦に対しての者護実践指導を徹底し

家政部1lI1K公衆衛生者護婦は北海道のモデル保健所

の再編に尽力したことが明らかになった。
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105)新窺採揖保鑓部の地区診顕技箭iこ関する検討

{日的i

一自記評舗と始者評髄による3ヵ丹後と6ヵ丹後

の比較一

3ヵ月後と 6ヵ月

いて行った地区診断内容について，

評舗と指導{菜種納jのi患者評価を比較したっ

{研究方法i

{考察i

16年震に京都府内の謀縫月号および市町村-に

22純であるε 協力

った乙

ヨ容のあてはま

0.44 (p なお .078人

.094) であった。~長g

協の 14項註には

ともに 3ヵ月後よりも 6ヵ丹後の

方が評価が高くなっていたことから. 6ヵ月間

み重ねによって地区をより深く把握できていると理解でき

また相関係数の比較から，務採保縫自i!iの自己評繍と指

ズレがなく，相互に…致した認識がなされてい

たと考えられるc さらに，指導保健郊の評価において，内

容のあてはまりよりも内容の不足の方が6ヵ月後の評価が

高くなった項目が多かったことから. 3ヵ月から 6ヵ月の

問により多くの信報を得ることができたものと考えられ

る。

106)訪問介護員む評髄!こ隠する顎究 その 1

一訪問介護畏の満足震一

吉凶恵理子

[践的i
f吾宅サービスの担い手である訪需介護員(以下ヘルパ-)

の資笈向上のさま礎資料を詩的にヘルパーへの謁交を行っ

た。ここでは，ヘルパ…の;詩足度に焦点をあ

{方法;

ルパー 37名中

不安や協み，

:すべて女性で¥平均 49.6 o 

41.7%. 3 

提合

していなカミった。

利用者や家族との人間

2 )研II多会参加回数

している者は，

1)宥窓に研修会参主Il@]数が少なかったな

ヘルパーという仕事に満足している者より実際の仕事内容

に議足している者が約 2 少ないのは. {士事内容に専門性

いためと忠われるc 研修会参加が満足してい

、のは，満足していないがために新たな知識や

得ょうとする気持ちが強いと考える。 5項話

者が多いのは，現在の賃金だが，先行研究に比べかなり抵

い結果である。本調交の対象者i玄関一事業所ーであり，

も少ないので，今後は対象者数や所属先を拡大しさらに

検討する必要がある。
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107)訪問介護員の評価!こ関する研究 その2

一訪問介護員の自己評髄一

古川秀敏.永峯卓哉，中尾八重子，吉町恵理子，

高上ヒ泉祥子

(県立長崎シーボルト大学看護栄養学部者護学科)

[践的]

訪開介護員(以下，ヘルパー)は，利用者に度接かっ単独

でサービスを提供し高齢者の生活に大きな影響を及ぼす

重要な存在である G 本調査では，ホームヘルプサービスや

援助等に対するヘルパーの自己評備を検討しヘルパーの

五史題を明らかにすることを目的とした。

{方法}

対象 :N市Y居宅サービス事業所のヘルパー 37名中，間

意の得られた 36名。裾査内容・方法;援助内容やサービス

の成果，利用者との人間関係など61項目についてアンケー

ト調査を実施。各質問項自の関答は 5段措で， 1 ~5 点を
与え，点数が高いほど，評価が高いこと示す。 倫理的記癌::

事業所には，研究の趣旨と調査の目的を口頭で説明し対

象者には，拒百が可能で、あること.今後の事業に何ら影響

しないこと等を加え，文書;で説明し用意を得たε

{結果}

の王子均年齢は 49，67 土 7.63 歳 (30~68 歳)，ヘルパー

経験年数は王子均 3 年 11 ヶ月 (4 ヶ月 ~11 年 11 ヶ月)であっ

た。 29名 (80.6%)が身につけたい知識や技術があるとし

ており， 25名 (69，4%)がヘルパーの教育に何らかの改替

が必姿と関答していた。さらに. 31名 (86.1%)が今後の

研修会への参加を希望していたc アンケートの各貿rm項目

の平均点は 2.49:t 1.04~4.81 :t 0.47 (5点満点)であり，

平均点が4点以上の攻詩は 61項毘仁1130項践であっ

方， 3点以下であった項目は， r急にヘルパーが交代すると，

初加者や家族は鴎っていると思うJ2.49 :t 1.04， r利用者へ

の援助内容が，利用者の状況に適していないと思うときが

あるJ2，53 :t 0.81， r決められたこと以外でも，利用者A に頼

まれればするようにしているJ2.69 :t 0.83， rその臼に引き

受けた仕事が.時間がなくなってできないことがあるj

3，00会1.00，の4項目であった。

{考察]

回答のほとんどが3点を超え，約半数が4点以上であるこ

とから，ヘルパーはホームヘルプサービスや自分の援助に

対し概ね高い評価をしていたと考えられる。一方で，

なヘルパーの交代により利用者や家族は関惑すると考えて

おり，ヘルパーが積れま見しんだ関係やその家庭でのやり方

を知っている人物が重要と捉えていることがうかがわれ

る。ヘルパーの多くは， r時間が足りず引き受けた仕事を

できなくなったことがある」としており，また，知識や技

術の習得，研修会等への参加を希望していることから，自

分の援助に未熟なき1I分があると認識しているものと忠われ

る。本調資の対象者は同一事業所に所属しており，誠資対

象者数も多くない。今後，他の事業所など，識変範閥を拡

大しさらに検討する必婆がある。

108)訪問介護員の評髄iこ関する部究 その3

一利用者評{固との比較一

永峯王手哉，中培八重子，吉田恵滋子，古JII秀敏，
高比良祥子

(県立長崎シーボルト大学看護栄養学部看護学科)

{詩的]

訪問介護サービスは，家庭を訪問しi宣接かつ単独でサービ

スを提供するため，訪問介護員(ヘルパー)の賓が利用者

の生活や健康に及ぼす影響は大きく，ヘルパーの貿の評価

は設要と主考えるむ今臨は利用者評価とヘルパー自己評価を

比較しヘルパーの課題を検討する。

{方法}

対象 :N市 Y居宅介護サービス事業所の訪問介護利用者

152人と同事業所のヘルパー 37人中 36人。訴i査方法:利

用者には王子成 15年 11丹に訪問看護郎による陣取り調査を

実施しヘルパーには平成 16iド12月にアンケートを実施

した。調査項自は，先行研究を参考に，事業所と検討を重

ね，訪照介護サービス全体の評価.介護技術.人間関係，

サービス提供の良否に関する項自など，利用者には 44項

13，ヘルパーには 61項目を作成した。各質問は 5段階で

隠答し， 1点から S点を配点，点数が高いほとと評価が高く

なるように点数化した。今回i之同調査で向一内容の 38
項毘を用いて比較した。検定は項目ごとに Mann-

Whitney検定を用い，有意水準 5%とした。 倫理的配慮:

利用者，ヘルパーに対して，文語:と口頭にて調資・

研究の趣冒・日比拒否が可能なこと.今後のサービス提

供や業務になんら影響しないことを説明し，伺窓を得たc

G古来}

38項自の平均点では，利用者{ネ中央値 4.03点 (2.23点か

ら4.60点)，平均値 3.96点であり，ヘルパーは，中央値

4.03点 (2.49点から 4.81点)，王子均値 3，97}~~で、あった。

検定の結果， 22項自で有意な設があり，利用者の評価が低

い項設は 12J:員百.利用者の評{泌が高い項目は 10項目で

あった。

利用者の方が低い項目は， r会話の持践をとるJr親身になっ

て話を罰く Jr利用者の考えを大切にするJr安全に気をつ

けて援助するJrいつも身体状況を確認するJr頼まれたこ

とに対するできる・できないの説明Jr他のサービスの説明

や紹介Jr今後についての拐談Jr利用者や家族の気持ちを

取り入れた仕事jなどであった。一方科用者の方が高い項

自は， r臨時の交代で留るJr時間がなくてできないJr時間

を守らないJr立ち入ったことを筒jかれて嫌な思いをするJ
「科用者のことを他の場所で話題にするJrtl1~するような

をするJr決められたこと以外でもするJr余計なこ

とはしないJr気持ちいいと思うような援助をする」などで

あった。

[考察}
利用者は，会話の時間や説明・相談なとeについては，ヘル

パーの自己評鏑ほど，高く評価せず¥ヘルパーの臨時の交

代や時間を守る.言葉使いなどの態度に関しては，高く評

価していた。利用者はヘルパーが考える以上に，接客態度

より，会話や相談への対応、を望んで、おり，ヘルパーの仕事

内容として，検討課題といえる O
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109)新規採爵保護揮の地区診臨技鰐に関する換討

一採用3ヵ丹後の自記評髄と指導者評価の比較一

[自主<]]

採用 1年来i誌の保f喜朗の地i玄診断技術教育プログラム検討

として，採用 3ヵ丹後に f地註設診ガイドラインj

を用いて有った地区診断に対する自己評価と

比較・検討を行った。

i研究方法i
対象;え王子成 16年度に京都府内の保健所(政令市を含む)

及び、市町村に就殺した探縫締(以下「新掠jと略す)22名

とその指導者(10年以上経験のある者又は最長者)22名

{結果]

目的と内容.総菜のまとめと会表の方法につい

の詞意を持た。分析対象は，新採 20

4年齢大学が

4名

きがあったかふ

f不足の程を各々 5段階で問答を

自について抵い額に 1点から 5点

目項8毎の平均点と襟準偏差を

した後， ウィルコクソンの符号fすき額位

いて比較検討を行ったc

ガイドライン 15項目の平均点(擦怒偏差)は，自己詩的i
2.86 (0.34)点指導者評悩「過誤J3.54 (0.60)点.

評fI議?不足 2.93(0.42)点であったっ自己評価と

価日出引の比較では 15~話回すべてで自己評価の方が泣
く議界社会-l}-…ピス機関主・露等9項iヨ

デイアと

おとなった。

であっ

[考祭]

は3.00(0.73)点，

との比較では jj可

となり{似た

新採の自己評価は抵い評俄であるが，指導者詳部ii不
とほぼ一致していることから，採用 3ヵ丹時点の地誌診断

内容はまだまだ不足している部分が多いが，そのことを両

者がほ法共通認議できていることが示された令 fガイドラ

インjを用いることについては. 0己評価は高くないが

fどれだけ理解しているかを知るツールになっ

学!のま少ない項毘は見落としがちだったことに気付い

どの意見から.:lili域の把握状況を篠認でき，次のステッブ

につながる動機づけができたと考えられる。
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1 10)コントロール感覚かうみた麗祷早期の母親の出産

体験の意味づけに鑓する研究

臨清恭子， よい(群馬大学医学部保健学科)

{目的]

本研究の自的は. J妥袴早期の母親の出産体験において. fI): 

親が自分をどのように統制したととらえたか. もしくは自

分がどのように統制されたととらえたかを.コントロール

感覚からみた出産体験の内容から明らかにすることであ

る

{研究方法}

対象は人大学病院で出産した母親 26 名で.産祷 2~5B

gに出産体験について半構成的面接を行った。分析はベレ

ルソンの内容分析を用い，データをコントロール感覚を示

す Locusof Controlの類似.[主に従って分類し，カテゴリー

イヒした。この分析過程において.サブカテゴリーの飽和を

確認した 10名のデータを分析対象とした。

{結果]

コントロール感覚からみた出産体験lえ 6つに分類されたc

{自分の力によって出産したという体験}は，満足感のある

出産を成し遂げるために自らを統制し産み出す力を発揮

することによる内的統制に基づく体験であったc また.[子

どもと力を合わせて出産したという体験}は，生まれてく

る子どもの立jAlや力を信じて怪せる外的統制に基づく体験

であり.子どもを自分に帰属しない7]1jの人格ととらえた母

みにみられた。また. [家族や重要地設の力をiffりで

したという体験] (え安心感をもって自分のカを発揮

するために.夫やその地の家族，または医療者以外の主要

他者に統制惑をiJitt.その力をi吉川し，支援を求め，恕む

ようにかかわってくれることを期待する外的統¥lHJに恭づく

体数であり.[専門家の力を借りて出産したという体験]は，

母子の健康を保ち，安全な出産のために陵舗や助産師など

の専門家に統制!惑を鼓け，その力を活用し援助を求め，

f壬せて従う外的統iliUに基づく体験であり. [JAや自黙のカ

によって出援が支配されたという体験}は，自分の統制感

を放楽し述に託し運や自然の力の支記を受ける外的統

制に基づく体験であったc そして. [霊的なものによって

自分の出産が守られたという体験}は.霊的な存在によっ

て守ってもらおうと，統制感を全面的に預ける外的統制に

基づく体験であった。全体として.内的統iI1lJに基づく体験

は38.8%.外的統制に基づく体験は 61.2%であり.出産が

自分以外の外的な力によって統制されたという体験が多く

を占めた。外的統制のやには，内的統制を失い，紋棄して

?ì~極的に外的統ílilJに依存したという感覚や. t~1 らの判断で

内的統iIi日から外的統制にシフトしておき，いずれ自分に戻

したいという感覚，外的統制を関幸子の存在として認め. d!ll 

t~1 に機能するのを{壬せておくという感覚があったc

{考察]

出産体験の意味づけを促す援助としては.必ずしも内的統

制を保護し強化する援助ばかりでなく.外的統制を意識づ

ける援助の方法や. -&外的統制に委ねた統制惑を自分に

引き戻して内的統制の凶復や強化を促す方法があることが

示峻された。

1 1 1)分娩持の会韓裂欝3~4度がその後の臨床的排便・

排成機能iこ与える影響について

坂口けさみ，大王子雅美.木村長治

({計i'I大学医学部保健学科)

揚箸iを哉(長野県看護大学)

[はじめに}

分娩持の 3~4 度会桧裂傷は，その後のお1:1吏・排尿識能に

様々な影響を及{ますと考えられる。今関.会i詮裂傷 1~2

皮及び3~4[交の裂識を引き起こすílÎi科的リスク要閣につ

いて検討すると共に，出活7後5年以内の臨床的排使・排尿

機能に及lます影響について検討したので報告する O

{対象及び方法]

過去5年間に病説で出産した母親であり，内訳は経綾分娩

時に会l詮裂綴 1~2 疫を生じた 80 例(以下 A 'l浮) .及び会

陰裂{話 3~4 度を認めた 80 併(以下 Bì洋)である。対象

者の選定にあたっては，助産録より過去5年間に溜って抽

出した。 A群の母親は B若手とほ詰問様の時期lこ出産した

母親の中から選定し助産録より分娩状況について検討し

た。吏に自記式質関紙を郵送し拶1:使・お1:尿機能について

初めての妊娠前，出産後 lか丹，及び5年以内の状況を閉

答してもらった。有効国答数は A群 39例. B 1洋41例で

あった。調査内容は，排便機能の評価として下痢やガス及

び使失禁に加えて，痔核など日工門不快疲状の有無について，

排尿機誌の評filliとして尿失禁.排尿I!l難などであった。助

閲覧及び調査にあたっては，病院及び病練i笈組長iP

;長などの立{壬者の了解を得ると共に， f~，Bを対象者‘に

にて研究主Eぎを説明しが得られた者に回答を依頼し

たc [司容は全てコンビュータ処.fmし個人が特定されぬよ

う舵!悲したっ

[幸吉井~]
重篤な会!設裂傷を引き起こす産科的リスク要因をみると，

A群に比較して B群では切開頻度，吸引分娩，クリステレ

ル給児在出i去の経験に加えて，児体重.児顕毘mH去に有意

差が認められた。排便機能の変化をみると，伎やガス失禁

の発症は分娩 1か月後 A誌の 7~10% に比較して， !ヨ群で

は 22~24% と有意に高く.その後にも約 22% に便失禁症

状が持続していた。排尿機能の変化をみると，分娩 1か丹

後尿失禁の発疲は Al洋に比較して B訴では約 40%と， 2 
倍以上の発症が認められ，その後は雨i洋共に約 20%に症状

が遺残した。

[考察}

分挽時の会I窓裂傷 3~4 度がその後の排佼機能に及ぼす~

についてみると，閥群に最も顕著な設として示された症

状は使失禁であった。排尿機能への影響をみると B11I'で
は分娩 1ヶ月時に高率に尿失禁が発症していた Q このよう

な会桧裂毎はその後に排便機能のみならず排尿機能

にも多大な影響をもたらしていることが明らかになり.出

産後の追跡調室をやケアの重要性が示唆された。また会i詮裂

傷 3-4&を引き起こす要因としてクリステレル胎児EElll
法.吸引分娩などの経験に加えて，児体重ゃ;号室長関がヒげ

られ，助産締としてこれらの要国を有する産婦の分娩介助

にあたる場合には.慎重に関わっていく必袈があるむ
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1 12)ダウン症児を出産した女性の生活適JiGプロセスを

議成する要盟

ンター)

{目的i
女性がダウン症埠を出産した場合，出産という

の危機と，ダウン症児の出産という偶発的

どもを含む新しい生活の趨!忘プロセス

予測される。この女性への支援を考える時，ダウン症克の

出産が.女性の生涯にどのように影響するのかを知ること

が必要であると考える。そこで本研究は.

の観点から，ダウン症児を出産した女性の生活適応へのプ

ロセスを明らかにすることを目的とし

{方法i
対象は.過去 l年前後にダウン症児をお産しその克を

育している女性としたc 調査内容は.産後の生活を想起す

る内容とし学講造化面接j去にてデータを収集し

には，修正競 Groundedtheory approachを沼い，データか

ら概念を生成，概念i掲の関係栓を検討し最終的に fダウ

ン症児を出産した女殺の生活i露出へのプロセスを導き

出した令なお対象には，研究の怨毘プライパシーと偶人

を行った会

{結采}

11名で¥ダウ

また.11 名 ~IJ 8名カま

出産後 1週間以内の告知を受け，全誌の子どもに心合併が

認められたっそして分析の結采， ダウン疲>1[1，を出産した女

性の生活適応へのプロセス{え「自三の崩壊と蒋講築日立

が子の存在の認可ム f生活のお~:ì.去j の 3 つ
立てとなり.それらにじ心の;怒りどころ

していることカ王明ら治、となった。ま

えていることも明らかとなった。

{考察}

ダウン症克を出産した女性は，世間体を

見をお産した自己として弱気iされることに，自

と抵誌を強く感じる。またその設i怒の女性は，ダウ

ン症やダウン症克との生活に関する知識も乏しく，我が子

に対する医療者の不当な扱いなどから我が子口ダウ

あるという認議をさらに強め，設が子としての存夜

に受容することができないごしかし女性;え出産前の自己

の存在と訣別し新たな自己概念や日壌となる iヨ
し始めると，ようやく子どもへと関心を向けることがで

きるようになるむつまり，ダウン疲児を出産した女性は.

としての自己の存在を考える前に. 1人の女性として

の自己の存在を認知しそのプロセスの中で¥我が子の存

在を認知していくと言える。よって，生活適応を龍迭させ

る為の支援としては.上手に子どもに関する

形成能遂のための支援を行うのではなく，まずは女性自身

の存在を認め，女性の心溜的変fとの段措を適切に捉えタイ

ミング良く関わっていくことが重姿であると考えるc

113)妊掻初期の母議意識・対克感f議iこ関する研究

スコットの式による一致率は 95.8%であった》

コードが482抽出さすし心王寺H長iでは

とまどいと不安J.赤ちゃんに対する不安jなど6
fつわちが大変であるよ

など4カテゴリー，社会頭では f潟弱の

閣の支援jなど 5カテゴリーを:J1!l出した。

コードが326:f1tltおさまL.

ちゃんの存在と生きがいjなど6カテゴリ…，

f感閣が大変であるJ.r日常生活は送れている

など4カテゴリー.社会福では「周拐の祝福夫や蔚留の

など生カテゴリ…を抽出した合

{考察:

とまどいと不安があったが.

とも周関の説揺を受けることにより，受

としての自覚を深めたと考える。初

としての不安を多くあげて

いるが.経産婦は結党に対する不安は少なかった。

より対込が出来るため少ないと考えるつ

つわりが大変なときは実家に行くことなど外的な力を

とし対処していたが，経産婦は日常生活を隷節するなど自

らの内的な力を諮問していた令経産婦は子育てもあり.自

らの力を用いて生活

れらのことから，初産婦と経滋婦では託媛初期において母

としての意議や対児感情に遠いがあることが示唆され

た。
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1 14)妊婦の食事内容の実態

一妊娠督時期の縦断的食事摂叡調査かう一

本戸史子. LlI本昇(北泉大学看護学部)

{話的}

妊娠期の食事内容を継続的に諮査し分析することで，抵婦

の食事の実態を把接し栄養指導への知見を得る O

[研究方法}

火学病院に妊婦健診で通う妊婦で?必力の間意が得られた対

28名(年齢31土 2.9歳)に，妊娠初期から出産まで6

~8週間ごとに継続して 3~4 回調査した。自作の食事記

銘表にア臼関摂取したものすべてを記載していただき，自

収時に面接し記載内容を確認した。その記録から栄養価や

食品分析などを行い，次の受診日に結采を説明し返却した。

搾時に日常生活活動の吾安としてき長数計を使用し運動量を

算出した。栄養素摂取量と食品群加摂取量の時期による変

化及び母体の体重増加との関連を検討したむなお，本研究

は北里大学看護学部倫理委員会の承認を受けて行ったc

民主来]
妊娠初賠の摂取エネルギー量，栄養素摂取量はつわりなど

の体溺に左右されていたが，中期以降は安定した。体重増

加への関述要協を検討するために，週ごとの体重増加最を

500g/w tj、上砕と 300g/w以下群に分けて食事内容を比較

したコ栄養素摂取量ではビタミンBlとナイアシンに差 (p

<0β5)があり，食品総別摂取量では肉類(体重増加の少

ないil!(o66.5土 22.9g.多いilF98.1 :!:: 36.5g.法準{夜 60g)と

(少ない辞 29.2:!:: 14.3g.多い群 51.4:!:: 35.2g.認iift，値
80g) ，こ差 (p< 0.01)があり.いずれも 500g/w燃の摂取

かった。摂取エネルギ一堂や運動法は差がなかっ

た。妊娠期全体での平均摂取エネルギー設は厚生省が示す

1[1をより少なかったが，出生児f本丞には影響がなかった。 出

生児体重と妊娠 28週以降の食事内容との関連を検討した

結果，無機質やビタミン類の摂取量が出生党体重に影響し

ていた。

[考察}

食品若手で摂紋設に差のあった肉類の摂取量は，基準値より

多かった。従って.体重増加が過剰なときは，肉類の摂取

を担えることで体重増加を抑えられる可能性がある。魚

介類の王子均摂取量(基準値60g)は少ない群 56.5g.多い群

44.8gと少なかったことから，母体の体重増加量の多い群

では肉績に保った食事となっていることが考えられる。

従って，肉類と同じ動物性愛白質を摂取する場合には，肉

魚介類に変えるなどの工夫により，体重増加が過剰と

なるのを予防できることが考えられる C 一般的な妊婦の栄

養指導では体重増加が過剰となるのを予防するために摂取

エネルギ-f詮を減らすことが多いむしかし摂取エネル

ギー盆を減らすのではなく.含まれている栄養素を考慮:し

他の食品に代替することで体重増加が過剰となるのを抑え

られる可能性がある。また，母体の無機質;ゃビタミン類の

摂取量は出生児体重に影響しておか然機質やビタミン類

などの摂取量に記惑した詳締な食事内容を吟味する必裂が

ある。
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1 15)初めて子どもをもっ夫婦躍の警児・家事と性役割!こ

立言する認識の比較(第1報)一妊譲後期一

中鴎有加里，

〈大寂大学大学段医学系研究科保健学専攻)

5]5]盛典子(猿渡レディスクリニック)

(奈長県立星科大学)

石井京子(大阪市立大学}

{目的}

近年父殺の育児参加の議嬰殺が取り上げられており，出産

施設において詞貌学級，夫立会い分娩などの取組みがなさ

れているc 父親の育克参加挺進に向けて抵娠期から

介入を検討するi民妊婦の夫の性役割の実態を把握するこ

とは重要であるそこで.本研究は初めて子どもをもっ蛙媛

後期の夫婦の性役割に対する認、議とその関連行動を

し夫婦関の比較によりこの時期の父親の実態を窮らかに

することを呂的とした。

{研究方法}

{結果i

としていたが.実際に共働き

る夫は 10名中 2名であったc

{考察}

に賛意は示すものの，

少数であり，また?父親は脊克より

している夫は

の考えに対

たことか

産設の姿の

し夫が肯定し妥が否定している夫婦が約4
ら.夫婦問の殻役訟に対する認i誌のズレから.

育児負担につながることが誰察される。

が浅く予定外妊娠もあることから，妊娠期から夫婦で性役

割について話し合う議会を設け， r夫婦で育児をする性役

の努発の必要性が示唆されている。

1 16)拐めて子どもをもっ夫鰭間の育児・家事と性役割iこ
対する認識の比較(第2報)一出産箆後一

5]5]座典子(猿渡レディスクリニック)

菜 LLJ~里香，t:þ総有加里，

(大薮大学大学段医学系研究科保健学専攻)

上出慈子(奈良県立窪科大学)

石井京子

[践的i
近年核家族化が進む中.夫婦での共同作業を必要とする分

えてきており，妊鍛・出産・育担も夫婦協力，夫の

なってきている。夫婦簡での，

性役割に対する認識の違いを把握することは，父親の育児

参加の捻遂に向け重要であると考えられる。そこで，本研

究は初めて子どもをもっ出産産後の夫婦の育克・家事と

を碗らかにすることをお的とし

{研究方法]

日であった。

{考察;

分娩Iやの姿の支えに対し有意義がみられた r戸かけjや

ッサージjなどの手段的なものを f支えjと考えていた

夫に対し姿;ま fそばにいてくれるjという精衿的な支え

を求めていたことが夫婦問の認識に差をもたらしたものと

られるc また，夫婦関の認識が一致している項詩が多

くみられた理由として，分析対象者のうち 7割以上が立ち

会い分娩をしており，妊娠・分娩・育児に関心の高い夫が

多かったためと思われるc また，分娩という夫婦の共同作

を終えたことにより夫婦の儲館設がより似かよってきた

ことや，相手への思いやりが増加したためと思われる。
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1 1ア)初めて子どもをもっ夫婦障の害児・家事と性役部に

対する認識の比較(第3報)一産後一ヶ月一

架Ul理香，中嶋有力[]!l，篠原千恵子

(大抜大学大学院j家学系研究科保健学専攻)

羽康典子(猿渡レディスクリニック)

上田恵子(奈良県立援科大学)

石井京子(大阪市立大学)

[自主g]

近年，女性の社会選出や社会構造の変化によって家庭での

性別役部分業は崩壊しつつある。育児は夫婦協{動体制でと

いう意識が強くなり男教の育児参加の重要性が絞り上げら

れている。しかし男性の育児・家事参加は十分でないと

いう現状があり，背景となる育児・家事に対する夫婦の認

たc

WJらかにすることは，男性の育児参加の促進において

ると考えるc そこで，本研究は夫婦向での育児・

と性役割の認識の違いを明らかにすることを巨的とし

{研究方法]

大学の倫理委員会の承認を得て， 2004 年 S 月 ~6 月に 2 病
院の産科外来で一ヶ月健診時に，初めて子どもをもっ母親

149名と父殺の各々に質跨紙を記付し調査協力を依頼し

田答は夫婦のプライパシーを配慮して飼別に郵送開較

したむ夫婦ともに問答のあった 28組を有効留答とした(回

収率:夫 20.8%.安 26.8%)。調交内容はe 属性，育児8摂

社家事4項目，夫婦問のサポート 4攻乱性役割 21項目

である。性役割は，賛否により r1写定群Jr否定に分け

分析を行った。

{結果1
1.夫婦の背景・年齢は.夫 30.3:t 4.3蕊 29.6会 3.5歳

であり.核家族 85.7%.差毛布絞 30.8丸専業主婦 69.2%.里

帰り分娩 60.7%であった。 2. 育児:rだ、っこJのみ有意設

があり，夫の方が実施しているという認識が高かった。一

方.夫婦問jの認識で、 60%以上一致していたのは「入浴の役

話Jr子どもへの話しかけjであった。 3.家事有意表の

ある項目はなかった。夫婦問の認識の一致は. r洗濯Jr買
い物」ともに 57.1%， r炊事Jr掃除jともに 50.0%であっ

た。 4. 夫婦関のサポート:r育児についての助言」のみ有

意差があり，夫が姿より実施できていないと認識していた。

一方，夫婦問の認識の一致は「夫婦の会話J57.1 %， r体調

への気遣いJ50.0%であった。 5.性役説:有志;差のある項

目はなかったっ男性の育児参加が必要であるという項沼で

は，夫婦とも 80%以上が常定的な認識をしていたc

[考察}

っこjで治抗意差がみられたのは，姿は夫にもっと長時fM]

の関わりを期待しているためではないかと思われる。「育

児の助言Jで、有意差がみられたのは，里帰り分娩が多く青

児参加がしにくいことや，夫の管見参加意識が高いにもか

かわらず.現実では育児参加の機会が少ないためにこのよ

うに感じる夫が多いと考えられる。本研究は，文章完成法

も鈎資環器に加わっていたため，間収率が!廷かったと考え

られるo その中で，問答をした夫は育児への参加意識が高

く，ぞれが夫婦の認識の一致率の高さとなったと推察され

るc

118)妊婦の自己効力感灘定尺度の作成一信頼性と妥当

2控の検討

佐藤昇子.久川洋子，本街美砂子

(天使大学看護栄養学部者護学科)

{話的}
母性領域において我国では分娩と育児に{却する自己効力感

尺疫は開発されているが，妊娠中の自己効力感尺度はまだ

作成されていない。好:娠中の自己効力惑は母親役割の取得

やセルフケア能力の向上に影響を与えると考えられるの

で，妊娠中の自己効力惑の測定は重要であるっそこで我々

は，妊婦の自己効力惑を測定する質問紙を作成し信頼性

と妥当性を検許したので報告する。

{方法}

母性看護学.助産学に携わる 3名の教員のブレインストー

ミングによって質問項目を検討したc 笠間項目の検討退程

は，江本 1)が明らかにした構成概念の f自己効力感の先行

要件jを参考にして，妊婦の自己効力感に影響合与える要

患を考えた。江本の先行婆件は.Banduraが述べている自

己効力感への4つの影響力である制御体験，代理体験.社

会的説得，生理的・感情的状態に，ソーシャルサポートな

ど6項呂を迫力[]した計ー 10項目である G 我々はそれぞれの

項目に対して費時項目を検討した。攻日検討にあたり.お

もな妊娠中の出来事として，妊娠初部は妊娠受容とつわり，

中期は胎動とボディイメージの変化，末期は出産準備を含

めて質問項目を考えたc 質1m項目は予備調査を行い.検討

修正し最終的に 28項目とした。間隔尺授としてはリッ

カ…ト尺度をmい，非常にできる，できる. どちらともい

えない.できないe 非常にできないという 5段階とし.そ

れぞれに 5 点~l 点を与えた。本吉B長の対象者は妊婦 44

名，調交"寺Jm，ま2003ir: 3月から 7月にかけて. 7~8 週の

悶iぬでテスト }可テストj去を行った。 倫理的自立曜としては

壁名性の保証，民的外にデータを使用しないこと. qJ断の

を行ったc 信頼性分析には spssを用い. Cronbach' s 

の日係数および Spearmanの瓶投棺関係数を求めて検討

したc

{手古来]

間収率は 79.5%であったGα 係数は 1回目 0.8526. 2由民

0.8719であり.相関係数は 0.609であった。

[考祭}
日係数は 0.85を超え.内的整合性についてf問題はないと考

えられる。柏関係数は 0.6を超え，かなり相関があった。

以上の結来から，妊娠の自己効力惑を測定する尺授として

の信頼性は符られたと考えるつ今後は本尺!支の妥当性を詳

細に検討することが課題である。

引用文i怒;
1)江本1)ナ:自己効力感の概念分析，日本看護科学会誌，

20 (2). 2000. 
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1 19)抵簸中の護を持つ夫の自三効力感瀦窓尺震の作成

一罷頼性と妥語性の検討

久JII?羊子，

{日的i
妊婦が母親役割を取得するには，夫からの支譲が影響を与

えることは先行研究ですでに暁らかにされている。姿の妊

娠中，夫は父親役割の接待をすることと姿のサポートをす

ることが諜題となる。したがって夫自身の自込効力!惑があ

る程度高いことが求められるので¥我々は妊娠中の姿を持

つ夫の自己効力感をi民主主することが必要と考えたむそこで

夫の自己効力感測定尺疫を作成し{討庭教と妥当性を後詳

したので報告する

{方法]

我々が作成した妊婦の自弓効力感iJ{IJ定尺疫を参考に. 3名

の教員のブレインストーミングによって質問項践を検討し

自作成;え先に報告した悲婦の自己効力感

測定尺授の作成過韓と間議の手続きを踏んだ。すなわち，

1 が明らかにした構成捜念である f自己効力惑の先苛

要件jを参考に，経藤中の姿を持つ夫のお

えると考えられる資問項目を検討したc 項臼

たっては，母性領域の先行研究から

を促進するといわれている

8は妊婦の質FJl項目と

なった。設i潟項告

に28項自とし

い，非常にできる.できる‘ どちらともいえない.できな

い，非常にできないという 5段階としそれぞれに 5点~

1 }去を与えた。本調査の対象者は抵婦の夫羽名，

;留は 2003~ド 3 月からア丹にかけて，ア ~8 還の関

スト…得テストj去を行ったc 倫理的配惑としては，

の{呆誌， 目的外にデータを{史用しないこと，中断の尊重を

行った。揺毅性分析には spsちを用い. Cronbach' sのg

よぴSpεarmanの穎位相関係数を求めて検討したc

i結染]

79.5%であった。 α係数は 1釘J13 0.9077. 2罷詩

0.9475であり，相関係数は 0.706であったc

[考察}

0.9を趨え. rJ守的祭会性ーがあると考えられる。招

0.7を超え，高い相関がみられた2 以上の結果か

ら，妊娠中の姿を持つ夫の自己効力惑を測定する尺度とし

ての{言頼性は得られたと考える。今後は本尺疫の妥当性を

詳織に検討することが課題マあるc

引用文献

1)江本1)ナ:自己効力惑の概念分析，日

20 (2). 2000. 

120)初妊嬬照不安尺壊の作成と拐妊掲の不安の講造

岩部銀子，坂倉恵美子(北海道大学涯学部保態学科)

[探究呂的}

花沢は妊婦の不安を測定する 48項目からなる娃援期母性

心理質問紙6裂を{以下察関紙6選とする)作成した。こ

の質調紙は妊婦の不安を鰐羅的に挙げているが，項自の妥

当性の検討はなされていない。次に河野らが，花沢が作成

した支障紙6塑の国子分析を行い，妊婦の不安の構造を明

らかにした。しかし 1992年に河野らの明らかにした蛙婦

の不安の欝造は時代の趨勢にともない変容している可能性

があるc そこで，花沢，河野らの作成した妊婦の不安項目

を参考にし新たに妊婦の不安尺度を作成することを吾的

とし本研究を行った乙

[研究方法]

1)爵査対象:対象は北海道の茶都市の

した初妊婦。 2)データ

話的，内容と方法に関して了解の得られた 142

人に依頼したc そのうち有効呂答 132人を分析対象とし

た。アンケートの記入は，その場で無記名で自

依綴して関較した。倫理的記援として.データ

名のまま統計的に処理され個人の鵠答が特定されることは

なく，個人のブ。ライパシーが侵害されることはないことを

説明したっ 3)~関紙の議成.花沢，河野らの質問項践を
しつつも，花j凡河野らの尺度で挙げられていない

項日として 3項目を加え，下位概念の8項目を設定した0

8項自各々の下に言h16攻日を設定した。 4)判定法は 5

段階尺度(全くそうである~全くそうで、ない)で測定したC

5 )解析方法:統計ソフト SPSSを用いて集計した。

{結采.

1)項自分析の結果合計9攻誌を削除し 37項8を

それらに対して主成分分析を行い.11

した。 2)尺授の妥当性，
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121)中高年女性の尿失禁の実態と関連要因

羽田野花美(愛媛県立霞療技術大学)

{目的}

我が閣では健康成人女性の 30-45%が尿失禁を経験して

いるという報告もあり，平均寿命の延長や勤労女性の増加

を考えると尿失禁は女性の QOLや健康にとって重要な

課題といえる。そこで，中高年女性の尿失禁の実態や器i主
要国を明らかにしそ予i坊や改善等の支援についての示唆を得

ることを目的としたc

:研究方法]

!医哀擦系短;期怒大学の学生の{保采諮者および

266 ~ぞ名守ちI の女性を対象に無記名自記式質関紙を脅寵己布しし' 季謝野郵s送
法にてi関冴収。圏)1又された 175名(悶収率 65.8%)のうち鼠

失禁の有無の回答があった 174名を分析対象としたc 調査

内容は1;開始，身長，体重，運動の有無，分挽授.月経歴，

婦人科およびj必尿器科疾患の既柱の有無，尿失禁の有無・

症状・対処方法および生活への影響等である。質部紙には

研究の趣旨や庭名性の保路等を明記した文こ舎を同封したc

分析には統計ソフト SPSSlO.0]for Windowsを使用した。

{結果}

平均年齢48.3土7.5歳で¥分娩未経験者8名 (4.6%).閉経

している者 53名 (31.4%)，王子均BlvIIは22.4土 3.0であっ

た。尿失禁が現夜ある者は 92名 (52.9%にない者は 52名

(29.9%)で， 1亨:図ある者は 5名 (5.4%に遣に数回 12名

03.肝心，月に 1-2[i1]33名 (35.9%)で，気にならない税

控68名 (73.9%)，…n<'fを交換する程度 22名 (23.9%)で¥

珍;ゃくしゃみをした時にある 871ぅ(94.6%)であった。 絞

る11+，まない群に比べ. iJ'.露ii，BMI.婦人科および

泌尿器科恥むの既往が有意に高かったゆく .01.p < .001. 
p < .05)。尿失禁に対して「何も対処していないj者は 59

名 (64.1%)でその現出は f気にならないからJ21名

(35.6%)， r歳だから仕方ないJ19名 (32.2%)で¥また「相

談したことがないj者は 64名 (69.6%)でその潔白は「殺

だから仕方ないJ34名 (53.1%に「気にならない 15名

(23.4%)， r人に知られたくないJlO名 05.6%)であったc

相談相手では間性の友人が60.0%と最も多く，次いで、向性

の家族20.0%で，看護自ifi.保健締・助産自白iに相談した者は

いなかった。 成夫禁のために外出や人間関係に支障を感じ

ている者は数名であったが. r人に知られないよう気をつ

かうjと答えた者が 10名 00.8%)いたc

{考察i
程度は経いものの中高年女性の 2人に 1人が尿失禁を今現

在経験しており，抵娠・産袴期をiL主くこれまでの{訟の報告

と比較すると高率であった合発症要閣としては.方11

B主札婦人科および、泌尿器科疾患の既往が示されたc 尿失

禁について対処や相談をしていない者が多く，外出や人間

関係に支障を感じている者はわずかではあったが歳だ

からJや「人に知られたくないからj等相談や改善を諦め

ている者が多いことが捻測されたG 以上のことから，予防

や改善方法等に関する正しい情報の提供および身近な棺談

機関の設寵等続綴的な施策の必要性が示唆されたc

122)理想と現実の観点かうみた妊婦の病院選択動機

上田たつえ，八木美樹(大阪市立住吉市民病院)

111田一期(磁床研究支緩センタ

[践的}

妊婦の病院選択の動機について，埋想と現実の観点から明

純化することを自的として本研究を行った。

{対象と方法i
大阪府内某医療機関において分娩した袴婦に対して研究の

趣旨説明を行い.協力に同意が得られた 400人を対象とし

て，無記名El記式調査を実施した。調査j器開は 2004年3

月1Bから 11月25日である。調査票には， r表基本属性

殺的な鵡院選択の動機(理想、): 37項目Jr当読を選択した

動機(現実): 27項自Jr次臨希望する分娩場所jに関する

項目群をj凝り込んだ、。

かき来と考察]l.基本属性:対象者の年齢は 18歳から 43

歳に分布しその中央値は 30歳であった。また初産婦は

43.5%，経産婦は 56.5%であった。分娩時の妊娠選数は 30

選から 42週に分布しその中央値は 39.0避であった。 2.

嬬院選択動機(現想)について:上粧を占めたのは f通い

やすい (94.8%)J r急変持の対応ができる (94.1%) J rNICじ

がある (92.5%)Jr小児科'医の評判 (90.6%)Jr外来・入院

中の指導 (90.5%りであったc また，回答パターンに宙子

分析を施したところ.10俗iの由子が抽出された。第 1密子

!ji[1tは川、児科誌の評判 (.738)Jが関与する「病院の機能J.

第2因子qi[1iは f母乳外来 (.692)Jが関与する「病院の看護

内容第3[29子iJillIは f診療所 (.925)Jが関与する f重読さ

れていない施設の種類J.第4因子l!IJliはf病院の設備(767)J

が関与する f設備J. 第5J2Cl子市11は f健診料が安い (.958け

が関与する f経済的妥協J.第6因子!担Irは f平日夕方の診察

がある (.883けが関与する f診療時間J.第ア因子l!IJli，ま

婦人科医の数 (.873)Jが関与する「スタッフの数J.第8毘

子qqliは「フリースタイル分娩 (.807けが関与する f重視さ

れていない分娩様式J.第9因子事告は f総合病院 (.724)Jが

関与するf施設の接類J.第 101羽子lli[1Jはf通いやすい (.511)J 
が関与する f利便性Jとそれぞれ解釈できた(数値は民子

負荷量，誤詰寄与率 54.1%九単純集計では第 11立に挙げ

られた「通いやすさJが，因子分析では最も説明力の低い

臨子紛IJ二に{立寵するという興味深い結果となった。 3.病

院選択動機(現実)について:r友人・家族の評判 (85.5%)J

f通いやすい (85.0%)Jr総合病説 (78.3%)J r急変時の対応、

(77.0%)J r入院授が安い (76.8%)Jが上位を占めた。 4.初

産・経産別に見た比較:第2関子得点(病院の表設内容)

と第 10IZ;J子得点(利便性)平均値は初産婦の方が高く，第

5因子得点(経済的要IZ;J)は経産婦の方が高かった (p<
.05)。また溺院選択動機については.r夫立ち会い分娩Jr母
親教室の存在を選んだ者の割合は初産婦において高く，

f小児科-誌の評判 r自然分娩Jr審議siIi.助産舗の評判Jr建

物がきれい食事がよいjを選んだ者の割合は経産婦にお

いて有意におかった (p< .05)。
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123)鶴く女性のジ、ヱンダー・ストレスからみた爵経期症

嬢群に欝ずる議礎的研究

平田伸子

(九州大学医学部保健学科，久皆米大学大学院医学研究科)

[13的}
我が鼠においては，今なお伝統的性別役割意識が根強く

残っているために働く女性は家庭内では多震役割を拐い，

ストレス (j:J、下，ジェンダー・ストレス}も多い。また，

月経を不浄なものとしてきた綬史的背景があるために，月

経周辺期の女性の苦痛は容易には表現できず，理解しても

らえる環境もなかったc 近年，月経をめぐる

く女性たちに多く， しかも少子化により増加傾向にある 3

働くよと性の家滋生活におけるジェンダー・

との関連を明らかにし

問題について検討することを話的とした。

{方法}

20例年9丹1Bから 9月30日に自記式賢岳部紙i去を用いた

き調資を行った。対象は福岡県内全域の地方自治体

く女性で、ある。 823部を分析対象としたイ有効回

97.1 %)。 測定は.従属変数を餓く女性のメンタルヘ

ルス，丹経周辺関のl誌伴液状とし独立変数には.ジーン

としたc メンタ

ルヘルスは日本語!援の GHQ28を用いてまf姉した。月

は， PMS症状1)スト(1997)の52項目

を沼いた。

[成額i
働く女性の精神的鐙康に

よる

{結論}

関係していること

ととも

タバコ，腰n長)をはかる必婆?生が示

ては，月経にwう女殺の縫康11号題が

をはじめ男女に緩解され， QOL保持のあり方を

る必要がある。(本研究は平成 15，16 

補助金の助成を受けて行われた)

124)額地奨留(母性看護学)爵oscをにおける課題の

検討

鰭出資代，

1-a 

h
吋

J

h
u
 

ね
M
M{

 (J-J、下実習とする)

衡に関する OSCE(客観的践床能力試験)を行い， OSCE 

を受けた学生の課題に対する評{穏を分析し春護学教育に

おける実習部 OSCEで用いる課題を検討することを程的

とする。

[11好究方法i
研究諮力の得られた学生8名を対象に(l)

サイン測定本;谷の母性審議技術の 5諜題について，

の前後に OSCEを実施した。 OSCEは各課題 1名の

評価者が評価表に基づき行った。試部では，技術チェック

の測定値やその結果より対象の状態、をアセスメントする内

容を記述式で問うものであったs 各課翠の実施時罰

8分i乱ブイードパック 4分潤の許認分詫であったc

OSCE 後に学生には，技術に対するお己評{紙

いてアンケート及びインタビューを実施し

見を条約し検討した。

{倫理的記惑i
本研究のお的および方法，参加は自由意志であること，1i)f

究の参加の有無によって不利益を受けないこと，

定されないことを研究依頼および口頭で説明し研究への

協力の意志を尋ね， I苛立を得た者に対して実施した。

{結果及び考察i
して，

しいjとする者が多くみられ，

わかっていても，日の前の対象に対する

と直接技術実施ができなかった。これは，

が今どのような状態であるかの千メ…ジが不十分であり，

その状態に対する

り難しいjが多くみられた2

状惑についての判断などを含んだ複合的

しく感じられたものと考える。

OSCE実施時は，提示しである内容を

ふまえての技術実擁は難しく，また，学生の中には，自分

自身の技衝突誌について十分に振り返りできない学生もい

たことから，実習前には技術の晋得度を把握することを話

的とした課題の設定が望ましい。実習前ではまた.事例に

ついてイメージ化しやすいように，開じ事部の主主援~麗祷

の経過における課題の設定にするなどの工夫をし

おける技術の根拠を昭総にしていける課題提示の必婆牲が

示唆された。今留の課題のように.実技とともに観察，状

態の判断などが含まれている複合的な課題試技綴の習得

とともに，アセスメント能力についての評舗でもあり，

習での学生の学びを評価することになるので，実習後にこ

れらの複合課題 OSCEを実越する意義は大きい。
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125)医療適疎地域における畏震な周産期母子ケア提供

のための助産部の役割に関する研究

村本i亨子，永見綾子，大平肇子，今ED菜子，前原澄子

(三重県立看護大学者護学部看護学科)

大井けい子，中村由美子，古川由希子，新道幸恵

(青森県立保健大学健康科学部看護学科)

渋谷泰秀，藤田徹，浦野茂(青森大学社会学部)

[1=1的}
医療過疎地域における病院で働く効産締の役割意識，投割

行動および役割分担の現状について明らかにし良質な局

長室開母子ケア提供のために助産自認が果たすべき役舗につい

て検討することを目的とした。

{研究方法1
1.研究対象:髭療過疎地域にある病院 (M県およびA
県の各 2施設)で産科診療に関わる助産師4名。 2. デー

タ収集方法:自作のインタビ、ューガイドを用いた半構成的

面義法。面接待問は 1名 1防 40分程度とした。対象者の

了解のもとに面接内容を録音し逐語録を作成した。 3. 分

析方法:逐語録から周産期母子ケアにおける助産締の役割

意識，投;刊行動および役部分担の現状に関する記述部分を

抽出しコードィι類似したコードを集めカテゴ1)ー化を

行ったっなお，分析過程においては複数の研究者で分類を

検討した。 4.倫理的配慮:対象者への説明は文書および

口頭で託い，研究参加は自由意思によるものであること，

途中でも 11~iliできること，不利益が生じないようプライパ

シーを保護することを訟え永諾を得た。

[結来}

対象者 4名は 40-50歳代で¥助産rllli経験年数20年以上で、

あり，所属病棟において主任またはそれに準じる立場に

あったc 分析の結果，拍車域の現状認識.rI支f1mとの述携と

協働者諜自:l!iとの連携と協{船保健自ITîとの連携と i~MfÝJJ. 
;助滋締悶土の連携と協働他殺種との連携とi削船，

産期母子ケアの現状認識周産販母子ケアの課題

il長期jの専門がカテゴ1)ーとして分類された。

{考祭]
助産蹄は所属施設の診療留の特徹や所属施設の機能など地

域特性を意識しながら.母子およびその家族へのケアを

行っていたがe 本来の助産蹄業務と実際の業務内容との違

いからくる問題意識を抱えていた。助産郎は所属施設にお

いて助産仰の専門性という親点から医鼠看護抑と連携し

ていくこと，診療留における母子保健事業の現状に即して

保健師と連携していくことが課題であると認識しており.

1郡安過疎地域における助産姉の役都認識の特酸が明らかと

なったQ

164 日本寺守護研究学会雑誌 Vol.28 No.3 2005 



P4金場第25群

126)発熱克の龍理における母親の知識と認知事対処行動

の現状

議11野恵子

i目的}

母親の f発熱法怖症 11がどの程凌減少したか

と同時に.発熱児の管理における母親の知識と

行動の現状を記裂する。

[方法i
A市在設の乳幼児の母線 1235名(回収率72.9%)

2003 年 6~7 月に自記式質開紙議交を行った。

{結采i

ンターに

よる説鵠で研究協力の開;立を得

ノンパラメトリックj去による

!恋心の{珪さ

な，心

1)の母親jさの特

不安と感じる発熱j昆!交の{設さが

過剰な心配につながったと考えられる。対処行動の特徴で

は水分補給と問時にジェルシート貼F誌が非常に多く.

議への強い関心と照応した結果と考えられる令乳幼兜の母

毅への縫康教育は行われているにも拘らず，

子どもの発熱に対する不安は払拭されていないc また，

態に対する知識の不十分な対処行動上に認知のズレがあ

仏知識・認知ー行動に繋合性のないことが示さ*1-たc

[文様~]
1) Schmitt BD. Am J Dis Child. 134: 176. 19800 

12ア〉患児への説明場蕗iこおいて審議鵠が感じる臨難と，

その対処パターン

i議比良法子

JlJlII…期(鰯床研究支援センタ

{目的]

る説明場面にお

している盟難と，その対処パタ…ンについて鳴ら

かにすることを8的としたc

[対象と方法]

H県内の菜医療機溺小克病擦に勤務する女性審議長iIi20人

を対象として. 2004年 12月に自由回答方式の議査を行っ

たc 患児への説明場割における菌簸の有終J 難をj惑と

仁志兜の疾患と年齢自身のとった対処対処の

について想起を求めたC なお，

は研究の遜旨説明を行い，協力への開窓

{結巣および考察]L対象者の基本属性:

ら30歳に分布し中央値は 25設であったc ま

1年から 8年に分布しその中央値は3年

2.関難を感じた場面:対象者のうち 15入が，

感じたことが

を感じ

(10/15). b. 

病状説明治115).c.幼克への処夜・ケアの説明 (2/15)の

3つに分類された。この結果は，対象潟擦の入院患児のう

ち約 3舗が f小児がん.1fIl該疾患jであり.そのア割以上

ることを反映したものといえる。

揺.l;J、後は自我の自覚めのi時期に相当し患児が自

について知りたいという気持ちが芽生えるc しかしなが

されていない状況では‘ どこまで務報を関

しく.そのため者議締が戸惑いを

感じたものと考えられる 3.そを場面での対処方法:a.では

る可能な範関で説明する (3/10)

した内容を説明するほ r家族にだけ説明

するで、あったo bーでは f話を開いてをかけた

(2/3)J i何もできなかったはすりであったc c.では fパイ
キンマンという言葉を慌い説明した弓なりであったo 4. 

対処の自己評価事前にi哀締や家経と格談し説明内容や

対応、方法を決めておくべきだったは rどうすればよ

かったかわからないはなおJr者議長iIi自身からも適切
明ができればよかったな115)J r腹部や家族に告せたとし

ても患者の皮誌や受け止め方を把握するべきだった

-疑向の声と，ドくイキンマンは幼児に

説明する議遣な方法 (2/15)J 未告知なのでこの対処方法

は仕方がない (1115) 患者が納得していればいい(1/15)J 
のときの自分の能力では，この対処が操界であった

jという自弓肯定的な意見に二分された。
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128)小児看護学実翠における学生と受け持ち怠児との

関係形成ブ出セス

柴 手15代(愛知きわみ者護短期大学)

出D綾子.服部淳子(愛知県立看護大学)

w本貴子(元愛知県立看護大学)

[目的]

小児看護学実習における学生と受け持ち態把との関係形成

を;lli続的プロセスとして明らかにする C

{方法}

愛知県内の 3年課程看護専門学校生 32名を対象に，実習

直後にネ構成的磁接を行い，修正販グラウンデッド・セオ

リー・アブローチによって分析したc 倫理的配慮として，

愛知県立看護大学倫潔審査委員会の許可を得た。スーパー

ヴイジョンを受け，複数の小児看護教育経験者間で検討，

継続的比較分析をデータ収集と同時並行で実施.反対剖検

証を入念に行うことで，結果の厳密じ性を確保した。

{結果]

小児看護学実習における学生と受け持ち患児との関係形成

は，第 1段階「受け持ち患児との融和1tJ.第2段措「融和

イとによる関係性の成熟Jをそれぞれコアカテゴリーとする

連続的プロセスである事が明らかになった。以下，カテゴ

リはサブカテゴリ<>，概念を IIで示し各段

階について説明する Q 第1段階では.学生はまずく議近手

がかり探索行動〉く融和化接近行動 I実習課題的ケア行

動iの3つを開始していた。く接近手がかり探索行動〉に

は， 1思児の興味の探索行動モデルの参照II子ども時代

の記憶参照iが含まれていた。く融和fヒ接近行動〉には.

絡に遊ぼう II遊びによる栴瓦作用II医療行為の遊絞化i
を含む<遊びによる融和化接近行動>と jあやす行為によ

る融和化接近行動II関心事の話題化I.が含まれていたs そ

して，学生は i患児反応の読み取引を行い，肯定的解釈

をした場合はく患見との融和〉へ伝動的に移行，否定的解

釈をした場合は i視点の転換新たな対処行動iを経て.

く患児との融和〉に到達していたO 第2段階では，く患兇

との融和〉により{怠児への愛着形成II忠、児にとっての特

別な肴護者としての自覚ケア行動の丹静化対処行動

への自信iを生じた学生が，融和した関係性を利用して iケ
ア範顕の拡大iを臨札融和化により生じた患児の過剰な

要求には i患児との取り引きII援しさと厳しさのバランスi
という方略で対処する事でく融和化とケア行動の一体化〉

を関り.最終的に i看護者としての達成感iをめざしてい

た。

{考察]

小児者護学実智での指導としては，く意、児との融和〉をめ

ざす学生の主体的取り組みを見守り，行き詰る学生の j視

点の転換1I新たな対処行動iを促しく怠児との融和〉に

達した学生のく融和イヒとケア行動の一体化〉を支援する必

要性が示唆された。尚，本研究対象は限定した範関内で均

一なサンフソレだ、った為，その範関内での結来の一般化は可

能と考えるが，今後は異なる教育課程や実習条件での対象

に範践を拡げ，理論生成をめざす必要があると考える。

129)小児震療に携わる看護師が醒臨する問題

一恵蹄との協働に焦点を当てて

横山京子(様浜市立大学者護短期大学者[5)

舟島なをみ(千葉大学)

山口桂子(愛知県立看護大学)

{目的i
小抱腹療に携わる度目前と看護蹄各々の役割遂行と機能の発

揮に関わる照題を看護織の立場から解明する。

[研究方法}

データ収集:平成 16年9月から 10丹，無作為抽出した全

開200床以上の小見関連診療科Bを有する総合病i完及び小

児専門病院 230施設の内，看護者[5から碗究協力の承諾が得

られた 88施設の小児毘療に携わる看i室長ili1016名を対象

に，郵送法による質問紙調査を行った。調査内容:1)腹部

との協働において看護翻が夜1訴する問題， 2)対象者特性。

倫理的記感:倒関投爾による質問紙回収を通し，対象者の

研究への便意参加を保証した。また，愛知誤立看護大学倫

理審査委員会の承認を得た。データ分析:対象者特性は記

述統計僚の算出，自由記述式関答はベレルソンの内容分析。

研究結果の信頼性は， Scott， W.Aの式による一致率を算

出した。

{結果及び考察]

留iはされた質問紙は 741部(間収率72.9%)であったc こ

の内，自由凶答式質向に関答のあった 542を分析対象とし

た。対象者特性:年齢は平均 35.9歳 (SD9.6)であり，臨床

経験年数は平均 13.6年 (SD9.4)であったっ月後{立は，看護主ili
641名 (86.5号ら)，審議管渥者 100名(13.5%)であった。底

繭との協織において看護師が直面する開題:自由罰答式質

向に回答し明確な記述のあった 462記録単位を分析した

給条，問題を表す 30カテゴ1)が形成された(表に結果の一

部を示す)。カテゴリ分類の一致率は.70%以上であり.カ

テゴリが信頼性を確保していることを示したむカテゴリに

共通する問題の嬰閣を検討した結来.1)医療者のコミュニ

ケーション・見解， 2) 医師・看護側jの能力， 3) 霞隔の態

度・所孜:. 4)肴護締独自の業務， 5)業務量・負担等が明

らかになった。今後は，問題とその要民を医師と共有し

ともに克服していく必要がある。

表 医師とのthh憾において看護締が渡部する問題

n =462 

2. 

3 

4 
4700.2) 

6. 

7 

8 

9 

10 
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130)ゲーム遊びが子どもの心身や生活習糧に与える影

一殺の感じる翼態一

中調子，林諮りか

(県立長椅シーボルト

草野菜様子

内海 j晃

{目的i
ゲームは子どもの遊びとして生活の中に着実に定義してい

るc 森;ま「ゲームをしすぎると11送が働かなくなるふ

のゲームi却す生活は， 日常生活で"キレやすい¥"物忘れ

しい

本拶研f究で;は立，子どもをもっ殺を対象に学設のゲーム遊びの

とゲーム遊びが与える心身や生活翠'1設への影響iを欝

べ，ゲーム遊びと生話の弱係，ゲームとのつきあい方につ

いて検討する資料とするc

i方法}

77.9% (間収数 250名人1.子ども

の属性は{丘学年 58%，商学年 48%.性7:JUは男子 48%.女子

52%合 2 ゲーム議所持率は 96.8%でほぼ全員に普及c 所

しているゲーム

ムボーイ，

おり，ゲーム

ム遊びが心身に与える

子を:J:[ll/:l:¥した。第 1因子より

どもらしさの欠如

4. ゲーム遊びが子どもの生活習留に与ーえる影響ーでは， 国

子分析により 4つの国子を抽出したっ第 1毘子より fll垂n民
不足J.清潔行動低下 r活動性{廷でJ.食生活変化jであっ
o 噛

，、ーo

{考察}

ゲーム機は強どの子どもが所持しその縁類も多i岐にわた

る。ゲーム遊びの開始年齢・遊びの場所・遊びの時間など

とゲーム遊びが与える影響は森が指摘する1.心と

2. 生活習慣への影響:が本調交においても

められ.親の危倶する認識が明らかとなった。今や子ども

文化の…つであるゲームの禁止は出来なし、賢い与え方や

使潟法について大人も子どもも共に考えながら子ども

全な育成の支援の必要性が示唆されたc
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131)小見看護学実溜における技術教育に関する検討

西山智春(桐生按期大学看護学科)

{目的}

複数病院で実施する小児者護学実習における者ー設技術の体

験状況を明らかにし技術教育の課題を検討する。

{研究方法}

対象 :A窺期大学看護学科3年生で¥2003年4月-11丹ま

でに小児看護学実習を担当した 18グループの学生 80名で

ある。言語交内容:実習で使用している小児看護技術体験項

目表(看護恭本技術 13項目うち.水準lは18細渓EI.水

準2は34綿項乱 水 準3は26綿項践)を用いた。水準 l

は.教員や看護師の指導により学生が単独で実施できるも

の，水準2は，教員や看護師の指導・監督のもとで実施で

きるもの，水準3は.原拠として者護締や医師の実施を見

るものを示す。倫理的記蕗・対象者には事前に研究民

的・主旨及び実習成績に影響しない等の説明を行い，同意;

が得られた学生に問答を求めた。分析方法:統計ソフト

SPSS ver.l1.5]を使用し統計a処理をした。

[結果}

HII答者は言1-66名 (A病院 27名. B病院 23名.C病院 16

名)• I万IJI又率 82.5%01)学生が小児看護学実習で体験した

技術の綿項目数の王子均は，水準 1は8.5項自ら-15).水準

2 では 8.0 項滋 (3~17). 水準 3 では 6.4 項 EI (4-11)で，

》水準 lの絹項目では施設IliJでの有意義が認められた (p< 
0.0目。 2)100%体験できている技術項目{え水準 1では「療

長生活環境J.rパイタルサインの観察J. 感染予[i)jの技術

(手洗いけの 3項目であったc 水準2では.r療養生活の安

全確保J.r遊びの援助J.1呼吸音聴取ム f感染ア[iJiの技術

(未熟児窓の入室方法・ノj、児外米看護)Jの4項目.水準3

では点滴静}採内注射の管理J.r保育器の取り扱いJ.1感
染予防の技術(低出生体重見の看護)Jの3環器であった。

3)実習する機会がら0%以上の技術境白は，水準 1では

「ベットメーキングJ.rリネン交換J.r安静の援助J.r転倒・

転落ー外傷予[)jjJの4:反自(18項目中λ水準2では「全身

法拭j，fE芝衣jの2項目 (34項目9=1). 水準3では「吸入J
Z項自 (26項目中)であった。 4)実習する機会の少ない技

術項呂 (10%未満)は，水準 1では「使尿器の使い方J1審
法Jの2細項目水準2では f食事援助技術J.r活動・休

怠援助技術jほか 17細項目水準 3では ri.完勝・導尿J.

「輸血J.1救命救急Jなどの 8締項目であった。

{考祭]

水準 lの技術項B体験率では，実習施設問の有志;去が認め

られ，水準2の:rn[ヨでは水準 1や水準3に比べi潟地実習で

の体験率が低い傾向であることが明らかとなった。小児看

では.小見の特性や家族の付き添い，実習への同

意なと鵠地実習での技術体験の制限や範簡が限られる場

合が多い。 臨床側の意見をふまた技術内容の再考及びι、要

な技術に関する認識の統一を悶ること，さらに小児看護学

実習での看護技術実施可能レベルを考醸し各看護分野の

鋲域を超えた検討が課題である。

132)乳幼児虐待防止のための取り組み

一地域母子保{建議議から

梅本 EE;.桝本妙子，三橋笑和

(京都府立医科大学夜学部肴護学科)

{研究話的}

虐待児の早期発見・早期ケア体制の孫立を毘指して，地域

母子保健を担当する保健隔が各地域の乳幼児保健事業を通

して事例をどのように把握し取り総んでいるかを明らかに

した。

[調査対象と方法}

2000 年 9 月の時点で，養育問題のために 1~以上継続援助
した乳幼児の事例を抽出し各保健締が記録から競査票に転

記。項目は事例の把握経路，養育問題の内容，虐待の有無

等 17項目 9 地域は京都府内の 43市町村-及び泊i:12保健所

である。なお.情報収集にあたっては禁理番号のみで臨i試

し個人が特定されることのないよう記長ました。

{結采i
保健郎から報告のあった「養育問題のために 1年以上継続

援助j事例は， 213件。(l)事例の状況:設助の開始月例:

O裁が68%と最も多く，次いで、 1歳児が 11%。性別:男坦

62%，女児 37%.間施}II創立:第 1子が60%と多いc 出産時

の親の年齢:母殺の平均年齢28.7歳(土日).父親32.9歳

(:!: 7.4) c 抱縄経路:健康診交など母子保健卒業 53%. 他

機関や家族からが31%.近隣の住民は 9%0(2)養育問題:

問題を有する母親は 919ふ父親は 34%っ母の養育問

題の内容(複数Ii司祭)を挙げると，育児能力に問題がある

55%.育児不安 29%.経済的問題 20%.子どもを受容しに

くい親 19%である。父親では，育児能力に問題がある

21%.経済的問題 18%.性格の1m題 16%，夫婦の不利 14%。

児の問題では発達の遅れ・疑いが46%で最も多い。 (3)虐

待の有無:虐待有りは 52人 (25%).!I~待疑い有りは 18 人

(8.5%)で両者を虐待ありとすると全体の 3分の lを占め

る。(虐待の内訳:養育の放棄・拒否が27人身体的暴行

24人，心理的外傷 l人) 将来虐待の恐れ有り 16人

(7.5%) .養育関題が継続しているが虐待はない 106人

(50%)，養育問題がなくなり虐待はない 18人 (8.5%)であ

る。

{考察}

今回の調交では.r養育問題とは，主として育児に関わって

いる母(父)殺や子どもになんらかの邦題があって，その

家庭が育児割弱I状況にあると判断した場合jと規定した。

つまり，子どもの問題だけでなく親の問題にも焦点をあて

ることによって，既にケア対象であった事例を抽出， fE符:
予防の視点で捉え渡すことができたといえる。地域の保健

郎が養育問題として関わる事例は，約I:H生千対1.7人であ

りe そのうちの約 4割が虐待事例であったことをみれば，

地減母子保健卒業に従事する保健締による虐待の早期発

見.早期援助の可能性が高く，地域支援の推進役となり得

ると考える。
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133)心身欝害児者家族介護者の在宅介護ニーズと支護

費サービス科用に関わる諜罷の議討

まり子(埼玉県立大学)

{目的}

心身障害児者(以下，心障者)の在宅介護サーピスiふ措

i註から支援資制夜へ移行したがー既にサーどス利用率・費

用共にさ当初の見込み景を怒過し制度の見直しも検討され

ているc 本研究の目的は.

関わる利用者ニーズの特後を明らかにしそれに伴う支援

ピス内容の震や利用に関わる課題を検討することで

ある。

i研究方法i
1.知的障害者通所介護更正施設利用予定ぽ16.4

19名に対して，諸説長等の協力により

及び質向紙を郵送し

8名の承諾・問答が得られた

は， 良市口述，

プライパシーの保持できる場所で儲到に行い，

しコード化した。 3.調査期総:H15.7~8o 

ち

: 42-47 (平均必.6)

6名，非常勤毅良 2

い2名， どちらでもない 2

た1名ぉ外出銭度:全員が毎日。

子の通院通所c 友人・知人交流:

:たまに立ち話i6名，

6名.TV 

交流3名， したいこと:旅行6

相談先・家族3名，底部6名，養護教員 2

11)主;誇点): 1-8点{平均 5.0)

入i谷，更衣.お1'7設等の介助 7~13 項呂(平均 10.6) 。

国っていること:心路者本人の機能に適した介護の仕方が

わからない，家族の介護の協力が得られない. 1むにも

る，多裂jで51Iiく叩く

家庭内の問題が譲雑に絡んで{白人に格設できないこと令在

ピスへの要望:念、な用事等の対応

5名，心揮者本人の成長発迭を{足す生活のあり方3名.

子離れの仕方 1

{考察]

在宅介護ニーズは，急、な用苦手等に正、じた柔軟なサービス捷

供・務整，心障者の鐙康管理と成長・発達に応じた介護方

法・態度の指導，家族問の人間関係の諒整等心理社会的側

磁の支援が特鍛づけられたc 支援費サービスの課題は，総

談窓口の明確化とケアマネジメントの剥境上への位寵づ

け，心[答者の社会参加等の将来を見越した議j去をもつこと，

家族介護者は母殺が多いため，その稜康維持・向上{こは母

子提縫活動との連携の必要性も示唆されたc

134) lJ¥9宅着護学教脊における嚢痕Iら身簿警兜教脊カリ

キュラムの検討第 1報

(群馬大学涯学部保縫学科)

林田りか(巣立長崎シーボルト大学〉

ハイリスク新生児の救命率

イメージにつし

:方法i

を

るアンケート用紙を作成し学生の

もつ学年間のイメージを比絞検討するひ調変項目辻対形容

認30項目を 5段階言予備で記入を依頼した。

に研究に対する説明を行い

1年次 200名. 4年次 70名である。

[結糸i
イメ一

年j認ともにデリケート.

いた。 11手次は際やか.

において 4年次より平均植は鍛く，重心克に対

にとらえ怖いなどの否定的項日もあっ

は1年次よりも 20項目以上で，平均値が抵く.

仁子Iで， より現実を務11:詳したうえで狩定的にとらえ

ていることがわかっ

い曹人間的などの項目におし

より

による

{結論}

ったc

イメー

さたc すなわち. 1 iド次は，重心党をより常定的に

とらえているが. 41手次は現実的潔解を深めたうえでのイ

メージであると考えるつ小児審議学において発達i殺害とく

カリキュラムのや

および内容について検討する必要がある。
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135)臨地実習における承諾警の運鰐実態と，教員・学生

の認識第 1報:運用実態に寵する調査結果

湾出京子(JI1t!心会看護医療大学設立準備室)

岸さゆり，坂本結美子.名主主みどり.志戸間恵子，

福原奨記子，中野幸子(星ケ丘厚生年金保健看護専門学校)

山田一朗(臨床研究支援センター)

海副島知子(援ヶ丘厚生年金病院)

目的i
j鼠i也実習における承諾舎の運用実態を明らかにすることを

白的とした。

{対象と方法}

大i在府内の看護師養成学校 62校および某社団法人に腐す

る審議締養成学校9校のうち，研究の趣旨を書留で、説明し

協力に同意が得られた 40校に勤務する看護教員 306人を

対象とした。 2005年 1丹に無記名自記式の調査察を配付

し郵送で回収したc 調査菜には f承諾書導入の有無と，

未導入の場合の理由 (12項目)J r承諾書ーを得ている実習科

自Jr承諾書の導入方法(14項目)Jの項呂群を盛り込んだ。

なお本研究においては，臨地実習に先立ち受け持ち患者か

ら受け取る承認文書を f承諾書Jと定義ーしたっ集計解析処

翌~tこは SPSS for・':Vindows10.0Jを用いた。

むた来と考察}

1.対象者の基本属性対象者は全員が王寺:修学校に所属して

おり，その教員経験期間は最短 158.最長 28年に分布し

その中央僚は 8.0年であった。 職位は専任教員 241人

(79.0%に実習調整者 22人学科の責任者40人

口3.1%)であった。 2昏永諾書の導入の有無:r導入してい

るjと陪答した学校は 40校中 20校 (50.0%)で，その時期

は2004年 (57.1%に 2003年 (23.8%). 2005年(19.1%)

の)11良であった。 f現在は得ていないが今後導入予定Jは5

校(12.5%)であった。 3.承諾書を得ている実習科目:成人

17校 (8五0%). 基礎 16校 (80.0%)，老年 15校 (75.0%)

の各領域の)11t!に多く.逆に精神.夜宅領域はそれぞれ8校

(40.0%). 6校 (30.0%) と少なかった。 4.学生への導入方

法:学生への説明特に重点を震く内容として「患者のプラ

イパシーを守ること (76.1%) J r患者に拒否権があること

(72.9%) J r患者の了解のでに看護すること(72.3%)Jが上

位をおめた。学生への説明時期として， r臨地実習前にそ

の都度が理想jとの回答が52.0%で最も多かったが，実際

にそのように実施しているとの回答は 38.5%にとどまっ

た。 5.患者に永諾を得る場原への学生の同席:r必ずjも

しくは f機会があればJ/fIJ席させているという回答は合計

60.6%であり.逆に「出席させていないjは39.4%であっ

たo 6.未導入の理府:r現在・今後ともに承諾書の導入予

定がないjと問答した 15校 (37.5%)に対して，その理由

を質問したむその結果， r口受賞で意思表示できる患者に向

立を得ているから (52.6%)Jr臼頭で意思表示できない患

者ーには家伎の向意を得ているからは0.4%)Jが上{立を占め
守 、

I~ 。

136)臨地実習における承諾警の運用実態と，教員・学生

の認識第2報:承諾警に対する教員の認識

河嶋知子(星ケ丘厚生年金病院)

編成農記子.志}さi問恵子，名草みどり，坂本結美子，

浮さゆり.中野恭子(星ケ丘厚生年金保健看護専門学校)

111 間…朗(臨床研究支援センター)

深田京子(JII良心会審議医療大学設立準備室)

{目的i
承諾書に対する看護教員の認識を明らかにすることを話的

とした。

{対象と方法]

対象と調査の手続きは，前殺と向捻である。本報において

は.教員から得られた f承諾書に対ーする認識は0項目)J
f承諾書導入後の印象の変化 (20項段)Jに関する項目若手の

回答にE5l子分析を施して得られた結果を報告するc

[結果と考察}

L承諾書に対する認識構造:由子分析の結糸 ちつの凶子

が抽出された(累穣寄与率 53.4%)第 1関子には「個人情

報保護について学生の認識が深まる (.922)Jr守秘義務に

ついて学生の認識が深まる (.892)Jr安全を守る責任につ

いて学生の認識が深まる (.868)Jが関与し f教脊効果jを

期待する軌と解釈できた。第2国子は f大げさな印象があ

る(.787)Jr読み手に過大な印象を与える (.673)Jr患者が

意思表示できるなら必要ない (.560りなど f疑問」の存在

を示すi!illl.第 3出子は f契約書:としての導入は当然だ

(.676)J 患者の権利認識が深まっているため得る (.674)J 

など「正当性jを示すiMI，第4出子は「説明は病棟の指導

者ーが行うのがよい (.451)J説明は学校の教良が行うのが

よい (.449りなど「説明の適正者jに関する弱liであった(数

値は出子負荷量)c r承諾主?を 1~}'る場には学生も陪席するの

がよいjは，独立した第5sJ子軌を構成した。承諾書導入

にともなう f教脊効果」をj切符しながらも疑問読する気持

ちが共存するという.きわめて興味深い心理模造の一端が

伺えた。 2:;承諾書導入後の印象の変化:1若子分析の結糸，

4つの因子が抽出された。第 1E5l子は f緊急、入i詫の患者か

らは承諾を得ることが難しい (.867)Jrターミナルの患者

からは承諾を得ることが難しい (.783)Jr実習初日に入院

した患者からは承諾を得ることが難しい (.665)Jが関与.l.

f承諾蓄を得難い条件jを示す軌と解釈できたc 第2母子

はf担当することの責任を感じる (.848)J r患者の安全を守

る玄f壬を感じる (.839けが関与する「責任感の強化jを示

す紬，第3国子は「どう説明していいかわからない(.702)J

f承認してもらえないのではないかと緊張する(‘647)Jが

民与する f国難に庭面した感情jを示す剥1.第41&1子は r:zj?(
諾を得られると実習を安心して行える (.782)Jr承諾書を

得ていないと患者に負担をかけていないかと心配 (.625)J

が関与する f承諾による安心感jを示す南liと解釈でき

承諾書ゐの導入により，教員はj溜難な状況に直濁しながらも，

自らの責任惑を強化しながら実習指導に臨んでいる実態が

明らかになった。
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13ア)器地実習における承諾醤の運用実態ι教員・学生

の 認 識 第3報:京諾醤!こ対する学生の認識

名草みどり，

福原良記子，岸さゆり(星ケ丘厚生年金探縫者護専門学校}

Jll EB一朗(臨床研究支援センター)

i察部京子

河鵠知子

{自的i
した看護学生が，承諾書に対し

明らかにすることを目的とし

きた。また?看護の姿勢について変化は生じなかっ

した第4[若子を構成した。なお.第 Iおよび第2留子

得点の王子均値iえ学年進行にともない有意(それぞれp<
.05. p < .01)に減少していた。 議:lt!!実習の進行にともない，

学生がごく白熱なものとして受け止めてい

ることが示唆される結果となった。ただしこの背景には，

対象者のうち l年生の構成数が地の学年に比べてきわめて

小さいことも関与-しており.解釈には慎重を婆するものと

考えられた。

138)臨床実留カンファレンスにおける効粟的教脊介入

のための…考察

大久保祐子，塁光やよい(自治医科大学者護学部)

[13的]
カンファレンスは指導者の力量によって展開・

育効来が変わることが多くの先行研究で明らかにされてい

カンファレンスを学びの多いものにするために指

どのように介入していったらよいのであろうかむベ

テラン教員が隠わった議床実習カンファレンスをもとに.

効果的な介入について発話分析により検討した。

{研究方法i
ベテラン教員が臨床指導を担当している実習で，本研究の

呂的を説明しカンファレンス参加者から馬意の得られた

グループのカンファレンスを した。ケースカン

ファレンスで 20 分~35 分のショートカンファレンス

をj茎語録にしベテラン教員の介入に焦点をあて分析す

1設i穏として，

「その地jに分類し全体的な特設を抽出す

る。次にどのような介入を行い.その介入によるカンファ

レンス内容の罷路・深イヒ介入による

を設的に分析するななお，分析にあたってはベテラ

のスーパービジョンを受けるとともに，研究者向で研究結

したむ

[結果i
ベテラン教員のカンファレンス

であったc 費関内容としては.

る技i去を用いていた。

ベテラン教員はカンファレンスにおける学生のひとりひと

りの反感をよくとらえ，学生が考えているのか，考えられ

ないでいるのかをみきわめ，質i潟の技;去を鈍い分けていた。

このことにより学生の思考範践を絞ったち広げたり.認知

的負荷を認整することが可能になると考えられる。また，

問題を持つ患者さんを受け持つ他の学生にどう

しているか尋ねたり. fむの学長が患者さんとどのように際

わっているかについて発言を求めることにより，カンファ

レンス事剤として話し合われている学生の資源となる

を間接的に示している。このことにより日立場づくり jを

し学生の思考の道筋を支えていると考えられるc
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139)錦地実翠カンファレンスにおける学生の経験と教

舗の役割に関する研究

長田泉

(神奈川県立保健福祉大学実践教宵センター非常勤)

[13 89] 
看護臨地実習を仔なう者護学生がカンファレンスにどのよ

うな意識をもって参加しさらに何を経験しているのかを

明らかにすることを臼的としカンファレンスにおける教郊

の役割について示唆を得ょうと考えた。

{研究方法]

研究協力者は，看護系4年ilJlJ大学において施設見学等の実

穂を終え，初めて成人患者 1名を受持ち路地実習する学生

のうち協力の得られた4名である O 実習期間は 11日間で，

j境問中カンファレンスに関するアンケートを 3臨行ない，

実習終了後アンケート総来をもとに半構成的インタビュー

を行った。インタビューは個室を使用し 1人60分程度行

ない，了解が得られた場合録音したc データの分析は質的

帰締約方法で，インタピューした内容は逐語記録に書き起

こしr!:l心的意味の抽出を行なった。さらに抽出されたや

心的意味から類似したカテゴリー毎に分類を行なったc 信

頼殺を確保するために教育実践研究指導者の指導を受け

倫滋U9記惑として，研究協力者には研究の自的と方法

について説明を行ない，途中研究の協力を中止できること，

プライパシーの保護およびデータの取り扱いについて説明

をし署名により承諾を得た。

{結果}

インタピューから抽出された特徴は，1)カンファレンスは

メンバーの話を開く l易であり考えたことを発言するとい

う， rlf]いたり話したりする協報交換の場として存在した。

2)倍報交換のj創立，普段仲間間忘で話す坊とは迷った場で

あ札参加するメンバーの存在とメンバーの中での役部が

あり，きちんとした意見を述べる場で，助言してくれる人

の存在が必要で、あった。 3)カンファレンスでは， 1ql問の中

で学ぶことが共通していた。自分の言葉で語ることや発言

を開き，思考し賛同し時に反発をしながら自分なりの

考えを明確にし広がりが出たと実感するような相互に彩

し合う中で学んでいた。 4)カンファレンスに意義を感

じていた。これは仲潟の中で学ぶことにとどまらず，カン

ファレンスでの経験が今後の自分の看護にとりこめるとい

う意識を含めた意義であった。 5) カンファレンスという

場は. 自分の問題とは別に，進み方ががとまっていて運営や

進行をすすめていくということを学習する場になってい

た 6)111l!々の実習の経験で傭った事.生々しい経験，問題

になっていることはカンファレンスにJ是示されにくかっ

た。

{考察}

教員Hiは，学生が実践で起きたことを振り返り.自分なりの

看護を考えていける場の設定が必要であることが示唆され

た。それぞれの学生が自分の問題を明石在にしながらそれを

引き受けていける場としてカンファレンスのダイナミズム

を使ってはたらきかけていくことが必要である。
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140)臨地実習における看護学生の自律神経議能の変動

(その 1)-/i)露自律神経機能の変化一

村井丈江，

[El的}

註
E羽 d 
I両i

〈筑波大学人関総合科学研究科}

;之学生にとってストレスの高い学習形態

されている合本研究では，臨地実習によってもたら

される審議学生の自律神経活動の変化について心強変動パ

ワースベクトル解析を用いて検討することを日約とするご

{方法i
る を控えた女子看護学生を対

戸]'1きが得られた 20名に

中(開始後39-52臼人

i日時守交感神経反r，t，

として測定したな

交感神経反応，説交!議終l軽反応は，エlemCalc法による心強

パワースベクトル解析を用い， LF (O.04-0.l5Hz)， 

HF (O.l5-0.40Hがとし LFIHFを交感神経反応， HFを

測定試

としたら islj定条件として，実験2持

よび、飲酒をil討議
仰臥{立安静都渋で

呼吸制御 115Hz)のうえ したc ませ 10分間

CWT (Color Word Conflict Test)によるストレス

分11立与，え， CWTの刺激前(安静時)，刺殺rjl，刺激後 15J"，

3分， 5分で比較したc 途中で参加を取止めた 1名を除く，

19名を分析対象として，ノンパラメトリック検定(2 

0.05とした。な

し

HF 

し刺激後 1分に

なりその後経下した。

1分{般が安静Il寺より有意にお僚であり，実習i二十:と後に

おける HFの反応性抵下が考えられたむ LF/HFは，

前ーや一後ともに科敢による有意に上詳し利;設後減少

し実習前ーやー後での諜はなかったむまた， f短期にみる

と， CWTに対する平均的反応 (HFf法下， LFIHF上昇)に

反して HFの上昇， LF/HFの{段下や HF，LF/HF反応が

ほとんどない若手持も見られ，その数は築費l:jlおよび後に増

加していたc 以上より，臨:!!I!.実習が，心駿自律神経機能，

特に副交感神経反誌に影響を及ほしていることが示唆され

た台

141)臨地奨欝iこおける看護学生の自律神経磯能の変動

(その2)一気分変化との罷議一

村井文江，

〈筑波大学大学技人間総会科学研究科)

{目的}

ストレスフルな状況と推測される

の気分変fヒを Profileof Mood States短縮絞(以下 PO祝日

を用いて分析し自律神経議能との関連を明らかにする。

[方法i
研究の趣設を説明し民意、が得られた 20名の女子学生に対

し実習前中後の心理状態およびストレス負荷に対する自

神経機能の変化をみた。心理状態は POMSを用いて分析

した。自律詩l経接能応答は呼吸抑制下で ColoriYor・d

Conflict Test (以下 CWT)による負荷を 1分間え

はemCalcにより解析したっ分析は途中 1名楽犠により 19

名で行った。

{結果-

POMSの議点から 20

ると

以下を

51.7 

自は瓦いに影響しあっていると

をパターン{とすると，実習前に V

2名であった合この 2名

山塑とな Y)， 実習後には氷山猿に罷った。また， CWT負

荷による自律神経反応;之実智前rt{:去の3時点ともバラン

スのとれた HFとLH/HFの反応であった乙

も逆氷山型を示した学生がl名おり.お

では 3時点とも HFの反応が抵く LF/HFの

部ち副交感神経のI:J:.応が抵下していることが示された。

習中にネガティブ感情が強くなり，実習後も留設しない，

またはさらに感化する場合の自律神経の良正、パターンは綴

なっており一定の額向を見出せなかったむ一方， V
のようなポジテイブ感情は大路辺縁系を賦活することが知

られており，奥義~Ðぬな氷山塑を示した 2 名は交感神経，辺j

交感神経のバランスがよく，実習中に心緩状態が慈イとして

も実智援部復することが示された。しかし{むの

V得点は経時的に抵めで変動が少なく.ネガティブ項毘

点がま常徳内に廃っても， Vが{まい平坦なパターンを示

し自律神経の働きが不安定な学生もいたc 以上よち，

ストレス認知や対処能力を考議した上でポジテイ

ブ感鵠を引き出す指導法の愛要性が示唆されたっ
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142)臨地奨習における看護学生の自律神経機能の変動

(その3)一愁訴との関連一

高島尚美(横浜市立大学援学部看護学科)

村井文江，樋之津淳子，林 塁手子

(筑波大学大学説人苅総合科学研究科)

[ f=1 的]

看護学路地実習はストレスが多い学習形態であり身体的変

を訴える学生も多いが，自律神経機能との関連を検討し

た研究は皆無で、あるO そこで臨地実習を説明変数として，

不定愁訴や月経関連愁訴と自律神経応答との関連を検討す

る。

[研究方法:

1 .対象 参加に記名による間意の得られた看護短期大学

3年生女子 19名 2.方法 以下の1)2)のデータ収集を

実習前. J:t.産後に実施した。尚iJ!1j定時の条件として，前

の食事摂取持民禁j践を統一し環境を一定にした。1)自

律神経系応答測定 呼吸制御下での心拍変動データを収集

し応答をみるために安静後に CWTによるストレス負荷

を1分関与えた。心拍変動スペクトル解析は MemCalcを

用い. HF (O.l5~0.4Hz) を副交感神経の. LF/HF (LF: 

0.04~O.l5Hz) を交感神経の指標として用いた。 2) 愁訴

データ 不定愁訴46項目(阿部らによる CMI改訂版).丹

経}諮問および関連愁訴 26項目(月経前症候群識変表を改

変 3.分析 ストレス負荷?により交感神経活性が上昇

し磁交感神経活性が低下したパターンをバランス型.ぞれ

以外をアンバランス型とし不定愁訴が王子均数よりも多い

ift (多慾訴群)とそうでない詐(正常1和，月経周期が順調

なiftと不規制な群および月経愁訴数との関連を分析した。

21洋1H1の検定において経時的な愁訴数は対応のあるけ会定

を.不定愁訴と生潔学的指標および月経関連愁訴との関連

はノンパラメトリック検定を用い. p < 0.05を有志;とし

た。

{結栄・考察]

不定愁訴平均数(最上{立項呂)は.臨池袋習前 3.2(肩こり).

中4.6(疲労人後 3.6(手足の冷え)で，実習中は前後と比

較して有志:に多かった。月経関連愁訴は，王子均 6.3個で時

期による差はみられなかったが，実習中のみ多愁訴群で有

意に多かったc 自律神経応答バランスの群関で不定愁訴数

を比較したところ，実習やはアンバランス型 (n= 8)が

5.0倒 (median)とバランス現 (n= 11)の3.5倒よりも多

かったが，実習前後も含め有意な関連は認められなかった。

月経関連愁訴，月経路期と自律神経応答も有意な関連はな

かった。しかしストレス負荷時の応答を負荷前後の差と

して多愁訴群と正常群で比較してみると，実習中において

多愁訴群は HR(心拍数)の変動が正常群と比較して有意

に毅徐であり. LF/HF変動も緩徐な傾向がみられた。

習中において身体的愁訴が多い人の交感神経の採掘は小さ

く.正常群と比較して自律神経応答が低下し身体的自覚症

状も王子行して出現しているiiJ能性が認められた。ある学生

訴にとっては者護学実習が過剰なストレス負荷になってい

ることが推泌さ札教育的支援の必婆性が示唆された。

143)基礎看護学実習における学生の不安と対人関係と

の関連

-STAI等心理尺置とプロセスレコードの分析…

弁上 歩，勝野久美子(長崎市盟主!日会看護専門学校)

{践的}

本学の基礎看護学実習 1 (以下，恭礎実習1)はパイタル

サイン測定を含む観察やコミュニケーションによる患者の

理解を目的とした実習である O この ~þで，プロセスレコー

ドを導入し，自分の考えや行動の傾向.修正すべき課題を

明らかにすることで患者狸解における基本的態援を学習し

ている。今回，基礎実智 I前後に不安や対人関係に関連す

る心理調査を笑施し，プロセスレコードの内容を分析して

両者の関係から学生の持つ不安と対人関係の問題について

考察した。

[研究方法i
1)対象:本学 (3年課程専修学校) 1年生 40名(男性3
名，女性37名人 2)調査方法:基礎実習 I開始前，終了後

に自記式質問紙調査を実施した。学生には調査の主旨を説

明し了解を得た。調査内容は，状態一特性不安検資 (STAI

臼本語版:状態尺度 20項目，特性尺度 20項自).共感経験

尺度改訂版 (ESSR:共有経験尺度 10項目共有不全経験

尺度 10項f=1).信頼感尺度(自分への信頼6項目，他人へ

の信頼8項目.不信 10項皆).自尊感情尺毘(10項目).お

よび独自の質問 9項跨(実習への不安，患者とのかかわり

への不安等)であるc 実習終了後は STAIと独自の質問の

み調査した。また，実習中に記載したプロセスレコードに

おいて「自分はどう考え， どう感じたかjの内容から，患

者の気持ちを受け止めていた学生を患者理解可能1児自分

の気づきにとどまった学生を患者非埋解群に分類し心理

調交との関連をみたo 2税関の還の検定では有意水準を 5

%とした。

{給条1
1) r実習への不安」が強いと答えた高不安若手は 21名

(52.5%λ 低不安詳は 19名 (47.5%)であった。 2)仁患者

とのかかわりへの不安jが強い患者高不安群は 32名

(80%)，患者低不安群は 8名 (20%)であった。 3)実習前

のSTAIの王子均得点は.状態不安52.7点.特性不安 52.1点

であった合実習後は，状態不安 40.4点持性不安 47.0点で

あり，有意に抵下していた。 4)実習高不安群は低不安群

と比較して状態不安.特性不安， ESSRで有意に高く，自

尊感情において低かった。 5)患者潟不安群は抵不安若手と

比較して特性不安が有意に高く，自尊感'摘は有意に低かっ

た。 6)プロセスレコードによる患者潔解可能群は非理解

群と比較して他人への信頼尺度が有意に高かった。

[考察}

学生の不安は， STAIによる不安の強さや自尊感情の{止さ

と関連し.また共感性における共有絞殺の高さと関連して

いた。プロセスレコードでみる他人に対しての感情理解は

他人への信頼に影響していたc これらのことから他者との

関係に強く影響される自我の未熟さが実習で、の対人関係に

対する不安に影響しているものと思われたO
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144)欝京料新能力の教薄湾景による特徴一

護専攻科と大学の卒業生の事部解釈かう

思国和役

{日的}

近年，社会の者護に対する期待と

化が求められている。

を送り出しているむしかし臨床実設に必要なアセスメント

能力，議床判断能力が教脊背景によひどのような特設があ

るかという研究は少なく，高校における委譲教育との関係

{考察i
とは，多くの知識を統合し自の前に示さ

形無形のデータから対象に生じている状況を読みとり

し援助に活かす知的活動である。データの把握と読みの

深さ，関連性のとらえにより，

質へのiきりかたは奨なってくる。

大きいことを予見したら，あらゆる

しなければならない。高校生の 16-18裁という

思春期にあたり，その持患の学習活動は具体的に提示され

た謀議の沼化やマニュアル的学習はできても，換象的・

念的な学習はi濁幾であるc 大卒者ではj主体的指論は少なく

実際的ケアの点で理解が乏しいという結果が出たが，これ

は直接的・兵体的対吃、のある学習より縫療問題を持つ生活

としての人間を総合的に考えるという概念的・掠象的学

翌に重きが{置かれたためではないかと考える。このような

雨者の特殺から，教育を受ける対象の特殺を理解

i穏に応じた設詩的教育で質のおい専門職教育を行っていく

必要があることが示唆されたむ

145)審議基礎教育における判断力蕎成に関する基礎的

研究 一一殻学生との入学轄の気づきの比較一

[研究自治]

看護学生の判断力育成の教育方法を開発するための墓誌、約

ために審議基礎教育を学び始めた学生の気づ

きの銭向について恕接するc 将断力

する時に窓思決定することjとしたc

i研究方法i
A 

述はみられず，

学生のみが記述してい

[考察i
きの関向をー殺学生と比較したところ，閉

じような場面に関心をもち，場弱からの気づきや感じたこ

とでは，看護に関係する記述が多い傾向であった。J;J、よか
ら.入学時はそれまでの学生の体験を恭に関心を寄せる韻

向があり，看護における判断力は入学後の教育内容が影響

していることが予泌された。そのため.学生の気づきを判

断力の向上に繋げていく教育方法の重姿性が示唆されたQ
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146)看護学生による受け持ち患者のプレーデンスケー

ル評儲とその的躍性

山内まゆみ，松浦和代(旭川医科大学長学部者護学科)

{目的]

本研究の目的は，看護学生が受け持ち患者の祷癒発生危検

問子をどの程度的確に把握しているかを明らかにすること

であった。

[fdf究方法]

対象者は，看護過程論実習(以下，実習)を経験した本学

科第2学年の学生 60名と実習担当教員(以下，教員)6名

であった。学生データは，実習終了後に行われた専門科告

において 7看護実践と援療等故防が主題となったI祭に，
に記入を求め講義中に活用した教材であったc 内容

は，受け持ち患者の性別，年齢.疾患、i名，およびプレーデ

ンスケール (Braden，1988)であった。講義終了後，当該

教員に学生データを記布し会項目の点検を依頼した。点検

結果は，教員データとして河一紙面上に色ペンで記入され

た。 1i命現的配慮として全対象者に，1)データは俗人の学習

に役立てる目的で学生へ返却されること， 2)データから集

団の傾向が分析され今後の教育に還元されること，を誓約

し後日これらを実施した。分析にはノンパラメトリック

検定を別い，統計的有意水準は 5%未満とした。

{主主;tミ]
受け持つた患者の性7]1jは，男性が39名 (65%)，女性が21

名 (35%)で，平均年齢は 66.7土 16.2殺であった。プレー

デンスケールの平均依は，学生が 20.5土 2.8}~:.教員が
20.4こと 3.1点で有惑の差はなかった。 }~(íl交差の最大値は 9

点で，ド'J-患者に対して学生が23)与し教員が 14点と評古lIi

した i浮1誌発症の危険授がおいとされる H 点以下の患者

数は，学生の評価では 2名 (3.3%に教員の評価では 5名

(8.3%) であり，一致主容は 40%であった。危険関子~6 項目

の学生・数民間の相関係数は，高い}II真に「栄養状態J(r = 
0.989)， r活動性J(r = 0.840)， r可動性J(r = 0.831). r知
覚の認知J(r 0.752)， ri湿jlMlJ(r = 0.711)， r摩擦とずれJ
(r = 0.580)であった。

{考察]

受け持ち患者の平均年齢からも明らかなように，本実習で

は第2学年の学習進度と実習到達度を考躍し， 自立援のよと

較的高い患者を選定している。したがって.祷縫発症の危

険皮の将続に迷いやすい要素が少なかったことから，学生

はほほ的確に評価し得たものと考えられる。全体的な傾向

が良好であった反I乱危険度の高い患者に隠しでは教員と

の一致率が抵かった。また， r栄養状態jの認識は的訴すとい

えるが. r活動性Jr可動性Jr知ままの言記長[JJri足踏Jについ

ては学習の反復が求められる。 r摩擦とず、れjについては

教授内容の改善が示唆された。現在，得癒発生要閣の原lZ5I

は f庄:iex時間jではなく， fJ，t力(在縮，引っ張り，せん

断) x時間jであることが解析されている(大法上 2002)。

第3学年では虚弱高齢者を対象者とする実習がま留すことか

ら. r摩擦とずれjの多面的なj詳説を強化する必要があるむ

147)審震基礎教脊における判能力育成に関する基礎的

研究 一学生の価値観の傾向一

大王子政子(名古‘屋市JL大学)

大i判長子(蚊卒大学)

岩脇陽子(京都!合立医科大学)

高宮洋子(ソワニエ看護専門学校)

梶間和枝(元11皮卒大学)

{思的i
看護学生の判断力育成の教育方法を決防音するための基礎的

資料を得るために，看護を学び始めた学生の鏑綴搬につい

て把握する O 判断力の定義は「看護を実設する特に意思決

定すること」とした。

[研究方法]

A看護系大学 (24名)(以下， A校という)B審議専門学校

(41名) (以下， B校という)c社会系大学(19名) (以下，

C校という)の計84名の l年生を対象に質問紙調交を行っ

た。認査時期は 2003 年 5~6 月である c 質問紙は，判控rr

力に影響を与えると考えられる価値観 (Brooks他. 1997) 

をみるために Spr・anger(1921)が提唱した 6つの普遍的

価依(浬論・経済・審美・宗教・社会・権力)を測定する

尺度をもとに酒井ら(1998)が開発した価値志向性尺度を

選択して作成した。質問紙は事前に予備諦査を行った。分

析は「あてはまらないJ1点から fあてはまるJ5点と点

数化し -7己記症の分散分析と多重比較を行った。倫理的

配慮は本龍三をの主企皆及び説明を口頭と文書で行い，

で、協力の意思を表明した学生を対象とした。

[結来i
1)対象の属'1主:女性 91.7%，男性 8.3%であるc 学生の生

活は家族関経 51.2%，…人暮らし 46.4%である。情報の得

方は看護学生の多くはテレビやインターネット.一般学生

は新聞を活用していた。 2)価値観の傾向 :6つの尺度のA

校， B校.C校の王子J令官11をみると，理論 (3.69.3.73， 2.95). 

経済 (3.59，3.36， 3.27)，森美 (3.73，3.67， 3.24).宗教 (3.70.

3.49. 3.23)，社会 (4.37.4.28. 3.83).権力 (2.99.3.00， 2.84) 

であったc そのうち理論と社会の 2尺度に有意な差 (p< 
0.01)がみられ， 3校を比較すると理論，社会ともに A校

とC校の向に存窓な差 (p< 0.01)がみられた。

の王子均値は.理論 (3.72).経済 (3.45)，審美 (3.69)，宗教

(3.57) .社会 (4.31)，権力 (3.00)であった。

{考察]

看護を学び始めた看護学生と一般学生との価値観の追いが

理論と社会の倣1[Ei尺度に現れたということは.

物事を思考した i 追求することへの価値を高く持ってい

る，また人に関心を持ち，人と協力しあい.喜びを分かち

合うということに傭僚をおいているといえる。酒井ら

(1998)が行った大学生・専門学校生の傾依志向性尺度の平

均値と比較しでも.理論と社会に向様の傾向がみられた。

このことから，審議を志向する学生への教育方法{丈諦め

ずに納得いくまで追及し大切な人のために尽くすといった

鏑飽志向を意識して，判断力管成の方j去を検討する必要が

あることが示唆された。
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148)住い!こ関する学生によるリスクアセスメント

一在宅高齢者の立場での物理的関語を中Ij)1こ一

{目的}

いて施設内の療養環境のみではなく，在宅

らすために環境調整が重要と

たむそこで，学生が高齢者の立場で設いのリスクアセスメ

ントがどのような視点で捉えられているかを明らか;こする

ことを自主きとした。

{対象と方法]

欠席

ったc

所と洗顔所が各4f!j:であったc

が多く，次いでマット，登の顕であった。

パがあったc いずれも生活の場所におい，つまずく，

く締出された3 狭いスベ…スによる

111ネ トイレ 71'j:，ドア 4

件，玄関 3件，洗面台.議議，蕗下などの顕であった。

く事総子の捜用不可やぶつかる，介i功者が入れないなどの

理由であった。照明不足リスクでは稔数8件で，

段，

l'ドで，
さが合わなし

13 f!j:と多く，次いです采い，

などのリスク

38件あり，

{まとめi

滑る，狭いスペース，

ると考えられる

による熱f与も 3件あった。

りの必要性への着自が

トイレや玄関であった3

.案内の物理的側磁のリスク婆関と

くが最も多く換出されたc 次にf!;ミが

日言明不足などが1)スクと認識してい

どの小さなリスクにも着話

していたc 諜界は学生向での共有がないことであるつ今

後.在宅や施設を際わず高齢者が安全で快適な生活を退ご

は物躍的環境整織が重要である。それには基本的

境のアセスメントの教育を引き続き強化していく必要があ

ると考える。

日本名ト護研究学会雑誌 Vol.28 No智 3 2005 177 



P5会場第30群

149)授業進有に伴う蕃護学生の関係づくり行動の変化

毘原喜美子(高知大学医学部看護学科)

[目的}

者護学生は看護者にとって重要な，患者との出会いを臨i忠実

習ではじめて体験し関係づくりを始める C 本研究の隠的

は，この関係づくりの行動は授業進行や実習経験でどのよ

うに変化するのか明らかにすることである O

{研究方法}

対象者は K大学看護学科2年生 62名，調査期間は 2003

年 4 月~1O丹，前期授業部始前(時点1).前期授業終了後

(!待点 2).法礎者護学実習修了後(時点 3)の3時点で縦

断的に調安を実施した。調査に使用した関係づくり行動を

測定する項告は，菊池らによる f社会的スキルJ等を参考

に作成し 5段賠尺度で調査し分析した。統計処理は，各変

数隠の相関係数.平均値の差の検定(t検定及び分散分析・

多重比較)を行ったc 倫理的配癒として，対象者には鵠査

話的，内容，任意の諦査であること，成績とは一切関係な

いことなどを口頭と文書で説明し調査への協力を依頼し

た。無記名とし投函箱で閤収した。

{結果}

関係づくり行動は.r機知性Jrl可言!毒性Jr向社会性jの3由

子からもきれ比されていたc この 3因子と授業進行との関係を

分析した結果は，授業前に最も平均値の高かった第3因子

は，授業後に上昇したが，実習後には下降した。

第 11tl子 f機知性jの王子均値も授業後は上昇したが.実習

にはTli年した。第21主!子「向調性，ま右窓差がなかった。

授業前の対象者個々の平均値を高・ rfl• i氏の 3併に分類し

平均値の尚抵と授業進行との関係を分析した結栄では.第

llZSFf f機知性J1ま，王子均if~[の低い滑におい

界したc 第2国子「向調性jは.王子均値の高い群が授業後，

実習後にかけ下降し平均値の低い群は実習後に急激に上

昇した。第3凶子 fl勾社会性Jは.平均値の高・ rj1fr下は授

業後から実官後にかけ下降し平均値の低い群では授業後

に急激に上昇した。

[考察]

看護学生の関係づくり行動を構成する関子のうち相手を受

け入れ援助しようとする f向社会性j悶予の平均値が高

かったことは，者護学生として相手の求める援助に気づき

共感伎を持って行動できるようになるためにも非情に望ま

しいことで、ある C しかしいずれの悶子においても実習後に

は平均値が下降したことから.今後の実習のあり方や実習

方法へ大きな課題を残す。授業前に王子均1[~が{ほかった学生

lfi:は3出子ともに平均値が上昇し授業前に平均値が高

かった学生若手は 3顕子ともに下降した。これは.元々人と

の関係づくりが不得意と認識していた学生ほど授業や学内

淡習，実曹の効染が顕著に現れたといえ7c々人との関係

づくりが得意だ、と認識していた学生にとっては今回の授業

や演習，臨ま忠実習は関係づくり行動に有効で、あったとはい

えない。元来人との関係づくりが得意な学生が，今以上に

人との関係を築くことができる授業や演習，実智について

検訴するための示唆を得たc

150)異文化看護を叡D入れた英語り

学謹効果第 1報

111本淳子，松下由美子(新潟県立看護大学)

[13的}

イングj受業の

日本の者護部が，患者・医療スタッフと英語をツールとし

て意思疎通をはかる機会は，今後増加すると考えられる。

看護大学に勤務する英語教員として，学生には英語活思議

力とともに，様々な異文化に柔軟に対応できる素養を身に

つけさせたい。そこで，英語読解授業の教育枠組みに，

文化看護の要素を取り入れた授業を展開したむ本報告では

その学習効果を明らかにする。

i研究方法]

アメリカ・イギ、1)スで出版された奨文化審議の文献・教科

書を分析し日本人看護学生に適した教材を選択した。そ

のi祭，看護系教員のアドバイスを受け，以下の4点を重視

した。基本的な異文化看護の知識が学べる構成である→

解説が農富で練習問題がある・埋解を助けるケーススタ

デイがある→具体的な事関で異文化看護の実態を学べる・

日本も含めアジアの国々の文化も多く取り扱われている→

世界における多様性だけでなく，身近な文化の多様牲を

識させられる・読みやすい→英語の構文・語哉とも 8本入

学生の英語力に無理がない難易度である上記の条件を満た

す Cultureand the Clinical Encounter (1996)を，平成 15
年度災者護大学2年次前WJの選択科13f英語表現法・読解j

で活用したc 授業終了後.呉文化審議についての理解度を

前べるため，アメリカ・ワシントンナ1'1のシアトル・パシ

フィック・ユニパ…シティ (SPじ)で利用されている奨文

化器u整理IlWH主クイズを f英語表現法・読19む選択者 30名(以

下 f選択若手jとする)と f英語表現法・会話J選択者 28名

(~j，T 対照群j とする)それぞれに実施し阿群の正解数

平均を T検定で比較した。 倫理的記惑として口頭にて研

究の趣旨 .1変名性と守絡の{別立クイズの参加は自由であ

ることなどを説明し協力を依頼した。

{結来・考察]

正解数は選択11$が， 16.06:t 2.08.対照群が 14.5:t 2.08で，

T検定の結果，雨i洋に有意な差が見られた (p< 0.05)。こ

の結果から，英語読解授業の枠組みで奨文化器護を学資さ

せることは，学習上効果があったと考えられる。者護の場

において，異なる文化を背景に持つ人々との関わりに最新

の注意が在、われなくてはならない現在，英語教脊の枠組み

に異文化看護の要素を導入することには大きな意義がある

と考える。この給条を踏まえ零時年度の「英語表現法・読

解j選択者に対しては， 日本入学生が出会うと予想、される

異文化のケーススタディを多く織り込んで、教材を作成し授

したので，その内容についても報告する。

参考文献

Gropper. c.R. Culture and th記 Clinical Encounter. 

Yarmouth: Intercultural Press. Inc. 1996 
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151)巽文化審議を穀り入れた英語りーデイング捜業の

学習効果第2報

松下由美子.Ul

[詩的i
り入れた英語リーデイン

生の学びを明らかにし

るo

{研究方法]

[結果・考察iアンケート

94.0%)であったc

教j二の理由による)

るも

ション，向

かったc これは

ける宗教設や鐙康観，家族観などの気づきがKりとなり，

そこから実穏での現実の患者との関わりを通して文北的背

景の異なる対象者への理解について調察を深め f館別性j

を思考した結果の表現であると考える。看護者は異なる文

化背景を持つ対象に関わる持，無慈識にしろ相手の文化を

自分たちの文化尺援で解釈してしまう綴向がある。しかし

この点に気づき奨文化に対する自身の視野会

識することは.個々を尊重しながらケアを提供するよう自

身の行動を変容させる思考を養い，英語学習はこ

な接会となる

15目標識)'jIJ実習の中間鶏iこおげる OSCEによる形成的

評{臨の有効性

-OSC在実施後の学生アンケート議護かうー

前毘和子

の質を評価する方法として，客

(ObjεctivεStructured Clinical 

Examination.以下 OSCE)がi主註されている。これまで，

となって領域機銃的に技衡項目を抽出し OSCE

に取り組んだ報告はない。本学では. 3年次の領綾部実習

終了後.4年次の実習へ向けての形成治評{磁を自的として，

し. OSCE 

E主の皮応からみた OSCEの有効性と今後の課題を報告し

アンケ…ト

明し

{結果1
60%以上の学生が， OSCE，項自

長からのフィードパックが有効であったと

分の技誘ljjJについては fどちらかというとないJ63%， 

33%， と自己評価していた。 90%の学生は「今設の自

る考えに変イとがあったjとしその内容は，

ところがわかったJr頭でわかっていても

るためには，もっと技術純資が必要jなと、であった。

また， 68%の学生は?今後の臨床実習への意欲に変fとが
とし， Iもっと技衡を磨き，自信をつけたいj

して，実習で毅緩的に行いたいjなどの前向きな

意見が多く見られた。 OSCE実施の時期に関して，

開始前jを希望する窓見が多く見られた。

{考察i
OSCE!え学生にとって今後の学習や臨床実翠に向けての

の動機付けとして有効であったことが示されたc 一

方，実接持期に00して， 4年間の中で，いつどのような話

的で行うべきか検討する必要性が明らかになったc
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153) AEDを含む BLS教警の試み

一教職課程における A正Dを含む臼しS教曹を始め

て一

山由美由紀，古家明子，内問倫子.及JII朋実.土屋八千代

(宮崎大学涯学部者護学科)

[自主守}

本大学では「生命jにかかわる教育の充実を呂指している G

その一環として僅学部者護学科と教育文化学部が連携し

教職諜程の学生に自動体外式徐縮動器 (automatic

external defibrillator以下 AED)を含む一次救命処置

Cbasic life support 以下 BLS)教育を実施した。受講学生

遠が蘇生技術を習得し，自分にも救命できる可能性がある

ことを認識できたか明らかにする。

{対象}

本大学教育文化学部学校教育課翠3年次学生 74名。

{方法}

1. AEDを含む BLSのデモンストレーション後. 1グルー

プ6-7名が看護学科教員とすでに BLS波留を受けてい

3:¥1三次学生の指導の下.実技演普及び他者評価

を実絡。 2.AEDを含む BLS教育の指導案の作成・実施，

グループ検討。その後アンケート調査を実施。今国の演習

は研究の一環であることを学生に口頭で説明し了承を得，

アンケートは集計の際にコード化し個人を特定できない

ように倫理的記慮をしたむ

{結来}

窓生技術を施行できると 90%以上の学生が回答。自分も

救命できると認識できたと 83%のさま:生が回答c 人を助け

るi苛には自分もその…露であることを認識できたと 80%

の学生が部答。今後も AEDを含む BLS演習を継続した

ほうがいいと 88%の学生がITII答。

{考祭}

自殺者 (bystander)による BLSやAEDが救命率を向上

させることから厚生労働省は平成 16年7月非援療従事者

が AEDの使用することを認可した。このことから. AED 

を多くの人に普及していく必要性は高いが.その使沼に至

る具体的なトレーニング法，教授法については統…されて

おらず全国的に棋索中である O 今回の演習で，受講学生逮

は実際に AEDの操作を疑似体験し非箆療従事者でも

AEDを安全に簡単に操作できるということを理解し.

AEDが身近な存在となった。また，自分遼でも人を助け

る可能性があることについて認識でき，命について考える

になったと考える。このことは，受講学生達自身が

by standerとしての役割を担い，さらに将来教員になった

場合に.学童や生徒を対象に BLSやAED議留を普及する

という役割を担うことが期待できる o BLSや AED教脊は

皮復教育が有効とされ，厚生労働省も符受講の機会の権保

を推奨しているが，現在では反復教育するjiきが少ないむ本

大学では医学部や附属病院，間属小学校・中学校が反復教

育の場として確保できるため，今後この活動を継続するこ

とにより非援療従事者への効来的な指導方法をさらに検許

していきたい。さらに看護学科学生を指導に起用したこ

とは，彼らに非監療詫卒者を指導する能力が育つ可能性も

あることが示唆されたc

154)看護教警における揺し学習方法の効果の実証的検

討

間荷貞子(京都大学痘療技術短期大学部看護学科)

{研究目的i
看護学教育において.テュートリアル教育の導入が盛んに

なってきている O しかしこれらの教宵効果に関する研究

は，学習交b来を論じる尺震に主観的姿践を含むものが多い

こと，さらに横断的研究が大学であり，偶人絡の変化を

測定する縦断的研究が少ないことが指擁されている。そこ

で，学習効果の評価研究の頼み上げをねらって，テュート

リアル学習法の一つである IBLの教育効果を.自己方向付

け学習尺夜:日本語版 SDLRS(Self-Directed Learning 

Readiness Scalりを用いて縦i折的に測定しその変化を検

討する。

{研究方法]

対象 :A看護短大の 2003年度2期生. 2004年度3限生の

学生。調査方法:2 1TI11=.の成人看護学講座.及び3間生の

内科二外科磁地実習の導入のための学内学習において.

IBL学習を実施しその前後に日本語版 SDLRS費部紙に

よる調査を行ったc 鵡資実施に際し.調査対象者の学生lこ.

研究B的・方法・データの保護・自由意志、に基づく権利害手

について文書:及び口頭で伝え，了解を得た上で実施したc

[結果}

IBLの笑施時賂や実施領域が異なっていても，すべての

IBLにおいて実施後は SDLRSの測定僚が上昇した。学生

1flil人ごとにみると.延べで 63%(犯人 192人)の学生の測

定値が上昇したc 測定値の上昇しなかった学生は，実数が

9人で¥83%(44人153人)の学生は測定依が上昇した。

さらに. 3 つの得点群(低得点詳.襟ií~I洋，高得点群) ，二

分けて. SDLRSを構成する 7つの各国子の変化をみると，

総得点及び国子 1の符=点が最も高かったグループや高得点

群においては. IBLの介入により総得点は上昇したが，国

子 1は下降し因子 2r基礎学習技能の活用能力jが上昇

した。一方，総得点及び凶子 1の得点が最も{廷かったグ

ループにおいては. IBL実施で問予 1の得点が有意な上昇

を示し IBLの介入を重ねるごとに総得点と因子 1の得点

が上昇した。

[考察}

行ったすべての IBLにおいて，グルーフ。平均点はの実施後

に上昇したこと，個人加に見ても 8割以上の学生に測定値

の上昇がみられたことなどから. IBL'立学生の自己教育カ

を育てることに…定の効果があると判断できる C また，国

子別の分析から，抵得点者は学習への愛着が元々抵く，

IBLの実施により愛者が高まるが，高得点者は学腎への愛

着が元々高いことから.IBLの実施により愛殺は高まらず，

学習技能の活用龍力などが高まることが推測された。さら

に，評価尺境 SDLRSは，間ニ子部変化により自己教育力へ

の影響を溺察することや.得点者の高{廷により働きかける

因子が異なることから. il!lJ定結果は対象者の倒に応じた教

育方法の検討の手がかりとなることが期待された。
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155)教育課程の違いによる看護・介護の携点の特性

2報〉一高爵審事例について立案した異体築の分

析から一

際関秀子，

{目的}

雅恵. l:p谷缶江

(山

について立案したj主体策の内容から

の視点の特殺を明らかにするc

{研究方法i

同一の

高かったカテ

ゴリーは， r生活の中で取り組めるリハビ1);を実擁する (p

< 0.05)であった。

[考察]

いた。ま

た，インスワン注封・食事療法等治療に対するコンブライ

アンスをおめるためにわかりぷやすい説暁をすることを多く

挙げていたや一方介護学生は，気分転換活動や仲間作りを

多く挙げており，対象の生活背去を重視した活動内容や，

張立惑を強めないように記長室した計磁を

のことより，看護学生からは.効果的な治療管理に関わる

規点が.そして介護学生からは，心身の議能抵下から生き

がいを見出せない対象の QOLを高めていく規点が見出さ

れた。各々の視点の特性を理解すること

る上で重要と考える。

156)学生の課題かうみた審議選程演欝の築構状況

[呂的i
における

生の記述した課題から

[研究方法]

3 
たいことjを自

説明し

上野公子.

日本看護研究学会雑誌;VoL 28 No.3 2005 181 



15ア)患者の状況の推瀧を強化する看護過程演習

成浮き幹子，蔚藤紀子，上野公子，青木萩子

(新潟大学匿学部保健学科)

{研究目的]

看護過程におけるアセスメントでは推測が重姿であるが.

学生はそれに苦惑することが指摘されている。そこで今

関，教授方法の検討を民的に，患者の状況を援部する課題

を意間的に設定した演習を実施し前年度との比較から

{阪したむ

[研究方法}

H15・16年度3年生各々 81名. 77名に研究への協力

は自由，成績に無関係であることを説明の上，演習前後に

I~I 己評級紙で務査した令内容は看護過程の構成要素 7 項
目詳餓恭準は fできない」から「自信をもって一人で、で

きるjまでの 5段階とした。他 最も間難さを感じた項目

を選択させた。Hl6年度は淡習後のインタビューとあわ

せて評餓した。各年指名 (80.2%).66名 (85.7%)を有効

問答とし統計解析にはエクセル統計ソフトを使用. P< 
0.05を有意水準として検定した。なお，両年の演習前の学

生i笥に惹のないことを確認した。演習方法はグループ学習

3~4 名を I グループとし l教員が3グループ担

演習時間は 90分x2を3!H1(計6コマ)。事測は既習

のIl~ロ?叶1急性期患者が'慢税期に移行した状況とした。Hl6

:fFは演習に先立ち仁患者がどのような状態になっているかj

を披測してグループ学習に臨ん

{結果及び考察]

評価得点はHl5:fFで7項宮全てが演習後に上昇.その中

で「稿者VI又集j円育;禄の分析・解釈Jflilj越の明確化 if愛先
}II資伎の決定Jr 13擦の設定jの5項目に有意差がみられた。

日16:fFは f問題の明確化jのみ有意差がJ!reく得点が

抵下，上昇した内の「情報収集J1'1言報の整理Jr情報の分

析・解釈Jr計画立案jの4項目に有意;差がみられた。学生

が最もi事i難と評価した項目の f情報の分析・解釈jでは

H15年で 34.4%から 31.5%に. Hl6年は 47.9%から 41.7%

に減少.r問題の明確化jでは在日年で 21.3%から 33.3%

にHl6年で 15.5%から 31.9%に増加した。つまり，関年

とも波留後にアセスメントを理解した学生が増え.溶望到難1住Iさ
が f間題の明五

鎧著となつたc rアセスメントJが理解できた理由はイン

タビューで況を多面的に見て深く考えられたj河湾報同

士の繋がりを考えられたどの情報から患者の状態が分

かるか考えられたj等の意見から裏付けることができた。

これは，忠者の状況の推測とそれに基づくグループ学習が患

者のイメージを多面的に広げ.それがアセスメントの理解

て学生の留難さを改善したことを示唆している。課

題を持ち寄ったグループ学習は学生各々の事例の捉え方，

知識の量や質.その使い方の違いから相互Eに刺激を受け，

多くの気づきや情報の意味の新たな発見に繋がった。な

お，学生は f関j題の明確化」の密難さを 1つのことが多

くの問題要思となっている持に問題の特定が難しい;と

現しており，今後の課題となった。

158)看護学生の問題解決への態箆の学年間詑較

- Problem Solving InventoryとしOCUS of 

Controlを用いて一

分島る f)子. ~i'上範j工，児玉有子

( {;左賀大学涯学部看護学科)

{日139]
看護学生の問題解決への行動や態疫について，路地実習を

経験する前の 2年生と!邸主主実習をほぼ終了した 4年生に対

して，開題解決への行動や態度を測定する尺度である

Problem Solving Inventory (以下. PSI)と自己の行動に

対する統制の認知を示す Locusof Control尺度(以下.

LOC)を測定し学習時掃や尺度院の相違と関連を検討す

るO

{研究方法}

1.対象 :S大学医学部看護学科に在学中の 2年生 63名

および4年生 60名。 2.方法:質問紙法による尺度の調

査。 3.倫理的配慮:配布文書:および口頭にて研究の越智

を説明しプライパシーの確保，成績等への影響が無いこ

となどを説明し費問紙の提出をもって調査協力への同意

とした。 ι 調査時期 :2年生は王子成 16年5月.4年生は

平成 16年9月に実施した。 5. 欝査内容:1) PSI (35項

自で6段階)0 2) LOC (鎌原らによる成人用一般的 LOC
尺度. 18頃日で4段階)0 2つの尺度について学生に説明

して配布しその場で間収した。 6.分析方法 :2韓類の

尺度について全体および学年別に総点の平均点および標準

を算/llし平均点をよと較した(五おnn斗Vhitneyのじ検

定)。また. 2種類の尺度についての全体，および学年毎の

相関係数を算出した合また. PSIについては凶子分析を

行ったっ分析には SPSSVer.l3.0をmいた。

[結果i
質問紙の出 Jlx率は全体で 87.5%であった令 PSIの

Cronbachのα係数は 0.81であり，総点の全体の平均は
111.3 :t 11.75点で、あふ学年別の平均では 2年生 113.5:t 

11.58点， 4年生 108.2:t 11.38点であふ学年間の総点の

王子均に有意差は無かった (ManルWhitneyのじ検定)。ま

た， LOCのCronbachのα係数は 0.78であり，総点の全体
の平均は 51.3会 6.62点で、あり，学年JJIjの王子均では 2年生

50.8土 7.27点， 4年生 52.0:t 5.63点で，学年間の総点の王子

均に有意差は無かった (MannぷThitneyのむ検定)。次に，

PSIとLOCとの柑関弱係については， Spearmanのローが

全体では一.393，2年生一.398. 4年生-.428であり e 全て P
< 0.01で有意な負の相関があったo PSIについてパリ

マックス法による因子分析を行った結果，問題解決への自

信.対処スタイル，個人の統制の 3つの関子が抽出され.

各lZ5I子の寄与率は 18.96%.14.69%. 8.83%で3顕子の累積

寄与率は 42.49%であった。

{考察}

今回の諮資において PSIの総点，およびLOCの総点、につ

いて学年間に有意な差は無かったが， PSIの学年による

異は LOCよりも大きい傾向にあったo PSIで示される問

題解決への行動や態度は， 1滋1忠実智や学習経験による変化

が起こることが推測されるため，縦断的調査を行う必要が

ある。また.LOCとPSIでは有意な負の相関があり，内的

統制の傾向が強い程，開題解決につながる効果的な行動を

とっている傾向が伺えた。
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159) 12年麓生の審議アセスメント!こ対する認識額向

一平成5年度生と10年産生調査との比較一

{はじめに]

セスメントに対する主体的な取り経みは，その惑と

方(以下，認識)が影響すると考え，現カ 1)-t-ュラム発足

(10年言芝生}と IBカリキュラムの学生(5年度

当分を比較し 28密の本学会で報告した。その結果は碍者

向;こ有意な差がみられたため現カリキュラムが定義してき

た今，前回の結果に変化が克られるかを目的に追調査したc

i研究方法}

:平成 15
および近県の病院

02年境生九

メントの認識5項自

しているとはいえな

る側の問題か明確に

にみられたこと

1 セスメントに対する S項目

玄 名

13与さ芝生 n= 136 101手渡ゑ n= 132 5手俊生 n=88 

1交 箆 とても患うまあ怒号義渋谷わない

1 ¥0.7) 

o (0.0) 
かかる 5手授受ミ 21 (23.9) 56 (63.6) 11 (12.5) 0 (0.0) 

b 記録の 121手8芝生 86(ぬか 43(31ぶ 7 (5.0 0 (0か

E李総3治安多 10与さ芝生 85 (64.0) 41 {31.1J 5 3.8J 1 (0ぶ

い 5i手変ゑ 22 (25.0) 44 な0)22 (25岨む〉

C. 議ベる 12"手疑念 73 (53.7) 59 (43.4) 4 ( 2.9) 

ものが多 10"ド妥当 85(64.4) 41 (31.1) 6 (生5)

い 5手空芝生 31 (35.2) 4きく55.7) 8 ( 9.1) 

d. f<lj皇室が 125jo変ゑ 38 ¥27.9) 89 (65.4) 7 (5.!) 2 (1.4) 

よくみえ 101手授受 51(38.6) 75 (56.8! 6 (4.5) 0 (0.0) 

る 5年色 31 1.35.2) 52 (5告じ 5 (5.7) 0 iO.OJ 

e. 三者::12i手主 25 (j8.4) 96 (70.6) 10 (7.4) 5 (3.7) 

あっとケア言 10怒号芝生 36 (27.3) おく66.7) 8 ( 6じ o (0.0) 
考えらる 51jol芝生 15 (17.0) 58 (65係 15 ()7.0) 0 (0.0) 

事 pく .05 特 p<.OI 開 p<∞1
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160)自己学修支援コンヒ。ユータプログラムの開発と改

善への叡紐み

西城好建;，多田奈津子，睦 朋tl!.，鈴木恵理子，稲援健治

(聖隷クリストファ

{呂的]

看護教育において，従来の教育方法に加え，近年急速に進

歩している ITの併用が望まれる。医歯学教育では CBT

(Computer Based Testing)が実施段階に入り，

でも導入計闘が進任しているc 臨床実習を教育の中心に震

く看護教脊でも， OSCEとともに，実習前の最低限の知識

を確認する CBTの実施が必要であると考える。そこで¥

演者らは CBTをイメージしたオリジナルプログラムを間

発し自己学修の教材として学生に提供した会

{研究方法}

教員を対象に潟発したプログラム(看護教育， 44(12)， 

1089司1094および45(9)，772-777)に対応する問題形式を紹

介し普及に努めている。また.学生には，授業に並行し

た多肢選択問題 CMultiple-ChoiceQuestions : MCQと絡

す)を提供し自己学修を促しているむ演者らは九!ICQを

作成する教員， rMCQを利用する学生ふ;プログラムを

fjfJ9をする教員jが密接に連携しながら，より良いものを作

る続続的な努力が必婆で、あると考えている。今関，開発し

たプログラムの紹介.数段および学生からの意見と，それ

に応じたプログラムの改善への取組みについて紹介するつ

{結来}

まず.教員を対象にた1CQの実例紹介と問題作成の操作体

験，およびプログラムの詑布を行ったところ，者設自ifi国家

試験やとの並行した利用への可詑牲が実感できると好

評であった。また使用方法が部伎なため，コンビュータ

に不得手な教員も容易に使用できた。しかし迷用後の問

題点として，登録されたデータベースの分類・整理の複雑

さがあげられ，データベースに整理服フィールドを追加す

ることで対応した。さらに， CBTと自己学修の選択は，

MCQ作成教員が初期爾碩で設定できるようにした。学生

からの意見を反映して. 自己学修を実施するi祭には，学生

自身が項岳を選択できるように改善したc また， 自己学修

の効果を上げるために，解答・解説禰にも MCQで使用し

た区i去を持表示するようにプログラムを改変した。

{考祭1
rlT販ソフトでは， MCQを作成する教員も利用する学生も

ソブトの制約の範出向で利用せざるを得ないが.演者ーらの

場合教員自身がオリジナルプログラムを揮発しているの

で，柔軟に対応できる点が最大のメリットである。また，

を作成する教員ゐ1CQを利用する学生プロ

グラムを開発する教員jが意見を出し合い，ょ 1)よいプロ

グラムを育てる意識を共有しながらの取組みが特徴であ

る。

{謝辞]
本研究の一部は科研費(課題番号 15659512)およびKidani

Memorial Trustの助成を受けて行った。

161) Webを利用した成人審護実習記録への試み(その

l)~龍子記録科用による学翠器達度に関する効

票~

はI :I:!!!~羊子，松浦江美 ， i左藤和子. 言語崎光i告，藤田主主，

古賀明美，安問力11ft子，石川倫子(佐賀大学)

{目的]

本学成人審議実習において学生の問題解決能力を高め，吏

に記録の効率化をi諮る目的で Wめを利用した実習記録

(以下 Web版実習記録とする)を構築した。 Webl援実習

記録の情報収集・アセスメントツールとして， NANDAの

13領域を枠組みとした患者プロファイルを作成した。ま

たその手引きとしてアセスメントガイドを作成した。更

にリンク機能を利用することで 13領域のアセスメント

一覧を自動作成できるようにした。本研究の自的は， Web 

!提案習記録の効果を学生の問題解決能力に関する学習到達

度の側面から明らかにすることであるc

{研究方法}

成人看護実習が終了した本学看護学科3年生で調査に同窓

を得られた学生 60名を対象とし自記式費開票調査を行い，

自己評価による学習到達度を明らかにした。鐸査項日は問

題解決に必要な 12項日で「良くできた :4点~かなり不十

分 1点jの4段階スケールとした。また，学生による評

価の安当性を確認するため，学生と教員による差異を問項

践で調査し比絞した。更に従来の記録後式時(平成 15年

度)と Webl援実習記銭採用時(平成 16年度)の学習到達

度の差異をよと較し学習到達攻効果判定の参考とした。

{結来及び考察]

有効lTIl答率は 90.2%であった。学習到達!支に関して

75.0~94.7%の学生が fできた~良くできたJ と問答した
(平均 85.0太 7.0%)0学生による評価の妥当性を確認する

ため実習担当教員と学生陪で課査項目の点数を比較したが

なかった (p 0.143)。

更に， Webを使用しない記録様式時の学習到達!支平均は

3.5土 0.8であった。一方， web瓶実習記銭JI寺での平均値

は3.8:t 0.4で0.3ポイント高かったむまた， 81.2%の学生

が情報を分析→総合→看護診断へと導く過殺において fで
きた~臭くできたJと回答していた。これらの結果は. 13 
領域のアセスメント一覧の問時賠覧ができることにより.

分析→総合→看護診断へと関連性を持たせながらの思考が

可能になった結果ではないかと考えるc また.アセスメン

トガイドにある必要な情報を学生自身が収集できたことに

より，教員が受け持ち患者の個別性に長点を当て指導がで

きたことも一間ではないかと考える O

給対的に今i羽の W出版実習記録変吏による学習到達成は

昨年度より 0.3ポイント高く，低下している傾向はなかっ

た。またfできたjと自覚している学生も 85%と多かった。

今後.吏に教育効果を高めるツールとしてもNeb版実習

録の整理・検討を続ける予定である。
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162) Webを和摺した成人看護実習記鐸への試み(その

2)~意義子記録の構築による記録の効率化とその

効果~

松iI若江美， Ul:!t!!.洋子，

明美，安B3加代子，石JII1i命予(往賀大学〉

{目的;

平成時 念
品

きあるいはパソコンで入力し重複している内容の転

に費やす時間や労力が多大であっ

より Webを利用し

とする)を構築することにより，

る時間や労力の効率先を試みたc 本研究の目的は，

Webl援実習記銘の構築による記録の効率化とその効3誌を

明らかにすることであるc

{方法i
3年生 60名，

3丹であるむ調査項筏

対する 7項134段階スケールと自

ケートを作成し， ¥写7吃b

f子っ
[結染]
アンケートの@Jj又率は， 93.3% (56人)であったo Webを

使用したことで記鼓する時間が効率fとされたと問答した人

る労力が効率化されたと問答し

た人が35.7%であった。記録に婆する待問・労力が効率北

中分からなかったこと

-統合をする時間JrII郡引など

により多くの時間を確保することができていた。また，指

のi顔面からオンライン

ることができ.各学生の学習進行状況に応

可能となったむしかし 85.2%の学生が， Web 

に関して支i僚を感じていたc その主な内容

内のパソコンに限定されていた rコピー

保存ができない所があった関覧i扇面が見づらいjなどで

あったむ

[考察}

関は 2004キ11

Web)援実習記録の構築により，必要な

ムページにアクセスし入力可能なったこと， Wめ

しにくい記録はファイルをダウンロードできること，

ファイルを Web絞記銭システムに登録できること，

作業の者カイとのためにま設複する記録内容に関してはリンク

を用いたこと，ワープロ入力することにより記録の内

しやすいこと.Web臨利用マニュアル.アセスメ

ントガイドの使用などが，記録する時間・労力の効率化に

たと考えられるc しかし今年度からの試みのため

不備な点{えそのつど修正・改善を繰り返しながら龍思し

ていった。今後.上記のいくつかの間題点を改善していく

必要性があるc また，プライパシーの保護， j'言報のj漏洩紡

j上のために入力は，学生個々に IDとパスワードを記布し

入力は，学内のパソコンにi浪定したが，今後はセキュリ

ティーの問題を考慈し入力環境について符夜検討してい

く必要がある G

163)金額看護学生の構報議{議機器の活窮状況と E-

learning Iこ対する期待に撰する実態調査

原資美紀， r.tヨ谷淳子，石原逸子

[13 El91 
日的とし

および、コンピュータによ

る学習状況， E必arningに対する揺待につい

し委譲教育におけるるlearning活用型教授・

の社総を検討することであるc

:研究方法]

における E“!とarningに主主る

の伝記式察関紙調査を行っ

られた全霞!の委譲系大学の 10

生 1~4年生 2 ， 226 名としたむ議室をは王子成 15

成 16:iド llflに5走路し倫理的記長室として. 自

と欝査への参加ややli:の選択ができることを説明した。

86.3%)であったら

止携帯電話または PHSの所

99.3%，パーソナルコンピュータ(以下 PCと

は40.6%，インターネット・

は97.6%

(963 

きる場 r継続教育・プログラム

ズが高くなっていたむ以上のことから，

務への活用.ディスカッションの場や紹談議能への鶏待が

された。

{議;辞i
本研究は平成 15年度文部科学者科学研究費基接続究沼)

(2) 15390666 (研究代表者真鶴出資恵)の助成により

施した。
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164)女性高齢者の身体組成(詣紡墨・除額肪謹・下技部

位別筋掩護)と栄養摂取状態・呂常生活活動議の関

連

宮島多映子(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

佐藤みつ子

(山梨大学大学院i去学工学総合研究部蕊礎看護学講座)

山!探然太郎

(山梨大学大学院医学工学総合研究部社会匿学講廃)

{説的}
高齢者の身体組成は加齢に伴って除崩肪景が低下しその

大部分は錨肉長:である O 身体組成には栄養摂取状態・日常

生活活動などの影響があり.部{立によって変化が異なる。

本研究は，女性高齢者の身体組成(日間五量・ i創設腕最・下

肢きIH立別筋肉量)と栄養摂取状態・日常生活活動量の関連

を明らかにする。また，このことから高齢者の転倒予拐を

考察するc

{方法]
対象: 施設入所中及び外来受診ゅの女性高齢者 34名。

i限定方法と項自: 身体総成は MUSCLE一日(島津製)

にて全身の脂肪最-除指崩量・筋肉蚤・下段部投開筋肉量

(大!陸・下腿・下肢・大腿関頭筋)を測定した。調査方法:

食事調査は食事分析ソフト NUTAS4 (南江堂製)を使用

して，各栄養摂取量(エネルギー・水分・総蛋白・総脂質・

. Ca ・p.Fe' Na' K'五ig'Zn'カロチン・ピタミン

(A・B1・B2・c'E)のl日平均値を求めたむ日常生活活動

量 (YalePhysical Activity Survey for Elderly日本日奇抜)

は. 1 Iヨの家事・趣味・運動の消費 Calと基礎代謝殺を加

えた一行活動i査を求めたc 分析方法 iJ!lj定{ほと調査結果

をピアソンの単柑潟係数にて検討したc 本研究はlLi梨大学

倫理委員会の承認を得たc

{結染}

対象者は年齢 80.8土 8.5歳. BMIは 20.4こ!:4.3h:g/m2
で‘

あった合栄養摂取盆の平均値が f第6次改定日本人の栄養
所要最jの基準値(低い)を充足しない栄養素は，エネル

ギー・ Ca'Fe' Mg'ビタミン (B1・Bz・c'E) iとあった。

栄養摂取最(エネルギー)の平均値は 1.296土 202callEI 
であった。一日活動量は 1.392ごと 653call日であった。各
項自の相関はl除脂肪量と水分・カロチン・ビタミン (A・

B2' E)・一日活動景 (p< .05).筋肉量とカロチン・ビタミ

ンA'一日活動澄 (p< .05).右大腿・右大腿関頭筋量・右

下放と水分・カロチン・ビタミン (A'Bz>' E) (p < .05). 
左大臨・左大腿1m顕筋肉是・左下肢とカロチン・ビタミン

人で有意な正相関 (p< .05).筋肉最・左右大腿・右下肢と

総脂質で有意な負の栴i認を示した (p< .05)0 
{考察i
対象者は不足している栄養素が多く，身体組成と栄養摂取

状態の関連は，大!陸部で、栄養摂取量の影響が強かったc 大

腿田頭筋は膝関節を崩曲し立ち上がり時や歩行持に活動

する筋肉であり，転倒予防には維持・増強が必要である。

除路肪長の大部分は筋肉;詮で、あり，筋力と正格関するため，

i徐脂肪量の抵下は高齢者の転倒による骨折を引き起こす要

国となる。高齢者の転倒予Itむには，栄養摂取量の充足と

日活動量の増加が必要であることが示唆されたc

165)地誠住民の温泉の利用状況と身体への主銭的・客器

的効果の検証

月間佳寿美，長谷川智子，米i翠弘建;，長谷川愛子ー

島崎i夏子，上原桂子(福井大学医学部看護学科)

[話的i
j昆泉施設の増加に伴い温泉が身近に利用できるようにな

り，健淡の維持・増進や疾病の回復に対する温泉入浴の効

果について関心が高まっているc 本研究では，地域住民の

温泉の利用状況と温泉入搭による身体や気分への影響(主

観的評価)ならびに循環動態への影響(客観的評価)につ

いて明らかLこするC

{方法l
F県内4舘所の日帰りi五泉施設利用者で，研究の趣旨を理

解し協力に向意の得られた 376名を対象とした。対象者に

は入浴の前後で質問紙調査ならびにi削五紙拍，体温. I呼
吸数.SPUZの測定を実施した。質問紙の内容は，属性昆

泉の利用状況，入j谷前後での身体や気分の主続的な変化で，

身体の変化については疲労惑やリラックス感.自覚波状の

変化を 5段階で評価し気分の変化については，坂野らの

作成した気分調査票から爽快感や疲労感に関する 16項目

を抜粋したc 分析は paired伊t検定を行った。調査期開は.

平成 16年9月から 12丹であった。

[結来1
1.対象者の属性

男性 176名，女性 199名で.60~70 代の利用者が最も多く，
平均年齢は 67.8歳であった。

2.温泉の科用状況

利用の目的は. lfJ1:保養・休養， 21立楽しみ・親i底 3f立
体の清潔で、あった。利用頻度は.i毎日Jあるいは f選に数

簡の利用」を合わせてア~ 8~r切であった。湯に浸かった時

間は平均 16.5分で¥9割は胸から上の全身浴であったc 8 
割以上は入洛後に水分を摂取していたが.会く摂らない人

も約 1割いた。 3.入港前後での身体や気分の主観的な変

化体調が良くなったと感じた人は 7割を超え. 9割以上

は入浴後にリラックスしていたc 気になる自覚症状として

多かったのは 1位腰痛. 2{立扇!こり. 3f立関節痛で¥入浴

後に iq蓬くなったjとf変わらないjが5割ずつで.r葉く
なったj人はほとんどいなかった。気分調査票 f爽快感」

の合計点は，入浴後有意 (p< 0.05)に上昇し f頭の中が

すっきりしているJr心静かな気分Jrくつろいだ気分Jの

項呂では特に変化が大きかった (p<O.Ol)o r疲労感Jの

合計点に変化はみられなかったが， if可もしたくないjの項

目は有意 (p< 0.05)に上昇していた。 4.入浴前後での循

環動態の変化 収縮期鼠圧ならびに拡張期血圧は有志、 (p

< 0.01) (こ抵下し J>>f¥拍数.体温は有意 (p< 0.05)に上昇.

SPUzは有志、ゆく 0.01)に低下していた。 j泳庄薬を内線し

ている対象者が 54名いたが，線薬の有無に関わらずI[又総

崩i鼠庄，拡張期血fEともに有意 (p< 0.05)に低下してい

た。

{考察}
調ヨまを行ったのが平日の午後だ、ったので¥利用者は高齢者

が多かった。 混泉の利用にあたり，半身浴での入浴や入浴

前後での水分摂取を推奨していく必要がある。入浴前後の

気分や自覚症状，循環動態の変化は，一般的に言われる識

泉入洛の効果を裏付けるものであったc
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166)生活習鑓痛予防検診における犠尿病予{露軍の遣蹄

[13 B91 
生活習壌に{半う慢性疾患の代表であり.

および重症合併症は年々増加している。?健康日本2Uで

i坊に重点、を擢いてお札健康診ままが案要となる

~院実絡の生活習儀病予訪検診から，初臨受診持のなE支持

(~j、下， FPGという)正常者の経過を追い.捻移をみ

ることで，有効な一次予防の絞り総みにつなげる目的で

データーをまとめたので報告するc

{研究方法;

: 1995年から 2004年までに当

した人で，初期受診時から経過を追うことがで

きた 288名のうち，初陪 FPGが正常値(l09rng/dl以下)

の男 120名，女 122名の 242名であるo 2 

者の経年後の FPGllO時 /dl以上と 109rng/dl以下の 2
間で， BML血圧，総コレステロール(以下， Cholとする人

HDL-ChoI.賠)fJjなどの推移で，湾因子との関係をみ

た。統計処理はエクセルにより t後定を行った。

[結果;

FPG (立正常僚であった人(以下，人若手)は，男 92

名，女 ll3名であり， FPG王子均1[1邸主将/dlであっ

した人{以下， B若手)は，男 28名，女9名で王子均

は 141mg/dlであった。体重は A群 53ぬ， B鈴61kg，

BMI'まえ詳 22，B {浮 24，収縮期i主lfrA群 126mrnHg， B 

138醐 Hg，中金Jll1J1方 A若手 93rng/dl. B震予 135rng/dlで.これ

らはすべて 59"Oで有窓設があった。総 Chol.HDL-Cholに

ついては.それぞれ.A群 200rng/ dL 66rng / dl. B 

206mg I dl. 62mg / dlで去はなかっ

るc

167)鰭藤議選蕗設初培蓄の体揺紡率と食行動の関違

松本陸予(広

[百的i
思議の要因として運動，食事が関与すると言われており，

ては食仔動に対する認識の影響ーがあることが指

されている。今密，運動不足解泊を理由にシェイブアッ

プコースに入会した人を対象に，金行動函から見た体脂肪

し効果的な食事指導のあり方について

ることを局的に調査を仔った。

[方法}

は， 31.1 こ主 8.8 

157.3土 5.lcm，体重 55.2土 7.3kg，BMI22.3 

率28.9土 4.7%であったっ日

Biv1Il8.5以上 25.0未;誌を

は 8名であった。女性の体Jl旨;持率は 20~25% で，

30%以上が思議とされるつ BMI25以上で体Ij設立方率 30%以

上は 8名(14.09会).BMIは遊lE範囲内でも，体E設鵠率 26%

以上 30%未満は 28名)，体1J111出率 30%以上は 12

名 (20.7%)であったc 本調査では体結勝率と B討I

出 <0.000りするが. BMI値が適正諮問内でも

より iおい傾向にあることが分かつたc

の各カテゴリーのスコアは.予本質に関する
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168)在米自系人の鍵藤観とうイフスタイルとの関連

一身体活動量と車中脂質舗に集点をあてて一

1"本雅子(広島大学病院)

[日的]

在米日系人は遺伝子的には日本人で、あるが.生活様式が高

度に欧米イとしている O そこで，その健康観とライフスタイ

ルの関連を知り. 日本の健康教予言に対する示唆を得ること

を話的とする O

{方法]

ロサンゼルスモEi主臼系米人医学認可査の受診者を対象に得

られたデータを研究に使用する旨の河意を文書で得た。議

査項目として身体計測値(ウエスト.BMI.体脂肪率)，生

化学血液データ(総コレステロール. HDL-C. LDL‘C，中

性脂肪)，身体活動量(IPAQ).健康統制観(武藤ら改変に

よるで位尺度が自律的健康観と運命論的健康観の HLC)
を調査した。欝査項目と健康統制観との関連について統計

的予法(統計パッケージ SAS，ver.8.02)を沼いて解析し

たむ

{結果}

597名のうち有効回答の得られた 526名(平

均年齢62.7土 14.0[SD]歳)で，男性 202名 (62.8土 14.2

，女性 322名 (62.6土 13.8j設)であったQ i!t代別では，

~l廷が 356 名 (61.8 土 10.8 歳入二世が 114 名 (69.1土 19.2

歳九三世が 46名指6.9:t 12.2歳入 1m世が 5名 (29.8
9.0夜九不明 1名であった。 健康統i¥jlj観の結来{丈自律的

健康親において男性が 17.0:t 0.09，女性が 16.84土1.51で

あ仏男-t企の方が高い傾向を認めたっ年代別では.:illi命論

的健康観のみ年代が上昇するにつれておくなるトレンドを

認めた3 世代陪では運命論的健燦鋭において~tII: 10.99 

0.17と二世 12.47土 0.30の1mで有意差 (P< 0.05)を認め

たの身体計測値と健康統IljIj観の相関では，男性のみ体脂紡

と自律的健康観の悶で負の祁i渇を認めた。 1奴液データと

健燦統i!lljfl混との関連においては，いずれの飽も有意な相関

は認めなかった。身体活動最と健康統制観との関連では，

激しいあるいはやや激しい運動や仕事を実施していると問

答した群とそうでない若手との間において. 自律的健康鶴で

(P < 0.01)を認めた。また運命論的健康観では.

P 0.006という強い有意去を認めたが，性，年齢補lE後
は有意表が消失した。

[結論1
5サi笠で¥体脂肪率が低い人は自律的統i!J1j観が潟かった。ま

た，ある程度の運動や活動を日常に取り入れている人は弱

体的統制観が高く，運命論的健康綴が低い傾向にあること

が明らかになった。これらをふまえた上で健康説を把握

し健康教育に活用できることが示唆された。なお.本研

究はハワイ・ロサンゼルス・広鳥スタデイの一環で実施し

た。
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169)ー設罷麗人の廷やmのトラブルとフットケア!こ関

する実態議議

米11.1美智代(おi海市民病院〉

係元子，松井文

i践的i
を対象にJEや爪のトラブルとフットケア

を明かにするc

{研究方法}

研究に同意を得られた大学生ら 631名

~7 fJに調査を行ったc 独自に作成し

に関する謁資粟jを用い，

し記入後その場で践校した。年齢. 1宝珠

Jf¥の切り方，

を議室をしたc

言fソフト SPSSvεr.l1を用い男女別に足の疲状およ

変と地の項目との関連を x設定を行ったc

{結果i

は 21.0:と 2.9

85.2%.男性 51.4%で，女性では f冷えj55.6%. 
るさ 18.6%が多かった。フットケアを自分でしている

53.9%で，それに比べ足にむくみごと

は74.5%と高かった。フットケアの内容では，

ジ 32.0%

35.9% 

で f足の 13%が多かったむ

ニーカ-48.5%. ミュ-}v.パンプスなどが41.1%で，男

スニ…カーが78.5%であった。ミュール・パンプス

81.8%に足の症状があり. 66.7% 
マニュキュアをつけている

1.7%で，マニキュアをつけてい

る者の 86.5%に足の症状. 67.8%に

あったc 足の爪の切り方では，バイアス切り 48.8')ふスク

エアオフ 36.2%.深Jf¥11.4%で，爪の切り方と足の症状・

は関連はなかった。フットケアに関する

22.2%であったc

[考察]
女性の 8 以上男性でも約半数が冷えなどの疲状を

てお札若者の多くに起の症状および足病変があることが

分かった。また， i立の症状や足病変のある者は自分でマッ

サージなどのプットケアをする割合が~jかった。)乏の症状

および是病変のある者にマニュキュアをつけている

ミュール・パンプスなどを騒いている者が多いことから.

ファッション性を重視している若者に足の症状および足病

変が多いことが示唆されたc 若者のフットケアへの

を見てみると，フットケアに関する

みると約 2劉と少なく，爪の切り方ではバイアス切りや深

爪が約 6割を占めていることから，若者のフットケアへの

関心をおめ，正しい知識の普及とサポートが必要であると

る。

1ア0)歩行運動iこ対するウォームアップの効粟

-
i

こ

声
、

w
'
f
v電

，n
n
H
 

悶
悶[

 

し
{研究方法i

18名

仔ったむその後.W心 pをしないパターン.40% VOzmax・

60% VOzmax相当の w人upをそれぞれ行ってから

う3つのパターン

鼠在・深部議疫をiJ!U定し

{結采i
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171)冷水負荷後の皮j露表器混度の回復率に対するヒ八

ツの効果

im原子恵，関宮直子，吉村裕之(愛媛大学医学部看護学科)

山口泰永，高柿了てと，水谷健二(丸菱製薬総合研究所)

[呂的]
若年層から高年層まで広くみられる手足の冷感は冬季に顕

在化し睡眠や気分の賭筈を招来して日常生活の貿を{廷で

させることが知られている。最近，冷え性に対する食品の

有用性に社会的関心が高まりつつあるが，本研究は，食用

に供せられてきた胡搬の一種であるヒハツに蒸留し冷水

負荷による皮蔚表閣議度の抵下と間後にヒハツ摂取が如何

なる影響を及ぼすのか検証することを目的とする O

{方法}

女子の大学生及び大学院生からボ、ランテイアを幕以実験

の I~I 的，方法，結果の取り扱い，被検食品の情報などを説
明し湾gfl院を得たよで文書:で向意が得られた健常な者を対

としたっ資料の解析にあたっては，対象者の個人情報を

守秘するために ID番号でのみ取り扱い，倫理的側面に配

醸した。ヒハツは熱水抽出物(l5mg，30mg)のデキスト 1)

ン乾燥粉末をカプセルに充壊したもの及び対賠としてデキ

ストリンのみをカプセルに充壊したものを用いた。定j習表

碩j民度はサーモグラフィーを用いて経時的に測定し皮!爵

表面血流動態は~l~接触盟レザー血流計で測定したむ

{結果i
被検カプセルを摂取して 10分開の安静後.冷水負荷を行っ

たところ 5分後から 11分後までの成腐表凶j鼠夜回復率

に対照との問で有意差が認められ， [立iに示されるように

ヒハツ熱水抽出物(l5mg)摂取により者IJJ1な1m復ネの j二芥

がみられた。高用量 (30mg)では，皮!持表面j的支閣議率の

上昇が，1設用量の場合よりも早期に起こる傾向がみられたc

[考察]

本研究の結来，ヒハツ熱水抽出物は冷水負荷による皮j誇表

頭j昆!支の罰援を促進する効果を発現することが明らかとな

り，冷え性の自覚症状にも有用であることが示唆された。

今後，作用機序を明らかにしたく考えている C

んち-:GESJ>: TJ [E REC(>¥>，ERY 1しむ，¥lTTEAD:.U:':lSTF七札口心

PtJh'r LOIlg.u/Il 1 (i 511中 1'-'HEALTHi々 1心

f; 

0

9

0

 

2

3

 

よミ ι10

111ma!!α!hc l!llHlCI、j('lluf!lllJd.((，ld羽 aler

172)成人の口控!こ関する問題と保健行動についての調

査

神j畏今日子，議室文子，吉永純子

(徳、路大学医学部i引退学科)

生木川れい子(国立病i淀機講東穂島病院)

{日的i
介護保険が見夜され.予防給付として口践ケアのサービス

が導入される。しかし口腔の健康管潔が成人期からされ

ていれば潟齢期の QOLを向上させることになる。一般成

人の口肢に関する問題と保健行動を明らかにすることを目

的に調査を行った。

{方法}

費関紙は.柿木らの口腔乾燥の自覚定状に対する問診票と

老人保健法による歯周疾患調査察を参考に作成した。老人

保健施設職員 50名とホームヘルパー 2級講智会参加者Lと

職員 45名を対象に 20例年 12月に調査した。調まま諜l之
自記式無記名とし回収箱を設置し国Jl又により問を得た。

分析は x2検定を溶いたc

{結果}

組収率は 85.3%で，年齢が未記入であったものを除く 79
名を対象とした。男性 11名，女性68名であった。平均年

齢は，男性 33，8:t 13，8議，女性 45，7:t 11.1殺であった。

喫爆者は， 14入(18.7%)年代による有意差はなかった3

よく口が掲く人は 24人 (32，4%)，口突があると思ってい

る人は 46人 (61.3%に治療されていない虫歯がある人は

31人 (42.59ω であった。!Itl讃のある人の 23人 (74.2%)
はね臭があると忠っていた。現在の歯や口の状態に対する

満足授で{えほほ満足している人は4人 (5.1%入やや不満

だが日常は特に隊iらない人は 37人 (46.8%)，不自由や苦

痛を感じている人は 32(40.5%)であった令定j罰的にl歯科

検診を受けている人は 11人(14.5%)であった。 j法青剖J掃需
道具のデデFン夕 jルレフロスや也歯宇招向jフブφ ラシを{伎吏用している人{は立

2お3人(包29.1%) でで、あつたむ f年手代別の比}絞絞でで、は' 仁i呉に回し

て有意差があり (p< 0.01)， 501tの人の 20人 (80%)は

口臭があると患っていた。歯科検診を受けている人と受け

ていない人の比較で、は，検診を受けている人で、は清掃補助

道具を 50%が使用していたが受けていない人で、は 12.5%
であり有意差があった (p< O.Ol)c しかし治療されてい

ない虫歯の有無では有意差がみられなかった。日臭がある

と思っている人と思っていない人の比較で、は，歯科検診や

l歯石除去のための受療行動に有意差はみられなかった。

{考察}

口腔乾燥感や口臭，Et、強など現在のiおや口の状態に対して

やや不満だが日常は特に自らない人と不自由や苦痛感じて

いる人を合わせると 95%の人が問題をもっていたO 治療

されていない虫街や口臭を自覚しながらも十分な受療行動b
lまされていなかった 9 仁I!控に隠する開題は ADLへの直義

的影響が少ないため受療されないと考えられるc しかし

口腔状態は，高齢者や手術や化学療法等の加療時には

QOLや感染に影響するため，口控の健康管潔の重要性に

ついて様々な機会を利用し啓蒙する必要性がある。
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1ア3)鑓尿構定病変の予賠!こ関する患者数警が議者のフッ

トケアに与える効薬

小笠原祐子，小泉仁子，ニ宮彩子， :1:雲間敦子

(東京医科歯科大学大学説保健衛生学研究科)

{目的}

厚生労働者の報告では， 日本の轄尿病患者数はその予備箪

を含め 1，620万人と推定され.務尿病患者の1.6%に足壊

症が認められているc 糖尿病足病変の治療やケアを怠る

と最悪の場合，患者は下肢切断を余儀なくされるc 下絞

切断は患者の B~寄生活動作 (ADL)や生活の費 (QOL)を

しく誌でさせるため.足病変を恕こさないためのかかわ

りが重要である O そこで本研究iえ糖尿病足病変の予知に

関する教育がフットケアに与える効采について明らかにす

ることを目的とした。

{方法i
2004 年生月 ~9 月に千葉県内の公立入病院の内科外来に

うち.本研究に対し持意が持ら

に，フットケアに関する

HbAlc7，7% 

2.llITlであった。 1人の対象者が

もっ足の症状の数は，男性が2.2に比べ女性では 3，2と

よるフットケアおよ

化.患者教育によりフットケアの実擁率は，毎日足を見る，

足の指の関もしっかり洗うなど 14項銭ヰl6項目において

した。また，意識の 7項目中，フットケアをし

なくても自分は大丈夫であるという項8を除く 6項践にお

いて，有意に常定的{傾向が強まった。このような変化が見

られた要留は，樹践による設覚的な指導，十分な知議の提

供，実際に行えるようにj主体的なフットケアの方法を示し

にあると考える。一方，教育の効果が認められな

かったフットケアの8項目や意識の 1項自は，効来が認め

られたものに比べると実絡が離しいものや偶人の生活習慣

に関わるものが多かったc これは.今lITlの対象者は糖尿病

足病変のリスクが潟くないためにそれを自分のこととして

捉えられず，行委bに移せなかったためとj忍われる。患者数

脊後のフットケアの実施状況による比較:教育後に行って

いるフットケアの項日数から，ケア不良若手 (6項呂以下)

とケア援良若手 (7項目以上)の2群に分け比較をした。ケ

ア{憂良群では，ケア不良群よりも年齢が有意に高く，

病教室への参加関数も有意に多かった。また，

f交の感想でも.実務にフットケアはできそうという項告は

ケア援良訴の方が有意に高かったc 一方，ケア欝良若手を従

と実i祭にフットケアができそうという壌告を

独立変数としたロジスティック匝僚分析の結巣，雨変数慌

を認めた。このことから，実際にフットケアはで

きそうという自告は，フットケアに取り組む上で重要な路

子であると推測されるc
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1ア4)r意欲Jあるいは fやる気Jの客観的かつ計翠的な潤

定方法の確立

吉村裕之，瀬戸裕美，別宮夜子(愛媛大学監学部看護学科)

[[ヨ的i
f意欲」あるいは fやる気J，点字士会生活に不可欠の動簡で

あるが，その桂度を客観的かつ計量的に測定する方法論は

確立されていない現状にある G 本研究では，知党運動学習

を取り上げ，課題連続試行の関に休怠時間を霞き，

を与えた場合，休息、時間夜前と直後の課題試行成績の差

にみられるレミニッセンス効果を指標として，観1~ を捉え

るための条件を検訴した。

{方法}

実験の臼的及び方法，個人情報の機密保持などを説明し

参加の開設が文書で得られた 50人の大学生を対象とした。

コンビューター制御の鏡峡描写法を用いて， レミニッセン

そiJ出走すると共に.無力感あるいは自己効力感を測定

尺度により評価した。

{結采i
時間制限法と作業制限法を設定したが，すべての指標で休

息のI直前試行と直後の試行に有意義がみられ， レミニッセ

ンス現象が発現した。作業制限群では，無力感とレミニッ

センス量との問に有意な魚の相関潟係が， レミニッセンス

と自己効力感との間には正の相関傾向が認められた。

[考察}

本研究の結果，課題遂行学習の連続試行による学習成立過

程に休息時間を挿入し休怠夜前の試行成績と直後の試行

成績を比較してレミニッセンス量を計測すれば，意欲がレ

ミニッセンス量に反映されることが明らかとなり，計量的

にf意欲Jやfやる気jを測定する方法を確立した。 r意欲j

は，社会生活を営む上で緩めて重要な内的状態であり，そ

の低下あるいは喪失は健康にも影響を及{まし不適応症候

群や気分路答などの背景にもなる号本研究で開発した，意

欲を客観的に測定する方法が確立されれば，このような健

康捧害の発現を未然に訪止する手がかりとなり，意義深い

ものと考える G 今後，さらに，健康際害者にまで対象を広

げ，その有用性を検討すると共に標準化することを課題に

研究を進展させたいむ

"合計

.， pぐ
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1ア5)窓春期の性成熟と自己意識

富阿美佳

(f海山県立大学大学院保健福祉学研究科肴護学専攻)

横手芳恵(!海山県立大学保健福祉学部看護学科)

[1389] 
思春期(12から 17歳の前後とした)の性成熟の前傾傾向

に伴う性行動の早期・低年齢化，性感染抜，性被害など，

性成熟と意識・行動に関する誠査研究は多い。しかし

体の側から接近した研究がないことから，本研究は，この

成熟過桂において自己を意識し成長する思春期の体験世界

を記述するc そして，性とこころの発達の意味を捉え，思

春期における性のヘルスケアと教育に示唆を得るc

{研究方法}

研究参加者は，中学生 18名，高校生2名，成人の参加者 19
名で，性別，家族，居住地など多様に構成する意間的対象

選択を行った。調査期間は王子成 15年7月からヨ翌年 10月O

関山県立大学倫理委員会の承認を得て，未成年者への権利

擁護に十分配躍し性についての自由な諮りを学構成閣議に

よりデータ収集した。グランデツト・セオリー・アブロー

チにより分析をすすめ，長成概念はその都度データと，さ

らに既存の研究結果とを継続比較分析して飽和させた。

{結巣}

思春期の性成熟と自己意識は膨らむ性意識の繊細さjを

中核とする 9カテゴリー.39サブカテゴリーが3格に構造

fとされた。第二次性徴を受け止める思春期の自己意識は，

〈成熟する身体の自党〉によって自己を捉える f身体感覚の

自己怠議jの拐をきら設にして， く異性意識) (性的自己の自

覚)<性意識の内営化〉を体験する「牲に関する自己意識j

の相の内的世界を膨らませていたc さらに. r他者に向か

う自己意識jの相において，同世代に対するくわいら・う

ちらの帰属感><濯想への櫨慌〉を意識しており，大人世代

には〈抑制への苛立ち)(殺への抵抗感)(性に対する記惑

の要請〉として体験する自己意識の繊細な有り様を，

的，非言語的データに表していた。

[考察}

結来は，思春期における形式的操作可能な認知能力の段階

(Piaget)に入った参加者の意識された世界を示していたc

これらには.Lewis. M (1995)の臨の心理. Hurlock. E. B 

(973)の奨性愛の発達，梶田叡ー(1991)の子どもの秘密

などの理論が裏付けられた。また.Sullivan. H. S (1953) 

が示す向性と築く関係 (chum).Blos. P (1962)の徒党時代

(gang age)は，時代や地域を越えてその重要性が示され

た。本研究結巣から，性のヘルスケアと教育においては，

性成熟する身体の 1)アリティーを言葉として表現すること

の重要性，無口で了解留重Itと思われがちな思春期の言動の

内面にある牲の自覚と価値意識の形成に配惑して取り組む

必要があるといえる。
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176)ストレス対処行動議式における事態設定の必要性

出JlI恵子，吉村諮之(愛媛大学医学部看護学科〉

[目的}

は，ストレスが三重要な役割を担っている

が，ストレスに対処する在勤様式は鍛人の性怒特性や経験

によって呉なるc 対処行動様式の潟定尺度として，ラザル

スの開発した尺援活CI)がよく用いられているが.

自身が遭遇したストレス事態を前提とするため，偲々人で

ストレスの程度が巽なるという問題点を含む。そこで.本

研究では，ストレス事態、を図答者に想起させた場合と予め

ストレス事惑を設定した場合での対処行動様式の相違につ

いて比較検討し

i方法]

狂的・方法・偶人情報の守秘方法などを説明し i可
られた大学生を対象とした。対象者には，ス

トレス事態を部答者に想起させた場合と予めストレ

を設定した場合の 2議類の SCIに記入してもらっ

{結果i
ストレス事態、を詔答者に想起させた場合と予めストレス

た。

{考察i

した場合の@]答を比較すると，各対処11'動様式の
られたc 期に示されるように時

と離臨裂の惹遠が明らかであっ

本研究の結果対処行動議式をIR分する場合に，測定尺疫

の前提条件により該当する行動捺式が異なることが明らか

となった。 遭遇するストレス事態によって対処行動様式は

異なることが推測され，また. SCIIえ対処行動様式を 8

つに涯分しているが，極めて出現頻度の抵いものが存在し

今後，このような観点を踏まえて新たな費問紙を構築した

く考えているつ

Pla 答。

1アア)看護大学生における携帯電話強存額舟と交通事故・

ニアミス経験

杉山さちよ(旭川医科大学審議学科)

{自的]

ける携帯電話 (PHSを含む)使用時の交通

.ニアミス経験と携帯子電話依存傾向との関連について

検討すること

[方法}

北海道内の 1審議大学の3年生を対象として，無記名g
式笠間紙謁重去を 2004年7月に実越した。文書と口頭で醗

究の趣旨を説碗し協力を得たむ性別と年齢により綿入の

特定がur龍となる場合があったので，プライパシー保護の

ために質問から除外した。携千ff電話の器用時の事故・ニア

ミス経験に箆してはj愛護他(学校保健研究特 Suppl:164ァ

165. 2002)を参考にして，また携若霞話依存額向に関して

は13・{左1tl!(滋賀県立大審議短大総7: 43-48. 2003)を

して謁受棄を作成したむ携帯電話の機誌は，逸話と Web

(メールやコンテンツ閲覧など)とに分類したc

{結果・考察]

対象者 69名のうち 65名(男子学生4名を含む)に記布し

ら回答を得た。全員が携帝電話を龍用しており，

とWぬ議議の使用を合わせると，歩行中 92%. お

74%. 自動車運転rt40%だ、った。毒事故に至ったの

たが，ニアミス経験を合わせると.歩行中

または物に接触・衝突J23%. r入や自転主主と

22%であり，自転準乗車中に「転伊iまた

36%. r人や自転車と

車運転中の 17併では，事故は無かったが.ニアミ

2部あったお携誘電話依存傾向に認する 10潤のうち.r公
共の粂り物のやでも使ってしまう Jr使えない日が{可臼も

くのは爵えられない r今日 1日くらい龍わないでおこ

うと思ってもつい手が出てしまう r携智電話が無くなっ

たら生き取斐や人生の楽しみが損なわれるJr使っていな

いと友人関係が作れないjの5問で，いずれも Web

のほうが「はいjと回答した割合が有意に多かった(いず

れも P< 0.01. McNemar検定)。前述の 10捕のうち「は

いjと爵答した数で携接電話紋苓傾向の程疫を表すことを

試みた。逸話と Web機能との Spεarmanの頼設相関係数

は0.595中<0.01)と，有意だが中程授の額相関だった。

・ニアミス経験群と非経験若手との比較では，歩行中の

f赤信号無視ふ自転車乗車中の f人や自転車と議蝕・衝突j

とf自動車と接触・衝突ハニ関しては逸話と Web機能の弼

く，自動車運転ゅのニアミス群では

通話の依存傾向が有意に高かった(いずれも P< 0.05. 
Mann斗Vhitney検定)

本調査では.看護大学技の交通事故・ニアミス経験者に議

帯電話依存傾向があることが示唆された。 s至療現場での携

帯電話の使用制援は路知の通りであり，また学生本人の安

全のためにも，対策が必婆である。
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178)審議大学生のパーソナルコンビュータ使用状況と

身体的・轄神的健康との関連

一学年差からみた検討一

松本睦子，俵由美子(広島国際大学看護学部)

{白的]

近年コンピュータ作業による心身の健康様答が在日されて

いる。看護大学生は学年進行に伴い，臨地実習や卒業研究

パーソナルコンピュータ(以下 PCと略記)を使用す

る機会が増すことで，身体的・精神的健康に変調が生じる

のではないかと考えた。そこで、看護大学生を対象に PC使

用状況と身体・精神頭への影響の学年差を調べた。

{方法}

研究の趣旨に悶意と協力の得られた豆大学看護学科 l~

4年生 447名を対象に， PC使用状況に関する無記名自記

式費問紙諦査を行ったc 調査期間は 2001 年 7 月 ~ll 月で

あるc 調査禁は泰δによるテクノストレス尺度に恭づいて

作成しその内容は PCの f使用開始年齢Jr使用時間jお

よびPC使用による f身体症状JrストレスJr騒眠時間の

減少Jである Q また精神的健康の尺度として日本語抜

GHQ長竹lt健康調交累 28項自販を賂いた。各項目の単純集

計ーから平均値土標準偏援を算出した。 PC使用状況に関連

する f使用開始年齢J1使用時間J，身体的健康に関連する

「身体疲状JrストレスJrll制民時総の減少」およびGHQス

コアは Post-hoctestを用い学年表を検定した。さらに「身

体痕状jを従属変数，他国子を独立変数として学年毎に重

lTII帰分析を行った。

{結来i
11史用開始年齢J，ま， fJ迂学年ほど時期が早く 1年生 05.8
3.6歳)は他学年に比べ有意に早かった (p< 0.05L r使用

時間J'立学年間に差はみられなかった (47.9~52.0 分/日)。

「身体症状」としては頭痛，眠気，潟こり等の症状が挙がり，

その比率は 1年生 73.2%， 2年生 80.4%. 3年生 64.2%.

4年生 85.3%であったo rストレスJ(24.4~28.7%) および

「睡眠時間の減少J(l 2.2~24.0%) の自覚に学年差はなかっ

た。 GHQスコアは 1年生で最も高く (8.2点)，最も低かっ

た2年生 (6.7点)とのi濁で差が見られた (p< 0.05) 0 PC 

使用による身体症状の自覚に関連する袈留を震関線分析し

た結果，各学年とも f使用問始年齢Jr使用時間Jrストレ

スの自覚Jr髄11民待問の減少ム GHQスコアとの相関は見ら

れなかっ

{考察}
本調室をにおいて PC使用時間には学年援が見られず. PC 
使fflf器開や使用n寺問と身体症状の自覚は必ずしも関連して

いなかった。 GHQスコアは比較的高値を示したものの

PC 使用による身体旋状との相関はみられず， PCの影響と

は限定できないっしかし PC使用による身体症状は全学

年を通じて 60%以上と高く，さらに約 20%はストレスや

睡眠時間の減少を感じていたことは注目すべきことである

と考える O 今後 PCによる身体症状の自覚に関連する婆協

と共に，身体的・精神的健康への影響を検討していく必要ー

があることが示唆された。
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1ア9)ア包マセラピーの鶴探看護部の認知について

村松仁(青森県立保龍大学健康科学部零護学科)

180)ラベンダー鶏油によるマッサージが自捧神経iこ及

iます彰警護(1) -VAS. POMSによる検討一

えみ子，松田かおり

{日的京都府立医科大学震学部看護学科)

アロマセラピーは代替・補完毘療として認知されつつある

が，者護臨床でのアロマセラピーの使用状況については暁

らかにされてはいない。そこで，アロマセラピーの使用状

況と，アロマセラピーへの認識について説査し

にアロマセラピー導入するための必要事項の検討を毘的と

した。

i方法i
アロマセラピーの受講者で，本欝査に協力が得ら

締 100名を対象とした令調査にあたり，研究詩的およ

資協力は強制されないこと.関答内容および結果は本研究

以外に使用しないこと等の倫潔的な観点での説明を十分に

行った。議資内容は，議性，看護でのアロマセラピーの利

用経験有無使用技法，使用状況，実施後の状況，

アロマセラピーを導入することへの関心境， f受用したい技

法，自分へのアロマセラピーの使用の有無と使用技法とし

た。

{結来]
アンケートIill奴66部(85.5%)，孝子護ケアにアロマセラピー

を使用したことがある 10名(15. 使用したことがな

い52名 (78.8%)，龍服技法は芳香浴5件，アロママッサー

ジ5件，アロマパス(部分i谷) 6 it/:であった。対象の状況

は，不安・緊張が強いはf引，明日の手術(11引，術後

の安毒事(1件).~客識は{字).糠痛 (2 件L 不認i頃向 (2

{牛)であった。 使F詩コニッセンシャルオイルはラベンダー (7

{牛)， ミント系(11引，不暁 (21't)であった。 使用技法

は部分議 (51'1こに芳香議 (4件).不明(11'引であった。

その後の状況は少し良くなった 6件，変わらなかった 2件

であった。委譲にアロマセラピーを導入することへの関心

授は，非常に興味がある 20人 (30.肝心，やや興味がある

お人 (53.0%). 興味がない 1人(1.肝心，然自答 10人

05. であった。また，潟心境と臨床経験年は有窓議 (p

< 0.05)があり，議床経験空手数が少ない殺アロマセラピー

への関心境が高くなっていた。看護に{定期したい技法iふ

アロマパス{部分浴)38件，芳香港 34件，治拭28f主ア

ロママッサージ(部分)25ft/:， [ゴ控内ケア 231'キであったっ

{考察}
今回の調査から.審議へのアロマ七ラピー導入は少ないが，

アロマセラピーを導入することへの額心度は臨床経毅が少

ない審議締ほど高いことが明らかとなった。また，技法に

ついては，対象者の状況，特性を考惑して使fflしているこ

と使用後は良い状況となったことを認識したことがわ

かった。しかしエッセンシャルオイルの選択や，使用方

法については設定的な使用に習まっていると考えるため，

さらにエッセンシャルオイルの選択や龍用方法についての

検討が必要と考えるc また，臨床経験によって関心境に有

意義があることは，アロマセラピーの根拠が明確に

されていないことや，新しい技術への適正、の蓬ということ

が考えられた。

[13自主]
ラベンダー精泌を用いた上投のマッサージが心理部に及{ま

す影響について VAS. POMSを用いて評価する O

[研究方法}

対象は 18~33 設の健常な成人 10 名(女性 8 名，男性 2 名入

2人の施術者によって陪時に部前!箆から上肢のマッザージ

をS分詞行い，その前後に Profileof主'loodStates伊O祝日

とれsualAnalog Scale (V AS)を測定した(マッサージ前，

疫後. 5， 10， 15. 20. 25， 30分後九実験討j邸主被験者内

計額とし 2つの条件を設定したc 条{牛 1 (ラベン

i自Lavandulaangustifolia (]1054力十スイートアモンドオ

イルを使用:精油群)と条件2(スイ…トアモンドオイル

のみ使用コントロール群)" 2条件の施行版序

間でカウンターバランスをとり.その陪揺は7日とした。

倫滋的記長室:としては，訂頭および文書により

内容を十分に説明し設耐によるドヨ窓を

[結采i
POMSで、は緊張ー不安，抑うつー搭ち込み，怒り一

おいてマッサージ前後で前群共に有意に改善が認められた

(p < .0目。一方.条件による差は認められなかった。 活

疲労.混乱においては有意な変化はなかった。しかし

活気においてはコントロール若手では変北がみられなかった

が精油群では若干抵ですることが確認されたっ

VASでは，マッサージ接行後の特需の経過にともなって

の{廷で認や上段のilfiU惑の{廷でが示された (p< 
.01) そして有意翠は認められなかったが，給油群の方が

マッサージ前に比べて気分や気持ちが良いこと，

の感覚を軽いと評鈍していた。

{考察}
マッサージによるお告の経史的な吸叙に加え.経一弾，腕1I註

より i汲~:x.することにより，侠j議!55や議手作用が得られるこ

とが確認された。
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181)ラベンダー精油によるマッサージが自捧神経に及

ぽす影響 (2)一度!欝表題混震による讃討一

上野範子(藍野大学医療保健学部看護学科)

松田かおり，民鍛えみ子

(京都府立医科大学援学部看護学科)

[話的i
ラベンダー精油を用いた上肢のマッサージが自律神経に及

について皮腐表面識疫を用いて評価する。

[研究方法]

18~33 歳の健常な成人 10 名(女性 8 名， ~'性 2 名)を対象

に雨前腕から上肢のマッザージを 5分間行い.その前後に

顔面，頚部，前胸部，前腕，手のEj3，中指先の皮腐表面温

度を経時的に測定した。実験は室温28度， i毘度 58%の室

内で行った。実験計画は被験者内計甑とし， 2つの条件を

設定した。条件 1(ラベンダー精油 Lavandula
angustijolia (]1054刀十スイートアモンドオイルを使用:

精油群)と条件2(スイートアモンドオイルのみ使用:コ

ントロール若手)0 2条件の施行)1慎序は被験者間でカウン

ターバランスをとり，その問揺は 7日とした。 倫理的記慮

としては，口頭および文書:により実験の主旨や内容を十分

に説明し苦:街による向意を得た。

{紡来}

直接マッサージを行う上腕部は.マッサージ直後に最高温

度となり，調群ともその後徐々に低下することが示された

ゆく創九鎖骨潟の体j誌は条件による主効果が認められ

(p < .05)，コントロール群ではマッサージ前よりも

することなく徐々に低下したが，精油i洋ではマッサージntr
より上昇することが確認された。

[考察]
精泌を用いた方が，マッサージ施行部位の湖沼組識の静脈

還流や筋肉内鼠流は促されることが示唆された。

182)ラベンダー精油によるマッサージが自律神経!こ及

iます影響 (3)一心掛変動!こよる検討一

松剖かおり.農鍋えみ子

(京都府立医科大学医学部看護学科)

上野範子(藍野大学医療保健学部看護学科)

{自的}

ラベンダー精捕を用いた上肢のマッサージが自律神経に及

ぼす影響について心拍変動を用いて評価する。

{研究方法}

18~33 歳の健康な成人 10 名(女性 8 名，男性 2 名)を対象

に安静 10分の後，関前腕からよ肢のマッサージを 5分間

行い，その前後の心拍変動を経時的に測定した。実験は室

議 28度， i:濯謹度S部8%の室内で

言計十爾としし. 2つの条件を設定した合条件 1(ラベンダー精

itl:! Lavandula angustijolia (]1054刀÷スイートアモンドオ

イルを使用:精油群)と条件2 (スイートアモンドオイル

のみ使用:コントロール群)0 2条件の施行順序は被験者

向でカウンターバランスをとり その間隔は 78とした。

笑験期間中. GMS社のアクティブ・トレーサー (AC-30l)

をfflいて心電閣を連続記録したc 得られた心電図 R-R間

隔から，最大エントロピ -1去に基づく MemCalc

ICHIRAMを熔いて. n周波成分(HF: 0.15・0.4Hz)舎およ

び経周波成分 (LF: 0.04-0.15Hz)とHFの比 (LF/HF)を

5分釘:に求めた。心拐数 (HR)および心拍変動の指標(心

蹴副交感神経機能を表す高周波成分 HF，心臓交感神経機

能を表す低周波成分・高周波成分北 LF/HF)については

5分毎の伎を用いて分析した。伶潔的配車としては，口頭

および文書:により実験の主旨や内容を…十分に説明し書面

による開;立を得たや

白書来]
実施後にラベンダ-:fihUIの香りの-1夫・不快を尋ねたところ.

全ての被験者において香りに対する好みは快刺激であっ

た。心拍数は可群ともマッサージ中に最も下降しその

後徐々に上昇した (p< .01)が，その変動のi阪は大きくな

かった。そして，心験部交感神経機能を表す HF1u立は条件

と時期による交互作用が認められた (p< .01)0 コント

ロール許ーでは安静時に比べHI土俵は下降したが，精油若手で

は安静持よりマッサージ 15分後まで上昇していくことが

路認された。

[考察]
ラベンダー精油を用いてマッザージを行う方が迷走神経活

動が優位となり，マッサージ、後の鎮静作用は持続すること

が示唆された。
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P2会場第45

227)看護必饗震の判断iこおける熟練審議踏の藩隈点

村松由美子(和歌山県立医科大学際属病説)

山田一路(臨床研究支援センター)

[[3的}
を判断するさい，いわゆる

とカンが奏効することは経験的事実である。そこ

鵠，その着韻点を明確fとおよび数値fとすることを

[対象と方法}

11箆所の病認iから無作為におi出され

100人を対象として， r観察必要度Jr自立!支排法

状況J便器介助必要度 r食事介助必要 r1采清介助必要

f吏衣介助必要

あったc また

のや央植は 16年であった合

2，童図婦分析の結来:

を

の内訳

6人， 1)…ダー看護締4人で

8年からお年に分布しそ

いられている f審議必要度チェック

jの評価項呂は多較にわたっている令

なチェックが可能ではあるが，現場で日常的に用いる

には不向きである。本研究の結果は，

を見認めるさいの義眼j立を鴇らかにしたばかりで

なく，より熊H吏な者護必要!支チェック哀の開発に向けて，

な示唆

228)零護技指におけるイノベーションの普及に欝する

罰究(その6)ースタッフと議任者の革新性の傾向一

上泉利子， 坂江千美子ー子，

小IlJ敦代

[研究目的i
げる新しい考え方.方法の普及速度に護が見られ

ることから.務及に関する影響嬰患を検討するc

[議資方法}

47都道府県から規摸加に拾出し言語ぎを議力が得られ

10名のスタップに

した。看護部資在者.スタップそれぞれ

に察関紙を作成し偶人の属性.務設の状況に加え，

(知的興味，上司の姿勢など普及に彰轡すると

るもの)に関する質出に壬段階のた浸で溺答

は，非常に当てはまる:基点~全く当てはまらない;1点
として得点イヒし弱性と革新七Eとの関係を分析した。分析

プライパシー

した場合のみ，

としたc

で，

点であったとスタッフ:有効路答は 886で，

平均得点の高い項自は，同庁fi多の参加者は，

める捜命がある r自分が参加した時は，伝達し広め

じる (3，09) 病棟では協力体制が

る (3，00)

しいことを取り入れるの

(1.90) 殺しいものを受け入れにくい理由

とれない (2.26) 磁倒だと感じ る

トラブ)vはヲiきi
る (2，38りなどであった。属牲との関係で

は.学会・研修参加毘数，

い群が高く， 201tが{設かったc 函伊tl，時間がな

ミ年代の群がやや高かったが，全体として抵い

り，研修伝達と同様，者護者としての龍命惑が強

く自覚されているのではないかと考えられたっ今関，

会・研修会，雑誌など，情報へのアクセスと革新性の関連

が確認でき.これを普及にうまく活用していくこと

性が示唆されたと考える。
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225)自本服 IFEEL Picturesテストを用いた審議蹄の

表構認知の実態

小林朱実(弘前大学I'A学部附属病説)

子宮沢義子.務藤久美子.工藤せい子.

小倉能理子(弘前大学医学部保健学科)

花麗道子(弘前大学教育学部)

[EI的i
看護学生の非言語的コミュニケーション能力を育成するた

めの恭礎資料として， 看設護:詰郎部H市jの表f情古認知の実態およびび、情動

(:1 

[対象と方法]対象は A主病i院淀に勤務する看護締 4必5名'年齢

は 24 歳~59 歳である。対象者は調査の主旨を理解し[詰a~

が詩られた者とし戸書:の提出を求めた。表'措認知の実

快伽不快言予定については日本版1FEEL Picturesテス

ト色動的共感性のiJ!IJ定には加藤らの情動的共感性尺疫

を用い

{ま在来]

1.カテゴリーの分布状態:写真 30枚の表情認知は 17カ

テゴリーのうち 3-13カテゴリーに分布していたc 最も

カテゴリー数が少なかったのは写真 14で系列は 107(淑

であった。最もカテゴワー数が多かったのは2子真 11.
17で系列は 105(怒り)であった。特定カテゴリーの出現

率が60%以上の写真は 6枚で系列は 101(喜子び).107. 112 

W:意!疑問驚)であった。写真の表情が示しているカテゴ

リーと看護師が最も高率で選択したカテゴリーが一致した

のは 30枚中 21枚であったっ 2 カテゴリー使用頻境:カ

テゴリ-112が 7.0:t 3.2で全反応数の 23.2%であった。

次いでカテゴ 1)- 101が 5.5:t 2.0で全反応数の 18.2%で

あった。 使用頻度が少なかったカテゴリ-116 (嫉妬L
117 (我慢)では 0.1O~0.30 で会反応、数の1.0%以内であっ

た。 20・30代ではカテゴリ -103の使用頻度が.40・50代

ではカテゴリ-107の{史用頻度が高かった (p< 0.0目。
3. '1'た居手I'k:評定:得点分布は 101 系列 3.0~4.6. 103・107

系列 2.5-3.7. 105系列1.7-2.4. 115系列 2ふ 112系列

2.3-3.2であった。写真 6では 20・30代の得点が 40・50

代の得点よりも有意に r値であった (p< 0.05)。写真 29

では 40・50代の得点が20・30代の得点より有意にr1u主で

あった切 <0.05)0 4. 情動的共感性とカテゴ1)ー使尽

との関連:尺度 II(感情的冷淡さ)とカテゴリー 103

(疲れ)の使用頻度との相関係数は r= -0.368 (p < 0.05). 
尺在日1(感情的被影響性)とカテゴ1)- 103の使用頻度と

の相関係数は r 0.512. カテゴリ -107との栢関係数は r

=…0.333であった (p< 0.05)。
{考察}

看護締は乳鬼の表情を良く認知していたが.年代により表

情認知に若呉が認められたことから，経験を基盤としたコ

ミュニケーション能力が形成されているのかも知れない。

また.表情認知には情動的共感性が1M，ト与していることが推

測される O

226)新卒看護服の主観的成功体験における患者との関

わり方の特融

中総美智保(和歌ILJt県立医科大学保健看護学部)

青山ヒフミ(大阪府立大学看護学部)

{沼的}

新卒看護部の問題として.患者や家族と良好な人間関係を

築くことができないことや，職場で、の人間関係を苦手とす

る者が多いなどが言われている。看護良市が患者との開にど

のような関係を築くかということは，者護ケアの費を1:r.右

する重姿な姿陸であると言われている。本研究は.新卒者

護郊の主観的成功体験における患者との関わり方の特数を

明らかにすることを目的とする。

[用語の定義}

「主観的成功体験jとは，患者との関わりのやで新-卒看護郎

が，“良かった“うれしかった“何か手ごたえを感じた"

と認識している経験や出来事とする。

[研究方法}

対象は，看護系大学を卒業し公的・私的大規摸病院に勤

務し協力が得られた卒後 2主i三日の者護郎i18名である

研究方法として. ~f:構造化インタビューによる函接i去を

施したc 対象者には，研究内容および倫潔的配慮，銭音に

ついて説明し間窓を確認した後に面接を行なったやイン

タビュ…項目は患者A との関わりの中で，喜びゃ手ごたえ

感じた経験についてJ.rその時の状況についてJ等である。

調交態調{え 2004年6月l日-9月初日であ札分析方

法については，グランデッド・セオリー・アブローチを参

考に質的帰納的分析を行った。

{結果]

患者との関わりにおける新卒看護婦の主観的成功体験にお

ける，患者との関わり方の特徴として. [自分に挨点がある

関わり方1. [患者に焦点が移りつつある関わり方]• [)皆、者

に焦点がある関わり方1. [提助につなげるための関わり1
{援助としての関わり}の 5カテゴリーと 21サブカテゴ

リ…が抽出されたむ

{考察i
新卒看護陶jの患者との関わり方の特故としては，一方的で

形式的に潟わるという{自分に焦点がある関わり方}から

[患者に焦点が移りつつある関わり方}そして一人ひとり

の患者を意識しながら I~Jわるという[患者に焦点がある関

わり方}となっていたc さらに[患者に焦点がある関わり

方]から発展させ. [援助につなげるための関わり]や{援

助としての関わりを実践していた。今較し新卒者護蹄の

患者との関わり方の発途プロセスの一側面が明らかになっ

た。しかし全ての新卒看護師が{援助としての関わけ

へとスムーズに発達するとは授らず.仕事の'謂れから自分

のペースを援先して患者と関わるなど，再び、{自分に焦点

がある関わり方]に戻ることや患者への部わり方が変化し

ない新卒者護部もいた。新卒者護蹄は.これらの関わり方

から様々な主観的成功体験を実感しそこから新たな患者

との関わり方を一つずつ強み重ねていたO
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223)審護闘のアサーション鼓と関連要盟の地域比較研

究第3報アサーシ三ン震と関連要因の撃盟!理

分析

産111実ノ香. 諮問美由紀，

向井すなえ，

1111五一期

[B U9] 
アザーション

[対象と方法i

Buきとし

224)新人指導言十爵が新人看護部の稽持鑓康iこ与える影

ンタ…)

[B 139] 
での者護締のストレスは高く.

てGHQを用い

[方法i
平成 14・15

jと fう
の総器を認めたc

となった新入者護詩8
し併せて予め探究g

GHQ30を毎月実越したc

ムλ6-7月・ r+l
ムの夜勤， 2月・

ゆ f引こ 3回 (6-7月， 9 

との

当センターの新入者護締の GHQ得点は，年閣を通じて臨

をはるかに議えており.常に絡事1I的不能康状態にある

ことが明らかとなった。 得点の悪化は重症授の高いチーム

る持閣ではなく評{磁の時期にみられて

を及ぼしていること

これは，他者評{泌を受けることによっ

待されている封透度jを惑じとると問符に，自己評倒する

ことによりそれに誕遼できていない自己の未熟さを自の当

たりにするためと考えた。一方，新人の結神縫康状態を把

るためには.社会的活動慰安とうつ傾向に務自するこ

とが有用であることが示唆されたc
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221)審議師のアサーション度と関連要因の地域比較研

究第1報ユ…モア志向尺度との鱒遼

fう本知恵子，片椴福校

(関家公務員共済組合連合会京阪奈病院)

山由一朗(臨床研究支援センター)

星川実委，徳阿美由紀， 5]5]間誠子，大泉fIJ;j¥号校，

向井:すなえ，開校敦子(箕面市立病院)

窪 i告子，緋出裕美子(兵庫医科大学病院)

藤井弥生(東邦大学涯学部iお路大森病説)

[13的]

ユーモア忘向の地域差ならびにアサーション度との関連性

を明らかにすることを目的とした。

{対象と方法i
大限府内 2病院 (A，B)，兵庫県内 1病院 (C)，および東

京都内 1病院 (D) に勤務する女性看護輔のうち，研究の

趣旨説明を行い協力に間意が得られた 917人 (A:114人.

B: 185人， C: 566人， D: 52)を対象として無記名自記式

質問紙による欝査を実施した。言!奇査項日は f基本属性(出

身県，現住県，議長在住態とその期間)Jrユーーモア志向尺

度 ms，J二野:24項目)Jr対処パターンチェック尺度

(APCS， IJII刃:15項詰)J rセルフモニタリング尺度 (SMS:

25 JJi FI) J rアサーション尺度 (AS:32項詰けとしたc r出
身l思 r現役県Jr最長在住!思jは rr怒凶(大i民兵庫.

良，和歌山けと「関東(茨城，栃木.群馬，ti¥T:E， 千葉

東京，神奈川，山梨)に二分した。なお，持られたデータ

数に地域惹が存在したため，解析i時にひ病i淀のデータに

重み付けを施した。本線では， HSの地域差ならびに AS

との相]i.関連性について報告する。

{結果と考察}

1.基本属性:対象者の年齢のや央値は 28歳 (21歳-59

実務経験年数の I:~l央伎は 6.0 はか丹-37 年)であった。

2.ユーモア志向尺度の分析:HSの鴎答パターンは，主成

分分析により「攻撃的Jr遊戯的的Jr自弓激励的Jr他者支

援的H1也者非攻撃的」の 5主成分に条約された(累額寄与

率59.8%)0この尺度は本来「攻撃的Jr遊戯的Jr支援的J

の3成分を斡に構成されているが，今1mの結果は「攻撃的j

に含まれる項告から「他者非攻撃的jが独立しまた f支
援的jは「自己jと「他者Jに分離するという興味深いパ

ターンが得られた。各主成分得点を現住地域で比較したと

ころ.r攻殺的(関西:一.03土.98.関東:.13 :t 1.05， p = 

.0l7l J r自己激励的(関西:.06土.91.関東:-.20 :t 1.21. 

p = .OOUJの開にまた最長在住地域では f自己激励的(問

問:.12土.90.関東:ー.08土1.29，p .047) Jに有意差が

存在した。出身地域との惹が認められた項目はなく，これ

らの特質が出身地よりも現住地の環境に影響を受けること

が示唆された。 3.アサーション尺度の分析:ASの回答パ

ターンは.主成分分析により「匿蹄への進言H会話の毘切

りJr上司への進言Jr賞賛Jr反論Jr患者への進言Jの6
主成分に条約された(累接寄与率 60.1%)0 4.ユーモア志

向とアサーション度の関連:HSならびに ASの主成分得

点関の相関係数は有意ながら .06から 15の範関にとどま

f)， jifiî~民民間に強い関連を認めることはできなかったむ

222)審護舗のアサーション度と関連要到の地域詑較研

究第2報対処パターン・セルフモニタリング

尺度との関連

浩子.緋B3裕美子(兵康医科大学病院)

山間一郎(臨床研究支援センター)

竹本知恵子， }二十柄福校

(国家公務員共済組合連合会到底奈病院)

星JII実香，徳、関美由紀， 5]5]関誠子，大里由紀枝，

向井すなえ.田技敦子(箕阪市立病!淀)

藤井弥生(東邦大学医学部ド付属大森病続)

{呂的]

対処パターンおよびセルフモニタリング授の地域差ならび

にアサーション度との関連性を明らかにすることを g的と

した。

{対象と方法]

対象と調査方法は前報と陪様である。本報では f対処パ

ターンチェック尺度 (APCS)Jと「セルフモニタリング尺

度 (S祝日jの地域差.ならびに fアサーション尺度 (AS)J

との相万:関連性について報告する。

{結泉と考察1
1.対処パターンの分析:APCSの回答パターンは，主成分

分析により f桜極的解決Jn鼠換Jr相談Jr楽観Jr逃避j

の5主成分に集約され(累積寄与率 60.6%)，この尺度に本

来凝り込まれた要素と一致した。主成分得点の地域比較を

行ったところ，地域開に有意差 (p< .001)を認めたのは

わI)i:}灸J楽観 r逃避jの3主成分で， r関西jでは「楽観j

が，また関東では「転換Jr逃避jが高値であった。この結

5誌は， i出身地域J現住地域Ji最長在住地域jのいずれの

区分においても一致した。 2.セルフモニタリング尺度の

分析 :SMSの関答パターン{之主成分分析により f内向性j

ri寅技Jr不人気Jr臨機応変不可JrJ;出先J 他者追従Jr自
己判断の主張Jの 7:=E成分に条約された(累積

54.7%)0 r出身地域jで、比較したところ.r内向性」は関商

(訓会1.00)が関東(-.20 :t 1.00)よりも有志t(p = .012) 

に向く， i不人気J，土問問(一.04:t .05)が関東 (.23土1.30)

よりも有意 (p= .009)に{廷かった。「最長在住地域jによ

る比較給条も同様で.r内向性Jは関関 (.004土1β0)が関

東(一.22会.94)よりも有意 (p口 008)に高く， r不人気」

は関西(一.07土.94)が院予誌は7土1.29)よりも有意 (p= 
.017)に低かった。また「現住地域jによる差が生じた主成

分執は存在せず¥SMSによる自己評価には，生得的な要閣

が関与している可能性が示唆された。 3.対処パターン・セ

ルフモニタリング尺度とアサーション度との関連:APCS， 

SMSおよび前報で示した ASの各主成分得点の関連を調

べた。その結采.ASの f上可への進言JとAPCSのri訟換

(r・=.141， p < .OOUJ iJl!i避 (r= -.167， p < .001) Jおよ

び SMSの f内i台u1空 (r ー.198. p < .001) J ri寅J支 (r= 
.174， p < .001)J， ASの「賞賛jとAPCSの「積徳的解決

(r = .243. p < .001) JおよびSMSの f演技 (r= .160， p 

< .001)J. ASの f反論jとS日Sの「内向性 (r= .356， 

p < .OOUJおよびSMSの「臨機応変不可 (r= .167. p < 
.0引けといった注呂すべき相関関係を見出すことができ

た。
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219)新人看護鵠の Senseof Coherenceと職務ストレ

ス ー就職3ヶ丹後の謡蓋よりー

シーボルト大学大学院人間態康科学研究科)

{自治i
Antonovskvが鐙康生成論の中核競念として提案し

探持能力 Senseof Coher角encε{首毘…寅感覚:SOC) 

自し新人看護締の職務ストレスと SOCの濁連性を明ら

かにすることで，今後の新人看護締への関わり方について

示1I変を得ることを告的としたむ

した年に就殺して l

奴iを除く)とする。

[研究方法i
8施設へ王子成 16年授に就職した新人

られた 226名に，就綾3ヶ月後に自

質問紙議査を実絡したc 潟査内容は 1)Amonovskyの

SOCスケー}v29 項目(ア段階尺!支部~203

2) 藤原らの卒援 1~3 年目審議毅を対象とし

26項目 (5段i務尺!支， 26-130 

る。

t検定， Pearsonの相

自主した。なお. SOC 得点を

で2分したc

i結果}

スト

レッサー持点が有意にiおかった。 SOC得点と駿務スト

レッザ一帯点の松関係数をみると， 1・ぉ-0.651で負の相

関があった。駿務ストレッサー尺度を 6国子j}Ijにみると

f自分の看護能力不足 f)容、者や家族へのサポー i、rfmの看

との関係 r上可との関係Jr僅締との関係jの5[1子

において. SOC ~í群は抵若手より存Jj(こストレッサー

が{廷かったc

{考察i
SOC 得点が高い事rr入看護締は低い者より

サーのストレス認知が抵かった。これは SOCが高ければ

刺激をストレッサーと認知しにくく，またストレッサーと

認知してもそこから生じる緊張状態に適切に対処する龍カ

を持っており.その結果ストレス認知が抵いという

Antonovskyの健康生成理論を裏付けるものである。よっ

て特に SOCが抵い新入者護部には看護実践能力向上のた

めの教育を行なうと共に，人関関係を調整しサポートされ

ていると惑じられるような関わり方を配掻・強化しスト

レス認知の抵減を留る重要性が示唆された。

220)病設における零護職員への八ラスメントiこ鵠屈す

る不挟経験器蜜

谷川千桂子(北海道大学大学誌教育学研究科産業教育)

{呂的}
の対象となることは近年世界的に注沼さ

な課題となっているが日本での研究はまだ多くな

いっハラスメント行為一威圧的態I!t.暴言，セクシュアル・

ハラスメント(以下セクハラλ暴行ーを受けることによる

を開い，

よび:ハラスメント民

{研究方法]

[結染]

{考察]

33.8% 256 
Lっ

ょ
して上伎となった。 44%の1m

l間以上いずれかのハラスメント経験があるc

40%.威在的態度 47.1%， 
セクハラと暴仔は 5-6%む患者の付添し

いが，行為者の男女比は 6:4と男性が

55.4%， 

8 

について，

まれることを

ど女性からな

として振舞うと考えるc 者議駿員は医師

と専門的議認の 2つの意味で従属するだけで

なく.始ど男性からなる民IlilH二女殺として従属するジェン

ダ一体制下に援かれ，

司向僚について，教育，指導に{半う葛藤及び競争はハラス

メン i、の妥協となりうる。いずれの場合もあきらめを自他

に捉す感情規則に基づく感'信管理により.自他の被害者性

を否定し戦場の暴力は潜在fとされると考えるc

[結論]
けるハラスメントの存在は明らかでありこ

れらへの対策が必要である。そのために

の暴力発生の婆鴎および構造の把握が今後の課題となる。
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217)訪問看護訴の年齢，看護部経験年数と職業ストレス

の関連性

仁科祐子.谷垣静子(鳥取大学医学部探健学科)

[お的}
訪問看護ステーションで働くスタッフナースの駿業ストレ

スに年齢.看護衛ti経験年数が影響を及ぼすかどうか検討

することを，本研究の目的とする。

{方法i
T 燥の訪問看護fliP(管理者を除くスタッフナース:以下ス

タッフと称す)を対象とし j阪記名13記式質問紙による調

査を，郵送i去にて実施したc 分析対象は 105/144名(間収

率 72.9%.平均年鈴 42.8:t 7.4歳).ストレスの測定は

Nursing Str巴ssScaleを語訳した久保らの尺度を，訪問看

護締局に修正した 50項目の調査察を使用した。各;頃自を

fいつもあるJ4 点~rないJ 1)互に得点イとした。 50~翼呂を

因子分析(最尤法，スクワープロットにて 4民子と決定，

プロマックス約転)し 4因子を拙出した 3 各扇子の内的

整合牲を確認するため Cronbachα係数を求めた。各限子

の項目の合計j立を算出しこれを因子得点としたc 年齢，

看護i泌総数年数.訪f問看護部経験年数で二因子得点の平均

値を比絞したc 年齢は 25-34歳 35-44歳，品ふL左足 55姐60
岩手議締結数年数は 1-9年.10-19 i:ド.20年以上に，訪

rlJJ者，;菱自括経験年数は 1-2年. 3-4 i:ド 5-6i:ド. 7年以上にグ

ルーブ{とし一元配置分散分tii'(多重比較はすukeyHSD)

を!日いたc 倫理的記誌として.T県訪問看護ステーション

協議会にて承認を得，対象者ーに研究目的とプライパシ-fh1
を文書によって説明し 1m答をもっての間;なとした。

[結果と考察}

霞子分析によって抽出された 4民子を{死や緊急11寺に生じ

る葛藤](a = 0.864) [理想、と現実の議離1(α= 0.892) [看
護判断・看護技術への不安1(α0.845) [1絞場の対人関係

葛藤1(α= 0.797) と命名した。年齢別では{職場の対人

関係葛藤}と{理想と現実の読書!U において有意i;~が認め
られ.25句34設は 35-44歳.45初日歳，お伊60歳よりも{対人

関係葛藤1;が高かった。また 25-34歳は 55-60歳よりも[瑚

想、と現実の読書!t]が高かったc 看護締経験年数では{職場

の対人関係葛藤] [理想、と現実の*言語IU[看護判断・看護技

術への不安iにおいて有意差が認められ，看護締経験9

以下は 20:{ド以上よりも{理想、と現実のえmlil!U1看護判断・

表設技術への不安}がiおかった。また 9年以下は 10-19年.

20 年以上よりも{職場の対人関係葛藤}がiおかった。訪問j

若諜郎経験年数では 5叩 6今三は 2年以下よりも{死や緊

lこ生じる葛藤}が高かった。 以上より訪問者諮問}の年

齢.者議自iJi経験年数，訪i問看護郎経験年数比職業ストレ

スに影響を及ぼすことが示唆された ~I:tでも年齢が若く

諮締経験が少ないほど. [J!議場の対人関係葛藤]と{理想、と

現実の議員lUからストレスを認知しやすくなることが示唆

され，ステーションという小規撲な組識における人間関係.

地域・在宅という施設内とは異なる場，への不適応に主ら

ぬよう，子予i均的なメンタルヘルスケアが必要だと考えるc

218)看護鞍のパーンアウトと看護の組織麗土の関連性

の検討

塚本尚子(横浜市立大学医学部護学科)

[ 1=1(10] 

審議Ifi義者のパーンアウトと病棟の組織風土の関連牲を検討

することを自的とする。

{方法]

都内総合病説で働く肴設締 153名を対象として，質問紙誠

査を実施した。賛同紙には. 2つの尺度含んでいる o 1) 

パーンアウトの程度を測定するために MaslachBur・nout

Inventory (こ準拠したお項1=1からの 5段階尺度(出

1987)。この尺度は子i吉緒的法耗感J.rI混入格fヒJ.r個人的

達成感Jの3つの下位尺度から構成されているつ 2)Ifi技場の

級綴t.風土をifilj定するために稲照らの尺度から 35項告を

選定した 4段階尺授。下位尺!支として f問題解ぷとに向けて

の讃緩的姿勢JI者護スタッフのおいモラールjなど病棟雰

閤気に期する 13の因子を含んでいる C この質問紙を看護

部に依頼し病棟師長を通じて対象者に配布した。 倫理的

記惑として，研究の目的に賛同しない場合は1m答の必要性

がないことを明記した。またIhl答は無記名とし. ~回別封筒

をつけ各自封入してもらい毘Jlxを行うことでプライパシー

の厳重な保護に努めた。

{結果]

回収率 99%.有効問答数 150通であり，女性 150名.王子均

年齢27.7議 (SD4.わであった。看護蹄経験年数は王子均 6.2
il~ (SD4.5).現在の病棟での勤務年数は平均 2.7年 (SDl.わ

であったc 組織風土の 13の国子について，それぞれ該

自の素点を合計した上.平均値で分け高群・低群の2

1洋を作成した。 Jfi能場風土を独立変数.パーンアウトの 3つ

の下位尺境得点を従属変数として. 2鮮i笥の差の検定を

f子ったc この結果. r問題解決にふjけての積極的姿勢J
設スタッフの高いよそラールJJr教育・研究的雰囲気Jの3
つの下位尺度は洋・低詳の問で¥パーンアウトの f脱人

絡化J.r i品i人的達成感Jの平均値に右慈悲がみられた。 rs市
スタッフの能力を育てる毅;磁的姿勢Jr納長のス

タッフへのi震かい記患者護スタッフの問題意識の希薄さj

ではrJJ見人格化jの平均値に有意差が， また f者護スタッ

フの事ft務業務への負担jでは.r情緒的指耗感jと f脱人格

fヒjの王子均僚に有意差がみられた。

{考察]

以上の結来から e 職場の組織嵐土はパーンアウトに明らか

に関連しており.中でも「脱人格化J.r俄人的達成感jへ

の影響が大きいことが明らかになった。 Golembiewskiは，

パーンアウトへの諮りプロセスを髄'控型と急性lli!の 2つの

パターンに分類している。このうち'i'~位取のパーンアウト

への陥りプロセスは.r税人格fヒJから始まり「個人的達成

感の欠如J.そして最終的にパーンアウトのI=t核要因であ

る「情緒的措耗感jへとヨきるとしている。このことから病

棟の綴織・風土のあり方は慢性型パーンアウトの初期の在

り方に強い影響力を及{ます要躍であり， よりよい病棟の組

-風土のあり方を整えていくことは，者護職者の鑓性型

パーンアウトの予i坊に待与できる可能性を示唆している O
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215)大学鶏鰐iこ勤務する新卒看護部のパ…ンアウト発

症に関する鍛顕罰究

i自治}

した新卒看護殺の職場環境とアサーティブ

な自記表現の 1年後のパーンアウト発症への影響を明らか

:こすること J主体的にパーンアウトを発症しにくいアサ…

テイブ得点を明らかにし新人研修におけるアサーション

トレーニングの必要性について検討することを目的とし
.J戸ヰ/、二。

[研究方法i
102の大学痕

に2003年に就殺し

られた 1203人に間年6月に

投函を依頼した。

wす僚，先議，上司， そ

コーピング方法.リアリティーショック

守子侠のいる者(許 17人}をi京外し

ノくーンアウト総合得点に欠損，ヱ立複のなし

(949人iとしたc パ…ンアウトの発症姿E認を明らか

るために，パーンアウト得点の 13.16点jよj、上の 33%
をi添いた 634人を 2004年6月末ま

しパ…ンアウト得点が 13.16以上になった者をパーンア

ウト発症とした。

{結来i
うち l詩人 (20.3%)が退勧;不能であったc

8人を除外した有効回答数は 448人であったむ平

22.9長男性 12人 (25.2歳入女性436人 (22.8
ったと 92人 (20.5% がパ…ンアウトを手幹産したc

アサ…ティブ得点をかなり抵い(-50米議λ{設い(-50 
以上-30米;詩人やや抵い( 30 以上-10
い ( 一1玲O以j上二 lωO 米;讃謁}λ' 治高;λLい、 (10 tj， 

るとやや渋潟iれLいミ者でパ一ンアウト

アサーテイブ得点がかなり{設し

2.891き (P< 0.05)， f!fぃ者は1.78fき(P< 0.05) 
よりパーンアウトしやすかった会また，

が?浅い者は，有る者よりも1.91倍 (P< 0.01)パーンアウ

トしやすかった。先輩の相談棺手の有る者では，アサー

ティブ得点の謹授によるパーンアウト得点の平均及びパー

ンアウト発症率に有志::1:をはなかったc

い者では，アサーティブ得点の程度によるパーンアウト得

点の平均に有意差がみられ，パーンアウト発疲率;之アサ…

テイブ得点のかなり泣い者がやや高い者より 3.0倍パ…ン

アウトしやすかった (P< 0.0日。
[考察]

先撃の相談相手の重要性が示唆されたつまた，アサーティ

ブ得点の 10以上 10以下というパーンアウトトレーニン

グの対象とする自擦飽が示唆された。特に，先殺の相談務

手のいない者にはトレーニングが有効であると考えられ

たc

216)罷護福祉施設立おげる看護職・介護職の Burnout

と，その関連要顕

同打j智幸(介護老人保健施設ならふくじ

はj間一期(臨床研究支援センター}

[目的i

た。

(CW)のBurnoutの実態とそ

を明らかにすることを目的とし

{対象と方法}

災県内茶医療福祉施設内

う

ターン

(0から 100}，去の

った。 2.調査項目の信綴性:Cronbachのな

はう つScale(0.807) rBSO (0.927) Jであったむ 3.多

次忌解:析の給与采:留子分析によりまjの項自i浮から r1ヨ
1 

58.9%)。
1主成分)J 第2

3主成分)など 5 成分に条約された

58.8%)0 4.看護綴員と介護磯良の比較:上述の留子得点な

らびに主成分得点，およびfDS得点J主親的後淡度rBS
と介護殺長期の設を調べた。そ

じたのは f印象jから抽出された

しさ (RN: 0.39 :t 0.76. CW: -0.13土

0.91. p 0.001)社会資源の必要性(RN:0.24土0.71.
CW: -0.08土0.85.p = 0β31) J. r解決jのうちの

的問題解決(RN:0.33太 0.87.CW: -0.11土1.02. p = 
0.014) Jであった。これらの差異;えいずれも現場におけ

る問題解決的思考の蓋に起因する点が共通しており，脅

したものと考えら

れるc
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213)当説での転倒転藩アセスメントシート活用の実際

蹟l鳩真由美(毘療法人清田論説看護部)

[程的}
当院では，王子成 14年から「転倒転落アセスメントシート(以

降アセスメントシートとする)Jを{史用している O しかし

ながら.平成 16年度上半期において転倒転落に関するイ

ンシデントレポート件数は増加している。そこで，看護倒j

が実務5にどのような視点を持って審議にあたっているのか

意見を整理しアセスメントシートが看護締の観祭に有効

に働いているのかを分析したc

{研究方法}

~I淀看護師で転倒転落に関するカンファレンスを実施して

もらい，その状況を記録し発言の内容を分析したc 参加し

{え事前に研究の趣旨と白的・方法について文

と口頭で説明し間;窓を得て忠由意忘での協力を依頼し

た。カンファレンスでどのような発言があっても参加者の

不利援にならない事も説明した。

{手}Jllil 1参加者には事前にアセスメントシート使用記入

経験の省無，活用度をアンケートで確認した。 2転倒転寝

を防ぐ為に，患者のどのようなi官報を意識的にJ!文集してい

るのかを話し合ってもらったc 研究者は観察者として，そ

の状況を観察した。 3観察，記録した発言を分類し分析し

た乙

お古来1
1. ~I誌で{吏府しているアセスメントシートは，入院n寺の

患者の危険度判定や，者設計e雨の修正fI守などの評価には活

用されているが，毎日の観察の情報源としてはあまり活用

していない。 2. 当競看護主jjiが観察をするiZ?の情報源は，

f入説時春諮記録Jrその臼の患者の様子がさ;いてある記録j

f看護計ー商jなど;患者に関連する記録物， rカンファレン

スでの他の看護締の意見Jr危険予知トレーニングで話し

合った内容Jr前の勤務者の申し送り jなど汀也者からの情

報， r自分の今までの経験Jr患者をまず見に行く」といっ

た;経験的な情報jであったc 3.経験が5年目以下の看

護締は，カンファレンスや危険予知トレーニングといった

他者の肴護経験を情報源として看護に生かしている。 4.

経験年数が多くなるほど， 自分の観察限と過去の経験を観

察に生かしている。

{考察]

当j持者護師は，アセスメントシートの危故度に合わせて看

護計簡を立案しているむしかし看護師によって観察の視

点には速いがあり，観察の根拠となる情報の待合方にも迷い

がある。紙~余年数の浅い肴護師が求めている'靖子民源は

者に関する記録物jゃ;他者からの'活字IUであり.観察の

狼拠になる経験がない分他者からの情報を多く必要として

いる。木下は， r著護者の患者の主体を尊重した注意深い

観察と行動.そして，看護者向の協力体制が転倒・転落防

止には欠かせないjと述べている。今回の研究から，アセ

スメントシートは看護言!'顔立案や詳{阪の際のツールとして

活用されており.転樹転落の予坊にはカンファレンスや危

険予知トレーニングなどの看護郁掲の情報交換が有効で、あ

ると考える O

214)静脈投射実施通語!こおげる指惹呼称の効築

宇野真由美，小笠原知校，高橋育代，片山由加里

(大阪大学大学校医学系研究科保健学専攻)

{自在9]
本研究の狂的は，看護蹄の関わる静脈注射の事故に立すし，

産業界で広く活用されている f指差呼称jを.静目立注射行

動におけるエラー関避の方法として導入し rtl'1翠呼称Jの

影響を明らかにすることである。

{方法]

病棟勤務の看護師 520名(導入群 360名，定着群 60名，ダ

ブルチェック群 100名)を対象とした介入評価型の質問紙

諦査。費関紙は，静脈j主射行動を 19行動に分け，エラ一回

避行動と不安全行動から調査項目を構成した (57項呂)。

エラ一回避行動(スキル 19項目・ルール 10項目・知識8

項目)は， Reason (1990)の GenericError・Modelling

Systemを，また不安全行動(危険感受性 10項自・危険敢

行性問項自)は，赤塚ら(1998)のリスクを伴う行動リス

トを基に作成した。質開紙のイ言頼性は， クロンパックアル

ファ係数(0.96，0.94)で内的整合性を確認しまた，看護

系大学教員4名とリスクマネジメントを担当する看護締3

名によって内容妥当性を確認した。介入方法は，注射準備

に指差呼称、の方法を掲示し 4遊間の指差呼称、の導入前

後に調査を実施した。導入群との詑較を目的に 2年間指

差呼称を実施している定義群と 2人で、呼称して確認するダ

ブルチェック群に， r言j様の調査を実施した。分析には，導

入群の指惹呼称導入前後の比較では t検定を， 3群聞の比

絞には一元配置分散分析を用いた。 倫理的配惑として，研

究の協力は看護側の自由意思で、あること，業務の評価には

無関係であること，質問紙は無記名で、あか 偶人が特定さ

れないことなどを.文書:と口設で説明した令

{結果・考察}

分析対象者は.指主主呼称の実施と前後の調ゴをに問答した導

入若手 138名(有効回答率 38%)，定義群 50名 (83%).ダブ

ルチェック幹部名 (86%)としたっ導入群の指差呼称導入

前後比較では.衛生学的手洗い(危険敢行性・ルールレベ

ル・スキルレベル)と，アンプル縫認(スキルレベル)，空

気混入(危険敢行性)などに有意な差が認められたc 3群

開の比較においては.13項目に有意差を認めた。なかでも

導入若手のアンプル確認のスキルレベルと定着f群のオーダー

の確認のスキルレベルで.エラー罰避行動得点が有意に言語

かった。ダブルチェック群はエラー回避行動の総得点は最

下{立であったc これらの結果から，静脈注射実施過程にお

けるスキルレベルと危険敢行性で生じるエラーを，指差呼

称によっておl避することが可ー能と考えられる。さらに，指

差呼称による効果は長期的に定着させることで，高くなる

ことが示唆されたa

{結論}

指差呼称は，主に静紙注射実施過程のスキルレベルのエ

ラー出避行動と危険敢行牲の不安全行動に有効である。
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211)内臨与薬業務iこおけるインシデント発生嬰毘の挨

討 一謹護部経験年賠比較一

竹内千恵子

{自治i
日常的に仔っているよ手議は，

と比較しインシデントの発生が高率であると報告されて

いる。しかしこれまで内線与薬について詳繕に検討した

ものは見あたらないc そこで，本報告;は立， 内服与薬3菜笑務の
インシテデ春ントおよび

との!鵠3謁喜おi連宴を暁らカかミにすることを呂的としたG

{方法]

1.インシデントレポート(レポート)の解析 :A

97U長}看護部に 2001年4月から

2003年 3Aまでに提出されたレポートのよ子薬に関連 1.579

件のうち，内報与薬関連 354件について，未遂，自己管理

よぴ経験年数米記入 49件除外した 305作

とした。レポートの自由記載部分は，肴護師および底翻各

1名が飽聞に評価し不整会は商談し意克の…致をはかつ

3年米露と 3年以上

3年以上 156件)した念インシデント

では飽人薬の与薬(他人築) 4 f~こ (2.7%人抜け 93 件

(62.4%)， flh去の誤り 52件 (34.肝心. 3年以上群は 151'1二

(9.肝心.91件 (58.3%)， 50件 (32.lであり，

を認め た中 <.0出会特に他人薬では 3年未議 2.7%に対し

3年以上 9.6%と著明な廷を認めた合エラーの種類は 3

米議若手では KBM(knO¥v!edge b註sedmistake) 23 fキ
. RBM (ru!e based mistake) 34 f'ド(22.8%).SL 

(s!ip & lapse) 92件 (61.7')も)， 3年以上詳は 26f~: 06.79心，

37件 (23.7%)，93 f午(59.6%)で爵詳にZ窓会認めなかったc

用法では，毎食後薬 90件 (60.4%人線食後以外部件

(39.6%)， 3年以上訴は 92件 (59M6)， 64件付1.0%)で

を認めなかった。また. 3 
jが 94件 (63.1%). 55件 (36.9%λ 3年以上若手

96純二 (61.5%)， 60 f午(38.5%)で爵群に還を認めなかっ

たっ背景要閣を認めた 190件の内容は. 3年未満務ではi後
害状況37f牛(39.4%).心理的姿器 241'キ (25.5%に
害 33件 (35.l%)， 3年以上群は 32f牛 (33.3%人 20件

(20.8%). 44件 (45.肝心で需若手に差を認めなかった。

年数で著明な差を認めた銭入薬 19件では， 3年以上群は

3年未満若手より背景要践を多く認めた (p<.0目。

{考察]

よるエラーや背景妥協に差はないが，インシデ

ントの他人薬は.3年以上群が3年未満群より多く発生し

を認めるものが多かったc これは経験を重ねるこ

とで f慣れjが生じ，多くの業務を引き受けられると向特

にエラー要因となることを示すむ管理者・は，経験の少ない

く経験者にも.仕事量の適切な配分を

する必要がある。

212)与薬時のヒューマンエラーとその人留工学的解析

村本淳子

近年， s三療事故の分析は， 4M4E 法， SHELモデjしなどが

主に用いられている。一方，システム工学的な見地から

Fault Tree Ana!ysis (FT A)や FailureMod告 andEffect 

Ana!ysis などの分析手法も提唱されているe い

ずれの方法も一長一授があり，最適な手法は未だ確立され

ていないっ本研究は， FTAが看護領域におけるとューマ

ンエラーを紡止する手法として有効であるかを投討するこ

とにあるc 特に今留は察部として誤薬事故を取り上げ，

FT A. 4M4E， SHELの各手法にて分析，比較を試み

本研究で取りょげた事故事例は，<午前8時 40分，朝食後

の!車用介助持，介護殺員 Aが患者?と話をしているうち

に，たまたま自分が手にしていた飽の患者 Qのラシック

ス(利該部)が入った薬f立を開けて患者?に瓶薬させ

た。>というものを対象としたc この事例jについて前述の

3つの方式により分析を行った FTAの分析結果は.

初の ANDゲートにおいて<薬誌の患者の名前不確認>と

<薬を持って移動した>という問事象がi可時に認さたこと

によって発生したと仮定し分析を進めたむその結来，

8錨，追求不能ー諜留事項5簡となった。 4M4Eに

よる分析:

Managemenりについて Educationが 6儲， Engineering 

が l個， Enforcememが 2偲， Exampleが4飽，対策とし

られた。 SHEL分析は，事故当事者 (L: Liyeware) 

と各要国 (S: Softwar引 の 対 策 郷 と し て 3儲， (日:

Hardware)の対策問として 1個. (E: Environment)の対

策部として 1儲， (L: Livεware)の対策関として l

られた FTAの分析では，スタッフの行動や，

発生の可能性・

策を再考する必要があることを指議したむ一方 4M4Eで

は，銭関・マニュアルの作成，周知， 1設}まという対策が抽

出されたが，いずれも本事部事故に対するものであり，

設的な看護管理留に関して触れているものではなかっ

また SHELにおいても 4M4Eと同;執事関に対する

にとどまった。した治まって FTAは， 4三14E.SHELと

して一つの事関で多くの諮在するょにラーを検出可能で，

な対策に対応することが可能な手法であると考えら

れる o FTAは，事部事故のエラー要国だけではなく，

在するエラーの論的が可能であり.看護管理システム

るために有効で、あることが改めて示されたc

214 日ヰ王者後研究学会総誌 Vol.28 No.3 2005 



P 1会場第42群

209)療養型病床群における転倒予防!こ対するスタッフ

の意識調査

一運動プロク‘ラム導入をきっかけとして一

1ft) 由紀子事IlJ玲奈，中島あゆみ，坪上茂子，樋木和子

(援療法入社出浅ノJI/金沢循環器病i淀)
加藤真由美(金沢大学医学部保健学科)

[13 B:J] 
療養型病床群患者の転倒の危険度は高く. ADLを維持す

るため転倒予紡は重要な看護ケアの一つであり，それには

の意識も重要である。そこで今国，自作した運動プラ

グラムを取り入れ.スタッフの転倒予防に対する意識調

-運動プログラム導入に対する意識の変化を調査・検討

したc

i研究方法;

1)転簡予防の意識調査対象:療養裂病床群に勤務する

20~50 歳，経験年数 O~27 年の看護者及び看護補助者 37

名。方法:独自の調査用紙を用い転倒に対する思い・ケア・

体験・看護締がおjく患者の思い・ヒヤリハットの捉え方に

ついて自由記載とし GSES(一段位セルフエフィカシー

尺皮}による自己効力!惑を調査c 2)運動プログラム

に対する意識の変化 対象:運動プログラムを導入した病

棟の者護者及び看護補助者 18名。方法.運動プログラム

を導入する議後に 1)の調査内容と運動プログラムに対す

る思いを独自の調資用紙にて調査。 3)倫理的配惑として，

調奈川紙は無記名とし tJtlHは本人の意志に委ねたc 4) 

分析:調査用紙の問答を怒J取材'伐のだi献でl:に基づき分類。
お古来]
1) ITII収率 27名 (73.0%)0転倒対策の実践汗観察見守り

を重視J12名，転倒に対する思い:[転問予/;jjを常に考え

るJ6名。ヒヤリ・ハットの捉え方:[振り返り・反省，ケ

アの見直し情報の共有J12名。看護郊の描く転倒に対す

る怠考の思い:[危険度を理解していないJl2名c 2)転倒

対策の実践:[ケアの兵体策を考えるよう変fじ4名。転倒

に対する，I，!.J，ぃ:[プラスに変化J8名3 看護婦の描く転倒に

対する患者の患い:[プラスに変化jが7名。そのうち f患
者の立場に立った意見に変化jが4名。運動プログラムに

対するj忍い:[プラスに変fヒJ9名c その内容は f患者の反

応に効来を感じている，継続希望jであった。 GSESはス

タップ全体で運動プログラム前では，平均値8.58点から後

では 9.42点と有意差が見られた。

[考察]

スタップは何らかの意見を持ちながら日常のケアを実践し

ており.転倒す~/坊を葉嬰視していることが明らかとなったや

運動プログラムを導入したことで，すべての項自で関心度

が向上した。また継続の大切さ，情報共有の重要性と内

容も向上，患者の立場に立ち考える視点に変化した。新た

ログラムを導入することは，不安を伴う皮函.病

棟全体で取り組むことでスタップ全体の意識を高め看護の

質の向上につながると考える。すべての者護ケアにおい

て.チームで取り組むことは絶対であり，今後も肴設に対

する意識の維持向上に努め，より患者の QOLを高める

を提供していく必要がある 3

210)臨壊事故の当事者が語る事故の「予克jと f欝蓄しj

の構造

林千加子，上野端子

(関山県立大学大学院保健福祉学研究科看護学専攻)

平本美津恵(川崎医科大学付潟Jlllu奇病院)

草地仁史(河田病院)

111 EEl綾子，横手芳恵(関111県立大学保f軒高校学者11看護学科)

{研究目的}

看護者が遭遇する医療事故は，ヒューマンエラーも含めた

複合嬰関によって発生することが多い。そのため事故妨止

対策として個人の能力やシステムの開発に絞り組むという

のではなく，法擦の震に関わる包括的な対策として取り総

む必要がある。研究者らは，了者護事故と者護者の経験の

構造J1)の研究で¥事故経験を関想、することによるリス

ク感性の党躍の講造化を試みた。本研究はさらに

llliJから事故発生までの経過を捉えて事故の包括的な構造を

明らかにすることを自的としたむ

{研究方法]

研究参加者は，退去に庭療事故体験がある看護験者 22名。

その中で事故の「予見jを認知していた 9 部を分析し 13

部を比較対象とした。データ収集は，事故前後の過程に関

するインタビューガイドに基づいた学構造化面接を 1~2

同行った。分析方法は GroundedTheory Approachを用

い磁誌での録Efテーフつを逐語録に起こし異なる背景を

持つ研究者関で解釈し継続比較分析を進めた。データ分析

期間は王子成 16年 1月~王子成 17年 2月O 倫理的配惑とし

て.参加者には研究の趣旨や倫理的基本事項を 1-分説明の

後，参加の合意を得て書:阪で=確認し承諾書:を交わしたs

民主来}
事故の f予見jを持つ事部では，看護者ーの「予見jは臨床

状況や患者の状態について事前に得た情報を基に，実践に

おいて事放を具体的なイメージ、を持って予il!IJしていること
であったc そして事故発生に至るまでには，その事故のf予
見jが f提言じを受けて事故田避に烹らない構造があった。

それは者護締の持つ知識と経験に裏づけされた事故の予iJ!iJ
とそれを回避する技術とともに，事態に対処する責任意識

を背景にした予測で構成されていたが.これらを f援乱j

させる臨床の環境・状況嬰回が放の発生する場を構成し

ていた。この講迭を fリアリティの撹百Lj として機念化し

た。

{考察}

9事例の事故はすべて ReasonやRasmusseねなどによる

ヒューマンエラーの要素が見られたっ本研究では，当事者

が語る事故体験を分析することで，事故をヒューマンエ

ラーとシステムの関係として抵括する開題追及が可能と

なった。事故の「予見jと 1)アリティの按苦LJにi主呂す

ることで¥当事者を龍題解決の中心に位置づけながら事故

の対策を検討することとなり.儲人の事故の再発予防と医

療の裂の改善を含むリスクマネジメントにつながると思わ

れるc

1)王子本美津恵ほか:[看護事故と看護者の経験の構造 問

想、による体験過程の分析J. 日本者護学会論文集 32問看護

管理， P303-305， 2002 
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208)看護畿の職業認識と個人麗性の議討

とさ

{目的i
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お分析方法:

した。綴人馬性に応じ

を実施し平均値の比較をした。

i結果及び考祭}

いずれの調子についても，

する常定的障答率が高く.

うIE、うややそう，rJ:，、う jと

まりそう忠

に鰻いている

られ，

(F 9.532ρ< .000) 

ρ< .000) 人格 (F= 7.560ρ< .000) 

8.021β< .000) 社会的意義J(F = 8.534ρ< .000)となっ

ているむ委譲締長が最も平均{疫がおく，次いで主任，スタッ

プのm!誌となっているc

2.339β< .017)役割理解J(F = 2.382ρ<血訟において

られたε いずれも混合錦棟におし

i療が高くなっている乙器護職{立会毅的に自

るポジティブな笠間環日に対し

人格的な郎爵を尊重していることが明らかとなったc その

傾向は支{壬ある投殺にあるほど増強され，勤務場所によっ

てな

1) 

妥当性の検討， 日
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206)養護師・霞師罷における意思疎通が自難な場瞳と，

その対TLi

総杉光f-t(医療法人健和会奈良東病i淀)
111紅i一朗(臨床研究支援センター)

{話的]

臨床現場における看護締・医師関の意思疎通が顕要!tな場面

の実態と.その対応、について実態把握を試みたc

[対象と方法}

2005 if. 1月初日から 26日にかけて， N県某病院に勤務

する看護締 60人法師7人を対象として，河野互の意志疎

通に臨難を生じた場面(顕難場目立)Jに関する誠査票を説付

した。その項呂は，予備欝交の質的分析を経て作成した。

なお，対象者にはあらかじめ本研究の趣旨を説明し協力

への伺意を得た。

[給条と考察]

L基本属性:看護師の年齢は 18歳から 55殺に分布しそ

の中央値は 34.5歳，また医師は 31歳から 55歳までに分布

し中央値は 47.5歳であった。 2.関難場磁の実態:看護師

の関答は f夜勤帯に医師が病棟を見留りに来ない (78.3%)J 

f指示出しが遅い (66.7%)Jr夜勤帯に機嫌が惑い (65.0%)J 

f患者の所に行かない {56.7%)Jr口頭指示だけでカルテ記

入しない (55.0%)Jr医自'lPflJlの意志疎通が悪い (55.0%)Jの

}11l1(こ多かった。閥答パターンに主成分分析を施した結果，

イベースJr状況を知らない非常勤医mnJB勤帯以外の

機嫌の悲t:' Jr援稲荷jの定(;íl::~迭の惑さ J などの 9 つの主成

分に集約された(集結寄与ネ 69.7%)0そのうえで各主成

分得点と年齢との相関を調べたが，有意な項目は存在しな

かった。したがってこれらの場面は，者護r.Inの年齢i誌に関

係なく.普通的に存在していることが示唆された。

医部の回答は f適切な観雲寺・対応ができない (42.9%)Jr報

告が遅い (42.9%)Jr患者の立場になって考えない (42.9%)J

f雑談 (28.6%)Jr処設をする時防が遅れるな8.6%)J r支鉦

転嫁 (28.6%)Jの般に多かったo 3.対策の実立さ:関難場面

に遭避したとき，何らかの対応策をとっている看護部は 22

人 (36.7%)にとどまった。その内容は「底r.市本人に闘って

いることを伝える (21.7%)J r上司に報告する(l1.7%)J

f他の民自立iに頼むら.O%)Jであった。一方， [歪師で対応策

をとっていたのは 3人 (42.9%)で.その内訳は「本人に注

る (2人)Jr王手めに病織を[ITJる(l人)J rJ二百jに技窓

させる(l人)J r研修に反映するよう依頼する(l人)Jで

あったc 意志疎通にともなう問題は.通常「休憩室での話

レベルで終始し具体的な対策を講じにくいのが常で

ある。しかしながら状況を知らない非常勤医師jのよう

な問題は，放誼すると最終的に医療サービスの低下ーにつな

がりかねないc 来i詫頻度が少ない非常勤E宣告niが病i誌のシス

テムや保管薬について熟知しているとは考えにくく.その

対策は，病i淀という組織レベルで、行われるべきであると考

える G 今回の調査実施後.看護締・底部双方から結果の跨

い合わせが相次ぎ意志疎通闘難という問題に対する関心

が高められたことを実感した。これを機会に，若護衛官.B三
郎相互の理解が進展することを摺待したいc

20ア)病院に勤務する看護職者の役割の認知iこ関する研

"'" 7L 

伶子.朝倉京子(新潟県立看護大学者護学部)

[話的}
近年，科学・技術の進歩に伴い，薩療の場で求められる知

-技術は多様化している。このような役会情勢のゆ，

護月誌は，人々のニーズに即座に対応して，可能な限り良質

の者護サービスを提供する笠務をもっており，看護織の専

門的な役割を確立することが必要であるc そのような背景

の中で，看護織に期待されている役割は多様であり，必ず

しも統一されているものではない。従って，看護職それぞ

れが倍々の役鋭を認知しそれを基盤に看護を実賎している

のが現状である。そこで本研究は，現場で働く看護職はど

のように役割を認知し看護を実接しているのか，そして認

知した役割とどのように向き合っているのかを明らかにす

ることを目的としたc

[研究方法]

東京都内の A大学病院の外科病棟の看護隊 11名を対象と

したc 各対象者につき 1鴎の半構成的面接を病院内の倒護

で行った。在百接時間は 1時間殺度であったc データ収集期

間は 2004年 7月から 9丹に買った。面接内容は対象者の

同意を得てテープに録悲し逐語記録を作成した。データ

分析は.逐語記録をもとに質的帰納的に分析した。

[ 11命埋的援己掻i
対象者に研究の主旨，商接内容の録音，プライパシーの保

持，研究への参加は自由意志であり不参加による不利援を

被らないことについて文書で説明し同意書により同意を

得た。

[結果・考察]

本研究の対象の看護締は，看護織としての役割を，患者を

中心とした関わりをすることと認知していた。それは.患

者の不安を和らげる，患者の安らぎ.患者の自立を促す関

わり，患者のニードを満たす，患者を思いやることがあげ

られた。患者の不安を和らげるために，患者の話を聴かな

ければならないと感じているが，忙しいためにできないこ

とに葛藤を感じていた。また，その場その場の状況に対応

することも役割として認知しており，多様で予測不可能な

状況に対応ができないことに対しでも葛藤を感じていた。

また，援舗と患者との中継，医師の介助の役割を認知して

いた。患者に理解できるように医師の言葉を伝えるため

に.また霞締の介助の上で必嬰であるために.匿学的な知

識の必受性を感じていた。患、考の不安に応えるため，療養

上の知識と医学的な知識をもつことも必婆であると感じて

いた。医療を行う上でミスをしないことも役割として認知

していた。 以上のように審議織の認知する役割は.状況依

存的で、かつ人間関係を基盤とすることを特鍛としており，

また一方で，援師の介助や医師と患者との中継など「間接

的jな特殻をもつことが明らかになった。
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204)患者の嬢養生活上の制約iこ対する審議職の認識と嘗

その関連要望

(新富市立医療センター)

出毘(鵠床研究支援センター)

< .05) な

2主成分

が「あるj場合に r値

段iの療養生活に対する

も，むしろ両親や克弟・

していること治宝わカミった。また，

l主成分(医鱒の治療行為)は療養生活上の制約jの第

6主成分(寝兵類.r口.187.p < .05).第7主成分(施設・

設備.r・ぉ .262.p < .01)と謂連していた。

疑j務jの第2主成分(看護簡の援助行為)は，

の翻約jの第 3主成分(寄せ!袈事項， r = .267， p < .01)，第
4主成分(くつろぎ空間， r = .213， p < .05)と筒速してい

た合

205)看護織と盤時との謡畿における翠懇と現翼

線塚郎子〈千葉県衛生研究所慾康疫学)

主主刈淳子. 大島弓子，

[自的i
霞擦の質の向上や反療の安全の観点からも，

との協働はチーム器療の重要な劉IJi認である。日

とE支部との協働に寵する

究が大部分であり，

愛知i塁内の事ijj争11尋問病院を除く 100

と問答した

った

者が74%を占め， 1弱者のt~働の実態認識の違いも考癒する
と両者の棺互理解を深めることは理想の協働の実現に向

けて不可欠と考えられたむ
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202)ブリセプターシッブiこ演する検討

ープリセプターの投割行動と支援体制の調査より一

前m統美(東京慈恵会医科大学If付属

芳賀{左利子(東京慈恵会i芸科大学医学部看護学科)

{目的i
A病院においては平成 7年境より新人教育の一貫としてブ

リセプターシッブが導入されている。荘、は臨床経験4年目

の11寺にブリセプターに任命された。しかしプリセブテイ

との関わり方や，看護業務と新人教育を開立させることに

負担を感じていた。そこで，プリセプターの役割行動とブ

リセプター支援体制の現状と課題を明らかにするために本

研究を行った。

{研究方法i
対象 :A病続 2003年度プリセプター看護締 80名。調査期

間:2004 年 3 月 22 日 ~3 月 31 白。調査方法:質開紙によ

る腎め設き調査。 r村容:属性，プリセプタ一役割認識につ

いて (6項践にブリセプタ一役謡行動については7項岳 )0

倫理的記底・看護簡に書面で研究の趣旨と方法を伝え.プ

ライパシーを保護し，得られた情報は本研究の目的だけに

用いることを説明し.同意とiお力を得た。

{給染・

有効1m答 71.2%，対象の平均年齢 27.05歳，臨床経験の

5.141joであったc 調査項自のプリセプター役割認識

については f看護実践者としてのモデルJ49.1 %と低い閉

った。プリセプターはプライマリーナースとしての

っている時期ではあるが.自身をモデルと

して活用することの京裂性が認識されていないのではない

かと考える。プリセプター投割行動については

者ーとしてのモデル;をカテゴリとする項践では「看護ケア

-者護手}II立を活用したJ49.1 %と問答したっ学習に必

姿な資料の提示は，ブリセプターの学習を支え，統一した

指導を実施するためには必要と考える。人のEl襟設

定・学習ニーズの把握jをカテゴリとする項目では半数以

上が「出来ているjと館答した。;新人の評価・フィード

パックjをカテゴリとする項目では.プリセプティが失敗

した場合は 93.0%のブリセプターが振り返りの機会をもっ

ていた。ブリセプター支援体制については， r整っているJ
と答えた人が61.4%であった。しかし自由記載の楠では

支援体制j上の問題を指摘した記載もみられた。支援体制が

っているjと答えた群では，全質問項目のうち 8項目が，

支按体制が「撃っていないjと答えた鮮より有意に高かっ

た。ブリセプターシッブが成功するためには，プリセプ

ターが役割を明確に意識し行動できるよう教育をしてい

くこと.さらに.ブリセプター支援体制を整えるためには，

スタッフひとりひとりが役割を意識し協力体ililJをとるこ
とで.病棟の業務の中でプリセプターが役割を発揮しやす

い環境を整えることが必要であるc そして.投書t行部jを遂

行できるようにするためには.何よりもブリセプター自身

の看護実践力・臨床判断力・指導力を培う継続的な教育が

必姿であると考えるc

203)錆環器系疾患者を有する外来患者の生活問診票の妥

当性と信頼性

関 (酪i察医療福祉大学大学!知事二!コ課程)

[目的]

本研究では，循環器系疾患を有する外来患者の生活関診紫

の妥当性と信頼性を検討することを日的としたc

{研究方法i
1 .対象:40歳以上の高血圧，高指j鼠症，糖尿病のいずれ

かを有する男性4名，女性 16名の討 20名とした。 2.諦

査期間:2004年 9月78から 12月 28日間の計3回実施し

たc 3.生活関診票:測定した問診;項目は. 1.疾病理解状

況 2.疾病理解の影響 3.疾病理解内容 4.楽部の理解 5.薬

剤管理の影響 6.情報収集の方法 7.教脊経験 8.治療の促

進 9.食習強調整への認識 10‘食習壊の意識的調猿 11.栄

養士の指導 12.食習積調整を臨書する佳子 13.栄養士の指

導成果 14‘介護の身体的負担 15.介護の精神的負担 16.B 
己の介護希望 17.家族の健康観の影響 18.運動の動機 19.

運動習f震の生活への影響 20.偶人生活の認識 21.家族生活

の認識 22.周囲の病人存在の影響，の計 22としたむ評価

尺度は， 1-全く知らない乙あまり知らない 3-少し知って

いるふほとんと1日っている.の4段階法とした令 4.調査

方法:対象が，受診時に部資用紙を配布，受診待ち時間に

記入を行った。 5.倫理命的配綴:調査に関して.事前に施

設長と看護婦長，患者本人に文書で研究の.=E皆を説明し

情報は，匿名性に記癒し不参加による不利主主は.一切生

じない旨を結えた上で，文書で同意を得た。

{結泉}

1.属性対象の年齢は.61.5土 7.3歳.主診断が高血圧症

17名，お脂血症 3名であったc 受診継続は 75.4::t 66.3ヶ
月であった。 2.生活問診票の妥当性と信頼性分散分析

の給栄， グルーブ1m王子7i79.3835 DF15， Mean Square (以

下 ivIS)5.2922. グ，Jv-ブ内iJlU定平方和 127.6165DF21 MS 

6.077 F9.647 p < 0.000とrH]診項自の有意性が示されたっ

Friendman検定統計設のx= 119.062. F = 21. p < 0.000 
と問診項目の適合性が示されたむさらに， Cr・onbach'sα 

.8810と高い信頼性が示されたc 項目要閣の分散分析では，

項目 2.疾病理解の影響 F4.122. 項日 19.運動習慣の生活

への影響 F4.385.項自 20.個人生活の認識 F4.592が. 1む
の項目との有意牲を示した (p< 0.05)。
{考察]

先行研究の概念と下位項詰の妥当性のある問診票に介護

など新たな項院を加え.より質問内容の充実した生活問診

票の潟発は. pJJ診項目の妥当性および信頼性が検証でき.

精度をi弱めることができた。過去.診療補助として問診察

は，各法療機関において作成・活用されてきたが，その内

容を論理的に探求することは少なかった。それだけに，本

研究は.患者教育における介入内容と方策を明確に提示す

ることのできる.患者の生活機能を反映した意義ある問診

票開発である G ヱド生活問診票は，看護介入からは，疾病認

識，受診管理，生活調整を指導カテゴリーとする評価シス

テムであるが，今回の調査から，患者の受診行動を基に考

えたプロセスのある毎括的概念講造化が必要であると考え

る。
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200)新卒審議部とブリセプタ…とのリアリティシヨツ

ク!こ関する認識の椙違

(山形大学大学院医学系研究科養護学専攻)

布施淳子(山形大学i玄学部看護学科)

{自的i
とさ1.1-る 1)アリティショック

の対策として，ブリセプター制度が導入されている。しか

し新卒者護締とブリセプターとのリアリティショックに

関する認識の絡違について検討している研究は少ないc そ

こで本研究{丈新卒看護鶴とブリセプターとのリアリテイ

ショックに濁する認議の相違について検討することを昆的

とした。

{研究方法}

期日:20例年6月中旬から 7月中旬。対象.研究主旨に用

意の得られた東北地方の病床数 500床J2)、上の一段病院 24
施設の平成時

した。

は，就職後3ヶ月時点の状立さについてE毒性と 8[恭

子 62項呂からなるリアリティショックの質跨紙について

ブリセプターには，器性と新卒審議i郊の 1)アリティ

ショックを想定した新卒看護締と j言i採のリアリティショッ

クの質問紙について留答してもらった。

住吉泉i

リセプターとのリアリティショック

関して，新卒看護郎iの1)アリティショック

点とブリセブターからみ

クの各開予王子均得点を対誌のある t検定により

ゆく 0.001)
(p < 0.001) Jにおいてブ1)

また‘ブリセプ

(p < 0“001)業務の多忙さと

りがい，楽しさ (p< 0.001)ふ
(p < 0.001) 仁患者の死に~号する対応、 (p

< 0.001りにおいて新卒看護部より乎均得点が存窓にお

かった。

{考察]

以上の結果より， は自分の実践能力の不足を惑

じて身株主主結神的議状についてリアリティショックを

ブリセプター

患者の死への対応や仕事のやりがいの

リアリティショックとして認識してい

自己のj勾泌についてリアリテイ

ショックを認識しブリセプターは新卒看護締を取り巻く

な環境について新卒者護締のリアリティショックとし

している点に相違があることが示唆されたっ

201)ブリセプタ…を経験する看護鰐の成長評鑑

ーブリセプターの自記評舗と部長評{認の比較一

[EI的]

ブリセプターシッブはブリセブティーの成長のみでなく，

ブリセプター自身の成長も程す。ブリセプタ

s市と経験後者護婦の成長に対する自己評価の追い警

日己評価と締長評価に違いがあるか明らかにするc

i研究方法}

1.対象:都内 A 病i誌に勤務し経験年数 3 年~7iF 自で

100名c また

2. 器出:平成 16年6

4. mlj定用具:

文献や先行研究よ

りブリセプターの成長に翠まれている項関をflll出し 20
8作成したゥ 5.分析方法:SPSS12.0jを用いて，

{結果]

{考察i

を実絡した。 6.

と口頭で説明し

はさ;面で参加の自由と

し.部長はブリ

を詳錨している。また，

ブリセブティ…との十日性とブリゼブタ…としての

ると考え.相性に関係なくブリセプターとして

ることで看護il市として成長しているといえる C

など自己の成長を評価しているが，

として人間関係・綾場環境課撃を含めて評髄する

向が弥、く，ここに看護繭と部長の評価に対するずれが生じ

ていると考えるc ブリセプターを経験する

の移行期であり，ブリセプター経験での成長を遮窃;ニ評舗

できるような工夫が必要と考えるc
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198)プリセプターを初めて体験する看護師の役艶葛藤

の分析一中堅に向かう看護輔の成熟に関する一考

察一

清水千春.池田明子(聖マリアンナ医科大学病院)

{目的}

本研究はプリセプター役割遂行に伴う葛藤に関連する体験

を対人関係論に基づき分析し現任教育の観点から看護師

の成熟支援への示唆を得る事を目的としたc

{研究方法}

某大学病院に勤務する 4年目以上の看護締でブリセプター

を初めて体験した 7名を対象にプリセプター開始3ヶ丹

後と 8ヶ丹後の 2留磁援部査を実施したc 対象者にはフォ

ローアップ研修の場で参加を依頼し研究趣旨，プライパ

シー確保等について説明し同意を得たc 特に面接持は進行

中のプリセプターシップに影響を及ぼさないよう配癒し

たっ許可を得て録音した面接内容を逐語録に起こし参加

者の役割葛藤に関連する体験内容を抽出した。この過程で

指導教授のスーパーパイズを受けたc

{結来及び考察]

1)参加者・全員が役割葛藤を体験しており.葛藤主主起の過

程は f理想像と自己犠との比較対日空jから始まり.r対立す

る倣1r立や迎想、の明石i'HtJに至る 6段階に整理されたむこの

過程が自己像の再評価等で構成される苦手から.ブリセプ

ター役訴に伴う葛藤は者護郎経験全体の見直しの機会につ

な治すると言える。また，ブリセプターシップカサ寺つマン

ツーマンという特f設がこの局関形成への刺激となることが

推察された。 2)上記の過認にオルボートによる成熟した

パーソナリティの特段が見出され.ブリセプターに役割葛

藤が生起する法設には成熟のカが作用していた。 3)臨床

実践能力の一つである対人関係能力は. r患者の自己理解

の支援に没頭できるJr対象理解における既存の知識や経

綾の限界を自覚するJrそれに伴う感情の揺れを制御しな

がら患者へ関心を払い続けるJ一連の複合した能力と考え

るc 本研究で成熟した存在と見なされた看護師は，この能

力を発部してプリセブティを支援していた事が見いだされ

た。 4) ブリセプターにとって役割遂行に伴う葛藤は不可

避であ札患者及び程療者と生産的な関係構築が可能とな

るための重要な局面と言える。また病棟側にとっても潜在

的な開題の解決につながる。従って初めてブリセプターを

担う看護締の成熟支援には葛藤に直面でき，それを共通の

問題として解決に取り組む協力体制の確立が必要と考え

る。 5)研究協力指院はクリニカルラダーを導入しており，

プリセプターシップは中堅(レベル 3) に柏当するが，災

i捺にtf!う看護締の多くは一人前(レベル 2)にいる C 雨レ

ベルの間にある質的差異を乗り越えるためには経験もしく

は学習が重視されるが.成熟過程上の重要な局面にも関わ

らず，いずれの参加者も本人にとってのブリセプタ一体験

の意味づけが希薄であった。ここから彼らの熟達支援には

体験を討議・分析しそこで見出された意味を他者の体験

を通して吟味する学習機会のさらなる充実が示唆された。

199)病践に就業する看護師の職業経験の現状

鈴木美和(天使大学)

亀問智美(国立看護大学校)

?な島なをみ(千葉大学)

[ft}Fヲ右目的}
病院に就業する看護nlliの職業経験の現状を明らかにし今
後の研究議題を検討する。
[研究方法}
1!!~作為抽出した会問 72 病院に就業する看護部1. 060 名を
対象に主主問紙調査を実施した。
[iRU定j召兵}

信頼性・妥当性が確保された絞業経験の質評価尺度(鈴木，
亀偶他. 2004) を用いた。これは 5段階リカート~尺度
であり，得点がおいほど職業務験の焚が高いことを永す。
{データ分析}
記述統計値を算出し平均得点±標準偏差を用いて高得点
及び低得点項目を明らかにした。
[ 1命理的配慮}

無記名，個別役阪により質問紙を関JI又し対象者の援;s性と
任意の参加を{将校したc

{結果及び考察]
質問紙703を閲JI又でき(回収率 66.3%に有効回答618を分
キ斤した。
1.対象者の特性:王子均年齢38.8歳 (SD9.6).平均臨床経
験年数 15.0ij三 (SD8.8)0 2. 尺度得点:総得点は 35点か
ら148点のi線開であり王子均 96.3点 (SDl8.5).尺皮全体の
項良平均得点は 3.2点 (SDO.6)であった。 3. 看護磁の職
業経験の現状(表): 30 rJci肢のうち高得点項Elは 1項傍(項
El 21).低得点項自は 2項臼(域自 2.25)であったコこれ
らは，者談師が1険業を継続し続ける過程を過して，家族か
らの協力と理解を符られるようになる一方. J~哉梁i言語ÛJの主主
擦となる自己の食生活の管理11や社会資源の活f討を疎かにし
てしまっている状況を去す。以上{点本研究の成人前期に
ある対象者が，生活構造の中心となるJI絞業に全力を注ぐと
いう発途諜題を迷成しつつある存在である一方，自己の日
常生活を見夜す必要がある符夜であり.これを返して職業
経験の質の向上が期待できることを示唆するc 総業経験の
笈と務設の質には有ftf:な庄の裕関があり，肴設の質向上に
向け，看護郎のJfi設業経験の伎を潟めるための兵体的な方法
をWjらかにすることは今後の課題である。

表 職業経験の焚評filli尺皮の符点状況(平均による降}II亥)

m 

ゐ;

8 
、

。
マ
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19ア)訪問看護臨む学翠ニード

三浦弘恵. -}な島なをみ

{目的}
訪問審議締の学留ニードを解明し幸子議終統教育のあり方

を検討する

{方法}
無作為抽出した訪鍔務護ステーション 250施設のうち，研

究協力に承諾した 38施設の看護溺 182:i'tを対象に平成 16
年 1月.郵送法による質問紙読査を行った。泌定府共には

a.学努ニードに関する質問紙 (:==:il芸飽. 2002) とb.劇作の

特性議交紙を用いた。 a.は学習ニー vの有無を向う:選択問

答式質問とその内幸子を向う政府関答式質問から構成されて

いる。 b.の内容的妥当性は専門会議・パイロットスタデイ

により確保した乙分析にはベレルソンの内窓分析ーの手i去を

用いた。また，看護教育学研究者 3名によるカテゴリ分類

への…致率をスコットの式に基づきZEt討し結果の信頼性

を検討した。

{倫理的記滋]然記名.個別投磁による質問紙践校を過し

対象者の法名性と任意の参加をf系統した。

[結糸・

質問紙回収数は 104(関~又率 57.1 ~ら) .有効能答は 89であっ

た1)対象者の特性:年齢は平均 41.4段 (SD7.6).臨床経

験は平均 17.4年 (SDl2.4)であった。 2)訪問者護部の常習

ニード:分析対象となった 89名の記述は 313記録単位に

分?させできた。このうち，抽象皮が潟く;滋味不明の記述等 53
記録単{交を除く 260記録単位を分析したのその結果.訪問

者護締の学習ニード 32カテゴリが形成された(苦心。カテ

ゴリへの分類の一致事は 81.0%以、上であり， カテゴリ{ま信

級殺を篠保しているc カテゴリが表す訪問看護締の学滋

ニード 32穏類は，看護の対象となる在宅療後者の疾病や

状態に特後づけられていたっこれらは.学留ニード 32緩

類が訪問肴議自前の多くに共通する専門性のおい内容であ

り，その充足支援にはスタップ数の少ないステーション内

の教育よりも幸子議継続教育機関の教育が効来的・効察的で

ある五I能性を示唆する。今後の議題l丸木研究の成よ誌であ

る学潔ニード 32 懇類をJfJい，信頼性・妥当性を 1~言えた訪問者
護阪の学習ニードアセスメントツールを開発することである。

表訪持者議締の学潔ニード
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195)審議訴究支援体制導入前後!こおげる看護スタッフ

の意識の変化

中島幾美.a村はるみ.翠)11道代，相馬陽子，棚沢豊子，

mJlIみさ子(佐久市立器保浅間総合病院看護研究委員会)

坂口けさみ(信州大学医学部保健学科)

{毘的i
A病説看護研究委員会では，平成 11年に看護スタップを

対象として看護研究の実態調査を行い，研究は難しい. n寺
間的負担が大きい，指導者がいないなどの問題が明らかに

なった。そこで向年から外部議長iliの導入と研究委員による

月1間の検討会を導入した。今関このような看護研究支援

体制を導入しその前後における看護スタッフの意識の変

化について検討したので報告する C

{対象および方法]A病院に勤務する看護スタッフ 184人

(平均年齢41.4::t: 8.4歳)を対象に，平成 11年に使用し一

部修正した自記式質関紙を記布したc 有効関答数は 180人

であったc 線変頃告は. r研究が自己及び看護へおよ{ます

「研究過殺の難しさJr発表後心に残ったものJr研究

での問題点jの4カテゴリーであり.合計49項目について

そう思うか否かの回答を依頼した。対象には研究の主旨を

文書で説明し悶窓を得た。データはコンピュータ解析し

個人が特定されないよう配慮したc

{結果}

肴護研究支援体制導入前に比較して，導入後には税外への

研究発表は 3倍に増加し査読審査制度のある学会への応

募や採択数も有意に増加したc 研究が自己及び、看護へお

よ;ます影響jについてみると振り返る議会[自己の成

[t!ll題意識[看護観新しい気づき〕など7項臼にお

いて，導入前に比較して導入後そう思うと部答した者が有

意に増加した。また. r研究過程の難しさjでは. [研究計

図書の作成〕に難しさを惑ずる者が多くなったむ「発表後

心に残ったものjでは. [達成感] [やりがい感]は為AIまに
増加し逆に〔拒絶感〕があると回答した者は有意に減少

したG 持汗究での問題点jでは. [時間の負担][上司や同僚

の理解がない〕の 2項呂においてそう思う者が増加した。

なお，外部講師による指導受講経験者は.[学習会や学会に

関心] [論理的思考] [姿勢が前向き]などの項臼が有意に

高かった。また.研究発表経験者は. [やりがい感] [挑戦

する意欲[研究への興味や探究心〕の項臼においてそう感

ずる者が有意に増加した。

{考察}

看護研究支援体制の導入による大きな変化は. I涜外への研

究発表数が増加したことに加えて.主読売審交制度のある

会への応募や採択通過数が増加したことであった。また

看護スタップの研究に対する意識が大きく変化しており，

研究を行う中で時間的負担を感じながらも，達成感や満足

惑を感じていた。これは，研究過程の様々な段賠で，外部

講孫i及び研究委員の繍部にわたる館別指導の成楽であると

考えられる O 今後も研究の紫を高めると共に，看護スタッ

フの研究意欲を向上し推進するためにも，研究支援体制を

さらに充実していく必要がある。

196)臨床看護部の看護実践能力の分析一審護揮の学翠

ニーズと蓑護管理者の教膏ニーズの特徴一

佐藤陽子，架橋京子ー議iIJ奇名津1-t.寺関幸子

(広島大学病院)

{自的}

本研究の目的は.臨床看護部が学留する必要性を感じてい

る看護実践能力(以下学習ニーズとする)と看護管理者が

教育する必要性を感じている看護実践能力(以下教育ニー

ズとする)の特設を明らかにすることであるc

[研究方法}

教育・学習ニーズの枠組みとして. 4領域(看護実賎，教

育研究，管理)9中位項自 29下校項目の看護実践能力を

設定し質問紙を作成した。各下位項目に対してどの程度学

習または教育の必要4牲を感じているか.r非常に感じてい

る~全く感じていないjの4段時評定で調査したc 対象は

総合病院に勤務する肴護rliji387名と看護管現者 91名とし

たc 対象者には調査の日的と方法，プライパシーと涯名性

の確保を文章で説明し研究協力を依頼した。問答により誠

査への用意を得たものとした。統計学的分析には SPSS

Ver.l2.0 for Windowsを用い，記述統計義;の算出. t検定，

一元自己置分散分析，多重比較，由子分析を行った。

{結果}

看護陣の有効関答は 302名 (78.0%).看護管理ー者の有効問

答は 88名 (96.7%).職位は看護部長31名 (35.2%に副看

護師長 57名 (64.8%)であった。教脊ニーズ・学習ニーズ

の平均値を t検定した結果. 6中{立項沼に有意差が見られ

た。兵体的には，対象理解，看護技術，倫理的記蕗.研究，

管理 (p< .001).対人IUH系・コミュニケーション (p< .01) 
であり，対象理解，者護技術は学習ニーズが高く.その他

の項目は教育ニーズが高値を示したこまた.臨床経験1年
自. 2~3 年目. 3~5 年目. 5~1O 年13.10 年目以上の

5段階で，双方のニーズを比較した結果 8下f立攻自 f疾
患知識H緊急、11寺の対応H後輩指導技術Jr学習課題にそっ

た主体的行動Jr看護研究への取り組みJr事rr知見の導入j

f業務管狸Jr.情報管理jにおいて，ほほ全ての段織に有意

差が見られた。多重比較の結果，学留ニーズと比較し教育

ニーズは臨床経験年数による差が認められた。また，質問

項自を悶子分析(最尤法.斜交プロマックス凶転)した結

采，学習ニーズとして 5詑i子，教育ニーズとして 3賎子が

抽出された。

{考察]

学習ニーズの特鍛として，看護実践能力に関する捉え方は

教育ニーズと比較して多様で、あり，経験年数に関係なく，

恭本的な看護技術や知識の護得に学習の必要性を感じてい

るo 一方教育ニーズは.3年自までに基本的な看護技術の

獲得は集中し学習者の経験王手数が増すごとに管現的側面

のニーズが高まる傾向を示した。 Knowles(1980)による

と成入学習者は今藍面している具体的な諜題に学習ニー

ズを抱く傾向があるとしており，管理者が考える以上に.

看護締は管理的側面よりも看護技術・知識の獲得に学習

ニーズを抱いていることが明らかとなった。
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P 1会場第39群

193)審護?警報支援システム導入と心身の実強!惑に欝す

る研究第 1報 システム毒事入iこ対する認識と，

その関連警臨

や鶴将人，

(和歌山県立こころの涯療センタ

山間一部(臨床研究支援センター)

{呂的}

システム導入(以下システム)に対する

部の認識と，その関連妥協を明らかにする。

{対象と方法i
w県内

て.20例年 3}j初旬

はf自宅でのパソコン活沼状況 I病棟でのパソコン

利用待問システム導入前後の認識と評舗の変化Jシス

とその理由jに関する工芸自を主義り込んだ。な

の向意を詩た。

{結来およ

は研究の趣設を説明し協力へ

1.対象者の基本属性:35人中9.l性は 13人{平均年齢38.5
土 6.6設L女性は 22人 (45.7会 8.8歳)であった。 2.自宅

でのパソコンi舌用状j兄:自宅にもパソコンが「あるjと凶

した 27人 (77.1%)に対して，

関したところ. rワープロ (66.7%)Jrインターネット

(51.9%) メール (25.9%) 表計算の額となっ

たっまた使用頻度が最も高いものは fインターネット

(33.3%)jであったG このうち fインターネットJrメールj

の使沼頻度において，男女i討に有意差 (p< .05 by Fisher' s 

した 3.病棟におけるパソコン利舟持

0-30分，率夜帯は最小 o-60分，深夜容は O
-100分で， rt1央僚はいずれも 10分であっ

ム導入に対する認識:システム導入に対する

は，肯定的 40.0%，否定的 31.5%であったがe

肯定的 65.7%. 否定的 22.9%に変化し

関答をした群の平均年齢は 45.3
よりもiおかったこ 5.システムに対する評価:

利になる (37.1 J わずらわしくなるは7.1% 
やりやすくなるな8.6%) 不安になる (25.7%) で，

的・否定的評価に二分されたc 特に?託事がやりやすくな

るjと留答した者の王子均年齢は 40.5議不安になるjと回

した若手では 47.4裁であった会導入後の評価は?わずらわ

しくなったはo.O%)jr不安になった (31.4%)J茂利になっ

た Jとなり，否定的評錨が上{立に栓寵したc ここ

でも f不安になったjと自答した群の王子均年齢は 49.0
最もおかった。 6.システム利用頻度とその理由:システム

の利用銀度は f時々は0.0%) しばし法 (20.0%) r常時

(8.6%りであり，その理由は f病院の方針だから (88.6%り

が時だっておかった。一方， rあまり利用していない

(31.4%)j理由としては.rソフトの操作が難しい

「自分が使用しなくてもいい(l1.4%)Jr函僚だ (8.6%凡な

ど.いずれも否定的な認識であったc 情報化システムは，

表向きは期待感と否定的感情をもって渇えられているが，

実捺の運熔については否定的な認識の方が強いと考えられ

た合

194)看護博報支譲システム導入と心身の負担惑に関す

る訴究 第2幸望 書義務霊童謡獲に基づく心身議揺感

との欝遼

摺田英樹，梅本伊畿，中鶴将人

(和歌w県立こころの霞療センター)

出国一朗(臨床研究支援センター)

(1.5土 0.7)
0.5) の綴であっ

理 (2.0会 0.0) と

との関連牲を明らかにするこ

も高く.r器護部管理案との報告・連絡(1.9土 0.7)J 
た合大分類部心理的負担践の平均{邸主?管理 0.6会 0.6)

0.4土 0.5)J 患者の役話(1.4会 0がj
0.5) の瀬であった。額分類別では

の研修計図と

各部局との連絡調設 (2.0会 0.0) 訪問審議 (2.0会 0.0)J 
fオリエンテーション (2.0土 0.0)Jが続いた会大分類別に

みた業務経続時間の平均値は.r管理 (50.6土 58.8)
の他 (38.8会 25.9)分Jr教育 (31.3土 23.7)分Jr;患者の没

話 (25.0土 20.7)分jの}II認であった。特に f管理業務jが，

心身の負担感，業務鍛経持関ともに最高値を示したことが

注話されたむ縮分類別では f訪問者護 056.7土 28必j
(は12銘8.9念 7苅0.2幻)着護職員の;諺研苦済f修許計争随および
O必jの額であつた 4.システム使用持問と身体・心理

的負担惑との関連:rシステム捜用時跨jと「身体的負担感j

「心理的負担感jとの関の Spearman}綴設相関係数はそれ

ぞれ 0.033，0.043であり，いずれも有意な関連性を認める

ことはできなかっ
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192)大学生のエイズに対する知識と鰭見的態度との関

連

渡部節子(公立大学法人横浜市立大学援学部看護学科)

臼井雅美(東京女子医科大学看護学部)

{目的i
HIV感染者やエイズ患者に対する偏見や差]jljiえ感染者や

患者の社会死や感染者の詩在化に伴う感染拡大をもたら

す。一般市民を対象にした先行研究ではエイズに対する態

度と正しい知識の量とは有意な楚はなかったと報告されて

いるが.看護学生を対象にした研究においては有意義が認

められている 3 そこで，今E立は大学生を対象にエイズに対

する知識の保有量と社会防衛的態昆差別的態変との関連

を明らかiこすることを日的とした。

{研究方法i
1.宗像らが f病気観と霞療対策に際する意識議査 I…エ

イズ観関三菱jで用いた社会防衛的態夜尺!支(14項日).iを別
的態度尺度 00項自).エイズ全殺にn与する正しい知識の

保有尺度 (30項民)を汚いた。 2.関東近郊の総合大学の

370名を対象に研究目的を説明し承諾を得られた学

生に弦間用紙を記布したo 3.分析は fエイズ会殺に対す

る知識の保有;経jと「社会防衛的態安j及び「悉]jlj自主態毘j

の相関関係を，ついでそれらを年齢・学部・学年・性の因

子JJljにt検定安行った令九「エイズ全般に対する知識の

に関してはその尺度に含まれている

隠する正しい知識jの項目のみを取りおし時様に棺関関

係及び t検定を行っ

[結来・考察]1.質問紙の囲収状況;I滋段数は 335名

(90.日心，有効圏答数は 330名 (89.2%)であった。 2.対

象の将校;年齢は 20才糸満252名 C76.4<J心.20-24才73
名 (22.1%に 25才以上及びNAは5名(1.5%)であっ

は文系 2学部と理系 1学部で¥学年は l年生 286名

(86.7%). 1邸主 2-4年生及びNAであった。性別は女性

181名 (54.8%).男性 149名 (45.2%)であったo 3.分析

と考察;年齢別にみると f感染経路に践する正しい知

の項自に関してお才未議と 20:;}-以上とに

あった (p< 0.0おものの，ぞれ以外の項自におい

差は認められなかった。尚，学部・学年・殺到においては

各項自共に有意差はなかったが. 1年生における「議開的

態度jを文系と理系とで比較すると文系が有意 (p< 0.05) 
に{廷かったc 各尺度における相関鰐係をみると「エイズ全

設に対する知識の保有量jは「感染経路に関する正しい知

とlEの格関 (p< 0.01)が認められた。一方.r社会防

衛的態Eむとは (p< 0.01)で.r義知的態変jとは (p< 
0.05)で負の相関が認められたc この結果から大学生にお

いては fエイズ会穀に対する知識の保存最jが高いと f偏
見的態度jが低いということが明確になっ
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190)看護業務iこともなう箸護師のユニフォ…ムの汚染

震に関する研究

山本恭子，鵜飼和浩(兵庫県立大学看護学部)

[El的]
近年.病院内での感染対策は重要な課題である。そこで¥

我々は看護師のユニフォームの交換頻度を検討するために

義般に伴う汚染を誠べたc 汚染度の指標として細菌数およ

びアデノシン三 1)ン綾 (AT刊を測定した。

[研究方法]

笑験協力者は研究の趣旨および方法を説明し同意が得られ

た著護大学4年生女子5名で¥ワンピースタイプ，ズボン

タイプの 2撞類について開ーのユニフォームを 1お8時間

5日間着用し務局中は洗髪，i青拭，ベッドメーキング，

環境整俄.パイタルサインの測定などを含む看護部の活動

モデルに従って過ごした。着用前に ATP，細菌を採取し

基準値としたc 毎日の着用後にワンピースタイプでは「え

りJrそで(外側)Jrそで(内倶U)J r腹部JrポケットJrす
そJの6カ所，ズボンタイプでは fえり Jrそで(外側)J
fそで〈内側)J r腹部JrポケットJr上着すそJrひざJrズ
ボンすそJの8カ所から ATP，細龍を採取したc 絹蕗数の

測定にはフードスタンブ標準寒天培地， ATPの測定には

ルシパック廷を{史沼した。

{紡糸i
ATPの5日開の推移より， 2日Bまではズボンタイプの

「ひざjを除くすべての部位で増加が見られ， 3日告以降は

部{立により呉なり，経日的に増減を示しながら緩やかな培

加i滋向にあった。部位別の累計宇より， ワンピースタイプで

は fえり Jrポケット rすそjズボンタイプでは fえり
「ポケットJr上肴すそJの服に ATP値が高かった。

京filj笥数の 5日間の推移より，ワンピースタイプでは全ての

部位で 1日着用後よりも 5臼間着用後で綿E複数が高かっ

たむズボンタイプでは「ひざJr上着すそJrポケットJrズ
ボンすそjで1B着用後よりも S日間着用で増加が見られ

たが， rえり Jr腹部Jrそで CI村側)Jrそで(外側けでは

1日着用後の網鴎数が5B簡を通じて最も高く， 2日毘以

降は比較的綿荷数が少ない状態で推移した。部位別 5日間

の累計ーより，ワンピースタイプでは「すそjが最も高く，

他の部伎では大差なく，ズボンタイプでは「ズボンすそ

「上着すそJrひざJrポケットjのJIInにiおかっ

{考祭i
ATPも細菌も部{立によって増加の仕方に差はあるが，着

用前よりも確実に増加した。また. ATP は夜接皮膚に接

するえりで高く，細菌は下半身に付者しやすいと考えられ

る。さらに，手，で触れやすいポケットでは ATPが高く，

縮菌も下半身に次いで付R若しやすい。従ってユニフォーム

は毎日交換することが望ましいが，不可能な場合には予防

衣のil5"ffl，特にズボンすそに縮菌汚染が顕著で、あることを

ふまえて，すそが床にふれないようなズボン丈に工夫する

ことなどが有効ではないかと考える。また.ポケットの汚

染による感染を予訪するために，手指衛生を確実に行うこ

とも必要であると考えるC

191)針到し・明創後のフォ口ーアップ関する研究 1

前田ひとみ，鶴田来美(宮崎大学涯学部看護学科)

福!万真弓(宮崎大学医学部隊属病院)

{自白色}

針刺し・切部後(以後.会1-刺し)のフォローアップは施設

によって異なっているため，必ずしも十分な対応がなされ

ているとはいえないc そこで、本研究は針刺し後のフォロー

アップと針刺し事故防止マニュアルの運用の実態を把握す

る目的で弓子った。

{方法}

平成 17年2月に.2001 -2002年版病院婆覧(医学書院発

行)に掲載されている 200床台と 500床以上の 1314病臨

の感染管理担当者を対象に郵送諮査j去による調査を行っ

た。質陪紙は針刺しマニュアルの有無とその運浴につい

て，針刺し後の感染症検査や精神面へのフォローアップシ

ステムの内容と実施体制について， ist耳ilJし予紡対策の内容

と効果から構成した。倫理的配惑として病i完が特定される

ものは調査項gから省主課査察の表紙に研究の主旨，研

究成果は公表すること，問答の郵送をもって調査への間意

が得られたものと判断する旨を記した。

[絞染並びに考察}

恒i容禁の間収数は 502病院 (38.2%)でに設盟主体は医療法

人が 35.5%で故も多かった。鴎答者は看護締が最も多く，

次いで‘i支部.感染管理看護師の顕であったむ平成 16年の

針料しの総件数は 0~176 件で仁1:1央値 9 件で\労災認定は

0~103 i!j:で1'1:1央依 2件であった。感染illlJ御チームを

89.6%の病説が有しており，会f料し4J主主主j坊11:マニュアルは

92.0%の病践が作成していた。針料し予防器材を導入して

いる病i出土 82.5%であり，主十科し予i坊器材の導入後針科し

件数が f減少したjと@]答した病院は 48.6%であった。最

初は増加したように見えても長期間でみると針刺し件数は

減少していることや，繰り返し教育することの必要'性が示

された。

針刺しが発生した場合には f当事者や相手の感染の谷無に

関係なくすべてjを報告するようになっている病院が

91.2%であったc 針刺し後iニ感染疲検交を実施している病

院は 95.2%で，その後も定期的に感染症検査を実施してい

る病院は 94.2%であった。肴護締に対する調査から針刺し

直後は感染症検査を受けても 1ヶ丹後の受検者は半分以下

に減少していたことが示されているが，フォローアップの

感染症検査については「当事者にすべて任せてあるj病院

が43.3%と最も多く.確実な受検に向けてのシステム作り

が必要であるc また精神面のフォローアップがあると凶答

した病院は 24.5%であったc 針刺し後には.針刺し自体や

感染に関連する不安や恐れを持つ人が多いことが示されて

いるが，精神面に対するフォローアップシステムが整って

いる病院は少ないことがわかった。報告された内容を職員

にフィードパックして情報を共有することは釘-~!Ijし予i坊に

効来がある。しかし報告された針刺しについて打線員には

特に伝えていないj病院が 11.8%あることが示された。

本研究は文部科学者科学研究費税芽研究(課題番号

114657642)によって行った。
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188)震譲環壌での呂常手洗いにおける畿性議欝水の除

麗効果

松本智子，

111本恭子，鵜飽和浩

[呂的}

字誌いはi廷内感染を妨止するために重要な行為であり.病

棟における日常的手洗いには主としてアルコール手指治毒

剤と石鹸が使用されているc 本研究ではアルコールよりも

翻龍毒性が抵く，手荒れがおこりにくいと考えられる強お

よび弱援性電解水の徐菌効果を議ベ，議床議場における

{研究方法i
U 研究協力者:研究の趣設協力内容を説明し

られた臨床審議離c 各実験群で各々 19名から 25名とし

た。山手洗い方法:強譲住電解水 (pH2.3~2.4)または~~

(pH5.0~6.0) を使用し;恋愛を 1Lì分または

を15秒間または 30秒隠に設定し

8種類の手詑いを強行した。対照群とし

し15秒、関のもみ誌い後， 15秒、罰すすぎを行ったむすべて

の若手で、手詑い後はペーパータオル2枚で余分な水分を拭き

3 )徐菌効果:パームスタンブ諮準寒天培地を溺

ロ

ないも

な有意差はないものの，

向にあったc また，強酸性水と

と3Li分群.手法い時期の 15秒間と 30
られず， 強露支柱水と

られ，いずれにおいても 1Li分・ 15
間の手洗いで十分であると考えられたc また，手法いHtrの

手指緯頭数の少ない群(100CFじ未満)では忍鹸よりも捻

蕗効果が高かったのは強薮性水 1Li分・ 30秒間群のみで

あったが，手洗い前細菌数が多い群 OOOCFU以上jでは

ともに 1Li分.15秒間若手で除菌戦指

よりも高かく，手洗い前に綿密による汚染

度が高い場合には石鹸よりも援性水の手法いが有効である

と考えられたc さらに母指，立 ~V指，守主君主部に分けて，

75%の人数の割合を鼓性水群と石毅若手で比較した

ところ， II~V指では 6 つの若手，手掌部では 4 つの緩性水

手洗い群で75%以上の割合が有意に高かったが，母詣では

高かったのは 1群のみであり，酸性水による手洗いにおい

ては特に母指の読浄を入念に行うことでさらに除菌効果を

あげることが出来るのではないかと考える。

189)自動業務帯iこおける看護舗の看護行為と手洗い行

童書の関連

体波茂子， {日本赤十字北海道看護大学)

[13的]

手洗いは感染予防においてもっとも基本的

り，産療従事者の頻関な手洗いや的確な手洗し

ることで院内感染の発生率を減少させるともいわれてい

るc そこで二日勤業務者?における看護締の看護符為と手洗

い行動の関連について検討したc

{研究方法]

:入総合病段の外科系病篠に勤務する

期間:平成 16年8月~王子成 16年9丹念方法:日

における審議締の看護行為の議類・類行為前後の手法

いの方法・時隠・回数の参加親祭を行った。分析:観祭し

[給条]

7.14年代 6.41)，
0.82)であったc 観察し

1，152屈， 1 
平均 21.5図{土 11.65)であった。

よる

投手洗い行動は行為前 155鴎 09.3%入行為後 268@] 

)であったs 問接的看護行為は 350鼠

は行為前 37鵠 00.肝心.:{子為後34密であっ

手洗いが必要とされる場商での手洗い行動については，

処置 20留に対して行為前 2間 (10.0ちo).行為後日関

(55.0%λ 易感染者との接蝕場面 114留に対して行為前 20
践(17.5%).行為後37留 (32.5%)であったc 血議・

との接触場商 96留に対して行為後の手洗い行動は 52@] 

(54.2% )であったv MRSA感染患者との接議会場部は 153
乱行為wi22閤)，行為後75関 (49.0%)の手、洗い

された会浸譲治処霊場面は 125闘に対して行為

後の手洗い行動は 25閥均0.0%)であった。ま

における手洗い行動{え注射場面 127留に対して行為前 28
関 (22.1%)， ff為後31盟)であり.1答疾吸引場面

67留に対して行為前 19毘.1子為後32r立J(47.8%) 
であったc

{考察]

看護踏の日勤業務帝における手洗い行動を参加観察し

に比べて手洗いの必要な直接的著護行

為において手洗い行動が多く見られたが，易感染者との譲

蝕持や注射・ i等疾吸引などの無蕗操作時に少ない飯南

した。また.看護締の手洗い行動には飽人差が著しく，そ

の手洗い行動に影響を及ぼしている要躍として，惑染予防

に対する知識や態度，者設の専門織としての責任や自覚が

関与しているものと思われる。
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186) HIV感染予防とコンドーム使罵に関する質問紙の

開発ーヘルスピリーフモデルによる構成一

大問奈聴(北海道援療大学看護福祉学者s)

[EI El9] 

若者の HIV感染予防行動を促進する教育に用いる質問紙

を作成しその信頼性と妥当性を検討すること

{方法}

調査にi祭し保健行動理論の一つであるヘルスピリーフモ

デル(HBM)の構成に基づいて HIV感染の<擢患性><

重大性>の認識， コンドームを使用する利益・不利主主の知

覚を問う<有益性><障害性>，およびコンドームを使用

した<行動のきっかけ>を問う 84関の自記式質問紙と，

エイズの知識，エイズ教育経験 コンドーム使用方法の教

育経験，コンドームを正しく使用する自信， コンドーム使

用行動等を問うフェイスシートを作成したG 認ままは 2004

年 7月-9月に大学生・専門学校生を対象に実施し

10-20代の言1-394名(男性 211名女性 181名不明 2

名)が分析対・象者となった。倫理的な配惑として，匿名性

の保持，偲人の性行動を公表しないことを明記し回答は

妊治;で、あり， :tli否しでもよいこと等を説明した。分析は，

主E母子法・ブロマックス悶転による因子分析を行い，信頼

性は内的整会性と時間的安定性の検討，妥当性は因子分析

とコンドーム使用行動を従属変数にした重回帰分析による

機成概念妥当性の検討ー対象者の特性の違いによる尺疫の

得点蕊から臨床的妥当性の検討を行った。

{結果]

因子分析の結来， <，RlU.t¥、性>tこ「感染の機会感染し易さJ
H45染しにくさJ. <重大性>に「差泌・孤立J健康危害J.

<有主主性>に f相互の健燦維持Jr棺互信頼Jrセックスへ

の楽しみJ.<1猿答性>に「コンドーム自体の降客Jr相手

との交渉器禁IU問自手からの誤解J.<行動のきっかけ>に

f入手しやすさJr深刻な体験Jr閤閤の勧めJr健康習慣」

という国子が見出されたc 内的整合性{え各尺度の

Cronbachのα係数がで位尺度は 0.78-0.90.震関紙全体は

0.86で支持された。再テストj去を用いた時間的安定性は，

質問紙全体0.73で支持されたが，<重大性><有益性>の

2尺度は基準値に満たなかった。構成概念妥当性は，出子

分析の結果，尺度とコンドーム使泊行動の関係は HBMに

基づいて説明が可能であり，構成概念妥当性が一定程度支

持されたc 臨床的妥当性は，エイズ教脊経験・コンドーム

教育経験・コンドームを正しく使用する自信の有無により

尺度得点に差があり，これらの条件で臨床的弁別性を俄え

ていることが確認された。エイズの知識と尺度の認識に得

点惹はなかった。

{考察}

質問紙の信頼'1主と妥当性は一定経度支持された。いくつか

の条件で臨床的弁別性が確認さ?れたため，対象者の認識の

軽度で教育内容をアレンジすることが可能と言える。その

ためにデータを集積し標準化していくことや，いくつかの

下位尺度に関しては再考することが今後の課題である

18ア)菌立医護機関の看護職者による禁建支援母進にむ

けた検詩

限j島香代子(新潟大学i涯学部保健学科看護学専攻)

{背景i
i契燦者ーはニコチン依存状態にあり， 3人に 2人が禁煙を希

しながら多くは禁燥できない。薬物療法(ニコチン代替

療法)とともに;複数の寵療従事者が仔動療法を行えば禁煙

率が宿意に高まることが明らかになり，最大医療専門職者

である看護械は禁'煙支援実践者として大いに期待される。

しかし一般と比べ喫煙率は高く禁煙支緩実践率は低いた

め，禁燦支援促進にむけた方策検討が求められる。

{目的}

看護職者へ喫煙と禁煙支援に関する知識・技術の提供を行

い，前後の喫'膿行動，喫煙に対する意識，禁煙支援実施状

況の変化から，看護職者による禁煙支援実践の促進にむけ

た効果的な方策を検討する。

{研究方法]

対象:樹立教育毘療機関 1施設に勤務する看護月読者

方法:喫燦と禁煙支援に関する知識・技術の提供は，講演

会(1関:2003.1 1.， 60分)と各病棟看護械の代表に対する

研修会 (2関:2003.12と2004.1.，各 90分)で、行った。調

査は，無記名自記式で 2002年 (9-10" 02年調査)と 2004

年 (9.，04年l¥1UE)に，調資自的とプライパシーの保護，不

参加による不利設はないことを文書にて説明し参加の向意

が得られた場合に問答を依頼した。調査項目には喫燦習慣

日喫煙Jr時々喫煙Jr禁煉したJr吸ったことはないj

の4分類，前2者を喫煙者)，看護験者の喫煙に対する意識，

禁煙サポートの実施状況等を含めた。犯i答は 02年調査

95.7% (469/490名).04年調資86.5% (474/548名)より得

られ，女性看護締 (02ij三432名.04 ijミ433名)を分析ーした。

{結来}

喫煙率は 02年 16.0%(69/432名)，例年 10.2%(44/433 
名)， r看護師は喫煙すべきでないjへの賛成は 02年 25.4%
(109名).例年 34.6%(150名)で f分燦ならば喫煙しでも

よしづが多数を占めた。禁煙支援実施に十分な知識・技術

をもっ看護職者は 02年 2.8%02名)， 04年 7.9%(34名)• 
何らかの禁煙支援実施率は 02年に 12.1% (51名).例年で

はf禁爆を勧めたJ22.2% (96名)， r禁煙への関心を把援し

たJ9.2% (40名). r禁燦しようとする患者を支援したJ
2.5% (11名)であったc

{考察]

喫煙率の低下に対しては，建物内禁'煙化 (2003.12.)，歯学

部との統合 (2004.りがあり，さらにi欧安な検討が必婆で

あるc 禁;糠支援実施にト分な知識・技術をもっ者， r看護殺

者は喫燥すべきでないjへの賛成者，禁煙支援実施の各割

合は若干増加したが依然として低い。広く継続的な喫煙や

禁燦支援に関する知識や技術の提供とともに. J主体的実i設
的な支援内容の検討とそれらを日常看護実践として組み込

む等組識的な対策の必要性が考えられたc
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184)未熟児出生饗思と生活環境iこ関する研究(そのり

一欽j欝とその鑓連嬰顕一

野口純子，宮本政子，竹内美由紀，高鶴伸子，大池明校，

合出加代子，辻よしみ

[詩的;
近年. f正出生体重克の増加に伴い養育に匿療を必要とする

未熟;誌が増加している。未熟党出生の要患には，児の持つ

体質的要出だけでなく，路内環境との潟速も考えられるc

そこで，未熟児出生状況の特箆及び生活要留を明らかにし

生活支援のあり方について検討するべく課査を実施したc

本研究では，未熟児出生に影響する生活要国の一つである

飲j震とその関連要留を検討した。

{方法]

対象:王子成 15~度に養育医療給付対象の決定があった 264

名のうち，調資実施時に A県内に居住し生存している児

で欝査に協力の得られた 167名 (63.3%)0欝査期間・平成

15 年 9 月lO B~平成 16 年 5 月 31 日 c 調査内容:泥の1$:
費約民子(出生時体重，在!捨選数等).克の胎内環境として

の母親の妊娠期間中の国子(喫壊墜，欽j箆!蚤，アルコール

妊娠中の合併疲等九議資方法:担

当保縫r，揺が未熟児訪問時前室:を得た後，潟支筆譲に基づき面

接法により保護者に開き1立ち調査を実施。 倫理的配掻:公

的機関の承認を得た後，対象者には，調査官的，匿名牲の

は自由であり拒否しても不利益は生じない

ことを口頭と書面にて説明したc 分析:SPSS vεr12巧 for

windowsを用い，欽溺との関連について〆検定を行った

5%)0 

i結果]

1.対象の概要:出産時の母親平均年齢28.6沈 5.2議。毅

96名 (57.5%)0
均夜j治j翠数 34.5念 6.3選会

名，飲む頻í~'え時々 43 名，毎日 7 名っ欽j湾;設の変化は，

援娠後中止 39名c 妊娠中の合併主主有 110名，産科的合併

症は，切迫流王手産 60名，妊媛中毒t疲 26名。 2.飲溺践と

の関連:欽j爵控有で、合併症有と回答した 42名のうち，妊娠

後中止 29名 (69.0%)0産科的合併症は，切迫流早惑が21

名で，そのうち，妊娠後中止 14名 (66.7%九飲酒授手干のう

ち議桑有指名 (72.肝心 3 欽j爵f童手干の中?喫煙援有 27名

の占める割合が，飲酒竪無にi七ベ多かった (p< 0.05)。妊

娠した持の気持ちは， f大変うれしいjのうち約 7訟が妊娠

後飲酒を中止していたむ

[考察}

妊娠中のアルコール摂取は全妊娠期潤を通じて胎児

があると考えられており.妊婦の欽滋最の安全註も確立さ

れていない。本務査対象者は，飲j顔量や頻震が少なく妊娠

後{こ飲j践を中止した人が多いことからも，アルコールの影

響は少ないことが窺えたっまた.i士事を持つ妊婦は飲j援の

も増える為，潟留の理解も必要である。さらに，今回

の調査から飲滋と喫燦との関係が深いことが明らかになっ

たc 今後比飲酒と喫燥が飴見に及ぼす影響について，妊

娠;壌の生活指導だけでなく，将来親となる思泰賎を対象と

した健康教育も重要となる。

185)未熟児出生霊密と生活環壌に寵する額控(その2)

一喫盤とその爵連要因の換言すー

高鶴伸子，大池明枝，合開加代子.辻よしみ，宮本政子，

野口純子， 竹内美由紀

(香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科)

[EI的i
本研究では未熟児出生に影響する主な生活安関のーっとい

われる喫煙とその鴻連安留について検討したのでその結果

を報告する。

[方法i
対象・王子成 15年度に人県未熟児養育医療の給付対象に決

した 264名とした。言語資方法:担当保健締が未熟克訪問

待問意、を得た後.寵ヨ霊祭に基づき街接法で保護者に開き取

り言語j査を行った。譲受期日:平成時年9月 10沼~王子成 16

年 5fi 31日 調査内容:属性. !，1患の体質問予.

弱始年齢. 1 B喫煙本数.身近な喫懲設

:Al果関係機関の承認を

は壁名性を{呆諮し，議査協力は自由で拒否しても

不利主主は生じないことを口頭と富:揺で説明した。分析方

: SPSS12.0] for Windous (Basがで喫壊との関連を x
検定・じ検定(有意水準 5%)で分析した。

[ゑ古来]

1 
れた 167名 (63.3%)

1.941.0 :t 655.4gで有窓差はなかった。

が両様7名(12.5%).減らした 11名 09.6%). やめた 26

名 (46.4gら)で，妊媛後の喫煙行動と平均出生体重で，やめ

た者 2.065.2念 622.7g.減らした者 1.864.3土 726.5g.r可;捺

1.927土 1068.4g. でやめた者が減らした者や関様の者よ

り出生体重が多かった。喫懲E護手干の王子均出
土 5.0歳， 無の王子均

出産年齢が有意に低かった。 3家族等環境:家族等身近な

人の喫様者有 135名 (80.8%).父親 111名 (66.5%)母方程

父57名 (34.1%入母方複母 18名 00.8%)で，

涯と家族等身近な人の喫煙には有意な00迷があった。 4

11名 (6.6%入分煙 29名(17.4%).特になし

34名 (20.49心であった。

{考察]

喫煙開始年齢や喫煙授手干の出産年齢が設いから.若年の

母親に喫;燥の関連性があったc 喫煙授の有無と出生体支に

ないが，妊娠後喫煙をやめた者はやめなかった者

より出生体重が多く，妊娠後の喫怨行動が出生体重

することが窺えた。また，母親の身近な人のi契'題行動と母

親の喫燦との関連性が明らかになった。以上のことから，

i契機は若年の母親や母殺の身近な人のi契燦行動との関連性

があり，米熟見出生予坊は思春期から学校探健関係者や家

族と共に禁煙対策に取り殺む重姿性が示唆されたG
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183)わが閣の臨療分野におけるアGマセラピーに関す

る研究内容の特徴

穴沢小百合，松山友子(国立看護大学校)

(13的]

過去 10年間に発表されたわが閣の援療分野におけるアロ

マセラピーに関する研究内容を明らかにしその特徴を検討

する O

{研究方法}

涯学中央雑誌を用い.アロマセラピーをキーワードとし

1995年から 2004年の期間について原著に限定して文献を

検索した。これらの中から学会沼論文，人を対象としてい

ない論文を除外し内容を精読して医療分野におけるアロ

マセラピーに関する文獄を選定した。分析は選定した文献

の内容を要約し，研究内容のコード化，カテゴ1)化を行っ

た。カテゴ1)化はコードから意味内容の類似性に基づき下

位のカテゴ1)を形成した上で¥最終的なカテゴ1)を形成し

データの信用性は共同研究者間の検討により確保し
守、

，~。

{結果}

対象文献は 87件であり，援療分野におけるアロマセラピー

に関する研究内容コードは 91であった。これらは 27種類

の下位カテゴリとなり，最終的に 5懇類のカテゴリを形成

したほ心。カテゴ1) (1)は心身の苦綴や症状の緩和に向

け，それに応じて選定した精油による芳香浴・部分浴等の

アロマセラピーの有効性や実施内容とその成果を示してい

た。このカテゴリにおける心身のf苦痛は産婦や手術患者の

終痛・不安.入院患者の11郎氏関離なと守多様で、あった。カテ

ゴリ (4)はアロマゼラピーが他療法の効果を{足進する可能

性白 (5) はアロマセラピーの交b来判定に使用可能な評館

用具を検討していたc カテゴ1)(2)は特定の給油による芳

香浴，アロママッサージ等が自律神経.血流量精神機能

等に及lます影響を検討していた。 (3) はケアを受けた人々

のアロマセラピーに対する認識を示していたむ

{考祭}

5譲類のカテゴリは， (1) (4) (5)の実践の確立に向けた

研究， (2) (3)の実践の基盤となる研究に大別されるとい

う4寺鼓を有したc また実践の確立に向け. 日常の不快症状

や多様な疾患・病態における苦痛や症状ごとにその緩和に

向けた給油を選定して検討していることも特徴の一つで

あった。

表 医療分野におけるアロマセラぜーに隠する研究内容

(n =90 

カァゴワ iコ一段I% 

(1)心身の努翁緩和や波状緩和;こ応]げ選定した務泌を I53 I 58.2 
用いたアロマセラピーの有効?笠および災後状況

(2)絡ま主のき露ri自をfflいたアロマセフピーによる主主潔機
32 35.2 

総 務宇中存義務への彩警察

(3)アロマセラピーに対するケア受理経験者の怒議 3 3.3 

(4)アロマセラピーによる飽療法の労J梁i是jjさ可能性の

杉認す

(5)アロマセフピーの詳{滋沼災の検fl̂1
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229)箸護技VIljにおけるイノベーションの普及!こ認する

研究(その7)一探馬産と革新性との関連一

{目的i
線路;こ基づくイノベーティブ審議技術の諜用境(以下，諜

用授と記述する)とスタッフナースの革新性との関連性お

よび革新性の構成国子を明らかにするc

{研究方法]

:規模~Ijに全菌 47 都道府黒から無作為抽出した 141

ら推薦されたスタップナース 10
質問紙の講成:革新性は，これまでのイ

ンタビュー結果を基に，イノベーションの採用・普及の誕

を与える f個人的な感稽jや，億人がとらえる 7所
る紐畿の文化や風土jを総称した 31の質問項呂

目立し，かなりあてはまる 4

化した。採用夜は，イノベーティ

fflい，

{結果}

ブロマックス留率引によ

:研究の恕民ブ

し協力を得たc

記入者から夜接研究

有効i冴 886名のデータを分析し革新性の 31項目中で

採用度と相撲j性を認めたのはお項呂で (r= -0.162~0.265. 

p < 0.001).関心領域やテーマをもち，

-技術資得の希望がある (r= 0.265)， 
を伝達しなけれ誌ならないと感じる (r= 

データを用いて説明する(r口 0.172)な

泊予分析の結果では，

-協力体部，

在. i1奇報収集と伝達への役割窓議.12S障との

的抵抗感の 71波子が抽出された。また.第 4因子の?官報収

と

及王手向性の高い知識.i警報・技術の寝得の希恕jとい

う採用度と r= 0.15以上で栂関のある 3項自で議成され

ていたことが特殻的であった。

{考察i
意欲をもった人材による筒報収集と伝達への役割意識が，

きな影響を及ぼすものと考えられた。

の普及にあたっては，病棟運営の実i読を担う

が，これらの人材にどう関わり，活用するかが大き

なることが示唆されたc

230)異常を察知した審議舗の臨掠判鮪

[自治i
本研究の詩的は，患者の状態、の異常乞夜感的感覚により

と察知した時に，看護婦がどのよう

どのような臨床判断を行ったのかを明らかにす

ることであるc

[方法i
A大学的属病院の外科系病棟に勤務する
参加に同意した 15名を対象;こ， 日常の審議実践の仁村で底

に rf可か変jと察知したニこどソ…ドについて， グルー

プディスカッションを通して語ってもらったやディスカッ

ションやの会話はすべてデータイとし Berelson.ちの内容

分析によりカテゴ lJ1としたc 分類の{言毅牲は Scottの式に

より確認したc 本研究は，事前に本学の疫学班究に関する

倫潔密資を受け，本認を'

{結果}

された。

あったc

した時の秘話{え微妙な非言語的サイ

のデータや経験の分析的特産売と.rそ

もとづく非分析的判

論理的分布?と経験によって培われた車感的分析

を行っていた。このような賎黙知

きる形式知に変換することが，活用できる知

るために重要であることが示唆されたこ

延長

お

IlO2llゴ3i.il
号室III
i湾総ゴ録免

i詰土努

総土6.3議
3.00 :::31詰

n =142 災s: 50φSNs : 50. D: 42) 

たJ語
iさら3

認

143.81土ゑ

1;ゑ =148.42
立討。滋;

=4綴
:::2認3

ネ P<.05
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231)学習内容と臨床経験による自測の妥当性の遣い

守谷ほのか，清良

([潟山県立大学保健福祉学部看護学科)

{話的}
臨床では，排推物や検体などを目測によって観察すること

がある。その呂iJ!IJの判断は偶人差があり陵味である。観察

物の大きさや形が日iRlJの妥当性に影響することは明らかで

あるが，観祭者の特性が影響するかどうかは明確にされて

いない。そこで関形や色に関する学習と臨i未経験の有無に

よる話測の差を検討した。

{所究方法}

被験者は臨床看護錦，者護学生，デザイン学生(以下 Ns
お SNs.D f浮と省略)それぞれ50名とした。観察物は重

さや大きさの異なる伎の模型6種類と発赤様沼形4種類を

したc 被験者に伎の重さ，発赤の縦横の長さを日iJllJし

数fIIむを記入してもらった。手指の長さなど自分なりの自iRIJ
1ミ度があれば舘用可能とした。データは使，発赤それぞれ

のEIiJ[1J誤差を算出し 3群問，学習及び臨床経験，日iRIJ尺度

活用の有無の差についてそれぞれ分析したc 分析には

SPSS 10.0 Jを用いた。

お古来;
3i芹のEliJ!1J誤差の王子均値と標準偏蕊検定結来を表 ltこ示

した。全被験者ーでは使，発赤とも観察物の大きさに比例し

王子よ令官立，標準備設は大きくなる傾向にあった。使6種類で

は311l'11lJtこ重さに関する主主はなかったが.発赤ではJ~が大
きく不定形な n.盟のみに有意志がみられた (p< .05)。
同様に.D群とうJs+SNs群1M]の学習の差，自iJ!IJ尺度活用者
と米活用者の比較においても形が大きく不定形な発赤羽，

mのみに有意;差が認められた。さらに D群と尺度活用

は平均似，標準偏差はともに小さい値を示した Ns群と

SNs il:fIBJの臨床経験による設はみられなかったc

{考察1
EI iRIJでは，形が大きく不定形なものは妥当性が抵くなる傾

向があったむしかし D訴のように色や関形の学習をする

ことや. 自昔話尺度を活用すること長さにおける自社!IJの妥当

牲を高めることが示唆された。また重量においてはB測す

ることの閤難さがあると考えられた。さらに臨床経験の有

無は毘iJllJに影響しないことが明らかになった。
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232)勤務異動iこともなう藷襲爵むストレス反応と，その

1報基本震性ならびにストレス反

誌の変化

#riiJ 11和枝，
守器礼子，岡野チヅコ，

[践的}
に生じるストレス皮応と，

を明らかにすることを自的として本研究を企

歯したc

とj]i去;
大薮f長沼市内

について，

: 5 Iやや改善:4 J I変化採し:3 J rやや悪化:

2 ["悪化:1 の5段階で詳織した。このゅでは f寝fすきj

の平均値がん2.8土1.0，B: 2.3土1.1. C: 2.8土9という

殻的な動きを示した。

233)勤務異動にともなう審議簡のストレス皮誌と，その

2報麗境認知ー対処パターンとの

;
 

h叶
J

悶
Mμ{

 

ついて鳴らかにすることを自治とした。

と

と

っ
し

….526 (p < .000， 3か月

一.600(p < 
.001) 

られたむこ

によりう

ものである。 2.

の r~j遠性を Spearman

は?抑うつ状態Jとの

出に人:-.269 (p出 .021).C: -.575ゆ <.001)の 2
の相認を示した。また Cにおいて

まの椋関 (.665.p < .00じを示した。?逃避jとf抑うつ状

の字詰[支jは. A:.446ゆく .001)， B: .411 (p = .003)， C: 
.427 (p出 .012)で…設して有意であった令 f逃避jと

は.A -.305 (p口 .009).B: -.366 (p = .007) 

の2符点で有意であった。さらに「相談jと

との相模iはA:.254 (p = .030)， B: .279 (p = .043). C: .542 
(p .000で. 3時点とも有意であった。このことは，拐

きる絡手が存在する環境であれば.自分自

とらえ方も好転する可能性を示すものであるc

以上のことから，異動にともなうストレス反誌を考えるさ

い，対象者個人の有する対処パターンと環境条件の双方に

ることが議姿であるといえる。
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234)勤務異動iこともなう看護蹄のストレス皮応と，その

関連要盟第3報相談相手の襲警度と，継詩的

変化

石川寿美代，堀川和枝.馬場卒富，岩谷敏校，花開きり

西田あさ子，守屋礼子，岡野チヅコ，山口利恵子，

中嶋まさ子.公文君子(東大阪市立総合病臨)

山田一部(臨床研究支譲センター)

坂本美弥，有竹由美子(新宮市立医療センター)

{白的}

前報で「相談」という対処パターンが， I異動先の環境認知J
と密接に関わっていることが示唆された。そこで，異動経

験者が相談相手として誰を重視しているのか，またその継

次的変化を調べた。

[対象と方法}

と謁査方法は前2報と同様であるo I仕事上の相談相

の支えJIプライベートな相談相手Jについて

項践を列挙し震要度の}II貨に上位 3{立までの回答を求め，

それぞれに 3点， 2点， 1点を与えて合計値を計算した。

さらにこの合計値を対象者の人数で除した値を「重要度指

として，奥動直後 (A)，3か月後 (B)，6か月後 (C)
で比較した。

{結果と考察]

1.仕事上の相談相手 :AI時点で、は f友人(1，05)J r現所属の

締長(1.03)J r現所属の先輩 (0，95けが上位を占めた。お時

点での上位は「現所属の師長(1.07)J r友人 (0，98)J I現所

長認の先議 (0，96)J， C I待点では「友人(1.00)J I現所属のflili
長 (0.80)J r現所属の先輩 (0.80)Jであり，このヨ者は1Ii'j開

の経逃にかかわらず，一貫して重視されていることがわ

かった。 2.気持ちの支え :A時点では f友人(1.77)J r家族

(1.66) Jが特に高く， r現所属の師長 (0.40)J I現所属の先輩

(0.33) Jがこれに続いた。 BfI寺点では「家族 0.78)J I友人

(1.57) J 所属の部長 (0.52)J I現所属の先楚 (0.33)Jの

}I僚にまた C持点では f家族 (2.00)JI友人(1.77)J I現所

属の師長 (0.52)Jに次いで「前所属の師長 (0.31)Jが位置

した。この「前所属の締長jの重姿度は， A時点 0.18.B時

点0.17であり .C時点に至って重要度が上昇していた。異

動から半年が経過すると，異動初期の戸惑いや混乱はおさ

まり，新しい状況に馴染む段階に至るc その時期に，前所

属の師長が相談相手として重認されていることは，非常に

興味深い事実といえよう。 3.プライベートな相談相手 :A

時点では f友人 (2.27)J r家族 0.99けが特に高く， I前所

属の先輩(0.19)Jがこれに続いた。 B時点ではf友人(2.24)J 

f家族(1.78)J I現所属の先輩 (0.26けの}II約二，またC時点

では「友人 (2.09)J I家族 (2.00けに次いで「現所属の師長

(0.29) Jが位置したc この f現所属の抑長」の重要度は， A

時点 0.18，B時点 0.22であり. C時点に:?Eるまで単調に増

加していた。勤務異動者の適応を長期的な視点で考えるよ

で¥「現所属の締長jの役割が重要であることが示唆された。

235)病院勤務看護部のコミットメントへの紐錨公正知

覚の影響

石田真知子，柏倉栄子(東北大学涯学部保健学科)

{目的}

組識の管理者には，組織成長が仕事に対して肯定的な態毘

をもって自分の能力を発揮できるような環境を提供するこ

とが求められる O 個人の仕事に対する態度を捉える指襟の

1つとしてコミットメントカまあるc コミットメントとはイ士

事に対する心理的繋がりのことであるが，看護部のような

組識の中で働く専問機業人の場合 心線的繋がりをもっ対

象として現在勤務している病i誌と看護職自体があげられ

る。現在勤務している病院に対してもつ心理的繋がりを組

織コミットメント (organizationalcommitment: OC)，看

護職に対しでもつ心理的繋がりを今ャリアコミットメント

(career commitment; CC)という。病説の中で働く看護

締が看護職自体や勤務している病院に対してどのような心

理的繋がりをもつかということは，個々の看護mliが完投畿の
決定システムを公王子と知覚しているかどうか(綴織公正知

覚)が影響すると考えられる O これを検証するために病

院勤務看護締を対象に課査を実施した。

[研究方法}

2003年， 2つの大学病院(東北地方と関部地方)の看護部

に調査協力を依頼し看護職員に質開紙を配布したc 参加

の白山とi歪名性を保障し質問紙は無記名で閤答後，直接

研究者に郵送してもらい，返j去をもってi得意とみなした。

有効回答は 818であったc OC. CC.組織公正知覚を質関

した。 OCとCCは情緒的成分と計算的成分の 2成分から

捉え，情緒的 Oc.計算的 OC，椅緒的 CC.計算的 CCとし

たc 組織公正知覚の強さを高l弘中1段低群の 31洋に分け，
一元記霞分散分析と多重比較により， T洋間のコミットメン

トの強さを比較し

お古来]
組識公正知覚の強さの違いによって. "育続的 OC(F (2， 

796) 134.35. p < .001)と悩緒的 CC(F (2， 790) 

59.83， p < .001)の強さに有意差がみられ，公正知党の高

い人ほどi出緒的 OC得点・情緒的 CC得点が有意におかっ

た。組織公正知覚の強さの速いによって，計算的 OCと計

算的 CCの強さに遠いはみられなかった。

{考察}

組識が公正な決定システムで動いていると知覚している人

の方が，組織やキャリアへの儲緒的繋がりが強く，組織公

正知覚はコミットメントの情緒的成分に影響を与えている

ことが示唆されたc 自擦管理システムに射った自擦と目標

達成度の明確化，クリニカルラダーのような客観的指標の

提示，といった組織マネジメントが組識公正知覚を増すと

考えられるc そして，組織公正知覚が勤務している病誌や

看護殺へのコミットメントを高めることにつながると考え

られる。今後さらに，弓探管理システムと報機システムの

連動など，組議n¥t良か Jミシステムを公lEと知覚できるよ

うな総織マネジメントの工夫が求められるc
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236)病諌審議翻長の背景部からみた看護管理遂行度の

実態

ツ
門
門
M(

 

[El Og] 
本研究は病棟者議師長の背景7.)IJ

を明らかにした。

{研究方法]

: 350床前後の中規模の 9病院に勤務する

調査内容:部長の性，

自について謁交し

ての説明文を添付して，

を額い， l:i翠i認のfi1霞法としi可意ができた師長にのみ綴答

を額い郵送開収した。データからは綴人が特定でき

タは散乱しないように保管する.途中でi事力を辞退しでも

不利援を後らない等の約束，並びに本研究の話的刀、外に使

用しない旨について確約したっ

{結果]

{考祭}

り返

を基に状況に議した判断を生み出しそれ

を潟めているものと考える。試行錯

誤の連続的な経験は締長の能力を育て上げ認識度を高め.

それを摂挺にしてアセスメント能力，実践議カ.

統制能力，評側議カ，割造的能力を高めていく c このよう

な行動の恭盤が自信となり自己の力量を発揮できる余裕と

自覚の強きが管理逆行度のおきにつながっていると

える。しかし本研究の対象は 78名と少ないため，対象

数をよ設やし追試し*研究の給来を実証させていくことが必

要である。
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237)患者かうみた fよい看護師JIこ欝する記述的研究

児玉真木，小沼恵美子(長野察審議大学)

和泉成予(鵠関県立大学)

入者L道子(香港潔工大学)

鈴木真潔子(関立がんセンター)

[背景}

これまで¥西洋の看護が世界をリードし東洋は隙;羊で発

展した看護の知識と価値観の受け手であった。しかし近

年それぞれの国の歴史.文化の文脈のゆで，独自の看護の

知識と価値観を探求してゆくことが必姿との認識が高まっ

ている。

[目的i
fよい肴諜締jに対する患者の意見を探索し看護の実践・

目指す倫理的理想像 fよい者護締jの特質を抽出す

る I~よi者がとらえる「よい看護締J の特質は何か?が研究
の採点であり，先行研究では看護部の認識を探索したもの

しかなL

[方法i
Van Kaam (1984)による現象学的アプローチを用いて探

した。 2つの段階からなり，第 1段階の Pre-scientific

phaseでは. 14名のがん患者に半構成的面接を行い，テー

プに銀音した。第 2段階 Scientificphaseでは，逐語録の

内容を滞納的に分析したc

{結果i
言1'44の「よい看護r.rriJを構成する特質が;現れたc 患者が認

識する「よい者護制jJとは，バランスのとれた?能力j と

「人関性jを鍛え，その 2つの;要素が重なりあって患者に向

き合い，そして行為する者設r.Iliであった。 r能力jは，

門知識/技術ふ r，:，よi者についての知識J. 想像力ム?洞察

力J，r予測カJ.r'I'lj断力jからなる。 r人部性Jtま，内1:絡/患

者に与える雰間気J(明るい.柔らかいところがある，ユー

モア，心の余裕/ゆったりしている，安定している等).r患
者への姿勢J(寄り添う，決め付けない.気にかける.見逃

さないでフォローに来る，察する.その時間をその人のた

めにとる等)及び f仕事への姿勢J(研鐙.自己管理，

感，安全/維実に仕事をする.権威に迎合しない等)で織

成される。看護!郊の non峨verbalcaring (相手が口に出して

要求するのを待つのではなく，相手が口に出さなくてもそ

を察知してケアする態度)および患者の個別牲を気

ii;ぃ共感の心を寄せることに患者は高い価値をおいてい

た。これらのデータから.r忠、者こそ看護ケアの中心jとい

うテーマが現れたc

{結論]

「よい看護主lIiJという重姿な概念を理解する上で.患者から

の意見を部くことが極めて重姿であるc 日本やアジアのみ

ならず，患者を支える者護締がいるどの国にとっても.こ

の研究は理論および者護実践の両方に意義を与えるもので

ある。

(本研究は日韓科学協力事業共同研究助成による)

238)患者・審護鯖簡の会話iこおける鷲賂の実態ιその

木村和美， ~と端恵子(和歌出県立匿科大学iお属病i淀)

IIIEH一朗(臨床研究支援センタ

{目的}

日本語の会話においては. しばしば省略が沼いられる。会

話の参加者が，状況を相互に認知していればよいが.ぞれ

が不充分であるとき，意志疎通に菌II揺が生じる恐れがある。

そこでー臨床現場で、交わされる患者・者護締r.lJの会話に.

省略がどの程度出現しているのか，またそれがもたらす影

響について明らかにすることを話的とした。

[対象と方法]

W 県内医療機関の茶病棟において，拐の検i誌に訪室した看

護郎と患者の会話内容を参加観察法によって記錯した。

データ収集部隠は 2002年9月から 2004年8月まである。

それに先立ち，当該患者と者護部に研究の趣旨説明を行い，

協力の同意を得たむ会話の逐語録から，出語表現上何らか

の容師会がなされている部分.ならびにi援味な程度表現の部

分を抽出した。さらに問様の表現を含んだ潤いかけを病

棟内者護F，ijiに行い，その解釈の111高を調べた。

{給条と考察}

1.省略の実態:対象としたのは総計 22場面で¥関与した

患者 (4人入審議自ili(10入)の関で 696件の会話が交わさ

れたc 忠訟の発話 256件中.r主語J111件付3.3%). ["i主
83件 (32.4%)rEl的諮Jl2件 (4.7%)のや絡が生じて

いた。一方，者設Ílí!íの発話 440 件 11 1 • r;&詩J2061*(46.896).

153件 (34.8%).r目的語J561'{: 02.7%)の省略が

生じていた。 2.1唆総な「程度表現jについて:rちょっと J
33符:(7.5%).仁.とかJ25f'l: (5.7%). ["また ...J23 i'!: (5.2 <;色)
が抽出された。 3.省略内容の解釈の編についてどう?

朝Jに対する回答として病棟者護蹄が想起したのは.["朝食

の量Jr朝食の摂取の有無J["食欲の有無Jrn~ 1I1~状態J r気

分や体調jであり，多様な解釈が可能であった。また「食

どうですかJについては「食事最H食事を食べたかどう

かH食欲の有無jという異なる解釈が可能であった。者i絡

や援i旅さを含む問いかけの端的な関として.rそしたら昼

から ...Jiお熱は J があるが.このような問いかけに対す

る患者からの確認の言葉は皆無であふ看護師の磁認もわ

ずかに 3件にとどまったc この背景には，会話参加者の

nonverbal communicationが機能していること，また入i誌
が長期化している患者にとっては.こうした一連の会話が

習強化されていることが挙げられる。しかしながら翌日の

検査にfnilえで了ごはんは食べないで、下さいjという説明に

対して.rお茶は欽んだJrおかずは食べたj という誤解倒

も実捺に生じており.基本に立ち返った言語による確認行

為の重要J性が改めて示唆される結果となったむ
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239) -事務職の発語の速さと題波数!こ障する研究

共済組合連合会京寂奈病院)

IlJ間一朗(鵠床研究支援センター)

i詩的]

と事務織の発話について，その速さと股波数が会話

の相手(受信者)によって生じる差異を明らかにすること

を目的とした。

{対象と方法}

大阪府内茶病慌に勤務する

さとしたc ま

:]:(lll1¥した。そのさい，ノイズと

時間測定と跨波数分析には CoolEdit Pro LEを利用した。

は6Aはふ10.0)で，

(主おおお-Whitnεytest. p < .001) c ま

: 6.1)，対者護締 (Med:6.3)， 

気、

は 39.0成 (26-

で，特に立す患者において速くなる傾向があった (Kruskal

Wallis tεst. p = 0.070) 0 1詩
対肴護E活必OHz(ほほ

623.0Hzであり，

440Hz.対事務毅・対患者はともに 523Hzであった。 4.降

一発話者における受信者による変北:関

のうち少なくとも 2つの対象に発諾した

ケースを抽出し速さと潟波数の最大{[をの変化さ?調べたc

よる速さの差は認められなかったが，

による差が存在し(日~iedman test. p = 
よりも対患者において有意に速かった

(Wilcoxon ぼst， p = .028) 0 一方，崩波数については，

よりも対患者の場合により

傾向を示した CWilcoxontεst. P = .06引っ
{考察}

事務職の対患者の発諾内容は「少々お待ちください rこち

らにご記入くださいjなど饗様化したものが多く，ぞれが

速さを増したと考えられる。一方者護部の対患者の発諾は

「ちょっとチクッとしますねjなど緊張緩和を意留したも

のが多く，そうした場面でより高い戸になることはB常経

とも合致する興味深い結果であった。

240)審護組織の境向上に関する研究

一鑓謀議変革ストラテジーとしての了QM

中島美津子， IlJi愛素子(聖マ 1)

北原滋子(九州大学復学部i新進学科)

{目的i
Daniel T.S は組畿の費改議には

二つの婆素が重要であると述べているc こ

段jの一つに TotalQua!ity Managemεnt (以後 TQMと

す)活動が挙げられる C 本研究の日的は， TQM 

入 f動J接jに荒点をあて， TQM 活動の総裁変革ストラテ

ジーとしての認識について明らかにすることである合

[方法i
L 期間:2004 年 8 月 1 日 ~9 月 30 日 2. 対象 :TQM 活

を展開している臼本の看護綴識として病床数 111~1l57 
床 (376.4土 234.2)における審議総裁の中で研究に協力を

3.方法1)

を

るようワーディング操作したお記式質問

引方法:務査協力依頼を添付した議査察と返信沼

で郵送路仮した。 4.倫理的設立感:

タとしてのみ活用し偶人持定は

できないなどのプライパシーの記惑を行った。さら

への参加は自由意志、であることを明記したo 5.統計解

析:単純集計相関分析にはどアソン

し有意水準 5%としたっ

(ver.l2.0)を住用c

[結果}

1.回収率:費調紙の毘技数は 31(毘)1又率 62.0丸有効Iill

25の80.69心であった。 2.TQMを導入している

沼本の看護綴畿は少なかった

る場合が多かったし 3.内容:導入動機は 18項おの

どスの向上jは22f守三 (88
らの要請jは18件， (72. 

O%l.ケアの資的向上jは16件， (64.0%)であったむ動

と語性の招lMlでは?病床数J(r = 0.409)，経営lR分(1'

=0必7).rTQ討議選総議兼経職員数J(1・=0.480)， 

と導入時課題の格闘では仁患者・家援との関係の強化J(r 

-0.427) ，病院のイメージアップ (rコエ 0.488)， 

大にi半う実態と病院名の適合化 (r= 0.408)， 
開発J(r = 0.457).動機と目標の相関では

と基本戦略の策定による

イと (1・口 0.417)において各々有意に諮問がみられた。

{考察}

TQM活動は級畿内の業務改善だけではなく，

との関係強化や組織活強化を包含した看護組織のはまの向

における綴織変箪ストラテジーとしての認識は明らか

となった。
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241)チームナーシンク、制と機能別看護体制における患

者j蕎足震と看護闘の職務意識

印鳥さっき，清水祐子

(山梨大学大学i淀援学工学総合研究部)

{研究目的]

本研究はチームナーシング制と機能問看護体制をとる， Y
市立痛i誌の患者のケア及び看護却に対する満足度と看護部

の職務意識を明らかにすることを目的とした。

{研究方法1
1.対象者 :Y市立病段入院中の患者 34名， Y市立病院

病棟勤務の看ー護師 62名 2.期間:王子成 16年 10月-11

月 3. 調査内餐・1)患者への質問紙.内容は看護技術

力，態!免チームの逮携などからなる 19項目で5段階評価

とした(満足授が高いほどs得点)0 2)肴護師への質問

紙:内容はベッドサイドケア自己評価，患者・家族との梼

係，看護の専門性などからなる 37項告で 5段階詳価とし

た(満足度が高いほど高得点)0質関項呂の妥当性は経験

年数5年以上の看護師2名と副看護師長 1名によって検討

した。 4.倫理的配議事前に調査のg的と中断の自由につ

いて説明し間~の得られた患者・看護部を対象とした。

質関紙は無記名とし俄人名が特定で、きないように処理する

ことを約束し

{結果と考察]

1‘調対象者の背景.看護部の詩号室妥協力者は 62名で，ア

ンケ…ト回収率 90.3%. 有効i問答率 87.5%であった。

は20代が最も多く 33名で， 30-40歳台 23名であった。

経験年数は 3年未満がお名.4 -10 1f.が 12名.11-15年

が 12名. 16年以上7名であった。患者の誠査協力者は 32

名で回収率 100%，有効関答率 97%であったc if.鈴は 80

段以上が最も多く 17名で，男性 18名，女性 15名であった。

平均在院日数は 57.8Bであった 2. 患者のケア及び看

護締に対する満足度:平均値の上位は「看護部はいつも'忙

しそうJ4.09土1.02，r者護師に何かを頼む時にいつも

するJ4.03土1.46. の2項自が在倒的に高く， 31立以下は

すべて 1点台であったG 最も下伎の 3項gは「看護師の身

だしなみはいつも整っているJ1.35土 0.73rいつも私の話

を良く開いてくれるJ1.41 :!: 0.82， r~締と看護師の連絡が

良く取れていると盟、うJ1.44 :!: 0.93であった。 3.看護制

の総務意識:平均値の上位は f私は看護への責任を感じて

いる」が4.64土 5.54，r患者の検査・処置の把握ができてい

るJ3.89太 0.88，r予言に患者への関心を持っているJ3.62念

0.75. r常に知識を言語める努力をしているJ3.43土 0.82で

あった f正い項告は f患者の偲別性や希望と取り入れたケ

アプランを立てているJ2.63 :!: 0.96， r自分が実施した零護

ケアにはいつもi満足を感じているJ2.60土 0.95，r現在の看

護方式に満足しているJ2.45 :!: 1.03であった。これらの結

染から，著護郎はチームナーシング剥と機能別看護体制の

組み合わせに満足していないことが明らかとなった。また

看護締が自己評価した看護と患者が感じている満足度には

“ずれ"があることが示唆された。
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242)窓者参加盟審議遇翠に臨する実証的研究

一慈者および署護部への影響ー

J11熔いづみ(北海道大学病院)

石垣靖子(北海道医療大学)

{詩的i
I.c.を基盤とした看護を実践するため

回 (W、下，参加型看護言十函)を遂尽することが，

を明らかLこするc

{研究方法}

23 
なお，患者は綴別.看護締は所属部署毎4つのグループで

インタピューを行った。三存権成インタピューで得られた

データを逐語録としその{本駿から惑じたこと・関難・成

られた。

とってパートナーとなるために，

しすすめること

である Q たとえ，その決定を伍されたとしても，現時点で

の議接的参加であることを認議し日常的に殺を共有し

もとですすめる

のトレーニングは，表護評価を患者と共手ぎすること，カン

ファレンスや楽部検討で飽者評{磁を得るなど日常的に行う

ことであるc また，参加斑看護計腐は.ツールとしての限

界もあり効率性や方法にとらわれず， I.c.に基づく

を見失わずに推進することが必須で、ある。

243)高齢者を対象とした患者および家族参盤による選

続計麗システムの議築と評髄

今野多美子(江関市立病践)

五垣靖子(北海道医療大学)

[呂的}

に適切な退院支援を提供することをねらいとし

て，人病院の退院計額システムを作成，実践しシステム

による期待できる成果に沿って，その妥当性を評価.

した。

{研究方法1
:A病誌において退設計商システムを用し

した 70段以上高齢者とその家族およ

ステム導入したB病擦で研究協力依頼に符意を鐸ら

夕ツフc デ…夕i収!艮又3築長:1.対象
と;退塁段後の状j況兄o 2.退院許極システム実絡し

ビューに正、じ

住吉采i
退院計画システム

1. 

3. 
したことから，

もたらした。 4.在続日

た。

1.卒鰐介入により患者と家族の議昆授の維持と向上では，

飼々の患者や家族の課題を特定し

で対応することができるようになった。また，

疫を議り込んだ退設計図の実施は有効で、'高齢患者とその

るものに介護サービスの活用が必婆

さらに，退院後のフォローアップはニーズの分

析やプランの有効性，さらに患者と家族の満足震などにつ

いての卒後評価には必要であることが示唆されたコ 2.ス

タップと共に進める退説計画の実現では，部長の考えや仔

動が看護獅の実践につながり，生活を重視し

とチームで実践する必要性が示唆され，

の満足度がスタップの達成惑に大きな影響となった 3.退

院討函システムの詳舗では，退i慰霊訪の議れの訪止となり，

開発したフローチャートは修正を重ね，

が使いやすいものとなった5 在民日

場合は鍛々の患者および家族の状況や送銃後の主主誌に応じ

た適切な在院日数を探欝する16'、婆が示唆さ
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244)インフォームド・コンセント同席時の審議蹄の役割

について 一実態調護より一

越村手Jj恵(大阪大学援学部附属病続)

{目的}

インフォームド・コンセント(以下1.C.)IPJ席時の看護締の

役諮を明らかにする。

[方法]

対象:当院病棟勤務肴護締 (422名)が記載した1.c.同席時

の者議事例 515í91J。方法.王子成 16 年 1 月 ~3 月間の1.c.

同席n寺の者護について，各病棟看護師長を通して調資を依

頼したは看護師 1… 2例。)調査用紙は無記名で虫記式質

問紙を用い，偲人が特定できないように配癒した。調査項

白:1.c.の開始時間，詞席者， I可!索前の看護 (9渓百)，間

席中の看護 (7項目)，同席後の看護 (6項日)，同席後の

心環的ケア内容 (8項呂)・同席後の意思決定支援内容(9 
項目)，意思決定支援が該当しない理由 (8項目)，間席時

の記録。調査用紙は記載後，部署ごとに回収した。分析は，

単純集言i及び、xニ釆検定を用いた。

[結果i
1) 1.c.の時間帯 :17時台が93例(18.0%)と最も多いっ 2)
陪席者.恋、者432例 (83，6%)，家族462例 (89.4%)であっ

たな出向席前の看護:キ…パーソンの把握460例(89，3%)，

忠者・家族の不安の内容・程度の把握434倒 (84.3%)と多
く.次いで.患者・家族の意思決定能力のアセスメント 348
例 (67.肝心患者・家族の意向の確認305例 (59.2%)で

あった。 4) i'iJJお ~I:I の活設:患者・家族の反応の探察 503 例

(97.7%).和やかな雰i弱気作り 418例 (81.2%)が実施して

いた。誌明に対する患者・家族の満足や理解の線認，心湾!

的ケアは約半数，患者・家紋の代弁 132開 (25.肝心でe 内

科系が外科系に比し実施している傾向がある。日間席後

の看護:説明に対ーする患者・家族の理解の確認 476例

(92.4%に心理的反応、の綴祭457例 (88.7%)，受け止めの

把捺456例 (88.5%)であったc 同席後の心理的支援 (387
倒)では，気持ちの傾聴358例 (92.5%)と最も多く，

回数を増やす 205例 (53.0%).そばにいる 163例 (42.1%) 
で，意閥的タッチや気分転換は 20%に濡たなかった。意思

決定支援 (269例)の内容は，追加の清報提供が 187例

(69.5%)で，選択11支のリスクーベネフィットの整理の支援

や話し合い.選択肢の人生に与える影響の話し合い.意思

決定を尊重のフィードパックは 113程度であった。なお.

意思決定支援が該当なしの理由は.患者の意思がすでに決

定が 111例 (52.9%)であった。 6)関JI主将の者護の実施記

179例 (34.6%)のみであった3

{考祭}

者護締は，患者が十分な情報のもとに自己決定できるよう支

援する役割を担っており， 1.c. r待の審議支援は重要であるc

今関1.c.前の不安内容の確認やi可席中の親祭. 1.c.後の滋

解の確認はほぼできていたが，間席Ipの看護主mの関わりは

少なし間席中の支援が十分とはいえない。また. I表部や

f!l!.の者護締等への情報提供として有用な記録は半数に満た

ない。これらより，今後同席中の心理的ケアや意思決定支

援を強化するとともに，実施した者設は確実に記録すると

いう意識を高める必要性が示唆された。

245)看護計盟の共有が患者のセルフケア作動に及iます
変化

石川好美.横山初美，ヌドi可美恵子(医療法人東札幌病院)

{研究罰的]

がん化学療法をうける患者へ者護計画を共有して者護展開

することが，患者のセルフケア行動や意識にどのような変

化をもたらすかを明らかにする O

{研究方法]

1.慢性1tJJni¥iがん患者で，これまで8クール化学療法を施行

した患者を対象とした。 2.患者へ研究の自的・方法・本研

究への協力の有無により不利益が生じない事を口頭と文章

で説明し研究の経過中，いつの時点でも中関・拒杏を求

める事が出来ることを芸評議に説明し文章で伺意を得た。 3.
当競のf化学療法を受ける患者の擦準看護言，.画にもとづき，

独自に作成した 7看護計闘jと 5創作取チェックリスト

セスメント用紙jを患者へ渡しこれらを患者・者・護郎

が使mしながら看護を展開する。 4.看護計閣の評価日を設

定し患者と共に評価をする。以上の経過を者護記録から

データー収集する o 5.患者の副作沼が落ち若く時期に今

自の看護経過を過去の看護経過と比絞してどうであったか

を半構成的な質[/J)用紙を用いてインタピューをしデータ

収集をおこなう。 6.インタビュー結来を内容分析した。

[結来]

患者と者護締の;副作用チェックリストj項民と患者の対

処ケアを見ると，患者と者護姉のチェックされている項呂

は出じだ、ったっ患者は副作用への対処行動として.食事内

容の工夫や排iW:方法に対する工夫などを自らおこなった。

インタビュー結果:看護計画については「何かあったら，

ここにさい=てあるんでしょ O 口の中にできたらとか何か

あったら見るJor織かに外来でやったりする時には参考に

なるムチェックリストは「この次ゃったときに見ればわ

かるっしょ。いつ墳から.こういう症状が出てきたとか比

較になる。Jr自分がつける事で者護婦さんに見てもらった

ときに変だなとか気がついてもらうことができるしやっ

ぱり自分の為だと思うしさ。jアセスメント用紙には f前の

やつは見てなかった。今関のやつは見てるよ 9 ああ，だい

たいきたなとかJrこれになってから，何日くらいから説作

沼がでてくるかつて見るようになるしさ，下痢はどうかと

か気になるしJなど表現していたc

{考察}

審議計図をi掲示し看護経過を共有することが患者のセル

フケアに関する行動の動機づけや実捺の対処行動へとつな

がっていた。看護部が患者の問題としていることを認識・

アセスメントすることで看護計画が個別的なものとなり，

患者は者護計画を活用して自ら対処行動がとれるのではな

いのでかと考える。つまり，看護計磁・看護プロセスを共

有することは，患者が主体的に治療に参加するための指襟

になるのではないかと考えられる O
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246)アセスメント能力を舟上する審議支援システムの

ための観察マスタ…を鰐いたアセスメントツール

の検討

{研究呂的}
セスメントのための標準化された

システムのアセスメントツー

'
f
 

期
間
山
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24ア)患者構報のプライバシーについての看護部の認識

太田勝正，井口弘子(名古屋大学i涯学部)

山内一史主詔{愛子(岩手県立大学者護学部)

中村窓(長野県看護大学)

{目的}

本年4月に施行される個人情報保護法に備えて，患者から

の情報の収集，診療録や看護記録等の記録物の見直しなど

に新たな対応が必要になったi玄療機掬も多いと思われる。

そのような中で.看護婦が患者・情報のプライパシーーおよ

び共有のあり方についてどのようにとらえているかを明ら

かにするために謁査を行った。本殺では. 3年前の調査結

巣との比較を中心に看護輔のプライパシーの認識について

報告する O

{調査方法}

本研究の対象は. 2県3施設(病床数300-730で. 3年前

の調査対象病i誌を含む)の計710名の看護締を対象としたc

調査は自記式の質問紙調査によって平成 161f-12丹に実施

した。なお，本調査に当たっては，問答の壁名性の保証.

自由意志による調査への協力の依頼などの十分な説明を諦

交依鋲文に明示した上で、行っているc

{結来および考察}

全体で 485f!t. 68%の有効回答を得た。関答者の所属科は

に及び¥i絞{立はスタップが 96%. 管理職が 4%で

あった。表に示すように提示した患者/悩人筒殺の1:1:1で

にとってもっともプライパシ…性が潟いと 1m答された

EIは医療費支払い能力，者議自iji自身にとっては澄帝の総

収入であり，どちらも経詩的能力に関するものであった。

一方， もっとも抵かったのは， どちらもアレルギーの有無

であったっ許可者に共通する 12の項Bを比較した給来，す

べての項目で患者にとってのブライパシー性がより高いと

i磁器されていたゆ<O.01)c 3年前の調査結果では，診断

名などi宍療・ケアに夜接関係する情報は患者とってプライ

パシ…の程度が抵いと認識されていた合傭人情報保護法の

施行に向けて病院ではさまざまな取り総み，研修などが実

施されている。これらを通じて，患者情報のプライパシー

に立すする看護目前の認識がより厳しい方向に変化している可

能性が示唆された。

立1 呂
今関 言iiJlill(H13{手)

j 対怠毛を Nss.Jlr 対患者 Ns自身

;会 i続:1'，/芸美}~、名 2.4紳; 2.2 2.3 2.6軸

認E 役 主主 2.5'帥 2.l 2.3 2.4 
感染後の有者表 ; 2.8榊 2.5 
アレルギ 8帥

家主支持~ 2.5動* 1.7 
家族関係 3.1特 2.4 2.7 3.0事

主主 ::fl1 ?設 2.0紳 1.6 
長ド 討を >Al 僚 j 2.4紳 1.9 
支え溺・ i焚燦'l?1後 j 2.2*志 1.5 
定苦 念 事室 主玄 2.2紳 1.7 
経済能力 3.2特 2.9 3.0* 2.8 
i4三i益変/後言主総采 ; 2.2梓 2.2 2.2 2.6軸

i主〉 スコア治安大きいljlニキ五日 p <0.01 本 p<0.05 

248)予稿知識が看護矯報学の学習におよiます影饗

山内一史，浅沼{愛子(岩手県立大学看護学部)

太削除正(名古屋大学陸学部保健学科)

1i1i田泰敏(東京都立保健科学大学者護学科)

真嶋けi賢建[(大!京府立肴護大学)

前倒樹海(長野県看護大学)

[詩的}

近年.看護'1吉報学に近接する予備知識のある学生が看護系

教育;機関に入学する割合が増加している。これら予備知識

が看護↑育報学の学習にし崎、に影響するかを知るため，予備

知識の実態と.その学習への影響分析をしたので結来を報

告するC

{方法}

1)対象:平成 16年度に看護情報学を受講した大学2年次

69名c 2)内容と方法:講義最終閣に自記式費i湾紙に

よる集合調査を実施。講義内容(新規7項目:コンシュー

マインフォマティックス，プライパシーの定義，医療の擦

準化，患者記録を電子化する意義， OECDの81系期，保健

援療の論文オンラインデータベース， EBN実践のステッ

プ，継続 11項目:者護情報学の定義.i'i!i5探の定義.人の記

メカニズムの長所.銀所，パソコンの情報処渡!の長所，

短所.データベース.サーチエンジンによる検索の詮意事

項，インターネット上の重要な肴護情報資源，メーリング

リス i¥効果的なプレゼンテ…ションの必要事項)につい

て，講義夜前および講義後の内容理解の程度を.51'守二法で

した。 3)倫理的記長室:調査が成績評定と無関係である

こと等を説明し }1!~記名・任意図答とした。 4) 分析:講義

前・後の教育効果の評filIiは項日初;に Wilcoxonの符号付き

!駁位検定で行なった。講義前について因子分析(重みなし

最小二乗j丸ブロマックス悶転)を行ない予備知識の構造

を明らかにした。また各国子得点(正・負の 2 と各項

詩の講義後の理解攻 (4，5点と 1から 3点の 2tJ!f')で
Fisherの直接j去による独立性の検定を行なっ

{結染]

講義後の各教育環呂の評定中央値は4または5であるのに

対して，講義前は 1または 2であり，いずれも有意に上昇

した。予備知識の国子分析から.第 1悶子(項 EI数 7，
Cronbachのα=0.900以下問)，第2al子 (6，0，897).第3

悶子 (5.0，889)の3因子が抽出された乙第 1関子は評定中

央値が 1の項討が多く，新規項誌が多く含まれるため

と命名したc 第2居予は;長短所の項目が含まれる

ため;長短所因子jと命名した。第3滋子は定義項目が含

まれるため?定義因子jと命名した。予俄知識の各国子得

点(正・負)と講義後の理解度との開の関連を示す検定か

ら， r患者記録を電子化する意義Jと第 1閤子， rパソコン

の'情報処理の短所jと第2国子. rEBN実践のステッブ」

と第2閤子で有意な関連が認められた。

{考祭]

会項目で教育の前後での差が認められたが.ほとんどの項

目では予備知識の関与は認められなかった。しかし関与

が認められる場合では，活用に必要と考えられる長所.短

所まで、知ることが大きく影響することが示唆された。
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249)器地奨欝における摺人矯報の叡り扱い~審議基礎

教育機爵の金臨調査かう~

{目的i
今年度4月よち

1)扱いに対

してどのような対応を行っているのか，または行おうとし

ているのかを明らかにし者二護教育における今誌のあり

るつ

{方法;

250)欝深審議訴の態語解決選寝における需報ニーズと

鵠報探索持動の分析

JlI域由紀子

協同照子(広

[普禁i
人々の健康への関心の高まりにより，

の対象となる人々のニーズは多様、イとしており，

ることが求められている

ており，統一さ

されていないのが現状である。このような中で専

ての自律性の水準を向上させるために，看護郎自

[目的;

[結論i

をとる必喜さがあると考える。

いて， どの

ているのか.ぞれを充たすために

どの程変活用しているのか，持られる

しているのか，すなわち

ニーズにおいて主効果がみられた治 <.01)

1犬j兄にあるカ大そのやでもカンファレンス

充たす有効な情報誌であった。
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251)手術中iこ待機している家族のニーズに関する訴究

その1)対象者の概要と待機の状涜

力n瀬間暢子，長友みゆき(宮崎大学毘学部看護学科)

{目的}
手術さ普段に待機していた家族の概姿と.手術室入室i直前か
らずー術室長J!!室までの待機の状況や心理状況，ニーズを明ら
かにすることを臼的とした。
{研究方法]
調査期開は 2004 年 9 月 ~12 Ji，対象者は J主総誌における
娘科 1名.整形外科・3名，胸部・ 7沼化器外科 7名の忠者の
手術さ当日の待機者ーである家族。学構成的間接法。イ命王史的配
慮として.病機締;民担当医，波、若手に研究の目的と内容を
説明.管室名で倒人が特定されないことなどを保践し家族
へのインタビューの承諾を得た ζ

[章者糸}
対象卒者の続柄l点配偶 者7名(妥6名.夫 1名)，立iミ3名，
姉 1寺fgc対象者の年齢lえ 20歳代の娘 1名， 40歳代の姿 1
:Y:J以外:え 50歳代から 70歳代であった。 f寺機の状況は表
の巡.)っ特に事例 Gでは，夫が脳梗差益の既往を持ち，前留
の手術待機n寺に脱水で僻れたため，今回はその娘が水分摂
取に気を配ったと述べていた。身内に医療ままがいる場合
{えその人がリーダーシッブを取り，いつでも知りたい情
報の情報源であると表現されていたc また，複数待機によ
り役割分担できお互いにケアや行動調整できることや，心
強さ，時間を短く感じることなどが表現されていた。
{考察1
jよ3おーのみならず，手術待機者の高齢化も示された。 待機Iれ
待機者間二i二がケアをしている現状があ仏看護自ffiとしても
待機授のケアを考慮する必姿があると考える。また，手術
に対ーする認識からみると. A. B， C. Dは「予測がつく.
小さい手術J.E. F. Gは f子iJ!iJがつかない.不1i'I!1かな手
術 11. l'立「リスクが法~"ミ手術. /f'p'{tlかで危機的状態jと
いう傾向が見られた。待機する環境としてはおかな段ff~
と問りに人がいるJJii境の両方が必姿であり，できればその
どちらかをJliI択できることが認ましいと考えるつまた.身
内に医療者がいることでのメリットもあったが， H. 1の様
な…殺のパニック状態では，これらのメリットが発揮でき
ないことも同時にネされた。

表

H 

三工己

252)手術j中!こ待機している家族のニーズ!こ関する研究

その2)情報と心理的ゆとりについて

長友みゆき，加灘間格子(宮崎大学医学部看護学科)

{目的]

手術家入議夜前から手術が終了するまでの間の情報とその

内容，家族関のサポート体制. [哀療者の関わりが家族の行

動や心理的ゆとりへ及ぼす影響を明らかにすることを沼的

とし

{研究方法}

調査期間・ 2004年 9月 28B ~12 月 21 日，対象者 :A 病 i誌

における眼科，整形外科，外科の手術当日に待機した患者

の家族 11例。ネ構成面接i去と病棟師長，担当医.患者に研

究の白的・内容を説明し匿名で1間人が特定されないことを

保障し家族へのインタビューの承諾を得て行ったc

{結果}

待っている絡の箭報源についてナースステーションの

声，エレベータを出入りするベッド，手術家を出入りする

涯療者.館内放送，医師が出入りするたびに 7うちのこと

じゃないかjと思った，成功したと聞くまでは廊下からド

アをじーっと見つめて.いつ11:¥てくるかばかり思ってい

等にi主自を向け「手術室の前で弟が待っていた，昼食は売

Fr吉で買ってきて食べた，食は交代で、行った，館内放送の

アナウンスが向き取れなかったので.少しliflこえると呼ば

れているのかと怠って慌てて廊ードの方に行ったりしたjの

行動を取っていたっ m報提供のタイミングとその内容につ

いて:r主治医が何回か:今傷を諮ってますjなど7討をかけ

に来てくれたJ. r表諮在Hiさんに?まだかかりますよjなど

をかけてもらったJ.酔がさめるのに時間がかかるの

で¥終わったらまず述絡が欲しかった。実際声がかかった

のな麻酔が覚める前か後のどっちだろうかと怠ったJ.m: 
切りがついたら何らかの声かけが欲しいjと述べていた。

ゆとり別に事例を区分すると.ゆとり有り詳(A. B， C， 

D) :硲かな情報があり事前の準備が整っており手術に対

する予測可能性が高い，手術のリスクが低い，役割分担を

し待機者同士の連携とサポート体制がとれていた，医師と

の信頼関係があった。~!慢し群(H， 1) :これらが対憶してお

り，情報に過敏に反応する傾向がみられた。 中間群(E，

F， G)は小さい手術か手衡の方法が擁立されており，手術

に対する予言語性とその他の状況が，ゆとり有り群・無し群

の中間に{立iをしていた。

[~察]
手術を待つ患者家族は，情報を得るためと情報のすれ違い

を避けるために場を離れない努力をしていた。手術窓や

ナースステーションに出入りする医療者の言ー動を注意iZ5く

観察し自分の家族に関連づける傾向があり医療者から自分

達を見逃されまいとする懸念から}諮りの靖報に通敏になっ

ていた合情報提供ーは手術の区切りごとに，内容は，手術の

j並行状況，終了・麻援1ーから党誕.1議室11寺i笥である。家族の

待機rl=Jの心理的なゆとりに関連していたこととして「予測

可能性J. r手術のリスクJ. r待機者同士の連携J. r身内の

医療者の存在J. r医療者との信頼関係jの影響が明らかと

なった。
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253)さ主体肝移播レシピエントとその家族に対するカル

ガリ…家族審議モデルを揺いた介入効策の検討

高木III希

[詩的]
生{体本;肝j汗干移植;は立我がi原翠で
でも成入関の生{体本特5肝子移樟;は立主年手々 増加のi傾頃向にある O また

生体ドナ…の対象も拡大傾向にあり，対象の多様化と共に

家族関係も複殺化し多くの開題を抱える事が指議されてい

る。今問，生体好移植を体験する家族にカルガリ

デル(以下 CFAM'CFIM)を用いて家族介入を行い，

その効果を検証した。

[方法}

本研究は非実験的事例研究とし目的別 samplingで 1

例を抽出，介入の退寝及び効果について実捺に起き

を分析.その結采について記述tねな検討を加えた。 1

であるため面接調斎以外に triangulationEl的で研究者l.c.:J、

外の委譲錦が記載した者議記録を箔慰した。 CF才改AM.

CF汽I日主Mの形式寄等玄は Calg郡arηoyア大学の研究室で

;法去を選択，セッション形式のみベッドサイドでの方法を追

加した。倫潔的記癒として.

ける壁名性経i呆・拒否の権利を

{結果i
CFAM' CFI討を用いてアセスメント

以下の事が明らかになっ

る

しき

[考察]

していくための準議期践として，

;惑を返して家族の変化を挺し見守っていくことが必婆と努

えるつ CFAM'CFIMの特性である仮設を沼いたアセスメ

ント方法と符環的思考によるアブローチ{え

を捉え家族の変化を慢すために有効であったc

i結語;

1.手術決定からレシピエントが退読するまでの賂跨を準

拐謂と捉え.家該自らが役割を調整し危機を乗り越えて

いく力を発揮できるように変化を保していく事が必要であ

る

る家族への

254)軽震発達障審克の家族む諮りかう考える支援の方

向性

111口裕子

{詩的}
訂の 6

1月:ニ f小
中学校における学習諜答・ a窓欠i治多動性i泣筈・高機能自

閉症の克童生誌への教育支援体制のためのガイドライン

を出しているc その結来，通常学殺の中で人的資

諜を増やさないままでの支援体制となるため，

もあ治宝っているごこのような

抱えて生きる子ども透とその家族のケアの必要性が示唆さ

れたので報告する令

[方法i

行

られていたc

i考察}

幼児期から児童鰐まで.母親はー賞して子どもに培黙の了

)vールが通じないことを不安に思っているが，それに

対するまわりの反応がヲこどもの年鈴と共に「異常がないj

から?軽夜発達隊筈jへと移り変わっているのは通常の発

らのずれが大きくなるためと考えられる。

が軽度であるために養護学校に入れず通常学級に在籍する

ことになる軽度発達捧害児は，その母:殺と共に本来ならば

より親密な関係であると考えられる人々から孤立して.

されたりいじめにあったりしており，深刻な状況へと移

仔する可能性があるc
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P3会場第50群

255)生体肝移櫨を受けた成人レシピエントの前後精神

症状の発控に関する要槌分析(第 1報)

一家族議能調資一

守口紅輿子(京都大学医療技術短期大学部委護学科)

赤i翠千毛色奥津文子，徒数樹(京都大学医学部保健学科)

江j支援校(京都大学医学部約属病院)

{日的}

過去の調資で生f利子移植 (LRLT) を受けた成人レシピエ

ントの術後精神症状 (POMS)の発症率は約 27%で、あったc

その姿障として，心理社会的要国としてドナーとの関係，

身体的婆留として抵蛋自が発症に関係するのではないかと

いう結果が得られたc 今風家族機能役割をさらに詳しく

検討するために家族の凝集性{家族が互いに持つ情緒的な

つながり，終)と適応性(家族システムの勢力や役割関係

を状況に応じて変化させる能力)について家族機能役割尺

度を使用して LRLTを受けた成人レシピエントの POMS

の発症との関係を検討ーした。

{方法1
H15年7丹からHl6年 11月までに LRLTを受ける成人レ

シピエント(18歳以上)に家族機能役諮尺度，その後の

POMSの発症率を検討したc 家族機能役割尺度は凝集と

適応という 2側面から分析する尺度であるむなお，対象者

にはこの研究に対しての説明を口頭と書:阪で説明し悶意

を符られた 42::iきについて行った。

[結果及び考察]

対象は男性 20名.女性 22名で平均年齢 49土 12.6設で

あった♀今拐の訴i資での POMSの発症率は 28.6%であっ

たc 最高年齢は 65歳で¥30歳以下は 6名.31裁から 50

以下は 12名. 51設から 65殺は 24名であったc ドナーの

属性は毅子11，'5名，記偶者間 14名，子供 16名. I可抱は7
名で、あった。性別.年齢，原疾患，ドナー属性で PO江おの

発症の有無加で有志;差はみられなかった。家族機能投書t尺
度の凝集性で POMS有りは 34.9土 9ふ無しでは 35.5土

8.1で有な援はなかったっ i謹応性では POMS有りは 30.4
土 7.8で，無しでは 30.2会 5.9で差はなかった。 2側面を

横車!Iiと縦~qll に直交二次元磁襟によって表した時.バランス

型，中間型.極端型の円環モデルを表す。バランス型は家

族の終が安定し，役諮鵡撃する lJーダーが存在している家

族罷係であるc LRLT を受けたレシピエントは ~þl 跨型が

17名，ついで極端恕 13名，バランス型 12名であったc バ

ランス型の家族機能役割を示したレシピエントの POMS

の発症は 8.3%と最も低く.援端型では 46.2%と高い傾向

を示した。今i磁の識変ではレシピエントは 50歳代が最も

多く， ドナーも配偶者や子供が多くを占めた。対象の年齢

が壮年期にあって，対象の来たす社会的役割の重要さから

な安定した家族機能役割を来たしている方が安定してい

る結果とも考えられる。

[結論}

家族機能役部テストでバランス型を示した成人レシピエン

トは極端lli!よりも POMSを発症することが低い。

256)救急看護蹄におけるワークプレイストラウマ

自由記述の収集と分類一

事Ifrl1'l託子(J11崎医療福祉大学i友療福祉学部保健看護学科)

{目的}

近年，救急援療に従事する審議長iji(以下，救急看護締と略

記)は，験場においてトラウマ(以下，ワークプレイスト

ラウマとする)を経験していることが指摘されている(笹

川ほか，未刊行人トラウマの概念は，自身が直接的に受け

た被害か他者が受けた被害かという蜜箇の仕方によって一

次的 (PrimaryTraumatic Stress :以下.PTSとする)と

次的 (SecondaryTraumatic Stress :以下.STSとする)に

も夜間される。正確に言えば直接被害(以下亙接トラウ

マとする)に加えて， STSが更に 2つに分かれ目撃(刀、下，

S撃トラウマとする).開く(以下奇開くトラウマとする)

の3つに区別することができる。しかし先行研究では，分

類されていなしミ。そのため e 救急、看護締のワークプレイス

トラウマを十分検討できているとは言い難い。したがって

本研究は，救急看護闘が経験している戦場におけるトラウ

マを直接，目撃，開くトラウマに分類しさらにその内容

を明らかにすることを目的とするc

{方法1
A県内の救命救急、センター， B!県内の高度救命救急セン

タ…に勤務する看護締 48名を対象とし. 2003年 10丹

~2004 年 S 丹に然記名の虫記式質問紙調交は適時の留め

i泣き71りを実施したむ倫理的配慮として関答は無記名，自

由意志であり.回答しなくても不利益を被らないこと.五時

交の途rj:Jでやめてもよいこと，問答に捺して気分不良等が

生じた場合，臨床心理精神科医がフォローすること.

データは研究後に欝資者が髭楽すること等を口頭と紙面上

で説明したa そのうち同意の得られなかった者や，性別等

の記入漏れなどがあった者を除き，有効問答者 29名(有効

問答率 60.42%)が分析対象とされた。

{結果}

収集された 29の自由記述について現役の救急審議郎2名

による KJi去に基づく分類の結果.直接トラウマは f同僚・
上前からのさ暴言・態度Jr患者からの暴行j仁患者からの慕

「仕事上のミスJrl表部からの暴言」からなる 5カテゴ

リー，目撃トラウマは「患者・忠、児の悲惨な状態Jr患者の

急変Jr患者の悲惨な死Jr死後の処置Jr患者の自殺Jr患
者・家族の悲嘆jからなる 6カテゴlJー，開くトラウマは

「虐待Jr患者の悲嘆Jからなる 2カテゴリーが見出された。

{考察}

本邦における救急看護締における，直百五の仕方加による

ワークプレイストラウマの内容が明らかになった。直接は

i可僚・上司からの暴言・態度.目撃は患者・患児の悲惨な

状態，開くは虐待や患者の悲嘆が特にトラウマになりやす

いことがわかった。今後， トラウマティックイベントとト

ラウマ反応の軽度の関連. ，陀弱要因について究明していく

ことが必要で、あるつ

238 日本肴護研究学会雑誌 Vo1.28 :.Jo.3 2005 



257)救急患者の家族のニーズとニーズ!こ対する審議実

銭震の比較

手公開

{目的}
救急患者の家族のニーズに対して，

っているのか比較検討する

る(い

つもしている 40.2%. だいたいしている 54.1%)で，最も

たc 反対に，ニ…ズ誠交で必要と回答した

(90.初心の多かった f最妻子のケアが行われていると感

じることができるjに対しては，いつも 7.2%. だいたい

< 

15項目r.j:112 f立と実践度が設かったc また抵{立

政

時間が気になると

関の説明をしているとし

ニーズとその者護実践授は必ずしも

しなかった。研究者らの先行研究では，家族自身の身体・

続令¥l商への援助に関するニーズは比較的抵かったのにもか

かわらず，救急、若護隔の約6割が実践し家族援助の必要

性の意識が高いことが示唆されたっしかし家族の高い

ニーズに対し者護実設授が抵い側面もあった。患者を待つ

なっており，説明不足や

ると考えられる。待ち待

問や議過の検討・攻答をして苦情が軽減したとの報告もあ

るつ看護部自身の行動をフィードパックしていくことで救

急患者の家族援助の震の向上を隠指す必婆がある 3

258)欝癌容器後患者の食生活の変化が議神的鍵康iこおよ

吉村弥察予，言勇子，自由久美子

{目的}

腎切除術後は腎の解剖学的，生理学的構造上の変化により

食生活が変化する患者が多い乙われわれはこれまで

後患者の手術;こ伴う症状や食生活と務神的健康と

したむ今留は食生活の変イとの程度iこ強

どのように影響しているか検討し

々0-ア点で，

と食生活の変fととの

求め

i結果]

67 
1.5 

1.8会1.8点 f社会的活動隊等 0.7ヱ1.2点， fう

資

0.3会1.0，1立であったむ各スケールの得点と食生活の変fと
では.r身体的症状jと食欲 (r= 0.259. p = 0.01心，

(r出 0.362.p 0.000). r不安と不披jと

(r・ 0.300.p = 0.004). 
(1・ 0.401.p = 0.000).食事内容の変化 (1・

0.269. p口 0.011).食器C(r = 0.234. p = 0.027).食生活の

(r出 0.235.p口 0.027).rうつ関向jと

(r = 0.339. p出 0.001).食事内容の変北 (r= 0.210. p 

0.048).食欲 (r・=0.406‘ p = 0.000).食生活の満足夜 (r・=

0.360. p 0.001) とのi誌に秘関がみられたc

{考察]

ける対象の各スケールの得点i丸一段健常者と

比較するとやや高かった3 またスケールの中では子社会的

と fうつ傾向jにおいて，ほとんどの食生活の

話との郊に絡調がみられたc 患者は胃切除衡を受けこれ

までの食生活が変化したことにより，社会生活において他

者との食打援jに国難を感じたり，対人関係や会環境におけ

したり. また綴人的な社会活動も号討議さ

られる。そのため食生活の変化が大きい患

者は外交的な社会生活を送ることが国難となり. うつ傾向

となりやすいと考えられる G
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259)手術看護の記録開示における効果

芳賀愛子.小林真由美.内堀留潔子，桜問 恵，

高詩水景子，池端明美三浦{愛子.大沢修子

(北海道大学病院手術部ナースセンタ

{目的}

北海道大学病院では，平成 16年度より.看護部方針で患者

参加型看護を手術部をはじめ.院内全体で実賎しているc

病棟における，看護記録の開示は日常的に行われ， 日々の

反映している。手術部でも患者と共に計画立案し，

実践，評{泌を行っており，術後訪問での開示により，患者

は全身麻酔中に行われた看護について知ることができる。

患者は自分の行われた看護について知る権利があり，私た

ちは行なった審議を穣緩的に伝えていく必要があると考え

ている。そこで今関，手術記録を開示し，自分の受けた看

護を知ることが，患者にとってどのような効泉があるのか

を明らかにしたので報告する。

[用語の定義]

患者参加型看護:患者は.自分に行われる看護について知

る権利を持ち，看護締と互いに必要な情報を共有し信頼

関係のもとで，共に考え共に決めることc

[研究方法}

患者参加型肴護を行い，術後訪問i持，記録を掲示したこと

で忠者の感じた，意見・感想、から，結采をカテゴリー別に

るc

{主主来i
いるrt号の時潟の空白を埋めてくれるものであるこ

んなにたくさんのことをしてくれていたのですね i自分

が桜ている間のことがわかった i話し合ったことをやっ

てくれていたんですね斗など，自分の受けた者設を知るこ

とができたという意見が多かった。しかしし，手

に対ししありがとうございますoJi後から見ます。Jとい

う意見もあった。

i考察i
患者は自分が行われた看護について知る緩和を持ってお

り，記録の開示は，患者にとって自分が受けた看護について

唯一知ることが出来る手段であるc 今回の結果から. i寝
ている関の時間の空自を埋めてくれるものである。jとい

う言葉からも術前訪問時に看護締と一緒に立てた看護計阪

が実際に行われたことを知ることは安心!惑につながると考

える。そして. i話し合ったことをやってくれていたんで

すね斗という患者の設梁からも記録を開示されることは，

主体的に者設に参加できた点と，看護締が中心となって行

なわれた看護を知ることになり，看護に自ら参加したと確

認できたことにつながる。そのことが，手術における患者

参加裂著護であると考える O 今後も毅徳的に手術看護を公

開し患者と看護部が共に評価することは，患者参加製看

護の向上に繋がると考える。
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260)手指患者の看護ケアiこ立言する満足度

{目的]

専門分化が進むやで，医療・看護;こ対する

国民のニーズはますます多捺化してきているc 今i司法， A
る患者が，審議をどのように

しているのかについて明らかにし

ニーズに!忘えるための援識の方向性を得る

ことを研究話的とした。

{研究方法]

[結果i

いく必要

261)鰻常蓄における安静臨床後の姿勢変換に伴う密庄

の変動と密寛症状との関係

中JlI殺子

{目的]

とって手術後 1-2B自に行う

く

やで，

した人数が設も

f)， 58名中 11名)にみら

!翠 6名 (24.0%)，壮年!翠4名

であったε 次に多かったの

あり 58名中 8名 03.8%)にみら

土 20mmHg 以上の変動は若年層に多かった

めなかった。自覚症状を訴えた

く19名 (32.8%)であり，次にファーラー佼詩人 (27.6%)
であったむ高齢層では自覚症状を訴える人は少なく，

患に多い傾向があった (p< 0.0目。 血圧の変動と白

状の濁速は一部の被毅者にしか認めなかった。 自

なくても血圧が琵下している場合があるため i主意深く

しながら議床を進める必要がある。側初、{立に比べ立i立や
歩行時に大きな織圧変動を示す入が少なかったのは，段階

的に姿勢変換を行ったことが彰饗していると考える。
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262)心臓手術を受ける患者の意思決定の構造と影響嬰

臨

江守護美(福井大学医学部附属病i淀)
岩間浩子(福井大学)

{はじめに]

心臓血管外科病棟において，手術百的で入院後も死や心臓

の恐怖のためか，手術を受けるか否か迷う患者を多く経験

するO 手術などの治療法選択において，患者が主体的に意

思決定することは霊安であり，そのための支援は看護の重

要な課題である。しかし心臓手術を受ける患者の術前不

安や手術決断現出など，特後は報告されているが，意思決

定の構造や影響要閣は明らかになっていない。J;J、上より，

待機的心騎手術を受ける患者の意思決定のプロセスとその

1251を明らかにすることを目的に本研究に取り組ん

{方法}

待機的に 1弁以上の弁寵換手TJ. または弁形成術，冠動服バ

イパス術を受ける患者の中より，意識懸害や痴呆がなく充

分意思の疎通可能な成年期から老年期にある患者8名を対

に半構成的面接法で術前に調査を実施し f手術の意思

決定J.影響を与えた「要国jという読点で質的帰納的分析

を行った。 倫理審査委員会の許可を得，対象者へは調査依

頼持，研究白的，研究参加の自由などを文書で説明し同意

{手古来}

意思決定は?病状の認知揺れ党'陪を決め

5手術にJ!書けるjの5カテゴ1)…と 18サブカテゴリー

が，影響要限は〈援郎への信頼〉く自覚疲状

《術後に予想、される経過〉く性格家抜経済的負担}

会復帰》の 8カテゴリーと 4サブカテゴリーが抽出された。

全ての影響要閣は意思決定の;揺れjに影響していた。〈自

覚症状〉や《手術の情報?により生命の危機という気持ち

の;揺すじを生じ病状の認知jを促し，再度気持ちの?揺

を生じ病状の認知;と 5揺れjは相互に関係してい

た。また，生命の危機という;病状の認知;は死や手術の

をジとめるjことを{起し気持ちの 5揺れjが生じ，

∞;病状の認知J=今 f覚悟を決める今 f揺れj と関

係していた。さらに，死や手術の f覚'語を決めるjことで

生じた気持ちの子揺れ，え生きたい，自分らしく生きた

いという 5生の希求jに繋がり手術に賭けるj気持ちを

促すが，手術が近づくと気持ちの?揺れjを生じ，

こ字 7生の希求j均?手術に賭ける-今?揺れjと関係して

いたc

[考察}

心臓手術を拒否した患者が，家族の圧力で“仕方ない"と

〔諦観〕により手術を決断した(山間 2002)という先行研究

と開様の言葉を諮った直後に “姿のために生きたい"と相

反する自分らしく生きたい?生の希求jの内容を諾ってい

るG “仕方ない"は〔諦観〕というより気持ちの?揺れjで

あり.患者は家族の在力を支援とポジテイブに捉え，自分

の生きる意味を見出し意思決定したと考えられる o (自覚

症状}や《手討すの情報》より生命の危機と;病状の認知j

するか否かと;生の希求jの持ち方が意思決定に影響を与

えることが示唆された。

263)寝返り動作における軽量化した長視の効果

3報一

山内理筆.斉藤朱美，横山金恵子，小笠原知美

(青森県立中央病院)

{目的]

開腹術後の部痛は体勤時増強することから少しでも経滅す

ることが課題の一つである。寝返り動作時の部痛緩和を目

的とする長枕を使用した研究を継続している。寝返り動作

時に長枕を抱かせることはJj支度筋の筋活動を抑え，部痛の

軽減に効果的であると立証された。しかし患者より

いJr:t包きにくいJr足を組みにくい」という意見がきかれ

た為，中身の材質を変え長枕を軽量化することで抱きやす

く，筋活動を抑える効果があるか検証した。

{研究方法1
1.研究期間平成同年 3 丹 ~5 月。 2. 研究対象

県立保健大学学生及び当病棟スタッフ男女30名(努 10名

女20名。平均年齢23.3歳) 3‘実験方法 1)材料及び器

具 体位変換用抱き杖・長松 A(従来までの長枕)(1000翻

x 200rnrn .ポリエチレンビーズ 2000g)・長枕B(l陵量化し

た長投)(lOOOrnrn x 200rnrn・綿 800g)筋電討(表面双複電

極)2)方法寝返り動作特に長枕を抱かない条件，長枕

A'Bを使用した場合の 3条件にて. JI支直筋の筋電圏をiJ!1J
被験者の!陪より左5cmに電極を貼付。寝返り動作は全

介助とし被験者に長枕を抱かせ需膝に挟んだ状態で¥介助

者は被験者の左肩甲骨と左大転子部に手を当て仰臥{立から

右叙1)玖{立とした。被験者の主翻データを持参る狂的でアン

ケート調査を1Tい. A'Bの長枕に対して 1l'立さ 2J立の級

みやすさ 3抱きやすさについて. 0~1Oの数字で表した。

〈分析方法〉務笥cg]データは}良直筋の平均振111話潟を長枕 A.

B 使用n寺について比絞c 統計学的な処理は長投入 'Bにつ

いて paired-t検定を用い，有意水準を 5%としたc

{手古来i
1.筋電毘王子均援幌高は長枕A使用n寺で 119.3土 77.6%.長

枕B使用時で 110.2:t 58.5%であり平均振i阪高を平均値で

比較すると長枕 Bの方が筋活動量は抵僚を去したが

paired司t検定の結果.両者に有意差が認められなかった。

2. アンケート アンケートにおいて.1)重さでは長枕B
の方が続く. 2)組みやすさ. 3)抜きやすさについては

長枕Bの方がAに比べ，若干組みにくい，抱きにくいとい

う結果になったが統計学的に有意差を認めなかった。

{考察]

筋電図の平均振Ip日高をよと絞すると，有意義がないことから

枕を軽量化しでも. JJ支産筋の活動量を抑える上では有効で

あると考えるC アンケートにおいては，続最イとすることで

「抱きやすく J['足を組みやすいJと仮定したが統計的に差

はみられなかった。これは長枕を軽量化するために素材を

変えたことにより，体と投が一体化できなかったことが原

悶と推離される。よって，寝返り動作時に使用する長枕は，

ある程度の君主さや硬さが必要なのではないかと考える。
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264)高齢手街患者の呼駿器合併話予訪!こ向けた看護ケ

アの翼態iこ寵する研究

一呼穀言11練に熊点をあてて一

山本奈央

iはじめに}

高齢化の仲良や医療技術の進歩により，高齢者に対する

えている一方で，入疑諮問が恕総fとされ

ているむ高齢者が術後呼吸器合併症を併発すると，

し術後の ADLや QOLの抵下をきたすため.呼

吸器合{芥症予防のための効来的な看護ケア

るc

i研究話的}

明らかにする。

{研究方法]

る呼吸訓練の実態と について

アの

ッケージ SPSS12.0を使用し，

f後 JE. 内容分折を行った。

{結果i

術前は術式や対象

く，術後は実施し

した呼吸IiJII線の

った。ハイリスク・後期

きない

る割合が高かった。高齢者への全身麻酔手術に対してクリ

ニカルパスを使用している割合は半数以下であり.平均的

な前入院諮問は 2~3 日が最も多く.平均約な術後の離
床時期は術援3日目までが約7舗を占めた令

{考察]
呼吸訓練の実態に関連する婆留とし

した器準の有無J.r実施手術J.r呼吸訓練以外の

アム fクリニカルパスの使用J.r術部入院}場関J.r術
後の離床時期Jが示唆された。高齢手術患者の呼吸器合i芥
症予i防に向けた効来的な看護ケアとして，高齢?者の特性を

加味した統ーした基準を整織し最新知識をもとに呼吸理

関する絞t廷のある包括的な者議ケアを確立すると

ともに外楽部門との連携を強化することが重姿不可欠で

あ札高齢者の樹別牲を尊重し自立性を引き出すかかわり

が必要であるc

日本看護研究学会雑誌 VoL28 NO.3 2005 243 



P3会場第52群

265)生体自干移擢を受けた成人レシゼエントの術後精神

症状の発症に関する嬰間分析(第2報)

一心理テストー

奥津文子，赤i挙千春，桂 敏樹{京都大学医学部保健学科)

守口佐典子(京都大学院療技術観期大学者1;者護学科)

江i笠i登校(京都大学臨学部附属病i淀)

{目的]

生体肝移植術 (LRLT) を受けたる人レシピエントの心理

的要密をさらに詳しく検討するために心理テストである不

安尺度 (STAI).コーピング. Locus of Control (LoC)の

尺度を使尽して LRLT後の術後精神症状 (POMS)の発症

との関係を検討した。

{方法1
Hl5年7月から H16年 11月までに LRLTを受ける成人レ

シピエント(18歳以上)に STAI(状態・特性不安).コー

ピング尺度(開題焦点型・情動焦点型・罰避逃避型).LoC 

(外的・内的)の心理テスト行い，その後術後精神症状の発

行っ

した。なお，対象者にはこの研究に対しての説

と者:閣で説明し同意を得られた 42名について

{結果及び考察]

は男性 20名，女性 22名で平均年齢 49念 12.6歳で

あったc 今[ITlの調査での POMSの発症率は 28.6%であっ

た POMSの内訳;ません妄7名.事Ilうつ 6名.

2名. i的支の不安が2名であったc STAIの状態不安で

PO支持有り群は 50.3土 12.4で無し訴では 44.5念 9.9で，

有!J1誌のJjがややおい傾向を示し特性不安では編者に2を
はみられなかった。 LRLTを受ける成人レシピエントの心

理状態は全体でも不安が強く. LRLTを受けるという状況

に対して不安であると強く感じているレシピエントほど

pmvISが発症しやすい傾向が見られた。コーピングでは

POMS有り若手が積極的コーピングである問題捺点型と消

極的コーピングである限避逃避製で得点が高い傾向であっ

た。 LoCでは両者に走はみられなかったが.POMS有り群

と無し'f1Fでは外的と内的の平均値が逆転していた。 LoC

では外的 LoCが言語い場合，事象に対して自分の力では解

決できないという患いが強く持続し約!うつ傾向になりや

すい。この 3つの心壊テスト宿?の相関では POMS有り'i1F

では STAIと問題焦点裂のr，，1.ITII避逃避型と内的 LoCと

相関が見られた。 POIvIS無し群で、{主的]題焦点型と外的

LoCと相関が見られた。 POMS有!)訴では不安が高いた

めに積極的なコーピングを行おうとしているが. LRLTと

いう現実に自分の力が及ばないことを知ることで¥現実か

ら逃れたいという気持ちがストレスフルな要因となってい

ることが考えられるc 積極的に何らかの部わりをしその

反面無力感を認知している状態では POMSが発症しやす

いとも考えられる。

266)生体肝移植者を受ける成人レシピエントの術精神症

状の発疲!こ関する要密分析(第3報)一身体的要盟一

奥津文子，校 敏樹(京都大学医学部保健学科)

寺仁J1左興予(京都大学i主療技術短期大学部者護学科)

江i笠澄校(京都大学医学部i従属病院)

{目的]

生体肝移植術 (LRLT)を受ける成人レシピエントの身体

的要閣をさらに詳しく検討するために栄養状態， )削減機能.

腎!際議総呼吸機能，設鼠やi疑問龍の身体的データと移植

片%.出瓶景，手術u寺開などの手術データと LRLT後の術

後精神症状 (POMS)の発症との関係を検討した。

{方法}

Hl5.lF 7月からHl6年 11月までに LRLTを受ける成人レ

シピエント(18歳以上)の身体的姿問項目を調査しその

後 POMSの発症率を検討したc なお.対象者にはこの研

究に対しての説明を口頭と書:剖で説明し間意を得られた

42名について行った。

{結果及び考察}

身体的データの中で POMSの夜無で有意差が生じたのは

血小板 (POMS手まり:無し 60.8会 28.9:107.1会 105.3)と

出一臨時間 (POMS有り:無し 16.3土 3.0: 14.6 :t 2.4)で

あった3 移植片%やIUlU立法も POMSの発痕の有無加では

がなかった。手術時践では POMS有りが 774.2土

1l0.2h， 1!\~ しが 709.7 土 112.2h で有りの方が長い傾向が

あった。 Trezapaczらは身体的データの中で脳死IJ干)y議移

綴患者の PO主主R発症と関係がみられたのはアルブミンで

あったと報告している。日本では合併症の予防のために移

棟前にアルブミンの補正が行われるために POMSの発症

ないと考えられる。今回の結果では LRLTの成人

レシピエントは POMS手まりの方が出取傾向がおく.

POMSが発症しやすい傾向を示していることから，手術時

IIJjも長くなる傾向にあるc 手術時間が延びるほど生体侵襲

は高くなり.その影響は酪への影響も示唆される。

写i 臼

身体的要図と術後精神症状の有無

GPT 
T-b五
TP 
ALB 
BUN 
CRE 
NH3 
CA 
CRP 
れ守3C
設BC
HB 
HCT 
PLT桔

出I仮

{主m:あたりのおlIlt1塁
手術i込iI司

45.2之28.6
6.4:と7.1
7.2こ主0.8
3.2ごと0.5
26.8 i: 27.2 
1.01 i: 0.7 
106.7こと51.3
8.4と0.5
0.8之1

3991.7 i: 2147.1 
3.1土0.5
10.8こと 1.8 
31.3会 4.5
60.8土28.9

6314.6念4552.2
14.4土9.6

774.2土 110.2

nぉ 42 今 <.05

69.3こと59.8
4.1こと4.5
7.1土0.6
3.2土0.6
16.9ごと8.7
0.8 i: 0.3 
94.5土48.2
8.3土0.5
0.8:と1.1

3973.3土1994.8
3.4土0.5
10.8土2.1
32ごと5.3

107.1土 105.3

4502.8土5490.3
10.5 i: 10.4 

711.3土 114.0
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26ア)消化器外科Ii1iI設患者のディストレスの特徴

生野菜緒子(総合病段北見赤十字病段)

i汚i奴出菜子，言語潤静子(臼本赤十字北海道春護大学)

{話的;

ディストレス{以下 DS)とは，負のストレスで、人隠の苦悩

をさし不安・不便・不満・不快・痛み・怒り・恐怖・祭

を誌合しているc 法化器外科手術を受ける，患者の DS
i之中心静脈留置カテーテル(以下鼓索マスク{以

下 OM).務!民留霞カテーテ)!，-(以下 BC).モニタ

の装着に加え. ~子、i未・禁食・部痛・不 11民等からの生起が予

言lUできるc 本研究では，告;了後患、考の DSの特設を明らかに

しその琉念枠組みを行ったc

i研究方法]

研究デザインは裳的記述的研究で¥術後の DSをt思議する

ための学構成的資問にそった言語接i去によるデータ収集を

行ったむ対象は K病読で消化器外字13手衡を受け. ICじに

した 56~69 絞までの過去手術体験がない患者 6 名で

ある。 部議日は第 2
研究の主旨・方法，プライパシー・

説明し研究協力への同意を

し得られたデータ{玄関人を特定で、きないように

し本研究以外に能別しない設の約来を行った。

{結果}
的容のうち， DSと了間接rrで、きる斉f¥分を逐語誌にして

コ…ドイとすると 127の DSが確認でき. DSの買が開質と

判断できるものをグループ化しネーミング化すると. CV 

fsi霊に伴う DSには，点滴管による体動・動作の妨げ等5

つの DSが誌合された OM装着に伴う DSには， OM
・i霊潤による不訣感等8つの DSが協合さ

れ，取圧モニタ…装者に伴う DSには，マンシェット

3つの DSが包含された BC器援にwう

DSには.BC fli置に対する劣等感・嫌悪感・苦痛等5つの

DSが龍合され，習管カテーテル(刀、下 MC)fli霞に伴うディ

ストレスには， MC留裁による不快感等 3つの DSが包含

された。禁食に伴う DSには.

1:'1合されたっ

能者による治拭への遊詩心-

歩行・活動部設に伴う DSには，

4つの DSが1:'1合さ

ヰミi波からくる煩様，痛みの増強等 5つの DSが試合さ

ICじ環境による DSには，不健れな広さによる孤独感・者

に対しての不安定感等3つの DSが毎含された。痛みに伴

うDSには，痛み襲来への不安.痛みによる動作意欲の抵

6つの DSが註合され，合計誌の DSが明らかになっ

たc これら絡を術後患者の DSの下段概念とし

器~Ijに類別化すると 11 のカテゴリーの DS に分類できた。

これらを術後患者の DSの 11の上設概念とした。

{考察}

術後患者の DSは 11のカテゴ1)-， 48ので{立概念で講成

される。これらのいくつかは退去の数多くの先行研究で断

片的に報告されているが.本研究において術後の特殊状況

における DSとして明確化でき，看護の支持知見として活

用できるものと考えるc

268) 11)0譲由管外科患者iこおける{結後せん妄発症警部と

徴候との欝{系

寺内英哀

よる合併疫の中でも，術後せん妄は発生類授が高く，

その対応、には苦醸している現状があるc

を受け ICUへ入室した対象では術後せ

いとされてお札現在，その予iRlJや予防について多くの研

究がなされているが，術後せん妄の発症要額と殻候の関係，

51き金要留を探索した研究は少ない。

[研究毘的]

本研究の話的は，心感‘血管手術後における街後せん妄発抜

ら，発症要因と数候との関係を明らかにし

その給条より，術後せん妄発症の引き金要因を諜索するこ

とであるc

{研究方法i
1) 

ICU 

{結梁]

3持会開，難聴4f対中 3部で発症していた。

a)議後生理的要患では， Sp02の1fi:下
症尋問:非発症 1鰐 以下数綴対比のみで示すL

(5 :お， 1血糖日:1)であり. b)術後身体的不快:妥

音への不快感 (6: 3)，光への不挟感は:1)， 

労感/全身不'I~と盛込 :2)，
(4 :りであった。しかし錦鶏 (3: 6) の訴えは非

に多かったの りその他の要因では，ルートの

沿 :2). 抑制 (6: 2). 認知器下時の転機付:1)， 

の使用 (3: 1)であったな一方，術後せん妄の数候出現時

には，発症群の 87.5%で会話内容の変調または動作内容一

貫性の欠如がみられた令また，術後せん妄発疲パターンを

]NCSの変化と鼓伎の継続の 2教で分類し生パターン摘

出した。

[考察]

術後せん妄発症要調として，術後生理的要閣では体議以外，

術後身体的不快婆留では詣j指以外の全ての妥協

多い{長向がみられ.生理的不安定住と身体的不快の関与が

示唆された。また，徴候出現時.会話内容の変訴と動作内

容…震性の欠如が87.5%の対象でみられたことから.これ

らが術後せん妄の初期の後候の特識と考えられた。術後せ

ん妄発症の引き金姿菌として.発症パターンと発抜婆国の

努係から，際服薬の使用.認知抵下時の転機， Sp02の低下

があがった。
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269)消化器外科手捕後患者の初思離床時の血圧・/[)指数

と自覚症状

笹川寿美，議録恵子，森田理{圭，藤器淳子，種池鰻子

(京都府立毘科大学医学部看護学科)

中川雅子(三重大学医学部看護学科)

{躍的]
手術後の安全性を考醸したネ諮離床プログラムを作成する

目的で，これまでに起立性抵血症の発現に着目し健常者

を対象に姿勢変換に伴う鼠8:.心拍数と自覚疲状との関連

について調査を行ってきた。今留は.出化器外科手術を受

けた患者を対象とし術後初出の高It床時における鼠8:.心

拍数と自覚旋状との関連を諦査した。

{研究方法1
1.対象者:研究への同意が得られた 40~70 歳代(平均年齢

出会 13.3歳)の消化器外科手術患者7名(開腹手術5名，

腹腔銭下手術 2名，男性4名，女性 3名)0 2.調査時期:

2004 11三 12 月 ~2005 年 1 月む 3. 調査方法:手術 1~2 日前

と手術設最初の離床持に，議It床動作に伴う血圧，心拾数を

DYNASCOPE DS-5100Eを用いて 30秒毎に測定したc 離

床動作;え手術前には安静義人床 30分後，患者のベースで立

{立→歩行→端康位をとってもらい，手術後には病棟で通常

行われている手JII交通りに，安静臥床→{呆i青→半段位→端座

{立→立i立→歩行→端座{立を介助でで、行った。同時に自覚症

状の手Jf渋に践し開き取り調査を実施した。分析方法:手術

前の安静持の収縮期血圧と心t台数を基準としその後の姿

う~支給期血圧と心千台数の変化をみた。倫理的配

:本学の人潤を対象とする研究の倫理委員会の承認を得

た後，綿々に十分な説明を行い文'i!lにて向窓を得た。

{結来i
E子、床から端座{立までの平均所要時間Hえ手術前が 11分，

術後は開腹術患者 43分，駿控鏡下術患者 22分であった。

安静時の~又総期血圧値と比べて最も変化がみられたのは，

歩行後から端康位への動作時であり，手術前には7名中 1

名が20mmHgf!底下し，残り 6名もlOmm狂g未満会の低下がみ

られた。また手術後には.開腹術患者5名の収縮期血在が

19~59mm Hgf廷で，腹腔鏡下術患者では 17~20mm HgfJ誌で

したc 特に慌腹術のなかで手術時間が最も長く，初j滋高It床
に主るまでの時掲が設も短かった下腹部正中切開患者 1名
は， JI又続勝鼠庄 59滋mHg低下，心拍数も 17拍数減少した。

自覚症状は開腹術患者5名に観察され，持続硬膜外麻酔に

で終痛管理されていたが，動作に伴う創部痛を訴え，ふら

つき感や高遊感等を認めた。 591泌!HgfJ正1ごした下腹部正中

切開患者では，さらに冷汗.気分不快も出現し疲状回復

に8分を要した。一方.腹腔鏡下討す患者には自覚疲状は認

められなかった。またドレーンの数，術後の狂b値等によ

る違いはみられなかった。

{考察i
手術前のJlx縮期血在・心狛数の変化は，生理的な変動範簡

であったが，手術後は宇野式により変化の大きさに設はある

が収縮期血臣の低下を認め.手術侵襲による影響が示され

たc 今問lま部技術患者のみに自覚波状が伴っていたが，手

は個人差が大きいため前術式共に1IIl在・心拾数と向

特に自覚症状の観察が重要で、ある。

270)鱈躍術後の鶴間謹発症饗腐の検討

新村弥生(隼人町立罷師会医療センター)

[13的}
開腹術を受け，退院後に腸開袋を発症し湾入践した患者

の開き取り調査を行う苦手で， どのような生活行動が術後腸

閉塞発放の婆閣となっているのかを明らかにする。

[研究方法}

研究対象・開腹術を受け，術後腸鴎塞を発症した患者7名

1.研究期間:平成 16年 12丹1沼~平成 17年2丹16B 
2. 調査方法:インタビューガイドに恭づいて面接法によ

る前交を行った。分析方法:得られた'情報を記述データと

し，カテゴリ一分類し分析した。 3.倫礎的記騒: プラ

イパシーの保護と.本研究以外では使用しないこと，調査

への参加は自由であることを説明したっ

{結果}

1. データの背景:男性4名・女性3名 平均年齢 65.7

歳 宇野式として，虫設切除術が2名・符切除術が3名・マ

イルズ術が 1名，子宮摘出術が1名であり，競閉塞廃は，

今部が初めてがl名・ 2悶Bが3名 .3路島・ 4回目・ 6
捌告が各 1名であった。 2. カテゴリーごとの結果1)腸

閉塞の認識に濁するもの:この内容は 6の意見が収集でき

た。この中で、は人事としてとらえており自分自身に翠き換

えて考える事ができていなかった。 2)生活習慣に関する

もの:この内容は 86の意見が収集で、き，普段の食生活につ

いて (28)腸部塞になる前の食事で姿出となるもの(14)

排法について(14)活動・休息についてなお日常生活の

イベントについて(わに分けられた。 3)その他の意見・

この内容は 15の意見が収集で、き，ストレスについて (4)

体識管理について (3) 今後について (8) に分けられた。

{考察}

腸i語審になる要留を理解しているものの，退院後において

は，人事としてとらえ生活行動においての意識が十分で、な

いために予iぬ行動が取れていないと考える Q 食生活・排

推・仕事や活動・休息に加えて， 日常生活のなかでの千ベ

ントも関連しており.食行動を変容しなければならない患

者の心現を念頭に置いたアブローチが重要である。これら

の腸関塞発症の要国を少なくするために今後の看護活動に

おいてライフスタイルにあわせた対処行動の指導を行うこ

とが必要である。
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271)透析患者における経済状涜の実態

一成人慈蓄と高裁替、蓄の比較かう

関美智代(北毘大学肴護学部)

(北壁大学大学院)

岩崎和1t(閣議医療福祉大学大学院)

UJ名栄子(臼

[E1的}
くは公的な経済支認を受けてはいるものの，

それらは十分ではなく.何らかの経済的時題を生じている

のではないかと予測された。そこで年齢の影響を考惑し

成人と高齢者の比較を通して議析患者の経済状況を明らか

にすることを研究目的とした。

n済究方法i

おいて経済的に

であった。この理由として，

のいずれかを受給できるのに対し成人拐の患者の場合.

身体状況や受療のために就労から得られる収入は抵い上

に障害年金を受給できても滋害の続度によっては綴が抵

く，一方，家族の生活費・教育設受疫に関連する

の支出が大きいことが考えられるc ただし現状では問題

がなくても年金や手当に生討を依存する高齢透析患者の場

合.少額でも諸手当支給の持つ意味は大きいため，

当増額への活動を要望する関答が多かったと援測されるc

以上から，成人掲の透析患者に対し就労および年金受給

の状況，家族智景等を踏まえ.より経済崩に記慈していく

必姿性が考えられる O

272)動物裂謡社説異議入による透析患者の f気分jの変

化

熊坂隆行

-社会的

19Uや実裁の報告がほとんどない。そこで，こうした開題を

クリアできる動物に近い犬型福祉玩兵を苦痛やストレスを

生じやすい透析患者に導入し

していただき，そ

入前後に L01・ish& Maisiakらのフェイス・スケー jむを箆

用し詳{隠した。本評価は数値が小さいほど

きいほどf不快jを示す。データ

t後返そと行った。インフォームド・コンセントは，

を用いて十分な説明を本人に行い，サインを

していただいた。

{結果}

.，
 、，，，i

 

より

レスを生

きる可能性が示唆さ

クリアすることにより，

Assisted Nursing)の可能性が示唆された。

1 フェイス・スケー

'P<O.Ol 
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273)透析看護部による「セルフケア行動変容プロクラムj

活用時の臨害・促進撃主題

原 元子(富山匿科薬科大学医学部看護学科)

閥 美智代(北泉大学看護学部)

{自的1
fセルフケア行動変谷プログラムjは.透析患者の行動変容

を{足すための有用なツールであるC 今回，透析陪体重j担増

加の3事関の分析から， rセルフケア行動変容プログラムJ
を遂行するために，看護締の関わりのやから効果的安田と

!塩害要閣を分析したc

{対象}

プログラムを使って介入を行った透析女性審議師3名c 平

均臨床経験 20，3i久平均透析看護疲 4.3年。 3名ともコ

ミュニケーションの事前学習を行った。血液透析導入期患

3 名。と~î-l7tll : 66歳女性の糖尿病性腎症(以下 DM腎

)透析歴6ヶ月。事例 2・48歳男性のひM腎症。透析

8ヶ月。事例 3: 73歳女性の慢性腎不全。透析授 6ヶ

丹。

{方法]

1) 3事例会員に 観 察Jr共感 r傾聴Jr確認jの面接

技法で接l.生きがい連総iえステッブ・パイ・ステップ

(SBS 7去)，セルフモニタリング法で体重増加の改善の

援助を行った令 2)介入効果の客観的指擦として，介入前.

'1人後の透析肉体重増加率を分散分析で比較した。 3)対

象者護郎には関わちの振り返り.対象忠者には，援助を

けての思いについて半構成的孤接による質的締約的分析を

行った。 4)者護記録から設助方法をお1111¥したっ 5)，3).
4)より行動変容プログラムの効果的要i主!と註安関を1"111
出した。倫理的脅己犠:対象者に研究の主旨と面接を行うこ

とを文書:で説明し承諾を得た。

{結来および考察]

体重i¥ll}Jf!率は事例 1及び3(丈有意に体重増加率が減少し

たが，ミjrjytl2はc 自己決定した目擦体重より増加傾向と

なっていた。事僻 1 看護蹄は患者の生活心情に沿っての

関わりに留意し患者は.自分で家事ができる自信が持て，

熔しかったと話した。事l7tl2:看護郎は面接技法に習意し

ていたが，援助成果が得られないため指導的立場で援助す

る場面もあり.他のスタップに協力を求めないまま患者と

の関係が苦痛になったむ患者は体重管理ができず.自己嫌

悪感が強まり看護r，mの関与を拒んだ。事関 3:.看護締は.

f共感Jr傾聴uに特に留意し患者の心情に焦点をあてた

関わりを他のスタップと共に行ったc その結果.患者は今

までの生活を見直し{本震増加率は有意に減少した。患者

は，まま議長mを rf可でも話せる信頼できる人jと詳した。看

護締と患者へのインタビュー結来からー効果的姿凶として

<患者の気持ちに沿った尋ね方>と<者護締問での情報の

共有>があり.祖害要因として<紋きり認の関いかけ方>.

<強要恕の話し方>と<患者情報の抱え込み>があった。

3事関から.<面接技法の習得>と<者護師向での情報の

共有>が行動変容ブログラムを行う上で重要であり.その

上で援助方法を選択していくことが効来的な援助に繋がる

と考える O

日ア4)血液透析護法そ続げながう生活する女性の患い

塩谷玲子

(北海道援療大学大学説者護福祉学研究科修士課程)

家庭や社会における何らかの役諮を持った女性が，鼠液透

析療法を続けながら生活する過程において抱くさまざまな

jAIいの要素を明らかにし女性の血液透析患者に対する

設の方向性や夜り方について示唆を得ることを研究目的と

して.質的締結法的記述的研究を行った。研究方法はネ構

成的設問項呂を用いたインタピューi去を笑総.対象者の承

諾を得てテープ録しその逐諸銭をもとにお1]象度を高め.

カテゴリーを生成した。対象者 10名の平均年齢は 50.8

歳，婚期状況は現婚者が8名.未婚 1名，離婚 1名，就

労状況は. 6名が専業主婦，自営業 1名，専門l絞1名，パー

トタイマー 2名，透析歴は 1年6ヶ丹-26年Oヶ月， l:I車

問の透析回数は 10名全員が週3閉， 1閣の透析時間は 3

時間 (4名)-4.5時間(l名)であった。血液透析療法を

続けながら生活する女性の思いを分析した結来，上位カテ

ゴリーは， [透析と病気がもたらすIIlOOlt.障害]， [生涯透析

と付き合っていく議念1. [普通に生きるための信念・ポリ

シー1. [女性役割維持の追求]という 4項目が得られた。

また.中投カテゴリー(以下く 〉で表す)は 9:t員EJ，下

位カテゴリーは 27項自がf号られる結果となった。各カテ

ゴリーの関連をみると， [透析と病気がもたらす回数・障害]

というく透析に対する嫌怒感〉ゃく透析・自己管理上の掴

はあるが，徐々にそれらを受け容れながら.く透析と

ともに生きることの受容<支えを持って生きる〉という

透析の受け孝子れに向かいながら.く透析ケアに対する要望〉

という前向きな忠考をもって[生涯透析と{すき合っていく

諦念}を得て，<母親役割維持の追求〉ゃくケア役割に対

する貢妊〉に象f設されるような{女性役割維持の追求;を

しながらを 日々の生活経験におけるさまざまな揺らぎの中

で.く普通の生活を希求〉しく生援を悔いなく生きる〉

といったような{普通に生きるための信念・ポリシー}を

持って生きているということができた。この結果を解釈

し肴護の方向性を考察した結来，納得の元に透析を受け

ることができる心の準備を整えるための段階教育等の充

実，女性透析患者のセルフヘルプグループの構築支援に者

護締が関与する必要性，女性のアイデンテイティ発達に寄

与する看護の方向性としての育児支援という大きく 3つの

柱が得られたっ
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2アち)血液透析患者の鑓露関連QOしに対する

野浮明子. Iヨ

[目的;

自己管理行動が，健康関連 QOL
8であるかどうかを検討する。

{方法}

QOLには. SF-
自主主意義，方法警個人

参加の白血および不参加による

より説明し

とし実越したc

における自

QOLとの鴇述'段:ふなまめられたごこのことから自

動を挺進する者護援揚が，患者の縫康関連 QOLの向上に

る可能性が示唆さ
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2ア6)看護闘の糖尿病患者に対する期待が患者の学欝意

欲!こ及ぼす影響

片野恵美子

(元愛知県立看護大学大学i記者護学研究科臨床審議学専攻)

{陸自主]

患者の学習意欲(以下学習意欲)に影響する重要な要因の

1つには，看護隔の糖尿病患者に対する矯待(以下看護締

の期待)があると考えられるc 本研究では，看護締の期待

が学習意欲に影響することを明らかにすることを目的とし

たa

{方法]

対象:ー綾病i淀3施設の糖尿病外来あるいは病棟で患者教

育を行っている経験年数1年以上の者護師(平均年齢28.6
土 6.1歳，王子均看護師経 7.0:t: 6.2年，平均糖尿病患者教育

麗 2.9土 2.1年)と，その看護師より個別指導を受けた外来

通院中あるいは入院中の 2型糖球病患者43組(男性20名，

女性 24名.平均年齢59.73:t: 12.33歳，平均教育入院経1.1

土 0.49@])c方法:看護師による患者への 1回の偲別指導

前後に，患者，看護師それぞれに自記式質問紙調査を実施c

調査内容:<看護部)(1)看護締の期待:3項目(自作)• 
Cronbach・8α=0.640 (2)背景・状況因子

には事rr版 TEGを使用L <患者)(1)学習意欲:

10J叉El (I~I 作)， 5段i務詳定， Cronbach' sα= 0.910 (2) 

背母子。分析方法:t検定，童図帰分析む倫理!的記慮:対

ニインフォームドコンセントと自発的参加の保誌を行

い，文i!;によるj得意を符，対象者の身体的・紛争!IU守苦痛お

よびプライパシーの保護に努めたc

{結来1
1.学溜意欲の看護郎の期待各 21ftの指導前後の比較，お

よび21浮flむと絞:指導後の学習意欲{点者護締の期待のネ

ガティブ18'では指導前に比べて有意に上昇した(指導部

43.13土 4.42，指導後 47.53土 3.40)0審議問jのポジティブ

訴でも同様に指導}誌に比べて有意に上昇した(指導前

42.56太 6.52，指導後 46.48:t: 4.48) 0指導前後の学習意欲

の変化は，看護締の期待のネガ、テイブ群・ポジテイブ群の

雨群関で，有意差は認められなかった(ネガティブ若手 4.40

土 3.26，ポジティブ群 3.39:t: 4.12) 0 2.看護隔，状況，患

者要因と学習意欲との関係:指導前後の学習意欲の変化は，

集団指導経験なし感染症あり.BMIが高く，体重の増え

るほど有意に高かった。さらに，重留婦分析の結采では，

集団指導経験なし感染疲ありで、有意に高くなり，変数全

体で学習意欲の 21.9%が説明された。

[考察i
看護郎iの賂待は学習意欲に影響していなかった。この理由

として，看護締が患者への期待に関係なく.患者に平等な

関わりをしたことが推察される。今後.看護部の期待およ

び期待行動の 2要時を組み合わせた検討が立、嬰で、あると考

えられる O また，学習意欲は感染症のある患者で高くなっ

たことから，身体疲状や治療の必要性に対しての患者の自

覚が学習意欲の向上につながったと思われるG

日アア)高裁轄尿病患者の自己管理行動と自己効力感との

関係 一食事・運動に熊点をあてて一

大西可奈子(愛媛大学大学続医学系研究科者護学専攻)

赤松公子，河野保子(愛媛大学医学部看護学科)

[詩的]
高齢糖尿病，患者の食事・運動に対する自己管理行動を明ら

かにし自己効力感との関係性を検討する。

{研究方法}

1.対象者 :E県の M病院に外来通践している 65歳以上

の高齢糖尿病患者で，診断後 1年以上経過しインスリン

注射による治療を行っていない者 85名。 2.言!詰資期間お

よび方法:2004 年 6 月 ~9 月 c 診療待ち時慌に儲部街接質

陪紙諮査を実施。 3.倫理的記惑:調査内容を対象者に説

明し署名により悶意を得た。 4. 調査内容:1)恭本的属性

及び糖尿病の状況 2) 自己管理行動(1)食事自己管環任

動;安駿の糖尿病食事自己管理行動尺度 (2)運動白己管

淫行動;木下の糖尿病自弓管理行動尺度のうち運動に関す

る項EI 3) 自己効力感(l)食事自己効力感;安酸の糖尿

病食事自己効力感尺度 (2)運動自己効力感;木下の糖尿

病自己効力感尺疫のうち運動に関する項自 5‘分析方

法 :EI的に応じて単純集計・棺関係数， t検定を行った。統

計処理には SPSSを服い.有意水準は 5%以下を採用したc

{絡来]

1.基本的弱.tl:対象者の平均年齢は 74.5:t: 6.0殺で，男

性 42名 (49.4gら).女性 43名 (50.6%)であった。 2.糖尿

病の状況:平均発症年齢は 61.6会 9.9歳で¥平均寵患期間

は 13.1:t: 9.4年であった。糖尿病三大合併症のある者は

42名 (49.4%)であった。 3. B己管潔行動食事自

現行動は女性が男性より.合併症のある者がない者よりも

実施度が有意に高かった (p< 0.05)。食事と運動の自己

管理行動i習に有意な相関心.= 0.288 p < 0.01)がみられた0

4. 自己効力感:食事と運動の自己効力感との閣に有意な

棺関仕立 0.361p < 0.01)がみられた。 5. 自己管理行動

と自己効力感との関係:食事自己管迎行動は食 B己効力

感との間に (r口 0.381p < 0.001).運動自己管理行動は運

動自己効力感との問に (r= 0.668 p < 0.001)存意な相i惑
がみられ，運動自己管理行動と食事自己効力感との関にも

有意な相関 (r口 0.282p < 0.01)がみられた。

[考察]

高齢糖尿病患者の食事自己管理行動lえ合併痕のある者が

ない者よりも実行授が高かったことより，合併:疲を悪化さ

せたくないという思いが食事自己管理促進につながってい

ると考える。食事と運動の自己管理行動向にまた食事と

運動の自己効力感との間に有意な相閣がみられ，また自己

管現行動と自己効力感との問に有25;な相関がみられたこと

より，高齢J患者の意識下には食事・運動が王子行して存在し

ていると予測でき，自己管理行動促進のためには，自己効

力感の形成は不可欠であることが判明し
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278)癒血性心撰態を合併し遥続中の纏諜痛患者の議拒

感とその関連警部の検討

手口

[El的}
した糖尿病患者;之合併症の進行を防

ぐためにより厳議なお己管理が求められるが，その

も指議されている。本研究ではこのような対象者の病気や

治療にかかわる負担感と関連要留を鳴らか;こすることを日

的とし

i方法]

る

関係はなかったが，

また強密群が将器若手に比べ PAIDが有意に高かった。

{考察}

自覚症状は患者の負担感

いた。虚j蕊性心疾患の合許疫をも

心疾怒の自党主主状を有する

，独活の者などはー病気の負担惑が高仁痕状のコント

ロールを行いながら，援先的に援助していく必要性が示唆

されたっまた専門分化された医療体部の中で，慢性疾患を

して持つ患者の負担感を含めた療養全体にかかわる問

題に対し誰がや心となり関わっていくのかといっ

のあり方も重要になると思われる令

279)籍探搭患者の抱える問題とセルフケア行動

[El El9] 
る心理・社会的な問題とセルフケ

について明らかLこするc

[研究方法i
H病段に逸続中で HbA1c7 %以上の期務コン

トロールの不良な糖尿病患者のうち研究参加に承諾の得ら

れた 3名であるつ研究期i習は平成 15年 12月から王子成 16

年2月であるc 費関紙は，石持の f諮尿病の認知評価モデ

)v J ¥こ基づいて，各項目についてインタビューを行い，

者自身が糖採痛の治療や現在の心理・社会的な諜翠をどう

しているか，それを克援するためにどのようなセルフ

ケア行動をとっているか，出来ていない場合は何が荷惑と

考えているか開きとりデータ収集を行なった。費関紙から

られた稽報とカルテから

とセルフケア

{結果i
し

それぞれが心理・社会的な負担惑を

感じながらも，自分なりのセルブケ

しかしそれは必ずしも

が明らかになった亡今後;ふ綴々の問題に合わせたJ主体的

な日採の設定とセルブケア行動への介入が必要であるc
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280)自己管盟上の密難を抱える外来糖探病患者の菌接

前後の変化

山本由香，杉宮伸子(東邦大学霞学部付属大森病i詫)
高檎正予，高橋早苗(束手/1大学医学者[1肴護学科)

{自的]

血糖コントロールが不長もしくは糖尿病の管理をしていく

上で国難に感じている人に対して面接をしその前後の変

化を明らかにし今後の看護に役立てるc

{研究方法1
1)対象:外来通院中の2製糖尿病患者で HbAlcが7.0以

上もしくは療養上の関難を抱えている人で.自分で訴i査用

紙に記入できる入。

2)調査・介入方法:外来診療前後の時間を利用して面接

室にて1tQ]人部長ーを，初関から連続し計3回行った(1~l 

か月半の間揺)0初図面議時，生活背景・生活習'慣などを言語

る自作の質問紙への閤容を求めた合以降は療養上の思

議や髄みを傾聴し照題解決に向けて患者自身が目標設定

し行動を起こす過設を支援した。分析方法:面接記録をも

とに研究者間でつ意見交換し函接前後の対象者の意識・行

動・ HbAlcの変化をみたc

3)倫理的配騒:研究の趣旨を蓄預と口頭で説明し研究

参加は自由意志によるものであり，途中辞退も百I能である

こと.結果は本研究の話的以外には使用しないことを説明

し向j立を得た。

おき染}
研究対象者は男性3名，女子1:4名.平均年齢は 59.0歳

10.5であったc 擢患期間は. 1 ~ 5年未満 1名. 5 ~1O 年

米議2名.10年以上~4 名であった。介入前の HbAlc の平

均は 7.9%:t 0.48で、あったc 自己管理上の菌襲!tの内容は.

Z仕事や職場の人間関係がストレス.安食事制限によるス

トレス.ミ妻家族の介護によるストレス等があげられた。 3

1還の面接により， 6名に意識の変化がみられたc そのうち

5名は行動も変化し HbAlcも改善がみられたc

{考察}
頂接の議後で，自己管理上の閤難に関する意識・行動の変

化がみられなかった人もいた会しかし 6名の患者は者護

者が傾聴することで¥自分の生活を振り返り，自己の抱え

る問題と向き合うことができたと考える。さらにどうなり

たいかを尋ねることで患者は自分なりの日標設定をし行

動を起こすことができたこと考えられる。今後は行動を継

さるように支援することが課題である。
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281)外傷性縦模欝蓄の就労iに伴う

おJlIふみよ(大阪大学医学系研究科博士課翠後期}

(大際大学涯学部探健学科)

じまじめにi
交通事故などによる外務殺器損怒(以下はお次総

伴うことがあるが，身体的な治療が終了

した後に明らかになることが多いcTBI者は

日露は就労であるがその実態と潤題点は明らか

になっていない。

[EI的i
を明らか;こするご

{研究方法}

:給条1
425名のうち自自記載のあった 294名

とした。 TBI 者は 80%が男性で 20~29

の40%を

る。ま

の設建撞設で就労したりする等，現在の斜度の中でのサー

ピスで利用できる範閣のサーどスを利用するしかない現状

が明らかになった。 TBIに伴う高次11話機能棒答は筒々に

多彩な症状が現れ経度も異なるため.その障害特性に、沿っ

た途切なサービス提供の体棋を整える必要があるコ

282)縮護塞患者における忠常生活動作の自立と自等感

情の経時的変化

(九州大学医学部保健学科)

宮腰由紀子(広

{自主主}

自尊感箔とは自分自身に対する肯定的・否定的感箔であり.

8尊感の経いことは「自分はだめだjと感じる穏向にあ

ることを意味する。 蕗壊家の障害によっては日常生活動作

の自立が妨げられ，そのことが白等感情の誕下につながる

と披察される。そこで本研究札結捜索患者の日

{乍の自立と自慈!惑協の変化とその関連を明らかにし

介入への示唆を得ることを日的とした令

[方法}

; Barthel indεx (J2J、f変BIと

.トイレ・入諮・歩行ー

-排便.1Jr-尿の 10項院からなる。 5点刻みの

で評{磁し得点が散いほど日常生活動作の自立

が妨げられていることを意味する。 3)属性;年齢，性剖な

どc 分析方法:統計解析ソフト SPSS13.0]を用いて

{結巣i
126名のうち入設時と 3カ汚

名を分析対象とした(77.0%) 
名.王子均年齢は 66念 10歳であった。 RSE

を行った

を

30.3会 6.0→ 3ヶ月後 31.0土 5.8であり差はみられなかっ

た伊=0.226) 0 …方.BI平均値は入i招待 90.0土 16.0→

3ヶ丹後 96.9会 9.3であり，入院時によとべ3カ月後の呂常

生活動作は自立していた=0.000) c RSEと訟の視認

は入院時ρ=.41担=0.000i. 3ヵ月後ρ .41 0.000) 
であったc 入院時と 3カ月後の BIの2去により .BI
39名‘ BI変化なし詳 54名・剖f設下若手4名に分類したとこ

ろ. BI 上昇苦手~ [BI平均値:入i突時76.8:t 17.6 -+ 3ヶ月

95.0土 10.8中=0.000) ]の RSE平均値のみ入院持28.0土

6.l→ 3ヶ月後 30.1土 5.8と有意に上昇していた (P
0.040) 0 また， BI f迂下若手の RSE平均飽は入i淀持 24.0土

5.1. 3ヶ月後23.3会1.7と共に低かっ

{考察]

本訴究により日常生活動作の自立が妨げられると自

が{丘下すること，日常生活動作の自立に伴いお尊感情もお

まることが明らかとなったc 日常生活動作の自立が妨げら

れている患者に対し日常生活動作の自立に向けた援助と

同時に精神的援助が重要殺であるといえる。今後は自

i育を維持・向上する介入方法を検討していくことが課題で

ある。
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283) COPD患者の心理的ストレス道程におけるコーピ

ングの効果

森本美智子(!潟u1大学医学部保健学科)

{自的}

本研究は COPD患者の心理的ストレス過程における変数

関の関連性を構造方程式モデリングを用いて検討しコー

ピングの精神的健康に及ぼす効果を検討することを自的と

したc

{研究方法]

対象者は 107名で¥王子均年齢は 71.7歳 (SD7.7).男性別名

(85.0%) .在宅酸素を使用している者‘が 34名 (31.8%)で

あるc ストレッサーとして怠切れ・活動能力の抵でを取り

上げ，ストレッサー，息切れ・活動制援に対する認知，コー

ピング.精神的健康をモデルの検討に用いたc 分析では

BUl・nham& Andersonによる評価基準から心理的ストレ

ス過程のベストモデルを確認しそのうえで精神的健康に

コーピングの効采を検討したむ識査期間は 2003年

7月-2004年6月で，調査に際しては目的および方法，参

加は自由意志であること，個人は特定されないこと等を依

頼丈および口頭で説明し間意を得たc

{結采]

心理的ストレス過程のベストモデルは関 1に示した。コー

ピングは紛争11的健康に有意に潤速していた (-0.331.p < 
0.01) 0 またコーピングは息切れ・活動制限に対する認知，

i活動能力から直接影響を受け (0.527.p < 0.01， 0.564. p < 
0.01).ネブゲテイブな認知をしているほと活動能力がおい

ほど，コーピングを多く}おいている給条であったc

{考祭}

コーピングは精神的健康に魚の関連を示しコーピングが

精神的健康の悪化を低減する効果を持つことが示されたc

この結果は COPD患者のコーピングに看護介入すること

であ5神的健康の悪化を賄ぐことが可能で、あることを示唆し

ている。またコーピングは活動龍力によって影響を受けて

おり.看護者が患者の活動能力が変化した捺にコーピング

の変化に者自し介入する必要があることを示唆するもの

である。(本研究は文部科学省科研費(基盤 C(2) :課題番

号 16592150)の助成を受けて実施した研究の一部である)

GFI=.905 AGFI=.848 CFI=.945 RMSEA=.067 

284)骨髄移権を受けた人の退院後の患い

一移撞後2年居かう3年自の事剖より

小倉之子(島根大学医学部看護学科)

[目的}

骨髄移椀医療の進歩とともに造i忽器疾患のため'詩・髄移植

を受け延命した人々は年々増加している。しかし骨髄移植

援療は，無菌室管理を中心に行われていることが多く，退

j淀後の支援体制は十分であるとはいえず，患者独自の努力

に委ねられていることが多い。そこで今国骨髄移植の経験

を持つ人が.どのような思いで在宅生活を過ごしているの

かを明らかにすることを呂的とした。

{研究方法]

対象者は.研究開意の得られた A氏自殺の女性で同種官ー

髄移植後 2年4ヶ丹.B氏 54歳の男性で;jミ招血体制)J器移

様後3年1ヶ月の 2名とした。方法は.2003年2丹に半構

成約インタビュー法を苛ったのち遂諾録を作成し退読後

の思いを表している内容を抽出しカテゴリー化したc また

倫理的記慮として.研究の倫理面について説明し承諾を得

た。

[結果]

在宅生活を送る上での共通の思いは. (常に不安がつきま

とう) (病気について知らない部分を持つほうがいし斗〈生

きることは大事なことだ)<発病前は長期間精神的ストレ

スの続く状態だ、った〉であった。また相違閣での思いとし

て.同種骨髄移穏を受け GVHD(移植片宿主免疫反応)が

出現していた A弐の場合は. <ぎりぎりまで在宅生活を続

けたい><今が一番つらい)<どうやって暮らしていけばい

いのかわからない〉であった。末梢血幹細)J?i，移植を行った

B氏の場合は. <自分が1)ラックスできる心の時間をつく

るようにしている〉であった。

{考察]

共通の思いである不安の継続性については，先行研究でも

問じように述べられている。しかし今回の対象者2事例よ

か骨髄移憾によって今を生かされていることに対する命

の大切さへの思いが明らかになったc また対象者にとっ

て，身近にいる家族や友人の存在は，精神的安定に大きく

関与していた。そして間種骨髄移植を受けた人は，苦痛の

原田となる GVHDをうまく乗りさることが，肉体的・精神

的回復につながるといえる。骨髄移植後，在宅生活を送る

人々に対し看護者は，対象者の訴えを傾聴し不安状況に

適応、できるよう対象者に応じたストレスの軽減法や，在宅

での生活を高めることを共に考えていくことが示唆され

るc
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285)成人期アトピ…性浸j謬炎患者iこおける摸病受容と

度j欝む恵三蟹理鶴子の解析

中野雅子

{目的]

アトピー性皮!議炎は近年'諮性化が進み.青年鶏から

壮年鰐さらに老年鶏へと患者が拡大しているc 本研究は，

社会的投舗を担う時期にある主主人期の AD患者の疾病受

容と皮腐の自己管理国子を明らかにすることを日前とし

の20l'衰弱について設跨し

う思うどちらかと詮えばそう思うど

;まそう思わないJぞう思わないjの4設階の

4点から 1，1立を配して択一形式で賎答を

求めたむデータ一分析は. SPSS 

じま議i
90名のうち 71名 (78.9%)から有効期答を得た。

Cronbachs a 
であり，設i湾別競討議を検討したところ.

(3.66土 SD0.53)がもっともスコア平均能がおく.いずれ

の項目も大きく他の項自に影響を与えていなかった。そこ

とし

{結論]

成人類 AD患者の疾請受容の傾向は.slI替の自

いて共肉体制と指導の必姿牲を感じ，少なからず現状不安

を持っている C しかし現行方法は否定せず，方法への理解

と議極性を採っていると設している。またケアがE盗難で

あったり方法への迷いや混乱から，心王室負拐を自覚する一

方，症状改善を予測しつつ，皮腐の自弓管埋は当黙と捉え，

おい関心を示していることが鳴らかになった。

286)罷性額密性腕疾患患者の呼駿罰難の体験

(北海道医療大学大学説修士課程)

{目的]

症状管理をねらいとする教育的・心理社会的支援に関する

示唆を得るために.1受性問塞性部疾患(以下 COPD)思考

が.患者の視点からどのように呼吸関難を柊験しているか

明らかにする。

[方法]

外来通院中の COPD患者8名を対象に半議成面接j去を

沼いて(1)病気になってからの疲状議気になってか

ら現在までの出来事. (3)それらについてどのように感じ

ているか，対処しているかについてデータ収集を行っ

データ分析は，録音テープの逐語銭f仁参加者部会柊擦の

前後の文誌にj主;立しながら呼吸器難およ

から派生する身体的・精神的・社会的負担と考えられる体

と対処について，意味内容に対応するコー iごを抽出した。

コー iごから共通する意味をもっと考えられるものを絞合し

として研究向窓舎を用いて

した。

タバコ捕とい

として諮られ， タバコについて

がたい官接〉の体験として述べられていた。症状安

定期の呼吸器難に対しでは〈無理しなし

は〈後絡iな疲状変化へのi主窓と

という株数が特銭的であっ

{考察]

安定期 COPD患者の呼吸服疑に伴う手決感.不安，恐怖感

などの表現{え症状増悪鶏の呼吸国裁の体験を示しており，

していたむぞれらの対処

比活動性の縮小，予訪的な対処がみられた会

疲状増悪期の呼吸器畿の体験をきっかけに，呼吸密難に対

する新たな対処方略を取り入れ.暮らしの再構築を闘って

いると考えられる。患者の呼吸器難に伴う罷緒的感覚の表

現を聴くことを通して，患者儲々の呼吸器難による日常生

活への負の影響をとらえ，対処能力を高める早期介入が可

能となると考える。
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287)判定日分析を鰐いた f転倒・転落アセスメントシートj

再構成の試み

内藤麻美(箕面市立介護老人保健施設)

佐藤久美子(箕面市立病院)

山田一部(臨床研究支援センター)

中本弘志(介護老人保健施設ラ・アケソニア)

i目的}

現在，臨床現場で広く):fい、られているわ伝部・転落アセス

メントシート(以下シートけは.簡便な方法ではあるが.

各項自の重み付け得点が経験問に基づくもので，転開・転

落のハイリスク患者を選関する用途には使いづらいという

問題点があるc そこで今関，評価項目の再構築と重み付け

得点の最適化を試みたので報告する。

{対象と方法]

大j現府内某医療機擦に 2005年 1月9日時点で入院中の患

者 44人を対象として，研究の趣旨説明を行い協力の同意

を得たうえで.独自に作成したシートに基づいて情報収集

を行った。内容は子性JI年齢Jr斑柱控Jr感覚障害(視覚・

聴覚)J r機能I~害(麻持・パーキンソン病・骨関節の変形

拘縮ーふらっきり「活動詑カ(筋力抵で・杖使用・歩仔器

使m.IIれ、す使用・移動移乗の要介効)H認識力(認知症・

記'能力低下・判断力低下・理解力低下・不穏行動・見当識

物(解熱鎮泌剤・入111主導入剤・抗不

.抗うつ剤・利尿斉JJ.下剤.m;パーキンソ

ン築・化学療法剤・!存在剤) r封印ま(夜間羽1'11仕・尿失禁・

. ]要排討を介助・トイレまでの距離けであるつ

例，転落のfl!tttJの有無を分組変数.ぞれ以外のJJl!]を

説明変数として'I'Jj7.l1J分析を行い，判目立的I11ネならびに各項

EI の重み付け得点(判別係数)を調べた。なお，集計j~宇都?

には SPSSfor・1平indows10.0]を月hミた。

{結果i
1)対象者の器本属性:r転倒・転落の説往あり群(発生1tf)J 
は男 7人.女 9人.討 16人で，その王子均年齢は 72.7:t 12.2 

歳であった。一方， r説往なし群(対照鮮)J ，立男 14人.女

14 人.~I' 28入で¥平均年齢は71.5:t 11.0歳であった。 2)

了間関分析の結来:変数一括投入i去により解析したところ，

転倒・転落のリスクを上昇させる要因と考えられたのは「判

断力抵下 (6.910)J r認知痕 (3.249)J r利尿剤投与 (2.560)J 
f不語 (2.098)J rトイレまでの距離 (2.066)J r管関節変形拘

縮 (2.065)Jであった(数字は標準化特別係数九一方.リ

スクを低下させる姿ほ!として f記穏力最下(-5.424) J r理
解力抵下(…4.417)J I尿失禁(-2.326) r見当識障答(

1.290) Jが挙げられた(数字は標準化判別係数九なお.こ

れらの変数を用いたときの'1'仰せ的中率は 100%であった。

{考察}

今1mの解析結果は，研究者らの臨床経験とも合致するもの

であった。 リスクを抵下させる要協に挙げられた項目(症

状)群は.既存のシートでは fリスクを上昇させる要因J
ととらえられていたものである O こうした顕在的な症状を

笠する患者には，あらかじめ何らかの対処がなされた結果.

転倒・転溶のリスクがかえって低下したものと考えられる。

今回の結来をふまえて. より妥当性のおし咋Jj，jlj係数を決定

するため，大柴ITJを対象とした'箔報収集作業をj進めている C

288)脳卒中片蘇趨患者の産{立バランス

林みつる

o向山県立大学大学院保健福祉学研究科看護学専攻)

村上生美，季五 終妥

(岡山県立大学大学院保健福祉学研究科肴護学専攻教授)

{践的i
Z白血管捧寄(以下，脳卒中)に対するリハビリテーション

医療は.急性期から十分な 1)スク管理のもと早期高It床を促

す方向に変化してきている。しかし急、性別脳卒中片!例年

患者(以下，片的;捧患者)は， 自力での感位保持がi主j昔日‘と
なることが多い。早j割高It床を呂的とした段位において， )'1 
麻痔患者はどのように座位をとっているのか実態を把怒

し座位姿勢への援助を検討するため.段位姿勢!時の童心

動揺に着EIL， 4つのパラメータ(荷重中心軌跡長.動揺

面積.荷重中心点の佼i忍 1*幹偏{立)を用いて[iIIj足底接地・

非接地の有無による感{立バランスの相迭を明らかにしたc

{研究方法}

荷重仁ド心軌跡長.動揺闘積，荷震r:jJ心点の位置のiWJ定は，

体圧分散測定システム BIG I¥1AT <ニッタ>を. f;本幹

偏{立の測定は，角度計 FAS-A< Micro Strain >を用いた。

BIG -MATを待部に敷き，角度討を前JJ旬音1¥に装着し端

(jii底接地)・躯幹座{立()むまゴ1"接地)それぞれ5分間

測定した。此本研究は岡山県立大学倫理委員会で承認を

得たc

[結染i
rliJ 'Jii:が得られた脳卒11:1患者 14名と.長tt常者 17名を対象と

した。 4つのパラメータから.134麻患者は健常幸?に比べ

・躯幹座{立ともに安定殺は抵いことが認められた (p

< 0.01)0 端11H立は.荷重r:tJ心軌跡長・動揺面積から，I殴{立
開始初期は安定しているが.時間]が経っと不安定になる傾

向がみられた。また， 1'rli1在中心点の{立i廷は，級幹康{立では

端座伎によヒベ前方に移動していたゆ<O.OI)c 体幹偏{立

は，端!怒{立では，時間を経るにつれて小さくなる{山匂がみ

られ，躯幹座伎ではu寺i習を経るにつれて大きくなる傾向が

みられた。

{考祭}
}十麻絡患者は，加齢?や疾患による持久力や筋力などの行動

体力の低下にくわえ，易疲労性や筋疲労，骨捻の動揺4計士
(前後方的J)などから，縫?言者に土とべ安定'f笠が{段下している

ことが推測されるつ端感位は躯幹感位に比べ，身体の可動

性を有した安定した夜{立姿勢であるc 安楽な状態で窓{立保

持が得られ，動作獲得あるいは動作遂行がし易い感位であ

る。すなわち， ADL 活動性を iG5める H~l立であると考えら

れた。一方，躯幹感伎は，体幹の夜立を維持するために

姿勢筋の緊張を強いて保持していることが推察され，安定

しているようであっても，努力している状態であり，外力

の影響を受け易くバランスを出しやすいと推測された。
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289)安全な立ち上がり動作撮助に関する顎究

~支持基底簡と童Il){立墨の力学的考察~

横井和美，竹村郁子

[EI的]

290)思議室顛ジ八ピリテーション痛壌における転樹事故

報告蓄の分析 一転留にささるまでむ体動分析一

安全でかつ自立をめざした立ち上がり動作の援助方法を見 {目的i
自力での立ちj二がりと介助を姿して立ち上が

と支持基底活iとの関係を力学的によと

る。

[研究方法i

しており，上{約五JJ話角度も

上がりであったc

立ち上がりの

の入点と C点はi司被i読者であるため同じであるが，支ち

上がり方;去によって B点の身体重心設置が異なることが

示された。また，立ち上がり lJ脱会から

の軌跡も異なり仕事;設の相違が示さる。介助を

上がりは.上体をTiij服することなく

していることは，介助者が前方におり

iljlJを加えられていたと同時に，介助者のカが働いてのこと

と考える c 1r劫を姿した立ち上がりは.身体重心の軌跡も

くわずかな力で立ち上がれていると考えられるが.人間

人で立ち上がれる機序を有した立ち上がりでな

いと考えられ，今後，対象者の力をより多く能った立ち上

がり援助去を検討していく必婆がある*この研究は平

成 15年度滋賀保立大学特別liJf究授の助成を受け，

架部卒立与公村雄ーと11'なった研究の…認であるつ

したc

{研究方法]

2002年(133官二 70名人 2003年 (99f'I: 60名人 2004年 (73
件 51名jの転向事故報告さ:を分析した。1)

月乳時部関の転倒件数を求め，

官-.
2) 
f :r-

であったc

し

x 1000)は.

(991'1二. 2004 
より冬期に

られたc

じてきたことで，年毎に転倒件数が減少できた。今関

;ま(1)

自的を分析したところ ADL以外のf本動目的

られなかった。そ

る患者の体動に

(3)日常生活での無意識の行動などが関係していると

られたc 転問1i1j止のアセスメントではこれらの視点も

深く観察したj二で，事故防止策を検討することが必要であ

る
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291)下肢総合筋力測定装置の開発

一測定健の開見性と体位による下肢の筋活動変化一

畔上真子，橋本みづほ，大王子殺美

( 1計ト!大学医学部保健学科)

楊箸i盗哉(長野県看護大学)

[13的}

一般的に臨床で行われる筋力測定・評価はいずれも単関

鋭部苦手の筋力であり，下肢総合筋力を反映するものではな

い。そこで，高齢者の実用的な筋力評備を得るために，多

関節筋ffFの下肢稔合筋力を測定する装置を開発した。街地

応用の第一段階として.この装置を用いて下肢の伸混と足

関節底関における等尺性収縮時の測定値の再現性と，体{立

による筋活動の変化を解析したので報告する C

[研究方法]

健常成人女性6名を対象とし被験者には5秒間の最大関

意収縮を1)臥位・底屈. 2)臥{立・伸展. 3)段位・底紹.

4)廃位.{I中展の}II部こ，片足4回ずつ雨脚実施してもらった。

筋電顕導出部位は大腿田頭筋産筋 (RF).大腿ニ頭筋 (BF).

前!接骨描 (TA).lJ11:JJ邸主 (GT)の4ヵ所とした。皮膚電磁

から導出された筋電{立は増i隠後. A/D変換器を介して PC
に 1kHzのサンプリング潤波数で収録し多用途生体慣

卒fAプログラム(キッセイコムテック社)を使用して額分依

(IE¥iIG)を拝出した。下紋総合筋力 (kgf)は伸展・底路ひ

センサーへの荷重による屯夜変化を出力し記諒し

た。 IEMGはお下肢のみの統計処理とし体{立と運動様式

の4過ちの組み合わせを要混とした一元記担分散分析を行

なった 3 下肢総合筋力は被験者1mの変動係数(CV)算出と.

Student' s じtestをmいて体伎と左右狗i差の検定を行なっ

た。いずれも有意水準は 5%未瀧とした。

民主来}
下!技総合筋力{自は，底臨時に在下般のみ体{立による

を認め. 1:制定:よりも座位のほうが高値を示したがゆく

0.05) .告II燥では左在脚ともに臥位よりも段位の方が有意に

高値を示した (p< 0.001)。底居測定値の CVは左右それ

ぞれ臥{立で 9.7%舎 10.3%.座{立で 5.8%.7.1%.伸展iRIJ定値

の CVは駄位・座位ともに 6.0同7.8%だった。 IEMG10をは

TAで下肢仲良時に最大値 (872.7土 92.0mV・sec)を示し，

最小値は RFの底崩時 (60.7土 4.lmV . sec)だったo RF 

とTAは底隠より仲良時に言語い筋活動を示しゅ<0.001)， 

BFとGTでは底臨時の方が筋活動は活発fとしていた匂<

O.01)c RF， TA， GTではf本{立による筋活動の変化を認め

なかったが， BFiま伸展・底屈ともに阪、位よりも臨f立で高

い筋活動を示した (p< 0.01)0 

[考察]
先行研究によるハンドヘルドダイナモメーターでの測定値

の再現性と比較すると，阪、{立での底罷測定儲を除けば，座

{立での底路測定値，下!伎伸展iRlJ定僚の再現性は高いと考え

られる BFのみが体位によって筋活動の変化を示した

が.これは投開節の角度により筋伸長が変化するためで¥

感殺の方が筋力を発揮するのに最適な長さにあると推測さ

tlる。
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292)リハピリテーションへの穣題的な動機付けがもた

うした入鏡毘数の短縮効粟

中井梨花，後馬場直子.島本限子，東香代子

(NTT西日本大限病院)

出国一館(臨床研究支援センター)

[1389] 
夜説日数の短綴化:ぇ

る。今回. 1)ハピリテーション

の重要課題となってい

(以下 1)ハピリ)を受ける

してf子つ もたらす入続日

の銀総効果を検証した v

i対象と方法}

大阪府内某病院整形外科病棟において，提来使用していた

1)ハピリ副教材を改訂し鍔遠呂器と進行段階が規覚的に

しやすい新規カード(通称リハビリカード:RC)の使

用を閣総した (2004年 10月九馬特に. RCの{史ffli去を詳

述したパンフレットの作成・併用，患者の疑問や踏みなど

なi頃i認を通じて， リハビリ

を行ったc その効果を検証するため. 2003年 10丹から

2004年 9]1までの入院患者でリハピリを務行した 87人

仁 20045f10 月以降の患者投入(新規若手)をに

f入院時における歩仔の

日数 r術後から退

から)1文楽したc ま

説明と協力問

{結果と

L対象者の基本属殺:従来群(努 20人，女67人)

は 15裁から 88設に分布しそのや央健は71.0

たc また新規群{男 14入，女 30人)では 23
に分布し中央績は 67.5畿であった。

(CP) 

2.平均値の比較:r術後日数jの平均111誌は，従来群 31.3土

16.6 B.新規群 18.1会 10.9B.η、続日数Jの平均差は，従

22.4土 10.6日で，いずれも

規若手において有窓に減少したゆく .001byア Mannω

Whiteny'sじtest)c 

3.重i汲婿分析の結采:r入院日 を日的変数，

f免待;境界rJjrcp使~IJJ 

ffl rcp離脱の有無 rJ副主形態、(独語U
を説明変数として stepwisei去による意図帰分析を

f子ったc 有意な説明変数として諜択されたのは

の有無 (s -.292. p = .001) Jド鈴(s = .271. p .003) 
f免荷諮問 (s口 .259.pぉ 004) r器{主形態(独語)(s = 
‘181. p = .038) Jであり，今回の積経的な動磯村げが入i涜
期間の短縮に有効であったことが示された。

293)回鑓期リハビリテ…ション薦議!こおける自宅遊説

!こ向けたADL獲得援劫プロセス

[目的i
回復刻 1)ハピリテーション病棟の患者を自宅退院に導く

ADL獲得のための疑助プロセスを暁らかにする

[方法i
12名に研究の主Eぎを説明し同意を得て学講成的

を実施し退院援助の過程を筒き取った。磁議内容を

こしグラウンデッドセオリ一法で分析した。

{結糸}
対象の平均勤務長手数は 13土ア.2年，受持ち事鰐は.入i定
時間平均 49.'之退続時 Bl王子均 70.8点であったs 自

くADL獲得援助には，常に{自宅退院の安全性

分析iと[家族問緊張の感受性;がみられた。そして;毘

ADL 

をつくっていた。

と食事介助.PEGの管理など，

り返し患者家族双方の自

{考察]

本研究では. ADL 獲得のブロセスに無理をしない万法へ

られた会リハビリテーションの隠擦は. ADL 
自立から QOLへ変換することが3重要といわれている

民 2001)0ADL間設に限界が見えた特に， 自宅で主主活す

えるc

らせる生活の震を考え，転換の持揺

さず無理をしない方法に切り替えることが重要と

13祭ADしへの淡警護 ~ 13i言体験の提供

¥¥主祭実芝をしないAむしへの翻5'i/牢
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294)外欝性脳揖{窮者の主介護者にとってのソーシャル

サポート

福井良子(大阪大学医学部i泌総病i注)
河野春海(豊中市民病院)

石川ふみよ(大寵大学大学院i芸学系研究科保健学専攻)

奥宮総子(大阪大学医学部保健学科)

{百汗究臼的}

外傷性脳損傷(以下 TBI)者の主介護者が現在受けている

ソーシャルサポート(以下 SS)と期待する ssを明らかに

し今後必要なssの内容や支議体制を考祭する。

[方法1
TBI者組織(家族の会)に入会している会員の主介護者に

対し 平 成 14iド9丹下旬から 10月中旬に実施した郵送に

よる質問紙調査を用いた。本研究の対象攻自は.当事者ーの

介護者の府詑精争11的健康度 (GHQ).r介護を手話っ

てくれる人の有無Jr気z陸に相談にのってくれる人の有無J
のストレス軽減の為に受けたいソーシャルサ

ポートjである o GHQのカットオフポイントによって.r精

神的使I;jtllfJ ["精神的不健康群jを分け.ssに遠いがある

のかを分析した。

:結果及び考察}

923名rl'.1言jJlxされた 430名のうち，通切な毘答が

fffられた 386名(お効問答率90.8%)を対象に分析を行っ

た。 TBIの当事者は. 20~30 代の男性が全体の 7 't討を占

めていた。また主介護者は 8割が母親であった。 GHQは.

総得点平均が 13.5点で.主介護者の 8WUが紡1'111(10に不健康

であるという結来になった ssは手段的サポート.治部

的サポート共に，はご!jtUからの提供が6割をおめており.

公的サポートを利用でさずに，家族メンバーという私的サ

ポートで介護が成り立っている現状がうかがえた。また，

公的なサポートのなかでも fデイサービスjと 7ショート

ステイjを利用できている主介護者は不健康iffに比べ健康

群で多かった。これは主介護者にとってお次臨機能隊等の

与える結神的負担は，一11寺的なホームヘルパーや訪問介護

などでは軽減できず.TBI者を施設に預け距離をおき，自

分の時間を持ちたいと思うほど大きいと考えられる。また

「気ig主に相談できる人はjという質開では 4WUの人が rTBI
者の会の仲間jと回答していたc この会ではお互いに共感

できる情緒的サポートと共に，本来なら公的に機関が担う

べきどのような援助が受けられるのかという情報的サポー

トも得られていると考えられる。主介護者が最も希望する

ss は同健康群共に手段的サポートである rTBI者を頭け

る場所jと'情報告ヲサポートである rTBIを専i勺に相談でき

る機関Jであったc 特に不縫康群では rTBI者を預ける

場所jを2割が希望しており，より多くの合的な TBI
内施設の設霞が必要だ、と考えられる。そして.TBI者の会

を1つの都道府県に段抵 lつは設援し施設などの整備と

共に，急¥'1全部病棟のi室療従事者だけでなく.:tt!!J或で TBI
と関わっていく人々が高次部機能障害について学ぶ機会を

得る事も TBI者を支える家族にとっては大きな援助とな

りうると考える。

295)患者家族が自宅遼践を受け入れるための要盟

佐藤波樹子(東京都リハビリテーション

r!1村久美子(茨城県立医療大学保健医療学部者護学科)

{日(J0]
当慌の入院患者のほとんどは一生援残存する何らかの運動

機能障害をもっており，自宅に退設して生活するためには

介護する家族の考えや技術力が重要な鍵となるc そこで，

自宅退院を可能にするための家族の安田を明らかにするこ

とを詩的とした。

{方法]

退院が決定した患者の主介護者となる家族 9名を対象と

し書:函および口頭にて研究について同意を得た上でカル

テなどから患者・家族の基本情報を収集した。また，主介

護者に面接調査を行った。調査内容は rGHQrインフォー

マルサポートスケールH夜宅介護力評術表jの他，入説中

の病状説明・面会・外iI:1.家屋評綴について，入続中に楽

しさや喜びを感じた出来事の有無・退院後への不安などの

項呂から構成したc

i結果}

対象を.r自宅退院に消極的な群 (419U)Jと f自宅退院に

務極的な訴(5例)Jに分け.p耐i予の共通点・相違点をお111H

した。まず，副介護者について.部極的なi洋ではすべてに

存在しなかったが，在j{緩(10な若手ではすべて存在していたc

疾患・家族構成・経済状態・ i忠告:の程度などについては 2

つの携に相違点はみられなかった。インフォーマルサポー

トスケ… jしでは.総合得点においては 8点満点中，出極的

な詐では;)}~(以下，積極的な釘:では 6lî、 .L-J， Jニで‘あった。相

談相手・経済的支援・介護の代別において積綴的な群では

サポートが多くみられた令家族の将来を相談できる相手に

ついては.干w磁的な群で、はすべて戸j民家族に存在するのに

対し出綴的な群では 3例が同時家族には存主Eしなかった。

在宅介護力詳餓表・ GHQ'病状説明においては樹群での相

違はなかった。すべての対象が外治は必要と毘答していた

が，実際には外泊をしていなかったのは能被告むな詳が 1倒.

積極的な群が2倒であった。入院中に楽しさなどを感じて

いた対象はすべて「患者さんがそれまでできなかったこと

ができるようになったことjという項目を選択していたc

程度の差はあるがーすべての対象が退院への不安を感じて

いた。

{考察]

家族が積極的に I~I 宅退誌を受け入れる要限は，部介護者の

存夜であったことから.看護援助として必要なことは e ま

ずその家族の介護カを知ることである。とくに副介護者も

しくは介護の代務者の存夜の有無を主nり.いない場合は介

護方法の工夫や社会資源の利用をすすめていくなどそれを

補えるような援助をしていくことが必要で、ある。また.外

iEIなど2ff干に差が見られなかった項目については，今聞の

症例は消極的であっても自宅退院を受け入れていることが

考えられ.より積極的になるための婆国について今後，症

例数を重ねて検討することが課題となったc
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296)諮外{霧克の親の撞書受容還程の影響要関

一文蘇レビコーから

足立知校先河野晴海

石川ふみよ(大阪大学低学系研究科博士後期諜程}

[践的]
務外の毅のi涼
{研究方法・内容}

と

JJi去:Medline， CINHAL， 

的i翠子"“お:会文化問子"の 5攻呂

{結果と

を検討する。

1.対象丈紋 i牛)の毅姿 1)文献数の捻移 :rvおdline，
CINHALでは 1999:f手から，日本では 2000年から増加し

ている。 2)爵査対象留:米関 101'f，カナダ2 変l1q二，
日本 1i'f 3)研究方法:前向き研究 10 横断的研究4

られている。

{まとめ}

間は受蕗後6ヶ月から

10件“殺" 1 

1.研究の悲点は長嬬的な経過に移っており前向き研究が

に取り入れられているつ 2. 受i認からの経過持潤と，

家族議能の変化の諮連は研究によって遠いがあり，今後も

研究の焦点となる c 3.子どもの脳外部粛に特有の開題とし

て，成長に関連して生じるストレスがある 4

経過に応じた情報提供が求められている。
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P4会場第58群

29ア)人工投開館置掻申請患者の QOし
-Oxford Hip 8core日本語版の信頼性，妥当'1金一

上杉裕子，奥宮暁子(大阪大学大学院毘学系研究科)

藤田君支(佐賀大学涯学部者護学科)

[EI 89] 
近年，健康関連 QOL(Quality oflife，生活の質)を評価す

るために自己記入式 QOL尺度を用いて患者を評価する

動きが底療現場で広がっているO 整形外科，領域でもその必

要性が雷われているが.人工股関節霞換術患者を対ー象とし

た自己記入式疾患特異的 QOL尺度がない。英国で開発さ

れた Oxfor・dHip Scoreは，その信頼性，妥当性も検証され

ているc そこで本研究では OxfordHip Scoreの日本語版

を作成しその信頼性，妥当性を検証するc

[ftlf究方法}

Oxford Hip Score英語版を逆翻訳の手法で日本語版にし，

妥当性の確認のため現在すでに信頼性，妥当性の否定認され

ている QOL尺度の WOMAC(関節疾患特異的尺度)， SF-
36v2 (包括的尺度)をあわせて人工股関節霞換術後患者に

し OxfordHip Score日本語版の信頼性，妥当

性を確認した。謝去をは人工股nfJ部置換術後，退院 Iヶ丹以

上手術後3年以内の 173名(男性20名，女性 153名，平均

60.7議)に行ったc 倫理的配惑として，対象者に口頭

および文書で研究の説明をし間意をしないことでなんら

かの不利誌をこうむらないことを伝えたよで.出定、を得ら

れたものにのみ調査を行ったc また.本研究は大販大学倫

理委員会のゑ認を持て行ったこ

おき来i
Oxford Hip Score日本語版は Cronbachα 係数(0.91)によ
り信頼性のr);jEI9整合性が認められた。妥当性は作成段階で

逆翻訳の手法を用い，春護の専門家 3人と翻訳の専門家，

人工股関節罷換術患者の;窓見を参考にし改良を加え.内容

的妥当性が認められた。また， WOMAC， SF-36v2との相

関から，恭準関連妥当性の同時的妥当性(相関係数0.60-
0.82) .構成妥当性の収束妥当'詑弁加妥当性(相関係数

0.24 -0.29)が認められた。

{考祭}

人工股関節誼換術患者の自己記入式疾患特異的 QOL尺度

である， Oxford Hip Scor在日本語版は信頼性.妥当性が認

められたことにより，この尺度で、人工股関節置換術患者の

QOLを明らかにすることができ，今後 QOLを高める主主礎

となる可能性が示唆されたc

298)脳自管障害患者の昌常生活拡大と意欲・自己効力感

との関連 一自己効力形成の，t静~震に鼠煮をあてて…

魚尾淳子(愛媛大学大学説医学系研究科看護学専攻)

赤松公子，河野保子(愛媛大学医学部者護学科)

[ EI的]

脳血管障害患者の ADL拡大に向けて意欲，自己効力感が

どのように関連しているのか，及びそれらに自己効力形成

の情報源がどのように影響しているかを明らかにする。

{方法;

1.対象者 :E県内の病践に入院中，あるいは外来通説中の

患者で，1)痴呆症状がない 2)機龍回復訓練を受けてい

る 3) ADLが自立へ向かっているなどの条件を;持たす者

103名。 2.i限度:1)基本属性 2) ADL : Barthel ind回 3) 
意欲:Starksteinらの fやる気スコアJ 4)自己効力感，

関本の n描耳立管障害者応自己効力感賞関紙J 5)自己効力

形成の情報源;Banduraの考えを基に独自に作成した質際

紙 3.分析方法:各変数を単純集計した後.自己効力感，

自己効力形成の'情報源に対しでは協子分析(主悶子法・パ

1)マックス囲転)を行ったc その後 ADL拡大への要国を

検証するために重回帰分析とパス解析を行った。分析には

統計ソフト SPSSを使用したc

{結果1
1.対象者の状況:男性68名 (66.0%に女性 35名 (34.0%)
で平均年齢65.3:t 12.7 歳.疾患名は1Jì~梗議が;訟も多かっ

た (55名;53.4%)0 ADLの平均得点は 71.1土 26.7であっ

た。意欲の乎均は 14.59会 10.14で司意欲が低下している

者は 43~告は2.2%) であった。 2. 自己効力感について:因

子分析の結染 3~母子が抽出され，第 11;51子?閥復希求第
2因子 f感il'I調節第3国子三窓越した自我jと命名したC

3. EI己効力形成の椅報源について:[双子分析の結果3樹子

が抽出され，第 1因子;成功体験第 2区i子也者との関

わり体験.1.第3悶子;肯定的感情体験;と命名したc

4.各変数間の関係:パス解析の結巣. 自己効力形成の鵠報

源成功体験jは直接 ADLに影響しまた自己効力感，

:割譲希求意欲を介して ADLに影響していた。?段定的

感情体験れま 5田後希求意欲を介して ADLにつながり，

汀也者との関わり体験jは意欲を介して ADLに関係してい

た。自己効力感感情調節;は意欲を介して ADLにつな

がっていた。

[考察}
自己効力形成の情報源は自己効力感，意欲に関連し ADL
を拡大させていた。 5成功体験μま，患者がある課題を達成

できたということであ以努力をすればもっと良くなると

いう開設の可能t1，即ち自己効力感をもっG それが意欲に

つながっていく。またf1也者との関わり体験jは意欲へ影

を与えていることから，民療従事者は患者に;成功体験j

を多くもたせること，さらにそデリングや他者からの励ま

し・説得が自立にとって重姿であることが示唆されたc
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299)欝護者に対する審護舗のかかわりに影饗する要因

(1 ) 

菊池府、由美

へのかかわりに務自して，

にiRU定する

がなされているとしかし障害者に対するかかわりを.態度

のみによって説明することには謡界があり，個々の場面の

諸条件や態度主体を取り巻く文化等の影響を受けているこ

とは明らかである o 1漆害者に対する看護師のかかわりを検

るためには，かかわりの場における態度や仔動

している要j還を詳織に分析することが必要である。本研究

の自的{え者護刻iのi怒をもっ患者(以下仁患者ぷに対す

るかかわりと，それに怒響する要因を明らかにすることに

あるc

[研究方法i
1.方法は事部研究である。 2.

る病擦に

し逐語録を作成してデー

タとしたっ!:>.語られた内容を文紙ごとに 1データとし

カテゴリ…化.カテゴリー掲の関連の検討をしたc 分析に

ついては肴護学研究者にスーパーパイズを受けた。 6. 倫

理的配惑として，本研究の趣旨と協力は在意;であり途中で

の辞退も可能であることを口頭と文書にて説明し

て

{結果;

A 

テラン意識》の中で，

iにそれを〈自分のベースではなし

とは違う〉かかわりと評{係してし

{考察]
器護師は患者に対して意識的なかかわりをしていたっ患者

へのかかわり方には，看護Riliを取り巻く外的安調とし

らの許制〉ミ患者からの評{江む

の人格?などが影響する。 綿入の内的姿協では

感ベテラン意識〉に加え者護締役割に対する

することカfわカミったc

300) Barthel indexによる Aむし詩髄の変動と，その影

堂王子智子.加藤有紀，新井キヨ子

III B3一部(臨床研究支援センター}

i時的]

Barthel lndex : BIを用いた患者の Activitiesof Daily 

Living: ADLについて，変動の実態と影響姿躍を明らかに

し者護的介入でま霊視すべき点を探索する。

[対象と方法}

2003年4月 1Bから 2004年3月31日までに大寂府内某

1)ハピリテーション科病棟に入院した患者 288人

136人，女性 152人)を対象として，入i淀時と

時点で BIによる ADL詳{認を仔った。 BIを

項践(摂食・入浴・禁容・吏衣・排尿・排便・トイレ動作・

について雨時点の得点差を求め，

次

ーパーソン

とした童話係分析 εpwise
を行い， したc

に研究の趣旨説号与を行い， 協力の同意を

i給条]

1.基本属性:男性の年齢のや央綴;玄関歳 09-92)， 

(19舗94)であった。 2.相関分析の結栄:1合計得点の

、ユむから

(.693) J 1トイレ動作 (.661)J 
(.495)J 禁容リ

(324)J 入諮 (.242りであったむ 3.重綱様分析の結

との関迷が小さかった

その他の項容の彰響力を

( s == .228， p < .001) J 
.168. p == .003) 年齢ザ=一.157. p == .006) 

(s ==….147. p口.009) 1排便 (s口-.137.p == .018) J 
(s ==….112. p口.044りが，また 11;普段jでは

257. p < .001)J It斜子i波書 (s .146. p 

(s立ー.202.p == .001けが採択された (sは

との関連が大き

かった f移動芝衣jについて開擦に解析したところ，

では f更衣(s == .330. p < .001) 1トイレ (s== .223. 
p < .001)J 1摂食 (s口.162.p == .002) 11在院日数 (s== 

.132， p .005) J 入浴 (s .122. p == .010) 

( s == .120， p == .011けが，また f更衣jでは

.278. p < .001) 1移動 (s == .272， p < .001) J 整容 (s

211， p < .001) J排便 (s== .211. p < .001)Jが採択さ

れたc 特:こ?摂食Jr移動J禁容jといった項目;之

Riliの積緩的介入による改善が期待できるものであるなそこ

で次の段階として，より効果的なトレーニング・プログラ

ムの開発と応用を進めている
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301)重症殿下臨書患者へのチームアブ司ーチに向けた

看護闘の活動の効果

王子11011夏子， 中垣和子. Ji'fJ l1l 恵，大お涼子，架樹京子，

豊田政子，西村祐子.北村和美(広島大学病院)

[日的}
:m'i頚音liがん術後のi熊下降客については，系統的な取り組み

やチームアブローチが必要とされているつしかし当病棟、

でのi民主下前線は従来より者談前iを:"13心に進められ，1むのl絞
磁の参加は少なかった。そこで，私たちはチームアブロー

チに向けた活動に取り組み，その紡糸，発艇の方向に変化

したので活動の効来について報告する。

[研究方法]
期間:2001 年4月-2004年 10月対象:頭頚音liがん術後の

定疾(総j誌の摂食・ i殿下能力グレード 1-3) 1¥総下問答7
桜例方法看護記銭.カンファレンス記録より肴該部の活

動と続例のI!，~下能力の変化，チームアブローチに関する記
述を1111出分析.チームアブローチおよび症例のi殿下能力の

変化と行設仰のiお動との関連を考祭

{会/iヨミ;
fJ'議r.Hiの活動と症例のi然 f能力の変化を i濁 1tニ示すo

}¥-Cは術後からのアブローチで関係Jfill;;f症の参加は少な

かったη Pは言語理主党三i二と栄養士の参加により食形態が

工夫された。また，肴謎師の擬写実で膜下フローシートをf史
的した乙 E-G(ま波数1mのカンファレンスに 8Jf後稜が参加

した。 Wifliiから r6話l[!t¥j'tJ二診祭を要請することで術詰!IJ'術
後のアブローチが実現した A-Cの!殿下能力に変化はな

く， D~G tま己主:浸したむ

{考祭]
チームアブローチはF1:1法的に発渓の)JIijJtこ変fとしている

それはカンファレンスが;夜祭と考え主治涯に粘り強く IJf]il![
を提案し続けたこと.関係J段係iこも参加を裂前したことに

よる。そして.ザぶ{刈を重ねることて私立後の近設~I\認下部会，-を
二予測できるようになり，術的からのチームアブローチの必

姿伎を会。娠したことでさらに発展している。 また，痕{勾の

n.r!~~←下能力はチームアブローチの発反とともに多絞殺が協øw
したことで改善につながったと扱iJ!1jできるつ以上のことか

ら，チームアブローチの笑現には， 1現在下担当看護側を中心とし

て看護11ifiの系統的で継続的なi言動が有効であったと考えるc

264 
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ド
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302)気管内駿き!諜作iこ関する患者家族と審議簡の認識

と，

{目的i

303)脊髄損{霧器替の意性鶏における体験

泉キヨ子，王子松知子， 出倒壊建:

[目的]

ように扱われた失望[看護者への惑裁の気持;から成って

いた。

:考察i
先行研究では，急、性擦の脊損患者は~見実否認や逃避を体

ると捉えられているが.今IEIの結果から，ケアによる

身体の痛みやIlli復の苦しみ，周留の!励ましから生きる

を体験していた。これらの体験を理解し.患者が支持され

ていると感じられる者護介入の必要性が示唆された。
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304)脳外傷者の主介護者の患い

務i未{圭(元大阪大学医学部保健学科看護学専攻)

奥宮i路子(大阪大学医学部保健学科)

河野i宿泊~ (市立豊中病院)

石川jふみよ(大i夜大学医学系研究科博士後期諜程)

{目的]

高次脳機能i筆書を伴う脳外{怒者は，身体的に問題がなくて

も見守りなどの介護が常時必要となる場合がある。しか

し現在脳外傷者に対する医療・福祉行政留の支議体制は

整っておらず.当事者は主に家族の介護を受けて生活して

いるc その介護者の思いを明らかにし脳外務ぬま当事者や

その家族に及ぼす部題について検討するc

{研究方法}

王子成 14年lこf全国脳外11J友の会Jl2ヵ所に所属する会員の

して笑施した郵送による質照紙調査の「退i誌
と「介護ストレスjに関する自由記載を用い内容を

コ… v化. カテゴリーイヒしたっ

[結来と考察}

@Jlx数425名のうち記載のあった 254件の自由記載をコー

ドィιカテゴリー化した。その結果， 3つのカテゴリー「主

介護者の現状 r当事者・家主主を取り巻く現状Jr主介護者

の考えj と， 11の項目に分類できたっ分類した項自を

で示すc 1.主介護者の現状主介護者は?精神的介護魚

;身体的介護負担をi斉的介護負担jや

家紋の将来jの不安を感じてお;にそれは 7医療.1)ハピ

リテーションjの坊で際害についての説明や介護方法の指

導が不j乏していること，流i1;千l上行政jの場で脳外ft5tf・のため

の支援体制jが撃っていないことが姿[EIとして考えられる乙

2. 当事者・家族を取り巻く現状:主介護者はつ副長・リハ

ピリテーションふ 7福祉行政j の領域に1Jì~外傷及び n 次騒

機能障害についての理解，専門的に対応、できる人材や施設，

情報窓口を求めている。そして三忠者会;は主介護者達に

とって重要な情報を得る場，相談できる仲間のいる場と

なっており，不十分な;医療・リハピリテーションjや

社行政jを1ifiう存在であると考えられる。また当事者や主

介護者は日常生活の f廊関との関係jで¥周簡の人々の際

関する理合)手不足のために誤解されることもあか脳外

傷が広く社会に認知されることを望んでいるが毘療・リ

ハビ 1)テーション;ゃ f福祉行政jの場でも理解が不足し

ている現状をみると襲!t:しい問題である G さらに偶人に

よって現れる症状が多様であるために他の脳外傷介護者の

情報が参考にならないことがあるなど，主介護者は身を

もって行経害の複雑さjを感じている。 3.介護者の考え:

5当事者の生活・人生の質jについて，主介護者は.

自身の悩みやストレスを感じ当事者が生きがいを持って

楽しく生活できることを望んでおり，大変な介護をしなが

らも当事者の生活を大切に考えていること.また，介護者

は介護を災関に感じながらも.現実を受け入れて介護して

いこうという;今後の介護の方針jなど.介護に対して前

向きな気持ちを持っていることも明らかとなった。

305)誼宅失語症者と介護者のコミュニケ…ションの特

徴

i度遺知子(宮城大学者護学部)

{目的]

在宅j場開 5ir:未満の失語症者と生活をともにする介護者に

対して，失語症者とのコミュニケーション状況と言葉の対

応，介護負担感に関する調査を実施しその特鍛の分析を

11ったc

{方法l
A 県内の在宅失語症者 66名の介護者に対して自記式調交

を記布し郵送法による関JI又を行ったc 誠資の実施にあ

たり，研究者の所属機関の倫理委員会の審査承認後.各際

療機関・福祉機関・介護保健施設および自助会での審査を

受け.文書での調査許可舎に署名・捺印後，介護者の紹介

を受けた。鵠査対象者である介護者に対しては，研究者が

直接，文書を沼いた説明と調資依頼を行ったc 調交票の内

容は，失語症者の基本時性・身体障害者手帳の有無・介護

保険認定状況・利用サービス.ADL (パーセルインデック

ス)~犬況・コミュニケーション能力 (CADL -FQ:(尋点)

と介護者の基本属性・言葉の障害への対応・介護負担惑の

各項自で構成した。分析は， SPSS for windows 11.0 Jを

使用し有効回答数39通 (59.1%)の記述統計処理後，失

語症期間 'ADL能力・コミュニケーション能力・言葉の擦

寄への対応・介護負担惑の簡でスピアマンの相関係数の算

出し関係の確認を仔った。

{結采]

尖語症者は男性 28名 (71.8%)，女性 11名 (28.2%).王子均

年齢 63.5歳 (SDlO.3)，王子均失語症期間 40.9ヶ月 (SD 

26.6) .身体障害者手!援を有している者 26名 (66.7%)，介

護保険認定を受けている者 24名 (61.5%になんらかの言

語訓練を実絡してし注る在宅失語症者は 34名であった。介

護者は男性9名，女性 30名で王子均年齢58.0歳出Dl1.9)で

あったっパーセルインデックス平均得点 81.5点 (SD25.0)，

CADL -FQ平均得点 47.2点 (SD20.3)平均得点率 52.4%

(SD22却，言葉の障害へ対応得点 27.5点 (SD9.0)，平均介

護負担感得点 18.7点 (SD6.2)であった。失語症期間は，い

ずれの項目とも相関を認めず.失語疲者のADL能力と介

護負担感にも相関は認められなかった。しかし失語疲者

のコミュニケーション龍力は ADL能力 (R= .595 p < 
.001)，介護者の言葉の障害への対応 (R .589 p < .001). 
介護負担感 (.601 p < .001)との相関を認めた。

{考察}

今回の結果から，在宅期間が5iドを経過していない失語症

者の介護者は，失語症者のコミュニケーション能力の状況

によって言葉の隊筈への対応に何らかの対策をとりながら

生活を遂行している可能性が考えられた。また，生活のI=t

で行う f言葉のへの対応jが，在宅失語症者の介護負

担惑に影響を与えることが示唆された。
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306)高童会議の穫秘!こ対する援巨人イ立の効果

E立沢正江.

[研究民的]

便秘のある高齢者に腹玖{立を行い，排便促進の効果を明ら

かにする

{研究方法}

1 .対象:都内の有料及び経費老人ホーム 10施設に入所の

お歳以上の高齢者c 日本語!抵f受諾、詳縮尺度{以後 CASと

する)で5点以上か. 4点jよj、ででも使誌の自覚があり，排

11潟/3 B以下，もしくは下剤を使用している

く.EIカで護保、設の取れる自立皮J.えで，

腹i玖i立を体験してもらい，本研究にi湾慈の得られた 27名

7 女性20
2. 研究期間:平成 16 年 6 月 ~ll 丹

3‘方法:駿阪、{立を実務しない 1
を2

向けない方

より抵い方が，

った。 6.高

らないケアの実技と，慢性化予坊

の教育zが重要である。本研究で弓子った綾隊、設は，

施方法さえわかれば，結単に自分で実施できるものである

腹玖伎は，経済的で安全で，時間に余裕はあるが.体力;こ

余裕のないお勲者に最適な，新たな{更詑、ケアのエピデンス

のひとつとなりうるものである。

30ア)高齢者施設におけるケアスタッフが行う主主垢離去

の翼態

大島あゆみ{金沢大学大学説医学系研究科)

泉キヨ子，平松知子

i践的;

器こえは加熱;こ停い変fとし関こえづらさは生活

を及{ます。鰐こえづらさのー留として存垢が考えら

れるが，擁設等における耳垢諮去の実態は明らかにされて

いないごそこで.本研究で;丈高齢者擁設で行われている

を明らかにすることを狂的とし

た。

{研究方法]

していたむまた，

のスタップがしていたが，

介は汚れが自立っていた 3監

と関こえとの関連については，あるまたはどちら

た，

みら

IC垢徐去を

{考察]

ると 285名 ) の ス タ ッ プ

ら?聞こえが良くなっ

ムーズになった等の高齢者の関こえに変fとが
89名 (28.3%)がしていたが，うち現在.

46名)であった。

スタップの多くは耳垢除去を大切なケアと捉えており，

垢除去と i議こえの r~.g速があると考えていた。また垢除
去後に高齢者の関こえに変化がみられた体数をしている人

もいた。しかしスタップの半数は耳垢除去を実櫨してお

らず.その理由として知議や時濁の不足が考えられる。コ

ミュニケーションを円滑に好い高齢者の生活の震を向上さ

せるためにも，存垢徐去は定期的なケアとして確立される

ことが望まれる。今後高齢者への1干潟徐去の手技を明絡

にしていく必要性が示唆された。
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308)療養型病床群における高論者の転部予関 :E8NIこ

基づいた運動ブロダラムの作成(改n販)(その1)

小松佳江，安問知美，土問由紀子， WJIJ玲奈.鹿島i景子，
中島あゆみ.坪上茂子，樋木手o子

(医療法入社団浅ノJII金沢循環器病院)

加藤真由美，泉キヨ子，王子松知子，正源寺美穂

(金沢大学医学部保健学科)

[ fJ[191 
療主主主i病床群における11危弱な高齢者を対象に EBNに基づ

いた下!誌を中心とした運動プログラムを病棟生活に取り入

れた絡来，移乗・移動能力などでは効果が得られたが転倒

自弓効力感などに改善はみられなかった。そこで今期は，

新たにj二肢を加えた全身の運動プログラムに改訂しその効

果を検討・した。

[方法]

対象は.身体状態が安定し底締から許可が得られ，かっ対

象・家族から本研究に間意が得られた 40名(平均年齢:

83.9 :!: 9.1歳)，うち介入群 22名，対照群 18名であるc 運

動期間は 3ヶ月間で.内容は上紋・下紋の筋力運動.バラ

ンス運動，静的ストレッチングを絞り入れ，毎日 10分照

行ったっ運動が楽しみながら行なえるようにテンポを工夫

した音楽を使用したコ介入評倣は運動前後に重心動揺.

ブアンクショナルリーチ， -[ご殻筋力. t尽力，転倒恐怖感，

!~Iê効力!ふ転倒件数をみたc 連動の反応は;f'Jvグス

ケ… jしによる運動負誌の程度と!感想を調資した。倫理的配

惑は不利誌がかからないこと 途rl:Jで参加rllllこが可能など

を述べ示品を13たc

{主主!，f~]
運動による発症や損傷はみられなかったっm:心動指:介入

群は 5.2:!: 2.1cmから 3.6会 2.5cmと改善傾向が見られ.対日誌

若手は 5.1土 3.1cmから 5.8土4.6cmで、変化がなかった。ファ

ンクショナルリーチ.介入訴は 15.0土5.0cmから 15.1土
7.7cmと維持できたが.対日i;Uf!下は 18.6二と 4.7cmから 13.1:!: 

6.9cmと抵下したG 下肢筋力:介入群は 11.3土5.4kgから

11.4 :!: 5.4kg，対Hげれま 9.3念4.2kgから 10.3:!: 3.8kgで、とも
に変化はなかった。握力・介入群は 12.5:!: 8.5kgから 13.5

8.3kg. 対照群は 10.3:!: 4.5kgから 10.5会 4.6kgと変化は

なかった。転倒恐怖感:介入群が1.2:!: 0.6点から1.7:!: 

0.6点と恐怖感は減少し対照群は 2.0:!: 0.8点から1.5
0.7点と増加した。 ij示伊UI~I 己効力感:介入群は 23.7 土 5.2

点から 26.4会 4.0点と向上し有意表がみられ，対照群は

26.2土3.7点から 28.2土 3.3点と差がなかった。ボルグス

ケールの得点{ま 11.5念1.9点であった。 運動プログラムを

笑絡しての感想は f自分のためになるJll名心がうきう

きするJ2名などが向かれた。転倒件数・介入群は運動前

3ヶ月 12fej二から運動期限r:f:J5件に減少し運動後3ヵ月は

4 fej二と維持できた。対照訴は 2件から 5件へと場加しその

後 1f*であったc

[考祭]

下絞筋力のみでなく上肢を含めた全身の運動を取り入れた

ことで.身体認では，バランス能力の向上，結持10認では自

己効力感に改善がみられ.運動期間中は転倒f*数が減少し

た点で.改訂した運動プログラムは有効であると考えられ

たc

309)鵠鮪リウマチをもつを宅高齢者の入浴!こ関するー…

ス

間関{会t!l:. r:lt !b!]'静子， }浜美香子， irl1 r:ft 
(愛媛捺立医療技術大学保健科学部者諮学科)

1;持JLJ夜子(愛媛大学i乏学部看護学科)

[1;互恵子(九州大学医学部保健学科)

{自 fl9]
関節リウマチをもっ在宅高齢者の入討は. rM;J~íí痛の緩和に

効采が期待される一方，疾患1羽生や加齢による身体的変化

から日常生活動作に掘難を要すc また，わが閣では，入i谷
に清涼保持以外の日的を持っている人も多く.ニーズを満

たす入浴の検討は， Quality of Lifeの維持・向上に役立つ。

そこで¥本訴究では，関節リウマチをもっ在宅高齢者の入

浴に隠するニーズを明らかにしたc

{方法]

対象某県リウマチ患者会投員のうち，関節リウマチによ

る身体機能隙害があり，在宅で入洛している 60歳以上7

名(男 1I女 6.平均年齢67.1 5.9蕊平均擢患燈 34.6
太 10.4年，要介護!支 1~3)。調査方法:患者会役員会を

通し研究践的，方法，協力の自由と守秘，公表の可能性

を文者:と口頭で説明し承諾を得た。そして.在宅での入浴

に践する思い(効果.意味，満足感)や入i谷方法について

半構成的面接を行ったc 分析:面接内容は許nfを得て銭古今

後. f，合理的に記癒tしながら.研究者Ilijで内容を分析した。

[結来・考祭i
i主Jt!iit) ウマチをもっ在宅高齢者の入if~に関するニーズは.

ぐ痛ふからの解放>ぐ次の生活行劫への活力の獲得〉ぐセ

ルブケアの維持><安全性の五安保>の 4カテゴリー

された。入ia'之足元から温まることで循環状態の改善や

全身の筋緊張の緩和があり.諸関宣言痛から解放される手段

として高いニーズがあった。浴窓移動時iえ足底郊のIJM抵
や変形部の'詩'の突出が浴気タイルに触れ，泌みを1'1"い入浴

回数を制限する等，浴槽に入るまでの動作において閤避し

たい痛みもあった。痛みからの解放のニーズは，諸関節痛

からの解放という治療効果への期待と入浴動作に伴う痛み

からの解放で構成された。痛みからの解放は.夜間排尿fl守

の移動に伴う関節痛軽減となり，安心!惑や熟i燥感に関与し

ていたc そして，他者への気兼ねによる過度の気丈さと助

げを求める折り合いに伴う精神的ストレスからの解放にも

なふ心身のリラックス効染が得られ，ぞれが次の生活行

動への活力の獲得に影響していたっさらに，排il肝炎の清潔

保持の閣総さによる他者交流のストレス解i告が図れてい

たっそして，今のセルフケアレベルを級持したいと戦い.

i谷機内で浮力を活用したリハピリにより，その気力を保っ

ていたc しかし歩行バランスが不安定で， IIIllI廷の転倒予

防行動はとれないため，転倒すると I~l 力では動けない不安

は大きく，安全なお窓環境を保ちたいというニーズもあっ

た。これらのニーズに合致した安全な浴室環境の整備.痛

みを発生する姿12.;1の絞減.他者に気兼ねなくセルフケアが

維持できる入浴方法の検討は欠の生活行動への活力とな

り， Quality of Lifeの維持・向上がjtJJ待できる。
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310)認知症高鑓者の環境語頭撃に欝する顎究(器楽の議

-部象と~支縮期血EEとの欝遼)

小松光代. I湾 LLJ~I予

[目的i
(以下，

的研究として. 3 
圧と

[方法i

8滋滋とぱらつきが

は変イとがなかったもの

3名が誕下した。

は 4~ 十時服 Hg の範関で、 2 名が上昇. 3名が抵下.

4名が上昇. 1名が{段下した。反a、時1I号にlIQj入
るものの.介入特には上昇，終了後にi氏下が認めら

れたっ 2)心拍数の変化:介入前後で註立つ

れなかった。 3)SD i去による

にほぼ共通しており，クラシックでは?丸

静か，ロックは不決・嫌い・騒がしい，

晶子かに分布し段総!努血圧との連動が示唆されたな心

:クラシック時は「践を関じるJrr翠いた

ブランコのイメ…ジjとの反広、が，ロッ

クでは汀本の調子が良い特に翠く音楽Jそのfl寺の気分によ

る il語いたことがないJi好きでないJ.格は4名が口ず

さみ守ハミい戸ね r好きJ諮ち着きますjとの言動が認め

られた。

{まとめ}

以…i二から，管業の謹類や好みが認知症高齢者の収縮j努瓜ltt
と関連する可能性が示唆されたっ今後はき施設で流れる

との関連についても検討予定である。

本研究は，科学研究費補助金(基毅研究c
16592215)による研究の一部である

311) rフィジカルアセスメントかう得た高齢者の特徴j

一老人ホーム入罷者の謡驚一

羽入二千鏡子，

出
血

[el sgl 
老人の特捜としておi訴に伴う

そこで， 本研究では地域で生活して

しいる

フィジカルアセスメントから

したので報告する。

{方法}

40 』工ー‘ P -J、一品

期限1: 2002 if: 7 H ~ 8月c フィジカルアセスメントの方

法:老人ホーム内の部患でき支部からつまうもまでのアセスメ

ントを 45分で仔うことを基準とし 2名の研究者が実施し

た 130項呂のブイジカルアセスメントを実務し得られた

所見を強自で作成した記録取紙に記入しデーターとした。

し

いたが. 29人中 13人は正常であったっ以、j二のことより高

をアセスメントするi申立に年齢からその

状態を判断するのではなくフィジカルアセスメントを用い

て客観的に捉えることができると考えるc
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312)高齢拙卒中患者の年齢轄級別にみたせん蛋発症霞

予の比較分析

菅原峰子，北J11公子(新潟県立看護大学)

[日的]

騒梗塞は高齢者の最も入院受療率の高い疾病であり，円滑

な療養生活が求められる一方で¥老化と脳病変による適応

力等の低下からせん妄を発症し閥復の遅延を招きやすいこ

とが経験的に指捕されている O しかし 65歳以上の高齢者

を一括したせん妄発症因子の探索では.加齢による適応力，

予備力の差異を把握することは難しい。そこで本研究で

は，前期高齢'll手と後期高齢群の 2m;により高齢脳卒中患者

のせん妄発疲因子を分析し年齢を考慰した予測国子の追

及を試みた。

[方法]

本研究{立国額的研究である。 2001年7月 1B ~2002 年 6

月初日までに某脳神経外科病院に脳梗塞の治療のため入

践した 65歳以上の高齢患者のうち，関覧が可能な 158名

(男性 96名，女性62名)の診療・看護記銭からデータを収

集した。データ紋条項呂は.基本居住のほか，先行研究で

せん妄の発疲に関与すると指摘された項告などであった。

分析は， 65歳以上 75歳未満の「前期高齢若手jと75歳以上

の flを苅高齢iiむの 21洋について，それぞれせん妄の発症

状態を比較するとともに，発症の有無を独立変数とした単

行った。

[倫:fII[的自己総u
データ収集において.データ記絞用紙への氏名のおき込み

を i笠け.研究}jJ'~の日的で使用しないことで匿名作:と

性を石(jjf!j~ したc

おき糸i
Hin開高齢群は 67名(男性 47名，火性 20名) 111 12名

07，9%)に，後期高齢群は 91名(男性 49名，女性42名)

中23名 (25.3%)にせん妄が発症した。両鮮の発症率に有

意義はみられなかったc せん妄の発症時期は，前期高齢群

が入院から王子均 5.18太 5.58日，後期高齢群が 3.09:t 3.27 

乱発抜日の最頻値は雨群ともに入設から 2BEIであった。

せん妄の王子均継続日数は前期高齢群 4.25:t 3.33日.後期

高齢群 2.69太l.66日であり，最頻{邸主雨計二ともに 1日間

であった。これらの平均値に有意差はみられなかった。さ

らに手変量;解析の結来， ftJi1割高齢群に有意差のみられた

項目は fライン類の平均本数Jr入院前のi陸自民導入剤等の使

用jの2項呂であり.後期高齢群では f入i淀時間帯Jrライ
ン類の平均本数Jr入院病室 r意識レベルjの4項目であっ

た。

{考察]

多くのライン数による拘束感は年齢に関係なくせん妄の発

症要留に影響すると考えられたc さらに前期高齢者下では

入続前からの不眠傾向が，一方，後期高齢群では時間や場

所の見当識を含む意識レベルの変化が特設的な発症閤子に

あげられていた。以上から，高齢脇卒中患者のせん妄発症

の予測由子は年齢により共通点と相違点のあることが示唆

され，それは， IJ自の損傷を代i立しようとする適応力の残量

に関連していると推察される。

313) E3光浴が認知症高齢者の鍾眠覚謹パターンに及iまi

す影饗と，その季節変動

池悶i会実校.長谷川妙子(医療法人後和会奈良3友病院)

山間一朗(臨床研究支援センター)

{詩的}

認知症高齢者における不規制な鰻11民党離パターンの改善を

臼的として，日光浴を実施しその効来と季節変動を明ら

か;こすることを羽的とした。

[対象と方法1
N県内茶医療機際の入院患者のうち，研究の趣旨説明に対

して協力の同意が得られ，かっ1)夜間に睦11民3時間以内

で覚醒， 2)再入11民が国要It 3)入11民党擢パターンを 3時間

以内で長短， 4)昼夜逆転傾向がある，の4条件を満たす患

者 5人を対象とした。

日光浴は 2003年5月， 7 fl. 9月.12月の各中旬に午前

10時から 30分間，看護自iIiが立ち会いの下で南向きのベラ

ンダで行うことを原良Ijとした3 注射日光を受けないよう配

慮するとともに，水分補給を兼ねてティータイムとし患

者が和やかに過ごせるように場を設定した。また，降雨時

や外気温がwcを下問るとき，あるいはJ患者の体調に問題

があるときは中止した。日光i谷部始前 10 日間.実施 ~IJ 10 

日間，および終了後初日間にわたって，一一日の11黍IIR.覚醒

状態を 30分ごとに観察・記諒したQ そのうえで¥昼間(7 
[!寺から 19n約，夜間(19持から 7f時)の平均n最11即時間の推

移を算出し，その変動パターンを解析したc

[結果と考察] L基本属性:対象者は男性 I人女 性 生 人

で.年齢は 81歳から 92歳に分布しその中央iffifは89歳で

あった乙 2.睡眠時間の変化:5月は，民間の鰭iI良時間が日

光浴期1M]1ドに減少傾向を示したが.有意義は認められな

かったc また夜間は実施泌 (6.8:t 1.3h)よりも日光i存期間

中 (7.4念l.3h)に11主眠時間の延長傾向が認められたゆ=

.071. Wilcoxon test) 0 7月は昼Iltl.夜間ともに11制限n#tl:lJが
減少したが，いずれも有意差は認められなかったc 9月も

昼間・夜間ともに11部即時間が減少した。ここでは夜間の躍

眠時間が日光浴終了後 10日後に 7.4会l.3hへと延長し

日光浴期荷主11 (6.6 :t 1.3h) との向に有慈悲 (p .013， 

Wilcoxon test)が認められた。 12月は，昼間・夜間ともに

眠眠時間の変動はほとんど生じていなかった。以上のよう

に，冬季(12月)以外は日光浴期総もしくはその後に藤眠

時向の変動が生じており， 日光i谷が何らかの効采をもたら

したことが示唆された。特に冬が過ぎ去り，自然と日光

を求めたくなる春季 (5月)において，夜開のi淫11災時間延長

という望ましい効果が得られたことが注目される。日光浴

の効5f~については既に多くの報告があるが.こうした季節

変動に対する充分な配慮が必裂であると考えられる。
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314)認知慈高齢者の終末黙のプロセス!こ関する事例研

""'" ::t1， 

北111公子，

[お釣}
本研究の自的;え認知疲高齢者の終末掲ケアプログラム縄

る基礎資料を得るため，終末期の進行過稜を追求

することであるc なお本論で、i丈終末期を死亡溺 l年湾と

操作的に定義する 5

{研究11法]
対象者への 2年間の追詩議査であるc 対象は千葉県内の茶

人ホームに 2002年8月時点、で入所していた

103名のうち，認知症の診断のある 29名(男性2名，女性

27名)であるむ間施設の既存記録を資料とし

ほか先行研究により認知抜高齢者の死亡関連安居として報

告されている身体後伎を中心にデータを抽出，転記した。

今闘はこのうち 6項目(発熱日数議IJ怠

得倍等の}醤辺症状)を分析に用いた。 2002
は2001~2002 年 9 月まで\2003 年諮交で:玄関年 11 丹まで

のデ…タを収集し対象者の転婦も把握し

としては，調査計画に対する施設長の許可・協力を得た上

で.必要事項のみデータ

を確保したc

i結采}

ったG

7ヵ月である。

7.68裁であ仏死亡者との有窓惹はなかった。 2.
:死亡前 1:fドの時点で全員が高夜以上の認、長n抜. 3名

きり. 5名

きり/~Iq菱たきりの 2 グループにわけで経i誌を比較し

た。死亡前 1年から死亡前半年までの6ヵ月開の発熱日

をみると，寝たきり者では 47土 22.9B，非寝たきり

18念 20.3Bであふ有意義はないが寝たきり

い傾向であったc 1也の身体鍛{設では，

員に rll詰鳴jの記載があり， 2名に

rt上jを認めたむ一方，非寝たきり者では全員に共通の後絞

はなかったが， 3名にiJt:御や不服などの rJ醤辺症状jが，

2名に f転鈎 1名に

話~ 6 ~ 3ヵ月をみると，寝たきり

と f藤下関難jの記載が多く，

状jが待攻確認され，新たに 3名に

1名に fn制引の記載を認めた。

{考察]

分析から，認知抜高齢者の死亡前 1年の時点において，全

員が寝たきり状態、にあるわけではなし活動性の高い者た

ちが少なからずいること.ならびに寝たきり考においては

顕著な発熱傾向をもつことを確認した。:持に活動性の高い

}裁選抜状や転倒ワスクを併せていることが伺えた。

俳織などの周辺疲状に注誌が集まりやすく，終末期の発見

に遅れをとる危険殺のあるこれらの人々に対し更なる終

末期指擦の追求の必要性が示唆されたc

315)鰐後翠妄の定議評価iこ関する調査部究

1報:術後議宴主主状の抽出一

坂本祐子

坂本泰伸(東北大学大学院潔学研究科)

[目的]

術後諮妄の問題点は，議妄症状が術畿の持賠経過によって

大きく変動することや重捜して発生することで，定量的な

しい点である。この為，

判断を経験に頼りがちになりやすく，

提供しづらいという関惑が生じる合

{泌することで¥適切な看護介入が可能になると期待されて

いるつ現在，患者の動作を非拘束で直接測定を行うシステ

ムの開発に殺示し術後の露宴疲状を定量的に評価令する方

た。

283名iやのうち 36名

る言動が認められたc その舟訳;之

が4名)，動作のみが 12名 (33%)，

{乍が指名であった。動作範留5.l1Jでは，上半身に分

した f恕急上がるJ13名と最も多く，次いで

殺を上段jに分類したf末梢点滴の抜去・未遂J10名

f上殺を顔立五jに分類した「経奥腎管の抜去・未遂 8名

(22%)であった。心電溜電援のl除去，腹腔内ドレンに触れ

るなど何らかの上肢が関連する動作は， 26名(72%)であっ

下殺の動作の記載は認められなかったc

{考察]

き上がるjという動作と「ライン-

rレンの抜去・未遂jが多く挙げられた。起き上がるjと

いう行動に際しては，上!伎の動作が関与することが予想、さ

れる O これらの結采より，術後露妄桜状の定景評価にはf上
肢(上半身)の動きjに詮gし，これを定法fとする

も議婆であると思われる。

本研究:点王子成 16-17年度科学研究費補助金

16659623)より実施されたc
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316)痴呆症高齢者の震動に影響そ及ぼす状況の分析

塚本立主紀子(富山医科薬科大学医学系研究科修士課怒)

新鞍真組子.若林潔恵子，三輪のり子，安閑智美，

思中三千-lilt(富山富科薬科大学涯学部看護学科)

{罰的]

施設で生活している痴呆症高齢者の言動の背景にある状況

を分析することによって，言動に影響を及ぼす要因を明ら

かにし痴呆症高齢者がより安定した生活を送られるため

の看護的援助について検討する。

{方法]

研究デザイン:質的帰納的研究。対象 :S介護老人保能施

設に入所中の痴呆症高齢者4名。データ収集方法・参加観

それぞれの対象者にケアを行いながら関わり.言動

を観察してフィールドノートに謹:き皆めた。分析方法:観

した事的を.時j足場面，スタッフの関わり.対象者の

わけて情報を整理した。次に対象者の言動が変化し

ているところでデータを分割しその時の状況と言動を

セットにしてコード化した。次に類似したコードを要約し

てカテゴリーイヒしさらにカテゴ1)ーを構成概念へとまと

め，機成概念rlaの関連を検討した。

{結来}
データを分析した結果. [他者との活発なやりとりがあち，

生き生きとしている][地者からの必要な助けがあり，落ち

清しミている] [他者との活発なやりとりはないが確かる:つ

ながりがあか落ち務いてる][他者との密接なつながりは

ないが自分の指定席におり.落ち省いている他殺とのつ

ながりはないが関心寺れこ集中しており，子容ち務いている

〔他者とのつながりがなくなり.不安や;ほしさが表出する)

〔自分で対処できない状況になり，不安が表出する[1出者
との関係で不快なことがあり，怒りや拒否的態度を示す]

〔何もすることがなく他者とのつながりもない為，不安が

表出する] [認識しにくい状況にあってとるべき行動がわ

からず.不安ーが表出する][劫けが楽るのを待つことができ

ず.無理な行動をとる][他者から必要な助けを受け，安心

し落ち溶く][他者とのつながりが生まれ，安心し落ち務く〕

[fむ者により不安や訴えを受け止めてもらい，落ち着く〕以

上.14のカテゴ1)ーにまとめることができた。これらはさ

らに[内的.外的状況により言動が安定している状態][内

的，外的状況により設動が不安定な状態][外的状況により，

不安定な言動が安定に向かう状態}という 3つの構成概念

で表すことができ，縄米症高齢者の言動は.彼らがfaかれ

ている状況に常に影響され，状況が変わる度に安定と不安

定の拐を移行していることが明らかになった。

[考察]

本萌究の結果から，蕗栄症高齢者の言動が安定するために

必要な看護的緩助の要素としては.他者とのつながりやコ

ミュニケーションが常にあること，はっきりとした指定席

があること，集中できるイ士司主や関心を持てることがあるこ

と.必要な援助が不足しないこと.待つ時間の短縮，他者

とのトラブルの閤避.不安や訴えの受け止めという 7つの

姿素が望ましいと考えられるc

31ア)痴呆高齢者のテリトリー探索行動と症状の関係

北;頃郁子.鵠ヌド真弓{和歌山県定こころの陵療センター)

111狂!一期(磁床研究支援センター)

[El i391 
痴呆高齢者が示すテリトリー探索行動を.症状，移動距離

との関連から数{底的に評価することを目的とした。

{対象と方法l
w県内茶病院老人性痴呆疾患治療病棟に入院中の患者う

ち.研究参加に河意が得られた孝?を対象とし約 1か月間

の観察期総を設定し行動パターンを把援した。移動距離

の鴻定は，食事や行事の時間と重複しない王子日午後の 30

分にわたって行うものとし複数の観察者の測定値の中央

1nさをデータとした。 2004年 3月から 2004~ド 5 月までの期

間に. 26人分のデータを収集した。また. I場にそぐわな

い脱衣行動JI動作による帰宅要求JI衣類の巻き込み動作」

など，当該患者が日常的に笠する症状の有無を 39~資自に

わたって記銭しその関連性を誠ベた。以上の集計解析処

理は. SPSS for Windows10βjを用いて行ったむ

{給条と考察}

1.主成分分析による検討:症状群に対して主成分分析を施

したところ.11の主成分がtllI出された。第 1主成分は什、

千レの場所がわからない (.909)Jr元の場所へ畏れない

(.869リ「自分の奇li震がわからない (.857)J 11訟の部毘へ入

る (.739)J r入洛動作が自分でできない (.650)J 強いこだ

わりで席が決まっている(-.574) Jと関連が強く f場所見

当識の{段下jを示す成分と解釈した。第2主成分は?人の

追跡行動 (.890)J I家族を探す (823)J の仕事ーへのこだ

わり (.769lJI帰りたいと訴える(.743)J r移動する速さに

問題 (.556)Jと関連が強くは9ll:り所の追随行動jを示す成

分と解釈した。第3主成分は f歩けない (.906) r車椅子の

13常的な使用 (906)JI自分の意思、どおりの移動ができな

い C806lJと関連が強く f移動不能jを示す成分と解釈し

たc 第4主成分は「畿のCl:lのEI分とl染る (.845)J 会話が成

立しない (.824)J r衣類の巻き込み動作 (.733)Jと関連が強

く「自己の世界への燦没jを示す成分，また第S主成分は

f床へ座り込む (.869)J r昼間の罷眠り (.581)場にそぐわ

ない説衣行動 (.562)J 1m，掴 (.465)JIせん妄動作 (.419)J

と関連が強く「状況判断能力の抵下jを示す成分と解釈し

た(数値l主主成分負荷量:)Q 2.歩行距離と影響国子の相関

分析:疲;1犬i洋の主成分得点と移動距議長のi到達を Pearsonの

相関係数で評価した。その結果，第2主成分「拠り所の追

能行動 (r .554， p = .004) Jと第4主成分 f自己のili‘界へ
の主II没 (r .545， p = .005) J との問に有意な*~開が認め
られた。すなわち，俳鋼距離の延長にはf外的対象者(物け

と自己の「内的批界j という]証言方向の医i子が関与している

ことが示唆された。なお.第3主成分「移動不能jの得点

は，アルツハイマー型では .342土.612.脳血管癒呆lliで
は.929土1.290で治A意義 (p= .041)が認められ，運動障害

の残存が影響を及ぼしていることが示綾された。
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P4会場第62群

318)高齢者の盤投ダンスが感矯状態!こ没!ます影警警の研
<70 
7L 

[自主主i
?ダンスjというアクティピティを

ることにより.ダンス

をf!fJらかにする。

したと

81.4土 7.8設で.性7JIjは男性7名，女

った。介入前後の 10分間で笑顔を

せたi別得は，第1. 21ill況は有意義はなかったが，第3掴

目の平均値が前 16.1玄 19.7秒，後 42.8土 46.4秒，第 41ill

日が前 19.5土 17.0移¥後 40.8会 31.8秒、で¥第 3.4問自で

られた泊<0.05九また無認心時間は，第 l題

45.8 :t 80.0秒，後 9.4会 18.4少.会 2国民

34.8秒，後 5.3土 19.7秒であり，介入前より介

していたゆく 0.0引が寺第3.4阪i
iヨで、は変化がなかった。発語fI寺;苦i は第 1~4 関白金てにお

なかっ

を見せたn寺捕は第 3，4関自において介入後が介入荷

と比べ手に増加していたなダンスによって感矯表出行動

が{足され，感箔が設かに表現されるようになったと考える。

また，第1. 21illElにおいて介入後は介入前と比べ無関心

に減少していたことから，対象者は王子楽に合わ

せ.提党と聴覚より殺を得ながらダンスを実絡したこと

で局関への意識がおまり，また解放された気分になり，幼

者への関心が高まったものと考える。 以上より.ダンスア

を秘激し社会性をおめる

きる

319)寵性爵謬性鵠疾患患者が愈性題懇で入読する擦の

主主状の体験と受護行動

[目的;

(以下 COPD)患者が急性増悪をきたし

た諾には生命の危換性が高いので平く受診する必婆があ

る。 COPD患者が急性増悪で入誌に至るまでの疲状の体

(知覚・詳細.[之とその時の受療行動について明ら

唱した TheIntegrated Approach to 

Symptom Managεmεnt (症状マネジメントの絞合的アブ

ロ…チ:IAS討)を研究の枠組みとして沼い，

る

して

みられた。

していたと評{認できるつ 中にはセ

ルフケア行動，受療行動において自分では持もしない，成

り行きに{壬せるという行動をとる者もいた乙

的なこの行動の人たちをいかにスムーズに受療行動につな

るc 家族の支援を受ける

ことができるように家族教脊あるいは必要に応じて公的介

ピスの導入を図ることが大切であるc
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320)患者の PEG(笥嬢造設術)を決定する家族の意思

決意道程

塚原節子，倉石真理(富註i援科薬科大学医学部看護学科)

府議 恵，中山詠美(公立学校共済組合北l'走中央病院)

{自的I
PEG (以後 PercutaneousEndoscopic Gastromy経皮内被

鏡的号機造設術:以下 PEGと略す)は.1980年以降管理

や取り扱いの鯵i便性，経済性に優れていること，栄養効3誌
が高いこと等から徐々に普及している C しかし PEG実施

にさ当事者は充分な意志決定を行うことは不可能な場合が多

く，家族の決断で PEGを行わなければならない状況となっ

ている。本研究では，家族(主たる介護考)の PEG実施ま

での意忘決定の過程を明らかにすることを自的に調査し

た。

{研究方法]

対象は A病i涜で PEGを受けた患者の家族で本研究の趣旨

を口頭と謹二国で説明し間意を得られた 8名とした。調査は

半構成的面接法とし自由に発言できるよう函接は家族面

談窓で行い同意を得て録音した。 倫理的記長室として，商議

内容および、偶人的情報に関しては研究のみに使用するむね

を家族に充分に説明しまた.インタビューの内容は治療

えないこと，途中いつでも中止できるこ

と等を口強および文書でも約束したc 分析は修正版グラン

デッドセオリーアブローチを{受用しデータのjH苦3柔から

分析を行った。

{品在来および考察]

対象者は長男の嫁5人妻2人，娘I人であり姿はいずれ

も後期高齢者であった。他はすべて 40代であった。介護

する家族は PEG実施を意思決定するまでに由EGのイ

メージ先行体への損傷と年齢との天秤体重減少によ

るボディイメージの変化J罪悪感と重責他者からの劫

と心配の交差必要性の理解安楽への期待j

の8つのカテゴリーが抽出された。初期の段階で家族は拒

否的態度を示していた。近所や親戚の PEG施行者の家族

から r1すきっきりになるJr入退設を繰り返しているjなど

をうわさ話として開き.さらに処置に関して「この年になっ

て……j と年齢との雨天秤で揺れていた。しかし徐々に変

化する*'デイイメージに f本当に栄養はとれるのか」と疑

問を持ちながら決定を迫られる状況にあると考えられる O

信頼できる他者からの助言にほぼPEGを決定しているの

の. r本人を納得させることはできるのかJr食べ出したら

どうしよう」と PEG実施後の状況にまで考えが及ぶよう

になってくる。 最終段階で、は， JJi¥i炎等の危険を拐避するた

めにも PEGを必要としていること，本人の苦痛も軽減さ

れると理解し PEG実施を決定していた。 Jよ1、上のことより

PEGの必要な患者の家族は PEG実施に 8つのカテゴリで

示される意思決定過程があることが示唆された。

321)在宅で高齢者を看取る家接が死を受容するための

支援に関する研究

(社団法人兵庫県審議協会)

{話El91
高齢者の約 9割は.最期は自宅で死を迎えたいと希望して

いるが，実際に在宅で死亡するのは約 3割であるという報

告がある。そこには，医療と福祉を結ぶ地域ネットワーク

の未熟さという問題があるc しかしそれ以上に.看取る

叙IJの家族の円EJに対する意識が重要であり，死を恐怖と

とらえ，夜宅で看取ることを恐れるあまり，医療機関で亡

くなることを当たり前とする嵐i執が存在すると考えるo 地

域涯療を推進しようとしている現在警鍵を握るのは，在宅

で看取ることを家族が受容し稜極的に在宅療養を引き受

ける体制であるc すなわち，密接に関わる訪問者護郎の支

援体制のあり様である。そこで本研究は，在宅で高齢者を

看取る家族が死を受容するために.訪問看護蹄が， どのよ

うな支援を実擁しているのかを明らかにしたので.ここに

報告する。

[研究方法]

高齢者の在宅での看取りの看護の経験を有しかつ，研究

主旨に賛閉しrnJjなを得られた A県下の訪問看護ステー

ションおよび病院附属の訪問看護部門に勤務する訪問看護

側17名を研究協力者とした。この協力者に.看取りを支

援するために実施したことをインタビューし設的帰納的

研究方法に基づいて，コード化・カテゴリー化を行った。

なお，研究にあたっては.A県看護協会内の倫理委員会に

じるところの承認を得ている。協力者には自由意志協力

であ札匿名性およびプライパシー保護について配癒する

旨を説明.開定:を得ているc

{結来]

訪問看護ililiは，死をタブー規せず，自然なこととして語る

ことが在宅医療であるとの患いを有していた。そして.医

療者ではない家族は.人の最拐を者取るという経験がほと

んどなく.r死jというものへの不安や恐怖感を強く持って

いるということを，訪照看護師自身がまずは受容しなけれ

ばならいとしている。その上で.状況を説明しながら，今

後起こりうるであろうことを説明しその対処方法を具体

的に指導するということを行っていたc また，死の兆候や

死に腐する話ーを.訪問の中で少しずつ，家族の心理状態を

窺いながら，主治墜と綿窃な連繋のもとに話しているとい

うことも明らかとなった。

[考察]

かつて日常的であった在宅で看取るという行為が，人々か

ら遠ざけていった現実乞底療者は謙虚に受け止めなけれ

ばならない。これは，国民皆保険の導入による霞療機関に

入読し，亡くなるということが，通常化していることによ

るQ 人間の「死j，特に「身内の死jを恐怖ととらえること

は，ごく一般的なことなのであるc 高齢者本人と家族が，

f最j容は家でjということを選択した場合.r最賂jという

r7EJをゴールとしてとらえていても.揺れ動く心理状態を

察知しながら，そのことを，まずは受容する必婆があるc

そして，起こりうることを先取りして，説明，指導する支

援の重要性が示唆された。
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322)槌卒中高齢語、者の路復期導入期における病いに龍

する患い

高i河哲子(Jtl!JII 

i目的]

本研究は，縦模議後遺症を持ち期復訓練導入期にある入段

に対してネガテイブな患いを抱きながらも

に訓練に取り殺んでいった一事簡を通して.痛いに

る患いを明らかにし看護的示唆を得ることを呂的と

した。

[方法i
研究対象i丈

にある

コミュニケーションが河龍

なこと，議栄やうつ病の既往がないことを条件としたc

データ収集は 2003 塁手 8 月 ~9 月にかけての生遊間，結神

よる開き取りで行ったっ対象が抱

く病いへの思いの分析には， Colaizzi (1978)の分析手続き

とした。

{倫潔的記長室}

ら紹介された患者に研究の議官説明し何時でも協

力を担否，中新できること，守諮義務を守ることなどを説

明した上で協力

{結染及び考察]

る69義男性の，議いに対する患いの分析から

たテーマ及びテーマ群から， 3つの大クラスター〔病気や

患いJ(感情や気分の状態、を去す患い)

き出された会この中の

という患いが含まれ.乙忠

求め

といった主体的な行動が多く見られた会対象;土日頃から，

している自分の姿は知人に見せたくないと話さ

れており，滋療によるボディーイメージの変化や，

を動かすような認11線が思うようにできないことが，

のお分との比較において 7情けない格好が惑いjという

ネガテイブな思いを持つことにつながったのだと考える芯

さらに対象は，良くなっていることが自覚できず， (病気や

身体に認する患い?に含まれる 5回毎しているjという忠

3日間しか見られなかったc このような

に訓練し主体的な行動が多く鬼られ

た妥協としては情けない諮好が惑いjや他者に迷惑

をかけず生活したいという患いから，少しでも以前の自分

に近づけたいと努力していることを， 1也患や審議締などの

医療者から賞賛されたことが，診11諌を行っていく自穏につ

ながったものと考える。このことから，ネガティブな患い

が強く見られる持期にあっても，対象を接極的な行動へと

り立てていたことが推測された。よって，@!復が自覚で

きずネガテイブな感菊を持っている留復規制諌導入期に

あっても，対象が承認されていることを自覚できるように

かかわることで¥安心して訓練が行えるのではないかと

Fζ 
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P5会場第63群

323)注射器内簡!こ付麗した縮醤の薬液内移行に関する

研究

大堀産美(慶E主義塾大学看護医療学部)

北白文京1¥(山形大学涯学部看護学科)

{呂的i
医療現場での注射器による薬法の調剤は，看護師の日

務として毎日行われている者護技術である。基礎看護技術

教育では.無i~奇的調剤を行うための方法として， r内僚に触

れないようにするjと指導しているが.注射器のサイズや

看護i泌総人の手の大きさや握力，混合する薬剤の量・種類

など，多くの状況斐留によ江提示されている技術を遂行

することが関難であることも少なくない。臨床現場では看

護締個人が内i釦こ触れないようにそれぞれ工夫を重ねなが

ら調剤を行っているが.内fNjに縮璃が付着していた場合.

その細菌が患者に投与する薬液を汚染する可能性の有無に

P号する検証は行われてない。そこで注射器の内f誌に付若し

た細藷は，薬液を汚染する可能性があるのか，もし汚染さ

れるならば，その汚染を助長させる条件はなにかという点

に務自 lli汗究を行った。

{研究方法]

;東結 MRSi¥I&¥iイキ;を乾燥さブイヨン「ニッスイJ(以下ブイヨ

ンとする)3mlに接種し 37tで20II寺陪振とう培養 (90ス

トローク/分)を行った。 得られた法養液を階段希釈にで

10:Jce]ll5 ，lllに蒋殺し注射器 fテルモシリンジ 20mlJの

Jj~絡に没ギげした。内f，1j 1列:こ対 l5，ll1の培養液を塗布し

ブイヨンlOml ならびに空気lOml を射器にJ~tこ i汲い jニ

げ， ミキシングをそれぞれ5閥施行した。 議II議決布条件の

第 lは内箭 2列への没収塗布直後，(}j、下 2刊. 1な後，と

する)第2は4列. ~~:後.第 31ま 2 舛，塗;(fî後乾燥{以下

乾燥とするに第4は4列，乾燥.であるz 操作後.ブイヨ

ンをで20時間振とう培養 (90ストローク/分).およ

のブイヨン 100μiをマンニット食塩培地に接滋

し 37tで48時間培養後.コロニー数の測定を行った。

{結果}

絢]医i塗布条件の第 1は2コロニー，第2は6コロニー，第

31ま無コロニ第4は2コロニーが検出された。第3は

振とう培養の結来.綿践の増殖は認められなかったc

[考察]
以上より，第 1では 2x 10'1関，第2では 6x 10'偲，第4

では 2X 102他のキH11fiが，内筒から注射器内の薬液に移行

し 第3の条件下では.綿1fiの移行はなかったものと考え

られる。 汚染を劫長する条件としては，付着した培養液が

未乾燥状態の場合の方が.乾燥した状態よりも鍛i誌の移行

割合が高いことが示唆された。さらに.N義した議H雨量が

多いほど.薬;夜は汚染されることがわかった。以上の結果

から注射器による調剤を行う場合，操作者の手の綿議汚染

状況ならびに湿i間程度が，薬液を汚染する程度をi認める

留の一つに挙げられることがわかった。

{結論]1.注射器内椅に付翁:した細1fiは薬液内に移行す

る。 2.付着した綿]iiが湿った状態の方が.乾;燥した状態

よりも移行する割合が多い。 3.付着した細菌歪が多いほ

と薬液に移行するur龍性が高い。

324)被採血者に優しし1認血j去の研究(l)罷臨時題の実

態調査

采松貞子，佐佐木智絵，岩田英信

(愛媛大学医学部者護学科)

[罰的]

日常臨床における諒湖特の駆.IIi立時間の実態を調査し駆i鼠

呼出短絡の可能性を採る C

[研究方法}

平成 17年 2月中旬の 3日間，i¥病院外来で採血業務を観

し 200名の被採血者についてJ-j、下の項誌をiJW定したc

なお，看護部および採血担当者には研究のB的と内容を丈

と口頭で説明し被採取者には口頭で、研究協力を依頼し

た。1)被採取者のデータ(性別，年齢，静紙芝手jlHJ部位)

2)採i仮条件(採血用具と穿料室l'の太さ，掠胤管の本数と

採血慧J 3) 若手利時間 (~ß血奇?を締めてから最初の採血管

までの時間) 4) 駆.I1Ilf待湖沼ß.I1Il;;iYを絡めてから ~ß.lfiIl

解除までの時間)

{結果}

採胤担当者は 6名の看護師(採取部門担当期間は 3カ月

~1O年)で，院内マニュアルに従って全員が穿利時の駆血

状態のまま採血した。静!脹若手利部{立は財部 181名，前j}涜6

名，手背 13名で¥採lfILff]兵は真空採lIlL器 171名/注射器

29名，翼付採.IfIL針 159名/注射針 41名.穿刺針の太さは

22Gが 164名， 23Gが23名. 25 Gが 13名であったっ

分析結来を表 1に示したっ若手利時間は 191名 (95.5%)が l
分未満で、あ i).静脈苦手科部設および、穿料針の太さが関連し

ていたが，性別と年齢は関連がなかった。駆]f11時間は過半

数が 1 分以上で\2 分以上は 76 名 (38%) であった ~[~l血

n寺院と関連が強かったのは. !j[~l立lf明言jから穿刺I!#[IJ]をíJ l い

た採lfILJf針乱次いで穿利時1mおよび採血管の本数と採胤量

であったc

[考察]
平成 16年 7月発行の標準深.III17去ガイドライン(日本臨床

検交標準協議会)には「採1(IL時の紘取のi民駆胤!I寺詩は 1

分を超えないように注意するjと記載されている。本研究

において，ほとんと守の祭料時間が 1分未満であったことか

ら.ガイドラインを遵守するには，静脈穿~iU完了後に駆取

を解除することが有効と考える。

表 1 採血時の駆血時間に関する分析結来

! 会後採納 i 

人数(男性/女性)1 2001会 (106194)

ifo議会 19~肝炎
〈平均{蕊l'宇多と官室行 (60.7/63) 

採j(ll1:fの埼玉委主 1~ 1Oヨド

(芝生箆L士主担盟主L

(王子

苦手 ~iljI湾問
{王子土告総1'i'::Jと飽〉

採取i際関
{王子1さj度中炎盗)1 

室長路lf湾総

{平均{立I1't1炎{後〉

1.8-31011 
(10.6/10) 

13-154秒
(33.5/28) 

7-290秒
(77.9171.5) 

2ヲ-407宅金
(111.41107) 

期待問

2うほお分以上

124;7， (65/59) i 76;7， (41/35) 

19~85後 21-87災
〈59.9/62.5) (62.⑪司53.5)
1~7本 1~1C本

(2.9/3) (4.5む

1.8~ 18.8ml 1.8~31ml 

(8.9/9) 13.2112.8) 
13~69秒 15~15材1>
{27.7/25) (42.9/35.5) 

7-94秒 28~290秒
〈49.9148ぶ 023.5/108)

29~ 119'1'); 120~407秒

(77.6178) (l66.4/146) 
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325)被採血者iこ穫しい駆崩j去の頭究 (2)採血jこ適穏な

駆邸EE

を与えず， しかも採血が容易な

の時短をおいてカフを 40，60， 80rnm 

JJn圧し以下の項尽を測定したひ い

分後と 2

い. 1:少しきつい， 2:きつい.

もうダメ・やめてjを誌示し被談者に選択させた。 3)

{結果i

:レーザ…i鼠流計(アドバンス社， ALF2l)を

3指尖綾側のlIl以来を透綾測定し l分IHlの平

U 静寂怒張疫:スケールのOとlを“苦手羽が難しい¥2

'として分析したo 40mm Hg加圧 1分後

では， 11人)が“第剰が難しい"と判定されたな…

方， 60mm Hg方n庄 1分後では詩人 (90%入80側 Hgき 1
19人 (95% が"穿利容易"ときI:U定された。 2)

:スケールのOとlを“苦痛f経度，. 2-4を

として分析したむ 40mmHg主nf:Eでは 2

であったっ 60腕主n在における

は， 1分後には 19人 (9596)であっ

には 12人に減少した 80mmHg方nf:Eにおける
l分後8人)であったが， 2分後には

わずか 1入 (5%)まで減少した 3)皮膚j放流量・主n圧
?誌の平均lfll.流量は 23.7太 11.8-28.4土 14.0ml!おin/lOOg
であった合 40mmHg加圧前半では 20.7土 11.3で加圧直前

の70%軽度のi立lIi誌であったが， 60m滋HglJn庄前半では 13.8

5.9と50%程度に減少したっ 80榔 Hgで

4.9によとベ，設学 8.7会 7.1と有意に減少した。

{考察]

ドライン(B

f探lfll.f待の駆瓜iのi設
と記載されているが， 40mm Hg 

少ないものの，穿科には静服怒張授が不十分であった。

i船王 60-80慰霊lHgで穿刺し採取跨始前に 40馴 Hg以下に

下げる方法が被採取者に援しく， しかも採血が容易な諾i奴

法と考えるコ

326) r注射授VIむの設提言チェック方法の議討

一技補修得・安全数脊の接点かうー

南妙子(香川

とともに，

を視野に入れた技術チェック方法に対する

生の反応を明らかにし技術教育の基礎資料とする。

[方法}

詩人を対象に， JS芝下・務内内i主射の技街

2) ~支下注射きf){立の決定~後片づ
の3段階に分けて実施

による

については，ぞう思う 75.9%，

イメージfとに役立つた

きた (8件)，

ツクを 3段階に分けたことや，

関して肯定的に受け止めている

いっこれは，縮かくチェックを行うこと

自諮設定が容易となり，自身で技術向上を

ためと考えるさまた，最終段階のチェックをこれまでの 2

段階の基本技術環器の応用として臨床現場に近づけた境問

としたことで，部役選定の難しさや将i努持と違う状況のや

で，涼民日をもとにしながら自ら考えて判断・行動すること

を学ぶ議会となったためと考える令安全教育の視点で

5Rの確認や無磁操作技術の重要牲に対する意識向上には

有効であったが，技術チェックが与える心理的影響やそデ

ル演智のi浪界に関する意見もあり，今後さらなる検討が必

姿と考える。
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32ア)初学者が採曲技術を習得するための学醤支援教材

の開発

一人工皮j欝・血管装着モヂル教材の鵜入旺潤定一

野村明奨，結域瑛子，安藤邑恵. 111日みのり

(公立大学法人横浜市立大学医学部看護学科)

{目的}

学生に採血技術を習得させる際，看護基礎教育の現場では，

市販の採取モデルが用いられることが多い。しかし市販

の採鼠モデルは，人体の皮腐・血管に比して硬く，学生が

その感覚で人体の採血を行うと鼠管を貫通する危険性があ

る。そのため，研究者らはより人体に近い人工皮腐・人工

血管装着モデル(以下開発モデル)の開発に取り組んでき

た。本研究では，開発モデルがより人体に近い採鼠教材で

あることを確認するために開発モデル，市販のモデル2
種類，及び人体の4種の採血持の刺入圧を比較検討したの

で報告するc

[研究方法1
1.対象 :a被験者5名(男性 1名，女性4名)，平均年齢

50.4成.b開発モデル:アメゴム板(皮腐)+シリコン管2

x 3ミリ(1t立管)， c市奴の腕モデル:京都科学採血静住シ

ミュレータ Aセット. d市販の装藷モデル:京都科学装着

式採1fI1静注シミュレータ。 2.実施者:看護教員 4名。 3.刺

入圧iWJ定方法:刺入庄is.1J定は，エイエムアイ・テクノ社製

エアパック式接触EE計命と研究者らが開発した主主:庄計を組み

合わせたものを用いた。刺入針は，テルモ社 22ゲージの

事Ir針を使用した。耕入回数は. a被験者は各 1回， b開発

モデル・ c 市販の腕モデル・ d$販の装務モデルは各 2~

3回延 32閣である o 4.倫理的配慮:被験者は研究の践的，

を十分に現解し同意;を得て実験に臨んだ。安全面に十

分考長宣するが，実験中体調不良が生じた場合は速やかに中

止することを相互に確認し実施したc

{結巣]

採血持の刺入EEは. a 人体では1.25~2.l0kPa の問で平均

1.86kPa (以下単位略)であった。 b揮発モデルは王子均 5.88.

c市販の腕モデルは平均 7.25，d市絞の装着モデルは平均

9.77であった。人体と各モデルの平均刺入圧差は.開発モ

デ 4.02，市販の腕モデル 5.39，市甑の装着モデル 7.91で

あった。

{考察]

実験の結果研究者らの開発モデルは.市販の 2種類の採血

モデルより人体により近い採血教材であることが確認でき

たO 今後さらに改良を加え.学生の採血技術習得に活用し

ていきたい。本研究は平成 15年度， 16年度科学研究費補

助金(基盤研究 (C)(2)課題番号 15592252)の助成を受け

て行った。
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P5会場第64群

328)首部のザれや庶追の少ないベッド背上11擁護の関

発とその性能について

門学校)

持本由美.小llJ恵美子

(向山県立大学大学院保健福祉学研究科}

[自的]

ベッドの背上げ特にずれや背部への庄i患が怒こること

されておふ近年背上げ時のずれや圧迫の軽減を呂的と

したベッドも開発されてきているがいまだ十分とはいえな

い。我々は背上げ時の臥床者背部の動きをシミュレートし

ベッドマットレスの原ざ!払!未f立蜜，体格などに

あわせて背ボトムの動きを変更する必要があることがわ

かったc そこで殿、床条件に合わせて爵節可能な背上げ接携

を試作しその性能について検討したので報告するつ

{方法}

通常のベッドずれを較減したベッド (b)及び我々の

を使用し背上げ過程における

について検討したむ

{結果}
は?宇部のずれやEE迫感は註 >b>cの瀬

で、cが一番少なかった令データ的にも肩申告tずれ力は註 2

4.0N. b = 2.7N， c = 0.81Nとcが一番少なく.cではほと

んどずれを惑じなかった令?干上げ後の背部荷量植

前との格対俵)は a 97%. b = 70%. c = 67%とaが一

く， bとCはあまり変わらなかった。背部庄分布を見

ると aとbはEEが詩中部付近に築中して bく. cで、は背き11
は広い箇惑で受圧しており，また，背上げによる

中心の移動を見ても aとbでは背上げにより

認の方へ移動するが. cではほとんど移動しなかった。

と背ボトムの角援を測ってみると bで

とんど見られなかった。

ツトレスの厚さや鉱床泣援を変更しても

背ボトムの動きを調節することにより開捺の結巣が得られ

たc

[考察}

トムを背部の動きに追従して動かす

ことが出来るため，背郊のずれ力が較滅され，体と背ボト

ムとの角度差がないため広い面接で?学者Iiと接鈴することが

出来，圧迫が軽減されたものと考えられるc

329)障…体{立保持拡自捧神経緯能と主観的評髄にどの

ような影響を与えるか

井野端樹.安部活太郎長坂 j豆沼

[8的i
2時間の{却玖{立保持が及{ます自律袴l経接能と身体的・心理

的苦痛の主観的評{闘の変化について検討しさらに崩壊状

と関限状態での遠いについても検討した。

[研究方法i
実験は外界からの視覚剥設を受ける開眠状態と受けない商

談状態による冊一体役保持の 2議類で. 7名の能常成人を

対象に行われた。測定項自は心電顕.呼吸曲線及びミ問主的

評{阪であり，自律神経の反応を心拾変動の跨

(LFIHF及びHF/total)iこより求めた。主観的評鏑は心理

と身体的苦翁ーとに分け，全く感じない状態を O点，

に感じる状態を 10点とし被験者偶人の判

ることなども

合わせて説明し

{結采i
i開設状揺では，被験者ア名のうち 3
し期限状態では 7名のうち 1名が途中で終了したc 調設

と j謂限状態の呼吸数は 16~18 @] /分であった。期限

状態と揺眼状態の心拾数は， f律義J，1立痛始から 20 30分及

び40 50分で関脇状態の心的数が減少し

られなかった。 LF/HFは部課状態及び関i波状態と

り返したが，関始時のコントロール状

に比べ，おい値を維持したc HF/Totalは， LFIHFとは

逆に.開始時のコントロール状態に比べると，雨雲手ともに

を示した。開設状態の LFIHFは関i張状態より

を示し， HF/Total'立低値を示したむ

評価は持関経退に伴って増加し 50分以降，間限状態の方

が関i促状態、に比べて霞悠で推移した。心理的f苦痛に関して

は， f~':l U良状態が始終抵僚だったのに対して.関根状態

時的に増加を示した。

[考察i
身体的苦痛が増加した諮に交感神経機能の充進と溺交感

神経系の活動抑制が認められ，同一体{立によって惹認され

る授答科激が交感神経系を輿翠させる可読性が示唆され

た。さらに今留の間接状態は潟限状態によとべると，交感

神経系の持翻と副交感神経系の架道が認められた。関設状

態では絞いという各後数者の訴えが多く，このよう

は簡娘状態がもたらした意識レベルの抵下によるものであ

ると考えられた。
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330)側臥住手術の捧嬉予訪ーすれ!こ鷲目して一

井戸向 望(砂川市立病院第5病練)

{目的]

手術における患者の体位は，適切な視野を得ることを践的

とし長時前の問一体{立を余犠なくされる C とりわけ側臥

{立は他の体技と比較して患者の重心が不安定であり体重の

かかる面積が少なく，皮腐降客や神経障害をおこしやすい。

先行研究では皮殺のずれに長点をあてた報告は少ないc そ

こで，大転子部のずれに着目し叙IJ臥位手術国定において

従来の方法とずれを意識した方法について比較検訴を行

い，ずれを意識した方法の有効'段について検討することを

呂的としている G 用語の定義， i夜き直す.開i玖{立時大転子

部に直線をひいて体{立をとる。大転子部の皮腐のずれが生

じていることを確認し患者を一度持ち上げて車線に戻す

ように誼き産し側玖{立をとること。

{方法}

は側IV，f立手術を受ける患者 68名でL偶人名を特定でき

ないよう細心の注意を払った。方法は霞き直しなし若手 33
名設さ直し実施群 35名に分け，袴携の発生件数.国詰，

il当尖11寺IIUをl:と絞c

{卒古来]

き蕊しなし群 42.4%.実施群 17.1%。袴癒

読きめーしなし詳 172.5王子方センチメー i、)V，実施辞

112.5 Jiセンチメートル。 消失時間は泣き直しなし群

20.3 分，実施詳 32 分。王子均手術1I~'IIJj. 設さ iーの:しなし群 154
分，実施1lf:260 分乙持続の程授は~Hjîlf とも発赤

[考察]

持続発生率を検定すると P立 0.0134となり.政き i立すJj
i去は袴癒発生と関連していることがIYJらかになった 3 オッ

ズ上ヒを計算すると 0.28であり置き夜すことで袴痴発生の

リスクが低下することにつながったと考える。次に袴癒頑

強についてみてみると平均値の比較では震き直しなし群が

172.5であり，霞きi車:し実施群は 112.5であった。袴癒面識

について何者を検定した結来有意差がみられた。つまり量

き底すことによって袴療面積を小さくすることができると

考える。次に祷療のj詩失時間では置き直しなし訴 20.3分¥

突}jÍ1i t~~ 32.0分であった。 置き直し実施後の方が袴癒の

消失時間が長い結果となったのは，平均手術時間の比較か

ら長時間の手術による持続的圧迫の影響が推知された。手

術11寺111]と消失時間の相関については.相関係数 r= 0.67で

あったc このことから手術時間と袴そうの消失時間には強

い正の十日関があるといえるc 袴搭の程度に関してはどちら

も有意表は認めなかった。置き夜すケアがあることで袴療

の発生学が低下した一方で¥手術時間が長いほど消失時間

も長いということが改めて今拐の研究からわかった。以上

のことから程き産す方法は袴癒軽減につながると考える C

関手術期看護は手術・麻幹に伴う精神的・肉体的長裂の新

たな侵襲の出現を紐u二することが求められるといわれてい

る。そのためにも袴癒予防は必要である。そしてそれは患

者様の術後の苦痛を軽減し必要以外の身体的授襲を紡ぐ

こととなる。

331)体EE分散ウレタンマットレス使用時のギャッチベッ

ドによる誇上げの検討

遠藤明美(玉野総合援療専門学校保健看護学科)

奥山真由美，村上生美，森 将去さ

(1河山県立大学保健福祉学部看護学科)

[El 119] 
私遠は.昨年，圧迫やズレを考慮したギャッチベッドの背

上げ方法に関して報告した。得癒予i坊の目的として種々の

上敷きマットレスを通常マットレスの上に重ねて用いるこ

とがあるが，マットレスを重ねると厚さがま脅し理論的に

は背上げによるズレや圧迫が大きくなると予想される。そ

こで，今回，体圧分散ウレタンマットレスを使用してベッ

ド背上げ時の身体接触部への影響を測定し通常マットレ

スの場合と比較検討した。

{方法}

被験者は健常成人50名。:寝衣は綿王子織りを使用しギヤツ

チベッド(パラマウント KA5240，パラケアマットレス

KE-601 :以下 KEマットと略す)に上数きウレタンマット

レス(ソフトナースピンク:以下SNマットと略す)を敷

き，綿シーツにてベッドメイキングしたっ臥床位置j土3設

上前}J号'詰・~車をベッド崩 rllJ 点よりlOcmよ(頭側臥床入居

出点、上(屈1111点臥床)及び 15cm下{足側IV，J;tミ)とし.ベッ

ドの昇降を行ったc 頭部・足部のズレ量.属中部.11111号奇1¥• 

大!鑓後樹のズレ力及び背部荷重偵を測定した。被験者ーは研

究趣旨の説明後の自発的参加者で，実験1:1:1(まプライパシー

保護に努めたc

{結果と考察}上半身への影響を示す頭部ズレ最・認申告1¥ズ

レカ及び背部荷重飽変化率は，足叙IJ臥床ほとご有志;に増大し

下半身への影響を示す足部ズレ:昆;及び大JE退後面ズレカは.

上半身への影響とは反対に頭側IVdぷほど増大したが.

身への影響の場加によとべ軽度であった。 1111督官iではズレカ

が!弱点υ.~~IV.、床で1制立法の約 112 と有意に少なかった。これ

らは，昨年報告した KEマットでの結来とほぼ関係の傾向

であり，ベッド背上げの援助を行なうには.適切な位設へ

のiωたつまり上半身への負荷と1111骨部のズレカ軽減のた

めには上部!揚骨線がベッド堀池点からやや窓側になるよう

に玖床させることが重要であると考えられたO ところが，

背部街重債変化本は. Sl¥マットの方が KEマットより増

大していた。これは， SNマットを使用すると KEマット

のみの時より惇みが増しベッドの!謡曲点と身体の屈曲点

の{立i震が離れることに起閣すると考えられ.理論と一致し

た。しかしながら. Sl¥マット使用時と KEマット使用時

の背部の体庄分布を比較してみると，どの臥床位援におい

ても. KEマットのみの使用では背部の局部にEEが集中し

ているのに対し Sl¥マットを使用すると背部の接触面積

は大きくなり，局部への在の集中はほとんど見られず最大

在力は抵かった。これは， SNマットが背部会体に圧を分

散させているためと考えられる。被験者‘からも誓 SNマッ

ト使用の方が背部への圧迫は少ないという意見が聞かれ

つまり，局部にかかる庄を分散させることは，ベッド

の背上げ時にかかる背部への影響を緩和させると考えられ

るO
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332)高齢蓄の関空人投変換における飴脅部度j欝患涜の変

イとと臨症との関連

[Elaきi
ヨド研究;え高齢者が安静ffP旬、投保持から側弘i立変換する誇

の{白骨部皮綴血流における反(6性充義lの変イとから.末梢微

を明らかにし全身の循環動態との潟係

ることを毘的としたっ

{研究方法]

C' expしー

いて比絞したC

Mann…Whitneyのじ検定.Wilcoxonの符号fせき

{結果;

より

{考察i

p < 0.0おを用いた。

仙骨き1，在迫解除後の反応性充lIIlの底流増加率およ

として検読したものである

は若年者によとベ，取流増加率およ

示したことから.阪管の弾力牲が低下し血流状態の閥復

が悪仁容易に末梢循深不全にiおりやすいことが誰測され

た。また，加議i?に伴う動脹壌の磁fヒ等でi立iJ王が高くなる

五ぎの血流動態と未消循緊動態:玄関連しており.適切なポジ

ショニング等で五五流民Jt哀を揺る援助の必要性が確認され

たc
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333)定浴時の毘i欝混と局所組織車流震の変化とマイク

口バブルによる影響

本田智子.堀内美和，谷間恵子，揚箸i詮i設

(長野県看護大学)

石渡孝之. ILI [J幸子(ダイキン環境研究所)

{自的]

足浴による生体の変化とマイクロバブル仏ぬ)が足浴に

及ぼす影響を検証する自的で足器時の皮膚織と局所組織血

流量 (1・BF)の変化を測定した。

{方法}

実験計闘は苦手前に長野県看護大学の倫理委員会に申請し許

可を得た。研究の自的・方法の説明後，伺意を得た 12名(女

性. 21.5土 0.6歳)を対象にして実験を行った。通常の足

浴 (Contro!; Co若手)と Mb (AWAWA，資源開発株式会

社)を用いた足浴 GvIicroBubb!e ; Mb若手)を実絡しそれ

ぞれ足浴前 10分見足浴中 10分間.足浴後 30分間の皮腐

混と rBFのデータ眠薬を行ったc 茂腐j監はハンデイタイ

プ治度計を用いて，下・上殻.f本幹部，頭部の言1-15簡所に

おいて計測し rBFはレーザードップラー血流計を用いて

第2足拐で計測した。測定した皮!釦鼠のデータは 30秒毎，

rBFは5分勾;，こ解析を行った。

{結来i
足指 J立背き1¥の皮!結局iは.両者手ともに足浴実施中に上昇し

たc 下!開部は，足浴開始時から上界し終了後 10分をピー

クに下降する傾向にあ仏大!提言1¥は足浴終了後 30分以降

も上昇していく傾向があったc 下腹部混は. Co 訴では足

浴開始から上昇fえ足浴終了後 17分をピークに下降し.

Mb群はその後も上!JI-する傾向が認められた。 上JJ支部は，

Mb T洋にのみ足浴開始から終了 10分後まで上芥する傾向

あり，度勝誌は雨群ともに足浴笑施中のみに上昇が認めら

れた。足指と足背部の皮膚識は.同群ともに足浴前と比較

して有意な上昇を示したが (p< 0.05). 1むの部位には有意

差は認められなかったc また各皮膚温に. CO. Mb群問の

は認められなかったっ rBFは. Mb群に足浴中に有

志:な上1'1-がみられた (p< 0.05) 0 rBFと足指議開には河

群ともに有意な相00はなかったが. Mb群の足浴中後半部

にrBFと湯温間および湯識と足指温院に有意な正の相関

が認められた (p< 0.05) 
{考察}

足指，足手宇都温の上昇はいずれも足浴中のみにみられ，湯

温によるものと考えられるが，足浴直後は足器開始前の温

度まで下降し局者1¥であってもjE1まっているとはいえない

現状が示唆された。 i昆i易に浸かっていない下・大i陸部，上-

下綾部の皮1船員の上昇は足浴終了後も認められ，議湯で緩

められた血液による温境変化と考えられるが，データ的に

は有意な上昇。とはならず.10分間の足洛では.各館所がj昆

まったといえる効果は得られなかったと考えられる。主M
許群-でで、{はま. 湯温と rBF.足指温に相関が認められたが.ユIb

群においては足浴中の湯混の上昇が Co許ーより有意に認め

られており. Mbの夜識的効果と Mbを使用するi奈の湯誌

の上昇に伴う二次的な効来によるものと考えられる O

334)過去5年間のわが国の溝拭に関する研究内容の特

徴

松山友子，穴沢小百合(思立看護大学校)

[13的i
2000年から 2004年に発表されたわが閣の清拭に関する研

究内容を明らかにしその特般を考察する。

[研究方法]

匿学J:I:I央雑誌を用い，検索語を清拭，検索対象年を

2000~2004 年，論文の韓類を朕箸に i浪定して検索したc こ
れらの論文の中から授乳時の乳房清拭に関する論文. 2000 

年以前に発表された論文を除外し対象文献を選定したc

次に対象文献を精読しその内容の要約を表す研究内容

コードを作成した。さらに研究内容コードを意味内容の類

似性に基づき分類しカテゴ1)1とした。コード化.カテゴ

リイヒの信ffl性は共同研究者陪の検討により確保した。

{結果及び考祭]

対象文献 47件から得られた研究内容コードは 76であり，

最終的に 9カテゴリを形成した借り。これらのカテゴリ

は，その内容からさらに 4つに大別され，清拭に関する研

究内容の特徴を示した。第 1 はカテゴリ 1~2 で形成さ

れ.i奇拭の技術教脊に関する内容を特殻としたっこれらは，

清拭技術の学習状況と教授方絡の評価を解明しており.済

拭技術に関しては教授・学習活動の両側部から明党されて

いることを示した。第 2 はカテゴリ 3~5 で形成され.多

様なiJ!i拭方法の評価に関する内容を特徴としたっ iやでも洗

浄剤の有効性に関する研究は最も多く，者護者の関心が高

いことを示した。また.これらは，皮総状態・細菌数・循

221機能・皮膚損・感覚的知覚寺手，対象の心身への影響を視

点として評価されており. i青拭技術の科学的被拠の基盤と

なる研究成采を示した。第3はカテゴ1)6で形成され青

拭の実施に00する内容を特散とした。これらは奇拭の実

施や実施する環境，方法令~の実施条件が心身に及{ます影響

を解明しており，特に実施条件の検討の必要牲を示唆したc

第 4 はカテゴリ 7~9 で形成され. ij号拭の援助に関する内

容を特鍛としたc これらは浩拭援助の実施状況や看護部・

患者の知覚.援助方法の工夫を解明しており，清拭の援助

に焦点をあてた実態を示した。

議拭に関する研究内幸子

(n =78) 

カ ア ゴ ; コード数 (9色)

l 学生ぴ;資主主技手持;ニj渇する学習ヨ状況 18 I 21.1 

2. i斉ぷ;の技術議における数十受方織の渓{面 告 11.8 

3 洗浄予約を{が話した済まえJii去に対する金子詰li 20 ! 28.3 

4. i.滋主主効果2・おも;争完Ij系を耳文句入れた波紋プ'Ji去に対す
11 I 14.8 

る2干!日五

5. ?ri採用J毛の{史版状況-まえき方:ニ対する喜子{滋 8 10.3 

6. i脅まえの災きを及ひ'その災総条件が心身iこ及;ます彩警察 j 8.8 

7 波紋の援助iこ!認する活設期日没ぴ窓、者の士官主主 3 3.9 

8. i表tえの援助;こ関するヱチミ及び研究 2.8 

9 特定施設にお汁る;斉まえの援助;こ長号する災絡，状況 i 2 2.8 
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335)生活行動援劫に欝わる審議題異!こついて

藷潔援助舟異の文議検討ー

i詩的}

JII守間千秋，朝食美奈，植村由美子，Ul口

格馬車丹江

{神奈川

日常生活行動援助に詩わる審議用具の諜題を見出すため

に. 日常生活行動援助に関する研究のうち，

関わる看護用具の開発の特綾を腐らかにし

援に向けての今後の課題を検討する

{研究方法]

とJMedPlusの2つを涜用

;こ関わる委設局具の工夫と弱

る締究に設点をあて， 1994年から 2004年 10月の

した。キーワードf入 rシャワ

のそれぞれの援助項呂と

し用兵の路発，詳悩・検誌に関係しない

ミたむここまでのブロセスは2つのデーターベー

スを用いているため，重議文献は省き.さらに.

1支L抄議，感談会，紹介を省いた。

なる文隊t45件について，分析は，用具の開発や方法の工夫

および評価・検証の内容をお1I出することを

どのような人にどのようなお拾で Iどのよう

したのかJ に必要な規点とは何かjについて，

くカテゴ 1)1とを行い，

は共同研究者の検討を過して磁i呆した。
{結染およ

関発.詳細・

i去の工夫および評髄・検誌については，身近にある物品の

捜用目的を変えてつくったものを総介し

{泌・検証するもの，患に市販されている

鏑・検証するものが:iであり，既にi史朗されている用具の

能沼方法を工夫しその有効性を評綴・検諒するものもみ

詩的i主主に，用兵そのものの有

ることであっ

含めるものもあったコ用具に必要な視点

-安全，簡便性，経済牲があげら

れていた。今出の文獄検討から， {都知こかかわる

の特設は，用具そのものの特設というよりは，

特定の条件を持つ対象者に対して開発されていること，身

近にある物品を利用して開発されていることなどであるこ

とが明らかとなった。また.開発した黍護用具の共通した

評fIlfi.検証の器準は認められず，器発者総々の独自の方法

によって行われていることから，一般化しにくいことが捻

祭された。

336)定浴が生体!こ及iます影饗

-Il)議題，髄j皮，体温による換討ー

支持光校，

[目的i
1)ラクゼーションや苦痛緩和

の効果を生理学的視点から検討するため，実験研究を行い

足浴が生体に及ぼす彰響について明らか;こするc

[研究方法i

13況がの

から終了痕後ま

ケースで援績をみとめたむまた，足議終了 15分後では l

f!iUをi添いた 3関で建長をみとめたむ結波αl成分パワーは

3例で足?fr終了夜後に増加をみとめ， 15分後でさらに椴加

した。また，終了直後では増加がみられなかった 1間も，
15分後に増加をみとめた。 α2成分パワーは， 2 fヲuで足洛

15分後で増加をみとめたっ口

をみとめ

よりも

3関が足お実施中から終了度後まで抵

15分後では全てのケースで

な状態と考えられ，

として自律神経系を介したリラクゼー

ションがあると考えられたむまた樹液の結果から，

すっきりした感覚に対応、する日 2成分の増加がみとめられ

たのは2部であったのに対して， リラックスした安ら

に対Eちする a1成分の壊力nは全てのケースでみとめられた

ことから，足議には爽快感よりもリラクゼーション効采が

あるのではないかと考えられた。部体は足;苔仁jヨから，

Eミ腐j昆は足i谷後からよ詳しいずれも足洛前より高い値と

なった。足洛による入11及効果は深部体温の低下が関係して

いるといわれているが，足浴によって…時的に上昇した体

温が足浴後に時間とともに{廷ですることで奴気を促す効果

があると考えられたc
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337)洗撃の効粟に関する研究

一α波とθj皮と11)指変動へむ影欝一

小竹久実子.今fE 忍飯!汀加奈恵

(杏林大学保健学部看護学科)

J11名美加(昭和大学践が丘病院)

秋111/J、冬子(寄林大学問属病院)

内海混(千葉大学)

金子仁美〈千葉県がんセンター)

{はじめに}

洗髪は，頭皮をマッサージすることによってlJ吉環動態を向

上させ，皮腐の知覚千ql経終末部の受容器を刺激してー爽快

感が得られるといわれている 3 問中らは.洗髪後に前額部

のα波が増加することを報告し 船木らは，洗髪により交

感神経の活動が衰退し迷走神経の活動が充進したことを

している。本研究では，洗髪による α波と 0波と心拍

変動への影響を検証した。

{方法}

研究の臼 EI討を理解し了解を得られた 20代の男女

19名，いずれも扇下 5cmまでの頭髪とした。 20例年 8月

5 日 ~8 月 24 日，室内はシールド・ルームの環境とし

j昆境を一定にした合洗髪は ベッド上に仰玖{立で，ケ

リーパッドと洗髪車のシャワーを使用し 15~20 分間実

施JJiミ波は，洗髪"1:1に取り外ししないで、すむ部位で，級王求

述動に;詔響がない部位とし後頭部とほぼ問様の波形が見

られた lj:主主とすぐに装務可能な~J(]支部に. I羽波状態で， 日

本光?立製 EEG-9100で測定した。心屯関は. EEG-

7314でiJ!IJ定。分析は， QP-220Aによ旬開波数解析を行い.

% power 11疫を集計、 I~I 11吋111*王系は，ピムタス 2により

CV9oをまま出c また. FFT (高速フーリエ変換)にて HF.

LF成分， LF/HFを算出ε5分， 30分の安静のみと洗髪実

施後の影響をみた。

{結糸]

エp長と関浜部共に洗髪実施後，日波は増加した (p< .001)0 

。波では，共におも髪実施後に減少した (p< .001)。 α波と

ei皮の[芸i係において， α1では洗髪後5分に有意差はみら

れないが， 30分後にeαu皮が増加すると ei皮が減少する

関係がみられた (p= .016) c α2では，洗髪後 5分と 30

分共に， 日2波が増加すると 0波が減少する隠係がみられ

た (p<血)自律神経系では， CV%詑髪前 9.54土 4.39，
洗髪後 8.79土 8.46と減少したが.有意表はみられなかっ

た (p .878)0 HF及び LF，LF/HFにおいても同様で

あった。

:考祭]
洗髪実施後に αi皮の増加および， α波が増加すると ei皮が

減少する関係がみられたことは，洗髪の刺激により.覚醒

水準がヒ昇したと考えられる。その刺激は快適な耕激と考

えられ. 1者総覚醒状態が持続され， 日波がますます地方11し

0波がますます減少したと考えられる。自律神経系では，

CV%値等の減少傾向は，生体を調整しその後の交感神経

活動が充進する (defense勾arousalresponse)可能性が考え

られる。洗髪は.精神安定が得られる看護援助でもあるこ

とが示唆された。

284 EIヨ|三者-護研究学会雑誌 Vol.28 NO.3 200;) 



P5会場第66

338)躍擦舟結蒼テープの!sl.露生理磯能に及iます影欝

[自主守]

呂的としてサージカルテー

いられている。短時間の貼付であれば皮腐に

を及認さないが，長持関になると

どをもたらすことカまある。

性が少ないアクリル系粘着剤を{吏浴しているテープが多く

なってきたもののー 依然として何らかの戎腐寂状が出現し

ているのが現状である。そこで¥本研究では議沫でよく用

ジカルテープ(アクリル系粘若

プラスチック製2種類， jltll主ゲル粘

1額類，ピニルテー

iヨ党疲状がなくとも貼{せすることによっ

どのような影響をもたらすのか検討することを目的とし

た。

{方法;

本研究は当

研究の主旨を

2.24議)を

て行われたc

られた 10名の女性 (26.8
として，関税IJ

pH，そし

約 25mmx 40mmの大きさの

ら手絞関部にかけて爵鰯に!績不問で貼

24持部で片側のテープを，そして 48

iこ鈷付したテープを剥離しそれぞれ

を測定したc

に貼付し剥離すること

により疫!警生理議能は段下するものの，紙製アク 1)Jt.-系粘

テ…プがその軽震が小さいことが明らかとなった。

339)舟手的呼穀介勃が換気に及iます効薬の験証

{目的}

用手的呼吸介効;之広く

の状態に応じき[;f立を選択して実施されている。本研究で

は，健常者を対象として府予約呼吸介劫が換気に及ぼす効

るc

i研究方法]

日対象:箆常な 20議f-t女性8名 2) iRJj定方訣:!町立で，

平常呼吸(無理に大きな呼吸をせず.普段と閉じ呼吸を

るに用手的呼吸介助の取にそれぞれ 10呼吸の測定を仔っ

用手部呼吸介助はi可ー者が担当し上部総事1¥に対して

頭昔話から行う介助，体幹の;績から行う介助.下部総郭への

介助のlij震に 3条件で行ったc 各条件慌で5分{本恕をとり.

2留諮り返したc 測定議器は Vita]ograph

ラックスパイロメーターを用いた 3)分析:データは，

l 呼吸ごとにl[認i換気翠:を 1隙呼気:翠;と 1回駿気澄に分

l土それぞれの換気;廷を求め.あわせて呼気持j乱

i均をそれぞれ求めたっ iniJ定値;え測定ごとにア呼吸から 10
呼吸日までの僚を用いて，対象者ごと

平均11手気持j紅平均吸気持認を求めた 3 ぞれら

の指絡について，平常呼吸各介助時の条件関の差を

したo 4) 

ることをト分説明

たc

i絞染i

用手釣呼吸介劫を行うことで， 1思Il手気:涼:と

と吸気持院の延長が得られたことから，取手的特

i汲介助は平常呼吸と比べて，続鞄換気翠:を増加させ• ifL用
、If手i投援助として活用できることが示唆された。

438.2:t 117.1 434.告ごと 113.3

よさiJ( ぴ) 758.5土239.5斡 i21.4之211.7綿

よきt( 800.4::: 197β紳 770.7:t 194.9紳

下 789.7:t 143.8対 770.6ごと 142.7判

l[窓jiTl'父喜多r.ij (ち l[怒号空気持表号 待合〉

7言 F手 R設 2.6土0.6 1.9之0.3

ーと 3.7土1.1* 2.5:t 0.7事

ι訂 ( 合) 3.8:と1.0傘 2.6:と0.7*

ア 3.5:た0.6亭 2.6ごと0β移

n=8 平均 今 p<0.01 料 p<0.001 
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340)移譲サポートロボットを用いての有効な立ち上が

り動作の検証

伊丹君和，豊岡久美子.久f若島美紀子，藤出さみゑ

(滋賀県京大学入問者護学部)

{研究自的]

高齢化が進む中で人間の基本的な生活行動に看護支援が必

要な人々が増加するとともに者護する側である者護者ま

たは介護者の腰痛は多発する状況にあるC 特に 1存椅子移

乗動作に伴う看護者の腰部負担率は高く，これは在宅で要

介護者を介護する家族にとっても同様である。このため.

移乗動作に看護支援が必要な人々に対してその自立を白ざ

しサポートするとともに， リフトやロボットなどの移乗支

援機器を開発し適切な活用法を見いだすことは，サポート

が必要な人の自立のみならず看護または介護する者の綾部

負担軽減にとって急務である。そこで，本研究では同大学

工学部の協力を得て移乗動作をサポートするロボットを試

作し下肢の支持性が抵下した人に対する車椅子移乗動作

のうち.立ち上がち動作についての筋電関学的分析を行う O

また， I弓被験者に対して実験に伴う自覚症状やロボットを

用いての龍いやすさ等の調査も同時に行い，これらの結来

をもとにロボットを用いての有効な立ち上がり動作につい

る。

[研究方法]

1.対象および研究方法 2004年3月，以下の実験および

調交を実施したむ被験者比例千百支の支持性低下を想定し

た平均的体格の男子学会~4tl と女子学生生名とした。

は，被験者の重心をロボットに近づけてほほ垂直に立ちと

げ、る方法(ままi出去)と被験者を前傾させながら立ち上げる

方法(前傾法)の比較検証とした。分析は，表面務設il!IJ
SX230 (8 ch仕様)を用いて，動作実験結来をもと

に上腕部や背部などの各被験筋についての筋積分f闘を算出

した。乱開被験者に対して，作業直後にロボット

を熔いての使いやすさ・安心感.自覚症状についての調査

を行った。 2，倫理的記鹿 対象は研究の趣旨に伺意した

者のみとし研究参加に同意した後でもいつでも辞退可能

であること C また，プライパシーの保護についても文書と

口頭で伝えた。

{結果}

下設の支持性が低下した人を想定した被験者8名に対する

ロボットを用いての立ち上がり動作実験を行った結果.動

作開始から 13秒間の務務分値では.垂直法において上腕

部・前腕部および背部の筋積分値は顕著に高値を示し前

傾法と比較して立ち上がり動作時に筋疲労をより多く伴う

ことが明らかとなった。また，実験に伴う自覚症状を

した給来，垂産法では特に前腕部の苦痛波状はii'li1i訟であり，
ロボットを用いての使いやすさや安心惑も抵値を示した。

…方，前傾法ではロボットを用いての使いやすさや安心j惑

は高いものの胸部・腹部の苦痛症状は高値を示した。

{考察]

以上より，前傾にしながら立ち上がる方法では筋疲労は比

較的低く，胸部や綾部などに改替を加えれば移乗ロボット

を有効に活用できる可能性はあると考えられた。

341)造影剤の耳目管外漏出に対する電法の効果iこ関する

実験的研究

小幸子愛子(日本医科大学付属病院)

武FE利明(岩手県立大学看護学部)

[日的i
CT検査時などに用いられる造影剤は，1阪管外に漏出した

時， 1立蕩，終痛，水泡形成などの&:1誇傷害の発生が報告さ

れているc このような傷害が生じた場合，患者の QOLは

しく鮭下するE可能性があるC 多田(1997)の調査結果か

ら，遺影剤が漏出した持，冷i湿布が33%，j昆j昆布が30%と

相反する看護ケアが行われており，ケアが統一されていな

い現状が明らかとなった。したがって，造影剤の血管外j露

出に対する冷翠法，温護法の作用を解明し看護ケアを確

立するための基礎データを得ることを日的とした。

{研究方法i
1)使用薬剤:オムニパーグ吋50を使用した。

2)使用動物:Wistar系雄性ラット 18匹を使用した。若手構

成は漏出のみの無処置群 6Ql;，令翠j去itr:6匹鼠翠法群6

民(内訳は薬剤j漏出後 12持陪自観察群.24時間日観察若手，

各3匹)とした。

3)漏出方法:本実験では静脈内留置針による血管損傷を想

定し左右後肢内側伏在静脈に 24Gサーフロー針を苦手再現し

政液の逆流を確認した後，内側jに ~I をずらし薬剤を漏出さ

せたC

4)冷翠i去:漏出部{立の皮j霞表面識!支を 17-20
C

Cに保ち.20 
分開冷罷;去を行ったな

5) j晶翠it: i漏出部位の皮膚表耐温度を 40-42
C

Cに保ち.20 
分間温翠i去を行った。

6)倫理的記長室:本実験は実験動物に関する指針に準拠して

実施したc

ア)検索方法:肉眼的観察および写真撮影を行い，その後深

麻酔下にで採血し CPKおよびシアル酸のf践をil!IJ定した。
組織学的検索に!おしては，各処i澄若手6漏出部伎につきそれ

ぞれ3ヵ所の組織片を切り出し定法にて H&E染色およ

びPTAH染色を施し組織標本を作製した。そして光学顕

微鏡にて組織学的観祭を行った。

{結果および考察]

制限的観察およびlIIl液学的検索では，翠j去の効采を裏付け

る変化は認められなかった。組織学的検索では，薬剤が血

管外に漏出した部設には，出lIIlを伴った皮下の炎症性細胞

没潤と筋組織の壊死および筋総織内炎症性縮施没il努が確認

された。また造影剤漏出時の組織傷害の特鍛として，血管

閣法i炎が引き起こされることが明らかとなった。その血管

周間炎に関しでは，実~処寵群および冷翠法群にはより重銭

な組織{象が認められたが晶議j去群は軽度の変化に智まっ

ていた。フイプリンの浸ilMlに関しでも.無処壁群および冷

器法務と比較してj昆器法群では軽度であった。これらの結

果から，湿器i去を施すことにより組識髄害が抑制されるこ

とが明らかとなった。その協議i去の効采として，循環血液

量が増加し血管外に漏出した総識傷害性を持つ遺影剤が

速やかに吸収されることが推測された。
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342)龍怠感を軽減させる下設への題字的アプローチの

効粟

(北海道医療大学大学説看護福祉学研究科)

[~的]
をしているが議怠惑を自覚している壮年拐の人々

に下絞への泊予約アプローチ{揺らす，臨す，持圧

するなどの手技)を行うことで捲怠j惑がどのように変イとす

るのかを，主観的な側面と客観的な側磁の両方から評{援す

ることであるc

{方法]

壮年期の男女 29名(男 13女 16.平均年齢49.79土 5.68
を対象に，心理学的指援としてパイパー捲怠感スケール(以

下.PFS).新!援自覚症しらベ(以下，自覚症しらベ)を測

定し生理学的指壌として血圧，

した。主額的な評締をするために対象者の感想、

を鴇いたむ介入方法は心身調整法のやからj議液徳E震を提進

させる技法であり，かっ対象者が{ヰJ!玖設で受けるものを遊

び 20分部かけて行った。iRlJ定は 2日開の関に S爵(1日

日朝. 1日時勤務後介入を挟み. 1日目介入後. 2 B ~ 
2B~議務後)行った。 1 日目勤務後と 1 日日介入後

の各項誌について‘コントロール訴がないため，

を理論的対象詳の数{rきとし増加と減少の数それぞれにつ

ま

民主泉]

下殻への用手的アブローチは， f巻怠惑を軽減させると雨時

に，援拍数・呼吸数を減少させる 1)ラクセーション効果が

あり，会長ぎの血液循環を促進させる効果もあることが見出

せた。また， f巻3言、惑を長期に自覚している入ではより効主義

が高いことが示唆された。

343)審議設構におけるイノベーションの普及に関する

研究(その8)

[El的i

一看護技鵠の諜培農と組織特性との関連一

上泉和子

(茨城キリスト

角

肴護部がイノベーションと認識しかつ，研究的摂擦が明

告な看護技術の採用程度とその看護簡が所属する

との関連牲について探求する

[研究方法]

に無作為抽出し

及び，勤務する各議総 10名のナース計 1410

は2003年四月 C 務査内容:スタッフに根拠のあ

るイノベーテイブ看護技術 22項容について， E.M.Rogers 

の普及決定過程における段階モデルを用い，採用度

したc 笈狂者には，個人的特性の惣，1)スタッフ雇用状況，

民病院トップとのヒアリング曹

3) 

はクラスカル・ウォリス検定，ウィルコ

クスンの!駁泣和検定による多重比較を行い比較した (SPSS

VerlOJ for Windows)。
{倫理的記長室t]

研究の目的と方法，審議きI~笈任者とスタッフナース

るため銭設 IDを{すしているが，総設名は…

切公表されず統計的に処理すること等の説明用紙を

し協力をたo lTIl答結果は， f混入単{立で研究者に

された。

{結果・考察1141抱設の変{壬者とスタップナースに郵送し

た 1551部中.支怪若から返送された 127部 (90.1中の

有効期答 124鉱ナースの殴答 886部を分析対象としたc

舗をうけているj象の他，

ブログラムやセミナーの公開j料など地域との情報交

流.rr淀内情報ネットワークの撃鏑文献検索手段とし

ての千ンターネットの利用j¥「院外研11多の伝達共有の場j孝

認めたむさらに f審議部の窓志決定を

ることがあるj¥「専向性の高い審議締の勤

しているj問という詔答は，組畿特性である

その組織特性を形成する寅在者鍛人の特性とし

き，改めて，審議部資{壬者の姿勢の重要性が明

ら7うえこなった。*: p < 0.05. * * : p < 0.01. ネ**:p < 
0.001 
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344)看護学生の臨地実習後における看護技指の経験と

自信に関する調査

-Si挙手夏，岩月すみ江(銀出女子短j磐大学看護学科)

{自的}

現在，社会が看護に求める期待は高く，審議基礎教育には

課題が多い。本研究は臨j也実習を終えた学生の，看護技術

の経験と自信について調査し看護技術教育への示唆とす

る。

{方法}

対象は A短期大学看護学科 3年生c 本研究の主旨，倫理

的配識を説明し同意の得られた 66名(回収率86.3%)0平

成 16 年 12 月 15 臼 ~20 Bに無記名の自記式費関紙調査を

実施した。王子成 14年3丹の厚生労働省「看護学教育の在

り方に関する検討会報告jの「磁地実習において看護学生

が行う基本的な看護技術の水準jを基に 111の看護技術

の経験の有無を陪いた。さらに，実官で経験した技術が実

施できるかを，“自分でできると思う¥“助言・援助があっ

ても自分で実施するのは難しい"などの 4段階から選択。

また，看護締の援助場部から学んだ内容を自由記載とし

森田の「現場のスタッフが考える社会人としての一般教養J
の 14項尽をできるかできないかの 5段階で自己評価したc

分析は.111の者護技術の経験の有無については単純集計，

した技術の自信は. SPSS ver 12.0]を使用し項目毎の

についてカイ二乗検定を行い社会人としての

についてjは，民子分析を行った。さらに，自由

記載の内容には K]i去を用いて分析したc

{結果・考察]

多くの学生が実習で経験した技術は，環境整11111.ベッドメー

キング， シーツ交換，移送，入浴介助. I~人Dlミ患者のオムツ

交換.?青拭， f本位変換，移動，部分浴，陰き1¥ケア，パイタ

ルサインの観察などであった。またそれらの技術色半数

以上の学生が「自分でできるJか「少しの助言があればで

きると思うjと答えている O 逆に「見学もしたことがないj

技術には救急、救命処置技術や検査の介助などがあった。学

生は臨床の看護師を見て.コミュニケーションのとり方，

患者の気持ちを重視した看護実践などを参考にしていたc

安全では歩行や物理的安全の確保に配醸し基本的看護技

術を生かし患者の安楽に努め，処置ごとの手洗い，手袋の

着用，清潔・不潔に配慮していた。日常生活援助は{図々の

患者に合わせて技術を応用していた。学生が自己評価した

社会人としての一般教義では.接i患の 5)Jj(悶.基本的な日

常生活行動(果物の皮をむく.雑fりを絞るなど)や人の話

を謙成に開く姿勢，人に学ぶ姿勢，患者の気持ちをわかろ

うとする態買などは自己評舗が高かったc 生活援助技術は

多く経験でき，それに伴って技術に自信を高めていた。見

学もできなかった坂官は.患者の生命に直結する技術であ

るためにその議会が極めて限られていることが推測でき

る。学生によってその程度は様々であるが.臨床の看護郎

をモデルに看護実践することで.自分自身の看護実践能力

の向上や，人としての成長ができたと認識していたc

345)看護学生の床上排想体験におげる学びの実態と教

湾方法の検討(第?報)

一学生の体験前後の反応を中心!こ一

北村有子，受喜和江，和問恵美子(大阪府立大学看護学部)

{目的]

看護教脊‘における体験学留l之学生の患者体験の機会や学

習の動機付けとして用いられる。このような体験を通じて

学生は，対象者の理解や状況に応じた看護実践の検討が容

易になり，学習方法として有効であるとされている C 本研

究では，床上排it止援助に関する教育Z方法を検訴するため，

床上おI:if!l:体験に対する学生の皮応と学びの実態を明らかに

することを民的とした。

{方法}

対象は，基礎看護技術を受講した 1年次生 117名であるc

使器を自宅に持ち帰り床上おi:i低体験をした前後の学生の記

録を分析した。 倫理的自己惑として.内容が他人に特定され

ないことを説明し研究の趣旨に同意が碍られた学生の記

録、に賎定したG 記録の内容は署床上初1:;妊に対する考え，お1:
illl:物に対するイメージ， J~ミJ:.:I:l I:尿 11寺の状況.排尿までの時

開，排尿後の清潔の方i*.実施して感じたこと，議助する

i援の留意点などの項目から構成し自由記殺と一部選択式

とした。分析については客観的になるよう.共同研究者向

で協議し決定し

{結果}

体験前後の記録が揃っており分析が可能であったのは，

108名(女性 104名，男性4名)であった。そのうち 4名

は.試みたが排illl:できなかった。床ヒ排il止に対する考えと

して「絶対いやJrできることならいやJr仕方ないJrその

他Jの項自から選択式としたが.体験の前後とも fできる

ことならいやjを選択した者は 76名 (70%)であった。お1:

j陛物に対ーするイメージについては「汚い，臭いJ91名

(84%)， r健康指襟のバロメータj日名 (51'Jら)などが挙

がっていたc 床上排尿時の状況として，自室ベッド(布部)

や床で実施した者が90名 (84%)であった。排尿までの時

1mは， 10分以内が82名 (86%)であり，平均 5.6分であっ

た。排尿後の清潔の方法として. rl食産1Iをトイレットペー

パーで、拭いたJ94名 (90%).r手を洗ったJ13名(13%)，

f入浴(シャワー)したJ13名(13%にrr主音1¥をぬれタオル

で拭いたJlO名(1096)のほか， r部屋の換気J15名(1496)
なとaが挙がっていた。援助する踏の点としては「精神

面への記長室J66名 (63%).rプライパシーを守る方法J57 
名 (54%)，r清潔援助(拭き方など)の方法J40名 (38%)
なとεが挙がっていた。

[考察}

学生は床上排if!l:体験により忠忠
的な援効方法や蓋恥心を軽減するための環ま境克.看護者の態

度について学びを深めていた。対象者の立場で考えること

によって.新しい発見や気づきが生じたものと考える。こ

の体験を通じて，学習効来を向上することができ，者護技

術教育方法として効果的であると考える。
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346)看護学生の床上詳述体験における学びの実態と教

膏方法の換討(第2報)体験かう看護ケアを欝j遺す

る遇翠

北村有子¥和

[目的;

るi祭.単なる技術提供だけでほなく，

その時々の忠いに諮った援助が求められるつしかし学内

しても学生の実習後の

こしなかったので…jなどと

自立つように惑じている。おl'設の援劫はデリケート

の…つであるが嘗そうした状況下におかれた居、者の思いが

ら実体験を行うこと

たc

の心の動きゃ

として実感しそのことを通して様々な

そうした中から自らが重要であると考

える呑護ケアの兵体策を部迭していたc 模型よそデJt.-や学生

は限界のある学内実習で

は，こうした体験学習を取り入れることで¥患者のその時々

の忠いに沿った援助を器迭する上で効果があると考えられ

るら

347)ヨウ素でんぷん箆応を期いた手洗い手技向上の教

背的効果

中村HB子.

[11羽一賭

[13的}

を館使かつ効果的に向上させるた

を実施した合その議i

となって手洗い

がった。またこの方法は.蛍光塗

(GlitterBug)に比較し初期投資額で1/15.消耗品額では

1/10と見誌もられ，経済的にも護れた手法であると

える 3
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348)小児者護学実欝における設踏出技指習得に関する

学生の学び

校JII千鶴子，谷本公重，務下光

(香川大学霞学部者護学科)

[目的i
小見看護学臨地実習において基本技術の的確な実施を目的

に，実習初臼にパイタルサイン測定と身体計測について学

内演習を行い，後に看護の実際を見学し実施するよう段階

的に技術指導を行っているc 本研究は.段階関技術習得に

関する学生の学びを明らかにするとともに，今後の技術指

導のあり方を検討することを話的とした。

{方法}

2004 年 5 月~1O月，小克看護学臨地実習を行った A 大学

者護学科4年生48名に費関紙調査を行ったc 調査内容は.

パイタルサイン測定と乳児身体計測に対する学内演習時・

臨地で看護の実際を見学した時・患児に実施した時の 3段

階それぞれにおける自己の学びの自由記載とし内容分析

を行った。倫理的配惑として，学生に研究の呂的とプライ

パシーの保護，成績とは無関係で、あること，研究参加は自

由であることを文書と口頭で説明し文書にて時意を得たc

i結来及び考察]

パイタルサイン測定について学内演習時は，身体的配患や

戸かけについての「患児に対する配議jや，対象者に合わ

せたIfll[E言1-'7ンシェットの選択や総定手}Il良などの iiJ!lJ定方

測定値の理解など?知識の再確認jなどの学びがみら

れたc 臨地での見学では.不安を与えないような接し方な

どの「患児に対する個別的湾や忠児の発途段階に合わ

せた説明や方法などj主体性が増し学習の深まりが見られ

た。しかし見学時において，者設の偶7]1j性への述応がt;11っ
て学生の理解が得られなかった部分もあり，見学にあたっ

ては事前に見る視点を明らかにし見学後は具体的に確認

し追加説明することで理解が深まると考える。患児への実

施では，児が動いて測定できないなど児の皮応、に対する対

処臨難の意見が多く，児の対応に圏難を感じながら児の協

力を符る為の fコミュニケーション技術」や.児の反応、を

見たりパイタル測定のタイミングを盟るなどf状況の理解j

などを学んでいた。乳児身体言十測について学内演晋持は，

保温や埠の安全保持など「患見に対する配蕗jや計測器の

使用方法や手}I援などの「計iJ!U1J7.去jなどの学びがみられた。

臨地での見学では，時ih立する児への対応、や母親への戸かけ

など具体的場面から理解を深めていた。患見への実施につ

いては関難を感じながらも母親などの協力を得ながら実施

する凡犬況に対応した技術の実施jなど技術習得への学び

がみられたc 小克審議学実習では学内演習・見学と段階的

に技術に対する学寄を深めながらも窓、見の反応により技術

の実施に関難を感じているため，事前の学内演習では安全

性に記長室した適切な器呉の使用や方法だけでなく，具体的

な状況をイメージしながら演習し児の皮応に対する対応

やコミュニケーション技術指導を高めるとともに，臨地側

との連携を強化し看護実践能力を育成していくことの必要

性が示唆されたO

349)食事自記評髄かうの学生の学び

~評{臨内容の分析かう~

鈴木真貴子.上向澄子(烏根大学留学部看護学科〉

{臼的}

A大学涯学部看護学科では 2年生を対象に「糖尿病患者の

看護jの授業で，食事療法への理解を深める目的で，自分

の食事を食品交換表を用いて評価する淡習を行う O この自

己評価から学生の学習内容を明らかにする自的で，評価内

容の分析を行った。

[1苦f究方法]

学生各自が自分の食べた食事内容を 2臼間記銭し食品交

換表を用いた糖尿病の食事療法について説明した後に，自

分自身で食事を評価した。これらを授業担当教員 2名に

よって確認し必要があれば開き取り調査を行ない，分析

した。{倫環的配癒}研究の臼的，個人が特定されないこと

を説明し詩意の得られたもののみを対象とした。

[結果}

授業参加学生60名中.同意の得られた 33名を分析対象と

した。対象者は全員女性で BMI20.9土 2.7kg/ばであった。

第6次改定日本人の栄養所要設を基準にした結果，年齢は

18~29 歳の範間にあり，生活活動強度は 1 (低い)22 
名. II (やや抵い)10名. III (適度) 1名であった。日食

事の実態 :2El向の平均値を各自の鎚としたっエネルギー

摂取最は平均 17.8:t 4.0単位であった。基準と比較すると

2.5単位不足しており，食品交換表の表闘に比較しでも.表

1は3.94単位，表2は0.65lii. f立，表3は1.0単位，表4は

0.85単位，表6は0.12単位不足しており，表5のみ 0.33単

位過剰で、あったc 格好品は王子均 3.1単位摂取していたo 2) 
食事自己評価の内容:自由記殺されたものを類似した意味

ごとに分け，カテゴリー化した会結果は表1の通りであるO

[考察}

学生の自己評価内容から，表千平の過不足を学ぶことで¥食

事全体を見ることにつながり.バランスについて考えるこ

とができていたc また今までの生活を振り返札今後の食

事について考えることもできていた。一方，生活活動強度

I が 22 名と最も多かったが，これを II~ 田に上げる必要

については記載がなかったc 食事と活動について更に教授

する必要性が明らかになった。

表1 自己評舘内容

カテゴリー 言5主主内幸子 ;件数

今までのj1t~lôì話い普段からの疲れやすきを，この食生活をえる 14
; と利害できる

まくごとの滋不足いjまそ lが不足している
-公2と4を全く絞っていない

， 43 

エネルギ…不足; 必姿なエネルギー所姿伽鴻たされていない 110
パフンスの主主さ;・バランスがミ寄しく{譲っている

今後の食生活ト食生活を354え泣きないといけない i 9 
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350)タッチが与える生理的影響

一脳波，繕神性発;ニFかうー

小宣言奈美(山梨大学大学段医学工学総合教育部人間環境医

[EI自主i
タッチは患者の苦療や不安な

り，その効来は様々な看護場言語において示さ

れている。苦痛や不安が軽減され.決のj惑慣が呼び怒こさ

れたときのf言動表出反応には言語的表出や.非言語的表出

があり，生理的には心拍数や呼吸数警路波などの変化があ

る。これらの8t応からタッチの効果を実証されてはきてい

るが，その皆勤を司る中板神経活動からは明確にはなって

いない。そこで，本研究では生理的な側面である

としての髄波と自律争1I経指捺として

からとらえ，タッチの影響を明らかにすることを銭的とし

た。

[研究方法]

比研究参加に同意の得られた縫療な学部学生 27
名である。被毅者には研究の怒設を日室長と書面で説明し

研究にあたり 11I梨大学倫理委員

となった者を除き，タッ

12名，ゴドタッチ群が7名の計 19名であったc 脇波では，

頭1支部で¥ タッチ街始2分尽からの l分i習において， タッ

チ群に詑ベ，非タッチ群の在 2 波• s 1 

が増加 (p< 0.0おしていた01むの導出部設での変北はみ

られなかったc 諮神性発汗は. タッチ若手においては有意な

なかったが，タッチ中は安静時よりも減少しており.

タッチを離した時点から徐々に増加する綴向がみられた。

非タッチ群では試験前の安静掲揚まもなくの時点と

近づく持隠帯の増加が認められた (p< 0.05)0 
[考察]

脳波から，やや党寵水準の高い，速い波である α2波• s 1 

j皮が，タッチ群は減少を示し非タッチ群は増加していた

ことから， タッチによる接触刺激は踏波に影響を与え，つ

まり，党態状態に変イとを与えていたことが考えられた。ま

た，精神性発汗から右!Jj:な設はみられなかったが， タッチ

によって，務神的興奮が抑えられたことが明らかになった。

351)意罷的タッチiこよってもたうされる生理的・構緒的

反Iitiに関する研究

(群馬大学大学技医学系探究科)

小板橋喜久ft.機 奈津子(群馬大学匿学部保健学科)

[践的]
窓~的タッチはケアとして有効であると認殺されているに

も関わらず¥臨床において讃極的に用いられない理由とし

て，者護者窓身がその価値を認識する根拠が援味なことが

挙げられるc またタッチ介入による融臣新設は被介入者だ

けではなく介入者自身にも相互作用による良作応として持

じ反応があらわれると考える 3 本訴究では，意関的タッチ

によって被介入者および介入者の1弱者にもたらされる

的・主観的反応、を明らかにすることを居的としている。

[研究方法}

な女子学生善O名と介入者 1名を対象に実験研究を

行ったc 対象者は無作為に意図的タッチ介入なしの f対熊

と介入ありの f被介入者手jそれぞれ知名にふりわけ，

20名の被介入者にタッチ介入をする者を「介入訴jとした。

開腹安静夜{立で「安静時Jストレス

f介入後jの各3分開でデータを測定し

額的タッチは頚きtから背部にかけての軽擦法としたむ評{溢

は自律村i議活動の変化を長i決する心拍変動を指央殻波によ

りiRIJ定(バイオリサーチ社主1aclab/8s) し入/ひ

;二時系持解析 (RR間総・心強数(HR))およ

を行ったc 周波数解析からは自律神経活動の器開液成分

江町と高周波成分(日れとの辻(LF/HF)により

を，高涜j波成分(HF)により爵交感神経活動を評価

した会主観的反正、は上皇・線建による RE尺境庁k

rating scale of emotion as defined in tとrmsof r・elaxation)
とし実験前後で自己記入とした。 1ミ皮は?のんびり

?安心感Ji解故惑jの4項自について 11段踏

の評{i惑としたc

i結果i
心拍変動の変1ヒについて.対照若手では RR関採 HR.HF 

(nu). LIずIHFのいずれの指擦にも援がみられなかった。

被介入若手では介入時に副交感神経活動が活性化する傾向が

みられたが，対照群との有意差はみられなかったc 介入群

では介入時に一時的に RR問揺が有;訟に減少し HR

に増加したが.HF (nu)は上昇傾向を示し LF/HFは下降

綴向を示した。また被介入群は対照群に比べ介入特に RR

な増加. HRの有意な減少がみられた。 RE尺

度は実綴前後において，いずれの群においても蓬はみられ

なかっ

[結論}
意額的タッチによる自律神経反誌について，ます摂群では変

化がみられず，被介入群では爵交感神経活動が上昇し交感

神経活動が下降する傾向があったが対照群との差はみられ

また介入群でも間的タッチ介入時に副交感神

し交感神経活動が下降する傾向がみられ，介

入群は被介入群と関誇毒する皮a;、がみられた。主観的反応は

被介入群において，実験後に RE尺度の 4環話会てが増大

したが，実験前後での差はみられず1)ラックス反応、は鳴ら

かにされなかっ
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352)エキスパートナースのタッチの考察

村上美華，縄本陽子(九州者護稿者1:大学)

{研究自的}

看護ケアで成果をもたらしたタッチの状況において，エキ

スパートナースがどのようなタッチをしたかその意味を明

らかにする O 本研究において， タッチは.看護ケアを目的

として患者の身体の一部に者護師の手をふれること.エキ

スパートナースは，分析的な涼則のみに頼らず，

験から産観的に状況を判断し実践につなげる看護締と

した。

[研究方法}

2施設4名の看護自立jに対し各2間半構成的面接を実施し

た。 得られたデータは審議蹄の行動に焦点を当て，その意

i米{こついて解釈的に分，析を行った。

{結来i
となった者殺締の背景は.経験年数は王子均 13年，

MU肴渡部長で、あった。 4人の看護部が諮ったタッチは次の

通ちであった。 A看護締は，患者が不i誌を訴える場面で，

気持ちを共有したいという思いで，患者の思いを傍に座り

聴きながら.背1:1:1に無意識にタッチしたと語ったo B看護

{前打点治療中で不快感のある患者に.鎮癒・鎮静の自前に

加え.リラクゼーションを意関して即擦に腫脹した下肢

をマッサージするタッチを患者に確認しつつ実践したと

J託ったo C看護制iえ化学療法中の患者が思いを表出しや

すいよう.距離を縮める怠留でロ:議的に!院にふれる・背J:jJ

をさするタッチをしたと語った。 D 護fli/iは， tlJ: .11 

で手術後挿管中の患者に鎮I'fir.伝えたい気持ちを

せる意図で，意識的に1討を押さえる・q:.を支えるタッチを

実践したと語ったc

[考察}

タッチの意味を個加j主体的な看護状況に却して解釈した。

A看護flifiのタッチは， r患者のありのままを受け容れるJ
ものであ i 身体的距離を無にするだけでなく.綴互作用

を通して心の融和状態が生まれ患者の不瀧の解消に結びつ

いていたo B看護師のタッチは，仁患者との対話を通して

者護ケアの方向性を見出すjものであり，コミュニケーショ

ンを促進することにつながっていたo C看護部のタッチ

比患者の体験している役界そのものに思1/染もうとするこ

とを通して「治綴的関係をつくりあげるjものであり，患

者に意思決定が出来るようになるという成長をもたらして

いた。 D看護fli!iのタッチは.状況の中に際立ちを錨むこと

で生じた， r傾i陪と誠意を表し信頼の条件を作るjものであ

り，患者に他者との関係性を取り戻させ，安心一信頼といっ

たケアを受け容れられる状態へと変化させていた。 4人の

看護師が語ったタッチは，患者への関心から起こった行動

であり，看護締の気づかい 1:を去していた。また，妥当な

臨床判新としての全体性・説得性.fl[lI時t支が認められたG

それは，患者に自らの気づかいを取り戻させ，直面してい

る状況を乗り越え生きられるようになる，すなわち成長を

助けることにつながっていた。

1) P. ベナー，].ルーベル(難波卓忘訳):現象学的人間

論と看護， 1.医学書i見 1999

353)癒し技法としての「タッチJの評髄と看護への応用

!こ関する研究 一第 1報一

近藤浩子，大久保功子e 大平税先谷本

(信州大学医学部保健学科)

J協議:龍哉(長野県肴護大学)

{目的]

本研究の目的は fタッチjの効泉を科学的に評価し癒し

技法として看護に応用する方法を開発することである。本

研究の fタッチjとは.整体等の綴域で活用されている

をあてるf子為で.短時間で習得可能な方法である。先行実

験研究に対してはすでに，手をあてる時間が5分以下と短

い，場や手技による緊張がある，受け手のiJIIJ定のみで相互

交流的作用の観察がないなどの指摘がある。そこで今lITl.

安心感のある場作りとして呼吸i去を試み.予をあてる人(施

行者)と受け手(被路行者)の倒者について fタッチjに

よる心理・生理的反応を検討した。

{研究方法]

1)被験者・:20~40 歳代の健康な男女.計 5 名で，研究内容

を説明しその趣旨に賛同した者とした。

2) rタッチjの方法:被験者が，施行者と被施行者を相互

に行った。施行者は，研究者の誘導にしたがって，腹j玖{立

になった被施行者のi呼吸を感じとりながら，背部に柔らか

く手を泣いた。 測定は，数慌の練習の後に行ったc

3)実験手}JI妥:(1)心理的iJ!iJ走中OMS:感情プロフィール

検査)の後. (2)安静 5分(随行者ーは座位被施行者{坊主旬、

(3) JFf<l汲法5分{座位)，は)タッチ 10分(施行者は

被施行者は!盗犯人{立)を行い，最後にら)心理的i限定

中O);IS) と主観的反!とよの自由記述を行ったo 4)生理的測

定・上記 (2)~ (引の開，施行者・被施行者の両者につい

て心電I~L 呼吸，皮腐電気抵抗，局所皮!努温度 4 点(手仁1:1

指先・手掌・背音[1.足底部1)を測定した。

{結果]

今国は皮膚描度. POMS，主観的反応について報告する。

(l)皮満満度は，そFヰ:指先で顕著に変化した。 呼吸法実施

中は，被験者 5 組中 9 入が 0.4~4.30C の範IltJで上昇した(開

始時 32.8:!: 1.5
0

C ，ピークは 2~4 分後九 f タッチj 実施

中{之被施行者 5 入会長が 0.6~4.4CC の範閣で上昇(開始

時32.4 2.4
0

C ，ピークは 2~8 分後)，また施行者5人は

2.7~5.00C の範閣で上昇した(陪始時 32.3 :!: 0.9t，ピーク

は 4~9 分後九 (2) PO);ISの実験前後の比5段では，被施行

者において不安一緊張得点の減少が3人，疲労得点;の減少

が4人にあった。 (3)主観的反応の内容は，被施行者ft!IJが

ボカボカと暖かくリラックスしたであったのに対し施行

者fl!lJは前半相手と呼吸が合うと気持ちよかったが後半は姿

勢がつらく疲れたであった。

[考察;

今閣の方法による fタッチjには.呼吸法実施時と類似の

末梢皮腐j昆皮の上昇が見られており， リラクセーション茂

応の生じた可能性が示唆された。しかしこれが本当に

?タッチjの効来によるものかどうかについては，さらに追

求を要する。また「タッチjを安楽に実施するための姿勢

の工夫も今後の課題である G
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354)績持病院における半日箆学実翠と 1臼晃学実習の

イメージの比較

中村博文，渡辺尚子

{践的i
精神病院で、の社会的入院を減らしていくという闘の施策か

ら，今後ますます看護学生に対しての精神様害者に対する

と教育が重要であるc 今関， 3年課程における 2年次

において， liiit害者と関わる持潤の

さの遠いでどのようなイメージの援があるのかを明らか

にした。そして.今後の実習遂営の検討をし

教育の示唆を得ることを本研究の狂的とする

[研究方法}

1.対象 :C銀理大学に在籍する研究ゑ諾の得ら

66名， 1 B実習器移者 76名

: 2002 iY:-20例年の 2
を行った学生に対し

してのイメージを

i笥し， 5設階の 1)ッカ…トスケールで測定した。質問内容

は f怖いJ予測できない行動を了する自分の位界があっ

て能人が入り込めないJ特殊な病気な人Jなど 13項自に

c 尚，これらの項目は本硯究者らによる

究結果から導かれている。 3，分析方法ー半日実習と 1B 

のそれぞれの項自において Mann-Whitneyのじ

を行ったG 統計的解析は SPSSlO.O]を使用し有窓水準を 5
%としたo 4.倫理的記長室:研究の懇詮と研究への協力

自由意、志で成絞に影響しないことを説明し

民主巣1
13項認のうち，半日実習と 1日実習を比べて

あったものは2項認で.子怖い自分のj法界があって他人

が入り込めないjであった。 子怖いjの得点は米自実智1.97

=と 0.55(Mean土 S.DJ. 1日実習 2.22土 0.74(p < .05)で

あり.r自分の世界があって飽入が入り込めないjという項

自の持点は半日実習 2.33会 0.85，1日実習 2.68土 0.81ゆく
訓)で、あ;にそれぞれ半日実習の方が子怖いよ 自分のiJl:

界があって能人が入り込めないよというイメージが弱いと

いえるむその{弘有意差は確認できなかったが f予測でき

ない行識をする特殊な病気の人jでの項認でともに示日

の得点;が能く，そのイメージが抵いi傾向にあっ

[考察}

を知る上で，平日の見学実習よりは 1日の見学

のjjがより多くのことを当事者から学べ，良いイメー

ジを定替できるのではないかと考えていた。しかし本研

究の結采から半日実習の方が良いイメージのまま終了して

いることがわかった。務争jll稼害者を理解する初めての段階

では，例え関わる時間が短くても，学生はi浪られた持関の

rjJで障害者のよりよい部分を見つけ出しさらに自分自身

を絡手に理解していただこうというコミュニケーション技

能が自然に働いたと考えられるc そのことにより，

の常定惑が強まることが示唆された。

355)審議構報提供の有無による箸護学生の鏡察持動の

変化 一精神翠露場扇の観察一

白石裕子，別包和也，

{目的i
いて視覚情報は最も重要とされるが，

ることにより. 111島が述べる気づきとし寸感性レベル

の段階から，一歩進んだ観察である龍動的な詮摂へと進む

のではないかという仮説を立て研究を行なった。

{研究方法}

に比べ，眼球の平均移動速度が速く，

く.上下の銀J~ミ角度(免疫 Y) の

ばらつきが少なくなっていた。これは，龍報の提侠により，

イントが絞られた結果，すばやく観察ポイントへの

ミ11寺問で効率よく観察ができたの

ではなし味、と考えられる 3 また， 自由記述では，活殺なし

群に比べあり群の方が，観察からの推測の記述が約 2倍に

なっており，気づきというレベルから能動的な観察へと変

fとしたことが示唆された。

l. 角

なし 41.42 10.6 l7.宮

*i校設
*実i&X:
*予号室l'y:上の浅野子土20deg
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356)精神看護実習で据えたイメージと卒業後の進路希

望との関連

渡辺尚子，中村博文(千葉県立衛生綬期大学看護学科)

{話的]

現夜の精神科，医療におけるニーズとして，より多くの看護

学生が精神看護に興味をもち質の高いケアを提供しひいて

は患者の早期退院を保進していくことが求められている。

しかし現状として看護学校を卒業後すぐに精神科病棟勤務

を希望する学生は少ない。本研究は学生の進路決定に影響

を及ぼすー閣である実習に務自し，精神看護実習終了寵後

に得た，学生の看護に関するイメージと卒業後の進路希望

の関係を捉え，実習のあり方などに示唆を得ることを日的

としている。

{方法}

2003 iドから 2年に渡り .C短期大学看護学科の学生で研究

承諾の得られた合計 77名を対象に，精神看護実習終了直

後にアンケート調査を実施した。調査内容は，卒業後の進

路をどのように考えているか，さらに「精神科看護H精神

科看護締Jr精神審議実習Jを刺激語として文家完成法によ

るイメージを調査し質的に分析する。そして卒業後の進

路希望と実習で捉えたイメージとの関連性を検証する O

{卒者来]

実習終了後の進路希望については 3つのグループに分けら

れた。精神科・に就織を希望する者 19名.あまり希望しな

い者 22名，全く興味がない者 36名であった。理由として

は，希望するグループは，実習で精神科全般に対し肯定的

千メージの変化があったものが多かったc あまり希望しな

いグループは「基礎・技術を身につけたいjという現取を

述べているものが多かったc また全く興味のないグループ

の多くは「他科に興味があるjの他.r技術が身につかないj

f自分には向いていなしづというものであった。さらに，刺

激語に対するそれぞれのグループの特哉として. r精神科

看護jに関しては.就職を希望するグループは「奥が深い」

をはじめ様々なイメージを持っていた。あまり希望しない

グループや全く興味のないグループは. r難しいJrコミュ

ニケーションjというイメージを持っていた。「精神科看

護同iJについては， どのグループも「優しいjと感じてい

るものが多かったが，会く興味のないグループに慢しては

他に「コミュニケーション技術が必要Jr自分にはなれな

いjというものもみられたo r精神看護実習Jに関しては，

希望するグループと全く興味のないグループのイメージは

f楽しかったJr学べたJで類似していたが，あまり希望し

ないグループは「学べたjと感じているものが.特に少な

かった。

{考察]
精神看護実習において.精神科，への就職を希望しないもの

は f技術が身につかないH自分には合わないjと思ってい

るものが多くみられた。特に精神科における看護の役割を

fコミュニケーションjなど関係性のみが強調されたイメー

ジを持った学生は，精神科への興味があまりもてない可‘能

性が示唆されたQ その為看護ケアをより多角的視点で捉え

られる様な実習がZ主要であると考える。

35ア)病様審議訴による精神訪問看護システムの特徴と

効果

藤井博英，角i安春美.村松仁，国lu剖率一.中村惑子

葛酒i叔子(青森県立つくしが正病院)

石井秀宗(大学入試センター)

森千鶴(看護大学校)

{臼的]

(青森県立保健大学)

精神訪問看護は.精神障害者の地域生活の重要な支援であ

るが.実施状況やサービスの質に関する報告は少ない。そ

こで.精神訪掲看護の実施システムに務自しその 1形態

である病棟看護師による訪問肴護に焦点をあて，特鍛と効

来を明らかにする司王を研究話的としたc

{研-究方法]

精神訪問者護を行っている 11施設の審議締 50名を対象に

訪問看護の効果についての半構成的インタピューを行っ

た。退院後の訪問の実施状況を.(1)外来看護自信が行う，

(2)訪掲看護ステーション看護蹄が行う. (3)病棟看護締

が行う，の3形態に分類しそのうちの (3)の形態で訪問

看護を実施している病棟看護締のデータから，病棟看護郎

が訪問看護を行っている特徴や効采を抽出した。収集した

データを逐語化し研究者問 (3名)でコードイヒとカテゴ

1) _{ヒした。 倫理的配惑は.本研究の趣旨を文書:と口頭で

説明しインタビューの録音の許可ーをf守備人名がわかる

分析および発表はしない事¥協力を断つでも不利益は生じ

ない事を説明し間意書に記載を求めた。尚，本研究の言l'
i閣は大学:の倫理委員会の審査・承認されたものであるo

{手古来i
病棟看護部が訪問看護を行っていた施設は 2施設，対象は

8名であった。抽出されたセンテンスは 224からなってお

り.10カテゴリーに分類された。その内容は. (現実的な

退院指導)• (確立されている信頼関係)， (再入挟までの期

間延長)， (豊かな情報の活用).(踏み込んだ生活指導).(生

活指導の継続). (社会技能の病棟内でのアセスメントの甘

さに(精神症状に対する議蕗しない対処)， (在宅時と入院

時との比較での判断・ケアの選択に(患者の在宅生活への

思い入れの強さ)であった。

[考察]
病棟看護部が訪問を行うシステムの特徴としては，利用者

の生活能力の程度や，再発パターンや再撚の兆候を指握し

やすいことや，在宅での生活に藍謝することによって入設

時の生活指導に役立てる事ができ，信頼関係が継続してい

るため，踏み込んだ、指導や助言を可能にすると考えられるc

病棟養護主iIiが訪問看護を行うことは在宅で生活を支援でき

る非常に効果的なシステムであると考える。
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358)稽神科審議部の感じる fしんどさjと，その関i襲要

理

i窓口典子，久保益美.官留まり子

(和歌IU¥県立こころの窪療センター)

山間一期(臨床研究支援センター)

[1389] 
精字11科に勤務する看護締が感じる?しんどさjの実態と.

その関連要額を明らかにするc

{対象と方法;

¥'1'燥菜医療センターに勤務する審議締 103人のうち，研究

の遂容を説明し協力に時窓の得られた犯人(男 43人，女

41入)を対象としたc 20例年 3月に無記名式の議室そ票を

配付し 7B跨留霞後に関収したo 1)対象の基本E毒性. 2) 

ストレス要滋 {21項目)を費関項8としおについては

?非常にしんどい少ししんどい rしんどくないjの3点

としたなまた f日常的なしんどさjを100点を議点とす

る整数値で回答を求めたc なお，

for Windows 1O.0Jを用いたっ

[給条および考察i
1.対象者の基本総性:

38.4土 5.3議.女45.5土 7.7議L平均臨床経験年数は 19.6
7.8年であったo 2.単純集計結采:「非常にしんどいjと

も多かったのは7年金がもらえるか {46.3%)J
(40.0%) 究・研修 (32.6%)

(30.5%) が続いた。性別に見ても f年金がもら

53.5%. 女性 39.Q96でいずれも上i立を占め

ていたc なお，男設は f夜勤 (39.5%)jr看護の設的向上

(27.99心J. 女女‘性;は土 υfソコン操{作午 (弓36.6狩号%右心)J円1iJf
(沼36.6%も)Jが続いた 3.主成分分析結采:ストレス要協の

民群に対する毘答に曹主成分分析を行ったc 挽出された

主成分は 5領で.累議寄与率は 67.8%であったっ第 1
(.797)J 看護部認の人間

(.699) 主戦謹との連携 (.653) 自

分の将来 (.641) r子どもの将来 (.615けが関与し f人向

関係・将来jの成分と解釈した(数1Oさは主成分負荷去し第

2主成分には f研究・研修 (.795) パソコン操作 (.710)J

(.699) rfl!!.の看護締との能力差C.580り
し f能力jの成分と解釈した。第3主成分には

(.781)家族の病気 (.755)J 夫婦の問題 (.686)
が関与し「家族jの成分と解釈した。第毛主成分には「教

(730)J r借金 (.721)J r年金がもらえるか (.660け
が爵与し?金銭jの成分と解釈したc 第5主成分には

(.773)J r身体の疲れ (.674リが関与し

の成分と解釈した。 4.重鱒婦分析結梁:r日常的なしんど

さjを従属変数，その地の婆留を説明変数として，

stepwise法によるま設問婦分析を行った。その結果，

説明力を有する変数として掠択されたのは人間i謁係・将

来 (s口 255，p = .046) とf能力 (s= .291. p口 β25)J
の2つであった。単純集計ーとは異なる結果が主主じたことか

ら， rしんどさjの背景には f本音と建て前jという

Jきが存在していることが示唆されたc

359)構神科新人審議舗が患者との鱒わりで認知するス

トレスiこ関するiiff究

和泉孝典

(和歌山県立こころの密療センター)

{践的}

l年から 4年の零議前i

が.患者との関わりで認知するストレスの対処苛動議後に

おけるストレッサーに対する感博と関わりの特設.対処行

動後のストレスの有無を梼らかにするc

{研究方法;

W 県内某i玄療機関に勤務する新人妻子護簡のうち.研究の趣

旨を説碗し協力に向窓が得られた 13名を対象として，

20例年 1月から 2月にかけて学構成的面接を行った。窓

際項呂の柱は{ストレス対処行動前後のストレツザー

る惑閣と関わり)とした。 逐語銭からストレス認知とス

トレッサーに対する惑や関わりに掬する要素を採i出し

を 8 項目，関わりを 6~民自に分類したc

{結果と

をいう c C:ストレス認知と

関わりのパターン分類 ストレスを認知し段抵艇の

りをしたを S1.普通の関わりを S2，議議的な関わりを S3
としたc またストレス認知せず，最低限の関わりをしたを

Nl.以下 N2，災3とした。その結果，ストレッサーへの関

わりの変化は6パターンに分類でき.

の変化も明記した。 S1→S2(6人):対処行動部の共通し

りと疲労感鴎遊したしつであり

わりであったc 対処行動後は普通の関わりであっ

に変化はなかった。 SI→Nl(I人):対処行動前は〔怒り

と疲労感[自交と動揺?を掠き最抵i疫の関わりであった。

対処行動後は{部議したい[学習性無力感]に変北したが

関わちに変化はなかったc SI→N2 (3人):対処行動前は

C怒りと疲労感日自支と動揺〕であり議{託銀の関わりとなっ

たc 対処行動後は{学習性然力感)を指くか，仰の感情も

抱かないに分かれ普通の関わりに変化した。 SI→N3(I 

人):対処行動前は{怒りと疲労感J毘遊したい]を抱き

最抵i渓の関わりであった。対処行動後は{常定的認知;

手口)に変fとし.慈緩自主な関わりとなった亡 S2→災2( 1人): 

対処行動前は〔怒りと疲労感;を扱き普通の関わりであっ

たc 対処仔動後は〔学習性無力感日正当化?に変化したが，

関わりに変化はなかったo S3→S2 (I人):対処行動前は

〔怒りと疲労感] [親和〕を抱き接極的な関わりであったc

対処行動後は対処行動前の惑矯に加え{喪失感]を抱き

通の関わりに変fとした。ストレスの有無には[怒りと疲労

が関係していると示唆されたc 対処行動後，ストレス

解諮に至ったのは 6名のみであったが，関わりは普通以上

の関わりに変化していることが示唆された。
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360)中学生の子どもを持つ審護問のストレスと子ども

の塘神保鑓，母親iこ対する親和性の罷遣について

小野安幸子.上村絵里子.森i尚由起子，高綴みや子

(111形大学医学部者護学科)

[!ヨ的}

母親が看護郎であることと子どもの精神保健.母親に対す

る親和性についての関連性を検討する。

[方法}

L対象 :Y県内4総合病院の女性看護部 94名と.その中学

生の子ども 94名。 2方法:虫記式質問紙法。 3.内容:1)

基本属性， 2) J従業性ストレス簡易調査票;下光らが作成し

た「仕事の負担度J7項目. r心潔的ストレス反応J18項

目.r身体的ストレス反応J11項目， 3)母性意識尺度;大

日向が作成した，自分自身が母親であることをお定的に捉

える意識 (MP) 6項目と，否定的に捉える意識(ivIN) 6 

Jjt 1=1， 4)ワーク・ファミリー・コンフリクト尺度(以下vv-
Fコンフリクト);金井らが作成した，仕事と家庭の雨立葛

藤をi限定する 20項13，5)子どもの親に対する緩和性尺度:

森下が作成した，主に子どもの親に対する好感賞を測定す

る10 13. 6) Symptom Rating Test (以下 SRT): Kellner 

らが作成したものを上林らが翻訳した， rirpうつJr不安j

からなる 37項目。なお.統計処理は SPSS11.0J

for vミTinclowsを使用し有意水準は 5%米満とした。

{給与~]
1.属性:1:;・7足の平均年齢 43.6土 3.1絞，戦{立は(:mj乏5名

(5.3%)， M判所長 l名(1.1%).主f壬58名 (61.1% l.スタッ

フ31名 (32.6%)0子どもは男子 36名 (37.99&).女子 58

名 (61.1%)。現iE.成績について'悩みがあるう1'i'70.5%.友

こ1M]する悩みがある者45.3%，家族に関する悩みがある

48.4%，自分自身に関する悩みがある者42.1%であった C

2. Jri~培技ストレス :J則立・勤務形態で有意;差は見られなかっ

た 3ぷ7場Fコンフ 1)クト:年齢が高い人.夫の子育て協力

lこj荷ji:している者ほど 1不Fコンフリクトカ刊誌く.可能{立や

夜勤因数で有意差は見られなかった。 4.親和性尺度・ 1日

に母殺と過ごす時間が，平均値 2.4::t 1.7特需より長い者

は，母殺に対する親和性が有意に高かった。 5.SRT:母親

と過ごす持問が短い者，親友がいない者は SRT得点が有

高かった。また， SRT得点のl'l洋と低群で，親和性尺

!支 fお母さんはいつもあなたのことを気にかけてくれてい

ると思いますかJという質問項呂に有意差が見られた 6.

母親に対する毅和性， SRTと，母親の職業性ストレス，母

性意識， W-Fコンフリクト.育児休業諮問は相関がなかっ

た。

{考察i
SRT 1~!占点が先行研究の報告と同様の結果であったことか
ら.母親が看護締であることは中学生の精神保健に特にネ

ガテイブな影響を与えないと考えられる。しかし母親と

過ごす時時が短い郡江主 SRT得点が高く.母毅への親和性

も{廷かったことから，中学生にとって母親と過ごす時間は

非常に大事であるということが示された。また，中学生は

母殺から精神的な自立を始め.友人関係や学校生活の影響

を大きく受けることが推測された。

361)幼見期の子どもを持つ義護蹄のワーク・ファミ

リー・コンフリクト(仕事と家躍の湾立葛藤)Iこ関
する研究

上村絵葉子，小野安幸子.森j誇由起子，高績みや子

( 111形大学医学部者護学科)

[13 D9] 
幼児鰐の子どもを持つ看護締のワーク・ファミリー・コン

ブリクト(以下 rW-FコンフリクトJ)をiJ!1J定しその背景
要因や子どもとの共感経験・愛着との関連を検討する。

[研究方法]

調資対象 :Y!県内の 4総合病院 (250床以上)に勤務し幼

克期 (3歳から就学前)の子どもを持つ看護師 136名.有

効的答 128名 (94.1%)を分析対象とした。調まを方法・皆置

質向紙調査。 期間:平成 16年9月l白から平成 16年 10
月28日。倫理的配培[:対象者のプライパシーの保護やデー

タは研究以外に使用しないことを文書にし同意;を得た。

調主主内容:属性，現在の健康状態， W悶Fコンフリクト(金

井 1998)r家庭と仕事を雨立させることから生じる葛藤に

伴う情動を測定する尺度J.親子.，潟の共感経験(首藤 2000)

「家族共感の尺度のうち，母子関の気持ちの共有と分離を

表した尺度J，殺から見た子どもの愛務行動(首藤 1994)

「幼見の愛着スタ千 1レを測定する尺!支jを用い， SPSS11.0J 

for Winclows による統計f~'f析を行った。

{結果;

1.母親の王子均年齢は 34.8::t 4.3歳で¥ 3交代勤務者ア割

であったc 現在の健康状態では，絞れない 32.8%，うつ症

状がある 69.5%の者が自覚していた。夫の育児協力では.

満足していない者が3割を占めていた。 2. 先行研究の本

的jら (2002)の都内病院の看護師 30代 (40.5土 10.1点)と
比較すると.本研究の W-Fコンフリクトが有志;に高かっ

た。 3.幼児期の子どもを持つ審議締の W-Fコンフリク

トは， 35歳以上の者，j.との育児協力に満足していない者，

絞れない者.うつ夜:1犬の自覚がある者で有意に高かった。

育児休業を 12ヶ月以上取得している者は，家庭の投割が仕

事ヘネガティブな影響を及ぼす 1えi-Fコンブリクトので{立

項目 f家庭→仕事葛藤jで、有意に高かったが.子どもとの

共感経験や愛着に影響は見られなかった。 W-Fコンフリ

クトがおくなると.母子関の気持ちの共感経験では f分離j

と， 1ヨ:殺から見た愛着では「不安定jで有意に高く関連が

あった。

{考察]

先行研究から v¥人Fコンフリクトは，地域による者護体制

や育児支援等の格差によっても得点、に影響があることがそ予

想されたc また， W-Fコンフリクトは 3011':と 0-6歳の

子どもを持つ看護師で高いと先行研究で述べていることか

らも，本研究の幼児期の子どもを持つ看護部は.仕事と家

庭の両立葛藤を強く感じていることが明らかとなり，この

ことは子どもの愛着行動に問題があると感じていることに

もつながっていることが予怨されたO 今後は.母子関係を

考惑に入れた職場環境の改善や育児支援などの対策を検討

していく必袈があると考えられた。
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362)愚者 ω 看護間関係における共感の探念分析

一文議接討による共感的理解む顎念分新一

トモデルにおいて，

る

{方法i

における.

られる。

として

きる九 3.コミニュケーション

5.特別な関

& Olson. 2000 

し、 wご，

¥ハイブ1)ッi、法の第二段階であ

フィールドリサーチの実施に移行しさ

1) Rodgers. B.L.. & Knafl. K.A: Cocept Developmとnt

in Nursing Knowledge: Foundation. Techinques. and 

Applications (2nd ed.)， W.B. Saunders Company， 2000.本

研究は平成 16年度.科学研究費鴻劫金による研究(萌芽)

の…部である。
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P6会場第71群

363)居宅生活支援事業開始かS3年自の精神揮害者へ

のホームヘルプの効果と課題

林 総栄(埼玉県立大学短期大学部看護学科)

{研究目的}

ホームヘルパーの派遣事業(以下，同卒業)の 3年自の進

捗状況とその効楽および課題を明らかにする。

{調査方法]

1.研究参加者:県内A市内に勤務する常勤ホームヘル

パー 10名。 2. データ収集方法と調査期間:学構成化面

接を実施したc 問事業が開始されて 3年Bのホームヘルプ

の実態や利用者への効采，支援の課題などを諮ってもらっ

た。研究参加者の悶意を得て，面接内容をテープ録音し

逐語録を作成したc 調査期間は王子成 16年 12月である O

3.倫理的配慮:ホームヘルパー全員に研究毘的と協力内

容を説明し「研究開意書:Jに署名をしてもらった。

{結果1
1.参加者の背景;すべて女性で，年齢は. 40歳代7名，

50 歳代 3 名であった。ヘルパー授は 2 年半~12 年(王子均

6.3年)で.資格はヘルパーや介護福祉士，ケアマネジャー

2つ以上の資格を持っているものが6名，ヘルパーの資

絡のみが4名であった。各々が介護福祉士などの資格をさ

らに得ょうとしていた。 2. 同事業の実態 :A市における

時事業の利用者は徐々に増加していた。インタピューを

行ったヘルパーの担当地置は 5:lt!!.[支であり，和服者は 18

名で、あった。利m者の疾患は，統合失調旋，うつ病である C

依頼内容は，掃除が最も多い。事業体糾は司地区担当1111J(ll 

:lt!!.[涯を常勤ヘルパーがそれぞれ担当)を取っており，訪問

はほとんどが単独で、行う c 訪問当初は常勤ヘルパーが担当

し徐々に登録ヘルパーに移行している o 3. 利用者の効

果と支援の課題;効采としては.r家事などのやり方そのも

のがわからなかった利用者には，教えていくことでさまざ

まなことが出来るようになったJrゴミ出しを一緒に行う

などできるようになったJrいつもドアを開けて待ってい

てくれる。感謝の言葉を述べられるなどで手応えを感じて

いるjなどが述べられた。単身生活者の場合は関わりやす

く，逆に利用者の子どもや夫(あるいは姿)がいる場合は，

家族会体を見ざるを得ず支援の難しさを痛切に感じてい

た。また. r利用者の自立をどのように考えたらいいのか

わからないJr他殺鵠との情報交換が少なく.支援に部員!tを
要するJr実際にマネジメントする人が存在せず，十分な支

援ができているか不安で、あるjなどの意見がだされたc

{考察}

ヘルパーらは，精神障害者の対象理解に難しさを感じてお

り， どのように支援を行うべきか迷いがあるとも考えられ

た。今後の同事業には以下のような課題があると考えたc

1)自立支援についての考え方. 2)精神時害者のiE告書特性

の学習. 3)他職稜.1也機関との述tjEのあり方， 4)支援す

る者としての姿勢・燃え尽きない技術，日ケアマネジメン

ト，コンサルテーションのあり方c

364) NPO，地域支援センターなどにおける精神障害者

のパソコン・インターネット利揖の実態

橋本顕子，北烏謙吾， 111出京子

(京都府立医科大学医学部看護学科)

荒木孝治(大寂府立大学看護学部看護学科)

{自的}

パソコン・インターネットを有効に活用することは，地域

在住精神経害者が自ら社会的交流を図札孤立化を予訪し

サポートネットワークの拡充につながるのではないかと考

えるC 前報では， 1施設にインターネット接続パソコン(以

下， PCと略す)を設霞:し当事者の r@尊感情jや「役認」

及びPC利用状況の概要を発表した。今j況は， 4施設に増

やし対象者の基本属性の把握，及び設霞 PC使用前.PC 

使用 3ヶ丹後の利用状況の把握を狂的とする。

{方法i
PCを設5ました精神時害者 NPO法人喫茶}ι 共同作業所，

授産施設.地域生活支援センターの4施設の利用者のうち，

地域在住精神際害者 26人を対象とし自記式質開紙を用

いた留め設さ調査を実施した。貿信1紙の内容はE毒性(年齢，
性別)，ソーシャルサポート提供者の続柄・人数，自尊感，[吉:

尺度 (Rosεnbergが作成し山本真理子他(1982)が翻訳し

た会以下，自尊尺授と略す)や対象者自身が認識する役都，

設置 PC使用前・使用 3ヶ月後の利用状況(l遊間の利用

日数・時間，目的など)で構成した(期間:2003年 12月~

20例年 12月九
[ li命玉虫的記癌t]
本学研究倫理審査委員会の承認を絞て，調査を実施した。

{結果および考察i
1 )対象者の蒸本E毒性:対象者は，年齢:34才.男性 17名，

女性 9名. Iき尊尺度:31点，ソーシャルサポート(以下，

ssと略す)の人数:4.5入。 2)PC部始時の 1:i毘fL，の延べ

利用時間:86.25分， 1週j渇の利用日数:2 B， 1臼の利応時

間:30分合 3)PC 使用 3ヶ月後の 1週間の延べ利用時間:

30分， 1週間の利用日数:2 B. 1 Bの利用時j潟:25分であ

るC 以上の数l[flは全て中央値である。今臨も.一般的に精

神障害者では低いとされる自尊感情が平均値よりも高く.

また，自尊尺度と年齢に相関関係は認められなかった。自

尊尺境の高い人は.ssの人数も多く.ssネットワークが

ある程度確立されているのではないかと考えられたが，自

尊尺度と ssの人数において相関関係は認められなかっ

たっ年齢と 1日の利用時間に相関関係を認めた。 PC科周

目的はその使用方法や情報検索，メール交換などで. PC 

使用 3ヶ月後の変化は認められなかった。認識している役

割は，家族や仕事の[:1:1での役舗をあげていることが多かっ

た。 ssにおける続柄の内訳では，肉親などの家族や友人

といったナチュラルssが多かった。今後，このナチュラ

ルssがパソコン・インターネット利用を契機としてどの

ように変化し役割や自尊感情に影響を及;ますかどうかは

因子をさらに縮かく調査する必要があると考える。

本研究は，平成 16年度科学研究費効成(基殻 (C)課題番

: 16592213)を受けて行ったや

298 日本看護研究学会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 



365)社会議濃の乏しし1地域におはる糠神科入読患者の

社会参加を提議する方策の検討(第1報)

(京都府立医科大学)

大谷 恵

{話的i
社会資源の乏しい地域における

会参加を妨げる要因を明線化し入段j境問の綾織化および

社会参加の促進をはかる方築を検訴する。

{研究方法i

してい

，立日中の居場所がな

隠詳の簡に

月間入選i詫数は有意な変化はないものの，王子均入院嬬j潟が

したことから，本研究の爵交・介入は結神科入

段患者の退説・社会参加に寄与していたと考えられる。入

は入j莞鶏関が約 16年と長類に渡り， Brこt

所・住!ぎがない，就労場所・能力がない，また家篠の受け

入れが十分でないことが入院継続の理由としてあがり，

?尋常食では自宅:Is誌が最も多かったことから，

に社会資源が乏しい(保健所支所デイケア・作業所各 1カ

所)事が，退院・社会参加を臨み長期入i院を余議なくさせ

ている主な姿態と考えられる。今後は入j完絞続群のお:会参

加を促進する介入方策をさらに明石室にする必要があると考

えるむ

366)社会議源の乏しい地域iこおける犠神科入読替、蓄の

投金参加を堤進ずる方策の検討(第2報)

[目的i
1報では社会資源の乏しい地域における

詰患者の退i濯や社会参加を妨げる要閣の明磁fとおよび介入

後の入院題関短縮について入院継続群と転様訴を比較検討

した。詩文報では.その介入方策の有効性につい

{研究方法;

ションプログラムλ心

の定期的参加，お

タッブ

ムナーシングリーダー会の定期

的関{玄 6) ームカンファレンスの定額的

る入i誌i浮からのケアブラン立案・実施， 8) 
る者建擁設への退誌を規野に入れたケ

ームの変化は，1)

3) 

調布p長，
MSWが参加)，ぶ医療チームカンブアレン

スの定鶏的関濯，日入臨時カンファレンスの関盤， 6) 

カンファレンスの路態， 7);塁設時カンファレンスの関

つ

[考察]
入i知器開の;長刻化に伴い，患者のみならずスタップも自

を見失い受黙とケアをすることになりやすいな今i弘平

したことから，本研究の謁査・介

タッフが改め

続の潔a，地域の特性に合わせた社会参加に向けての支援

を見夜すきっかけとなり，関心を寄せて課題に絞り経むこ

とが可能になったと考えられる。家族の受け入れliI難や日

ゅの居場所・設騒がないという入院継続の理由に対して入

総時から家挨へのケアを実施すること，高齢患者の退院の

方向殺として老建施設を読野に入れた関わりは重要であ

る。さらに看護スタッフのみならず， l表療チームが一丸と

なって従来の治療・審議の検討を行い，

取り総み，入i淀時ーから退臨時まで継続的な治療プログラム

を立案・実絡したことは大きな変化であり.入院j諮問短縮

:こ寄与したといえる。
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367)社会護滞蕗設選所を阻む聾菌iこ龍する研究

関本和佳作i妥真会メイブル病院)

新罷淑子(旭川j芸科大学)

[自的]

中関型社会復婦施設の原則 2年以内という利用期限lこ対し

て期間延長の要望が多くみられている C 本研究では，中間

型社会援帰施設を利用している精神i漆害者の現状を分析

し退月rrをi現む要図を明らかにすることを話的とした。

{研究方法]

北海道内の共同住居2施設に入所する統合失調症者に，ネ

構成的面接j去による個人面接を行った。データは比較研究

i去を用い.持続比較による類型化を繰り返しカテゴリ化

を行ったQ 倫理的配蟻として，対象者に研究の目的や方法

を説明し研究参加の同意を得，同意書に署名を頂いた。

本研究は加JII際科大学倫理委員会から承認を得て取り組ん

だ。

[患者来}

1.対象は 15名で.平均年齢は 58.1土 6.9殺であった。 2.第

u洋(退所可能・退所希望者手)の退所促進因子は.i退所に

対する動機・意欲J.i疾病管理能力J.r臼JI.ーした生活能力J.
f対人関係能力J.r自己決定能力jで.1担害因子は「経済的

不安jであった。 3.第2若手〈退所可能・継続利用希望群)の

退所捉進国子は r疾病管王立!能力J.r自立した生活能力J.

人関係能力Jで. r迫害因子は. r;益見rrに対する動機・

Wzの不毛 r1民自己決定能力.f是正!己主同ド活動七l:J.

治能力への不安J.i経済的不安jであったっ 4.第31芹{退

所不可能・退所希望号引の促進出子;ふ f疾病管理能力jで，

は「低疾病管現能力 ff-民生活能力J. r fti:対人関
係能力J. rfJ設現実検討能力J. i経済的不安jであったc 5. 
3'1存関比較の結果，第u洋で抽出された促進国子 51双子が

社会復帰施設退所促進出子として位置づけられ，各群で:)"[tl

出されたi担害国子9因子が退所阻害因子として位置づけら

れたG

{考察}

第l群は，阻害国子の f経済的不安Jによって退所を阻ま

れていた。この鮮では認知障害に対するセルフヘルプグ

ループの支援を検討する必要性があり，認知障害が改善さ

れることで¥単身生活の可能性があることが明らかとなっ

た。第 211手は.r ill所に対する動機・意欲の不在ム「抵自己

決定能力・低自己評価jが重要な退所を阻む要因と考えら

れた。この群では，自弓決定不安や心理的負担に対する支

援を検討する必要性があふ対処には 2~3 人で、の共同生

活やグループホームの可能性があることが明らかとなっ

た。第3群では.r1氏現実検討能力jが重要な退所を関む姿

留と考えられた。この群は，低現実検討能力によるニ次的

な生活障害により医療支援を受けられる施設の検討が必要

であり，退所についてはグループホームが考えられたが，

現行では医療者の設置が規定されていないことから. 1室療

者の設誼を規定した新たな永住期社会復帰施設の検討が必

要であることが示唆さ

368)乳がんセルフヘルプ・グループのボランティア継続

!こ関連する護国 一地方都市の事例かうー

大賀山花(川崎医療裕社大学元大学院)

塚原貴子(川崎医療福祉大学)

[呂的}

近年の手しがんセルフヘルプ・グループの増加と共に.グルー

プの活動に対する医療者の支援が求められている。しかし

このグループに関する研究は少なく. I哀療者の支援に関し

ては明硲にされていなし、。今関，乳がんセルフヘルプ・グ

ループに対する医療者の支援を考えるために乳がんセル

フヘルプ・グループのボランティア継続に関連する嬰国に

ついて踊接調査を行ったので報告する。

[研究方法}

対象{点地方の乳がんセルフヘルプ・グループの投員 3名

である。データは半構成的面接により収集した逐語記録及

び商接直後に想起法で記識したノートである。 商議11寺fllJは

60~90 分である。これらの記録をテーマに治って内容分

析した。データ分析における{言頼性の維保として.2004年

I月から 2005 3月迄賛助会員として会の活動に参加し

体験を共有した。またデータ分析は複数の研究者と共に行

い，結染を面接者にf確認した。倫理的記長室として，研究の

趣旨を文書にて説明しプライパシー保護の下に同意;を得

たコ

{結果1
1)対象者の概要 :3名は壮年期の女性であり，ボランテイ

ア縦続年数は 2~10 年であった。 2 )内容分析:分析の結

12のサブカテゴリーが抽出された。それらは. (1) !l寺

を大切に生きる (2) 他者を通して I~I分を知る (3) グルー

ブの'情緒的支接持)経験知としての価{自ら)グループの

社会貢献 (6) 社会からの肯定的評価 (7) ボランティア役

員の不足 (8) ボランティアのための時間の不足 (9)会の

上の意見の十11巡礼0)ボランティアの養成プログラム

の不足(1)医療者によるセルブヘルプ0 ・グループへの関

心と理解の不足 (2)医療者によるセルフヘルプ・グルー

プの広報協力体制の不足であった。

{考察]

乳がんセルフヘルプ・グループの*'ランテイア継続に関連

する要国には促進要践とi現寄妥協があると考えられた。 促

進姿悶は上記(l)から (6) であり，また. 1温室?要国は上

記(わからは2)であった。ヘルスプロモーション促進の

ためには. I哀療者がセルフヘルプ・グループを支援するこ

とが;重要である。したがって，乳がんセルフヘルプ・グルー

プのボランティア継続に対して，示唆される r~療者・の支援

は以下の 4項iヨが考えられた-a) ボランティアへの情緒

的支援がボランティアの組織化のための援助c)乳がん

セルフヘルプ・グループへの関心と潔解 d)乳がんセルフ

ヘルプ・グルーフoの京報協力体制の霊安t'l:c
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369)病的多欽水患者の体内水分譲と影欝陸予

一統合失調控男性患者についての換封一

[E!的}

者，およ

インピーダンス

内水分:設と基礎的データ，多欽水行動の有無や水中毒のエ

ピソードとの箆i哀を譲ることを自的としたc

{方法i

と健常者群の間に

あった (p< 0.01. p < 0.0おむ体内水分の分布;ふ

若手によとべて多飲群の方が広い範留に分散していたっ以上か

として，綿抱内税水

傾向にあり，口渇感は%ICFの減少にi半う生理的な欲求で

ある可読性が示唆された。また多欽群では飲水行動を自

ら，または審議者などによって抑制されている

する一方で， % TBF， % ECFが高値を示す患者が存在し

これらの患者は飲水過多である可能性が考えられた。 体内

として， J7.立比重が抵い者は%ECFが

23iく(p< 0.05)， % ICFは年齢が高いほど抵く治<0.05)， 

水中毒の既往がある者は， % ICF， % TBFが高くなり (p< 
0.05)， % FATが{迂い傾向 (p< 0.05)がみられた。

370)趨別心理教脊が統合失調症患、蓄の病譲!こもたうす

効果

-持続センタ

水野恵理子(山梨大学大学i淀医学工学稔合研究部)

[[38ヲi
現在，日本で行われている心理教青ば.集Lill力動的効果が

強いグループで行うものが殆どである。今まで行われてき

た評締研究もグループの相互作用を利用した心理教育の効

したものが多く，

レベルに対する鋼部介入の有効性については十分に

備されているとはいえないc 本研究では，

どのような変化をもたらすのか検討す

ることで‘ある会

[方法}

[結采i
したさ在来， 18のカテゴ1)，137 

のザブカテゴ1)，524のコー vが抽出された。([ ]カテ

サブカテゴ1)_各[!!]の心理教育を分析した

はおお気であること

くことが明らかとなっ

生活イメ…ジを持獲得し始めそこか

限生かされるようになると考えられた。

資を受ける苦手により.認知過程の枠組みの修正が可能とな

ることがわかった。日々設している看護者が，その患者に

した持と言葉で疾患や治療について話し患者が主体的

な治療へ取り総むことができるようにするかかわりが重要

であり， '1間関心理教育はその一つの技法として利用できる

と考えられた。

[結論i統合失鵡症患者に対ーする総別心理教脊による

として，以下の 2点が考えられたc 1.認知障害と疲状に捕

らわれた思考は治療への構えに影響した。 2.儲関心潔教

メージを蒋j釘与させ主体性を生かすことが出来た。

1:1 本看護統究写会i/ií~誌 Vol. 28 NO.3 2005 301 



3ア1)統合失調痕患者の入続時と退院時の変化と審議鯖

の認識

森千鶴，松本賢哉，宇都宮智.

(顔立看護大学校)

鈴木美穂.佐伯幸治(開立精神神経センター武議病院)

{自的}

看護郎の看護の考え方等によって対象者のアセスメントや

笥標設定が異なることをしばしば体験する G また適切な日

標設定がなされていても.兵体的な援助方法が定まってい

ないために患者に変化が現れないこともあるc そこで本研

究では統合失調症患者の生活技能.薬物自己管理や病識の

側面からの入院時と退院時の変化を明らかにし看護部の

認識との関連を十食言すすることをg的とした。

{方法i
対象者は統合失調症と診断され，急性期の入i完霞後の患者

6名，退院前の患者7名であるむまた対象患者が入院して

いる病織の看護締 21名であるc 鵠査内容は統合失調症患

者の生活技能 (LSp)l'，服薬態度 (DAI-10L病識評価 (SAI-
Pである。看護おliにはこれらの側面から必要と考えられ

る者-議日擦を設定し妥当性について回答を得た会また対

象となった統合失諮疾患者の精神症状， BPRSと薬物量，

生活満足度を測定した。対象である統合失諜疲患者には調

資の説明を仔い，伺?立を待て土手構造化面接を行った。

郎にはi変名1"1を保証し皆めj置き法で調資したc なお本研究

は慰安:者諮大学校，対象病i淀の倫理委員会の承認を得て実

施した。

[結栄i
llil*年を得た統合失調症患者の年齢初島， (CP 換算)，生

活満足度は入院群，退院群で2をはなかったc しかし BPRS
は入院群 27.5:t 5.8.退院群 11.7土 8.2で精神液状は改義

を示した (p< 0.01) 0 LSPは入院群 (92.8太 18β)に比べ

退院群(130.3:t 8.0)で有意に高かったゆロ O.OOllc 

DAI-lOでは入院'M-3.7 :t 4.5.退院群 0.6土 5.0.SAI-]で

は入龍群 8.5土 3ゑ退院群 12.7会 4.3でいす、れも差異A が認

められなかった。看護締は 16名から間答を得，そのうち

有効な 14名を分析対象とした。対象者の年齢は 25歳以下

~50 歳まで艇があった。精神科での者護経験は 5.1土 2.7

年で、あった。生活技能獲得，薬物自己管理.病識獲得に関

する看護日襟については妥当であるという回答が多く認め

られた。しかし少数で、はあったが，薬物自己管理に関する

自標では「副作用時に頓11誌が服用できるJ.病識に対する目

標では「自分の診断名を確認するJr統合失調症のメカニズ

ムがわかるJにおいて対象患者には普及しいのではないかと

いう意見が認められた。

{考察i
看護締は統合失調症患者A に対し生活技能を高めることの

必要性を感じ，実践していることが明らかになった。しか

し薬物の自己管理や病識を高めることの必嬰性は感じてい

るものの，対象者の変化には奈らなかった。これらのこと

から薬物の自己管理や病識を高める援助の方法が具体化さ

れていないためではないかと推祭された。

{文献]

1)長谷]11雷、ー他:Life Skills Profile (LSP)日本販の作成

とその信頼性・妥当性の検討，精神医学.39 (5). 547・555，
1997. 

372)統合失調症者の金銭管理確立に陪けた認知行動穣

法的看護介入の効果iこ関する研究

高野美奈子(砂川市立病院11ft属零護専門学校)

新開淑子()也]11院科大学)

{目的}

本研究では，統合失調症者を対象に金銭管理確立に向けた

認知行動療法的表護介入行い，その効果を検証することを

自的とした。

[研究方法}

対象者は， A総合病i淀精神科病棟に入院中の統合失調症患

者とした。方法は対象者を無作為割付し参加i群は遊 l~
2関，計8回の買物をテーマとした認知行動療法的看護介

入を行い，対照群は通常の者護ケアの中での寅物を続行し

たむ者護介入効果の評倣は PANSS， LASML生活満足度，

一段性セルフ・エフイカシーを用い.本プログラム路始前.

終了時， 2ヵ丹後に行った。倫理的配援として.対象者に

研究の目的や方法を説明し研究参加のi可意を得，署名を

頭いた。本研究は.事前に旭川医科大学倫理委員会に中詰

し永認を得て取り級んだ。

{結来1
1.対象者は 30名で紙作為割付により参加若手 15名.対照群

15名に群わけしたむ対象者の基本的属性は.時若手間で有意;

差は認められなかった。 2.LASMIの rEl常生活J対人関

係J労働または課題の遂行 r自己認識jで，参加群のプ

ログラム終了時の変化量は有意に高く.改善が認められ，

2ヵ丹後も介入効果を維持することができた。 3.生活満足

}交の「生活全般Jr心理的機能jで.プログラム終了i見参

加群の改替効果が認められ. 2ヵ月後も介入効果が維持さ

れていたや「社会生活技能jは，終了時改善効果が認められ

たが2ヵ月後は抵ドしていた。 4.PANSS，一絞性セルフ・

エフィカシー尺攻は，同群問で有意差が認められなかった。

5.参加採 15名中認知修正できた者は 8名，できなかった

者は 7名であったc 認知修正群.未修正群間における各尺

毘比較では，いずれも有意表は認められなかったっ

{考祭}

本プログラムでは.参加群の生活能力と生活満足度に肯定

的影響が認められたc 皿回は.SSTの訓練で獲得した技能

は，実際の生活場面にそのまま反映できにくい点を指摘し

ているC 今聞は実!祭の生活場面を通して行動を支持し紺i
かな正のフィードパックや成功体験が自信につながるよう

介入したことが効采につながったと考える。プログラム終

了時改善が認められた生活能力や生活満足震において，

2ヵ丹後効来を維持することができなかった。これは，認

知の修正がはかられない通常の質物を行ったことやスタッ

プ不足による安物回数の減少が影響していたと考えるc 本

プログラムは参加群全員の認知修正には歪らなかった。

オーサーは，治療期間に絶対的なものはなく.自分で問題

に対処する方法を知ることを持って終わると述べているc

認知行動療法的看護介入回数についてはー今後検討する必

要がある。
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373)構名告知を受けた統合失調護者の心理的反応と欝

遣要臨

中島支昭，新開淑子(1l!!JII援科大学医学部看護学科)

{日的i
本研究では病名告知を受けた統合失謁疲者の心理的反Jt-、を

明らかにし関連要留を投討することを話的とした令

{研究方法}

<研究 1>精神病院に入設中の病名告知を受けた統合失調

症者に対して学構成的認議を実施し語られた内容を

BereIsonの内容分析?去を用いて分析したっ<研究 2>対
象者の主治涯に対して陽性.!室性症状詳鏑尺度 (PANSS)

や病識評価尺度 (SAI-])等の自記式費需紙詩査を打ったc

f命潔的配癒として，事前に本大学の倫滋委員会に申請し承

認を得て実絡したQ

i結果i
<研究 1>1.対象者は 46名であった。 2.病名告知夜後の

心理的反応、として「否認J.rショック

f安堵jの5カテゴリーが抽出されたむ 3.病名告知後に行

動変化がみられたのは f否認j群と fショックj若手で，産

締等に病名を確認したり，不11誌や不安を呈していたc 4. 

名告知に対する現在の受け止めは， r否認、J，r無関心j群は

もi湾じであったが， rショックj苦手は

:こ転化し「続得J.r安堵j群は

いた。<研究 2>一元配設分散分析・多重比較の結果.

PANSSの「陰性尺度jで無関心j群は fショックj

より有意に高かった。「総合精神病理評価尺度J.r認知・患

では，いずれも f無関心j群と f安場j訴が「ショッ

クj群より有意に高かった。 SAI-]総持点は.r無関心j群

が「ショックj若手より有意に{設かったo SA月下{立尺震の

「自己の疾病についての意識 r鰭争11痘状につし

は.いずれも「ショックj群が f無関心j

り有意に高かった。

{考察]
統合失欝痕者の病名告知後の心理的&.r.tとして. Kubler-
Ross. Eが提唱したがん患者の心理的反応と同じ

が認められたが，統合失議症者は，防衛機舗の他に，病的

体験により体験と自己との関に]Ig離がとりにくいことによ

る病識の{尽きからくる認が考えられた。がん患者は補名

告知を受けることで死をイメージし衝撃を受けるが，

失爵症者の fショック，こはスティグマが影響してると考

えられたG 今践の結果で最も特機的な&.Jt-、は「無際心jで

あり，長期入院により病院が生活の場となっていること，

思考の乎絞化などから診断名への関心が薄く，自己の開題

として認識していないことや認知機能障害が影響している

と考えるo ショックj若手は高い病識や現実検許能力をもっ

ており心環的衝撃を受けやすいため，危機的状況への適切

な介入を考議する必要がある。「ショックJ群の多くが監

si!iの説明により「受容jに至っていたことから，病気につ

いて繰り返し説明し内容を高めていくことが必姿である。
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374)摂食障害患者に対する看護介入

一回復過寝における患者の心理的変化一

高間裕美(国立精神・神経センター出府合病j詫)

森千鶴(国立看護大学校)

[民的]
入続中の摂食障害患者について者護の立場から述べられた

研究は比較的少ない。また実捺に「装し方がわからないj

という看護師の声をよく耳にするo そこで本研究では，入

院中の摂食障害患者に対し1.日常生活場笛における援助

2.時間を多く共有することを鵠わりの基本とし患者が

頼っているという実感が得られるように介入した。さらに

摂食捧答患者の間後過程の心理的変化を明らかにすること

を目的とした。

{研究方法l
X年7月から 12月にかけて A大学付属病院において，

前に了承の得られた入続中の摂食揮害患者2事隣 (A:18 
・B:22歳)を対象者とした。関わりの中で得られた患

者の表出内容を(l)自己否定 (2)他者の拒絶 (3)他罰的

は)自己の周り (5)他者の受容 (6) 自弓一他者(7)自己

内滋I(8) 自己洞祭 (9) 自己受容の 9項自に分類し各国復

過裂はH 期・第2期・第3期)において分析を行ったc

倫想的配惑として，対象者及び家族・プラ千マリーナース・

に研究の趣旨を説明し同意を得た会

お古来]
第1期は振り返るという作業は行えても自己受容すること

が嫌しく，その結来 (7)(8)に関する表11¥が多かった。第

2WJ(ま他者と一対…で向き合える機会が多く，その結果

様々な感情を表tl¥でき. (5) (6) ¥こ関する発言が多くみら

れた。第3期は徐々に現状を受容できるようになり.今ま

でと比較し (9)が多くみられた。

{考察i
i潟復過ち:における患者の心理的変化においては，家族・犀

療者など胤簡の環境が大きく影響してくる O 今回の2事関

において，介入方法を一貫しケアを行っていくことにより

患者との信頼関係を早期に構築すること，安心惑を与える

ことにつながったのではないかと考える。またこのように

各劉複過程における心理的変化を具体的に分析し各期の特

殻を明らかにすることにより，今後の摂食障害患者に対す

る看護や関わり方のひとつの指針となるのではないかと考

える。
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3ア5)アスペルガ…悪様群患者の審議

一連読後の経過一

中烏由美子(岩見沢市立総合病臨)

恩EI3和世(北海道美唄聖華高等学校)

{はじめに}

アスペルガー症候君宇は， 自鴎的精神病質の概念から発透し

たもので，小児自閉症や広汎性発迷路答とは早期の言語・

認知能力の発達に遅れがない点を異にする。そのため，幼

少s寺に発見されることは少なく，青年期に至って初めて気

づかれることが多い。本症例の患者の看護に関する報告は

少な仁王子成 15年に本事例jを日本精神看護学会において

報告したが，そのときの対応による成果が退院後の状況を

支えていることを今関報告するc

{研究方法1
1 事例の紹介:事例は，度重なる父親への暴力により統

合失言毒症の疑いで入院した青年郊の男性で¥母親への執着，

妹への威嚇や自髄行為，自分の持ち物にさわることを極端

にいやがるなどの行動がみられた。病棟内俳佃，特定の看

護締への執着，手が切れるまで洗うなどの強迫症状があり，

言葉で意思伝達できず，他の患者とのトラブルも多かった。

なお， この事事A倒を研究発表することについて;はま. 1偶図入が特
定でで、きないようにすることを家族に説明し承諾を得たc

2 呑

殺理!角解予と設奴効jのための忠患、者の行動のアセスメントを行い，

QOL向…上ヒに視点をあて.次の 2点、に留意して看護を行っ

たっ(ア)患者との時間的感覚のずれを看護隔は認識し患

者のペースに合わせ，行動を急がせない。(イ)患者ので、き

ているところを認め，体験を重ねる場耐を設定するO この

病棟での取り組みを家族にも伝え，患者理解と患者のペー

スを尊重し合わせることの大切さを説明した。

[結来]

退i淀後も家族がそれを実行していることが. 2週間に l疫

の外来受診の折確認された。患者の状況は以下のとおりで

あった。外来受診時，子討をかけると挨拶ができ.状態を部

うと.1変わりないですjと適切な返等をし意，思疎通も良い。

自傷行為はなく，身だしなみも良くなっていた。家業のj長

業を手伝い. 5時半に起床.21時に就寝し薬の飲み忘れ

もなく，食事は 3食摂取しているなど，規則正しい生活を

送っているc

{考察i
希有な疾患の無理解による対応の誤りは，患者をも家族を

も不幸にする O 看護師の適切な対応により， 日常生活に適

正、できるまでに回復した患者が，自宅に戻り自分らしく生

活するには.家族の対応が鍵となるG 入i詫"1:1から家族に対

し患者の状況を説明し協力体制の調整などに掲わって

いったことが患者の QOL向上に大きく貢献したと思われ

る。このような疾患においては，問問の人々の疾患に対す

る潔解とiMLかい支援，見守りが重要であるといえるG
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3ア6)告話的襲力拐11:プログラムの教脊効果iこ欝ずる研

関谷Nよ期，松尾康志，

(独立行政法入国立病院機器n~部絞殺1註療センタ

{説的i
暴力介入に対する教育は看護締の自信を増加させることが

知られているが我が患ではほとんど仔われていない。今間

設が国初の抵括的暴力諮J1:.プログラムが鍔発された o そ

こでこの研修の前後における看護締の自信やご主観的な対処

技術の能力について検討したc

{方法}

2005. 2月に 4日掲の1Q.括的暴力防止プログラムを

した者銭的 24名のうち，調査に協力の得られたもの

である。

に8項隠からなる質i湾紙を作成し1.

5.完全にできるまでの 5ポイントで'1m

ていないと感じており，

と考えら

[文殻}

8名

Itlj J色ブログラムの開発，

ア(6). 32“39. 2004. 

McGowan Sεt aL. Staff confidence in dealing with 

aggressive patients. Australian and New Zealand Journal 

of Mental Health Nursing 8. 10ふ108. 1999. 

ー7兎 f受 p 

2喜ち縫いて対応ができる 3.0土な8 3.5之0.7 …3.63 な∞2

身体告さ子「入ができる 2.8土0.8 3.6土念品 …生66 0.0守0

会七、;ニelfさがある 2.7企0.8 3.3ごとな7 -3.32 0.004 

心主護学告さ介入ができる 2.5土0.8 3.2会合.7 -3.91 。町001

界選わちの絞る?を絞っている 2.5土0.8 3.3之0.7 3.85 0.001 

三文警さへの対込;支を絞っている 2.3ェ0.9 3.4ヱ0.6 6.85 0.000 

攻撃務会筆者会ニ} 2.4こと0.8 3.3こと0.5 6.19 0.0∞ 
ミ支援をt}jl誇できる 2.6:乞0.9 3.3こと0.6 -3.68 0.002 

3アア)稽棒疾患、患者のイレウスむ皐期発見につながる欝

察mイント

{目的;

く見られるイレウスを取り上げ，

した内容を疾患の遂行に合わせて抽出・整理しイ

レウスの早期発見および対処につながる観察~イントを鳴
らかにすることを目的とした。

{研究方法i
-婦約的研究方法を潟いたc

情iき取り

と忠われる

つであっ

くハイリスク嬰霞の{す加><気づく前

<気づいた時に緩察された症状>の4つの設!穏に分けるこ

とができた。段階毎にお1mした内容を考察し

のポイントと姿勢として整理したブローチャート

(凶 1九

[結論i
1. イレウスの現役，

るG 3. 
の変化，いつもと違う行動， 日常よく見かける身体症状に

対して，

を孫:実;こ仔い，イレウス

ゼヲるコ

j 筆書争 i 玄室撃する

E霊1.イレウスのフローチャートと重量察ポイント‘き星雲寺
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3ア8)保護室入室患者の開般要求に関する精神科看護部

のクリニカルジャッジメント

一背景にある患いiこ注践して

イ左藤寧子(社鴎法人日本者護協会認定部)

坂江子美子子， 沼崎博一

(青森県立保健大学健燦科学部看護学科)

石崎智子(弘前大学涯学部保健学科肴護学科)

{日的]

謀議室入室患者の開放要求に対するクリニカルジャッジメ

ントについてフォーカスグループインタビューで語られた

内容を分析し報告した(坂江.2004)。今期は，保護室入室

患者のF>号放要求に対して看護mliが判断する際に，その背景

にある状況，感情や患い.それらに伴う行動を明らかにす

る。

{方法]

対象 :A県内の公立B精神病院と私立 C病暁において，看

護部支f壬者が推薦し承諾の得られた，精神科，勤務経験5
年以上の看護締。データ収集方法:開放要求の場面を想定

しての保護室入室患者の看護について，フォーカスグルー

プインタビューを各病院2問実施し承諾を得て内容を録

した。分析-方法:インタビューの内容を逐語録にし語

られた文紙から.窓味を読み取 1)，解釈を記載した。語ら

れているテーマが伺ーなものをまとめ.複数の研究者で解

釈の妥当牲を検討した。倫理的記騒:研究の題旨と方法，

ブライパシー保護について説明し了解を15た。結来は本人

がr~'定できない形で提示した。
{結来及び考察]

対象者はB病j淀6名{女性3名，男性3名)て¥平均経験

年数は 13.4年， C病i淀S名(女官:2名，男性3名)で¥平

均経験年数は 5.8年であった。 1問自インタビューは 2003

年7)~から 8 月， 21m日インタビューは 2004年2月に行

い，所裂n寺i羽は， 85分から 90分であった。明らかになっ

たテーマと内容は以下の通りである r看護蹄全体の保護

憲看護の考え方とその影響Jとして， <何とか患者とかかわ

ろうとする傾向になっている〉ことから， <看護師がより葛

藤する場面が増えている〉ということなどがあげられたo

f者護輔の成長に関わる病棟の風土とその影響jとしては，

〈相談しにくい雰関気がある>，逆にく失敗を覚悟で倒放し

てみようという雰賜気がある〉など，その病棟の風土が判

断に影響している場合があった。 f保護室者護に対する思

いや信条jでは， <看護r.wが自分なりに心がけていること〉

ゃく大切にしていること〉が語られたむ f看護師の感情が動

くときとその影響Jでは， <者護師の葛藤とそのときの感

情>， <苦手意識が与える思い>， <患者との関係性に対する

看護部の感慣〉などが語られた。「開放を考えるときとそ

れからの行動jとしては， <審議自fliがそろそろ開放しでもよ

いと考えるときとは，患患L者が肴護考の話を関くことがでで、き

るとき〉や〈呑

いる〉などがあlげデられたo クリニカルジャッジメントには，

患者の症状や疎通性の己主著ー以外に者護在日自身がおかれて

いる状況や感情が背景にあり影響されていることが示唆さ

れたc

379)ベブロウの発達モデルを用いた絶食療法患者の看

清水絵美，井戸本}II賀子，援問美喜子

(f諮問毘科大学的属病院)

{白的1
~病棟では，ストレス関連疾患に対する心身医学的治療の

として絶食療法(以下 FTと略す)を希望する患者が

増加している o FTとは 10日間の絶食期と 5日閣の復食

期からなる心身へ働きかける治療法の一つであり.近畿器

内では当践のみが実施しているc 又.内観療法を併用する

ことで¥より意欲の向上につながると考えられている。今

回，ペプロウの発達モデルを用い 看護綿の援助が患者の

開題解決にどのように効果的に働いたかを分析したので報

告する。

{研究方法i
u嬰跨:平成 15年 11月~王子成 16年10月

2.研究対象 :FTを受けた患者間人のうち FTlずでの看護

側iの受け入れが巽なる 2名を選択した。事例1.0氏， 29 
歳，女性，健'性廃痛性j様答 事例 2.，N氏， 32歳，女性，

アトピー性皮膚炎，抑うつ状態

3.方法:号患者信頼スケールを用いて患者と看護締の信頼

関係を点数化。毒FT前・後の心理テスト (SDS.P01vIS) 
奪行動記録表を用い日々の関わりを記載する G をベブロウ

の発達モデルの4段階を沼いて分析を行う C

{結泉}
O氏.者護師から逃避的な傾向があった為，患者像の把握

ができず方向付けが閤難であった。内観を併用し FTを

のりきれた事で¥友人や家族からの愛情を再篠認でき，看

護締との部係にも変化がみられた。又.終痛に対する意識

のスタンスが変化し表情が農かで社交的になったC

POMSの結果は抑欝は 34から 4へ，活気は2から 15へと

変化したが，患者信頼スケールでは，尊重が23，安心感が

17と低く，看護師との信頼関係を築くことができなかっ

た。その結果，ペブロウの発達モデルの段階を経ることが

できなかった。 N氏:看護締が患者の無意識下にある問題

をフィードパックさせる事により自己の開題を明確化でき

たc 患者信頼スケールは尊重が40，安心惑はおであり信

頼関係を築くことができ自己の感情が表出できるように

なったc 又，内観で自分は周囲に支えられているという安

心感をもち， SDSの結果，気分が沈んで憂夜!I災れない

の項誌が4から 1へ，全体では 57から 30へと変化し抑

うつ状態に改善が見られたc そして攻腐症状が軽快すると

共に社会復帰への意欲が向上した。

{考察・まとめ]

絡会療法中は特殊な環境下で心身の動揺が激しい患者を支

えていく事が大切である O 今問，ペプロウの発達モデルを

用い方向付け，同一fヒ，部拓利用という段階を経て自立し

ていく患者の精神的プロセスを体験した。治療を完遂する

為には患者との照に真の援助的関係が成立している挙が基

本であり，無批判，受容，共感的態度という心理的母親役

看護の実践が求められる。
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380)毘本版モラルセンシティピティ澱定尺盤の器発:

護学生における信頼性・妥当性の検証

和泉成子， w本武志(福岡県立大学者護学部)

[El的]

本研究の罰的は，審議学生が専門教育を通していかに看護

締としての倫理牲を接待していくのかを測定するための尺

度を毘発することである。尺境開発の第…歩として.

部を対象に海外で器発された五iloralSensitivity 

Qu芭stionnaire 以下 MSQ)を翻訳し行

iこ一部改変した学生綾モラルセンシティピティ ìRIJ定尺~

(以下活SQ St)の詰頼性・妥当性を検証する。乱本研

究の中ではモラルセンシティピティを「特定の状況のやで

その事象の遜諮性・倫理性を感じ取り，それに到って行動

しようとする能力jと定義する。

i方法i
対象は A大学に所議する l年次善護学部生 81名で， 2004 

7月に対象者に識変表を記布し研究参加に同意した 71
名から調査表が期収されたc 研究実越に当たり，

不利援を被ることがないように記長霊し訴究者が所属する

により方法の稔理的妥当性が検討され

たQ 主主SQは， Lutzen (1994)が開発し Severinsson(1999) 
が一部修正した館、文を議訳して用いたo MSQは27項g
(6カテゴリー)7段階の LikertScale (1 -全くそう思う:

7…全くそう思わない)から成仏得点が抵いほどモラル

センシティビテイが高いことを示す。臼

とした場合に隙答が難しい項認があったため，原文の構

成概念を変えないように考慈しながら日本の孝子護学生によ

る図苓が可能になるように一部修正を行ったっ

{結果i
日本語寂MSQ 訟の全索開項釘

は0，715であった。

するために，主成分分析による臨子分析(パリマックス詔

を行ったc 潟有倍以伊nvaluりが1.0より大きい

(CI95%)ことを基準に， 8成分をまlIl出した。 8成分によ

る累穣関手寄与さ容は 61.0%であったc 各成分の内容を検討

したところ，仁患者自身が参加して選択したことを

る倫理的葛藤の存在に対する気づき自分が患者にとっ

てよいと思うことを行う r)患者との相互関係の愛要性j

となった。

[考察}

詰頼性については， α係数が0.715と一定程疫の信頼性が

確保できたといえる。 MSQの先行硫究においても間程度

の結果が認められている。構成概念妥当性に関しては，原

文ではグラウンデッドセオリーを用いた謂究結巣から抽出

された 6理子から構成されているのに対して， 日

とした本研究結采からは8調子が抽出され，そ

の構成概念の内容にも藻異が見られることから，日本の看

るモラルセンシティピティを示す議成概念を

蒋検討する必要性があることが示唆されたc

381)審譲識番(助震部)の援護橋理および養護倫理の学

曹に対する認識

{九州大学涯学部保健学科)

{毘自主}

人権尊重や価値認の多様イとなどに伴い，

理教脊充実への期待が高まっている

理教育は，独立科目から基礎看護学への綴入れ，

としての教育へと翻度が変イとしてきたため，

学翠体験や内容で年1-t潟に違いがあることが考えられた。

そこで，看護験者(助疲刻)の医療倫理およ

ついて学管に対する意識調査を行い年代関の差について検

した。

[方法i
A祭内全域の看護殺(助産niJi)236名を対象に無記名での

綴7J1j回i誌の愛関紙欝ぎをを行ったむその路，研究自的，方法

の説明と陪窓を得られた場合の回答依頼を宥っ

喜三療倫潔もしく

内容としたc 分析は SPSS

を有意とし

られた 128名から問客が得られ， 99名を分析の対

象とした。平均年齢は 36.7土 9.2
8.8年であった。これまでに医療檎潔およ

をしたことがあると国等した替は全体の 75.8%
学饗体毅の内訳では，学校教育での学翠体験が42.4丸

研修会での学習体験が43.4%であったc 内容に関しての関

19.2%と抵率であったむ 医療倫理およ

をしたことがあると留等した者の年代郡比較では，

ての年f-tで 70-85%程度の問答率であり有窓護はなかっ

内訳では，学校教育の経毅の年代比較では，

20議f-tは 80%以上必と高いが. 30-50 歳代では 20~30%の

留答率であち有意義がみちれた (p< 0.01) 
での学習体数は 20議代では 20%程度合であるが 30

上では約 45~55%であり有意義がみられた (p < 0.05)0 
内容の額答は，回答数が少なく倫理と

r1iお理原理Jr人権についてj

f研究の公表に関連して接選に関してJrよく覚えていな

などの回答が含まれていたっ

{考察i
(助産蹄)の位三療倫寝および看護倫理の学習に対

の年f-tで高く，各年代で割合は異なるが学

と研修における学習体験があることから，

続的に行われていることが推察された。しかし学習内容

に関する問答は 20%以下と少なく，内容として，倫理原想

や倫理鱗領，専門職としての葉務のような問答とともに

接選に関する内容，よく覚えていないという困答が複数み

られたことから，倫理教育における学習内容および教育方

法をより充実させていく必要性があると考えられた。
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382)看護学におけるナラティブ(および、ナラティブ・ア

ブローチ)の可能性と注意しなければならないこ

と

和田恵美子，荒木孝治(大i在府立大学看護学部)

{毘的}
昨今，注目を集めているナラテイブ(およびナラテイブ・

アプローチ)に期待されているものは何なのか(対象論・

自的論・方法論)を明らかにする O 他分野(心理学・社会

-教育学・哲学)を視野におきつつ，看護・{表療に求め

られるものを探る。また.ことばがおきかわっただけであ

るならば，従来看護が指針としてきた何と一致し仰の不

足を補うためにおてきた概念であるのかを賄う c

{研究方法}

ナラテイブ(およびナラティブ・アプローチ)をテーマと

して出版された書籍にみられる，共通(あるいは差異)の

テーマを抽出することを呂的に，文紋の比較検討をし整

理する C

[結果および考察]文献によって取り上げ方はさまざまで

あったが，中心のテーマからみるナラティフ守への期待は共

通していた。対象論としては，健康上の支援を，必要とする

対象者はどのような存在かという当事者性を. 目的論とし

ては.他者援助とは何かという原則を向い続ける視点を臨

していたc これは人間性の尊重の強調で、あり.ひ

者護の{命王手。的視点を保障するも

じられていたっ方法論としては，対象者の語つ

られないものを含む)に?とfElしその内容に忠

実に解釈を進め，医療者にとって対象者底解を可能にする

方法としての質的研究の重姿性を認識させるものであっ

た。看護は， I豆療を強う両輪として医学と協働しつつ，医

学が細胞レベルから疾患を中心に扱うのに対し健康上の

陪題に対する「人間の反応jすべてを支援する立場をとる

(ANA， 1980)。また，看護は身体・精神・社会的叙IJ街から

対象者の全体性を扱い，対象者のアドボケーター(擁護者)

であることを自指してきた。しかし医療に関する情報の

非対称性がうむ対象者のニードとのずれが存在し続けたこ

とは否めない。ナラティブという概念は，対象者の主観を

みつめることが，ひいては医療者のものの見方を開い続け

ることにつながることを再認識させるO あらゆる分野にお

いて当事者'段がとなえられる現在，看護学の対象， 自的，

方法論告?熟考・再考する主J能性をもっ概念であることが示

された。しかしナラテイブをひとたび万能な視点として

定式化してしまえば，それは一方で，当事者のありょうを

問い続けるという姿勢を失うむナラティブの可能性を広げ

るためには，現象そのものに立ち返る立場をとる現象学か

ら示唆を得ることがある。

383)醒療的ケアの実路iこ関する保護者の望み

安部恭子(大分県立春護科学大学)

()Lナ1'13吾護福祉大学)

大島操(出~ ，加府議き[1学関短期大学)

{絡設}局滋j期医療の発援は，ハイリスク児の救命を可能に

したが，これらの多くの児に呼吸やt菜食・ 1熊下障害を残し

た。子ども迷が就学年齢に達し養護学校での疾の吸引や

経管栄養等の霞療的ケアの実施を誰がどのようにすべきか

が議論されはじめたっ王子成 15年度からの f養護学校にお

ける医療的ケア体制整備事業J，ふ養護学校で教i隊員がど

のような体制を望むかを追求した内容であり，保護者が何

を望んで、いるかは未だ十分に把譲できていないc

i白的}

養護学校における医療的ケア体制整備モデル事業を導入前

のA擦で障害児を養育中の保護者が f養護学校における

医療的ケアの実施Jに関してどのようなことを望んで禍いる

のかを明らかにする。

{研究方法i
1) !器開王子成 15 年 2 月 1 日 ~3 月 31 日 2) 対象と方法 A

県内の養護学校に在籍中の子どもの保護者と「ダウン症児

の会jと f重症心身親の会jの会員である保護者 155名に

自記式質問紙を直接手渡し郵送回収した。問答のあった

62名を分析対象に特性を記述した。 3)倫理的記露 目的

を口頭と文書:で説明したのち，同意の得られた対象に質陪

紙を配あした。給条は数的処理し個人が特定されないよ

う情報の保護に努めたc

{結染i
1)養育中の子どもが必要としている医療的ケアと実施者

41 名の子どもは，内Il良薬の与・2築，坐~kの挿楽.吸引など医
療的ケアを必要としており，主な実施者は母親だ、ったo I哀
療的ケアを必要としない子どもは 21名だ、った。 2)保護

者の望むi哀療的ケアの実施者と方法 保護者が望む医療的

ケアの実施者は，看護側 (35.れら).母親 (30.6%に担任教

諭 (24.1%)，養護教諭 (22.5%).底部 02.9%)，父親(11.2%) 

の}II支だった。 保護者は医療的ケア色 f保護者と者護締

が協力して実施するJ.r底部の指示を受けた看護部が実施

するJ.r保護者と医師が協力して実施するJ. r子どものこ

とを，最もよく知っている保護者が実施するjことを望ん

でいた。

[考察}

養育中の子どもが必裂とする霞療的ケアは.内!眠薬の与薬，

坐薬のt4i楽，吸引など，学校における日常生活を河滑に過

すための要素を含む技術といえる Q しかし常時.就学中

に実施される持続的なケアではない。そのため.就学中は

保護者に代わって教諭に陵療的ケアの実施を求める声がお

いのかもしれないc 臨療的ケアの実施者の上位に母親が

あげられ，実秘方法にも保護者の入った項目が多いことか

ら， r子どものことをよく知っている自分jが医療的ケアを

したいという親の思いがうかがえるや看護11市に医療的ケア

の実施を望む者が多かったという結来は， r医療的ケアjは

であ f)，有資格者が実施すべきという保護者の認

識を意i床していると考えられる。
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384)治験参加において患者が求める支援に欝ずる研究

中塚晶子，野元正弘(愛媛大学長三学部臨床薬理学講座)

[話的}

本!院では，平成 12年度に割薬・ ンタ され，

Clinical Research Coordinator (CRむと呼:まれる専門職が

治験をや心とした臨床試験の支援を日的に活動している。

CRCの支援活動は様々であるが，医締に代わって補劫説

明を?子い，患者の同意取得を内法に進める役訴を怒ってい

る。しかし治験という設業やその意義，方法を初めて知

るという患者は多く，潔解しづらい内容が多いのではない

かと考えられる C また，治験内容によっては，患者にとっ

て必ずしも治療効果のある薬が使浴されるのではなく，プ

ラセボとよばれる薬漣学的効采のないj台数薬が割り当てら

れることもある。そのため，治療効采の少ない治験に参加

した患者では，より心理的負担が大きいのではないかと

えられる。そこで，治喜交を終了した患者にアンケ…ト

を実施し治験についてどの稜度，埋解することができた

のか.i台数を実施する上で必要とした情報はどのようなも

のだ、ったのかを把握する必要があると考えたc また，

に対する満足度についても調査し今後の向意取持持の説

明及び治験の遂官をよりよいものにするための参考にした

いと考えたc

{方法]

2002年4月 1BW、砕から当

し治毅期間を終了した方で，

によるi得意の得られた 20議以上の方を

と治験の満足度調査用紙

関する

65名に配布し記入不様などを徐く 55名を宥効j碕答とし

た(有効期答率 94.83%)。対象者の平均年齢は 63.9

り. 90%以上が治験に参加するのは初めてであった。

iこ渇する情報の理解度は i手議告が高くなるほど有意に低く.

理解が十分でなかった項目の多くは，治験薬や治数以外の

関する内容であった。これらの情報は知っておく

必婆があると感じてはいるものの理解授としては十分では

なかった。そのため.CRCには患者の館関投に合わせ，患

者が必要とする情報をより分かりやすく説明する必要があ

ると考える。また，治験薬の治療効果の有無により台数

られなかったc 治療効来の少な

いj台数に参加した患者では，待ち持関が適切であったとす

る程度が高く .i会議参加における溝足度には治験スケ

ジュールや病院の対応が影響を及ぼしていることが示唆さ

れたむ
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演 題 索 ヲi
(O!ま発表演題)

i災題 号 i安 号(発表若手)

あ 京子 115， 116， 117 

立古美 41 石井 357 

きょ子 恭子 246 

156， 157 石垣 242， 243 

石川寿美代 0234 

52 石川ふみよ 281， 294， 296， 304 

青111ヒフミ 226 石川 161， 162 

255， 265， 0266 石川 0245 

赤松 277， 298， 318 378 

秋EB 弥生 石関利子 C仏 10， 11 

秋山小冬子 337 石関 Jj度予 10， 

221. 222， 223 石田真知子 0235 

36 

207 諸子 0377 

335 

61 石原 163 

247， 248 95， 96 

54 石渡 333 

95， 291 泉 朱子

16 主義 キヨ子 303， 307， 308 

0296 和泉成子 237， 0380 

穴沢小百合 0183， 334 和泉 359 

安部恭子 0383 和子 79 

安部活太宗!I 329 {伊丹

79 rli江和子 80 

41 195 

98 152， 295 

26， 27， 033 20， 23， 24， 25 

300 058 

383 一部 152 

364， 382 井戸前} 0330 

48 井戸本頼子 379 

ひとみ 井戸 /。

有竹由紀子 232， 233， 234 揺 短 態j合 160 

327 揺勝理恵 275 

188 

し1 揺吉久美子 73 

飯器 17 井上 歩 0143 

飯器加奈恵 337 井上範江 158 

五十疑惑子 20， 23， 25 j禁下 ア乙 348 

10， 11 務又克子 40 

163 芥野 f詰樹 0329 

井口弘 子 247 今関節子 113 

池間 明子 83， 198 今出 124， 125 

地問 152 4、312BYJ ヨ，じヨハ 337 

il!!自由実技 0313 伊良部擾子 36 

地端明美 259 18 
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岩 騎手fl1t 271 お

岩瀬裕子 051 及川 !日j実 60. 085. 153 

岩国銀子 21. 0120 大i也 i潟校 184. 185 

岩 谷 敏 枝 232. 233 大11:けい子 125 

岩悶英信 324. 325 大石涼子 301 

岩間浩子 262 大内 062 

岩月すみ江 56. 067. 344 大賀 山花 0368 

岩i溺 真i秘 0342 大}II 明子 22. 029 
zgi王i、iごi'/1J 80 大久保祐子 0138. 353 

岩本純子 8 大lf!.Etl紀枝 221. 222. 223 

岩脇陽子 46. 145. 147 大沢修子 259 

大島あゆみ 0307 

つ 大島 操 383 

1:.悶 349 大島 38. 159. 205 

槌杉光代 0206 太田勝正 77. 0247. 248 

上杉 0297 大関誌実 82 

…!こIF! 115. 116. 117 大谷 設dむヨ，、 365. 0366 

UHたつえ 0122 大津鹿子 145. 147 

向上HI殺代子 0260 大西可奈子- 0277 

上野 7. 43. 045. 88 大凶奈穂 0186 

上野公子 156. 157 大平政子 145. 0147 

上野f 祐子 37. 180. 181， 182 大守主 総美 95. 111. 291. 353 

上野鳴子 210 大王子 124， 125 

上限 11~子 165 大堀 0323 

!ニ付絵II!，‘子ー 360. 0361 大1L! 末美 047 

納付小夜二;r 57. 58 i詰11u奇寿美子 40， 87. 246 

納付 IIJ美子 92， 58 小笠原知美 263 

1:.111 治美 4 小笠原知校 214 

去りる 0298 小笠原祐子 0173 

魚谷節子 087 緒方 巧

耳鳴銅 有lij!i 188， 190 i対IFI 0216 

後馬場直子 292 j滝野チヅコ 232， 233， 234 

臼11: 雅美 192 問主1; 159 

臼1!:麻息子 246 i湾 美 智 代 271. 273 

i今回倫子 060， 153 岡村典子 44 

内堀腎滋子 259 i潟村 377 

P'lIL! 久美 50 岡本手[JfI~ 0367 

宇都宮智 371 河本 057 

内海 j晃 130. 134， 337 縄本 i滋子 352 

宇野真A 註i美 0214 作:ijILJ 310 

協111 徳男 il!J中 309 

梅田徳男 29 奥iilt 文子 255. 0265. 266 

梅本伊織 193. 194 災宮 11ft子 5. 281. 294， 296， 297， 304 

Ii在野 茂 125 奥山真由美 331 

小倉主主rll¥子 225 

え 小倉之子 0284 

校}ll千鶴子 0348 尾111奇富美代 188 

i工法 i登校 255， 265. 266 長出 ア5ヨく 0139 

江守 0262 事11本由美 328 

明美 328， 0331 小野 安幸子 0360， 361 

小野 0293 

尾原喜美子 0149 
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桑子 54 佐伯幸治 371 

桑国恵、子 20. ()23. 24. 25 1左イ自 由香 ()338 

坂訂: 228. 229. ()343. 378 

ι守 ・m 坂口けさみ 95. ()ll1. 195 

小泉仁子 173 坂倉恵美子 ()21. 120 

小泉美佐子 319 坂本節子 78 

小板橋喜久代 351 坂本美弥 ()233 

小出里美 54 坂本泰ill! 315 

合間加代子a 184. 185 坂本祐子 ()315 

河野春海 281. 294. 296 坂本結美子 135. 136. ()137 

古賀明美 161. 162 佐木JJIれい子 172 

古賀美紀 ()246 PIなLlJ i~1-t 124 

五木田和校 ()65 {ノド出 総美 369 

関校敦子 221. 222 佐久間出美子 48 

小坂未来 224 桜間 ，モz釘ニ，、 259 

越村利恵 ()244 笹川 261. ()269 

小i芸j 82 往々 木あづき 17 

小竹久実子 ()337 {左佐木智絵 324 

小谷愛子 ()341 生f'rみゆき 20. 23. 24. 25 

真木 ()237 イ左藤立巨樹子 ()295 

児玉美由紀 8 佐藤 91 

児玉有子 158 佐藤栄子 205 

小問志美子 237 佐藤和子 161. 162 
小jly ()350 佐藤公美子 ()104 

小傾美和子 ()82 佐藤久美子 287 

小林朱実 ()225 佐藤昇子 ()1l8. 119. 215 

小林 ()166 佐藤子史 215 

小祢敏生 369 {左藤友美 380 

小林立rlI笑 259 佐藤 275 

小林 ()15 佐藤政枝 ()35 

駒木根愛 4 佐藤真由美 228. ()229. 343 

小松妙子 31. 34 佐藤 38 

小松TF:三千子 38 佐藤みつ子 164. 306 

小松光代 ()31O イ左j蕗 ()369 

小松佳江 ()308 佐藤 ()378 

小室俊文 152 佐藤陽子 ()196 

小山敦代 228. 229. 343 佐藤忠絵 ()1l2 

小山恵美子 328 思j捺育子 227 

近藤裕子 ()49 !Jl光やよい 138 

近藤浩子 ()353 生野菜緒子 ()267 

今野多美子 ()243 深田髄子 82 

キt1野千代子 20. 23. 24. 25 i事任j京子 ()135. 136. 137 

三部真由子 ()18 
ー、キー， 

雑賀祐子 4 し

263 塩谷玲子 ()274 

225 繁松奈津子 ()281 

()212 志戸商恵子 135. 136. 137 。156. 157 議ilI奇恵美子 ()48 

225 篠原純子 ()282 

68. 110. 230 止乙、 fl11t ()128 

8 柴田恵子 ()30 
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1EI'll 五~i 肉 82 祐子 74 

田中二千雄 55. 316 0175 

国中美智子 329 84 

田中三千歳 019 冨IJ:I英津子 16 

出1=/3 美穂 75 美主n 152 

国辺 309 {日 340 

罰議恵子 381 ::llJ:1El 政二子 301 

谷垣静子 0102. 217 おjiZ真紀子 20. 23. 24. 25 

谷川千桂子 0220 

谷口 陽子 12 な

谷IEI 恵、子 95. 096. 333 内務麻美 0287 

谷本 J怯 353 仁j:l井秀~7E 0292 

谷本公重 348 長培 0321 

経池 261. 269 中定久子 155. 0381 

田村はるみ 195 中尾八震予 0106. 107. 108 

0167. 178 中;鼠利子 301 

J'Jド 152 仁13JII 雅子 261. 269 

長坂 j子'n!L 329 

ち 長崎光枝 0336 

品子 381 中j誌あゆみ 209. 308 

iミ 光代 7. 88 1'1:1ぬ 0195 

s:f-Ilf~ð J主flFj 0373 

つ 1¥1鵠まさ子 232. 233. 234 

塚ITI(ll 89 ;1守人 0193. 194 

43. 45. 0320 0240 

368 'lllll~~有加盟 0115. 116. 117 。316 '11島 0375 

J).三本 N~ 子 Iドii語手L11t 64. 355 

JJ IJI 0165 中谷 i!j王子 163 
勺!?;、L 36 仁111;::' 155 

辻野 37 riJ j家 0384 

j上美rlJ紀 027 長友みゆき 251. 0252 

辻 よしみ 184. 185 1:1=1絞 79 

二1::)主人二Ht 60. 153. 0249 1'13聖子 135. 136. 137 

堤 雅子与 155 中野静子 309 

坪升: 良子 104 中野雅子 0285 

:l:'f上茂子 209. 308 1:1"納美智iil 0226 

坪111 恵子 45. 53 ;tk見 124. 125 

ì~l:本 87 永 楽 ヰi，設 106. 107. 0108 

iql:ILi 玲奈 209. 308 中村 1Ii:i子

li喜朗 191 1'/:1村 357 

'11tY 郷子 f二i69
て 1'1:1村 '括 93. 94 

寺内主t!:~ミ 0268 1'1:1村博文 356 

寺i対 196 i十1村 五r 77. 247 

口佐興予 0255. 265. 266 中村由美子 125 

113村百合子 93. 94 

と 中本弘志 287 

智子 0300 1'11111 320 

手口江 345. 0346 rlJ iLl登志子 81 

徳i詰]美:由紀 221. 222. 223 )，奴子 0130. 134 

主主内 56 名:草みどり 135. 136. 137 
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夜間美智代 0239 ま

前出修子 031. 34 

13¥ 前悶樹海 077. 248 

深:翠 0148 前田ひとみ 0191 

深田 }II良子 3， 032 前田部í~美 0202 

福井 228， 229. 343 前日] 勇子 258 

福井良子 0294 前原 125 

福江まさ江 290 牧野 92， 0335 

福~，~ 龍子 098 真i鳩山貴志; 163. 248 

稲田 191 増EEl 173 

福原良記子 135. 136， 137 益悶美津美 54 

橋本 活，~牙a、 105， 109. 0132 桝本妙子 0105， 109， 132 

福録恵子 261. 269 増由紀子 0209， 308 

藤井徹也 38 間瀬由記 278 

藤井智子 177 松井 文 53. 169 

藤井 i専英 0357 松浦江美 161. 0162 

藤井弥生 221. 222. 223 十公;選 手百代 59. 146 

務自殺支 161. 162， 297 松掴 会長 257 

藤田きみゑ 340 松尾康志 376 

藤田淳子 261. 269 松尾滋佳子 290 

藤間 撤 125 松詳英士 75 

藤間牧子 090 松下和愛 90 

藤野 Hm草 99. 0170 松下裕子 98 

正案村 381 松下由美子 44. 150. 0151 

0228. 229. 343 松EE!かおり 180. 181. 0182 

115. 116. 117 松田日登美 39 

布施呑JJli 松本 f妻子 0100. 101 

布施 200 松本賢哉 0370. 371 

'/ 松本智子 0188 

;I!U誌なをみ 81， 129. 197， 199 松本浩子 0303 

吉家明子 153 松本 167， 0178 

古川秀敏 106. 0107. 108 松山友子 183， 0334 

古瀬みどり 69 奨鍋えみ子 0180， 181. 182 

1M-銭 '冠t斗王、 320 関野 i信子 152 

〆¥ み

別 il度予 171. 174 三浦弘恵 0197 

二im優子 259 

iま 水仁11湯子 044 

星)11 実香 221. 222， 0223 水谷 171 

15.野悦子 068 水野恵理11子 362. 370 

車!!1m 英樹 193. 0194 水!l!J 話l 39 

謝野恵子 0126 道重文子 074. 172 

堀井たづ子 016 光オミ 16 

堀内美和 95， 96. 333 美和 105. 0109. 132 

堀川和枝 0232. 233. 234 水戸稜子 92 

場 ヨiと佳 0304 水戸 335 

務11 良子 44 翠)11 道代 195 

本江朝美 020， 23. 24， 25 南 妙子 49 

本国税子 95. 96， 0333 rねー 妙子 0326 

史子 0114 嶺岸秀子 8 

本開美恵子 245 ノ谷新子 98 
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?玄関久子 19 矢吹明子 042 
宮)j要由紀子 74， 282 山内まゆみ 59， 0146 

千夏 山内 0263 
宮島多i決子 0164 111綜然太郎 164 

まち 358 111 JII 0176 
有11子 102 t1J口 90， 128， 129 

宮 本政子 184， 185 t1J仁i 333 
。。 111D 五7五4宙也、 0290 

り 316 111口 37 
山口

む 111口みのり 327 
向井ずなえ 221. 222， 223 tlJ口 17l 
村井文江 0140， 141. 142 t1J1二i

村上 288， 331 111日 出子 92， 335 
村上 57， 58 111口利恵子 232， 233， 234， 

0352 tll:ll!! 0161. 162 
理恵 0318 LLJ rn 一部 み 13， 47， 122， 127， 135， 136， 137， 

む1179，357 193， 194， 204， 206， 216， 221， 222， 

223， 227， 232， 233， 234， 238， 239， 

112， 124， 212 287， 292， 300， 302， 313， 317， 347， 358 
山田 京子 364 

も 111 悶 忍、

8 出国 210 

20， 23， 24， 025 

118. 119 111 0153 
360. 361 303 
82 27l 

41. 93. 94 111中道í~ 94 

355 出向一史 247. 
188 89. 240 
350， 357， 374 山村 3 

336 山本

331 tll本 0150 
288 151 

0283 山本 128 
守谷ほのか 0231 山本武志 380 

礼子 232. 233. 234 111本 0264 
8， 12 i勾本 99， 114， 170 

219 

や 111本綾子 。168，290 

八木 122 111本 189 
安JII 0103 山本自伎

安田加代子 161. 162 t1J;本由香 0280 
安問 53. 55， 316 山本恭子 188， 0190 
安関 308 
休波 茂 子 0189 ゆ

53， 169 湯浅真裕美 0127 
移p 奈津子 351 結城瑛子 327 

隆哉 095， 96， 111， 291， 333. 353 
郷堀 良母子 0205 
矢野 37 0289 
J¥尋 237 40 
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横手芳恵

横溝

横山京子

横山佐恵子

横山ハツミ

横山初美

横山真代

吉井美穂

吉岡久美

古川由希子

吉田 彰

吉 田恵理

吉田恵理子

育問

吉区!

175， 210 

148 。129

263 

061 

245 

07， 88 

43， 45， 053 

30 

125 

93， 94 

073 

106， 107， 108 

82 

54 

吉永純子 74， 172 

0163 

裕之

吉村弥須子

有[i英

米弥

弘法;

米111 雅彦

米1(1美子?代

わ

若 i享子

若林足立忠子

分ぬるり

手D揺志美子

技退去[J子

渡 辺 尚 子

渡謹 }II良子

綿糞恵美子

渡部範子

和田美也子

320 

171， 0174， 176 

0258 

56 

036 

165 

3 

0169 

100， 

316 

0158 

345， 346， 0382 

0305 

354， 0356 

36， 097， 332 

0271 

0192 

0278 
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理

部

副

理

現

理

理

理

現

理

理

主
1
J
1
j
'
 

滋
ギ

す
す
必
ず

~才1-

:U1丸

理事@監襲名

理

(アイウエオ)11貢)
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日本看護研究学会

平成16---18年度委員会委員名簿

(任期 平成16年 4 月 1B~平成19年 3 月 31 B) 

理事役職名・委員会名 氏 名

理 事 山口桂

副理事長・総務担当 (長) 〈兼任〉 泉 キヨ子

総務担当理事 手島 d議G牙，、

副理事長・渉外担当理事(長) 〈兼任〉 )11 If!!~ みどり

渉外担当理事 竹克憲子

会計担当理事(長) 宮腰由紀子

会計担当理事 大串 子

編集委員会委員(長) JIl口孝泰

編集委員会委員 黒田諮

嬬集委員会委員 中木高夫

編集委員会委員 浅野みどり

編集委員会委員 金域祥教

編集委員会委員 楼井利江

星野明子

会委員(長) 近出敬

キ正 克子

奨学会委員 i崎明

奨学会委員会委員 中西純子

奨学会委員 島朝

学会堂・奨励賞選考委員会委員(長) 深井喜代子

学会賞・奨励賞選考委員会委員 石垣靖子

学会賞・奨励賞選考委員会委員 太田

学会賞・奨励賞選考委員会委員 小田正枝

学会賞・奨励賞選考委員会委員 河野 f*子

将来講想、検討委員会委員(長) 石井 ト ク

将来構想検討委員会委員 平 J1I 和生

将来構想検討委員会委員 松木光

将来構想検討委員会委員 t不"-1 二子

将来構想検討委員会委員 問中裕二

将来講想、検討委員会委員 松出たみ子

iiE11F“ 1. 事 田島桂子

Ji主Z七u. 松国たみ子
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評議員地区別名簿

北海道場思 (8名〉

東北地区 (11名)

関東地臨 (12名〉

東京地区 (22名〉

所。 議

日本社会事業大学 厚生労働者表護研修研究センター
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東海地s (26名)

氏 名| 所 属 氏 名; rfr 属

天野端校 j藤担保健衛生大学衛生学部肴護科 自尾久美子;浜松医科大学看護学科

浅野みどり 1 名古展大学医学部保徳学科 ii 関根 龍子;ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院

池田明子 北里大学看護学部 高橋真理 北里大学者諮学部

稲 吉 光 子 北忠大学看護学部 11高橋弘子 愛知県立春護大学

市江和子 jM赤十字豊田看護大学 竹内登美子!岐阜大学医:学部若護学科

大津賢子;岐阜大学医科1;著護学科 中野正孝; :大学医学部者護学科

大西文子:藤田保健衛生大学衛生学部 野村志保子 i久留米大学医学部看護学科

関崎寿美子;北里大学看護学部 1iiJ JJ立 法子;京都構大学

大平政子 名古麗市立大学看護学部 三上 れつ i慶寵義塾大学者設医療科1;

太田喜久子 !姿!(主義塾大学者護法療学部 村本淳子 i三重県立肴護大学

鎌倉やよい 愛知県立看護大学 森照チヱコj
川tJl富安子 愛知医科大学看護学科 UJ口 桂 子 愛 知 県 立 春 護 大 学

諮 問 裕 子 北A大学看護学部 渡迭 }II立子 竪隷クリストファヅミ学審議学部

近畿・北陸地区 (31名)

1¥: 名; 所 l認 i主 名; 所 属

'::ilt 栄子石JII県立看護大学: 近m敬子;関際部女子大学

fli ますみ兵庫県立大学大学院(応川情報科学研究科筒f「L井岡久石美裕子子陣滋世賀賀県日県立立大太学人問看護学部
泉キヨ子;金沢大学大学院医学系研究科 護大学

/:.lJfy. 範子;滋野大学提療保健判1; 学人11開設学部

小笠跡目校 j大坂大学大学説涯学系研究芥 i凶村真実子;石川県立者護大学

奥富 暁子;大販大学大学読ま学系研究科 jmlll 直子!京都府立医科大学i芸学部看護学科

JlI島 和ftI石JII県立看護大学 {壬 利子!京都大学法学部!お抑制淀看護部

校 敏樹;京都大学医学部保健学科- 野島良子;

勝田 {二美;兵庫県立大学看護学部 早川 和生;大阪大学火学院i哀号令系研究科

神話: 博;弘前学院大学看護学部 平紅i雅子;政IIIPlTi看護大学短期大学部

真田弘美;東京大学大学j淀医学研究科 平河 勝美;神戸市若護大学

鵡森好子 京都大学法学部知属病院看護部 宮島 親子;京都大学医学部保健学科

高 間 静 子 村上静子:

í~J鬼沢恵美子 大i説府立審議大学 山間 一期 KRCC臨床研究支援センター

種池礼子 明治銭灸大学看護学科設1~:準備室 矢野 正予;境野大学医療保健学部i

瀧111 蒸 i滋賀i友科大学医学部看護学科
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中間・臨街地IZ:(22名)

氏 srr
東 玲子山

務下 光 j

j車問敏子 11湾

太傍

九州地誌(16名)

市出による

りますJ

属 ι~I 一一一所
EB~Þマキ子Jl I口県立大学

但しそれ以降本人より 市出があっ

臼;ifi三審議研究学会雑誌 Vo1.28 No. 3 2005 
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平成17年度日本看護研究学会総会議事事項

理事長挨拶

報告事項

l. 学会員の動向について

2. 委員会報告について

1)編集委員会報告

2)奨学会委員会報告

3)学会買・奨励賞選考委員会報告

4)将来構想検討委員会報告

3. ホ ー ムペ ー ジの運営について 

4. 日本学術会議の活動について

• 日本学術会議組織改変について

• 日本看設系学会協議会について

5. その他

題

l. 平成16年度事業及び会計に関する

1)事業報告

2)会計報告

3)監壺報告

2. 会則改正について

\ 3. 将来構想検討委員会からの提案について

\4, 法人化について

5. 平成17年度事業計画案について

6. 平成17年度予算案について

7. 第33回（平成19年度）学術集会会長選出について

8. その他

第32回（平成18年度）学術集会長挨拶

•平成16年度奨励賞表彰授与

•平成17年度奨学会研究奨学金授与

• ロゴマーク応募作品の表彰と紹介

日本看設研究学会雑誌Vol. 28 No. 3 2005 

平成17年7月21日（木）
13 : 00 - 14 : 20 
於 札幌コンベンションセンタ ー

メインホ ー ル



平成16年度事業報告

1. 学術集会の関龍:第拘留学宇野集会(竹尾恵子会長) 7月29・30B

2. 機関誌の発行:27巻 1号------5号

3. 奨学会の運営:奨学研究費授与 佐藤正枝氏(名古屋市立大学)

奨学研究発表なし

4. 学会賞・奨励賞の運営:学会賞誰薦なし

奨励賞 綿貫恵美子氏(北里大学)

5. 地方会の運営:北海道，東海，近畿・北経，中国・西国，九チ1'1

6. ホームページによる情報提供

7. ロゴマークの作成:応募作品 1点

8. 将来構想、を検討する(法人化検討も含む)。

8ヱド看護研究学会雑誌 Vol.28 災0.3 2005 32i 



字1・ 自 iコ》、

I 資 のき1¥

lIIL 立場 資 産

院 主と 資 産

資 ffE l日〉、

立 負債の部

流 動 負 {安

1m 定 まミ 告を

1Z3 2、

1lI 正 i床例経の奇1)

11ぷ !討 ilIi 

JEI沫倒産 合

負債且び正味財産合計 t
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貸借対照表総括表

f32、ミ
特別

(奨

70，212，753 60，550，083 

2，344，119 2，344，119 

15，292，250 15，292，250 

15，292，250 15，292，250 

5WA22i 47，601，952 

57，264，622 47，601，952 

72，556，872 62，894，202 

日本肴波研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 

平成17年3月31日現在

(単位:IIJ) 

会計 特別会 計

会) (選挙卒業積立金)

7，877，904 1，784，766 

O O 

。 O 

O O 

01 O 

7，877，904 1，784，766 

7，877，904 1，784，766 

ア，877，904 1，784，766 
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第三め

支16"ド!支会ぎ芝公然入禁
平成16ilol.交予言放送会

所有;fY19合会主

支ミ!変約入手段16iド!支ill会
Il~ 1l立 15"手段・ 16年!玄米議入
i会WJ8る3 こよ

耳、;湾各9全43fEむ;

~A，721れ{平成15年!交 三と詩文会 285:?'"守念}
i，Zヲ2ぞz…ノζ10名ぉノ会
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名
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m
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〆M uJヲ 6 名手段171\'1支送会I~ lH宣言没総務)，["淡路年段会祭最ミ111.分

向。刷、
iÖ-{~1 

>-2お… H1ぉ 144名

泌さき j 会後退とふいによるを?終妥災 !31 内訳・送会会災 きさ11(0

2) 足立15:ilo後j嘉納入会てき 156，ω0lI1内訳
すえ淡151手段銭入会

平成13・14・151手段支払襲名絞
、淡14-151手!支交.}1、緩支え
守'!ぷ1211'波文1':、平成16{Fl支湾人会

乎IJl之14{ド!支:支払J送会
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取

引

々

泊

中

山
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30.00設 1
21，000 ?-撃を泰道玄10名
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7，0号9
14，総合

i支i翌十ゑtHfifi
者;終学

ヌーベルヒロカワ
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、、i
l〉
i
iノ

勾
a側川

開

125，000 x 4 500，000 

日本:投護協会出絞33

<11 収入

i的立学会i芝、手Iれ
泌総司有率?

応援I手ii宇後零ト

1.148，269内内

126，∞0 
857，700 
164，569 

注5?えと JI1. 会 2，031，000P]rJ;j ;;I~ 
王子淡WFI!工会
手守良薬字i
号室~1.入(Ietflj学会誌右手1)

} 25.000料開 50，000 x 2 = 100.000 

2Ti11 X i，∞0= 1，939，000 *: 
5 x 10，000 岱 50，000

42，000 
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(支出の部)

自平成16{ド4月1臼

受 王子成17年3月31日
と
同
M
U

-

-

F
引

uv
考項 目 「同瓦両手喜一平成16年!支矧差

1.学術集会認i助 費 400，000 400，000 i 

2.総会運営費 100，000 笠
3.地方会 補助費 950，000i 950，000 I 

a 諸会費 80，000 80，000 I 

j 理 事会費 2，400，000I 2，221，477 I 

内はよ竺一任 壊 事 会 ; 却0，000I 439，0!1-l-
- 一一

況は定倒壊 事 会 1，300，0001 1，408，487 1 
=I 3)総会 n寺理事会 700，000I 373，977 

G. 会議費・委員会運営費 2，320，000I 1，583，9191 

!日奨学会委員会 20，000 20，000 I 

内 ;2)編集委員会 1，000，000i 538，622 I 

訳注]主全日奨励賞委員会 300，000i 248，913 

川 :将来構想検討委員会 1，000，000 776，384 I 

7.印 制費 15，600，0001 15，805，807 I 

出 11:学会誌 15，000，0001 15，534，却21

二i2 会 報 100，000I 0 
N-: I 3)その他 500，000I 271，005 1 

8 通 信費 5，585，0001 4，274，4561 

内11学 .会一 誌1 4，635，ooo; 3，674，8327 

訳県与与 150，000 : 附 6oi
17事一語瓦 800，000 494似)

9.事務局 運営費 1，927，000 1 1，801，664 

1家 賃 1，572，000I 1，572，0001 

内包上主料引当金 85，000I 8δ，∞引

Lト11ii号車E 品 ~.~ i 20，000 I 12，489 I 

三ヨ仁j乞1七… 5明。
IO. 術品，器具 購入支出 o: 0 ! 

11 設備購入支出 。 01

12. 務費 1，300，000 1，829，7231ム

13 人件費;久800，000I 3，972，6271 

内見1 援 用[糊∞01 判おo
2 )臨時援用 600，0001 489，8971 

訳日了五一費 等 100，0001 259，480 Iム

上主上主型厚生費等 200，00立L一一一一 0
1

14. ホームページ関連経費 700，000 849，975 Iム

I5. 特別会計繰入金 支 出 700，0001 700，000 

内 11 奨学会 200，0001 200，00o 
一一 一

訳 12 選 挙 事業積立金 500，000I 500，000 I 

主一主術集会費号全ι 虫色000I 2，000，00oj 
17。慶弔 費 100，0001 0 I 

18.予 術費 400，000 o 

当 ltfJ 支出合計 39，362，000 36，加9，223I 

Z 支差額 9誌研「ゴ蕊む前ム
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異」
ol第30回

60，425 Iままれ幕・総会名札他
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149，975 会阪会議，メンテナンス.更新， リニューアル
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げ1:1)地方会主5効~~ : 300名以下出1075内 301~!- 600名=15万P1 601名以jニ=20万悶 1，000名以上口25万円

250，000111 =近畿北陸 0，113名 150，000門口該当なし
200，000門出東海 (821名)・仁川!l'問問 (731名い7L'i+1(627名)
100，0001IJ =北海道 (259名)

(，設2)翌2新1''l-iJlさ当余.王子成16年度iそfff対日苦手三の攻日参照

{誌3)公認会計二iごによる外部室主主E経費(16.8万円入パソコン支援経費(l2TJ1Ij)，弁護士費用 (312，500門)含む
ほ1:4)平成16"1'.)文選者会系業積立金4'#7J日会計a収支計算書参照

上5)平成16
'
1'-皮より新設
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1. 

(1) 

持J，

(2j 

る。

資援の部;

流動資援

王え 泣/、乙

立Ll怠 必 預 金

3主 ;議 潔 長主

米 )1又 え三Z為乙

言t 担、 金

iき fせ 三芝

2 問主主主を滋

長正
民会

{務

言号 よも {選i n13 
n 

減{隠!fJ;芸員十字

然形 図 定 号室

話会II 入疑

敷会保証金

E 災後のお

流動負債

言ii グ一ー 2三"
、

えミ 存、

更新卒1iJl 当会

2 間定災後

盛正 i疑問ゐ の お

lE 1l3!i:隊 長室

一殻会計貸借対熊表

日 会

9，480 

17，373，416 

37，005，187 

2，031，0∞ 
131，000 

流動 合計

202，388
1 

三375，157; 

1，96久307

930，913 

149，968 

650，000 

題;ミ 産会計

校 i1L 1 

14，913，000 

209，250 

流動会談

間 3主主ミ伎会計

{長 ぷ仁〉
2
、 Jl 

自 王子成17年3月318現在

: ~Ll) 

綴

60，550，083 

2，344，119 

62，894、202

15，292，250 

15，292，250 

47，601，952 

(うちill賎正l猿;な毅域加額) ( 6，312，189) 

負i立及之官?遂合計 62，894，202 

いて

定額法による減額i償却 しているc

IU産自 とおりである。

について

には， 定期預金・米収金・前払金・ -米:t1、会・ 含めることにしてい
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2.次j時繰越収支悲恋iの内容は次のとおりである C

季i 日 lIIJ期 末 残 高 当期末残高

主見 金 445 9，480 

通 預 金 21，511，764 17，373，416 

r主主~乙 j明 預 29，002，818 37，005，187 

未 ~X 長主 2，040，000 2，031，000 

前 払 金 131，000 131，000 

よ仁j、

fJfJ J3L 2f ~Jt 14，913，000 

えミ :j:ム .1&": ι 284，850 209，250 

更新 ;jiil 引 5、1，i 金

l口b、

次期繰越収支 額
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一般会計財産自録表
王子成17iド3fJ 31日現在

: f引

王立 長さ 務委主ヲミ渋谷持者 9，480 

子会ミ銀行中炎文 145，413 17，373，416 
京芸f三三姿藷子二;二議文ft'!j 4，999，177 
務経~!お 5，309，760 
五〈笈銀行本誌J文 6，919，066 

3むきj夜会 千喜三銀行'1';と交感; 9，500，618 37，005，187 
ぶ}j(三三菱銀行予奪還交お 9，504，569 
議行支10) 2，∞0，000 
議iji交f1J 3，000，000 

長;f'受勾 8∞，000 

察予芝J;，j 2，200，0∞ 
京支雪渓行本誌J文系; 10，∞0，000 

えと J!j( 霊会 平成1弱者会交 (277-Il分; 1，939，000 2，031，000 
学会長主主主役れら符〉 50，∞9 

双子Ij学会誌緩蕊孝子 42，000 

iiil tム 事務誇?平!変足分終 131，∞9 

fす 言';30Iill "詳苓i議会

援5 震主 iを ュh 60，550，083 
2 認定校長三

シャ ター工学 (H14.12) 202，388 
長之{初送設計 184，538 

務fiii 428，700 

受ミ芝ブ アシミ 1)TF -27 (H4.3) 236‘鈴む

iヌf認後詰 11，845 

忌!Sシュレッ 2270SW司災 ¥Hi.6l 

ぷ{磁器ミ総長~;U綴 と9，527

コ どりす2210~え\H9.3)

ぷゴ鐙をおi芸言受 ILi21 

ノンしーザーブワンタ

;議{緩督室J;fJ然討さ妥 30，47号
?ぎ三塗パソコシ Fl\lV~え (H12.1 2)

き之総愛長 48.994 
~ECパソコンユL主12T/E一主主

115，9寺2
¥H16.21 230，821 

170，232 

会設方~t認定交透2 930事913

学会ホ}ムページ1製作交m (H15.3l 524司913

学会ネームペ…ジ撃さ合後JfI(H1i.2) 406，(治Q

i立添加入機 14民968

法ぷl会 013-221時2331 ヲ

FAX1ti 043-221-2332 74，984 
護支金委主 650ぷ G

事務局事i災級会保託金

ぷj ii三 えzλz 

メ'"ゐ 62，8号4，202
立 iミ (J) 議i

流動災

!lij受会?を 平成17者支会雪之さ手 14，913，。∞
未払金 3Hう子学務長;人ミ (2名分} 209，250 209‘250 

交響?草子1]1 事務華街災ii?交努卒+51，現金

多方 rl zch z 15，2号2，250
2 会11主

殴 ;主 1ミ f長 必仁込Z 。

m r仁';

jE 長1< 立f
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奨学会特別会計収支計算書
自 平成16王手4丹1B 

王子成17年3月31B 

(収入の部) (上下{立 : PD 

不1. 話 決算額 争最 考

FJι a 年記 利 ，窓、 2，5581銀f子科怠え問斗 郵便局利息486円

委員 会連 ~又入 2柳川一設会計 奨学会委員会より

一 一 食731FLZエLf よ りの 繰入 200，000 

当 }弱 JI又 人 l仁〉2、 計 222，558 

前期操越収支 額 7，869，218 

~X 入 iU L 8，091，776 

(支出の部) (単位:何)

字j 自 決算額 1frij 考

奨 削 00|平成附度奨学会奨学金(佐藤氏)

lZニLミ 費 i 13300: 

務 資 672 のし袋・手数料(残潟証明)

、与 1関 支 ell 11、1 213，872 

当 i関 llx 支 ←?、・}三 復i( 8，686 

次期繰越収支 額( 7，877，904 

次期繰越収支差額の内訳

現 金)現金手許有高 01工j

3E1立3 i丞 1国 金;千葉銀行千葉駅前支宿 489，985円

j量 7叉 金 j郵便局 87，919円

r丸~三. j羽 7長 金 千業銀行本宿営業部 4，300，000円

JEε ， i羽 王手; 式一入 郵便局 3，000，000河

{s、 7，877，904河
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選挙事業積立金特別会計収支計算書

(収入の部)

~成16年 4 月 1 B 

王子成17年3月31日

(単{立:円)

寸
半
z

f
事
件
'

話
と

nui
 
i
 

景子、，

ρo 
n
h
v
 

円

i
，
 

sせ0
0
 

円

i
，
 

宅

g
i

〈支出の部) 円川
d

'
B
B
E
 

決算

。
。

。
。

500，074 

1，784，766 

Of弓

1，784，766丹

1，784，766内
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会計監査報告

日本看護研究学会

理事長山口桂子様

平成16年度B本看護研究学会の一般会計の収支計算書.正味財産増減計算書.貸{昔対照表および財産自銑および特部

会計の)[又支計算書について相違ないことを認めます。

王子成17is4月25EI 

千葉市中央匹新宿 1丁目 1番3号

監査報告

日本石護研究学会一般会計¥及び奨学会特開会計二選挙事業穀立金特別会計の平成16年度に関わる会討を監査いたしま

したので，報告します。

336 

1.監資実施日 平成16年llH6 1::1 

王子成17王手4月29日

(半期fffに監査実施)

2. 平成16年世決算審査

平成16年4月1日から王子成17iド3月31日の部の帳簿，並びに証謎諸表.現金.頭金通i読の提示を受1t.王子成16年

度会計収支報告書に基づいて監査の結果，いずれも適庄であることを認めます。

3.注意事項

なし

平成17:fド4月291:1

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 
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平成17年度事業計画（案）

1. 第31回学術集会を開催する。

（石垣靖子会長）

2. 機関誌を発行する。： 28巻 1 号,..__, 5号

3. 奨学会を運営する。

4. 学会賞・羮励 を運営する。

5. 地方会を運営する。

6. ホ ー ムペ ー ジによる情報を提供する。

7··,-将来構想を検討する。
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平成17年度

一殻会計収支予算書(案)

(収入の部)

@J .IfL成175ド4月1B 

:"E 平成185手3月31臼

項 目 j平成16年度実績平成17年境予算 j 俄 考

1 会 費 3悶 4久制仰，冷却脚O∞側O∞O 3部6，9m9幻紡2お5抑，

内継続会員 31，983，000 ス41照的oi 4，875名X7，000円 (註1)

過年度追加入会等 156，000 I V I H16年浸入会示認の入金等

未 収 金 ム 462，000I 0 I平成昨度未払いによる会別 8条 3)会員資絡喪失66名

訳新入会員 31moo i ぇ800，000I 400名X7，000円

2入会金 1，593，000I 1，200，000 I 400名x3，000円

3 学会誌広告料 印刷01 ω，000 I 28巻1号~同 (註2)

4 有料購読将 l，O2O，ooo; wo，oooi 

5 出版著作権料 1，148369j 1300! 

6 受取利息 別

7 学術集会炭り金 o I 4，000，000 !註3)

8寄付 O 

当期収入 会計 40，847，379 I 43，749，000 

;前部繰越金 36，919，677I 41，257，833 

収入合 計 77，76丸町
(iH: 1 i 

平成17年度予fI:(祭)会rt数

終絞会長 (Al5，100 (B) 225 4，875名
王子淡路年度会費者~入会員数

平成15年度会~.~納入会員数

王子成17年度より送会

王子成17年度より送会希望(H.16未納者)

(言主2)広告掲載 600，000 内訳

医学設!院

E主治薬出!坂

京都科学

ヌ…ベルビロカワ

鳳手J)J}

日本看護協会出版会

(設 3) 努~30間学長:f集会焚付金

第31[Hl学術集会貸付金

25，000x :1ド51TI1

25，000 x iド21TI1

む1，292名

277名(平成16年度米Jlx分)

5，100名 (A)

215名
6;jl， 

225名(B)

125，000 x 4 = 500，000 

50，000 x 2 100，000 
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〔支出の部)

笠主主
主盟主主
盟主00

沼主主
盟岱
H盟選Z
373，977 

1主主主主
20，000 ! 

控令

忍臼1む
立位性

誌盟控Q己
目呼

左目箆 7

生2互主主
担74，832
盟強投i

494，964 I 
1，801，664 

日設盟主
箆恕日
目白話
設準2

5 
O 
O 

出盟昌三
3，972，627 
3，223，25ο 
48仏897
259.4初;

01 

盟盟主J
盟盟主J
200，000 I 
盟盟笠j

2，000，000 
o 
O 

革担9，223ι
4.338.156 

良平成17年4月 1白

烹平成18年3月31日
抗
同
判

，Ag
z
b
 

ジャーナルイヒ費用700万円を含む

住亙担ど
立必担詑j

(註1)地方会遂営営繁芝:30∞O名Q}，以;J兵J.、下出15部0，∞O問 3ぬ01名以上=2∞，∞O円 60ω1名j以;J兵J.上出2お50，∞O内 1，∞O名.1:)，よ立!
3初00，0∞00問出i近£畿.~北とE際菱 (ば1，1η79名)

250，∞0河口京滋 (854:sト中関'[l1:J1笈 (730名ト九州 (636名)

200，∞0内出該当なし

150，∞0門口北海遂 (278名} 平成171f.4f.l1民会長数

(設計学会誌郵送料として， 900内x(平成17年度会員4，875各十~入会400名十字子学1.鱗読102件)キ生，860，∞01乃

は主計公認会計士による外部監査は6.87J何人年末毅{宇足立 (57J内)パソコン支援経焚 02万円)を含む

弁護士資fH100万円

(設4)務:滋金{え特定援金支出とし各苦手言葉綴立会事に分ける
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日本看護研究学会会則

第1章 名称及び事務所

第 1条（名 称）
本会は日本看設研究学会(JapaneseSociety of Nursing Research (J.S.N.R.)と称する。

第2条（事 務 所）
本会は事務所を〒260-0856千業市中央区亥鼻l丁目2番10号にi悦<

第2章 目的及び事業

第 3条（目 的）

本会は ， 広く看設学の研究者を組織し， 看護学の教育 ， 研究及び進歩発展に寄与する事を目的とする。

第 4条（事 業）

本会は前条の目的を達成する為に次の事業を行う

1)学術集会の開催

2)学術講涼会の開佃

3)学会誌の発行

4)

5)学会買• 奨励買事業

6 l l!JJ係学術甘l体との連絡 ， 提批

7)その他 ， 目的述成に必要な活動

第5条（会員の構成）

第3窄 会員及び賛助会員

本会は会員及び賛助会員をもって構成する。

第 6条（会 員）

会員とは ， 看設学を研究する者で本会の目的に賛同し， 評議員の推應並びに理事会の承認を経て， 所定の手続きと会

費の納入を完了した者をいう。

第 7条（賛助会員）

賛助会員とは ， 本会の目的に賛同し， 本会に寄与する為に入会を希望し， 理事会の承認を得た者をいうc

第8条（入会及び退会）

本会に人会を希望する者は ， 所定の手続きによる入会申込書を本会事務所に提出するものとする。 入会金及び会費の

納入を完了した時点で本会の会員又は賛助会員となる。

2)次の各号の一つに該当する会貝• 賛助会員は退会した者とみなす。
a. 本人から退会の申し入れがあった時。

b, 会員及び賛助会員としての資格を喪失した時。

3)特別の理由なく 2年以上会費を納入しない者は， 会員・賛助会員の資格を失う。

第 9条（除 名）

会員・賛助会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合には理事会の議を経て， 除名する事が出来る。

第10条（名誉会員）
本会に永年に亘る貢献の認められた会員を理事会の誰胞により ， 評議員会 ， 総会の議を経て名誉会員とする。

2)名誉会員は ， 会費の納入を必要としない。
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第4章役

第11条(投

本会は次の投震を蜜く c

1)理事長 1名

2)副理事長 2名

3)理

生〉監事 2名

第12条 (役員の選出)

投畏の選出は次の通りとするc

ゅより選出するひ1 ) 

2) 加に定める のゆから選出し理事長が委嘱する。{廷し いてはイ壬中

の欠員 しないc

3 ) した理事の飽に，

ことができる。

第13条 〈役良の在期}

の努は 3il~ とし を妨げない G 但しヲ

2) 

i誌とするむ

第14条

本会は，

マァ
o 

る為に壊事を置き.

し会務を総理するら

持て，

るc

のiゃから 2名以内を指名して理事を

て夜任するや:が出来ないと

る
マア

心

2) 

3 ) 

4) 

5 ) 

6) 

る11寺はこれを代行する。

理事長が必婆に応じ招集し たる。

理事の過半数以上の出席がなければ， る苦手はtH来ない令

し 渉外，編集，焚学会などの企画運営を担当するつ

る。

はおに定める

ヰ本三会の会言計i及び

2) に出!席高註eするi守事j拝玉治が宝出楽るc

5 

第16条 及

本会i之潔事長の諮問に J，c~ ヒ重要事項を審議する為評議員を f置き.評議員会を組織するc

u評議員会;え年 1恒i定刻;こ理事長が招集し議長は理事長が当たる C

る

3)評議員の 3分の 2から議求があ札立つ理事会が必要と認めた場合は，理事長は臨時に

ならないっ

をまミしなくては

4) の過半数以上の出席がな i完jき， る事は出来ない。

第17条 (評議員の選出)

は別に定める規定により会員の4功、ら選出し理事長が委嘱する。 但し任期中の欠員は補充しない。

2) の在期は 3王手とし将校を妨げない。但しiJl続き 6年を超えて在任する事が出来ない。
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第6章学締集会会長

第18条 (学術集会会長)

本会は，毎年 1図学術集会を主宰する為に学術集会会長を寵く O

第四条 (学術集会会長の選出及び任期)

学術集会会長は.理事会の推薦により

2)在期は 1.1:下とする。

3)学術集会会長は，理事会・評議員会に出席する事が出来る。

会で会員の中から選出し総会の承認を得るc

第7 総 ん一品

第20条(総会)

本会の総会は，毎年 1回，理事長が招条して開催する。

2)理事会が必婆と認めた場合，評議員会の議決のあった場合及び会員の過半数以上から目的を示して総会の開催の請

求のあった場合には.理事長は，臨時総会を開催しなくてはならない。

3)総会は会員の10分の 1以上の出席がなければ議事を開き議決する事は出来ない。

4)総会の議長は学術集会会長が当たる。議事は出席会員の過半数をもって決し賛否問数の場合は議長が決する O

第8章地方会

f;f:;21条(地方会)

本会の目的に良IJして，地方活動を行う為に，地方会を組織する事が出来る。

2)地方会の名称は. EI;;T王者護研究学会を冠した地方会とする。

3 )地方会の役員又は世話人lこ.当該地誌の空I!~.jî.を含めなければならない0

4)地方会の運営について{丈夫々において別に定めるc

第9 ムロ

第22条(会計)

本会の運営は，入会金・会費及び本会の事業に伴う収入等によって行う。

2)会計年度は，年度4丹1Bより翌年 3月31日迄とする。

第23条 (入会金・会費)

入会金は次の通りとする

入会金 3，000円

2)会授は次のとおりとするG

年会費 会 費 7，000丹

賛助会員(1口 30，000円

第10章会期の変更

第24条 (会則の変更)

会則の変更は，課事会及び評議員会の議を経て総会の議決によって行う O
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付期

この規期は，昭和57年5月lOBから実施する。

1)昭和58年6月1日 一部改正(会費)実施する 0

2)昭和58年5月1臼 付邸 1~4項部除

3 )昭和59年7月23日 一部追加改正 実施する。

4)昭和60年9月7B 条項追加改正(名誉会員ト(地方会}実施するc

U 平成2年8月4B 一部改正(理事会)・(三千議員会)実挫するつ

6)平成4年8月1B 一部追加改正(理事及び壊事会).改正(事務局)実施する。

7)平成5年7月30B 条項追加(入会).一部追加(地方会ト(会計)・(会費)実擁する 3

8)平成6王手7月29日 全磁改正実絡する。

9 )平成11年7月31日 一部改正(役員の選出)実施する。

10)王子成121:ドア丹28日 一部改正(会費)平成13年度より実擁するc

11)王子成1以下8月8日 一部改正(卒業)(会員)実擁する。

12)平成161:ドア丹即日 一部改正(役員)実施する。
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1.この規定は，会期第17条による

2. (地区・定数)

評議員選出規定

選出に関して:規定する。

全国を{す表に示す:l!主iまに分け，夫々登銭した地!互の会員暦35f.・以上の約 5% (閥捨五入とする)を地涯の評議員定数

とする。

3. (被選出資格)

の被選出者となる資格は.会員歴5年以上の者で選挙公示迄に会授を完納している者0

4. (選挙者資格)

会員歴 3#:'以上で選挙公示迄に会授を完納した者。

5. (選挙公示)

評議員の在期満了の 1年前の理事長が評議員就径の期間を明示して. 選挙を公示する G

6. (選挙管務委員会)

の主主選により選挙管理委員 3名を選出し理事長が委嘱し選挙管理委員会を組織する。

2)互選により選挙管理委良長を選出し理事長が委嘱するつ

7. (投票締切日の公示)

選挙管潔委員会の協議により投薬締切日を決定し会員に会布する。

2)投票締切日は，年度末3カ月以ヒ前に決定する

8.選挙管理委員会は，地区別選挙人長録者名簿及び被選出者受認名簿を作成し定めた締切日 2カ月前迄に選挙人であ

る会員に記布しなくてはならない。

9. 投禁は郵送により行い，投票用紙.投票用紙入れ資封封街及び返送用封 fJiを各選挙人に配布し定められた投累計'~切

El迄に投票を完了するよう文書で徹夜間主れさせる。

2)投薬締切日消印は有効とするc

10 組定による投票用紙は授録地ば評議只定数による述記制とする。

11. (投票締切)

投票結?切日出印の投票封筒の誹議:をもって締め切る C

12. (1約禁 )

開票は選挙管理委員全員が立ち会いの上行う O

13. (，1!!~効，有効票)

投楽用紙に地区定数以上の者にO印を記入したものは，その投薬用紙について全員無効とする。

2) 印がJ也註定数にj持たない投薬用紙については，そのC印を付した者の得票として有効とする O

3 )印以外の~Il (例えば x 印，ム印等)が記入されたものは.その者については無効とするつ O~1lのほかに称号.敬

称等の記入は有効とする。

14. (得票及び名簿作成)

各地註毎，得禁数上位の者ーにより定数枠内の者を該当者とし， これに次点者を明示して加え.得禁数を記載せずに評

の名簿を作成し殺事長に提出するc

2)最下位得票者に同数の者のある場合は. 1司得祭である旨明示し入会年度}llfiに名簿を作成する C

3)次点者{こ戸i得禁数の者のある場合も同得票である民明示し入会年}支)IJ真に名簿に加えて記殺する。

15. (理事長推薦)

理事長は必要に!おじ.この選出方法とは加に若干名を として理事会に推薦する事が出来る C

16. (評議員の決定)

理主J:4-会は選挙管理委員会の報告と.理事長による捻i持者について地区絡に審査し

17. この涜定は. 1Ji'31'057年S月lOBより発効する。
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付期

1)王子成2年8月4日 一部改正実施するコ

2)平成5年7月初日 一部改正実施する。

3 )平成 6 1j~ 7月29日 一部改正実施する C

4)平成 8il三7月27日 一部改正実施する
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期工
1
J
 

-監 選出規定

l.この規定l之本会会期第四条2項による理事・獄事の選出に関して規定するつ

2. ~壁奈は20名以内とし地区評議員数に応、じて配分する O

3.監察は 2名とする。

4.壊事は，新評議員が各地区の新評議員の中から理事定数の速記により選出する0

5 監事は，新評議員のrpから理事会が推薦し新評議員で決定する。

6.投票締切日は，理事長が決定し投薬は郵送により仔う c

2)投票締切日消印は有効とする。

7.開票は.選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる)会員の立会いの i二行う o

8.投票沼紙に定数以上の者にO印を記入したものは，その投票用紙については全員無効とする。

2) o~nが定数に満たない投票用紙については，そのo~nを付した者の得票として有効とする。

3) 0印以外の印(例え{式 ×印，ム印等)が記入された者については，その者については無効とするC

4) 0印の他に称号，敬称等の記入は有効とする。

9. (得累及び名簿作成)

得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし票数を記載せずに名簿を作成し理事会に提出する。

2)最下投得票者に同数の者のある場合は，同得票であるE言明示して名簿に加えるc

10. (理事の決定)

理事長は，選出された組事の名簿を理学会に提出して理事会のぷ認を得る C

11.この規定は，平成2'rF 8)J 4 EIより発効するc

付別

王子成 5年7丹30日 一部改正実施する。

乎成6年 7月29臼 一部改正実臨するc

平成8年 7月27EI 一部改正実施するC
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E本看護研究学会雑誌端集委員会規程

第 1条 ( 名 称 )

本会は.日 ム一品 会と轄す)とするo

第2条(呂的)

本会は，

第3条 (委員

本会の運営は， 日本者護研究学会理事のやより

任期は役員{差額期間とし再f壬を妨げないc

4条3項による学会誌の発行に関わる会酒運営の為仁会刻 6 項・ 7~震に基づいて霞く c

を選出する。

2) 

3) 

の中から るC る。

し理事会の承認を得るc 託期{主役員託期期間とし
明.4.-ιe 
'e:'以jのq2から

げない。

第4条

るcし理事会の議を経てiヨ

2 )会員以外の交読者には，手当を支給する事が出来るc

3)在態;え役員f壬態態fおとし存在を妨げない3

4)投載された詩文の査読は. 3名以上

空手ずに
う7J ミノ

つc

このま努終は昭和的年12月1日より発効する。

{す刻

平成5年7月30日

6年 7月29日

7月26日

"7 

必

ミ)多ミ』をするc

平成13年史より実擁する。
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日本看護研究学会奨学会規程

第8条

会より報告を受けた事項l之日本看護研究学会理事長が総会に報告する。

第9条

奨学金を授与する者の募集規程は，

第10条

会において別に定め.会員に公告する。

本規程はIIH手1154年9月248より発効する。

付則

1)昭和591ドア月22臼 一部改正(会計今三授の期日変更)実施する。

2 )王子成 6"ド7月29EI 一部改正(会別全面改正に伴い)突擁する O

3 )平成 8年7H27日 一部改正実施する。

を)平成llil~ 7月初日 一部改正実施する。

348 EI本看護研究学会雑誌 Vol.28 No. 3 2005 



日本看護研究学会 および奨励賞に関する規程

第 1条 この規程{之本学会の学術領域において箆れた業績があったと認められる者の表彰および若手研究者の育成にIYJ

し必要な事項を定めるc

第2条 表彰および若手研究者の育成のために次の 2つの設を設ける。

1)日本者護研究学会賞(以下，

2)沼本看護研究学会奨励食(以下，

却水学会の学術活動

2 ) 

とおりとするつ第3条

1) 

(1) しその領域の発展に安献し

した者。

11' 告げま霊長し

第4条

1) 

山 15年以上自

2) 

(1) 3年‘以上iヨ

(31 i諸条2

る。

であること

であることつ

ること。

ること。

んすr-
分J:J

1) 

2) 

る推は，次のとおりとするさ

については， 日 によるものとする

よって推諾される

第6条

1) 

2) 

tt':b 7条毎年 1@J. 

第8 前条により

第9条

次のとおりとする

1名刀、肉。

1名以内c

し によっ 気、 を る

された候補者については. 決定する。

は， よび爵設を毎年総会II寺に授与する

を行う。

表彰式が実施される

会会期中に

(規程の改正)

第10条本競程の改定{之

総WJ

(路行期日)

この競殺{久平成13年生J:I1日から擁おこする。

1)平成15年7月23日 第 3条 2) 除するつ

2)王子成16:tf.7月28日 第4条 2) (3)…奇1)語1][徐する。

つc
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E本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程縮期

(趣旨)

第1条 この縮問は. B本看護研究学会設および奨励賞に関する一規程において，学会賞および奨励賞の候補者選定に関す

る必要な事項などについて定める。

(選考基準)

第 2条 各設の選考は，次のとおりとする。

1)学会話・

( 1) 論文の内容が，看護学または看護実裁において有益で‘顕著な設献が認められること。

山 本学会の学術活動に顕著な賞獄が認められること

2)奨激賞

(1)研究方法や成来に独自性があり，看護実践への示唆が大きく，十分な論理性を備えていること C

(推薦方法)

第 3条 学会賞候補者の推薦依頼は，毎年度の本学会雑誌2号において行う O 学会設推薦議:は毎年度本学会雑誌2号に綴

じ込むものとするc 奨励賞は，理事長から委嘱さ?れた選考委員会によって推薦される O

(申請手続)

第4条 各賞候補者の中議は.次のとおりとする G

1)学会賞本学会員の推薦によるものとし次の書類を添えて 9月末日までに理事長に申請する。

山学会食推薦書:・申請議所定の用紙)…… 6通

(2) 申請論文の別制またはコピー...・H ・..……… 6通

知 共著の場合は共著他者の同意書~. • . . .・ H ・-… 6通

2)奨励賞:線事長から委嘱された選考委員会によるJ佐藤とし選考委員会は，次の書類を添えて11丹末日までに理

申請する。

ill 廷励賞推薦書:・ ql OWx主の用紙)…...・ a・...……………… 2通

(2) q1請論文または議渓抄録の別!jJIJまたはコピ一一……・……… 2通

知 共著 -jh偶発表の場合は共著・共同発表他者のi可;な・ H ・H ・..2通

(選考委員会)

第 5条 各賞の選考委員会は，次のとおりとする。

1)委員会は.理事長が理事のiゃから指名した 5名によって構成するc なお委員長は.委員の互選とする。

2)選考委員会の委員は.原則として被推薦者-または推薦者の所属する所属機関および共同研究者以外から選出する O

3)選考委員会は 4月に設設する。

第6条 選考委員会は，提出された申請書類宅;を審査し委員会の合議で各賞候補者を選考する G

第7条 選考委員会は.11月末日までに各賞候補者を選出し推薦議:を添えて理事長に報告する C

第8条 選考委員会は，候補者の選考経過および結果を本学会雑誌 1すで報告する O

(その他)

第 9条 説貨の内容については，当該年度の暖事会において決定する。

第10条 提出害額(論文加制を含む)は，返却しない。

{務11別の改正)

第11条 本組員IJの改定は，王理事会の議を経て11'う。

li投開

(施行期日)

この細則は，王子成13年4月1日から施行する。

1)平成15年7月231ヨ 第4条1)(2). 2) (2) 第10条別illrを別掛りに改正実施するむ
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日本看護研究学会雑誌投稿規程

1.投議

本誌投議者は，著者及び共著者すべて本学会員とする。ただ 会により依頼したものはこの摂りではないc

2.投轄の覆類と内容

投稿内容は，審議に関する学術・技術・実銭についての論文とするc 投様者は，投稿持に以下の原稿種別のいずれか

を申告する。投稿論文は未発表のものに限る。また，人および動物が対象の研究は，倫理的配惑がされていること，お

よびそのことが本文中に明記されなくてはならない。

額原審議文(カテゴリ… 1:翠的研究，カテゴリーII:質的研究，カテゴリー璽・その他)

学術上および技綴上総1ittある毅しい研究成条をと記述した論文。

J支線昆?にカテゴリ-1. I!， 磁，のいずれかを選択する

溺研究報告

学術上および技術上級飽ある新しい研究成主義で，議機rTJ?:禁論文jほどまとまった形ではないが.これだけでも卒く発表する縞緩の

ある論文。

闇技術・実践報告

技術的な跨怒についての実践結采の殺f舎で，その手段あるいは符られた1夜祭が火きごと波及効采を期待できる記事c

圏総 説

特定の間怒に関する文試を終めて分事?検おした議文。

3.原稿の送対

所定の表紙 じ込まれている〉

たオリジナル原稿，および、オリジナル}系議のコピー 3部

もの))を添えて下記に送付する

ごf260・0856 子葉市中央[2:C亥欝 1-2-10

は. r B者研誌原稿jと

した日を!京義母受対日とし

た時点を受付iゴとする。

4. J褒稿の受持(締め切り)

明記するc

を記入の上，

なので¥

川田孝繋宛

ることJ

しく

きる部分

逸脱したもの

}京翁の受付は年4[if (4月， 7月， 10月. 1 H，各月の10日)とし各践ごと き

5.投稿の諜苔

つ。

じ

どを削除した

に返却し，芳三

つえ るc より 内容の追加あるい をオミ

めることがある。また著者に承認を求めたうえで寄稿の謹類を変更することがある C

査読の結果， r符査読jの場合には修正された原稿について改めて査読を行う c 資設の結果が「不探部jの場合で，

その「不採用jの理由に対して論文提出者が明らかに不当と考えた場合には，不当とする潔告を明記し

長あてに異議申し立てをすることができる。

なお原稿は原則として返却しない会

なお原議撞加による査読基準は以下表の通りであるc

6.態調の校正

校正にあた以初校は著者が. 2校以後は著者校正に基づいて緩集委員会が行う c

なお校正のi奈の加筆は一切認めない。
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原著論文 研究報告 技術・実践報告| 総 説 資料・その他

独 露日 '11 O O C 

務 うう二 性: O O 

3を 展 tJ: I ノ O O 

技術的有 m性 ; O C 

学術的価値性・有用性; C O O 
車良 O O 

7土E二・ 成 度; O 

(凡iYtlJ0:詳細の対象とする.空欄:評価するが過度に重識しない。

7.原宿掲載料・剖剰料

原稿が糊り上がりで.10頁以下 (800字詰原稿沼紙30枚(図表含む))の場合は. f母絞料は1!\~料とする。そのi凶器を経

過した場合は，所定の料金を後収する。超過料金は.刷り上がり超過分 1 真につき実~l{ とする。

殴表は. A4科用紙にトレースした原闘を添える事。 F-n制業者でトレースが必要になった11寺はその実裂を徴収する。

別刷についてはーあらかじめ著者より申し受けて有料で印刷する。料金は. 30河×捌り上がり真数×部数 (50部を単

位とする)。ただし本会より執筆を依頼したものについてはこの限りではないc

8.議作

の権利保護のために掲載された原稿の瓶権は本会に属するものとする。他者の版権に帰属する資料を引用する

ときは存者:者がその計二可申請手続きを行なう。

9.館構執筆要項

別に定める。

この規程は，昭和59年12月1Bより発効する。

付期

1)王子成5年 7H30 日 一部改正実施する C

2)平成 9年 7月24臼 一部改正実施する。

3)平成12年4丹22日 一部改正実施するc

4)平成15年7月23日 一部改正実施する 0

5 )平成16年 7H28日 一部改正実施する。
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原稿執 要項

1 .原輔の蓄を方

りやすいよう
.>--;r して記述すること。 どの[乳 ヲ!万jするときには必ず出

典を明記することc

U 所定の表紙 ヒ込まれているものを A4判に拡大コピーして使沼)に，

およびキーワード (5語以内λ 著者氏名予r#.翼団体・部署とその英訳，

別是認を1;数を明記する。

2 )原則としてワードプロセッサなどによる接被告:上げとし英文抄録，和文抄鋒はそれぞれおの用紙に印離するc

A4刊の用紙に文字数800字 (40字詰め201日.左右余出30mm. J二r"余自50mmとするc 本文には必ず中央

下にページ数{本文のみ〉を記すこと。本文(題名とはじめにの掲などに)には一著者名，所認を記入しない。

3 )英文抄銭は200語以内を A4刊の用紙に， !良部としてTimesNew Romanの12フォントを用いて，ダブルスペースで

和・英

る(涼審議文，研究報告のみん

4)和文抄裁は400字以内とする

5) 

6 ) 

しそれぞれに通し番号をfすして盟1.表 1などとするc

黒インクで仕上り寸法の約1.51t~の大きさに描く 3 認 iちされた原関はそのま

まオフセット印綿するc

とは裂にまとめ る る を

8) 2 )のように

3 

して

強ページー ン，

一部一

じ日本太郎奇議花子む:役会的支援が必をささとハイリスク枚立さにあるお鈴入総守、殺の符後宥 日本護研究学会議誌;， 2(1)， 

32 -38. 1998 

2)火山on，1二 H.et al.: Char泌 teristicsof elderlv 

1998 

at hi2"h risk SUj)pl)rtive social 2(1 i， 32 38， 

ヲ ン ジ， 出!反社e 出版地.

倒

3)研究太郎討を基礎科学入!"lφ23 52，研究学会LUI気大i忍ぬ95

始ページ ジ， 111版社，出版地，発行年

{気t
4 )研究花子・不絞のみ EIヰ三太郎，表議花子 :臨床表護学1I. 123 146.研究学会出絞，東京. 1998 

ら)Kimura， H.: An approach to the srudy of press也氏 sore，In: Suzuki， H.， et al. (Eds): C1inic立l災ursingIntervention， 236 -265，災ihonAca-

demic Pres5，災ewYork， 1996 

:タイト Iv，入手日，アドレス

総山
l

6) ABC 護学会:油C和脱会投稿マニュア!v.2∞3-01-23， 

http://www.立bc.org/journl!m在日吋.html

なお，雑誌議長名は手1;丈誌では毘学中央雑誌.散文誌では. INDEX lVlEDICUSおよび、

INTERNATIONAL NURSING INDEXに従うものとする C
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9)沼字 .J市長は，現代かなづかいとする。アラビア数字を使い. SI単位系 (m. kg. S. Aなど)を用いるc

2.原稿用紙および牒稿の長さ

800字詰め原稿用紙3枚が刷り上がり 1ページに相当する。制り上がりが下記のページ数を超過しないように配惑す

ること。ただし表題.図表等の一切を含むものとするc 思表を仕上がり寸法(原版の2/3で大まかに見積る)で.A

4サイズの用紙に配置した場合に必要となるページ数をで記のページ数から悲しヲiいたページ数に 2400文字を乗じた

数が本文及び引用文獄に使用できる文字数になる。

(1) 原著論文 10ページ

(2) 研究報告 10ページ

(3) 技術・実践報告 7ページ

出総 説 7ページ

3.フロッピーディスク

原fllJとして，原稿のフロッピーディスクを添付するo 3.5インチフロッピーでMS-DOS上のテキストファイルが望ま

しいc ラベルには著者.表題，使用機種，使用ソフトウェアを明記することc

354 

この要項は，昭和59年12丹1Bより発効する。

付良5

1)平成 5r，ド7H30日 一部改正実施する。

2)平成 9:if.7月24日 一部改正実施する。

3 )平成1Or，ド7月初日 一部改正実施する C

4)平成12年4月22E1 一部改正実施する0

5 )平成15年7丹23日 一部改正実施する。
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日本審議研究学会投稿原稿表紙

脂綿別 l1原著臼一一1.b. 7J T :J 1) - II. c. 7J T :f 1) -rn ) 2.醗究報告

(番号に0) I 3. 技荷・実銭報告 4. 総 説 5. 資料・その他(

原稿投稿締切吾年月臼
年 a.4月10B受付 b.7丹lOB受付 C .10丹10日受付 d. 1月10日受付

(し、ずれかに0)

和文露関

英文題毘

キーワード (5語以内， 日本語/英語)

1. / 2. / 3. / 

4. / 5. / 

震構枚数

本文: 字文 国: 字文 表 技 写真・ d王

箸 者

会員番号 i 氏 名(自本語/ローマ宇) 所属(日本語/英語)

連絡先住用 氏名

生所:子

氏名:

Te1 : Fax : Eωmail : 

別問希望部数 和文品、銀文字数 英文抄録使用語数
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第31回日本看護諦究学会学稿集会賛助/協力企業@関{本名

-財団法入札幌盟際プラザ

-学技法人東告本学間 北海道

.盟議法人東札幌病段

-アステラス製薬株式会社

.アルケア株式会社

・底詣薬出版株式会社

.株式会社医学書院

・小野薬品工業株式会社

.大塚製薬抹式会社

-株式会社学習諦究社

-協和醗欝工業掠式会社

・グラクソ・スミスクライン株式会社

.グンゼ株式会社

.サラヤ株式会社

・三共株式会社

-謹野義製薬株式会社

.住友製薬株式会社

・株式会社先端涯学社

・ゼ、リア新薬工業株式会社

.大鶴薬品工業株式会社

-田辺製薬株式会社

.大日本製薬掠式会社

.中外製薬抹式会社

・テルモ株式会社

日本看護研究学会殺誌 VoL28 災0.3 2005 

(2005/6/16現在)

加者頼・敬称略



-株式会社ドリーム北山

-株式会社日本看護協会出版会

.ニチパン株式会社

・日本イーライリリー株式会社

・5本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

.ノパルティスブアーマ株式会社

・バイエル薬品株式会社

-株式会社パルメデイカル

-株式会社ファーマホールデイング

.ファイザー株式会社

-藤沢薬品工業株式会社

-株式会社VIPグローパル

-ブリストル・マイヤーズ株式会社

.株式会社マック

・株式会社ママショップ加納

-三菱ウェルファーマ株式会社

.株式会社メヂカルフレンド社

.抹式会社メデイカ出版

-株式会社メデイカルシステムネットワーク

.株式会社メルシー

・ヤンセンファーマ株式会社

.株式会社リコム

日本看護研究学会雑誌 Vol.28 No.3 2005 
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錦告義桑関長

看護学@陸学審出践

東京都千代間区九段北1ぺ2“14〒102心073
閣議]警護話 03(3237) 0221 FAX 03 (3237) 0223 

らmail:editorial@nouvelle柵 h.co.jp
[競売〕電話 03(5831)6633 FAX03(3237)0223 
ホームページ http:// www.nouvelleイ1.CO.jp

このマークは、人簡を着る看護をイメージして，人の形を表しています。同時に、
Hum部出ing(人}とヌーヴェルヒロカワのHも袋しています。



専門職としてのナースを育てる

クリニカルラダ…，マネジメントラダーの実欝

小島恭子・野地金子/議議

85判事 208箆
定値3，570丹(本体3，400F9税5%)

義勢窓議中心の医療務審議を実現し，リスクマネジメントにも対応
できる議議案銭能力を強化していくためのキャリア設計・関発
の方j去をま票終し活用できるよう，実際の蓄式類宅去多数掲裁しな
がら解説，審議議潔毛筆湾成のためのマネジメントラダー{審議
管理習熟段踏)についても，その役割機能・ 3平仮システムを提示.

エキスパートをめざして

機!lI菜江/鎮護

85学j場 192翼
定飯3，360陀{本体3，200内務5%)

像祭銭に郎した認の高い研究と議文作成に欠かせないそ手引き欝.
議議研究の慈礎知議任中心に，看護学の領域で汚いられる主な
務究方法を紹介し，研究テーマの設定から研究成累の発表，
文の作成にささるまでの留意警察環を解説

トリアージとフア…ストエイド

薦議議子/譲

86判 .202翼
定価2，310月{本体之200円税5%)

重量よくi謹選する急変や事故に対して，行うべき緊急対応な中心と
した実践知議をまとめたコンパクト判.念、変時によく克られる
症状と病院・在宅などでよく選遇する事故に絞って，第一発見
者として行うべき観察・アセスメント，独自に行える処霞，医
師と遼携すべき処畿と方法などの実践的内容を記述.

と
人権・看護実務・現代監療

大森試子・山内議関/欝

85判・ 218翼
窓価2，940問(本体2，800同総5%)

議襲撃選な判例毛主盛り込み，在宅での法的問題(介護保検，成年後
見制度をさきむ)もわかりや?く解説.法的疑問をQ&Aとして収
載し，法律に初めて触れる読者でも親しみが持てるよう，倒語
解説，ポイントモ穏所に認し，翠譲な図表・イラストを用いる
ことで楽しくE盤解できるよう構成事

当事者主体の新しいシステムづくり

設構結託/議議

85判・ 170箆
窓価3，150丹(2料亭3き000内務5%)

蓄量浅間されているfエンパワメントjをコミュニティの筏点から慈
ま素{すけ，プロ技術として展開する一ぬとなることを13的として
議集盆 Eさまざまな事例そ透してコミュニティ・ヱンパワメント
の渡用方法と効果を示している金 el際支援についても記述.

訟。窃苦@

情報隠示とケアの駕を高める
繕神科義議記録の奨擦

議出額翠/蜜

85戦・ 146箆
窓価2，520丹{本体2，400F号税5%)

⑮ 

蓄量2葬祭は，務神科での記録な{予uとしながら，フ会…カスチヤーテ
イングモ用いた記録の方法と纂2私的な考え方在紹介すると間跨
に，審議筋の蚤護記録のストレスを最小とするには，また，カ
ルテ潟示に対応するには，どのような記録システムがよいの力、
を事例により開示.

疾病の成サ立ちと監護の促進

85判・ 278翼
窓偲2，520問(ヱ利率之，400内務5%)

蓄量薬護学の理解が深まるよう，疾態別にその疾懇で使用される薬
物を，言葉E製作淘，作用機序までな会め解説‘議点泰工実は， f告の
疾慾からレファレンスできるよう参照j主主鴻日露し，視覚的に理
解しやすいよう議成.医療系学生の薬主主学テキストとして議澄

警護追求へのアブローチ

ライダー島締玲子
間鯖寿美子・小山敦子/額蓄

85判・ 152算
定儲2，310丹{本体2，200内税5%)

畿審議の箆若E晃援めることができるテキスト 綴念や建設を異体
的にわかりやすく解説すると間持に，学習効累を高める演習を
取り入れながら，奥妹をもって学習を進め，~らの惹護援を養
うことができるよう議成

蝉勝医搬出版株式会社/事113合印東京都文京産本腕1-7-10/立た伝説:;;11
005i苧4fJ丹波.IS



ISBN4-263-23467-7 

0157感染悲怠どのiまか，
ノロウイルス感染症等についても解説.

議急性鶏~陸援鶏~趨性離にわたるり八どりテ…ションスタッフ必穆の知識者を，
ISBN4-263-23466-9 

し，評舘やアプローチについてわかむやすく解説.

，高次髄畿能韓害の支譲に欠がせない翼践的で具体的芯知識そ解説.

じめ，

20041fo5月作成.lS



建ラ

脈栄養チューブ、
管理トレーナ

看護師が行う栄養チューブ、管理・ケアのための説明

用トレーナです。原理がひとめでわかるよう穿刺部

在透明にしています。内頚静脈・鎖骨下静!阪の計 3
留所にカテーテルを挿入できますc

website: 

http://www. 

kyotokagaku.j p 

からごらんくだ

さい。デモテー

プご用意してお

ります。

NEW教材ビデオ 山内豊明教授監修

フィジカルアセスメント 全10巻

実轄の皮!替や由管にきわめて近い感触の素材を使用
しワンタッチ接続で準備・後始末の手間を省き大Ip話
に削減。繰り返し練留することによって見えにくい
静!援に的確に針を持入でき技術に対する不安の解消
が期待できます。

師81呼吸器聴診シミュレータ
しungSound Auscultation γralner 

コンピュ寸画面に肺音分類を表示し操作しながら実際
の患者ざんから録音編集した肺音を、人体モデ、ル上

で聴くことができます。
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第一部/成人馬学習の背景と窮状

第 1輩
第2撃成人期の学習機会

第3書室 成人教官への参加

第4護学習機会の提供

第二部/成人の発還と学欝

第5章生物学的・心理学的発達

発遂における社会文化的な視
点と総合的な視点

と翼践

命A5版上製 592麗定器5，250丹{本体5，000円÷親)

襲警著者 シャラン 5・メジアム
ローズマリー s.カファレラ

襲警監訳者 立出欝諮(国立教薄穀築研究所総揺研究霞〉

五輪選二(お茶の水女子大学教授・問問属中学技蚤)

アメリカ合衆闘で権成あるシ1)}レ・ブール賞を受賞し、生護学習・成入学

習・成人教育分野の理論家のみならず現場の人びとからも高いき阿国を得てい

る大著の完全翻訳。成人態の学習議をめぐる最高水準の理論的到達点と実

践の疑問を現代社会、発達と学習、学習プロセス、成入学習議などの学際

的なアプロ}チから説明しており、また分かりやすい翻訳で概観できる。

生誕学習や成人の学習支援に関わる多くの人びとに指針となる書であり、

成入学習者にとっても自己理解のために最適の書令解説(立沼援諮)も充実。

成人英語の認知的発達

第8撃知能とヱイジング

第三三滋/学務のプロセス
第9筆記鐙・認知・頭脳

第10霊童
第11繋学習についての鍵となる潔議

第器部/成入学懇のあり方

第12章アンドラゴジ…と他の成入学

習のモデル

野喜孝懇露中

第13霊童
懇談変容の学留

批判理論、ポストモダニズム、

第五部/実践についてのふり返り

倫理と成入学習

第17撃浬議と実践との統合

解説(立国饗浴〉

議参成人数言ぎの塞護運請を理解し、実践にいかすための搭好の撃。

題己決定と議議変容をめざして一一

P.クラントン欝

入江藍子/霊豊田千代子/三季語建二

A5手tlよ:製 342翼 本 体3，000丹

義勢三戸留者のニース"と持佐1<::か広った支援の必要設と異称仰を訴す。

議議の誇章構・奨施・評儲のために一一

議参アンドラゴジーに爵ずあと古典的名響、待望の完訳。

鵠
ベタゴジーか5アンドラゴジーへ一一

議参在会教童手職員をはじめとする専汚職の研諺用/ご露遊の番。

にマイセル溶か馨

三章審議二訳

A5字gょこ製 206資 本体2，300丹

M.ノ…jレズ欝

A5判上製 600真 本 体5，000円

P.クラントン馨

入江覆子/三議建二監訳

専門臨む省察的実畿をめざして一一時 A5判上製 356頁本体3，000同

議襲撃覇軍広範在学塁手の実態か5、喜怒びそ評節する拐点を握京。

(髄題) ~み2二弘主 LZネリ穣蕃

千157・0072 繋京蔀世田谷罷摺師替ト25-5
TEし/FAX.03・3483・3723



バ
浅野弘明・林恭平蕃 磁器5判 368貰定額3，360円(税込)

パソコンと統計処理に関する基礎知識、全163項目をそれぞれ見開き 2ページでわかりやすく解

説した。あらゆる看護職・看護学生に求められている情報を満載したハンドブックの最新版。

一ーパソコン器鑓え曜とん恕i之湯ンタン
藤田和夫・藤田智恵子・高都良太箸 -85半5・2色劇 176貰定鏑2，625丹(説込)

研究テーマの設定からプレゼンテーションの方法まで、身近に利用できるパソコンソフトを使

った具体的な統計姥理の方法を中心に、調査研究を進める上で欠かせ本い様々なノウハウを満載。

器本審議科学学会看護学学衝男議接討委員会議 @四六判 400頁定儲2，625円(税込)

日本の臨琢現場で使賭されている審護行為期語を分類@定義した欝期的芯譲
住本看護科学学会の看護学学術用語検討委員会が 8年かけてまとめた看護行為の用語集。臨床

現場で箆われている看護行為用語を整理・分類し、 211部諮を精選し、「定義JI対象の選択JI方
法の選択にあたって考慮する点JI実施に伴って行うことJI期待される成果Jを明らかにしました。

カルテ・看護記録のための看護用語の標準化に、そして新人看護舗の教育に最適な議。看護

学生の基礎看護学・臨地実習のテキストとしても役立つ 1冊。

監修:井部綾子(聖路加看護大学学長・教授)

中韻睦子(国際霞療福桂大学保健学部看護学科教授)

-85判 セット鏑籍・定価 20，160円(税込)

十融

シ欝欝翻檎

21t堂紀の 議管理者の必携醤

義勢審議管理の基本的知識体系を初めて構築した酉期的シリーズ!

議参巷護部長かう主缶まで、施設かう地域、起業家まで、あらゆる場-1./ベんの審護管理の指針

欝学習テーマ部iこ「論点Jr討論jを提示し、問題意識・対応能力の養成をめざ、します

畿日本看護協会認定審議管理者教曹の教材として、また自己学欝の参考醤として最躍です

11 

奪三E審議管理謀説・・……H ・H ・-…定器2，100円(税込)

看護組離論…....・H ・-…・・・定価2，100問機込)

蓮歪E藷護マネジメント論....・H ・....定備え100丹(桟込)

看護経醤・経済論....・H ・-定髄2，100円(税制

審議都度・政築論....・H ・-定価2，100円(税込)

軍豆E看護管理学研究....・H ・-定錨2，100円(税込)

看護における人的翼護活思議…・・定髄2，100丹(税込)

軍5~1 審議?警報管理論…・・…H ・ H・-定髄 2 ， 100丹(税込)

審議管理基本翼料集・…・定儲3，360円(税込)

尋問本番護協金出版会:::::;窓鰐誌[コ桜iiJ会議若葉;j



CHUGAII中外製薬[
@oシユグループ

中外製薬のがん祭主義製52fラインナップ

塗盤釜塗髭

カベシヲピン塁議書籍

ドキシフルリジン談議

t完封ER2滋〉ヒト化モノクローナM高体
主主総省主義喜謀議‘鐙主主怒喜室長塁、霊喜子翠示護霊童霊祭

トラスツズマブ{遂伝子量霊祭え〉繁滋

主意鵠mg/mL
リツキシマブ{草壁伝子議霊長義え}怒書籍

トレチノイン幾重警

主翼霊童ブロカルパジン要望溺

レノグラスチム{霊童伝子縁淡え)警護繋

書喜怒グラニセトoン畿言語

アセグで5トン塁率

民誌効童話・効索、用法‘F奇襲、警警告、禁慈、潔票日祭主主なさきむ
使用上の注霊童、効童話・効祭iこ鑓淫する使用上の没慈、
潟法・F語露iこ関遂1ずる使淘ょのi柔慈等i立製品添付文
謬そご喜多照ください。

す該4
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麟察謬翻

麟緩瀦

麟麟趨

も o 
匙方の選択設、組み合わせが広がる。

{饗祭}

ビタミン81欠乏症と忠われる重篤なアシドーシスが発現した場合には、

複ち!こ100-400mgのどタミン81製剤を急速静脈内投与すること。

また、高カEコリー議液療法を施行中の患者では、基礎疾慾及び合併症

iこ起因するアシド…シスが発現することがあるので、症状があらわれ

た場合iこは高カロリー議液療法安中断し、アルカリ化剰の投与等の

処緩を行うこと。

[禁忌o欠の患者には投与しないとと)]

(1)本剤又i立本海j記合成分に過敏症の既往廷のある患者

(2)血友病の慈善言

(3)事し霞邸主主の患者

(4)高ナトリウム邸症の態者

(5)高クロール血症の患者

(6)高カリウム血症、芝尿、アジソン潟、高室霊祭血症の患者

(7)高リン血症、爵Efl状猿機能低下症の患者

(8)高マグネシウム頭症、甲状線機能低下症の患者

(9)高カルシウム血症の患者

(10)好性腎癒又は肝性雷穫のおそれのある患者

(11)霊祭な穏湾蓄のある患者

(12)アミノ酸代謝異常のある慾者

i効能又{主主主祭]
豪華口、豪華駁管栄養補給が不能又は不十分で、豪華中心、静絞栄養:こ毅らざるを得ない場合
の水分、主草書等質、カロリー、アミノ淡及びt::タミンの者若手言。

{用法及び尽き霊}

重量71"カワ、ノク1号

本fiiHま宗主中心綴嫁栄三委療法の開始時で、総務官きが不明の滋合や総務総が低下してい
る域合のIJIl始主主として、あるいは総務時等で露fil~言語が低下してお号、ブドウ絡をお!J I，認する

Jfjいる。i語索、成人iこは181806mLを24l!if IHJかけて中
なお、年齢、者自民、f主宰¥1こよ母長室3主務長えするc

番喜ブjレカリック2号4

本iilHま緩や心務総主投安委主禁法の綾J寺液としてJfjいるoJJ詮?言、成人iこは1日2006mLを241時
I1紡斗?で中心静E設内iこ持統点ìì葬iì入ずる。なお、年齢、症状、体ゑ;こよ1);議TI~検波する。

言語71レカリック3号

本総は緩や心篠塚栄華霊祭主去の綾子寺淡として1奇いる。i謹'段、足立人lこは1臼2206悶 Lを241!if
11号かけて中心静縁IAJtこま寺綴点滅注入する。なお、年齢、感状、体1震によ母i議JIj詮議案ずる。

[使用ょのi主慾}

1.1議室撃投与(次の慾華まには後愛に投与すること)
(J)撃手隊i1Jのある.u.~、者 (2)本人又i土問毅、兄弟:こ気管支枕弘、発疹、三主総疹苓のアレ

塁語道霊祭籍先{資事'11警求先}

φす盤載り鰯
テルモ株式会社

E室京書官渋谷区落ヶ谷2T目44塁審1号
http://www.terumo.co.jp/ 

FULCALlQ、フJレカリァヲiま陸辺製薬稔式会社の室主主量産量擦です。

1レギーを主主こしやすい体重雪を持つ忍者 (3)塁薬物滋露支援主の主主役際のある，怒者 (4)i!露
政撲の!.lJ、まま (5) 鋭水症の，l~、者 (6)遺症室長燦のある，思表 (7)心不全のある患者
(S)Wl冬佼尿路害発.í!Hこより長まま愛が滅少している怒~・ (9)綴総務の窓、幸子 (JO)R主総
売ピの滋者 (1])政~J!rのアシドーシスのある窓、1ií' (12)隊炎、E率五更化症、終E委主葬会事のJJli

(J3)援総 (J4) jg;出生体j初号、新設児、乳児、幼児又は小児

2.1塁塁塁なさ喜本約i主怒
{]li¥'f，カロ')一段主主療法周の栄安委事会液として室長成をf認定しているので、家絡なJJ干際:号、
野滋怒号事の特殊な事会主主総長立を必姿とする後慾lこは使用しないこと。 (2)f.1jJfi[毅、E記事費
のおそれがあるので、ブドウ義雪渓}支の告まい製剤から投与するなど、ブドウ主義援芝}交を徐々 に
存者めること。 (3)フルカリック2-，nえひ'71レカワック3i子の念、護士な投与の，}，止により1!J;1但綴
を総こすおそれがあるので、投与を4' 11::守する級会;こはブドウ議~i授皮の低い製剤をf史1討
するなど、ブドウ縫j農産Eを徐々 に下げることc は)フルカワ、ノクIそiI土、総務総が不明の
塁審会及び綴主主によ呼総務総がi低下してL、る場合の潟カロワー翰波紋j去の開始後として
淘いる。また、佼塁塁狩等で総務絡が低下しており、ささ裁量IJp.良の必喜さがある場合には、言語
カロリー李会後療法の綾子寺在えとして用いる。フルカリック2号は、 i謹if~~の熱愛が必重さな守、老年
の縫持主主としてJfjいる。フルカリック3"子は、必去さ室長笈;の医者い感、者の綾子寺主主として!百いる。

3.相互作用

併用途慾({井般にi主主霊すること):強心配機体・レボドパ・ワ}vファリン

4.I1J作用

まま仁l、豪華をま栄祭補給が不能な宇野後蕊者を対象とした53!7Uの隊床試議会において、5例
(9.4%)(こ泌1'1'浴が認められた。その内訳は、下波予告赤、皮疹、AST(GOT)上手卒、
ALT(GPT)上昇、y-GTPl:芥、LDHl:持、カリウム上昇、i立i義H滋上芥が各1I宇0.9%)
であった{徐立主将)。

(1 )愛犬な創作用

])アシドーシス llH蓄なアシドーシスがあらわれることがある打撃手f引の耳目参日読ん
2)ショッ夕、アナフィラキシー綴疲状 ショ、ノ夕、アナフイラキシー主義疲状を童話こすことがあ
るので、綴蓄さを十分に行い、lfnEE低ド、怒淡際冬、呼吸隊菱重、チアノーゼ、滋心、殿内
務問、際l立百j綴紅、議採J送、発汗今子があらわれた場合lこは、a:ちに投与を中Jl:.し、途切
な処僚を行うことQ 3) i\'U江草喜本溺はt:6 i授皮のブドウ総合有塁塁手~Jなの守、滋授の存者
淑畿、手話没透EE手リ長去、仁li誌があらわれることがあるので、このような疲4えがあらわれた
場合;こはインスワン投与会事の途切な処i誌を行うことG

※その他の使用よの注意等は、製品添付文饗をご覧下さい。

高カロリー翰液用 総合ビタミン・糖・アミノ殻・電解質液蓬重重室主筆

録
事著書室元{資料言語求先)

@官塁審
愛警
護零

田辺製薬株式会社認553t読むJfp時

2004""10月作成



緩揚栄護費uc経饗@

品開示 雲霊祭:ie

日州大壕鍵護教式会社
資家怒千代E塁区争率El3E話器Tふ§

2号号アJレミパウチ
(ミルクフレ…バー、コーヒーフレーパー、バナナプレーバ…)

400mlバッグ

。効能・効果、用法・用量、禁怠を含む使罵よの

は、製品添付文撃をご参照ください。

イーエ京大援護製薬縁式会社
主若手襲警守主義務二殺を義務4iき蓄 3ω5

繁華ヰ議ミ主主主

学衛部
干 101-8535 筆家警きニ子iU吉区務銭湯湾各2*漆塁塁塁率衿æ~察2 1::)レ

務室? とわ予

審議欝として管翠能力者E発揮するために必婆主主知畿と技術をわかりやすく解説。マネジメント技術の障上、質の姦



Japan己5εJournalof Palliativε 門εdicine

傘 85判番多鍔号120ページ翠鹿

議襲撃刊〈年4[QJ， 1， 4， 7， 10毘各1日発行〉

傘定鑓:2，100悶(本体2，000月十税5%)

争年間購読料 :8，400円(本体8，000四十税5%)

@本誌の内懇鯵

場参鐸号特議を紐み，各領域の最新橋報を

レビュー
躍編集幹事:IJ¥J 11童館B(日本大学医学部隊錦織授)

勢参議麗，連載により，緩和室議に関する内外
の話題をわかりやすく器供

番多投議論文・緩和堅議学長正YWORD・海
タト文献結介など

下山道人(霞立がんセンター中災害毒様車喜務台芸菱・緩和ケア護霊祭)

手議 恵{子繋大学大学続審議学研究科塁警護システム管怒学・務続

書審議システム号室理学教授)

保坂 経 C!i雲海大学復学gjlJ霊鐙診警護学系数授)

向Lll雄人{慈研究会予言絹病院緩和ケア科部祭)

山室 説{蹴大学大学続縦・医学部機械緩和医療科椴)

字103心007褒諜蔀中央区自本議浜開2ぺ?必浜E草花畏ピル
TEL 03-3667-5656(代)IFAX 03-3667与657

http://www.sentan.むom

欝使用上の注意等の詳謡について誌、製品添付文蓄をご参賠ください。

爽，，'禁中支tK8平

ゼリア新薬工業株式会社
:霧車滋票結窓薬学術吉sまま 03(3661) 0277 

必為アメリカインジアナポリス

イーライリリ一社提携
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カリキュラムC議室留を反映させた内容構成

保護蹄顕家試験出襲撃援護!こ完全対応

審護教曹との襲護者選重げたスワム芸区内容

翼践的知識の引き出しとして活用

，111'.....吟[1>.... ト，jli'.......，!Iるわ4ト.:J!<......吋仰......，fJれ 4ト吋"宮崎4ト榊4ト <I!l'....c炉 ~l! """， ，ど，.....ト .j!l'....cト .111'..... 炉

巻 構成

地域審護学総論岳地域の薩康課題と地域看護学
O綴集:金111克子(石川県立看護大学学長)
220災/定側3，150河{本体3，000何十税5%)

地域看護学総論②地域診翫と保健福祉対策
。綴築:平野かよ子(頭立保健医療科学渡部長)
178JtQ/主主似2，520内(本体2，400河÷税5%)

地域審露支援技術
G綴主義:村隠さ善代{東京大学教授)
316交/定fuli4，410河(本体4，200何十税5弘)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
むずかしいと患われがちな審議診断をとても i 蝿

解りやすく解説。怒初心者にも挫折経験者にも、 i騒騒す額騒笠
「白からウロコJの感激宅E妹わうことができる。， ---------0 

萎:中本高夫(臼本赤十字行畿大学教綬)

番審 B5手立曜量定錨;と1OOfIl (5%税込)蓄量240頁
塁審 ISBN4揃05-1521ア9-6

地域審護活動鵠①ライフステージの特性と{祭器活動
。議集:金JII寛子(石川県立看護大学学長)
362~/主主総5，040内(主主体4，800内÷税5詫}

地域審護活動論争心身の罷康情題と保健活動
。編集:金川克子(石川県立議議大学学長)
396資/主主側5，460fI](本体5，2∞何十税5お)

保健藍覆福祉行政議
。綴築:野村陽子(摩生労働省保健指導室長〉

252~/定加i3，360P1 (本体3.200内+税関)

疫学/探鑓統計
。綴集丸井英二(綴天堂大学教授)
240JtQ/íË~耐3，3601"1 (本体3，200何十絞5詫)

2005年4月
増刊号

. . . . . .， . . . . . . . . . . . . . . 
fナースのナースによるナースのための泰護
研究jとするためのノウハウを網緩。芸書2阪で
は釜E還な異体例・インターネットによる文献探
索・養護新の看護研究法も潟載。

著:薬関様子(北波大学部設学部教授)

.B5斡@定髄2，520円(5%貌込).256真

鯵 ISBN4・05-401317-1

着醸鯵麟事域課事介入
j韓関~=.l7J~

事舗による看護計諮立案までの奨欝

コマ蓄tl!J写室棄と霊訪翻で送人のワザ考査大解剖!

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
多くの警察例を用い、議言葉診断の路発の流れ・施設で
の電子カルテ導入時の体制つくり・システムの組み
方昏審議過程の進め方のポイントを解説。

監修:古議洋子(え・Ji若返12i;f!f大学総ijJj，寺在家主授}

署警 B5*U.定価2.520丹(5%税込)⑧264頁
塁審 ISBN4・05-152286-5 

フルカラーの空軍棄とOVOでトランスファー・スキル
のき翠健から実際の動作までが修得できる1$。

護審 AB半日曜審錨裕1，500丹(5%税込)⑧160頁

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
警護子カルテの{土綴みかう導入までを、実擦の霊童子力
ルテ額商そ取り入れて、わかりやすく解説。

議集:安野洋一(大阪府語性会攻fllE張主若者言語tセンター総長
大綴}符E奇抜会i次長l病院長主長)

線本大fi'(お土i議株式会社i見立互支社医療滋3喜一部)
番多 85判番多定価之100丹市%税込)⑧186資
.'S8N4“05・152288-1



編集縄本和ごと

議 関本和ごと@畏省都笹子

審護研究のテーマ、どうやって克つけるお? 統計

や醗究の率、読んでも金然わかうない! 露関紙欝

震は、患議さんむ議控にな5慈し'? 文献、お金、そ

して患載さんへの記薦出ととcヂータ整理、論文搾

戒のコツ。わかっていそうで、わかってい悲し1、

大切な務究め議本、 nまじめの一歩jで楽しく学べる。

[由次]

Ste戸 l

Step 2 解決したい問題をみつけよう

Steゃ3 問題の解決iこ入る前に、これだけは讃髄しておこう

Step 4 問題の解決のための手顕在決めよう
霊童雪量謬警警

Step 5 患者さんへの矯理的記長撃の大窃さを知ろう

Step 6 時題の答えを出すためのデータを集めよう

Stepア データの中から、問題の答えをみつけよう

Step 8 答えが出たら、それを論文にまとめてみよう

警警A5 翼168 2004年
定錨1，890円
(本鉢1，800円÷貌5%)
[IS8N4-260-333ア8-X]

部久浩志・岩本欝

.窓接関イ茶番が藷設用いる統計解析の手法や考え方について、
げながう競説した実践的参考書。手ごわし1統計解析も、この1掃があれば、こわくない!?
cr銃器なんかこわくないj

[包次]

命85

第1

2 
3. 
4.デ…タを言葉計ずる
5.グラフ者去作る
6.デ…タの分布の務認
第2霊童拙科"，.隊長鐙古

l.:!!霊主主

資224 2004年

2 
3.1 
4. McNemar名義鐙
5. Man汗WhitneyのU後定

6 
7 
8 
g互支籍後をぬぐる5喜怒
付録
Q&A 
データ祭析べからず主義
fせき芝

定髄2，310肉体惨2，200F併殺5%)[ISBN4-260-33322叫

i箆塁塁税率変E霊の土警合、上認定僚は税率の主主警護分変受iこなります。



Patricia Benner, Patricia Hooper-Kyriakidis, Daphne Stannar: 

Clinical Wisdom and Interventions in Critical Care: A Thinking-in-Action Approach 
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監訳 井上智子 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科教授

看護師は臨床場面で何を感知し予測して、行動しているのか？ 看護師はどのようにし

て臨床知を身につけるのか？ その答えを解明すべく、ベナ ーをはじめとする研究者

たちが直接、看護師たちから話を聴いて明らかにした。看護師たちのドラマティックな

物語から、臨床知をめぐる様々な事柄がわかってくる。

インタビュアー：あなたは、 どこでその区別を学んだのですか？ 氷のように冷たい状態と、

冷たくなっている状態…、 どちらも同じような気がしますが。

護師：何度も何度も何度も、 患者さんをこの手で触っただけです。 新人のオリエンテー

ションでは、 ただ（モニターの）

で患者さんに触れることです。

を見ていればいいということではないと教えています。

（本書より一部抜粋）

【主要目次］
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